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157 地域と生活　………………・6・∵………・…・一・……………………352 3 61 TV
’i58・マスコミュニケーシ’ヨン論1　・66……・…・∵一・…，・…・∴………354 1　’ 58（㊤〉 TV
159 マズコしニケーション三三・……・一…………………………356 1 58（㊥） 「・TV　、

160 4
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産業と拉術専攻

161 技術史・技術論　一…………………………・…・…’……………… 2 6Q TV．

16零 産業技術の動向1　………………・・……・…………・・…・…………360 3 61（㊥） TV

163 産業技術の動向∬…一…・・一一…一’…．●b…6’●………362 4． TV．

，164 産業社会学　一・…・帥……●’…η………．●…の………………”．…’叫 1 58 R．

工65 産業地理学　や…∵・…一轡…・…・……一…一亘…●一…………364 ．　1 ’58．（㊥）．． TV．

166 産業と情報…………・……・・………………・・轡…一一………∵・・367 1． 58（㊥） R、

167「 産業と企業　…………∴……・…………・・……●………．’………’…369． 1 ．59（㊥） TV．

．168 産業と資源り・……………………………・…繭・・………………0．．371 £ ・．＼ U0 R．．

169
．産業’ ﾆ環境　…………………………∴∴…・…・…即…・一・………373 1 58（㊥） TV・

170．経営管理1　∴…・………一・・………・………・・………………・・一375 1 ．59 R

171 経営管理皿　…・一・…一・∵一一・一・……・………………一………377 2 ．60 ↑V

172 人事・労務管理　……………・…・・……………・・…・……………∵・379 1 58　・ R．

173 労雛済学…一一……・・一…一……1・…一……∵・一・……381 2 60 R、

174’1経営分析と財務管理　……………………………・……・・…………383 3 61 R

175 企業と会計1　…一・一・一…・一…………………………………385 2 60 TV、

．，176：． 企業と会計皿　…………・……・・…………………∵・…………・…・・387 2 60 R．

177 マーケティング　…・・……一・………………・・1…一…・・9…………389 1 58 耳

178． 経営組織論…∵…・r……∴………・・…・一・一・一…………・・……391 3’ 61（㊤） R

179 経営戦略　……………・・…・………………………一・∵∵…・・…・2393 3 61 R

180 生産管理と6R…一…一…一一一………・一・一∵…．●………395 1 58 TV
’

181 経営科学一・一…∴一一・一1…r一・一…・一……一……・・397 3 61 R

182 システム工学………………・・…・……・…・……・…………………399 2 60 TV

183 人間工学　……………・・一・・……………・・一・……・・…………．．●401 4 TV

184
情報工学　………・…・……・…………・∴…・・…………・……・・…403 3 Ty

6

185
計測と制御．…・…9・……一一…一…∵………・…・一・……………405 1 58（㊥） TV．

186 設計工学……●∴…’……’●……………’．…●………………GO●…407 2 ．60
↑v・

187 物質工、学　……………………………’…．．………………●”……409 3
． 61 ・TV

188 エネルギー工学………………………………一一・・’・・一一一…∵・410 3 61 TV

189 流通と商業……・∴…一……・・一…………・岬・・…………・一…・・412 1 58（㊥） R

190 サ』ビス産業論………………6・・………∴………・………………414 3 6i． R’

o
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191・

E192

交通と通信．・痂一…・…一・…一・一・一∵一・・…………・・……一…・416

f産業と技術与論　…………………………・…一・……・……・…＿．． 3
4

．TV

人間の探究専攻・

193 哲学的人間学・…1………・・…・・の・…一一三一………・一……・…・…418 1 5gi TV、．

194 1知識と学問の構造∴……∴・…・…◎・…一・………一・一・………一．420 1・ 58．・ ｝し

195． 行為と規範　・……………，……………・…・・…・…・…………・・…一422 ．　・・ユ ．58 R．

196 美6本質と様態　…………・・……・…・・…………一・…………一… ．4、 R

197 文化無類学　……・…．・・…・・…6……一…繭・一…・・…………………424 2， 60． ・TV・

199． ’アメヲ．力車1、一画…一……・・…………一一・…・……一・・一…42針 2 60（㊤） TV：

ユ99 アメザカ論∬　…一一一一∴・………・・…・…繭・・…・…………一…　428 3 6r（㊥〉 ↑V

200 アジア．論1　＿．．．．＿＿＿雨．＿＿∴＿＿＿繭。断＿＿．．＿…哨…　430 1 59〈㊥） R．

2
Q
1
卜

　　　　　　　　　　　　　／Aジア’論正．…コ・∴一…・一・・一……直…………∵一∵・一一……’432 ．　　3 ・61（㊤） TV
202 ヨー「ロツノ w論亙　　・。・・・…　。…　。。。ゼ…　。。，。…　。…・・…　。・。・一。・・。。…・・・…　。…　。。・…　　434

3 61（㊤）・ TV〔

203 ＋・ツパ論翌’…一一・…一一・一……・一∵…・…………・一・一・ 3 T∀

盆04・アプリ’カ’論　………一……∴・………一…・……一一・r一一……r・・．436 3・ 61， TV
一「●

■

265 日本文化論∬．………………b・・……………………．…一……・…・・ 3 611 R

206 哲学囎史’……一一・…1一一冨…岬・一一一一一・一…・437 ’　　3． β1’ R．

207 社会思澱・………一…一…………一…一一一一…一…439 1・ 58・（㊥） R’

2081 宗教理論と宗教：史’………一…・・…・…………・・・・………・一・∴…441’ 1 59（㊥） TV
209 冒歴史の理論　………一…．・・輪………6一・……・・……・…一…・…・・．443 ・　　1 58’ i㊥） R・

210’ 記号と人間　一一…門一“…・∵一一・…・・一…一・…6………・445 1． 58（㊥＞r TVr
211’ ¥造と解釈　……・一………6・・6・一…・…一……一…∵…一・・…447 ．　　4 TV

212 ∴美術史と美術蓮論　…・・…∴∴・…………・…………・・……・…∵…．448 3 ．61 TV．

．213 音楽史と音楽論……∴一∴……・・…一．・一’一・・一一一一…・…450 1 59 ．↑V

214 演劇稟と演劇理論　……一一・一・……・一・一…・…・・一・・……・…… 4‘ TV
21ち 文芸集と’文芸理論・……・…一…………・…伽…・…・……・・………452 2・ 60 R．．

2id民族と音楽∵一∴・r一・唾・・…‘一…‘一……・・一…・…一・一・…454 3 6i’ ．R・

217
日本言語文詰論………・……∴一・・…・…一…・……・一∴…・一…456・ ．　　1 5＄』 ．R

2ユ8 和文古典1　……・∴・…一…∴一6・・一…一・・…一…一…一’・・…458 ．1 59（㊤）．’ ：Rl・
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自然の理解専攻

乞33 物理科学史・・………・∴・…・・…………一………一一・…………482 1
． 59 R

234
生命科学史一……一……∵・・…9一∴……………・…一r……一…・・486 1 59 ．R

235 宇宙の構造と進化　…甲…i………∴・・…∴…岬・∴…・∵・・繭…・∴・490 ．　2 60．’ TV

236 太陽系の科学　……・…一∴一・…∴・………・∵∴…一・…6………∴・494 3
　
6
1
・ TV

237 宇宙像の変遷　・・……………・…商・…∴……・…・……………∴…… 3 一61（㊤） TV．

238 地球の科学1、．…………・・……・…∴・………・一・…………………496 3 61 TV　．

’

239 地球¢）科学H　……………………・……∵……・……………∴…・．498

240 地球像の変運一……一・…………一一・……………’”…与00 1 59（㊤） TV

241 大気と海洋……・∵……．．…’………………．．’…………”……502 2 60 TV
隔

242 生態学概論………一…一…………………………………．’…．504 2 60 R

243 現代資源論　…………一…・9…・……∴…・・∵…・・…一……’●…・508 2 60
　
R
1

244 現代物理学1　…………・……・一……・・一・＿．＿．＿＿＿＿＿．．。512 3 61 R・

245 現代物理学皿　………一……・・…・……一・……・・…’……………514 3 61． TV
b

246 物質の科学1　…………………………………・・6…一一………’”516
．3 61 ．TV

247 物質の科学∬　…………………………’…・．…………’●●…幽…… 4 R　．
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｛L了■rr．

．248 月函　と．行動．　……・…」…　∵…・一・。・∵…………一・心…・一・∴…・・…・．620
1

－「

@58∫（㊥） TV、』

249 生命のしくみ1　……・一∵……一一…r………讐……・・……∴肝522 ・1 ．59　・ TV　．

250、 生命のし．ぐみ1【…∵・…・r∵・・…・一…………・・“・…？g・・…………524． 1． ・58（㊥）． TV’

251 集団遺伝学　…唖…………∵・・…帥・r・一∵……・…・・………・轡…・526 、　4． R
2521 二物0行動　・・………’……即9………”………●●’轡……………∵’528 1 59（（効 TV
253 植物の生理・∵…・……・……・…・…r・……r・…・……・…………・・…530　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偏

4 TV．

254 植物と菌の系統乏進化・……………・…・・……………一・・岬一』…531，
、．3 ・q1・ TV

255 ．動物の進化．…∵・∵一・…勉…一一∵…・・r一…一一∵・・一・533
61 TV・

256 統計学三論　……・……噌・脚・・…一・，・・轡・……・……・…＿＿＿・．．．535
　
2
．
耽 60 、R

257 データ解析法　……………・一・…・轡…一…，…………．＿＿＿．r．537 1　． 58 TV
258． 、三値計算とデータ処理’…・…………噛・一……三一……・……．541

．
1

58 ↑V．．

259 現代数学三論夏　・…一…………r・………・……6∵・・…………一…546 3・、 61． R・’

260 現代数学特論藪．・…・…・・…・……・・…・………・……・。・…・．．．………
3 6エ． R　．

261 現代応用数学　……・………・一∵…………∵・…・・…………………・548 3 61 ．R

262 ’自然の理解三論＿＿＿＿。＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿＿“＿．．．＿
4

6．総合科目

263 生　命　論　……・…・………・………………………・・………一．＿ 4 R、．

264 心理と融育　…………・…例…・…1……………・∵一…一・……・∵…552 4． TV
265． ．都市の研究．……・…………・・…………∵・…・・…・…………・…・・…553． 4』

TV
266i． 生活と環境　……一……’…・’………”…坤’”………………’◎’… 4 R．

2β7 情報化時代め産業・技術　∵・……・・∵…・…・………………………．556 4 費
268 科学と宗教　一……・一一……・…・…………・・…………………… 4 R．

269 文学の東西　……・………一・・……・………・…マ………・………・・… 4 TV、，

一目10一

／



＝現代の人間観と世界観＝
〔主任講師：中埜　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい
　私たちがいま生きている現代という時代に：は、人間と世界について、他の時代には見られない独特

の考え方があるはずである。それを、科学・哲学・文学・芸術・宗教という5つの分野について、講

義と対談に：よって考えてゆく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　まず「現代」とは何かを考え、「現代」の思想

I・文化的な特質と、それにもとづいて形成され

ｽ人間観と世界観の全般的な特徴を概括する。

@　r

中　埜　　　肇　、

i放送大学教授）

2
自然科学的世界像

ﾆ人間1

　17世紀の西欧で遂行された　「科学革命」は、

ﾈ学的自然観を定着させ、世界像にも多大の影響

�^え、さらに科学技術を基盤とする機械文明の

烽ﾆで、人間観の変革をうながした。まず、この

�j的経緯を概観する。

中　埜　　　肇

i　井　　　博
i東海大学教授）

3
自然科学的世界像

ﾆ人間H

　20世紀になると、新物理学理論、特に：量子論の

`成によって、世界像は「古典醐から「現代的」

ﾖと変貌した○因果律に代って確率統計法則が科

wの基本となり、新しい型の機械論が登場してく

驕B

同　　　上

4
自然科学的世界像
ﾆ人間盈

　機械論の影響は生物科学に及び、生命の機械論

I解明をおし進め、人間の科学的理解を深めるの

ﾉ役立った。しかし、この傾向に全く何の問題も

ﾈいかどうかを検討し、これからの人間像に：つい

ﾄ考える。

同　　　上

5
現代哲学から見た
l間と世界1

　現代哲学を大別すると、「考える我」を中心に

?ｦたドイツ・フランス系の超越論的哲学と、実

ﾘ主義的発想を受け継ぐ英米の分析哲学とに分か

黷驕B世界と人間の見方はこの二つの流れでどの

謔､になるか。

中　埜　　　肇

|　市　明　弘
i京都大学教授）

6
現代哲学から見た
l間と世界皿

　「ことがら」に即して考えるという実証主義の

ｸ神を生かしつつ、同時に：素朴で日常的なものの

ｩ方を徹底的に反省することから、現象学や解釈

wという、新しい世界と人間の見方が成立する。

同　　　上

7
現代哲学から見た
l間と世界皿

　現代思想の特徴は、これまでの実体的な見方を

rして、物を機能や構造のなかにとけこませるこ

ﾆである。しかし私たちの具体的な世界概念や人

ﾔ経験は、むしろ逆に「物」や「個体」という見

福ﾌ確立を求めばしないか。

同　　　上

一1一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代文学に現れた
l間像と世界像1

　まず、文学は人間・世界をどのように捉えるか

�lえる。つぎに現代文学のく現代性〉とは何か、

�lえる。そして現代文学を構成する主要な流れを、

@心理主義的文学②マルクス主義的文学③ギ亟ト教

Q門門類し、それ御の燗観と世顯を考える。

中　埜　　　肇

R　三和　美
i筑波大学教授）

9
現代文学に：現れた

l間像と世界像聾

　上の三つの主要な流れを代表すると思われる作

ﾆ・作品をあげながら、現代文学にあらわれた人

ﾔ像・世界観を具体的に確認してゆく。 同　　　上

1⑪
現代芸術から見た
l間と世界1

中　埜　　　肇

F三三　隆　士
i筑波大学助教授）

11
現代芸術から見た
l間と世界盟

　自分で直接に見ることのできる自分の顔かたち

ﾍごく限られて回り、それについて多くを知ろう

ﾆするとき、鏡や他人の眼のような媒介が必要と

ﾈる。現代人と現代社会がいかなるものであるか

�mろうとするときは．われわれにとって事態は

ﾞ似の構造をもって配り、われわれは人間と世界

�fす鏡やこれらを捉える他人の眼を必要とする。

|術作品はこのような意味での鏡のひとつであり、

|術家は同時代を客観視する鋭い眼である。

黷ｱのような認識に：もとづいて、ここでは主と

ｵて造形芸術の具体例によって、現代の個人とし

ﾄの人間、人間関係、生態系としての社会の基盤

ﾅある環境世界の特徴をさぐり、その意味を哲学

Iに：考える。

同　　　上

12
現代芸術から見た
l間と世界皿

同　　　上

13
現代宗教から見た
l間と世界1

　宗教の性格と本質は、その崇拝の中心である神

ﾌ内容によってきまる。神概念は、（A）非形態的、

G形態的、◎人格的の三つに分けられる。そのう

ｿ真の超越性は人格的二一神に求められる。

中　埜　　　三

O　川　圭　治
i筑波大学教授）

14
現代宗教から見た
l間と世界H

　人間を客観的に：見る科学の立場に対して、哲学

ﾅは主体としての人間そのものをとらえる。その
蜻ﾌの中心を人間の理性に澄く自律的・内在的・

蜉ﾏ的な見：方に対して、超越者としての神から見

髓ｴ越的・客観的なとらえ方がある。

同　　　上

15
現代宗教から見た
l間と世界皿

　人間のとらえ方に二種類があったように、世界
ﾉ対する見方にも、内在的・主観的なものと超越
I・客観的なものがある。前者で世界は人間の活
ｮの場所、利用する資源となる。それに対して世
Eを与えられたものとして、世界そのものとして
ｩる立場があるはずである。

同　　　上
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　　　＝＝人間の歴史＝
　　　一一宗教にみる日本女性史一・

〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本人の歴史的探究の中で最も論くれているのが、女性史の分野である。その理由として・日本の

女性の社会・政治・文化等々の分野への参加が、時間的・量的に：夙くれたことが考えられる。その点

に旧いて、史料的にも若干恵まれている0が宗教の分野である。本講では日本女性史を宗教の面から

具体的に探究するのがねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本史上に登場する女性をかぞえあげ、日本女

1 日本史にみる女性

性の政治的・社会的等々の分野への進出の憎くれ

��j的に概観する。それをふまえて、宗教の世界

笠　原一　男
i放送大学教授）

に置ける日本女性解放史の概略を、古代から現代 小　栗　純　子

へと歴史的に辿って．本講の予備知識にあてる。 （中央学術研究所講師）

日本の古代仏教の大寺院；聖域が女性の立ち入

りを頑強に拒否し、女性の成仏・往生に憩いて男

2
古代仏教の聖域と 性と差別する実状を具体的にながめる。そしてそ 小　栗　純　子
女性 うした歴史的事実がなぜ生まれたかを史料によっ

て探究する。

古代の巷で生活する女性と古代の仏教との関係

を、往生伝や御利益説話を史料として探究する。

3 古代仏教と巷の女性 それらの往生伝などに：みえる女性は、極楽往生の 笠　原　一　男
ために、どのような宗教的・人間的・倫理的条件

員 が要求されたかを具体的に考える。

往生伝にみる巷の女性の極楽往生の伝承を整理

すると、往生に必要な宗教的条件と人間的条件が

4 女人往生の諸条件 知られる。ここでは往生伝を史料として古代の女 同　　　上

性の往生の有様と条件を具体的に探究する。

鎌倉仏教の誕生によって、仏教の救いが出家・

在家を問わず、全日本入に開放された。ここでは

5 鎌倉仏教と女人往生 鎌倉仏教の特質を古代仏教との比較のなかで考え、 同　　　上

女人往生論誕生の必然性ともいうべきものを探究

する。

鎌倉仏教の最初の開祖が法然である・ここでは

法然の『御家人の妻への手紙』『無量寿経釈』『念

6 法然の女人往生論 仏往生要義紗』『百四十五箇条問答』『法然上人 小　栗　純　子

行状画図』などを史料として、法然の女人往生論

を探究する。

平家物語は全巻を通して仏教思想で貫ぬかれて

いる。そこには平家の公達や平家にまつわる女性

7 平家物語と女人往生
の生活がえがかれている。ことでは洋才白子（牛王 同　　王
・三女・とじ・仏）から皇后御礼門院にいたる女

人往生について考えてみる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

親鷺の思想は「悪人正機」と「不断煩悩’・得浬

葉」に象徴される。ここではそれらの親鷺の思想

8 澄清の女人往生論 を『歎異抄』などで究明し、親鷺の思想に澄ける 笠原　一　男
女人往生論誕生の必然性ともいうべきものを探究
する。

道元は古代仏教の聖域に澄ける修行の男女平等

論、女人成仏論を最も強烈に：主張した人である。

9 道元の女人成仏論 聖域の破壊こそ仏恩報謝になるとまでいっている。 同　　　上

道元の修行における男女平等論と女人成仏論をそ

の著『正法眼蔵』によって考えてみる。

日蓮は『女人成仏紗』『女人往生紗』『日眼女

釈迦仏供養事』『千日尼御前御返事』『月水御書』

10 日蓮の女人成仏論 など多くの女人成仏論・女人往生論を書いている。 同　　　上
日蓮の女人成仏論には「女人為本」の思想が見ら
れる。ここで日蓮の女人成仏論・女人往生論を考
えてみる。

存覚は本願寺創始者覚如の長子で智鎌倉時代の

真宗の磧学である。彼の『女人往生聞書』は、後

11 存覚の女人往生論 世の女人往生論に大きな影響を与えている。存意 同　　　上
の女人往生論には「女人正欄の思想がみられる。

以上の問題を『女人往生聞書』によって考える。

蓮如は本願寺の中興の祖といわれ、戦国乱世の

民衆に念仏の救いをひろめた人である。蓮如は御

12 蓮如の女人往生論 文とよばれる数多くの手紙で布教している。ここ 同　　　上

では御文を通じて、蓮如の女人往生論を考えてみ
る。

本願寺・高田専修寺・仏光寺は近世社会に診い

て、大幅な発展をとげた。ここでは本願寺法主の

13 近世の女人往生論 『消創、高田専修寺の『高田御書』、仏光寺の『仏 小　栗　純　子

光寺御書』、それに巷の布教書としての『女人教化

集』などによって、近世の女人往生論を探究する。

古代の巷に澄げる布教の手段としての往生伝は、

近世に入って大幅に復活した。その数は阪大なもの

14 近世の女人往生伝 である。ここでは浄土宗系、仏光寺承高田専修寺 同　　　上

系などの往生伝と本願寺系の妙好人伝によって、近

世に澄ける女人往生の諸条件を具体的に考えてみる。

以上14回にわたって日本の女性が古代から近世

15
女人往生思想の回
ﾚ：と展望

にいたる間、宗教の世界に澄いて厳しい差別から

�冾ｳれて来た歴史を探究して来た。ここでは、

ｻの流れをもう一度ふり返えり、更に近代から現代

笠　原　一　男

ｬ栗　純　子
における女人往生思想の流れを展望する。
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＝文化の形成と普及＝
　　　　　　　　　　　　　一日本仏教の形成と普及一

　　　　　　　　　　〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本人は外国に学ぶことによって、数々の文化を形成して来た。そのなかで、最もながい歴史と普

及度を誇っているのが仏教文化である。日本仏教の形成と普及の歴史のなかで、仏教界の宗祖翼英雄

が果した役割に視点をむけて考える。なかでも、親鷺と蓮如を具体例として、文化の形成と普及とい

う問題を考えてみる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本仏教の形成

　インドに生まれた仏教は、中国・朝鮮を経て、
U世紀の前半に日本に伝わった。そのインドの仏
ｳは、飛鳥・白鳳、奈良、平安をへて、鎌倉時代
ﾉいたる約700年の問に、仏教の日本化の道を
Hった。その間の事情を、仏教伝来から鎌倉仏教
ﾌ誕生の歴史のなかで考える。

　笠　原　一　男

i放送大学教授〉

@小　栗　純　子
i中央学術研究所講師）

2
奈良時代の民衆と

ｧ教

　奈良時代の仏教は、どのようにして民衆に普及
ｵていったかを、布教の姿を通じて論ずる。そし
ﾄ、日本霊異記の世界によって奈良時代の仏教が、

ｯ衆や社会にたいして果した役割をのべる。そこ
ﾉ見られる奈良時代の仏教の救いは、悪人切り捨

ﾄであった。

同　　　上

3
平安時代の日本人
ﾆ仏教

　平安時代の日本人のなかに、仏教がどのように
ｵて浸透していったかを、数々の往生伝を用いて
lえる。平安時代の仏教が日本人に教える往生、
ｬ仏の条件は、正直・慈悲を実践することであっ
ｽ。平安時代の仏教が説いた仏の救いは、善人こ
ｻ救われるという「善人正機」であった。

同　　　上

4
仏教の普及と鎌倉

ｧ教

　インドの仏教の日本仏教化の終着駅は鎌倉仏教
ﾌ誕生であった。鎌倉仏教によらて、仏教が日本
lのすべてに普及して行く条件がととのったので
?驕Bその事情を、鎌倉仏教の特色、法然、親驚
ﾌ発見した救いの道と救いの条件などを例として

_ずる。

同　　　上

5 比叡山の親旧

　親驚は叡山に登り、あらゆる修行の末に、人間

ﾌ本質は煩悩の深い悪人であることを知った。そ
ｵて、煩悩具足の悪人を優先して救ってくれるの
ｪ弥陀の本願の念仏であることを知った。親鷺は、
Q9歳までの叡山の生活のなかで、悪人正機の思
zに：到達した。

同　　　上

6
悪入正機と本願ぼ
ｱり

　親驚の到達した思想は「悪人正機」の一語につ
ｫる。悪人正機の思想を最も三二に説いたのが
w歎異抄』に収められている二二の言葉である。
w歎異抄』を史料として、親鷺の悪人正機の思想
�､に考える。そして、悪人正機と不可分の関係
ﾉある本願ぼこりを論ずる。

同　　　上

7 親鶯　の　世界

　親鷺をめぐる思想的・人間的等々の問題を、『歎

ﾙ抄』を史料として、共に解読しながら考える。
ｻこでは、親鷺における師と弟子、報恩の思想、

恃ﾟなどの問題を中心として論ずる。さらに、民
Oへの念仏の普及に大きな役割を果した『和讃』

�ﾇむ。

同　　　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 念仏の普及と弾圧

　民衆のための宗教が普及する時、必ず診こるの
ｪ政治権力による弾圧である。親鷺による念仏の
z教と、その成果の増大に比例して澄こったのが
ｭ治権力からの念仏の弾圧であった。親鷺は政治
?ﾍと宗教とのあいだにおこった弾圧にたいして、
ﾇのような態度をとったか。

笠　原　一　男

ｬ　栗　純　子

9 親鷲　の　流罪

　親思の激しい布教は、親鷺の身に政治権力によ
髣ｬ罪という・事態を生んだ。親鷺は流罪について

ﾇう考えたか。親鷺は配流の地越後で、どのよう
ﾈ生活を送ったか。やがて流罪を解かれた親驚は、
Vしい布教の地として関東を選んだ。関東の農民
ﾉたいして二二は何を与えようとしたか。

同　　　上

1⑪

親驚に託ける政治＝権力と宗教

　親鷺の念仏布教は京都で千尋を流罪に追いこん
ｾ◎その後、親鷺は関東で20年間にわたって、
O仏の布教を弥陀への報恩と考えて、激しい布教
ﾉあった◎その結果、関東における急激な念仏の
°yがみられた◎ここでも親鷺は、またまた権力
ﾉよる弾圧をうけた。

同　　　上

11 親驚以後の真宗

　日本の仏教界が生んだ英雄親鷺は、鎌倉時代の
ｯ衆に念仏の救いを大幅に普及させて世を去った。

e鷺以後の真宗を、室町時代の民衆に普及させた
ﾌが仏光寺教団であった。仏光寺を真宗諸派の中
ﾌ王座につかせた秘密とはなにか◎それが名帳と
G系図であった。

同　　　上

12
戦国時代の真宗と

@如

　真宗の王座を仏光寺の手から本願寺に奪いとっ
ｽのが、本願寺第八代法主蓮如であった。i蓮如が
ｶまれたころの本願寺は寒々としていて、参詣の
?齔lもなしといわれるほどであった。その本願
宸�uあたかも仏国が如し」といわれるほどに中
ｻしたのが蓮如であった。

同　　　上

13 御　文　の　世界

　蓮如による念仏の普及には．いろいろの条件が
ｻろっていた。蓮如がとった布教の特色は手紙、
ﾂまり御文の活用であった。ここでは御文を共に
�ﾇしながら、蓮如の思想の種々相を究明する。
O仏者の理想像、乱世を生きる方法、念仏は現世
?vの思想．女人往生などに論及する。

同　　　上

14 念仏の発展と蓮如

　蓮如は戦国乱世の民衆に念仏を普及させるため
ﾉ、あらゆる努力を惜しまなかった。蓮如はまず
ｯ衆を身近かに引きつけることこそ、布教のため
ﾌ第一歩であるという。そのために：は、布教者は

u貴族ぶるな」といっている。民衆の心のつかみ
福ﾈどを具体的に教える。

同　　　上

15
一向一一揆～激励の

｢と仏教～

　i蓮如の努力によって戦国時代の民衆が、念仏に
謔ﾁて救われ、本願寺によって大幅に組織された。
{願寺教団の発展は、それぞれの地域に政治権力
ﾆのあいだに、武力闘争や反体制的動きを生んだ。

ｱれが一向一揆であった。

同　　　上
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＝　文　学 と　芸　術　＝

〔主任講師　今道友信（放送大学客員教授）〕

全体のねらい

　文学を世界文学の視野に澄いてとらえることは、古今の文学者や哲学者の夢のひとつである。漱石

の文学論もアリストテレースの詩学も、時と処とを異にしても、その夢を果たそうとした企てであっ

た・本講義は、国文学と西洋文学とにわたって、テキスト研究を介し、文学を他の芸術との照応に澄
いて、省察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・ギリシャ文化について

1

西洋文学の起源一

zメーロスとヘー
Vオドス

・文学の概念・叙事詩について

　今道　友　信

i欲送大学客員教授）

・　情詩

2
古典ギリシャの文学

・ギリシャ悲劇・喜劇

同　　上
情詩と劇詩 ・その後のギリシャ文学

・ローマ文化とキケロー
・詩入たち

3 ローマ古典文学 ・ローマの芸術 同　　上

・聖　書

4
聖書の世界と超自

Rの光芒

。旧約聖書と芸術・新約聖書と芸術・超自然の光芒

同　　上

・ルネサンス

ヒューマニズムの
・後期ルネサンスの文学

5
問題

⑲後期ルネサンスの芸術 同　　上

・黄昏（Le　Crepusculaire）

㊦1／1龍sohte　（異常：なこと）

6 黄　昏　　と　死 。死 橋　本　典　子

（放送大学助教授）

・近代人と批評の自立

7 模倣　と　批評

・rラオコーン』・発想と批評

坂部　　　恵

・模倣と想像力 （東京大学教授）

・視点の多様性と時間
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 永遠　と　時　間 今道　友　信

9
フィクションとイ

＝[ジ
同　　上

10 日本文学の風土性
高橋　良雄

i東京女子大学短

咜蜉w三教授）

11
歌論一

ﾃ今和歌集仮名序
藤　平蕪　男

i早稲田大学教授）

12
物語論一

ｹ氏物語「螢」巻
秋　山　　　慶

i東京女子大学教授）

13 幽　　　玄　　　論 久保田　　　淳

i東京大学教授）

14
演劇戯曲三一

ﾟ松．南北．黙阿弥
諏　訪春雄

i学習院大学教授）

15 現　代　文　学
三　好行雄●（東京大学教授）

｡道　友　信
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＝　生　活　と　芸　術　＝

一日本生活文化史一

〔主任講師　熊倉功夫（筑波大学助教授）〕

全体のねらしべ

　日本の芸術は西洋の芸術にくらべて独自の性格を持っている。芸術が純粋にその美を目標として創

造されるのではなく、日本では生活の道具として制作される。また喫茶の習慣が、古今東西の美術工

芸を取り込んで、茶の湯という独自の生活文化も作っている。芸能と工芸を軸に日本人の生活と芸術

が結びついた文化の歴史を論じる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本人の　生活

ﾆ芸術

　生活文化とは何か。平安・鎌倉時代の貴族を中
Sとする生活の芸術化とその伝統。日本人の生活
i衣・食・住）の基本的なスタイルが確立した室町時

繹ﾈ降に澄ける生活に即した新しい文化とその普
y。茶の湯を具体的に見ながらその意義などを考
ｦてみたい。

熊　農功　夫
i筑波大学助教授）

2 茶の文化の成立

　人類がいっから茶を飲用したかわからないが、

��逕N前の中国の文献には茶の記事が初めて現
墲黷驕B中国の茶の文化は唐代に大きく成長し、
坙{にも九世紀に：伝わっている。さらに鎌倉時代

ﾉ再び茶の文化が禅宗とともに渡来し、日本的な
W開をとげた。

熊　早耳　夫

3 供える花と飾る花

　「花を瓶に挿す」ことは、まず、仏に供える供
ﾘとして、とくに密教伝来の九世紀以降に盛んと
ﾈる。また平安時代の貴族は愛する草花を瓶に立
ﾄて楽しんでいた。鎌倉時代の絵巻などを例に、
ｻれらの供花や観賞花が生活空間に取り入れられ
ﾄゆくさまを考える。

熊　倉功　夫

R　根有　三

蝌W女心）

4 南北朝時代の美意識

　鎌倉末以後、禅宗を背景に数多く輸入された中

綜ｨ元時代の書・画・工芸品は武家や公家によって

uｨとして珍重され茶寄合や花合せが盛んとなる。

ｱうした転換期南北朝時代の美意識をバサラと呼

ﾔ。異風異体のバサラの現代的意義を考える。

熊　倉功夫

5 書院造夢と茶の湯

　室町時代の武家文化の発達に伴い、武士の礼法、

ｧ礼、飲食などの面で新しい様式が完成される○
ｻうした様式の一つの核となるのが書院造に診け

髓モﾌ湯で、台子の茶といわれる規式正しい道具
ﾌ扱いや点前法が行われたといわれる。書院の茶
�ﾄ現しながら具体的に述べる。

熊　倉功　夫

6 室町時代のいけばな

　「花を瓶に挿す」ことが、技術や方法となりは

ｶめたのは、室町時代、十五世紀の中葉bその核
ﾆなったのは、座敷飾りの中心をなす「三具足の
ﾔ」o座敷飾りの普及は略式の飾りを生み、いけ
ﾎなの役割が増大する。それらを初期の花伝書な
ﾇに：より述べる。

熊　倉功夫

R　根　有三

7 わび茶の成立

　京・堺などの都市には経済的に＝豊かな新興町衆

ｪ登場する。彼らは武家貴族の遊びであった茶を
ｩらの生活のなかにあみな澄し、“やつし”の美

ﾆもいうべき粗相の美をもって茶の湯の建築や道
?�n造した。村田珠光と武野紹鴎の茶をと澄し
ﾄわび茶の成立をみる。

熊　倉功夫
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 千利休と桃山文化

　わび茶の大成者千利休は堺の町衆として生まれ、17世紀すなわち下剋上の時代を生きぬいた茶人

ﾅあった。桃山文化をいうどるわびと黄金の文化、
L臣秀吉と利休の葛藤、かぶく美へのあこがれ等、

?xの茶の湯と生涯を通して下剋上の文化とその
I焉をたどる。

熊倉　功　夫

9 茶　室　の　世　界

　わび茶の発展とともに完成された茶室とはどの
謔､なものであったのか。日常生活の様式を借り
ﾈがら、非日常的な体験：を創造するために、庭や

ヮｺに新しい工夫をこらし主客の礼法を完成させ
ｽのがわび茶である。わび茶の茶室にみる特異な
�ﾔと造型を具体的に検討する。

熊　倉　功夫

1⑪ 池坊専好の立花

　室町末から座敷飾のとしての花以外に花を立て
驍ｱと自体を楽しむ花会が行われた。江戸初期の
辮?�V皇は寛永年間に宮中や仙洞御所でしばし
ﾎ花の会を開かれたが、その花会を指導したのが
r坊専好（二代）で、この専好によりいけばなの
ﾃ典、立花様式が完成。

熊　倉　功　夫

R　根有三

11 桂離宮と寛永文化

　16世紀末の桃山文化と18世紀初頭の元藤文化
ﾌ間にはさまれた17世紀前期の文化を寛永文化と

ﾄぶ。社会が安定U洗練度を増した京都の文化の

ﾈかに伝統の復活と新しい意匠の創造が見られるQ

j離宮を主題にすえて、近世文化の出発をたどりたい。

熊　遺功　夫

12 町人文化と建築

元隷文化の時代を過ぎると．真の町人文化の隆

ｷをみる。経済の実権が町人に移り、町人の生活

ﾌうちにさまざまの美術工芸品があふれてくる。

ﾜた町人の遊びの世界は：遊廓や遊芸にひろがの、

ﾝごとな遊びの文化を作りあげた。

熊　倉　功　夫

13 料理文化の系譜

　日本料理は見る料理ともいわれる。日本料理が

|能的な性格をその源流に持っていたためであろ

､。まず作るところを見せる式包丁、あるいは器

ﾌ美を誇る懐石料理。そうした日本料理の伝統を

`承と思想のうちにさぐってゆく。

熊　倉　功　夫

14 近代の工芸運動
@一民　　芸一

　江戸時代の民衆の工芸や、あるいは朝鮮半島の
H芸の美に：触発された近代の工芸運動に、柳宗悦

ﾌ創始した民芸運動がある。そこには近代と反近
縺A西洋と東洋、都市と農村といった多様の問題
�ﾜみ、日本人の生活文化を考えるユニークな論

ｪ隠されている。

熊　倉　功　夫

15 近代と伝統文化

　現代の日本人の生活は歴史上、かつて見ること

ｪなかった大きな変革期を迎えている。伝統文化
ﾍますます現代人にとって理解が困難となる一方、

坙{文化に対する国際的関心は高まっている。こ
､した生活文化の現状を考え、将来への展望を得

ｽい。

熊　倉功　三
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＝　日　本　の　教　育　＝

〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本の教育の特色を、諸外国との対比を視野に置き、それと同時に、歴史的な系譜をふまえて掘り

下げていきたい。15回は、初等教育から高等教育への流れを追う形で構成してある。な澄、巾の広

い視野を必要とするテーマなので、放送教材作成にあたって、さまざまな専門家の協力を得た。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の近代化を支えたのは教育の力だといわれ
る。たしかに、量的な普及という面で、日本の教

1 近代化と教育
育は、短期間に成果をあげた。しかし、質的な面
ﾅは、急連な近代化のもたらした歪みが見受けら 深　谷　昌　志

れる。近代化の光と影は、現在、どのような姿を

見せているのか。

教育の中心は、なんといっても、学校教育であ
ろう。そして、日本の学校は、社会的な期待に：添

2 学　　　　　　校
つた形で、多くの機能を果してきた。しかし、こ
ﾌところ、学校の機能を見直そうとする気運が強 同　　　上

まっている。学校のどこに問題が潜んでいるので
あろうか。

教育費については、伝統的に：、受益者負担をめ
ぐって論義が重ねられてきた。そして、公共によ

3 教　　　育　　　費
る負担への働きが世界的な傾向であった。しかし、
坙{に限らず、欧米でも、教育費の公共負担をと 同　　　上

の範囲に：とどめるのかが社会問題になりつつあ
る。

日本の教育のひとつの特色は、知識や技術を伝

達するさいのたしかに見出しえよう。そうした成

4 授　　　　　　業 果が、学力の高さとなってあらわれるが、ここで 同　　　上
は、一斉授業の系譜をたどりながら、日本の授業

の持つ功罪を考察していきたい。

教職のあり方をめぐって、聖職論や労働者論、
専門職論などが論じられてきた。全体として、教

5 教　　　　　　師
師たちの間に、専門職志向への動きが目につく。
ｳ師たちは、専門職のイメージの試に、教職がど 同　　　上

のような形をとるのが望ましいと思っているので
あろうか。

明治以後の教科書をみると、授業の形態に応じ

ていろいろの種類のものがある。それらをみなが 天　野　正　治

6 教　　　科　　　書 ら「教科書とは何か」を考えたい。また、外国の （筑波大学教授）

教科書のなかに私たちにとって参考となるものを （国立教育研究所教授
探ってみたい。

私たちは学校というと、すぐに：国語・算数・社

会といった教科を思い浮かべる。だが、教科とい

7 教　　　　　　科
うのは絶対不変のものではなく、歴史により、国

ﾉよってさまざまの形をとる。今、わが国や世界 同　　　上

に澄いて、教科の再編成がどのように進んでいる
かを探る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

入試は学力をはかることを目標にしているのだ

が、わが国の入試問題には知識・理解に関わる問

8 学　　　　　　力 題が多く、思考力、興味・関心、意欲などの側面 天　野正　治
が軽視されている◎国際学力調査の結果なども含

め、真の学力とは何かを探る◎

今、大学では制服・制帽がほとんど姿を消した
が、中学や高校の多くはそれを義務づけて澄り、

9 制　　　　　　服
「服の乱れは非行のバロメーター」などと言われ

驕Bそれは仮個性の型にはめる教育のあらわれで
同　　　上

はないのか。制服の歴史をさぐり、諸外国の様子
などもみてみたい。

校内暴力やいじめなど社会問題化している現代

の青少年非行について、その原因、背景、克服策

10 非　　　　　　行 などについて、実際にこの問題にとり組んできた 同　　　上

人々の提：言をもとに考える◎現代の青少年の規範

意識についても探ってみたい。

我国の高校生の28％が、そして大学生の74％
が、私立学校に在籍している。公立と私立の併存

が、日本の中等教育、高等教育の一つの特徴とい

えよう。これまでの日本の教育拡大は、そのかな 潮　木　守　一

11 国　立　と　私立 りの部分を私学に、依存してきた。しかし、その

反面では、公私間の授業格差をもたらして澄り、 （名古屋大学教授）

こうした経済負担の格差を、いかに考えるべきか

をめぐって、さまざまな議論がある。ここでは、

こうした問題点の検討を行う。

高校入試、大学入試をめぐって、さまざまな議

論がなされている。高校はいまや中卒者の95％
が進学するところとなっているが、その入試選抜

をめぐる競争は、依然として厳しいものとなって

12 入　　試　選　抜 いる。・一体、こうした入試競争の背後には、いか 同　　　上

なる背景がひかえているのであろうか。また。大

学入試をめぐっても、さまざまな改革案が提出さ

れているが、一体、日本以外の国々では、いかな

る方法がとられているのであろうか◎

日本の産業の海外進出はめざましく、多くの国

々はこうした日本の経済的成功に、きわめて強い

関心を払っている。外国の関係者は、こうした日

本の奇跡の原因を、日本人の教育水準の高さに求

13 教育　と　産業 めたり、あるいは企業内訓練組織の充実に求めた 同　　　上

りしている。しかし、その反面、日本の教育が余

り職業教育を重視していない、という事実を指摘

する見方もある日本では、一体、教育と産業とは、

どのような関係にあるのであろうか。

一12一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名γ

日本は学歴社会だとして、さまざまな批判をあ

びているが、一体、学歴社会とはどんな特徴をも

つた社会のことをいうのであろうか。また、実際

14 学　歴　　社　会 問題として、日本はどの程度まで、学歴社会とし

ての特徴をもっているのであろうか。こうした特 潮　木　守　一

徴は、どのような歴史的な背景から生じてきたの

であろうか。日本以外の国では、学歴とはどのよ

うな意味をもち、そこには、どのような変化が現

れはじめているのであろうか◎

人生一生涯が、学習の過程とする＝考え方が登場

するとともに、生涯学習論が多くの論議を呼んで

いる。社会生活の複雑化、職業生活の高度化は、

これまでの教育のあり方、考え方に、新しい発想

15 生　涯　　教　育
の転換を求めている。生涯学習とは、一体どのよ

､な考え方を意味して診り、現実問題として、生
同　　　上

涯学習はどうような形で、具体化されつつあるの

であろうか。新なメディアの登場とともに、人間

の学習スタイルは、どのように変わりつつあるの
か。
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＝　人　間　と　社　会　＝

〔主任講師　加藤：秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい
　社会と人間の関係を探究することは、社会学のもっとも中核的な課題であると同時に、その明確化

はきわめてむずかしい。このコースの前半では、動物としての人間というわれわれの存在の根源にま

でさかのぼり、社会と人間の関係の多様性を学習し、後半ではそれをふまえて、現代日本の社会の諸

問題をとらえる手がかりを用意したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会とは何か

　「社会」ということばによって、どのようなこ

ﾆが意味されるのであろうか○この地球上に生き

ﾄいる百万以上の生物界全体を見わたし、「種」社

加藤　秀　俊
i放送大学教授）

会をそのなかでの個体の役割を、ひろく生物社会 今西　錦　司

学の立場からとらえてみる。 （京都大学名誉教授）

動物はか：なわ素朴な段階から社会を形成してき

驚 動物　の　社　会
l　間　の　社　会

ている○そうした動物社会の諸相を具体的事例に

謔ﾁて紹介しながら動物社会と人間社会とが、ど
加藤　秀　俊

冝@高敏　隆
のような点で連続し、どのような点でちがうのか、 （京都大学教授）
に：ついての問題点を整理する。

メラネシアの大部分は、まず国家形式をとげる

3 メ　ラネシア　の
?@間　と　社　会

以前の部族社会である。ここでは、主としてニュ

[ギニア高地の人びとが形成する社会をとりあげ、
加藤　秀俊

ｨ　中幸子はげしいリーダーシップの交替の背’景にある諸要

��ｳぐることをこころみる○
（金沢大学教授）

人類は、その初期の段階で、いわゆる狩猟・採

4
ア　フ　　リ　カ　の

l　間　と　社　会

集社会のなかで生活していたと診もわれる。そう

ｵた、定着社会以前の人びとの姿に：ちかいものが
加　藤　秀俊

R　口　昌　男
こんにちの世界にも存在する。それをアフリカの

沫痰�?Sにして考察する。
（東京外国語大学教授）

「社会」と「個人」という二分法は、近代ヨー

5
ヨ　一　ロ　ッ　パ　の

l　間　と　社　会

ロッパからう蓬れた○このふたつの観念によって

ﾓ味されるものを、北イタリアの村落の事例に即

加　藤　秀　黒

J　　　　　泰
して検討し．その歴史的背景と現代における展開 （京都大学教授）
をあきらかにすることをこころみる。

日本の稲作文化は東南アジアからつたわったも

6 東南アジアの
l　間　と　社会

のとされている。農業的に定着した社会のひとつ

ﾌ事例として、タイの農村をとりあげ、安定した

加　藤秀　三

ﾑ　島　　　茂
村落社会と、そのなかでの人間の行動様式の諸特 東京外国語大学教授）
徴をとらえることをこころみる。

人間の社会は、大規模な定着化とともに分化を

とげるように：なってきた。そうした分化のひとつ 加　藤　秀　俊
7 インドめ人間と社会 に階層分化がある。インドのカースト制度はその

佐々木高　明
一例であろう。その事例をつうじて、階層社会で

ﾌ人間の生き方をさぐる。
（国立民旗学博物館教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多くの社会は、たんなる階層分化のみならず、

さまざまな人種と民族の混住によって成り立って 加　藤秀　俊

8 アメリカの人間と社会 いる。そうしこ多民族国家の一例としてアメリカ DavidPlath
合衆国がある。その多民族国家社会の諸問題と、

ｫ来への展望を考察する。

　or　J．Bailey
iアィオア大学教授）

われわれの日常生活をふりかえってみても、社

会はしばしば拘束的である。法律だの、制度、慣

9 拘束としての社会 習、あるいはしきたりと呼ばれるものはどのよう 加藤　秀　俊
にして生まれそれらはひとりひとりの人間の行動

とどうかわるのかを検討する。

かって、人間は地縁・血縁という原理によって

生活していた。しかし、近代社会は、そのような

10 近代の組織原理 人間関係の組み方を根底からくつがえすことによ 同　　　上

って成立したとかんがえてよい。その社会変化の

過程を主題として考察する。

人間は、社会への帰属意識をすくなぐとも潜在

的に抱いている。それを顕在させ、かつ強調する

11 シンボルと社会 ために、社会は、たとえばトーテムのような共同 同　　　上

経験の対象としてのシンボルをつくってきた。そ

うしたシンボルと社会を考察する。

　近代から現代にかけての人間は、複数の集団に

椛ｮし、それぞれの集団で特定の役割をうけもた 加藤　秀　俊

12 ひき裂かれた自我 なければならぬ。そこでは「自我」とはなにか、 小山木　啓　吾
という問いが浮き上ってくるしまた、そこから社． （慶応義塾大学教授）

会病理的な問題も派生してくる。

人間と社会とは相互刺激的な性質をもつ。社会

13 社会をかえる力
は人間にたいして拘束的だが、同時に、人間こそ

ｪ社会をかえる力の唯一の源泉だ。技術革：新をも

ﾜめて、そもそも社会の「進歩」とはどのように

高橋　　　徹
i東京大学教授）

して生まれるのか、を問題とする。

まえにみた世界のさまざまな社会についての事

例や、現代社会の特質に関する考察をふまえて、

14 日本の人間と社会 いまの日本社会で、ひとりひとりの人間がもって
加’

｡秀俊
いる行動様式や、それと関連する諸問題を整理し

て、生きた学問としての社会学を論ずる。

これまでシリーズは、人間と社会のすべての問

15 社会と社会学
題をあきらかにしたわけではない。最終回では、

ｱれから受講者がみずからかんがえ、研究をつづ
青　井和夫

i津田塾大学教授）
けてゆくための問題領域を示唆し、主体的な学習

のための手がかりをしめす。
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＝社会生活と法＝
〔主任講師　山田卓生（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　国家のような大きな社会から会社・学校・同好会といった小さな社会にいたるまで、社会生活が秩

序だって営まれていくためには、法による秩序維持が必要である。もっとも重要なのは、国家法であ

るが・慣習や習俗も重要である。本講座では、法の形態・役割、変動といった問題を考えながら、法

律を学ぶ基礎を提供したい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会生活における法

　「社会あるところに法あり」といわれるように、どん：な社会にも法が存在する。法なくして社会は

ｬり立たないともいえる。法は社会のルールであ
閨A規範であるが、国家の法律に限られない。社
?ﾉ存在する種々の社会規範一慣習、習俗一との
ﾖ係で法を考える。

山　田　卓生
i横浜国大教授）

2 法の存在形態

　法のうち国家法がもっとも大規模で、包括的で、かつ強力なものである。そうした国家法は、どこ

ﾉ、どのようなかたちで存在しているかを、法の

ｶ在形態「成文か翠黛か立法府によるものか、

ﾙ判所によるものか一に分けて考えていく。

　　oｯ　　　上

3 法　　と　裁　判

　国家法は、第一次的には裁判所を名宛人としてい

驕i裁判規範）。しかし、裁判所に澄いて適用される

ｱとから、国民もこれを順守することになる（社
?K範）。法と裁判のこうした関係を前提にして、

ﾙ判のもつ影響力（判例法）について考える。

同　　　上

4 法は誰がつくるか

　法をつくるものは誰か。三権分立の考え方から

｢えば立法機関たる国会であるが、国会による法

･のみならず、行政府による政令や裁判所による判

痰焉A法の一種として重要である。法がどのよう

ﾉしてつくられるかをつくり手との関係で考える。

同　　　上

5
法の種類（1）
ｯ事法と刑事法

　法は私入間の関係に適用される民事法と、国が

Y罰を科するための刑事法に分けられる。民事は
ｴ則として、私入のイニシアチブによるが、刑事
@は社会的利益を守るために国家的視点から＝適用

ｳれる。両者の差異を比較棟討しつつ法の機能を
lえる。

同　　　上

6 法の種類②
�@　と　私法

　私人間の関係を規律する私法（民事法）に対し

ﾄ、国または公共団体を規律する公法がある。私
@は、私的利益を調整するものであるが、公法は、

�､的利益を目的とし、そのため私入とは別個の

@規制がなされる。

同　　　上

7 法の種類（3）
ﾀ体法と手続法

　法には、民事についても、刑事についても裁判の基準となる実体法と、裁判をなすにあたっての

闡ｱを定める手続法（訴訟法）がある。法律にお
ｯる手続は単なる形式ではなく、重要な入権保障
I機能がある。こうした観点から手続の意義を検
｢する。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
法の種類：（4）
痩ﾆ法と自治法

　国家により制定、運用される法のほかに、各種
ﾌ自治団体により制定、運用される自治法がある。

n方公共団体の条例、会社の定款、労働組合の規
�ﾈどである。これらが裁判に澄いてどのような
ﾓ味をもつかは、自治をどこまで承認するかと関

Aして争いになる。

山　田　卓　生

9 法　の　解　釈

　法は「ことば」で表現されるが、ことばが不明
mな場合、あるいは法律が予測しなかったような
桝ﾔが生じた場合、ことばの「解釈」が必要にな
驕B類推解釈と反対解釈、体系的解釈、社会学的
�ﾟなどを中心に、法の解釈の手法と問題点を考

ｦる。

同　　　上

10 法　と　法律　家

　法律を現実に運用しているのは法律家（法　）

ﾅある。裁判官、検察官、弁護士の三者だけでな

ｭ、準法律家や行政官も含めて、法のにない手の’

ｻ状、資格、：職責、役割等を検討し、法の運用の

l的側面を考える。

同　　　上

11 法　の　順　守

　法は守られなければ意味がない。法をつくれば

?ﾆは強制力で守らせるというわけにはいかないb
齟閧ﾌ目的を達成するために必要にして十分な規
ｧと、そのための有効な強制手段が必要である。

ﾇのよらにしたら法が守られるようになるかにつ
｢て考える。

同　　　上

12 法　　の　衝　突

　法はきわめて種々のレベルに、多様なかたちで

ｶ在しているため、相互の矛盾が出てくる。そう
ｵた場合衝突を解決する原理としては、上位法一
ｺ位法、前法。後法、一一般：法一特別法等があり、

ｳらに外国法との衝突を含めて、矛盾解決のルー
汲�lえる。

同　　　上

13 法　　と　道　徳

　法は道徳と密接な関連があるが、必ずしも同じ

ﾅはない。そのため道徳的には非難さるべきこと

ｪ法律上許されるとか、道徳的に正しいことが法

･上禁止されることもある。法と道徳の関係を、

u悪法」論と関連させて考える。

同　　　上

14 法　　と　常　識

　法や裁判は常識：に合っていないという批判が：な

ｳれることがある。また、法を歴史的にみたり、

O国法と比較した場合、法の内容に普遍性ととも

ﾉ、多様性のあることがわかる。こうした多様性

ﾌ中で、法と時代の常識の関係を考える。

同　　　上

15 法と社会変動

　急激にうつりかわる社会の中で、古い法が依然
ﾆして行われ、時代澄くれだと非難される。法を
Vたな情勢に合わせて改正していくことは急務で

?驍ｪ、必ずしも容易な作業ではない。法を時代
ﾌ要求に合うようにするための手法と問題点を考

ｦる。

同　　　上
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　　一先進工業諸国・普遍性と特殊化一
〔主任講師：斎藤　眞（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい

　国家を単位として、政治の比較研究を行う。国家は各々個性的であるが、　「似たもの同士」で国家

群を分類し、国家二間の比較、国家群内の比較を行う。このような比較を通じて、各国についての知

識を得るだけでなく、政治という現象の多様な問題点をより深く理解するようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
序　　　論　（1）一一目的と方法一

　この比較政治亙で扱うのは、東欧を含めた欧米

ﾂまり（日本を除く）先進工業諸国である。それ

ﾍさらに自由民主主義国家群とソ連を中心とする

ﾐ会主義国家とに分けることができる。このよう

ﾈ国家を分i類し比較することにどんな意味がある

ﾌかを、これまでの比較と尺度とを合わせて考え

驕B比較の基準としては．国家の独立と統一とい

､意味での国民主義、自由主義、民主主義．社会

沁モ�ﾜめた社会主義の四つを選び、各国につい

ﾄ、その四つがどう関連しているかを見るQ

　斎　藤　　　翼
i国際基督教大学教授）

@河合　秀　和
i学習院大学教授）

@百　瀬　　　宏
i津田塾大学教授）

窯
序　　　　論　②一一尺度と基準一

河　合秀　和

3

イギリスの場合一一島国と連続性一

@　　　（1）

同　　　上

4

イギリスの場合一・島国と連続性一

@　　　②

　イギリスは早くに国家統一を実現し．世界最初

ﾌ産業革命を体験した。革命や戦乱に：見舞われる

ｱとも少なく、いわゆる「不文憲法」のもと．社

?ﾍ過去との連続性を保ちながら発展した。国民

蜍`、自由主義．民主主義、社会主義は、その順

?ﾅ順調に．先の竜のを含み込みながら発展した○

ｱの国について、政府機溝、代表制（政党、圧力

c体）の発展過程をたどり、国家別の比較政治研

?ﾉとっての亙つのモデルを打ち出したい。イギ

潟Xの政治制度と理念は世界各地に拡がったが、

Cギリス連邦諸国についても展望して澄きたい。

同　　　上

5

アメリカ合衆国の場合

�M制と権力分立
@　　　①

　・イギリスの植民地として、アメリカにはイギリ

X的制度が移植されたが、アメリカ的な風土の下

ﾅ、その制度は大きく変容する。主として．イギ

潟Xと比較しつつ、アメリカの政治制度と機能と

�wびたい。前半では、アメリカ人の政府観、憲

@観を検討し、その憲法の下での連邦制及び三回

ｪ立制の＝構造を明らかにする。後半では、その制

xを実際に：動かす電のとして．大統領のり一ダシ

bプ、政党の役割、圧力団体の活動、裁判所の政

｡的機能などを検討したい。

斎　藤：　　眞

6
アメリカ合衆国の場合
ﾑ連邦制と権力分立一
@　　　（2）

同　　　上

7
フランスの場合一革命と伝統一一

　フランス革命の伝統は、フランス史の中に何度も再現してくる。フランスは、大革命以後16回も憲法

�ﾏえた。この革命的伝統とでもいうべき逆説を
ｾらかにすることによって、イギリス、アメリカとの比

rを進めたい。いくらかフランス史に立ち入ること

]を響鎗薩雑観腰台。「比較

河　合秀　和
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講廓（所属・氏名）

8
ドイ　ツ　の場合一先進と後進一

　ドイツが統一国家になったのは、1871、国家の
`成には遅れたが経済発展、社会主義運動の発展
ﾔりを典型的に示している。今世紀二度の敗戦ファシ
Yムの出現など、国際政治によって国の進路は大き
ｭ左右された。現在のドイツは東西に：分割されて騙
閨Aそのことが現在の西欧世界の安定の条件とも

ﾈっている。

河合秀　和

9
北　　　　　　　三一中立と福祉一・

　西欧外周に：位置する後進的地域でありながら．

�ｭ紛争からの隔離に廻せられた急速な工業化を

ﾊじて福祉国家を築いたスカンディナヴィア諸国

ﾉ論ける、多党政治とそれを機能させてきた「組

D社会」について考察する。

百瀬　　　宏

10
日　本　の　場　合一中間のまとめ一

　これまで述べてきた比較政治論の方法と英米仏

ﾆ北欧の事例のまとめを兼ねて、この章では日本

�_じる。これまでの考え方と知識からすれば、

坙{はどのように考えられるかが、この章の課題

ﾅある。

河合　秀　和

11

ソ　　　　　　連
鼾総ﾛ：革命と一国
ﾐ会主義一（1）

　国際革命への期待を裏切られたソヴィエト政権

ﾍ、ロシア帝国の多くの負の遺産をかかえながら

ｩつ敵対的な国際環境のもとで社会主義を建設す

驩ﾛ題に直面した。第2次世界大戦後の変化した
煌O条件のもとでもなお、「一国社会主義」時代

ﾌ体質を脱却しえていない。ソ連憲法に示された
摧Oと現実、ソ連共産党に：よる一党支配がもつ機

¥、労働組合が果す役割、多民族国家としての問

闢_に注目しつつ考察する。

百　瀬　　　宏

12

ソ　　　　　　連一国際革命と一国

ﾐ会主義一（2）

同　　　上

13

東　　　　　　　欧一団結と多元化一

@　　　（1）

19世紀から20世紀にかけて多民族帝国の解体

ﾌ結果独立し、かつ西欧の停滞した外周部分とし

ﾄ位置づけられていた東欧諸国は、第2次世界大
甯縺A　「社会主義共同体」としてソ連と強く結び

ﾂく反面、一元的な統御に抗して民族的伝統のう

ｦにそれぞれの道を模索してもいる。この点を踏

ﾜえながら、ソ連政治との、また東欧諸国相互の

ﾙ同を検討し、また「自主管理社会主義」の理念

�fげるユーゴスラヴィアについても考察する・

同　　　上

14

東　　　　　　　三一団結と多元化一

@　　　（2）

同　　　上

15
シンポジウ　ム
[一 濠№ﾆ展望一

以上14回の講義の成果をふまえてもう一度、い

墲艪驩｢米諸国の政治について、その共通性と各

曹ﾆの特殊性とに注目して、総括的に比較討論を

sい、さらに：比較政治∬への展望を行う。

斎　藤　　　眞

ﾍ合秀和
S瀬　　　宏
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　　　　　　　　　　　　＝比較政治II＝
　　　　　　　　　　　　　　一第三世界の政治一
　　　　　　　　　〔主任講師：小田英郎（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　本書では・発展途上地域（中国、東南アジア、南アジア、中東、アフリカ、ラテンアメリカ）の政

治について比較学的考察を澄こなう。具体的には、各地域の歴史にも触れながら、主として独立期以

後に澄ける国家建設と近代化の問題を取りあげ、それぞれの政治文化、イデオロギーと政治体制、国
際政治への対応：などを比較する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
序　　　　　　論
艨@較　の　方　法

　伝統と近代化との緊張関係、国民的統合、イデオロギーと政治・社会体制、国際社会に対するイメージと対外行動から、各地域の特殊性と共通性を検討し、その総合的把握を試みる。

小　田　英　郎

i慶応義塾大学教授）

2
中　　　　国　（1）

v命と近代化

　西欧の衝撃の下で、伝統社会から近代国家への

ｬ長をめざして苦悶した中国の歴史的経験。
岡　部　達味

i東京都立大学教授）

3
中　　　　国　（2）

v命と近代化

　社会主義的発展途上国である現代中国が、革命の完成、建設、独立の確保にあたって当面した諸問題を考察する。

岡　部達　味

4
東南　ア　ジ　ア

`SEANとインド
Vナの国ぐに

松　本　三　郎

i慶応義塾大学教授）

5
南　　ア　　ジ　ア

齡Yするインド亜
蝸､

　九三の人口の圧力と、貧困にあえぐ南アジア諸

曹ﾌ前途はきびしい。イギリス植民地から解放さ

黷ｽのち、混合革命方式で国家建設をはかるイン
hを中心に考察する。

松本　三郎

6
中　　　　東　（1）

ﾃさと新しさのモ
Uイク

　現代中東の政治を考える出発点として、気候、地勢に触れながら歴史を概観する。古い中東の歴史のなかで生まれた伝統や文化に触れながら、・中東諸国の独立達成までを考察する。

青　木　一能

i日本大学助教授）

7 中　　　　東　（2）

?倹ｭ治の展開軸

　中東紛争と、それに対するアラブ諸国の団結と分裂について考察し、さらにサーダートのイスラエル訪問とそれ以後生じた変動を、中東政治の多元化に触れながら検討する○

青　木一　能
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
中　　　　東　（3）

ﾏ　動　と　模　索

　社会主義から君主制にいたる様々な体制の現代

?件剥曹ﾌ政治を考察し、それぞれの道を模索す
髀�ｵとそこでの変動要因に：ついて、国際社会と

ﾌ関係を考慮しつつ検討する。

青　木一　能

9

ア　フ　リ　カ　（1）

�j的復権の志向
ﾆナショナリズム

　歴史的復権への志向が現代のアフリカに澄いて

ﾈぜ強いのか、そうした志向はナショナリズムに

ﾇう反映しているか、といった問題を、植艮地時

繧�Uり返りながら考察する。

小　田　英　郎

10
ア　フ　リ　カ　（2）

ﾟ代化と政治体制

　アフリカ的社会主義、一党支配体制、軍部支配

ﾌ制など、国家建設や近代化の過程で出現したイ

fオロギーや政治体制を考察し、あわせて南部の

註l人種主義支配体制にも論及する。

小　田　英　郎

11
ア　フ　リ　カ　（3）

c結と多元化

　大陸の統一・団結をめざす反面、国家的自己主

｣で対立し、多元化の度合を高めるアフリカ圏内

ﾌ国際関係、器よび非同盟主義を軸とした第三世

E連帯運動への対応を考察する。

小　田　英　郎

12
ラテン・アメリカ（1）

ﾇ頭支配的政治体制

　序論として、現代ラテンアメリカの政治現象の

箔ﾁ徴を指摘したのち、それらの歴史的淵源であ

髏A民地時代以来の寡頭支配的、権威主義的政治

ﾌ制を考察する。

　加　茂　雄i三

i青山学院大学教授）

13

ラテン・アメリカ（2）

蜿Oの登場と政治
ﾌ近代化

　民衆の政治舞台への登場を契機とする現代国民

痩ﾆの形成、近代化された権威主義政治体制、現

辮ｭ治に澄げる軍部の役割家どの諸問題について

l察する。
加茂雄　三

14
ラテン・アメリカ（3）

総ﾛ政治の展開

　対米関係の歴史と現段階、ラテンアメリカの地

謗蜍`、第三世界主義、澄よび非同盟主義運動と

ﾌ関係などに：言及しつつ、ラテンアメリカの国際

ｭ治の展開について明らかにする。

加　茂　雄三

15
シンポジウ　ム
香@括　と　展望

　これまでの講義の成果を踏まえて、もう一一度、発

W途」諸地域の政治に：ついて、それぞれの特殊性

ﾆ共通性を整理しながら、総括的に比較討論を行

､。

小田英郎
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　　＝比較経済・経営・社会・＝

　一多様化する組織のなかで一
〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）

全体のねらい

　現代の世界は、多様な社会・経済体制の共存によって成り立っており、それはひろい意味での経営

体制のなかに三分化され、ないしは反映されている。本講義は、その多様な体制、システムを歴史的

・同時代的に比較しつつ、ことなった組織原理によって形成されている諸社会の相互交渉にともなう

問題点をも解明することとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

比較研究は、たとえば比較教育学、比較宗教学

1
比較研究
@の意味と方法論

などさまざまな分野で澄こなわれているし、そもそ

焉A社会科学、入文科学のなかでは「比較」とい

､視点が暗黙のうちに用意されているのがふつう

加　藤　秀　俊

i放送大学教授）

だ。その意味と、主な方法論について考究する。

人間社会の組織の形態はきわめて多様である。

トインビーやクロバーなどの文明史的視野をふまえ

2 組織の諸形態 て、現代の世界を横断的にとらえ、国家から個別 　　oｯ　　　上
企業にいたるさまざまな組織原理とその成果を論

ずる。単系進化論はこのさい採用しない。

一般に、経済・経営・社会という諸学問領域は、

学問の編成としては分割されているが、その対象
3 経済・経営・社会 とするところは同一であり、またこれら三つの領 同　　　上

域ないし視点は、相互浸透的である。このトライ

オロジーについて、その意味を論ずる。

以下2回にわたって、比較経済体制論をこころ

4
さまざまな経済体制
@　　　（1）

みる。社会主義・資本主義、そして混合経済、な

ﾇがおもな主題になろうけれども、発展途上国の

o済体制・社会組織にも着目し、いわゆる近代化

坂井　素　恩
i放送大学助教授）

論にも言及する。また、こうした複数の体制には、

それぞれに・それを生み出した歴史的・生態学的

5
さまざまな経済体制
@　　　（2）

な背景があるわけだから、その由来についても論

ｶる必要があろう。そして「共存論」の根拠をも 同　　　上
ここであきらかにする。

6
さまざまな経済体制
@　　　（3） 同　　　上

経営ということばは、家庭経営、学校経営とい

つたふうにひろく使われるが、ここでとりあげる
7 経営とはなにか のは、いうまでもなく企業経営だ。普通語として 堀　内　正　博

の「経営」の意味をふまえたうえで「企業経営」 （東京工業大学助手）

を定義し、その研究の意義を考察する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営史は、通常、産業革命以後に限定されてい

るし、澄澄むねその線で論じられるが、ここでは、

8 経営の進化と歴史
家内工業段階、あるいは、遊牧的商業経営などに
烽ｳかのぼって、より広い視野で経営というもの

堀　内　正博

を見な澄してみる◎それは11回以後の講義への
伏線ともなる。

以下3回にわたって、経営を規制する諸要素を

考究する。

9
経営の条件（1）
@　政治・政策

、ここでは、政治体制、経済・経営政策などにふ

黶Aいくつかの代表的事例を論ずる◎
同　　　上

経済をうこかすものとしての政三論の比較考察

をおこなう。

10 比較経済政等論 坂井　素　恩

ことなった社会のことなった法制、とりわけ商

行為についての比較法制を考える。

11 比較法制の立場から 堀　内　正博

社会経済体制のなかでの女性の地位と役割を比

較・考察する。

12 女性の役わり 坂井　素　恩

こんにちの経済摩擦に：は文化摩擦という側面が

つよくはたらいているσその観点を解明する。

13 文　化摩　擦論
騨 堀　内　正博

対米貿易摩擦によって代表されるように、こと

14
ことなつ：た組織の

ﾚ　　　　　　触

なった組織原理と慣行をもった国ぐにが接触する

ﾆきには、すくなからず問題をともなう。とりわ

ｯ、世界的な相互依存性によって経済活動がおこ

坂井　素　恩

なわれている現在、こうした接触にともなう問題

前回までに展開された議論をとりまとめ、同時

15 世界のなかの
g　織　問　題

に、これからの世界のなかでの企業経営、経済の

?閧ｩた、とりわけ日本の企業人がどのような対

?�v求されているか、を論じて結論とする。
加藤秀俊
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＝日本経済と産業と企業＝

卜任講師：熱讃轟議釧

全体のねらい

　本州は日本経済の全体の姿（国民経済の構造）を、国民所得勘定などを用いて構造的に把握する。

次に日本経済を構成する産業と企業の構造的な相互関連を明らかにする。さらに産業組織や企業経営

のレベルに論ける歴史的、構造的な特徴をうきぼりにすることが本講のねらいである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

この講義の導入部として、本講義で論じられ
日本経済一産業一 る内容がどのような一般的枠組みの中に位置づ

1 一企業研究の一般
I枠組み一

けられるか、どのような問題意識に従って取り

繧ｰられるかを明らかにする。

　黒　澤一清
i東京工業大学教授）

2
日本経済と企業
i国民所得勘定と
驪ﾆ）

　最も単純な経済循環モデルから、国民所得勘定（企業部門、家計部門、政府部門、海外部門）の体系を示す。それは日本経済を構成する諸部門の構造的連関を統計的に示すものである。

磯　部　浩一一

i放送大学教授）

国民経済計算体系の中に結合されている産業

日本経済と産業 連関表を説明して、国民所得勘定では捨象され
3 （国民経済計算体 る中間生産物の流れがどのように把握されてい 同　上

系と産業） るか。日本経済に：澄いて産業はどのように：位置

づけられるか、を明らかにする。

現代経済にみる資金循環の重要性を明らかに

4
資金循環と産業・

驪ﾆ

し、その把握方法である資金循環表を説明して、

Y業と企業の位置づけを行なう。 同　上

日本経済の発展に澄いて貿易の果してきた役

5
日本経済の発展と

f易

割と、貿易と産業・企業の連関とを明らかにす

驕Bとくに、国際収支表によって、その特色を
ｾらかにしたい。：貿易摩擦や産：業調整問題：にも

同　上

ふれる○

先進資本主義国へ追いつくために、中央銀行

6
日本経済の発展と
熕ｭ・金融政策

の信用創造による資金の調達と、政府主導下の

蜉驪ﾆ育成策がとられた◎資本市場の発達が遅

黷ｽために、間接金融が企業の資金調達の方式
同　上

となった。（資金循環表と国富表を示す）

本章では、まず国民経済循環における，ストック（資

産の状態）を把握する国民貸借対照表勘定を説明する。

7 国民経済計算体系
謔閧ﾝた日本経済

これによって国民経済のフローとストックを把握する

走ｯ経済計算体系の5つの「物さし」を全部学習する 同　上

ことになる。ついで、この5つの「物さし」で日本経
済の現状をみることにしたい。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i一所属・氏名）

いろいろな産業が組み合わされる姿の歴史的変

8 産業構造の特徴
化の傾向にみられる日本経済の特徴を考察する。

ｷなわち産業発達の形態学的特徴とそれをもたら
黒　澤一一清

した背後の根拠と条件を解明する。

産業とは、経済の、すぐれて形態的、かつ生産

9 産業構造と生産性
力的側面を指す◎本章では、前章の形態学的側面

ﾌ考察をさらに内容的に展開するために、日本経
周　上

済一産業系を、生産性のタームで解明する。

産業活動が効率の観点から解明される。日本と

米国との比較・分析によって、これが浮き彫りに

1⑪ 産業活動の効率と政策 されるだろう。最後に、日本産業の特徴をもたら 同　上
すのにあつかった産業政策の特殊性が論ぜられる。

相対的な蓄積資本不足と相対的な労働過剰の

11
日本経済に於ける

?ｬ企業問題

下で、急速な成長をした日本経済に立直て、中

ｬ企業の問題性が国民経済の構造的矛盾として

?轤墲黷ｽ。中小企業問題の展開の特殊性と一
磯部　浩　一

般性を明らかにしたい。

戦前までの日本企業の歴史的特徴は、財閥本社を頂点
とするピラミッド型で、かつ多角化された企業の資本的

12
日本企業の経営史

I特徴

管理の展開、労働力の定着のための終身雇用と年功序列

^賃金制度による労務管理、さらに先進国から導入され
ｽ生産管理や予算管理が組織的に展開されたこと、また

小　林　靖　雄

i放送大三三学長）

移植工業に即ける中小企業の下請的利用の展開等があげ

られる。これらをできるかぎり具体的に把握する。

日本企業は今日極めて高い国際競争力をもち、

世界市場に進出している。それは高度の技術・

13
日本企業の国際競

?ﾍ
製品開発力、近代的設備の装備、人材育成、経
c管理力の強化を基盤としてえられる高い生産

同　上

性に支えられている。その実態を具体的に：明ら

かにする。

日本企業の経営管理の特徴は、その歴史、社

会的環境に：大きく関係しているが、終身雇用と

14 日本的経営の特徴 年功序列賃金制度に育まれた集団主義的経営が 同　上

展開し成果をあげる基盤となっている。この点

を先進国との比較に旧いて展開する。

政府の軍事費支出の比重の低いこと、民間部門
の設備投資が高度成長の促進要因であり、消費支

15
日本経済の特色と

｡後の課題

出の増：大が国内市場の拡大、日本産業の輸出競争

ﾍを高めた。石油シ．ック以降、低成長経済下の
磯　部　浩　一一

国際化の進展により貿易摩擦の回避、国内市場の
開放、産業構造の技術集約三等の課題を示す。
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＝地

主任講師

球　と　宇　宙一

奈義馨翻縫美嚢劉

全体のねらい

　人間の活動の場としての地球、1個口天体としての地球を取り巻く宇宙について、その全体像がど

のように変遷してきたか、現在の地球や宇宙の観測や探査がいかに行われているか、それによって得

られた成果にもとつく地球像や宇宙像がどのようなものであるかを学ぶ。入間とのかかわりを含めて

広い視野から考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

古代から現代まで、人間の宇宙観がどのよう

に変わってきたかを述べる。それは、文化一般
1 宇宙観の歴史 ．の進展、周辺の科学や技術の発展と切りはなす

ｱとができないが、ここではさまざまな視点か

小　尾　信　彌

i放送大学教授）

ら宇宙観の変遷をながめ、考察する。

昔からの光学観測に加えて、近年は電波や赤

現代の宇宙観測と 外線観測、地球大気圏外からの紫外線やX線観

2
探査

測が宇宙の研究には欠かせない。さらに惑星な

ﾇの直接探査も盛である。宇宙の観測と探査に
同　上

ついて、現状と展望を述べる。

現在の宇宙の特徴の一つは、物質が階層化し、

多様化し分化していることである。銀河集団、

3 宇宙の階層構造 銀河、星団、恒星、冷たい天体、生物という宇 同　上
宙の階層構造を概観するとともに、その空間的、

時間的な拡がりを認識する。

有限な天球に恒星がちりばめられていると考

えられた昔から今日まで、宇宙全体の構造につ
4 宇　宙　の　構造 いていろいろなモデルが考えられてきた。現在 同　上

一般に受け入れられている膨張宇宙について、

理論的な基礎と観測的裏付けをもとに概説する。

およそ200億年前に爆発的に開開したわれわれ

の宇宙では、膨張に伴って温度や密度が下がる
5 宇宙の　進　化 のにつれて、元素が形成され、銀河や恒星がつ 同　上

くられてきた。その意味で膨張宇宙は、進化宇

宙であるといえる。そのような宇宙を概観する。

地球が誕生したのは約46億年以前であるが、

それまでには長い宇宙進化の歴史がある。ここ
6 宇宙進化と地球 では、地球を含む太陽系の誕生に至る背景を述 同上

べるとともに、その形成の過程を概観し、われ

われの地球が存在する宇宙的な意味を考える。

古代から現代に：いたるまでの間の入々の地球

7 地球観の歴史
観の変遷について述べる。例えばギリシャ時代

ｷでに地球の大きさを測ったエラトステネスの
ﾆ績などを紹介する。科学・技術の進歩とともに

奈須紀幸
i放送大学教授）

入類の地球観は最近飛躍的な進展をみせている。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地球についての観察や研究を行うに：際して、

現在どのような探査が実施されているのか、そ

8 現代の地球i探査 の内容に：ついて概説する。例えば、地球内部の 奈　須　紀　幸

構造の推定には主として地震波による測定が行

われていることを紹介する。

地球は固体地球と、その表層に分布する水圏

と、さらに高空までを覆う気圏によって構成さ

9 地　球　の構造 れている。固体地球の内部を含めて地球は層状 同　上

構造を形成している。この層状構造に注目して

地球の講造を学ぶ。

固体地球の内部の構成物については種：々推定

はなされているが不明な点も多い。一方、固体地球

10 岩　石　と　鉱物 の表層を構成するのは岩石であり、その最小単位 同　上

の構成物が鉱物であることはよく知られている。

これら岩石や鉱物の種類や特徴について学ぶ。

固体地球の表層を覆う大気と海洋はそれぞれ

独特の性質と特徴を示す。一方、大気と海洋の

11 大　気　と　海洋 間の相互作用も密接なものがある。大気および 同　上

海洋の特性をそれぞれ学んだ上で、大気と海洋

の相互関係まで立入って学ぶ。

地球はその創性からほぼ50億年に近い歴史を

編み続けてきたといわれる。その間にどういう

12 地　球　の歴史 事柄が起ったのか、主として生物界の変遷と地 同　上

球表層の変動の跡を辿って地球の歴史を学ぶ。

地質時代の歴史に：主眼を置いて学習する。

1967年から68年にかけて提唱されたプレー

13
プレートテクトニクス

i現代の地球観）

トテクトニクスは、固体地球の表層の変動に関

ｷる実体をほぼ解明したと云える。その内容と、

ｻこにいたるまでの研究の足跡について、大陸

同　上

移動説の堤唱の時点から辿ってみる。

地球の表層では火山と地震が生起する場所が

ある。これら火山や地震は主として火山帯と地

14 火　山　と　地震 震帯の中に集中している。何故、このように限定 同　上

された地域に火山や地震が集中するのか、その

原因を探りかつ火山や地震の実体について学ぶ。

　地球・宇宙の中に澄ける人間の存在という事

ﾀをまず認識し、そのかかわりについて思考す 奈　須　紀幸

15 人間と地球・宇宙 る。そのような基礎認識の上に立って、人間生 小　尾　信　彌
活や科学・技術、さらに社会と、自然としての

地球・宇宙の関係の深さを学ぶ。
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＝物質とエネルギー＝
〔主任講師　池上雄作（東北大学教授）〕

全体のねらい

　自然界を形づくっている物質とエネルギーの科学でもっとも基本となることがらを学習する。とく

に物質と熱エネルギー、化学構造とエネルギー、光と物質がみせるスペクトルなどに焦点をあわせて

化学の立場から解説し、エネルギーと物質とのかかわりあいを学ぶことによって、自然への理解を高

めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
エネルギー・の形態一序論として一

　物質が形づくっている自然界や文明社会を動か
ｵている原動力がエネルギーである。熱、化学、

�Gネルギーなど、エネルギーのいろいろな姿、エネルギーの変換、エネルギーと物質のかかわり

?｢を序論として解説する。ミクロの粒子がもつ
Gネルギーを理解する・ことの重要性を強調したい。

池　上　雄作¶
i東北大学教授〉

2 物質の理解

　多様な物質の分類や構成をどう理解するかにつ

｢て述べ、原子、分子、イオン、モルの概念を簡

奄ﾉまとめる。さらに、無機、有機物質のいくつ

ｩを化学式とともに解説し、最後に物質の状態変

ｻ澄よび結合エネルギーに言及する。

同　　　上

3
物質の状態と
@　熱エネルギー

　3～6章は化学熱力学の・基本を取り扱うが、本
ﾍではまず力学的エネルギーから入り、仕事と熱、
熾買Gネルギー、そしてエネルギー不変則として
ﾌ熱力学第一法則を解説する。さらに理想気体を
謔閧?ｰ、可逆論よび非可逆的体積変化過程を述
ﾗ、熱、温度於よび熱容量に言及する。

関　　　集三
i大阪大学名誉教授）

4

状態変化・

@　化学変化と
@　熱エネルギー

　物質の変化が起こるときは熱エネルギーの出入が伴う。反応熱の一般的性格、つづいて代表的化

√ｨの生成エンタルピー、熱容量とその温度変化
�燒ｾ、とくに熱測定、下下リメトリーを解説す
驕搗纒¥的な反応熱と緩単結合エネルギーにも言
yする。

同　　　上

5
物質：変化の方向：

@　エネルギーと
@　エントロピー

　自然に起こる物質変化には、主としてエネルギー変化で理解できるものとそうでないものがある◎

ﾂ逆変化と不可逆変化、変化と確率の関係を述べ
Gントロピー概念の必要性に言及し、熱力学第二
@則を示す。さらに、エネ～レギーとエントロピー

ｩら自由エネルギーを導く。

同　　　上

6
自由エネルギ』
@　　　と化学平衡

　エネルギーとエントロピーからギブズ自由エネ
泣Mーを導き、その性質と役割を解説したあと、
ｻ学ポテンシャルの概念を導入する。つついて、
纒¥的な化学反応系での反応の進行の可能性を予
ｪするための熱力学量を与え、具体的に平衡条件
�ｱく。

同　　　上

7
エネルギー量子
@　　　　　の概念

　量子論のはじまりとなった物体の放射スペクト

汲ﾌ説明に関するプランクの量子の考え方、水素

ｴ子の電子の運動とスペクトルとを説明したボー

Aの原子模型、光と電子の粒子性と波動性の二元

ｫについて説明する。

米澤　貞次郎
i京都大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

電子の分布と
@エネルギー準位

　電子の運動状態を明らかにする量子力学の基本

羽�ｮ（波動方程式）について述べ、これから明

轤ｩにされる水素原子の電子状態にふれ、分子の

牛№ﾉ対する電子の役割について、いくつかの例

�唐ｰて解説する。

米澤　貞次郎

9
分子軌道と
tロンティア電子

　エチレンを例にとって炭素一炭素二重結合にσ

d子とπ電子がかかわっていること、ベンゼン、
iフタレンなどの化合物中のπ電子の挙動を説明す

髟ｪ子軌道法について述べ、これら化合物の化学

ｽ応の理論であるフロンティア軌道理論にふれる◎

同　　　上

10
フロンティア軌道

攪_とその周辺

　フロンティア軌道理論を提唱した福井謙一博士

ﾆの対談形式により、フロンティア軌道の発端、

ｻの展開、有機反応への応用、創造への道がどう

?驍ﾗきかなどに関する博士の意見を聴く。

福井　謙＝一
i京都工芸繊維

@　　大学長γ
ﾄ＝澤　貞次郎

11
電磁波と　　　　　　　　oスペクトロスコヒー

光や電波で代表される電磁波は宇宙線からラジ
I波まで周波数が広い範囲に及び、E＝hμのエネ
泣Mーをもつ。電磁波の性質について、つづいて
ｨ質による光の吸収や発光が分子やイオンのエネ
泣Mー準位と密接な関係があることを説明し、ス
yクトロスコピーを概説する。

池上　雄　作

12
紫外・可視光の
@吸収スペクトル

　多くの物質は紫外線や可視光を吸収して、その
ｨ質に特有なスペクトルを見せ、吸収帯は電子エ
lルギー準位間の遷移に対応する。そして、可視
�ﾌ吸収は物質の色と深い関係がある。分光法に
ﾂいて述べ、スペクトルと化学構造の関係を代表

Iな例とともに解説する。

同　　　上

13
赤外線吸収
@　　　スペクトル

　2μmから25μmまでの領域の電磁波は化学結

№ﾌ振動や分子の回転運動と共鳴し、その吸収は

ﾔ外スペクトルとして便利に利用されている。

@基本的な分子の振動や複雑な分子のスペクトル

ﾌ例を挙げ、応用を含めて解説する

同　　　上

14 生体とエネルギー

　物質エネルギーの科学にとって、「生体とエネ
泣Mー」の課題は重要な位置を占める。生体にお
ｰる同化、異化とエネルギーの流れのわくぐみ、
ﾜたエネルギー交代の主役がATPであることを中
Sに、概括的に説明し、解糖・呼吸とそのエネル

Mー収支にもふれる。

同　　　上

15 光合成／まとめ

　生物におけるエネルギー変換の代表的なものに

�≒ｬがある。緑色植物による光合成のしくみ・

�Gネルギーの捕足と電子伝達、CO2の固定を中

Sに解説する。

@最後に、本講のまとめを述べる。

同　　　上
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＝人間の生物学＝
〔主任講師　太田次郎（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　人間（ヒト）も生物の一種であることはいうまでもない。しかし、他の生物とは違ったいくつかの特

徴を備えている。生物学の立場から、人間の形態や機能を調べ、人間とはどん：な生物か、広く生物界

に成り立つ法則性はどこまで人間に適用できるかなどを探り、科学的な人間像の理解をめざしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生物としての人間

　全体の講義の導入としで入間（ヒト）は生物界

ﾅどんな位置を占めているのか、入体の特徴は何

ｩ、人間の脳は他の動物の脳とどこが違っている

ﾌか：などを概説し、生物学の立場で入間をとらえ

骼挙_を明らかにする○

　太　田　次　郎
iお茶の水女子大学教授）

2 人類の誕生と進化

　生物の進化の歴史で、人間はいつ、どこで誕生

ｵたか、それはいかなる証拠で裏づけられるかな

ﾇを説明する。また、化石人類から現代人に至る

i化の道筋をたどり、人類の誕生以後の進化の歴

jを明らかにする。

同　　　上

3 人体の成の立ち

　人体は、いかなる成り立ちであるかを、形態の

ﾊを中心に説明する。構成の単位となっている細

Eの形態と機能．組織と器官の成り立ちとそれら

ﾌ特徴を調べ、他の生物と比較する。また、人間

ﾌ一生や老化についてもふれる。

同　　　上

4 血液とその働き

　人体内の細胞は血液に浸され、一血液は細胞・組

D・器官の働きを支えている。血液の組成とそれ

ｼれの成分の働き、血液循環のしくみ、腎臓での

r出作用などを調べ、入体の働きにおける血液の

�р�ｾらかにする。

同　　　上

5 脳　　と　神　経

　入体に澄げる情報の伝達と統御にあっかる神経

ﾆ脳の構造ど機能を説明する。神経系の単位とな

驛jューロンの構造、感覚器から脳へと情報が伝

Bされるしくみ、脳のつくりなどを調べる。また、

]とコンピュータとを比較する。

同　　　上

6 ホ　　　ル　　　モ　　　ン

　神経と共に人体の働きの調節にあっかるホルモ

唐ﾆは何か、その働きの特徴などを説明する。人

ﾌの各内分泌器とそれから分泌されるホルモンの

嵭ﾞ、ホルモンの相互作用も調べる。他の動物の

zルモンに：もふれる。

同　　　上

7 行　　　　　　動

　動物の行動としての本能、学習（刷り込みを含

ﾞ）、知能の意義を、具体側を示しながら説明す

驕B学習と知能を中心にして、他の動物の行動と

芒rしながら、人間の行動の特徴を、生物学の視

_に立って考える。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 体内時計とバイオリズム

　動物の行動に：関して興味深い事柄の一つに、体

燻梃vとそれに支配されるバイオリズムがある。

l間を含めたいくつかの動物について、バイオリ

Yムを調べ、それを支配している体内時計の特性

�Tっていく○

太　田　次　郎

9 生　殖　と　発　生

　入間を含めて多細胞動物は、1個の受精卵がも
ﾆに：なって発生し、成長する。代表的な動物の受

ｸと発生の道筋を示し、それらと人間の発生との

､通点や相違点を明らかにし、発生のしくみにつ

｢ての研究や成果を説明する。

同　　　上

10 遺　　　伝　　　1

　遺伝の法則、遺伝のもとに：なる遺伝子と染色体

ﾌ関係、遺伝子の本体であるDNAの構造や働き
ﾉついて説明する。特に、一般の生物に関して成

阯ｧつ遺伝の法則性が人間にどこまで適用できる

ｩを明らかに：する。

同　　　上

11 遺　　　伝　　　H

　双生児法を中心にして、人間のどの形質が遺伝

ｵ、どの形質が遺伝しないかを説明する。病気の

笂`、近親結婚の危険性、知能の遺伝に関する研
?Fなど、人間の遺伝の研究で特徴となる事柄をと

闖繧ｰ、解説する。

同　　　上

12 個　　と　集　　団

　集団生活をしている動物では、1個体で生活し

ﾄいる場合とは異なる法則性に支配されることが

?驕Bいくつかの動物の集団生活を調べて、その

ｵくみを探ると共に、それらと比較して、人間の

W団生活の特徴を調べる。

同　　　上

13 自　然　と　人　間

　自然界では、生物は自然環境と密接な関係を保

ｿながら生活しているQそのような関係を説明し、

ｻの解析のしかたを明らかにすると共に：、人問と

ｩ然との関係、生態系に澄ける人間の位置づけな

ﾇを明らかにする。

同　　　上

14 健康　と　病　気

　人間の生物学の特有の問題として、健康と病気

�ﾆり上げ、病気とは何かについて考察する。ま

ｽ、感染と免疫を中心にして、病気とその予防、

｡療などについて調べ、人間の生活に於ける健康

ﾌ意義を考える。

同　　　上

15 人間の未来

　この講義のしめくくりとして、生物学の発達が

｢来の人間生活に与える問題点をとり上げる。体

O受精、遺伝子工学、脳の機能の研究、人口問題

ﾈどを例にして、人間の生物学の課題やそれに伴

､問題点を説明する。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝　日　本の　自　然　＝

　　　　　　　　　　　　　主任講師：翻紀離熱熱劃

全体のねらい

　日本の自然の姿を、いろいろな視点から眺めてみる。とくに、住民の地形・気候・水文・生物、な

いし自然的環境とのかかわり方、日本人の自然観や自然保全等について生態的、歴史的、地域的に考

察して、日本列島の自然的特色を総観する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
内外から見た
@　　　日本の自然

　世界の各地域を風土論的に比較しながら、日本の自然の特色を明らかにする。そのさい、外国入

ｪ日本人の風景から受ける印象、天然記念物や国

ｧ公園に導ける自然の特徴、自然環境の地域的差

ﾙや対照性などについても言及する◎

奈　須紀　幸
i放送大学教授）

ｼ　川　　　治
i元東京大学教授）

2
日本入の自然観
@　　とその変遷

　富士山に対する態度や見方、庭園・風景
_、農業・土木・防災などにおける日本人の自然
ﾏはどのように変わってきたか、各時代の人物、たとえば道元、熊沢謡曲、二宮尊徳、志賀重昂、

專c寅彦、辻村太郎、今西錦司などの自然論を顧
ﾝながら考察する。

西　川　　　治

3 日　本の地質

　日本列島の東半は太平洋プレートが、西半はフ

Bリピン海プレートが、アジアプレートの下へ潜
vするところに位置し、環太平洋造山帯の北西部
�閧ﾟ、活発な動態を示す。このような状況を反
fして日本の地質は複雑である。その全体像につ
｢て概括する。

奈須　紀幸

4
日本列島の地形
@　　　　　的特色

　入山の居住・生活の場として、生産活動の自然
I基盤として、日本の地形はどのような環境論的
ﾁ色をもっているか。また、自然観賞の対象、観
�糟ｹとして日本の地形は世界の諸地域のそれと
芒rしてどうか、各地の実例を紹介し、地形地域
謨ｪに即して解説する。

　式　　　正英
iお茶の水女子大学・

@　　　　　教授）

5
日本の地域環境
@　　　　　と生活

　日本の地域環境は、きめこまかいジェオシス
eムを基盤にして成り立つこと、住民が社会組織
ﾆ農業土木技術の発達につれて、どのように地域
ﾂ境を改変しながら、集落を作り、土地を開発利
pしてきたか、各地の実例を示しながらその変遷
ﾟ程を考察する。

西　川　　　治

6
日本列島の気候
@　　　　　の特色

　熱帯と寒帯からの気団が作用する日本は、大陸
穴ﾝにあるため、同緯度地方より寒暑の差が大き
ｭ、降水も多いという特色をもつ。その特色を、

k西季節風、温帯低気圧、台風、梅雨前回ジェ
bト気流などの因子について考察しながら説明す
驕B

　前　島　郁　雄

i東京都立大学教授）

7
日本の気候環境
@　　　　　と生活

　気候や季節変化にに対する伝統的適応形態と現
纒ｶ明と生活の仕方とを対比してみる。また、雪
曹ﾉ澄ける生活と文化の変化、豪雪に対策や利雪
ﾌ工夫、レクリェーション、大都市の気候、ヒー
gアイランド、緑地の役割、気象災害など、いく
ﾂかのトピックを扱う。

　前　島　郁雄
i市川健夫、東京学芸

蜉w教授、予定）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 日本の水文環境

　わが国の緑豊二かな国土、古くからの稲作農業、

甯繧ﾌ急速な経済成長などは、いずれも豊：富な水

ﾌ存在に支えられている。わが国の水循環の実態
�A河川、湖沼、湧泉、地下水などの視覚的教材
�ﾊして理解し、水を通してみた国土保全のあり
福ﾉついても触れる。

概根　　　勇
i筑波大学教授う

9 日本の森林と文化

　日本は、有数の森林国である。この森林を世界
ﾌ植生分布の中で位置：づけ、植生帯の特徴や2次
ﾑの成立を考える。また、ヨーロッパとの森林比
r、都市住民の緑意識調査などを通じて、森林利
pと森林観の差異とその背景となる文化的基盤を
ｳぐる。

　大　沢　雅　彦

i千葉大助教授）

@竹　内　和　彦
i東京都立大学助手）

10
植生景観と
@　　　その調査法

　植生雑観の特徴を把握するための調査法を解説

ｷる。富士山では森林帯を概観し、森林限界付近

ﾅの植生園化と馬木調査を実施する◎また、関東

ﾌ丘陵地小流域を対象に微地形や土壌と植生の分

zがどう対応しているかを調査する。

同　　　上

11 日本の動物と生活

　日本列島の動物を、気候・地形の特徴、第四紀

ﾉ臨ける海面変動時の大陸との関係などに照らし
ﾄえがき出す。動物区（生物区．）の境界とその意
`について数例をあげて説明し、日本の般生きて
｢る化石ぬ動物の実態や人社会とのつ：ながりもと

閧?ｰる。

濱　田　隆　士

i東京大学教授）

12 日　本の海　岸

　日本列島は造山帯としての島弧よりなる。その
ｽめ、海岸線は陸地の面積に比べて長い、また後
wの平野はあっても規模が小さく、山地が迫ると
ｱろも多い。このような日本の海岸も大別すると
竦ﾎ海岸、砂浜海岸、内湾の海岸に分類される。

C岸での営力も扱う。

奈　須　紀　幸

13 日　本　　の　海

　日本列島をめぐる海について、海流、海底地形、

C底地質などのあり方について学ぶ。プレート潜
vの場としての海溝やトラフが形成され、活動縁
ﾓ域としての特性塗直す。また氷期、間氷期に：対

桙ｷる海水準変動の影響を受けて大陸棚が形成さ

黷ﾄいることも学ぶ。

同　　　上

14
日本の自然災害
@　　　　　と防災

　日本列島は温帯多雨造山帯に属し、地形、地質
ｪ複雑で地震、豪雨により山地、火山では崩壊が
ｭ生しやすく、平野では洪水氾監、地震による液
�ｻが発生しやすい。これら災害は地形と密接な
ﾖ係があり、地形分類図は自然に即した災害対策

ｧ案に有用である。

大　矢　雅　彦
i早稲田大学教授）

15 自然の利用と保全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@自然に対する態度は、国民文化の水準を反映す
驕B内外に澄げる自然保護思想と運動の展開、高
x成長期の乱開発によって損われた自然の回生を

ﾍかり、自然に親しみ、自然と共に栄えるために
ｩ然から学び、自然を守る運動、ナショナルトラ
Xト等について考える。

奈須紀幸
ｼ　川　　　治
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＝＝ 矧wと人間生活＝
〔主任講師　赤　撮也（元放送大学教授）

全体のねらい

　数学は、日常生活、科学、技術等々と密接に関連し、互いに強い影響をあたえあって来た。この様

相を概観し、数学が人間にとって何であるのかを考える資料とするのが目標である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 数　の　形　成

　十進位取り記数法を他の種々の記数法と比較し．

O者の特徴について考える。筆算との関連にとく

ﾉ注目する。
赤　　　撮　也

i元放送大学教授）

慧 代数学の効用

　四則応用問題の算術的解法と代数的解法とを比

rし、代数的解法が強力である所以を考える。ま

ｽ、記号化の他の意義についても考察する。 同　　　上

3 ギリシアの幾何学

　ユークリッドの「原論」の成立の過程、澄よび

ｻの構成の概要を紹介する。

同’　　上

4 幾何学的精神

　ユークリッドの「原論」は西欧の合理主義に強

｢影響をあたえてきた。パスカルの「幾何学的精
_」その他を引き：ながら．このことを説明する。 同　　　上

5 解析幾何　学

　解析幾何は、幾何を代数的に研究しようという

ﾑのである。その概要を紹介し．その意義につい

ﾄ考える。 同　　　上

6 ニュートン力学

　ヒュートン力学は．のちに優勢となった機械論

I自然観の基盤であるとともに、いわゆる解析学

ﾌ発展を強力に促した要因でもある。ケプラーな

ﾇの業績からニュートン力学が生まれ出るまでの

｢きさつを明らかにする。

同　　　上

7 解析学とその基礎

　ニュートン力学が解析学の発展をどのように促

ｵたか、他方、解析学がいかにしてその独自の課

閧�烽ﾂに至ったかを考察する。 同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数学では、例外をなくし、理論を単純化するた

8
射影幾何学
@　と理想的要素

めに、　「理想的要素」を導入することが多い・そ

ﾌ典型的な例として射影幾何学を紹介する○ 赤　　　擶　也

ユークリッド幾何学の平行線公準は、19世紀に

9
非ユーークリッド幾

ｽ学と公理主義

至って非ユークリッド幾何学を生んだ。さらに．

緕ﾒは、数学思想を公理主義へと根本的に変革す

骭ｴ因となった。これらのいきさっと意義とにつ

同　　　上

いて考察する。

パスカルとフエルマによりはじめられ．ラブラ

スによって大幅に発展させられた確率論は、公理

1⑪ 確　　　率　　　論 主義の誕生に：よってあざやかに衣がえをした。そ 同　　　上

の概略を紹介する。

構造主義は公理主義を深化したものである○構

造の概念は、諸科学と数学との関係を明確にし、

11 構造主義と数理科学 多くの科学に数理化するきっかけをあたえた。こ 同　　　上

れらのことを解説する○

電子計算機は、現今の社会を急速に変えつつあ

る重大な存在である。これが、澄澄よそいかなる

12 コ　ン　ピ　ユ　一　タ 構造をもつものであるかを紹介する。 同　　　上

確率論の応用としての数理統計学は、電子計算

機の登場によって、その適用範囲を一躍ひろげた

13 数　理　　統　計 その数理統計学とはどのような原理にもとつくも 同　　　上

のであるかを解説する。

社会に大きな影響をあたえはじめた　“New

Math”の一つに計画数学がある。そのうちもつ

14 計　　画　数　学 とも初歩的な線型計画法について、その原理を紹 同　　　上

介する。

電子計算機は巨大な存在であるが、あきらかな

限界がある。それがどのようなものであるか、ま

15 数学　と社会 た、それを克服するためにどのよう左努力が左さ 同　　上

れているかを説明する。
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一哲　学　の　基　二一

〔主任講師　山本　信（新潟大学教授）〕

全体のねらい

　哲学は我々の日常生活に根ざし、人生観や世界観の問題に連なるものではあるけれども、学問とし

て理論的にやってゆくためには、どうしても抽象的な概念や問題設定を扱うことができなければなら

ない・そのための最も基礎的な道具立てを整えて論きたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

「哲学」という言葉そのものの意味を考える

1 哲学とは何か
ことから始め、この学問がもっている独自の性

iと、それを学ぶときの特殊事情について述べ
驕B

山　本　　　信

i新潟大学教授）

他の諸学とは事情を異にして、哲学の研究は

常にその歴史との内的な連関において行われな
2 哲学史の意義 ければならない。哲学を西洋から移入し、しか 同　上

も自国の思想的伝統をもっている日本入には、

この点でも特別の問題が課されている。

普通哲学に属すると考えられている諸学問を

列挙し、それぞれについて多少の説明を加え、

3 哲学の諸部門 それら全体にわたって見と澄しをつける。 同　上

「ある」ということをめぐる古来の論議をふ

まえ、「実体」「形相」「本質」など、歴史的
4 存在論6基本問題 にも体系的にも哲学にとって：最も基本的な諸 同　上

概念をとりあげる。

「主観」あるいは「主体」と訳される概念の

形成過程をかえりみることによって、現代にい
5 主　観　概　念 たるまでの近代的な思考体制の原点を究明する。 同　上

近世に澄ける心と物、精神と物体の二元論は、

それ自体が本質的に不安定なものであり、観念
6 近世的二元論 論と唯物論という対立的立場もそのことの所産 同　上

にほかならない所以を論ずる。

近世以降の哲学を特徴づける認識論的問題設

定について、その端緒における歴史的意義を明
7 認識論の系譜 らかにし、その後の展開を跡づける。 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

認識し行為する主体としてのあり方をもって

原理とする立場が、近代の合理性をになう一方

8 主体性の形而上学 の柱として、どのように展開されてきたかを考 山　本　　　信

察する。

現在われわれが「科学」とよんでいる知的形

9
近代科学の思想史
I意味

態が、近代の合理性をになうもう一一方の柱とし

ﾄ、思想史的に：何を意味しているかを考察する◎ 同　上

科学的な思考法、それはまたわれわれが小学

校以来の教育で叩きこまれてきて常識になって

10 科学的思考の諸性格 いる考え方でもあるが、その特質と帰結とを、 同　上

いくつかの項目にわけて露わにする。

科学の進歩は、生命現象をも物理的化学的な

過程にひきもどし、また人間に対してはその尊

11 生命と人間性 厳を剥奪してゆくかのようにみえる。こうした 同　上

事態に関してどう考えたらよいか。

からだとの関係に穿いて心とは何なのかとい

うことは、人類にとって古くからの関心事であ

12 心　　身　問　題 り、哲学の主要問題の一つでもあった。特に近 同　上

世的二元論の文脈のなかで現在どう考えたらよ

いか。

人間の自由に対立するものとして、運命、自

然因果性、社会的制約などが語られる。これら

13 自　由　と　必　然 の必然的支配を説く決定論に対して、どう考え 同　上

たらよいか。

何を考え何を語るにぜよ、それは真なのかと

いう問が最後までつきまとう。ではそもそも真

14 真　　　理　　　論 理とは何か。そして、何かが真であるというこ 同　上

とはどうやって確かめられるか。

哲学の歴史から見てわれわれがどのような状

況に治かれ、いかなる問題に直面しているか、

15 現代の哲学的状況 ということを知るために、現代の諸学説に現わ 同　上

れている思想的動向を概観する。
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＝古代中国の思想＝＝
〔主任講師　戸川芳郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

’中国古代中世に：生れた思想の歴史を概観する。その源流を追って、発現のすがたと現実に果たした

役割またその後世への影響をえがきつつ、中国思想のいとなみを把握したい。

回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
ざ6

m”と　孔　子

　周囲文化の基：画一古代宗族制の世界一が再編に

ｳしかかった春秋後期、はじめて人間関係のあり

福�ｩ覚した孔子が出現する◎この儒家の開祖の

v想と行動を時代の様相とともに説明する

戸　川　芳　郎

i東京大学教授）

麓 墨家集団の思想

　礼楽文化に依拠した儒家の思想基盤を旧びやか

ｷ墨家の、露兼愛・由利ダタの考えと党派的な結社

W団の行動軌跡をたどる。”非行・節葬ダタの社会

癆ｻや”尚同・天主グ，の政体論にも言及する。

同　　　上

3 孟子の王道論

　戦国期の社会変動のただ中、聖人孔子を聖王の
n列に加え嬬子は、その正統伝道者として圭璋政治の理想を遊説する。躍仁義礼智，ダを支えた性⑤善説を紹介し、その思想史上の評価を行う◎

同　　　上

4 荘　子　と　老子

　人為を排した「全性心真」の養生論と相対世界
�Eしてげ済同〃の真実在をもとめた荘周の夢は、

ﾃ代観念論の極致である。後続の『老子』の”無

ﾗ而無不為“の政術をあわせ論ずる。

同　　　上

5 縦礼”と　葡　子

　古代中国は、継子の指示する方向に進んだ◎天
lの分離・後書思想・性悪説によって”礼法〃秩　　　　　　　　　　　　　　o　　　⑪

?�xえる根源を現実の実力者王者の権威に帰し

ｽ。この．法家思想を導いた内容を伝える。

同　　　上

6 諸　　子　　百　家

　儒墨二大集団のほかに戦国中・末期に活躍した　　　　　　　　　　　鵬　　　⑳

V説の士のうち、のちに名家一恵施・公孫龍一、◎　　　④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　⑳　　　　　　　　　　　　o

@家一商鞍・申不害・慎到・韓非一、縦横家、兵。家と称される思想家の行動をあつかう。 同　　　上

7 陰陽思想と「易伝」

　中国の生んだグローバルな思想とは、漢初の陰

z二元と五徳終始の説である。”変易〃原則を説
ｭ「易伝」へも習合され、自然と人事を包括して、

`而上の一者μ太極〃の概念を生む。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

叙事巨篇r史記』に現れた司馬遷の意図をその
列伝を主軸に窺うとともに、周代伝来の政事記録

8 司馬遷と歴史記録 一一 w尚書』と『春秋』を紹介する。加えて春秋学 戸　川　芳　郎

とその空曇を説明し史家の体例に：論及する。

雑家の書『呂氏春秋』と『准南子』を黄老思想

を媒介にして説明する◎一方、国教に立った儒学

9 黄老思想と董仲詩
の教義、董仲野の政治理論一天人相関の陰陽災異　　　　　④　　　働

v想、春秋三統説、君権則天主義を述べる。

同　　　上

王朝支配の体制教学として前漢後期から清末に

及んだ儒教について、その特徴を綱常倫理・修己

10 儒教　と　経　学 治人・名分論・権威主義にわけて概観し、その学 同　　　上
　　　　　■　　　opの内容一型学一の史的展開を跡づける。

王菲新の墓奪政権をはさんで、当時の学術・文

化を象徴する、志向父子と班氏一族の事業を紹介

11 漢学　の　復興 する。前者の中秘書の総合整理、後者は劉漢受命 同　　　上

説に立つ断代史『漢書』の編纂である。

陰陽災異説から「以往知来」の予言化が進み、

図識の政術利用と緯書の出現に及ぶ。その批判者

12 誠緯思想と王充 王充の唯物論的な気一元論と徹底した命定論を紹 同　　　上

介し、その頒漢思想との関わりを述べる。

学官と学制が整備された後漢三教国家は、学術

の分化と論争をよび、また総合解釈へと動く。漢

13 物慎　と　鄭玄 唐訓酷学を代表する経学一等慎と鄭玄一を登場さ 同　　　上

　　　　　　　　ノｹその閲歴と学問のあらましを見る。

「太極」「元気」の統合概念が成立すると、後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　o

漢期を通じて宇宙生成論が発達し魏晋期に回気五

14 生成論と　”無“ 蓮へと展開する。その展開の様態を追究する一方 同　　　上

「無」の存在論の深まりを王弼の所説に見る。

人間社会の歴史を遡って、その開開に及び、宇

宙生成と人間史とを継ぎ合わせたのは、魏晋期で

15 人問史の～二と ある。史体通史の創制とその盛行を通じて歴史意 同　　上
識を探る。末尾に、中国思想をまとめる。
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＝近代の思想＝
〔主任講師　中盤　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　とくに西欧を中心とした近代思想の特質を、神・人間・自然という主題にもとづいて、ルネサンス

（15～16世紀）、知性の時代（17世紀）、啓蒙の時代（18世紀）、ロマン主義の時代（19世紀）という時

間的経過のなかでとらえる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「近代」という概念の由来と意味澄よびその妥

1 「近代」の概念
当性について考え、その範囲を限定し、さらに：い

墲艪驕u近代化」の内容を検討する。
中　埜　　　肇

i放送大学教授）

近代の思想の特質を、その全般にわたって、そ

れに先行する中世との対比に旧いて概括する。

2 中　世　と　近代 同　　　上

近代初頭から17世紀までを中心に、キリスト教

信仰が強く生き続けたことを、当時の哲学思想や

3 神について　（1） 自然科学との関連に於いて述べる。 同　　　上

宗教改革：、神秘思想、ピューリタニズム．ピェ

ティズムなどの宗教運動を信仰の内面化としてと

4 神について　（2） らえ、その思想的な意味について考える。 同　　　上・

啓蒙思想によって知性化・合理化された信仰と

しての理神論や無神論の意味について述べる。

5 神に：ついて　（3） 同　　　上

スピノザ的汎神論の19世紀におげる復権によっ

てもたらされた、知性と信仰との再統合である哲

6 神について　（4） 学的な理性宗教とその破綻について考える。 同　　　上

近代に入って生まれた新しい入間像を、ルネサ

ンスのヒューマニズムやフランス・モラリストの
7 人間について（1） 思想を通して概観する。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代哲学の全体にわたってD〔♪」・「精神1・「自

我」・「意識1が優越していたことの思想的な意味

8 人間について（2） を考える。 中　埜　　　肇

社会的に：見た近代的人間像の象徴とも言うべき

「近代市民社会」の思想について考察する。

9 人間について（3＞ 同　　　上

「近代国家」の思想的な基礎ならびにロマン主

義のもとでそれと結びついた「歴史」の思想を検

10 人間について（4） 湿する。 同　　　上

近代的自然像としての「開かれた宇宙」が持つ

世界観的・学問的な意味について考える。

11 自然について（1） 同　　　上

「物質的自然」に関する新しい学問としての「自

然科学」の思想的な基礎澄よびそれと「自然哲学」

12 自然について（2） との関係を論ずる。 同　　　上

「人間的自然」（h㎝an　nature）の意味の発見

と結びついた「自然法」の思想について考える。

13 自然について（3） 同　　　上

ロマン主義のもとに：澄ける有機的（生命的）自

然観や美的自然観と目的論的思考に：ついて述べる。

14 自然について（4） 同　　　上

近代の思想的特質を、それの原理的批判から生

まれた現代の思想的なありかたとの対比に旧いて

15 近代　と　現代 再考する。 同　　上

一一 S1一



　　　一現代・の思想一

　　　一20世紀後半の哲学一
〔主任講師：今道友信（放送大学客員教授〕

全体のねらい・

　現代を20世紀後半と規定し、1983年現在の思想状況を哲学的に明らかにし、21世紀への展望を試み

ることにする・テーマには・常に問わμている永遠の課題と特に現代で問われ始めたものとがあるが、

前者では方法の新しさに、後者では問題内容に重点を置く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

時代区分として現代をいかなる理由で195⑪

1 現代の哲学的考察
年前後とするかを明らかにするとともに、19世

I末から20世紀前半にかけての思想を現代思想

ﾖの助走として論理的に反省する◎

　今道　友　信
i放送大学客員教授）

実存主義、マルクシズム、プラグマティズム1930

年代からしばらく、世界的な危機が全体主義の高揚と

2 過渡期の細鱗
なって具体化して来たが、この時期の思想的な運動と

ｵて現象学の深化としての実存主義と社会思想の実践 同　上

原理としてのマルクシズム、道具連関における認識方

法としてのプラグマティズムをあげる。

’

新カント派の科学批判とは異なった別種の科

3
科学哲学と論理学

ﾌ変貌

学哲学と数学に接近した論理学の再編が大戦前

A後の世界に流行し：たが、その思想的背景と哲学

I特色をのべる◎
同　上

人間への反省が、神話や歴史への注目を呼ぶ。

4
歴史の再考と比較

､究

ここでは、考察の次元の拡大とともに成立しか

ｯた本格的な比較研究への手がかりを探索する。 同　上

相互伝達の可能性の根本に言語性があるから

こそ、人間同士の理解が期待されるのである。

5 言　語　哲　　学 それゆえ、言語の構造的省察を事とする言語哲 同　上
学が成立する。

分析哲学の自律的展開の過程の中で、初期に

は問われなかった諸問題が新たに探究されるよ

6 分析哲学の展開 うになって来た。そういう問題として、芸術や 同　上
倫理に対する態度決定と方法上の試みを考える。

7 分　析　諸　相 同　上
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回 テ　　一　　　マ， 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 構　造　主　義

　言語による意味指示の構造は一般化すれば文

ｻ全体をテキストとして構造的にとらえる考え

福ﾉつらなる。歴史主義の相対性に対立する非

條ﾔ的な考察方法として諸袖主義が拾頭した。

今　道友　信

9 哲学的人間学

　日本の思想界は特に現代世界の中でどのよう

ﾉ位置づけられるのか、広い視野から公正に考

ｦてみる必要がある◎ 同　上

10 修辞学・美学

@穏

　立場や見解の差異に対する寛容が、共存（co－

??奄唐狽?獅モ?jの条件として新たに要求されると

ｫ、説得の論理としての修辞学が見直されて来る。

Vたな再興を示した修辞学が見直されて来る。新

ｽな再興を示した修辞学の哲学的検討を試みる。

同　上

11 解釈学と宗教哲学

　1940年頃からの神学の動向は注目に値いする

烽ﾌがあり、これが哲学に及ぼした影響も見逃

ｵえない。また、禅に集結する仏教哲学への西

｢からの近接も見逃してはならない。イスラー

?_秘思想も注目されている。

同　上

12 社　会　哲　学

　都市が、巨大都市化するにつれて、国家の編

ﾀ形態としてのcivitasとは違った新しい
iurbs）についての学urbanicaが要求される。
Vしい都市哲学は国家哲学や法哲学とも違って、

ﾆ特の社会哲学となる。

同　上

13 自然哲学・形而上学

　自然だけが環境であった時代とは異って、技

pが環境となった現代、人間は環境との対応の

d方としては、古代に回帰したも同然で、新し

｢哲学が要求される。それがmetatechnica
ﾅある。

同　上

14 超越的形而上学

　人間の生態の変化とともに、新しい画論学が

v求されて来る。その必然性と新しい徳目や新

ｵい人間関係、物質観や生命観について考えて

ﾝたい。

同　上

15
日本の現代哲学と

N学の将来

　二十一世紀に向けて、どのように生くべきか、

ﾜた思うべきか、を具体的に考えてゆく。

同　上
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　　　　　　　　　　＝世界史　と　時代意識＝・

　　　　　　　　　　　　一束アジアの紀年法と歴史記述法一

　　　　　　　　　　〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

本四では・歴史を理解しやすぐするため、その基礎となる紀年法と歴史書編纂の大要を説明する。

さらに・この理解を通じて・歴史的な物の見方、歴史的センスを会得できるようにしたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

世界諸民族の時代意識、とくに主要な紀年法

1 序　　　　　　説
（西暦・ヒジュラ暦など）。

和　田　久徳
i放送大学教授）

中国に澄ける紀年法、とくに元号の成立と発

2
中国の紀年法（1）

N号の成立と発達

達。

同　上

元号の展開と近接諸民族に対する影響。

中国の紀年法（2）
3

年号制の展開
同　上

東アジア文化圏内の有力な民族として、朝鮮

朝鮮の紀年法と に澄ける紀年法、とくに元号の受容と独特の展

4
年　号　受　容

開。 同　上

ベトナム澄よびわが国に澄ける紀年法、とく

ベ　　ト　ナ　ム　・ に元号の発達b

5
日　本の年号

同　上

中国における歴史書の編修の中で、紀伝体の

中国の歴史記述（1） 成立と展開、とくに「史記」著作の意義など。

6
紀　　　伝　　　体

同　上

中国に澄ける編年体史書の発達、とくに「資

同　　　　　　（2）
治通鑑」とその影響。

7
編　　年　　　体

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中国に澄ける紀事本末体史書、その他の歴史
中国の歴史記述（3） 的文献の発達とその意味。

8 遺事　本末体 和　田　久　徳

そ　　　の　　他

朝鮮診よびベトナムに澄ける史書編修、とく

9
朝鮮・ベトナム

ﾌ歴史　記述

に：中国的歴史記述の受容とその意味：。

同　上

わが国における史書編修、とくに六国史の成

10
日本の歴史記述（1）

Z　　　国　　　史

立とその特色。

同　上

いわゆる鏡物その他の成立、わが国の歴史記
同　　　　　　（2） 述の特性。

11 か　が　み　　物 同　上

そ　　　の　　　他

インドに澄ける伝統的な歴史意識のあらわれ

12
南　ア　　ジ　ア

ﾌ時代意識（1）

として各種の紀年法の展開、歴史的文献の発生。

同　上

インドに澄ける歴史記述の展開。　・

13 同　　　　　　（2） 同　上

インド文化圏としての東南アジアの時代意識、

14
東　南　ア　ジ　ア

ﾌ時代意識

とくに紀年法、歴史記述のあり方。

同　上

日本澄よび近隣諸民族における伝統的な年代

ま　　　と　　　め 観、歴史観とその意義。多様な紀年法、とくに

15 前近代東アジアの 元号と時代意識。特色ある歴史記述と時代意識。 同　上

時代意識

一45一



＝比較思想論＝
〔主任講師　中村　元（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人間の思想の発展に関して、単に知識を伝えるというのではなく、世界が一つになり、万事がグロ

ーバルに考慮されねばならぬ時代になったので、〈思想〉そのものを取り上げて、東西を通して発展

史的に述べて行きたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 比較思想論とは何か

　思想は万一に承認され得るものである○この視

_に立って．学問のセクショナリズムを打破し、

＆ﾕ的思想確立のために諸文化圏の思想の比較考
@が必要であると説ぐ。

　中　村　　　元

i東京大学名誉教授）

@前　田　専　学
i東京大学教授）

露 比較思想論の発展

　「比較思想論」はアメリカやヨーロッパに旧い

ﾄ長い発展史があるが．インド・シナ・日本など

圏mに澄いても古い歴史を有している◎こうした

倹ｼの比較思想の歴史を概観する

　中　村　　　元

@松　本図　敬
i大東文化大学教授）

3 古代思想の特徴
_々と究極の竜の

　どの文化圏に澄いて虚誕古代にはそれぞれに民

ｰ宗教が形成され．多くの神々が崇拝されていた

ｪ、やがて神々を超えた真の実在を探究する哲学

I思惟が起こったことを考察する○

　中　村　　　元

@上　村　勝　彦
i国学院大学助教授）

4 自由思想家の出現

　もろもろの文化圏のうちでも特にギリシャ・イ

塔h・シナに：云いてそれぞれの伝統的な思想に反

Rした唯物論・快楽論・道徳否定論・宿命論・懐

^論などの自由思想家を紹介する○

　中　村　　　元

@丸　野　　　稔
i早稲田大学助教授）

5 人　間　の　反　省

　人間が現実のすがたを直視し、現世の苦しみ、

ﾍかなさ、無常を自覚して、それらを超克するこ

ﾆによって真の自己を探求する動きが起こったこ

ﾆを論じる。

中　村　　　元

c　辺　和　子
i名城大学講師）

6 普遍宗教の生活倫理

　普遍ないし普遍宗教といわれるものは、互いに：

`統を異に：するに：もかかわらず、人間の生き方に：

ﾂいて意外と共通性をもっている。併せてその相

癈_を考える。

中　村　　　三

r　永　文美士
i東京大学講師）

7 世界共同体の理想

　都市国家から広域国家へすすむ中で、理想の政

｡・国家とは何かを宗教的思惟との関わりを中心

ﾉ考察し、さらに世界国家をめざす動きによる世

E共同体の理想に論をすすめる。

中　村　　　元

O　友　三三
i立正大学短期大学三助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

普遍的宗教を政治の中に生かそうという理想を

かかげて統一的国家が諸文化圏に旧いて形成され 中　村　　　元

8 普遍的国家の成立 た。それら国家の諸帝王の思想や宗教的な考えを 斉藤　　　敬
さぐる。 （埼玉大学講師）

中世には諸国家の社会を通じて封建制度が確立

されるに至る。それに伴って身分的階位制が出現 中　村　　　元

9 中世社会の思想的特徴 し、それを基礎づける思想体系として普遍的宗教 宮　元　啓　一
が支配者によって権威づけられた。 （法政大学講師）

普遍宗教は人々をわけ隔てなく愛することを説

いた。ここにく慈悲一愛〉の道が成立する。その 中　村　　　元

10 〈慈悲一愛〉の道 〈慈悲一愛〉がどのようなすがた・かたちをとつ 阿部　慈園
たかを考察する。 （日本大学講師）

中世に澄いてはく慈悲一三〉の道と並んでく瞑

11
〈瞑想〉の道と．

N学的　思想

想〉の道が実践され、哲学的思索も深められたが

ｻこから自力か他力かの二つの類型が論じられる

謔､になった。

中　村　　　元

ﾃ　田　真一
i日本大学講師）

中世の伝統的権威を合理的主義をもって批判し、

12 自我の自覚と
瘁@判　的　精神

自我を自覚するところに近代的思惟が確立されて

艪ｭ。この点で徹底的であった東洋の思想家の所

_へと考察をすすめる。

中　村　　　元

u　山　　　新
i東京大学講師）

人間すべて平等であるという主張は近代に旧い

て特に顕著になった。，しかし国により、文化圏に 中　村　　　元

13 人　間　の　平　等 よって異なる点を考慮しつつ、平等思想による社 吉　野　恵　子
会的連帯性の重要さを探る。 （東方学院講師）

近世初期の宗教が：職業倫理ないし資本主義精神

を基礎づけたといわれるが、ここにも諸文化圏ご 中　村　　　元

14 宗教改革と近代思想 とに相違点があることを論じ、併せて主義や国家 山　口　泰　司
を離れた人類性の実現を説く。 （工学院大学講師）

近代精神がもたらした種々の問題点を考察しな

がら、未来に向かっては、仏教でいうところの、 中　村　　　元

15 未来への展望 「何人にとっても生命は最もいとしいものである」

ﾆいう自覚の重要性を論じる。 前　田　専学
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＝＝＝コ ミュニケーションと言語、＝

〔主任講師　沢田允茂（慶応義塾大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人間だけが生物の進化の過程で言語によるコミュニケーシ．ンという手段を獲得した。このことで

人間は何ができるようになったのか、それは人間の生活にどのような特殊性をもたらしたのか、それ

は人間にたいしてどんな意味をもつか、などの問題を分析して言語の側面から人間への理解の途を探

るのが本講座全体のねらいである。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生きているということはその生物の内部やその

1
「生きること」と

Rミュニケーション

環境との間に何らかの形のコミュニケーションが行

墲黷ﾄいることを意味する。それは人間だけでな

ｭすべての生物にとって「コミュニケーション」がも

　沢　田　允　茂

i慶応義塾大学名誉教授

っている意味の根源であることを明かにする。

すべての生体はそれをとり巻く自然的、社会

2
環境世界とコミュ

jケーション

的環境と何らかの形のコミュニケーションを行って

｢る。そしてそれぞれの生体にとってその環境
｢界とはコミュニケーションによって構成されて始

同　上

めて存在するものだ、ということができるだろう。

この章では「環境の風景」という概念を用い
て人間のコミュニケーションの在り方の分析とそ

3 環境　の　風　景 の意味・特に人間の生活に：どのような特性を変 同　上
えているか、私たちが「心」とよんでいるよう
な働きをどう理解すべきか、といった問題につ
いて述べる。

コミュニケーションは言語を通じてのみ行われ

4
言語と
Rミュニケーション

るものではない。言語的コミュニケーションの雪
髑ｽくの異なった形の非言語的コミュニケーショ

唐ｪある。コミュニケーションがどのような形で
同　上

進化してきたかを考えながら、人間の言語につ
いて考える。

言語は人間の存在をあまねく包み、物理的に

5 言語と環境その1

与えられた環境世界と人間との間にあって、一
墲ﾌ中間世間を構成している。だが強いて言え
ﾎ、与えられた環境に比較的よく対応する部分

　鈴木孝夫
i慶応義塾大学教授）

と、それを余り反映しない部分に分けることが
出来る。

牧畜を主とする人々の言語に、家畜を細かく
分ける表現が多いといったことは、外的対応の

6 言語と環境その2
好例であるが、反面、生物としての人間が共通
ﾉ持つ新酒関係が、民族により甚しく違って把

同　上

握されるなどは極めて人間的な言語のしくみと
言える。

人間がことばを聞いて意味が理解できるのも

7 言語の構造その1

物理的な音の流れの中には現れない不連続な単
ﾊや区切りなど抽象的な構造を知っているから
ﾉほかならない。文の要素間の統語構造に焦点

　西　山　佑　司

i慶応義塾大学助教授
を合わせてそのような構造や規則について明ら
かにする。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

文の意味は、その文を構成している語の意：味

や、文の統語構造と密接な関連をもつ。文の意

8 言語の構造その2
味構造や規則を明らかにしたあとで、意味の曖
?ｫとは何か、それは意味解釈にまつわる不明

西　山　佑　司

瞭性と同一視してよいかといった問題について
考える。

自然言語に：内在するそれ固有の論理的推論に

は形式論理だけでなく、文の意味構造が重要な

9 言語　と　論理
役割を果たす，，「意味論的含意」や「前提」と

｢う概念を明らかにすることを通じて、論理的
同　上

思考と言語溝鼠との間の密接な関連について述

べる◎

話し手が文を用いて聞き手に伝えようとして
いる内容は文の言語的意味と必ずしも一致しな

10 発話の解釈と推論
い。そこには話し手・聞き手の背景的知識や文

ｬ的要因が介入してくるからである。言語を用
同　上

いて現実に行っている推論を発語状況との関連

で考える。

言語は人間の環境に適応するように：作られて

いるが同時に言語の構造に合わせて世界を見、

11
言語による世界の
`成（1）

そのような世界を自から作りあげるという側面
�烽ﾁている。この章では思想とか世界観とい

沢　田　允　茂

うものがいかに言語に関係しているかを明かに
する。

前章で述べたことをより具体的に、言語の構
造とか、言語の中に：組込まれている論理的な構

12
言語による世界の
`成（2）

造が、どのような過程を経て新しい風景のイメ
[ジ、即ち人間にのみ独特な環境の風景を作り

同　上

上げ、人間独自の生き方を創造したかについて

述べる○

人間が言語を通じて作りあげた世界は不変の
ものではなくて自然環境や社会環境の変化に応

13 概念　の　進　化
じて進化する。原始宗教の世界から今日の科学
Iに見られた世界への進化はどのような環境の

同　上

変化との関連の下で生じたのかを探究してみる。

言語とは単にある情報を受取るだけでなくて・
それに：もとづいて行動するときの仕方をも決定

14 言語　と　行為
する。しかし我々の行動のすべてが言語的思考
ﾉよって決定されているものでもない。私たち

同　上

の行動の中で果す言語の役割と意義について考

える。

コミュニケーションの手段の発達を通じて人間の
社会とその生活は次第に地球化（910baliz　ation）

15
コミュニケーション

ﾌ地球化

への方向に向っている。このよう：な現在の新し

｢状況の中で解決を迫られる諸問題に：とりくむ
ｽめの基本的な方向や知的態度について述べる。

同　上
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＝　思　考 と　論　理　　＝

〔主任講師　大森荘：蔵（放送大学教授）〕

全体φねらい

　思考冠論理という曖昧模糊とした二月置を明確にすることによって、両者の関聯が言語の場にある

ことを示そうとする・そして具体的に日常日本語の中から若干の語の意味規則を撰んでそれらの規則

から現行市販されている教科書の論理学が導出されることを示すことによって論理の言語規則説の一

般的証明を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 概説三島　論

　本章の目的　本題の誤解　「思考」の曖：昧さ
u思い」も思考　「思い」の言語化　言語規則戦記号論理学我が国での記号論理思考と論理規則説の述べ方

大　森荘　蔵
i放送大学教授）

窯 思考　と　は　？ 同　　上

3 思考　と　言　語

経験は普通言語化されない　言語以前の経験という誤解　想起とは過去形の経験　思考が言葉になる　夢の場合　繰返して誤解を排する

同　　上

4 論理　と　は　？

　繭　　・　　　　　　　　　　て　三王　　　　　る
r中律の形式の正しさ　言語規則説　出発点となる語を選ぶ一四つの接続詞　それら接続詞の意味規則論理学の導出　結果の検定　日本語から論理学が導出される　言語規則と論理的正しさとの関係の実例平面幾何学の語群　親戚名集団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等高線の意味により平面図から切断面図を導出する

同　　上

5
言語規則から論理

�ｱく

　言語規則説の証明の必要　局所的論理全域的論理　非主題的な言葉から出発　非主題的：な名詞・

ｮ詞　接続詞は非主題的　真理値表による接続詞の意味表現　真理値表を使って複合文の真理値を決める　恒真文型　接続詞間の依存関係

同　　上

6 述　語　　論　　理

　言語規則説を述語論理に及ぼす　主語一述語の
¥記法　関係を含む述語の表記法　「すべて」の

同　　上

7
異なる言語に異な

髦_理？
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

必然性をとり上げる　論理的文は経験的検証と
無縁　排中律の場合　規則に従う　規則に従わな

8 論理的必然性
いと 大森　荘蔵

古典的三段論法と記号論理学三段論法各種
正しい三段論法　推論型と文型　推論型と文型の

9 古典的三段論法 相互導出　接続詞　　矛盾文型から任意の文が推 同　　上
論できる

二つの結論思考は必ず論理的？　論理と言い
換え　首尾一貫　はやり言葉の論理

10 思考の論理性 同　　上

形式性の必要形式化と機械化　：算盤　コンビ

11
形式化とコンピュ ユー ^　接続詞に対応するスイッチ回路　・のス

Cッチ　Vのスイッチ　～のスイッチ　機械的解 同　　上
一・ ^ 法決定可能性

言い廻しの危険　§亙コンピュータ　コンピュ

12
入間・脳・コンビ

一タは「計算する」　機能的弓類化　§2脳
u脳が…する」　脳過程　重ね描き　キメラ命題 同　　上

ユ・一三 キメラ命題は無意味脳には機能的弓類化は及ば
ない

言語表現という誤解事物の輪郭　「家」の固
定「家」の制作言葉に生活が篭る　入の動作

13 言語　と　世界 カントの図式論も同様　時間順序　時間順序の制
?@要約　人間的意：味を世界に与える

同　　上

世界の法則としての論理論理は経験法則では
ない　論理は言語を通して世界に成り立つ　時間

14 論理　と　世界 順序　カントと規則説　今一つの観点　命題論理

ﾌ接続機能　古典物理と量子論弁証法論理　有
同　　上

効性の観点　結論
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　＝　人　文　地　理　学　＝＝

〔主任講師　西川　治（元東京大学教授）〕

全体のねらい

　人文地理学は、人間が風土に適応して生活環境を組織し、自然地域の上に入文地域を形成してきた

過程と、その地域的差異の要因を究明する学問である。ここでは主として日本の国土を対象として、

その風土的特色、国土観の変遷、澄よび村落：や都市、人口移動、農業や工業活動に関する地域システ

ムなどについて考察する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

導入部として人文地理学の考察法と風土論を取

り上げる。日本列島の地形的・気候的条件、住民 西　川　　　治

1 日本の風霜：と国民性 と生活様式の地域的差異、水田稲作などの関連に （元東京大学教授）

診いて、日本人の性格や思考法の特徴について論 鈴　木秀　夫
じる。 （東京大学教授）

わが国では古来、小国論と大国論とが繰り返し

現われてきた。それぞれの論拠を時代的背景、地
2 日本国論の変遷（1） 理思想、外国人の日本論、日本地図・世界地図の 西　川　　　治

発達などとの関連に於いて考察する。

明治以降、ナショナリズムのいきすぎを警告す

る小国論も現われたが、大国意識が強まった。戦 西　川　　　治
3 日本国論の変遷（2） 後は資源小国論が流行したが、最近では経済大国

_が復活した。これらの論拠を検討し、高度経済

ｬ長とその後の国土利用についても考える。

高　崎正義
i日本地図セン、ター）

文化景観を歴史的複合形態として把え．各時代

4 日本の国土開発
ﾆ景観の変化

に澄ける農地開発・土地改良・村作りの遺構が、

ｻ在に論ける景観の地域的差異の形成にどのよう

ﾈ役割を果しているか、野外調査の事例を用いて

山田　安　彦
i千葉大学教授）

考察する。

日本農業の特色と高度成長期につづく農業地域

5 日本の農業地域
の変化について、農業政策、都市化、兼業化、機

B化、国際市場などとの関係に即して、野外調査

ﾉよる具体例を示しながら考察する。

竹　内　啓　一

i一橋大学教授）

外国との対比によって日本農業の特色を鮮明に：

バングラデシュの農 するために、バングラデシュの農業に：ついて、そ 奏口　善美
6 業開発の展開、農耕 の伝統的農耕の特性を明確にし、近年の農業生産 （駒沢大学教授）

の変化 の動向と農業開発の実態をふまえながら農耕の変

化の様相を明らかにする。

ヨーロッパに：澄ける村落の諸類型について概説

7
近代化による村落の

ﾏ貌

し、村落共同体の解体に：伴う農村の変貌、統合ヨ

[ロッパの動きの中で実施された農村構造改善事 竹　内啓　一
業などに：ついて紹介し、日本農村の近代化との差

異について竜言及する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国に憎げる明治中期以降の人口移動、大都

8
人口移動の趨勢
ﾆ地域人口問題

市集中傾向を、都道府県別の転入・転出収支と人

菇ｧ度順位モデルによって考察し、とくに1970年

繧ﾌ転換期の意義を指摘し、人口構造の地域的差

西　川　　　治

_　　　英　彦
i西城大学教授）

異と問題点について論じる。

わが国に解ける工業の発達過程を地域的に概観

9
日本の工業構造
ﾆ地域的展：開

し、とくに：高度成長期とその後に：融ける工業立地

ﾌ動向、基幹工業の立地による地域の変貌、工業

ｧ地が地域経済と生活環境に及ぼす影響について

’西　川　　　惣

a@崎　正　義
も論及する。

わが国には多種多様な地場産業が存在し．世界

市場や全国的市場に依存するものも多い。その中 西　川　　　治

10 日本の地場産業 から諸事例、とくに東京の城東地区におげる生活

?ｮを紹介し、地場産：業の近代化、国際化と地方

ﾌ時代に響けるその在り方について考える。

竹　内　淳彦
i日本工業大学教授）

都市地理学の課題、都市の類型、ヨーロッパと

日本の歴史的都市の差異について考察し、近代に

11 都市の類型と
s市システム

澄ける都市の中心地機能と階層文化、都市群の配

�Aすなわち都市システムに関するWクリスタル

西　川　　　治

ラー理論について説明する。

大都市の成長は、都市化地域の拡大と地区別の

12 大都市地域の構造

住み分げと機能分化を伴い、中央業務地区（CBD）

�?Sとする同心円的及び扇形的地域構造などを

ｶじる傾向がある。その理由を説明する古典的中

山　口　岳志
i東京大学助教授）

論モデルと最近の研究法について紹介する。

最近に赴ける大都市化の諸相、ユナー球一ショ

13
日本の地域構造と

＜Kロポリス論

ソ化やメガロポリス化の傾向について考察し、都

sシステムからみた日本の地域構造を把握する。

ｳらに、大都市問題と大都市圏の行政、ニュータ

Eンの意義等について論及する。

西　川　　　治

R　内　　　昇
i凝茶の水女子大学教　　

授）

高度成長期には各地で工場用地・宅地・公共用 西　川　　　治

平等の造成による大規模な地形改変が行われ、加 大　矢雅　彦
14 都市化と自然災害 えて大都市の過密化や地盤沈下など洪水・高潮・ （早稲田大学教授）

地震による災害激化要因がふえている。この問題
松　田　磐　余

に：ついて地理学の立場から考察する○ （都立大学助教授）

，
　
　
　
霞
U
　
1

国際化時代における

l文地理学の役割

　人文地理学の啓蒙性と応用性について説明し、

坙{人による海外地域研究や世界的スグールの研

?ｬ果、さらに途上国の開発援助における地理学

I貢献などの事例を紹介し、人文地理学の進むべ

西　川　　　治

髢ﾘ秀夫
蛛@矢　雅　彦

き方向について考える。

一53一



一行 動 科 学一

［主任講師尖矯嚴驚矧

全体のねらい

　人間の行動に関する諸科学の概説ではなく、心理学としての行動科学を扱う。前半は個体の行動に

ついて生得的・習得的行動を熱しへ後半は社会的行動を扱う。心理学概論、他の心理学関係の科目で

多くは扱われないが・行動科学の視点からは大切な比較心理学、社会心理学の領域に重点が置かれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心理学としての行動科学の方法論的な意味と内

容・体系に関わる意味とについて論じ、本四がど
1 行動科学の視点 のような構成に従って述べられるかを説明する。 小　川　　　隆

（明星大学教授）

生得的行動の系統を記述し、進化の過程に関し、

2
生得的行動
@　一環境と行動

種行動の一般性、特殊性について説明する。物理

I世界に対し生体の環境の性質、環境と行動との 　　’
ｯ　　　上

比較行動学的関連について説明する。

生物の種々の行動の中で系統発生的に獲得され

3
生得的行動一
s動の系統発生夏

たものに：どの様なものがあるか、又、どの様な筋

ｹを通ってその様な行動が形成されたかを説明す
渡辺　　　茂

i慶応義塾大学・
る◎ 助教授）

本能行動の一つの特徴である行動の自発性につ

4
生得的行動一
s動の系統発生麺

いて説明し、更にいくつかの行動レパートリーの

?ﾅ、どの行動がどの様な場合に発現するのか、 同　　　上
又、その機構はどの様なものであるかを説明する。

生得的機構と習得的機構との関連、生得的行動

5
生得的行動一一

@行動の個体発生

の適応的変容としての発達的変化、初期経験：の役

рﾈどについて説明する。 小　川　　　隆

動物の行動の背後にある知覚、認識、記憶判断
などの認知機能に関する脳の情報処理の三三ニズ 酒　田　英　夫

6
行動の神経機構一行動の生理学

ムを説明する。実例としてコウモリのこだま定位、

Tルの視覚系の色彩、形態、空間の知覚、前頭前
（東京都神経科学総

㈹､究所生理学研
野の行動的意味認知、ネズミ海馬の認知地図など 究部長）
を取り上げる。

行動の科学的研究の系譜を辿り実験的行動分析

習得的行動 の技法を説明する。行動の適応的変容の諸念を記

7
一行動の分析 回し、条件づけの基本事象、機制を説明する。 小　川　　　隆
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
習得的行動
@　　一認知機制

　認知行動に関する基本的事象、刺激性制御、条

署ｫ強化、行動の連鎖機構などについて説明する。

小　川　　　隆

9
習得的行動
@　　一一行動機制

行動の積極的・消極的結果としての強化、強化

Xケジュールの役割、対応法則、最大化法則など

ﾉついて説明する。 同　　　上

10 言語行動

　言語行動の特徴は、反応であると同時に，それ

ｪ刺激として作用するという点である。このこと
�燒ｾしたうえで、言語行動を規定する要因から
ﾝた言語行動の分類について述べ、つづいて、言
齠I刺激が非言語行動にどのような影響を及ぼす
ｩについて述べる。

　佐　藤方　哉
i慶応義塾大学教授）

11
選択行動
@　　一意志決定

　入間はたえず選択をし、決定をしている存在で
?驕B小は．いま何をするかということから、大は

牛･とか就職とかといった人生の大事まで、また
ｻうした個人的決定から国の政策を決める政治家
ﾌ決定まで、そうした選択決定に関する理論と研

?ﾉついて述べる。

戸　田　正　直
i北海道大学教授）

12
行動修正1
皷棊p行動分析

　人間の行動は環境条件を制御することによ
ﾁて、大きく修正されうる。本章では、教育的

yび、社会的に重・要な行動を確立するための、

ﾂ境条件の分析・制御法を説明する。

　出　口　　　光

i慶応義塾大学講師）

13
行動修正H
@　　一教授工学

　行動を修正するための技法をシステム化して、

ﾀ際に利用した例を教育及び、病院場面から選び、

ｻれらの説明を通じ、環境条件の人間行動に対す

髀d要性を述べる。

同　　　上

14 行動薬理学

　ラット論よびアカゲザルのオペラント行動の利

pにより、薬物の行動効果、薬物の強化効果およ

ﾑ弁別刺激効果がどのように測定されるか、また

ｱれらの動物実験の結果がヒトの日常生活にどの

謔､な意味をもつかについて論じる。

　安　東　　　潔

i（財）実験動物中央研

?叶ｸ神薬理部長）

15 行動工学

　産業行動や視覚障害者の行動等を例に：とって、

l間の注意集中・配分を測度とした行動の評価法

�燒ｾする。あわせてその実用性についても触れ

驕B

西　岡　　　昭

i労働科学研究所
@　　　副所長）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前半で取り上げた問題との関連を考慮しつつ、

社会的行動とは何かについて述べる。
16 社会的行動とは 末永　俊郎

（日本大学教授）

社会的強化・観察学習などについて、具体的事 末永　俊　郎

17 社会的学習と行動
例を題材にして説明する。 山　口　　　勧

i放送大学助教授）

安藤清　志
（東京女子大学講師）

社会的環境をわれわれがどのようにとらえるか

18
社会的認知と
@　　　　行動（1）

について考える。 末永　俊　郎

R　口　　　勧

安　藤清　志

社会的認知と行動との関連について、実験例な

19
社会的認知と
@　　　　行動（丑）

どにもとづいて説明する。

同　　　上

20 社会的行動と自己

入間の社会的行動を理解する上で必要となる自

ﾈの問題について考える◎ 末　永俊　郎

R　口　　　勧

安藤　清志

行動の社会的促進と抑制の過程について述べる。

21
対入場面に：おける

@　　　　行動　1 中　村　陽　吉
（学習院大学教授）

他者との空間的関係（距離・場所など）が行動

22
対人場面における
@　　　　行動皿

に及ぼす影響について考える。

同　　　上

他者との対人関係の成立の手がかりとしての魅

23
対人場面に翁ける
@　　　　行動皿

力の問題などについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

行動の条件としての集団について説明し、さら

ﾉ集団内における成員相互の働きかけの過程につ
末　永　俊　郎

24 集団内行動1 いて述べる。
古　畑和　孝

（東京大学教授〉

集団内での意志決定と集団思考などの問題をと

りあげる。

25 集団内行動皿 古　畑　和　孝

集団内のコントロールシステム（リーダーシッ

プなど）について考える。

26 集団内行動皿 同　　　上

集団と集団の間の葛藤と調整のプロセスについ
て考える。・

27 集団間行動 同　　　上

集合行動とは何であるかを述べ、集合場面に澄

かれた人々の行動の特徴について考える。

28 集合行動とは 岡部慶三
（東京大学教授）

災害状況に澄いて発生した集合行動の特徴（流

言・避難など）について考える。

29 集合行動の事例 同　　　上

個体行動と社会的行動との関連性を中心に、行

動科学全般のまとめを行なう。

30 行動科学の展望 末永　俊　郎
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　　＝心理学概論1＝
主任講師 蝠衰n麟猛爆翻

全体のねらい

　人の心と行動のはたらきを理解するために、まず、人が環境の状態を感覚を通して知り、それによ

って得た情報を処理して、自分の要求の実現に：役立てていく過程を考えてみる。つぎに、このような

人の心と行動が、子供から大人へと発達していぐ過程に澄いて、いかに変化していくか、ま刻臥個

人によりどのように違うかについて述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 心　理　学　と　は

　心理学とは何かについて、2回以降の内容を説

ｾしながら具体的に述べ、つぎに、心理学の課題
ﾎ象．方法：などをめぐって、歴史的発展の過程と

ｻ況を述べる。

大　山　　　正

i東京大学教授）

l　摩武　俊
i東京者泣大学教授）

2
環：境の認知　亙
ｴ　　覚

　人間が環境の中で生活し行動し、環境に適応し

ﾄいくためには、まず環境の状況を把握する必要

ｪある。その手段としての感覚の特性について考

ｦる。

大　山　　　正

3
環：境の認知　璽
m　　覚

　われわれが環境の状況を見、聞き．感じる場合、

ｻれは単なる感覚のよせあつめでも外界の忠実な

ｽ映でもない○この観点から、知覚の法則、錯覚、

�ﾔと運動の知覚について述べる○

同　　　上

4 情報の処理　夏
壕ﾓ　と　探　索

　われわれが日々接している情報の量はきわめて

c大であるが、われわれはその一部しか利用して

｢ない。この観点から．注意と知覚的探索につい

ﾄ述べる。

大　山　　　正

艨@領　　　謙
i千葉大学教授）

5 情報の処理　麺
L　　憶

　人間が利用している情報のかなりの部分は記憶

ﾆして保存されている過去の情報である。この記

ｯの成立．保持、検索、変容：などについて述べるQ

大　山　　　正

ｬ谷津　孝　明
i慶応義塾大学教授）

6 情報の処理　皿
v考　と　言語

　選択され、検索された情報を用いて、ある目的

ﾌために、人が問題を解決していく過程が、思考

ﾅある。その際には、幽々が長年にわたり作り上

ｰ、個入が幼時より習得してきた言語の体系が大

ｫな役わりを演ずる。

大　山　　　正

ｭ取　広　人
i東京大学教授）

7
経　験　の　効果
w　　　　　　　習

　多くの生物とともに人間は、過去の多くの経験

ﾉよって、行動の習慣を獲得し、変容している。

ｱの学習の過程を、条件づけの原理に基づいて考

ｦてみる。

大　山　　　正
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 要　求　と　感　情

　人が行動を起こすのは何らかの要求にもとづい

ﾄいる。要求には、多くの動物と共通している生

ｨ的要求と、人間の社会生活にもとつく社会的要

≠ｪある。また．これらの要求が実現される過程

ﾉさまざまの感情と情動が生じる。

大　山　　　正

9
心　の　発達　亙

緖刳冝E幼児期

　他の動物に比べて、人には本能的行動が少なく

Lかな可塑性をもって生れてくる。赤ちゃんがま
墲閧ﾆのかかわり合いの中でどのように：成長して

｢くかを述べる。
詫摩武　俊

10
心　の　発　達　巫

ﾂ年期から老年期

青年期から老人期にかけての心の変化、すなわ

ｿ他人との関係、自分自身に：ついての考え方や感

ｶ方の変化の過程を述べる。 同　　　上

11
個　　人　差　　1

m　　　　　　能

　知能とは何か、どんな働きの知能があるのか、

ｻれの測定は可能か、天才とは何かなどについて

qべる。

詫　摩糠　俊

ﾉ　藤　隆　二
i横浜市立大学教授）

12
個　　人　　差　　H

ｫ　　　　　　格

　性格の個人差の形成過程、性格の類型、性格の

ｪ定法、性格の認知、性格の好き嫌いなどについ

ﾄ述べる。 詫摩武　俊

13 社　会的行動

人はつねに他人とかかわりをもって生きている、

ﾂ人と集団との関係、人と人との距離感、人間関

Wにみられる日本人の特徴などについて述べる。

詫　摩　武　俊

ﾁ　藤義　明
i東京都立：大学助教授）

14 心　　の　異　　常

　精神病、神経症、性的倒錯、非行、自殺などの

ﾀ態現在の特色、これらの原因、対策などを取

闖繧ｰる。

詫摩武　俊

ﾖ　藤　茂　太
i斎藤神経科病院長）

15 心理学の応用

　現在の心理学は個人の生活とも社会の諸事象と

燒ｧ接に：関係している、心理学の研究成果や研究

@が実際にどのように応用されているかを実例を

?ｰながら述べる。

詫摩武　俊

蛛@山　　　正
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＝心理学概論II＝
〔主任講師　中川大倫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　心理学概論1を土台として、心理学上の諸問題を各論的に述べる。これによって、心理学概論1と

ともに、心理学的なものの見方、考え方を豊かにレ、同時に：、心理学のみならず、隣接領域にかかわ

る諸事象に対しても、関心と興味とをもっことができるように配慮する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

幼少期の発達に澄ける脳細胞間の精密な連結

1 心　の　発達　1
化と神経繊維の髄鞘化の重要さにふれ、それを

y台として、初期経験の問題を、動物実験の事

痰�?Sに説明する。

中　川　大　倫

i放送大学教授）

幼少期に人間的社会的i接触をもたなかった野

生児や、より豊：かな人間的社会的環：境を与えた

2 心　の　発達　豆 場合の事例（施設児）をあげ、人の発達に及ぼ 同　　　上
す初期経験の重さを説く。

知覚的世界の基本的な特性を、形の知覚（三一

地、群化、分節、枠組、輪郭線、知覚の場）と

3 環境の認知亙 運動の知覚（実際運動、みかけの運動）を取り 同　　　上
上げ説明する。

空間知覚に重点を澄き、奥：行き視（単眼視と

両眼視の場合）と恒常現象（大きさ、明るさ、

4 環境の認知H 形の場合）とを述べ、さらに、時空相対の問題 同　　　上
にもふれる。

知覚形成における主体的要員として、構え、

文脈、図式、順応水準、動機、共通の期待など

5 環境の認知皿 について述べ、また、知覚と有機体の生活の問 同　　　上
題にふれる。

古典的条件づけとオペラント条件づけの概要

を述べ、とくに、オペラント条件づけに澄ける

6 学　　　　習　1 諸問題や最近のシェイビング、バイオフィード 同　　　上

バックにもふれる。

学習に関する認知説を説明し、S一・R理論と

の間の論議にふれる。さらに、技能学習、社会

7 学　　　　習　H 的学習（モデリング、不安回避の模倣）につい 同　　　上

て述べる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最近の情報理論の影響による記憶モデルを土

台として、感覚的記憶の基本的な特質、ならび

8 記憶のシステム1 に、感覚的記憶と短期記憶の関係や短期記憶の 中　川　大　倫

情報処理過程につき述べる。

短期記憶と長期記憶の関係、長期記憶の構造

の問題、記憶に如けるリハーサルと忘却の問題、

9 記憶のシステム皿 記憶研究と日常生活の関係、などの事項につき 同　　　上

説明をする。

認知に澄ける特徴抽出の理論（心理学的理論

と生理学的理論）、ならびに、認知に於ける情 中　川　大　倫

10 認　　　　　　知 報処理の方略として、刺激駆動型処理と概念駆 星　　　　　薫

動型処理について説明をする。 （放送大学助教諭）

知的個面差に焦点をしぼり、知能の因子構造

を述べ、また、知能と学力の特性を、測定法と

11 個　　　人　　　差 の関連に澄いて説明し、測定結果の意味の理解 中　川　大　倫

に役立てる。

人の行動を社会的背景に詠いて捉える。まず、

対人関係として対人魅力、ついで、集団形成に 中　川　大倫

12 社会的行動1 ふれ、集団凝集性を説き、さらに、集団規範と 山　口　　　勧

同調の問題を取り上げる。
（放送大学非常勤講師）

集団内の個人行動（社会的促進と手抜き）や

集団行動（集団の生産性、リーダーシップ、集

13 社会的行動H 団決定など）を説き、最後に、危機的場面と人 同　　　上

の行動にふれる。

要求（動機）の構造、要求の充足と阻止を土

14
要求　（動機）

ﾆ　阻止現象

台として、とくに、阻止に伴う非合理的な反応

ﾌ諸タイプについて説明を加え、人の行動の理

�ﾆ予測に：役立てる。

中　川　大　倫

不適応の指導と治療に澄ける各種の方法の特

性について述べる。カウンセリング、心理療法、

15 指　導　と　治　療 行動療法、内観法、集団療法などを紹介する。 同　　　上
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＝教育学概論＝＝
〔主任講師　田浦武雄（愛知学院大学教授）〕

全体のねらい

　教育学は、教育現象を学問的に研究し、理論体系化したものである。教育は、文化・社会の動態と、

入間の成長・発達との接する面で、文化と人間との現実構造や変化過程を探究し、よりよい未来を創

出するのを助ける営みである。多くの教育問題との関わりを含め、教育の基本問題を研究し、それら

の改善の方向を究明する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1～7の7回にわたって、教育学及び教育の意
義を検討する◎

1 教育学の意義 教育学の概念、教育論と教育思想、教育学の動 田　浦回　雄i
向、日本における戦前と戦後の教育学の変遷等に （愛知学院大学教授）

ついて考察する。

人間形成には、すくなくとも素質と環境と教育

との要素が含まれている。これら三つの一要素の関

2 教育　の構造 連のダイナミズムの基本構造について、検討を行 　　’
ｯ　　　上

う。併せて、IQをめぐる論争及び野生児記録が

示すもの等についても考察する。

教育という用語を吟味し、意図的教育と無意図

的教育との関連について考察し、教育の社会的機
3 教育の機能 能一文化伝達、社会統制、文化改造一の類型に関 同　　　上

して、検討を行う。

教育は人間の成長と発達をめざしている。成長

の概念を重視したジョン・デューイの教育学の中心

4 成長　と　教育 的主張と、かれが批判した諸学説一準備説・開発 同　　　上

説形式陶冶説等一の問題点について考察する。併

せて、デューイの成長観について検討する。

入間の成長と発達とは類似した概念であるが、
この他に、社会化・文化化等の過程の研究からも、

5
発達：と社会化・

@　　　　　文化化
参考とすべきものを考える必要がある。人間の成
ｷ・発達の過程の実態を捉えるとともに、いかに

同　　　上

改善していくかの処方を的確に行う点について検
干する。　　　　　　　　　　　“

入間の成長・発達の過程の把握とその処方をめ

ざすものとして、成長・発達の教育学を志向する

6 発達と教育の理論 必要がある。そのための学際的研究の必要性、成 同　　　上

長・発達の考察の視座として文化内存在の概念を

吟味し、全人的成長の構造を検討する。

現代教育の動向のうちで、注目すべきものは教
育の人間化の追究であり、人間的教育の確立であ

7
現代教育の動向一教育の入間化

る。その：構成要素として、民主的価値観、確かな

m識、豊かな感情・情操、不屈の意志、逞しい健
同　　　上

康、道徳的実践力、創造的態度等が考えられる点
について検討する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

現代教育学の
@　　　　類型　1
i歩主義・伝統主義

　8～11の4回にわたって、現代教育学の類型に

ﾂいて検討する。

@戦後わが国の教育に影響を与えた進歩主義と、

ｻれと対立する伝統主義とについて、それぞれの

攪_的特色を類型的に考察する。

田　浦武　雄

9
現代教育学の
@　　　　類型∬
?｢主義・実存主義

　プラグマティズムの立場にたちながら、進歩主

`とちがった歩みをした改造主義、澄よび入間存

ﾝの問題を重視した実存主義について、理論的特

Fを検討する。

同　　　上

10

現代教育学の
@　　　　類型皿
ｳ育の現象学・教育
l類学・教育社会学

　現代教育学の新しい動きとして、教育の現象学
ﾆ教育人類学について検討する。教育の現象学は、

ﾀ証主義のゆきづまりに対処して台頭し、実存主
`の傾向をもった点、教育人類学は、教育現象に
ﾂいての文化人類学的研究として注目されている
_を考察する。教育社会学の特色も検討する。

同　　　上

11

現代教育学の
@　　　　類型Iv
ﾐ会科学的教育学・分析哲学・教育

l間学

　社会科学的教育学、とくにマルクス主義教育学
ﾍ、社会主義圏の拡大とともに勢力を増している
ｪ、その理論的特色を考察する。他方、イデオロ
Mー的には中立であるが、哲学的分析を重視した

ｳ育学、いわゆる分析哲学の検討を行う。近年台

ｪしている教育人間学について考察する。

同　　　上

12 教育の文化的基礎

　12～15の4回にわたって、現代社会と教育と
ﾌ関連構造について検討する。
@教育は文化と密接に関連している点を、能力と
ｶ化的多様性、文化的産物としての能力、文化的
椛ﾎ主義、文化と人間形成、教育に澄ける文化研
?凾ﾌ側面に分けて考察する。

同　　　上

13 地域社会と教育

　教育をめぐる地域社会の問題、地域社会におけ

驫w校の役割について検討し、学校の人間化と社

?ﾌ教育化との関連について、教師の指導力の向

縺A非行問題への対応、地域社会のもつ教育力の

?纉凾ﾌ側面にわたって、考察を行う。

同　　　上

14 情報化社会と教育

　情報化社会とマス・コミュニケーションの関係
ﾉついて考察し、併せて、情報化社会における教
轤ﾌありかたについて、判断力の育成、学び方の
w習、教養の向上、人生のビジョン、民主的価値
ﾖの献身、生涯学習の必要性等の側面にわけて、

沒｢する。

同　　　上

15
家族・仲間集団
@　　　　　と教育

　幼少期から青年期にかけて、人間形成に影響を
^える家族集団・青少年集団と教育との関係につ
｢て検討する。家族と教育との関連については、

ﾆ族集団の構造、機能の変遷、教育的機能の面か
迯l察し、仲間集団と教育については、発達段階
ﾉ応じた構造を考える。

同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16～27の12回にわたって、学校教育の基本間
題を広い視野から検討する。

16 学校の機能と課題 学校の概念、近代社会と学校、第二次大戦後の 田　浦　武　雄
学校、公教育と学校、教育過程と学校の機能、学

校の課題等の面から考察を行う。

学力観の変遷と学力のありかたについて検討す

る。とくに学力の概念、基礎学力論争を三期に分

17 学力観の動向 けて考察し、さらに、人間的教育のフレームワー 同　　　上

クの中で、基礎学力をいかに考えたらよいかの考
察を行う◎

教育目的は、教育実践を方向づけるものとして、

重要な位置をしめている◎教育目的の概念、教育

18 教育等価値と目的 基本法の教育目的、教育目的をめぐる論争を整理

ｵ、教育目的の構造について、顕在的目的と潜在
同　　　上

的目的、規制と逆規制の関係を究明し、併せて教
育目的のi基準を考える◎

確かな知識は、情報化社会ではますます必要と

なる。知識の意：義を理論的に反省し、知識の捉え

19 知　　識　　　論 かたについての諸立場を比較検討し、併せて教育 同　　　上

の人間化の観点から、知識教育の課題が何かを究
明する。

何を教えるかは、学校教育の基本問題の一つで

ある◎教育内容と教育課程との関係、教育課程の
20 教　育　課　程 構成要素、教育課程の類型を検討し、学問中心教 同　　　上

　　　　　　一刮ﾛ程、および人間中心教育課程の特色を考察す
る。

いかに教えるかは、学校教育の基本問題の一つ
である。教育方法について、その意義を考え、そ

21 教　育　方　法
の諸理論を整理し、五段階教授法、問題解決学習、

ｭ見学習、制御による学習等の諸説について考察
同　　　上

し、学習指導の最適化の坐要性について検討する。

生徒指導は教科指導と並んで重要な領域である。

生徒指導の必要性、現代社会のインパクト、生徒

22 生　徒　指　導 指導と自己実現、生活指導の伝統の反省、生徒指 同　　　上

導の課題等について、検討する。

＝道徳教育の概念を吟味し、道徳教育を重視すべ

23
道徳教育　　　（1）

ｹ徳と教育との関連

き理由について考察し、道徳と教育との関連につ

｢て、価値観の指導、民主主義の理解、入間生活

ﾌ核、主体的倫理と人類的倫理、社会的環境との
同　　　上

対応等の面から、検討を行う。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

先進諸国に轟ける道徳教育の体制を比較検討し、

24
道徳教育　　　（2）

@道徳教育の構造

併せて、近年重視されている価値教育について、

ｿ値教育の類型を整理、分析し、価値教育のあり

ｩたについて考察する。

田　浦　武　雄

教育に澄いては、認知的領域と並んで、情意的

領域が重視される必要性を究明し、芸術教育の動

25 情意的領域の教育 向を考察し、芸術教育・情操教育の現実を分析し、 同　　　上

それらの課題について検討する。

創造的教育の必要性を考察し、創造性とは何か
について、その構成要素、創造性と倫理との関連、

26 創造性の教育
創造性の人間学の面から探究し、併せて、創造性
ｳ育の基礎的視点について、問題意識の明確化、

同　　　上

ステレオタイプの打破、具体化能力の育成、枠組
の明確化を検討する。

教育評価が、人間的教育においてしめる意義に

ついて検討し、教育評価の重要な側面として、達

27 教　育　評　価 成度の評価、形成的評価、創造性の評価等につい 同　　　上

て考察する。

28～30の3回にわたって、教育制度と教育と
の関連を広い視野から検討する。学校経営・学級

28 教　育　　経　営
経営等を包含する教育経営の意義を明らかにし、

w校経営が課題とすべき領域、学校経営の活性化
同　　　上

の方途，教育経営と学級経営の関連について考察
する。

教育制度・行政の意義を考察し、学校制度の現

状と課題、学校体系の改革、教育行政の動向につ

29 教育制度・行政 いて、検討する。歴史的反省とともに、他の国の 同　　　上

教育制度・行政の動向との比較研究を行い、教育

制度・行政の課題を究明する。

教育の質を左右するものとして、教師の役割は
大きい。1：LO・ユネスコの「教員の地位に関する

30 教　　　師　　　論
勧告」（1966年置は、専門職としての教師を主張し

ｽが、その意義を吟味し、教職観の類型に考察を

同　　　上

加え、併せて教員養成の課題について検討する。
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＝：日本語の基礎＝

〔主任講師　阪倉篤義（甲南女子大学教授）〕

全体のねらい

　母国語である日本語は、われわれが“言語”というものについて考えるための、最適の材料である。

ここでは、特に日本語に澄ける特徴的な事実を取上げて、その意味を解明しつつ、実際的な問題にも

触れて、日本語の基礎的な問題について、ひとわたり述べたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本語とは何か

　何を指して日本語というか◎世界の諸言語の中

ﾅ、日本語は、どういう位置をしめているか。ま

ｽ、それはどういう系統の言語か、などの問題に

ﾂいて述べる◎

阪　倉　篤　義
i甲南女子大学教授）

2 日本語のさまざま

　日：本語と言われるものの中には、地方的な回しへ

�j的な違いがあり、「話しことば」と「書きこ

ﾆば」との違いがある。そういう日本語の種々相

ﾉついて述べる。

同　　　上

3 日本語のコミゴニケ→曾ン

　一般に、ことばによるコミュニケーションは、ど

ﾌようにして成立するか。特に日本語のコミュニ

Pーションの特色は何か。それが日本語の構造と

ﾇう関係するか．などについて述べる◎

同　　　上

4 敬語について

　日本語の特色の一つとして問題にされる、敬語
ﾌ本質は何か。　「読んでやる」　「見てもらう」な

ﾇとともに、こういう物言いの生れてくる理由は

ﾇこにあるのか、について考える。

同　　　上

5
「は」と「が」の使

｢分け

　「は」と「が」との使い分けは、実践的に：は容

ﾕであるが、両者の違いを説明することは、むず

ｩしい◎これの解明は、日本語の構文論（シンタ

bクス）の基本：的な課題の1つである。

同　　　上

6 語　順　の　問　題

　日本語は、語順の比較的ゆるやかな言語である

ﾆ言われるが、そこにある一つの法則とはどうい

､ものか。また、日本文の句読点は語順とどのよ

､に関係するか、などについて述べる。

阪　倉　篤　三

O　島　忠　夫
i大阪府立大学教授）

7 日本語の語彙

　語彙とは何か。語の種類には、どういうものが

?驍ｩ。特に使用率の大きい語と小さい語との性

i・機能はどう違うかなどの点を考え、日本語の

龕bの特色を述べる。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

和語の、文章の中での役割、漢語が日本語にお

いて果す役割はどういうものか。特に造語という 阪　倉　篤　義

8 和語・漢語・外来語 面から考えた場合の両者の特色。さらに：、いわゆ

る外来語の役割などについて述べる。 樺　島　忠　夫

語の意味は、どのように記述されるか。また、

それを集めた“辞書”というものに：ついて、その

9 語の意味と辞書 種類と、利用法について述べる。 さ阪　腰越　義

漢字・ひらがな・カタカナ・Rδmaz　iと4種類の

文字を使う日本文の表記には特・異な問題がある。 阪　倉　篤　義

10 日本語の文字と表現 その役割の分担、分かち＝書きの問題、更には外来

語の表記やワードプロセッサーなどとの関係から考 樺　島　忠　夫

えられる、将来の日本語表記について。

日本語の音韻組織は比較的簡単で、アクセント

も、他の言語に比較して意義弁別の役割が軽い・

11 日本語の発音 その体系の概略と、方言的・歴史的な差異につい 阪　倉　篤　義

て述べる。

仮名遣いとは何か。特に現代仮名遣いに澄ける

“と診”と“とう”との謡い分け、“こうし”は 阪　倉　篤　義

12 かなづかい・送りがな 格子か子牛かなどという問題を考え、また、送り

仮名の問題点などを述べる。 樺　島　忠　夫

現代日本語は、過去の日本語の変遷の結果とし

て生れてきたものである。現代語の単語が、かつ

13 語史と慣用句 てはどのような形や意味を持っていたかを、二三 阪　倉　篤　義

の例によって説明し、併せて慣用句の発生につい

て説く。

日本語の歴史が始まって以来、今日まで千三百

年の間に：、内発的な原因、また外国語との接触に

14 日本語の過去 よる外発的な原因で、日本語はどのような方向に 同　　　上

変化してきたか。その大要を述べる。

日本語は、将来、発音・語彙・文字など、どのよ

うな面で変化する可能性があるか。それは日本人 阪　倉　篤　義

15 日本語の将来 の言葉に対する態度によるが、将来の日本語はど

うあるべきかという点をも含めて、語りあいたい。 樺島　忠　夫
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＝　作　歌 ・　作　句　＝：

〔主任講師　井本農一（実践女子大学長）〕

全体のねらい

　短歌・俳句を知的に理解するだけでなく、それらを創作する試みによって、文学に対する共感と理

解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古典和歌・俳譜から現代短歌・現代俳句までの

歴史的展望を述べ、短歌と俳句の文学的特質につ 井本　農一一
1 短歌と復興の成り立ち いて論ずる。 （実践女子大学長）

短詩形文学における作者と読者の同一性の問題

を論じ、何等かの意味に旧いて風雅への共感が必

2 風雅への共感 要であることを述べ、いわば国民詩ともいうべき 同r　上
短詩形文学創作への導入を計る。

現代に生きる日本最古の詩形である短歌の特性

3 なぜ歌をつくるか
と、短歌をつくることの意味を述べる。

岡　野弘　彦
i国学院大学教授）

現代短歌にさまざまな傾向が見られるが、訟の

澄のの作歌思潮を、具体的な作例によって示す。

4 拝情　の　源流 同　　　上

作歌の根本は感動であるが、感動の把握は言葉

によってなされ、言葉が短歌の韻律をつくる。短

5 近代短歌の流れ 歌の言葉とは何かQ 同　　　上

作歌技法の澄もなものが写生であるが、写生と

は生を写すことであって、たんなる模写ではない。

6 現代短歌の動向 写生の歌とはどのようなものか○ 同　　　上

現代短歌における比喩の技法とその重要性とを

実作に即して述べる。

7 歌のしらべと写生 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

作品のよさを感じとる力を養うことが作歌上必

要であり、一歩進んだ批評の態度を確立すること

8 批　評と　推敲 がさらに重要である。関連して推敲の添削等を述 岡　野　弘　彦

べる。

芭蕉のr古池や」の句をめぐって「俳」の意味

を探り、俳句の特性を考えるとともに：、現代人が

9 なぜ俳句を作るか 俳句を作ることの意義について考える。
川　崎展宏

（明治大学教授）

子規の俳句革新運動とそれによって切り捨てら

れたものの意味を、芭蕉の句を例にして考え、句

10 近代俳句の出発 作の「場」の問題、先行の文芸との関係などを考 同　　　上

える。

明治という時代の中で子規が文学や俳句をどう

考えたかを明らかにしながら、子規の写生につい

11 写　　　　　　　生 て述べ、さらに写生の現代俳句に：訟ける意義を論 同　　　上

ずる。

虚子が俳句と俳人の在り方を規定した「花鳥課

詠」と、その方法としての「客観写生」に：ついて

12 花鳥颯詠と季語 述べ、さらに季語について考える。 同　　　上

挨拶の句は、連句の第一句目としての発句のは

たらきが、近代の社交の場に：生かされているもの

13 対　話　の　世界 だが、挨拶句を鑑賞して俳句の対話性に：三唱する。 同　　　上

子規の俳句革新の試みが、その後いかに継承さ

れ、俳句の近代化がいかに推進されたかを具体的

14 俳句の近代化の過程 に：考える。 同　　　上

この講座の結びとして、短歌・俳句の根源にあ

15
創作の根源にある
烽ﾌとその形象化

るものと、その形象化について話し合い、短詩形

ｶ学の未来についても展望する。
岡野弘彦
?閨@展宏
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＝国　家　と　法　1＝

　　　　　一一　憲　　　　法　一

〔主任講師1芦部信喜（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　憲法は、近代型から現代型へ大きく変化したが、人権を保障する法であることに本質がある点は、

変わりない。この歴史の流れと憲法の本質を明確にし、明治憲法とも比較しながら、日本国憲法の原

理と仕組みの大要を検討する。また、それを通じて、国家と法との関係についても考えてみることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．憲法の意味

2．憲法の分類 芦　部信　喜
1 憲法と立憲主義 a　立憲主義と現代国家一法の支配 （学習院大学教授）

1．明治憲法の特色

a　日本国憲法の成立経過

2 日　本　憲　法　史 3．日本国憲法成立の法理 同　　　上

1．日本国憲法の基本原理

a　国民主権
3 国民主権の原理 3。天皇制 同　　　上

1．憲法第9条成立の経緯と特色
a　戦争の放棄と戦力の不保持

4 平和主義の原理 a　日米安保体制 同　　　上

1．人権宣言の歴史

2．人権の概念

5 基本的人権の原理 3．人権享有の主体 同　　　上

4．人権の内容・分類

1。公共の福祉一二重の基準
2．特別＝権力関係に：診げる人権

6 基本的人権の限界 a　私人間に澄ける入権規定の効力 同　　　上

1．生命・自由・幸福追求権

7 包括的基本権と
@の下の平等

2　法の下の平等

R．参政権（特に選挙権の平等） 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．思想・良心の自由

2．宗教の自由

8 自　由　権　（1） a　学問の自由 芦部信喜

1．表現の自由の意義

2．報道の自由・広告の自由

9 自　由　権　（2） 3．表現の自由の限界 同　　　上

1．職業の自由

2居住・移転の自由

10 自　由　権　（3） 3。財産権 同　　　上

4．人身の自由一法の適正手続

1．生存権（環境権）

2教育を受ける権利

11 参政権と社会権 3．労働基本権 同　　　上

1．権力分立の原理と制度

12
統治の機構（1）
@　一国　三一

2．国会の憲法上の地位

R．国会の組織と活動

S．国会（議院）の権能　　　　　　　　　q

同　　　上

1．内閣制度の特色

13 統治機構（2）
@　一三　閣一

2．行政権の意味
R．内閣の組織と総理大臣の首長性

S．議院内閣制

同　　　上

1．司法制度の特色

14 統治機構（3）
@　一裁判所一

2．司法権の意味

R．裁判所の組織と最高裁の特色

S．司法権独立の原則

同　　　上

1．憲法保障の諸方式

2．違憲審査制

15 憲法　の保障 3．憲法改正とその限界 同　　上
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＝国家と法　11＝
〔主任講師　南　博方（一橋大学教授）〕

全体のねらい
　国家権力の担い手の一つである行政権が法律関係の一方当事者どなる場合には、多かれ少なかれ民．事

関係とはちがった特殊固有の法原理の適用をうけることになる。このような行政に特有な法（行政法）を認

識し、現実の行政において生起する法律上の問題を解決するのに必要な知識を身につけるようにした
し（o

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　行政とは何か。行政にどのような種類がある
か◎

1 行政法とは何か 2　行政と法とのかかわり。 南　　　博方
3　行政法にはどのようなものがあるか。 （一橋大学教授）

1　行政権のもち主は誰か。

2　行政機関とは何か。行政＝機関相互の関係はど

2 行政は誰が行うか うなっているのか。 　　oｯ　　　上
3　公務員とは何か。公務員は、どのような地位

をもっか。

1　行政は、目的・内容からみてどんな作用を行

3
行政はどんなこと
�ｷるのか

　うか◎

Q　秩序行政作用とはどんな作用か。 同　　　上

3　給付行政作用とはどんな作用か。

4　行政は、どのような形式で行われるか。

1　行政行為とは何か。

2　行政行為にはどんな種類があるか。
4 行政行為とは何か 3　行政栽量とは何か。 同　　　上

4　行政行為の附款とは何か。

1　行政行為の効力とはどんなものか。

5
行政行為はどんな
�ﾍをもつか

2　行政行為はどのような場合に無効になるか。

R行政行為の取消しとは何か。 同　　　上

4　行政行為の撤回とは何か。

1　行政立法とは何か。

6
行政行為以外にど
�ﾈ作用があるか

2　行政計画とは何か。

R　行政契約とは何か。 同　　　上

4　行政指導とは何か。

1　公法関係と私法関係について。

7
行政上の法律関係
ﾆは何か

2　行政法関係で私人はどのような地位に立つか。

R　行政法関係に私法が適用されるか。

S　特別権力関係とは。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
行政はどのような
闡ｱで行われるか

1　行政手続法とは何か。

Q　行政手続法は、なぜ必要か。

R　行政手続法には、どのような法理が支配する

ｩ◎

南　　　博　方

9

行政の実効性は
ﾇのようにして
m保されるか

1　行政罰とは何か◎

Q　行政執行とは何か。

R　即時強制とは何か。 同　　　上

10

行政によって損害
�､けたときどう
ｷるか

1　国家賠償とは何か。

Q　国家賠償法とはどんな法律か。

R　その他の国家補償。 同　　　上

11

行政によってうけ
ｽ損失はどのよう
ﾉして償われるか

1　損失補償とは何か。

Q　損失補償は、どのような場合に請求できるか。

R　損失補償は、どのような内容をもつか。 同　　　上

12

行政庁に対してど
ﾌような不服申立
ﾄがあるか

1　行政不服申立てとは何か。

Q　行政不服審査法とはどんな法律か。

R　行政審判とは何か。

S　苦情処理手続とは何か。

T　行政機関による紛争処理。

同　　　上

13
行政事件訴訟とは

ｽか

1　行政事件訴訟とは何か。

Q　行政事件訴訟にはどんな種類があるか・

R　抗告訴訟・当事者訴訟・民衆訴訟・機関訴訟

ﾉついて。

同　　　上

14

行政事件訴訟はど
､いう場合に提起
ﾅきるか

1　司法権の限界とは。讐2　統治行為と行政栽量。

@3　特男擁力関係と司法審査。

S　無名抗告訴訟とは何か。

　同　　　上

b

15

行政事件訴訟はど
�ﾈ手続で審理さ
黷驍ｩ

1　抗告訴訟の提起について。

Q　抗告訴訟の審理について。

R　抗告訴訟の終結について。 同　　　上
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＝現代の経済と経済分析＝・

〔主任講師　嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　経済学者は、自らの生きている経済社会を的確にとらえる理論を作り、できればそこに存在する問

題を解決する方策を提示するという努力をしてきた。ここでは、その成果である現代経済理論の概要

を今日の経済と関連づけて説明する。

主な項目

（1）経済生活と経済学

（2）家計一所得とその処分

（3）消費者行動

（4）企業行動

（5）市場機能　　1．部分均衡

（6）　　〃　　　2。一般均衡

⑦　市場の失敗

（8）所得分配

（9）独占

㈲　価格と経済政策

0の　国民経済の構造

㈱一国民所得勘定

⑬　消費

⑯　投資

⑯　国民所得の決定

㈲　景気循環

⑰長期波動

囎経済成長

㈲貨幣

㈱　インフレーション

⑳金融

㈱財政

㈱租税と公債

㈱経済政策

㈲国際収支

鱒国際貿易

韓国際金融

㈱外国為替

㈲国際資本移動

㈹　現代の経済問題
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　　　　　　　　　　　　　　　＝会　　　計　　　学　＝

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：江村　稔（放送大学教授）〕

全体のねらい
　会計学の講義は、企業会計（とくに財務会計〉の「しくみ」と「はたらき」を明らかにすることを
目的として、体系的かつ構造的な説明を行うように企図されている。会計学の講義の前半に澄いては、
企業会計に診げる会計処理、すなわち、複式簿記の技法による経済活動の記録についての説明に、相
当の時間があてられることとなる。また、会計学の講義の後半では、主要な財務諸表項目につき、そ
の会計処理とくに期間損益計算における取り扱いを詳述する。したがって、固定資産の減価償却や繰
延経理と引当経理のような高度の問題につき説明が加えられる。そして、最後のまとめとして、財務
諸表による財務状況の開示、澄よび財務諸表監査、さらには、企業会計の国際化などの諸問題を解説
する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 決算書とその役割

企業会計の所産である貸借対照表と損益計算書

ﾍ定時株主総会に提出され、会社の財産と損益の

�ｵ（財政状態と経営成績）を報告する役割をも

ﾁている。そこで、まず、決算書としての貸借対

ﾆ表と損益計算書について述べる。

江　村　　　稔

i放送大学教授）

2 複式簿記と複式記帳

　複式簿記は左右両面式の2つの勘定の間で行わ

黷骼ﾘ方（左側〉と貸方（右側）の同額記入とし

ﾄの複式記帳によって特色づけられる。この複式

L帳を、経済活動のもつ二面性に注目して説明す

驕B

　　♂
ｯ　　　上

3 複式記帳の法則

　複式記帳は一定のルールに：従って行われる。こ

ﾌルールは必ずしも理論的に設定されたものでは

ﾈいが、ぜひとも記憶しておかねばならないもの

ﾅある。

同　　　上

4 決算のしくみ
@　（その1）

　各勘定の残高を借方・貸方の別に従って1つの

ｨ定にまとめると、その借方と貸方の合計額は一

vする。この特徴を用いて、記帳と計算の検証が

ﾈされるほか、勘定の締め切りとしての決算が完

ｹし、決算書が作成されるのである。

同　　　上

5 決算のしくみ
@　（その2） 同　　　上

6 決算書の様式
@　（その1）

　損益計算書に設けられている各種の区分、澄よ

ﾑ、その区分ごとに示される各種の損益につき説

ｾし、また、損益計算書の末尾に記載される当期

｢処分利益を明らかにする。

同　　　上

7
決算：書の様式
@　（その2）

　貸借対照表に設けられる各種の区牙について述

ﾗるが、この場合、もっとも重要な問題として、

ｬ動・固定分i類につき詳説しよう。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 利益の処分と留保

　わが国では、損益計算書の末尾に当期未処分利

vが記載されることになっている。当期未処分利

vは株主に対する配当など、会社が処分すること

ｪできる利潤を示すものであるが、同時に、この
｢処分利益の増減計算を知る必要がある。

江　村　　　稔
i放送大学教授）

9 企業会計の法的規制

株式会社の会計については、商法と証券取引法

ﾉよる規制を問題としてとりあげる必要がある。

ｱれに関連して、企業会計原則についても述べる

ｱとにしよう。
同　　　上

10 期間損益の計算方法

　ある期間の損益は、その期間の収益からこれに

ﾎ応する期間費用をさしひくことによって計算さ

黷驕Bこの計算のもつ理論的な意味について考え

ﾄみよう。
同　　　上

11 発生主義と現金主義

　期間収益と期間費用の決定にあたっては、発生

蜍`と呼ばれる考え方がとられるが、現金主義と

ﾌ差を明らかにしながら、その意味につき、適当

ﾈ例示により説明を加える。
同　　　上

12 商製品の売上高

　商品と製品の販売に：よって得られる収益は売上

bﾆして表示される。この売上高の計上にあたっ

ﾄは、種々の販売形態に応じた適当な基準が存在

ｵているので、これにつき述べよう。
同　　　上

13
役務提供に：よる

@　　　　営業収益

役務の給付を目的とする事業をいどなむ企業に

mける収益計上基準を明らかにしていくことにし
謔､。 同　　　上

14
資産の取得価額と
@　　　　払出価額

@　（その1）

　ここでは、取得価額と払出価額につき考察を加

ｦる。とくに、払出価額の算：定につき用いられる

ﾂ別原価法、平均原価法、先入先出法：などを説明

ｷる◎
同　　　上

15
資産の取得価額と
@　　　払出価額
@　（その2）

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

売上高に：対応する売上原価の意味、表示計算の

方法、および、種々の問題点を明らかにする。

16 商製品の売上原価 江村　　　稔
（放送大学教授）

商製品の取得価額から払出価額をさしひいて求

17
商製品の貸借対照
@　　　　　表価額

められた取得原価は期末に修正されることがある。

ｱれにつき解説しよう。 同　　　上

製造費用は、材料費・労務費・経費より成るが、

ある期間中に製造を完了した製品の原価は、製造

18 製造費用と製造原価 方法の差などにより、異なった計算：方法が適用さ 同　　　上

れる。このような原価計算の方法について簡単な

説明を加える。

有価証券たる株式と社債につき、その貸借対照

19
有価証券の
@貸借対照表価額：

表記載価額を明らかにする。

同　　　上

固定資産の取得価額は、当該資産の耐用期間に

20
固定資産の減価
@償却（その1）

わたり費用として配分されるσこの手続きを減価

梛pと呼ぶが、この減価償却と呼ぶが、この減価 同　　　上

償却について説明する。

21
固定資産の減価
@償却（その2） 同　　　上

企業による支出には、その効果が将来の数週間

22
繰延資産とその
@償却（その1）

に診よぶものがある。期間損益計算では、このよ

､な金額は数期間にわたる費用として扱われるが、 同　　　上

このための会計技法として繰延資産の計上と償却

が行われる。

23
繰延資産とその

@償却（その2） 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業会計では、将来に生じる事象の金額を、あ

らかじめ期間費用として計上する処理としての引
24 引当金の設定 当経理が、例外的に認められている。引当経理が 江村　　　稔

行われる条件は、きわめてきびしいが、この章で （放送大学教授）

は、これらの問題を論述する。

資本にぞくする諸項目の諸問題をとりあげ、あ

わせて資本と利益の区別につき述べよう。
25 資本金上資本項目 同　　　上

わが商法による利益配当の規制をとりあげて、

その内容を解説する。

26 利益配当の法的規制 同　　　上

個別財務諸表の連結によって、企業集団の財務

諸状況を報告する連結財務諸表につき、あらまし
27 連結財務諸表の作成 を述べる。 同　　　上

有価証券報告書の主要部分をなす財務諸表につ

28
企業内容の開示
@　　　と財務報告

いては大蔵省令である財務諸表等規則が適用され

驕揩ｻこで、いわゆるディスクロージャーの諸問 同　　　上
題を説明しよう。

会社が作成し公表する決算書もしくは財務諸表

については、監査役による監査が行われる。この・

29 株式会社の監査制度 章では、商法特例法と証券取引法による規制を説 同　　　上

明する。

株式会社の会計については、「企業会計原則」

が指針を示している。これらの関係を明らかにす
30 制度会計の諸課題 ることは制度会計の理解にとり、きわめて重要で 同　　　上

あるので、この章では、この企業会計原則をとり

あげよう。
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＝社会科学の成立と発展＝

〔主任講師：松田智雄（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人間の社会集団に関する法則性一という問題がこの講義の中心の主題である。人間の社会集団

のなかにはある構造があり、その構造を歴史の流れでみれば発展のみちを進んでゆく。ここで法則

性というのは、ひとりひとりの人間が、社会集団の構造と発展のなかで動いてゆくとき、その在り

方を定める力を法則性と呼ぶのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
社会科学について
@　　　（D

　社会科学とは何か。社会集団は、政治経済、

ｶ化などを結合の軸として、歴史的：な序列に諭

｢て編成される。その社会集団を正確に、科学

Iに把握すること、従って、その発展の動きの

@則性を捉えようとする。

松　田　智雄
i東京大学名誉教授）

2
社会科学について
@　　　（豆）

　社会的現実を組織的：な法則体系のなかで把握

ｷる。従って発展してきたものとして歴史的に

ｨえる。先ず自然法則の下にあるものと仮定し、

氓｢で固有の社会法則の下に在るという認識論
I：な意味で社会科学の方法の成立史を述べる。

同　上

3
社会科学について
@　　　⑪

　社会的現実の実態を認識し、さらにその未来

怩�`くことによって現代批判が生まれ、批判

I科学として成立するに至る。ユートピアの諸

烽ｩら、社会理想の提案を追い、最後にマック

X・ウェーバーの理念型に及ぶ。

同　上

4 ド　イ　ツ　思　想

思想的前提を明らかにするために、まずドイ

c思潮を辿る。カント、新カント派としてのウ

Bンデルバント、リッケルト、マックス。ウエ

[バーへ。さらに、ヘーゲルとマルクスを対比

ｵ、歴史学派とカール・メンガーに至る。

同　上

5 啓蒙期の思想

　啓蒙期に、はじめて社会に対する法則的認識

ｪ始まる。自然法の光りのもとに自然と人間社

?ﾆを観察し、社会に対する最初の科学的見地
�､ち立てる。

同　上

6 科学の　成　立

　Natural　History一という；概念は、自然史

ﾈどという訳語は誤訳の恐れがある。自然につ

｢ての歴史または叙述をいみするもので、生物

w、物理学、地質学、鉱物学など自然を全体と
ｵて把握する◎

同　上

7 自然科学の意義

　Natural　Philosophyは、自然全体を研究し、

ﾆくに物理学を中心として学問を確立する。さ

轤ﾉNatural　S　cicnceが成立し、自然を観察

ｵ把握するのであるが、自然の：なかに人間が含

ﾜれ、人間の社会が考察される。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 カール・マルクス

　人間は自然に従属するものとして、人間論ぷ
ﾈ学的思考の対象と：なる。念のため、Karl

larxの「経済学批判Uは経済の対象をnalur
№?唐モ?奄モ?狽撃奄モ汲?秩@P　rozessとする瓜これが自然

j的過程を誤訳された。社会科学とは人間と人
ﾔ社会の科学である。

松　田　智　雄i

9 哲学思想と社会科学

　社会科学。科学としての成立。プラトン、ア

潟Xトテレスの思想を前史とする。ダンテの社

?癆ｻとデカルトの人間論、人間の意味と人間

ﾉ関する批判の基準として「社会的正義」とく

ﾉ配分的正義論が再生する。

同　上

．
　
　
　
　
0
　
　
1
市民社会の研

　社会に関する思想一一イギリス近代社会に治

ｯる市民的社会の自己認識が進められ、ベイコ

刀Aホッブス、ロックによって、自然法の社会
ｶ活を貫徹する意義を発見する。社会批判と、

ﾐ会改：革、社会進歩の思想が生み出される。

同　上

11 経済学の父、スミス

　市民社会の経済的組織を科学的に把握したの

ｪ、アダム・スミスであり、社会科学としての経

ﾏ学が成立する。経済学は、すべてスミスを源

�ﾆする。これに続くマルサス、リカードウ、

i。S。ミル。ついに経済学は、憂欝な科学となる◎

同　上

12 フランス啓蒙思想

　フランス啓蒙思想のもとにむいては、ルソー、

c塔eスキュー、ヴォルテール、ケネーに至る
ﾂ人的自由、近代国家論、自然法則のもとにあ

骭o済社会が、科学として形成される。
同　上

13 社会科学と社会主義

　社会思想の発展の系譜について。ベンサムか

轣v．S．ミルへの功利主義は、最大多数の最大幸

氓�搗zとした。しかし、その結果は社会主義

ﾉ接近する。ヘンリー・ジョージ、ラスキン、

a[リス。フランスでは、サン・シモン、ブルードン。

同　上

14 新　カ　ン　ト派

　カントは経験科学をあとづけ、次いで新カン

g派は、ウインデルバントが歴史科学を、リヅケル

gが経済科学を基礎づける。カール・マルクス

ﾍ、古典主義経済学とヘーゲルを前提として、

軏{的には人間的科学としての社会科学を提起。

同　上

15 マックス・ウェーバー・

　市民社会への批判的科学として、マヅクス・

Eェーバーは、社会法則を理念型によって、発

W法則を具体的因果帰属として把握する。資本

蜍`を「鉄の如き外衣」として表現したことは、

ｻの批判の集約であった。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 歴史派経済学

　リストに於ける歴史派経済学は、その主著「経

ﾏ学の国民的体系」Das　rationale　Sgotem
р?秩@Polifischen　Oekonomie　1841のな
ｩで、そのねらいは、「祖国ぐドイツ）の実情」
ﾆ「ドイツの利害」を把握して、必要なものはド
Cツの国民的市場と国民的工業を指摘した。

松　田　智　雄

17 新歴　史学派

　ロッシャー、ヒルデブラント、クニースなどの

u旧歴史学派」の成果は、次に：シュモーラーやビ

?bヒャーなどの「新歴史学派」へと継承された。

｢ずれも共通するのは、国民経済の「発展段階」

��j的方法によって構成した、点にある。

同　上

18
マルクス経済学の

ｭ展

　マルクスの学説は資本主義社会の形成を前提と

ｵて体系化されたが、現実の資本主義社会は「自

R競争」の原則から、更に「独占」の組織へと進

�ｾ。これに対応する「修正主義」が、ベルンシ
?^イン、カウッキーなどの学説として現れてきた。

同　上

19 限界効用学派（1）

　古典学派とマルクス学派は経済学でいう価値の

{質を、価値の客観的・歴史的根拠に：求めたのに

ﾎして、現界効用学派は主観的・乱入的判断に置
ｫ変えた。これを理論経済学の体系の基礎とし、

Sッセン、メンガー、フルラスなどが、築きあげた。

同　上

20 限界効用学派（皿）

　その発展は、オーストリアにウィーザー、ボェ
[ム・＝バヴェルクによって分配論について、ミー
[ス、ハイエクによって貨幣論・景気変動論に：至

驍ﾜで展開された。アメリカにはクラーク、フィ
bシャー、カーヴァー、タウシッカ、セログマン
ﾈど。

同　上

21
メンガーの学問的

ﾛ題

　歴史の発展とともに社会も転換してゆくときに

ﾀ界効用原理は、社会り総体を一局部の「小宇宙」

高奄モ窒盾モ盾唐高nSによって理解する。経済現象を先

ｸ「小宇宙」として探究し、それを通って世界全
ﾌを国民経済現象として、「大宇宙」として把握する。

同　上

22 ワ　　ル　　ラ　人

　かれの主著は「純粋経済学要論」であり、その
ﾈかには純粋経済学、応用経済学、社会経済学の
O部門が組織的に体系化される。その体系の特徴
ﾍ一般均衡体系であり、数学的方法を駆使して、
∠搏I方法によるより豊かな社会的富の生産：と分

同　上

23
新古典学派・

@　　　マーシヤノレ

　ケンブリッジ学派を創立したのはマーシャルで

?閨A新古典派経済学へ方向づけ、近代経・済学の

Aダム・スミスである。社会観に澄ける自然法則

ﾅなく、有機的成長と進化を基礎的視点とし、数

揄�ﾜ的方法の摂取により、三密理論を展開した。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
マーシャル理論・
@　　　　均衡理論 松　田　智　雄

25 ピグーと厚生経済学

厚生Welfareはいかにして増大されるか。測
阯p具を貨幣として、社会的厚生を測定すれば、

ｻれはとくに経済的厚生と呼ばれる。経済的原因
ﾉよって、国民所得が形成され為と、その平均量

ｪ大きければ大きいほど、厚生は増大する。

同　上

26
ケインズと近代経
ﾏ学の革新

　現代の経済学に診いて、ケインズ「一般理論」は、国民所得を中心とする巨視的分析によって、国民経済の総体把握を単純化し～かつ可能とした。いわゆる「ケインズ革命」の名は、経済学の一画

冾�ｦし、それは経済の理論と政策とに影響した。

同　上

27 ケンブリッチ学派

　マーシャル、ピグー、ケインズなど、いずれも
Pンブリッジ大学の講壇に立ち、しかも、イギリ
Xが直面している政治・経済・社会問題に：ついて
攪_と政策を提起した。社会科学が時代を反映し、

ｻれに対して積極的な照明を与える関係の適例で
?驕B

同　上

28
シュンペーターと
u新結合」

　シュンペーターの経済学の特質は、あの「新結

〟v（＝革新）の概念は、驚くべき妙味を発揮し

､るので、かれに「革新の社会経済学者」の名を

^えることは正当であろう。「経済発展の理論」

ﾍ、資本主義の発展を「新結合」として把握する。

同　上

29
毛沢東理論とその
繧ﾌ展回

　中華人民共和国の社会主義体制は中国の全領域と全入民に展開されたが、そのうちに「文化大革：

ｽ」に澄ける挫折と損失をいかにすべきか。この
竄｢への答：えが、　「社会主義体制と商品流通」という両者の矛盾なき結合を肯定する理論的提起

i馬洪）である。

同　上

30 要約の意味で

　ギリシア哲学、ソクラテス、プラトン、アリス

gテレスに始まり、カント学派の認識論および社

?ﾈ学方法論への帰結。そして、’イギリス社会思

z、経済学の流れの画却はマルクス経済学であり、

Xに近代経済学が社会科学の精密化へと至る。

同　上
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　＝現代社会論1：＝
〔主任講師：辻村．明（放送大学客員教授）〕

全体のねらい

　現代社会論1でに、現代社会を基本的に規定している諸条件を、世界的視野のなかで眺め、現代社

会が歴史的にどのように位置づけちれるかを検討する。そのためには、資本主義か社会主義かといっ

た社会体制という条件と、近代化という条件との絡み合いのなかでみていく必要がある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 現代社会のとらえ方

　人類の発展過程を5つの社会類型でとらえる

}ルクスとロストウの理論を紹介し、両者の比

rを通して、現社会のとらえ方の典型を検討す

驕B

　辻　村　　　明
i放送大学客員教授）

2 現代社会と大衆社会

　現代社会を階級社会とみるか大衆社会とみる

ｩで、意見は大きく成立するが、日本での大衆

ﾐ会論とアメリカでの大衆社会論を比較しなが

轣Aコーンハウザーの大衆社会論を検討する。

同　上

3 社会体制と近代化

　現代社会を規定している：最も基本的な条件で

?驕u社会体制」と「近代化」について、それ

ｼれの定義を判こ：なったのち、両者の絡み合い

ﾌなかで、現代社会を分析することの必要性を

燒ｾしていく。

同　上

4 初期の資本主義

そのまず初めとして、資本主義社会を動かし

ﾄいる根本的なメカニズムを明らかにする。ウ
Fーバーの初期資本主義のエートスやマルクス・

Gンゲルスの説を紹介する。

同　上

5 現代の資本主義

　その資本主義社会が、　「機械化」と「民まイヒ」

�熾?ﾆした「近代化」が進展することによっ

ﾄ、どのように変貌してきたかを検討する。 同　上

6 初期の社会主義社会

　次いで、資本主義社会の対極をなす社会主義

ﾐ会の基本的メカニズムを明らかにする必要が

?閨A具体的にはソ連をとりあげて、国家機構、

o済機構、党機構、言論機関などの現状を報告

ｷる。

伺　上

7
現代の社会主義
@　　　（その1）

　その社会主義社会も、資本主義社会と競争し

ﾄいかなければならず、「機械化」という「近

繪ｻ」は大いに推進されてきた。それが社会全

ﾌにどのよう：なインパクトを与えているか、主

ﾆして経済や階級の面での可能性を検討する。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「近代化」によって、社会主義社会も「豊か

8
現代の社会主義
@　　　Cその2）

な主会主義」になっていくわけで、その結果

]暇、家族、宗教などの面で、イデオロギーに

?Gしかねない現象が発生する。
辻　村　　　明

その結果、資本主義社会と社会主義社会とは、

類似した社会に接近していくであろうとみる収

9 収敏理論と拡散理論 轍理論と、両社会は根本的に対立し続けるとみ 同　上
る拡散理論とを比較検討する必要がでてくる。

以上の他、大規模組織には不可欠の官僚制と

いうメカニズムが、資本主義社会にも社会主義

10 現代社会と官僚制 社会にも出現してくるのでその病理現象を検討 同　上
することが、最終的な体制選択をするために必
要な参考と：なるであろう。

これまでは、両社会体制の先進国間での比較

ということになるが、近代化の遅れている発展

11 発展途上国の近代化 途上国も近代化を指向しているので、その近代 同　上
化途上に避けるさまざま：な難問も検討して治く

必要がある。

冊

；機械技術のうちでも、特に交通機関の発達は

めざましく、その総合的：な結果として、「高速

12 高速社会と人間 社会」とも呼ばれるべき状況が出現し、それが 同　上
人間にどのようなインパクトを与えているかを
みる。

機械技術の発達は、単に交通機関に澄い
てばか動で：なく、最近は通信機関や情報処理機

13 情報社会と人間 関での発達がめざましく、「情報社会」が人間 同　上
にどのようなインパクトを与えているかも検討

して憎く必要がある。

その機械技術の発達は、人類に多くの利益を

機械技術発達の功罪 もたらした反面、過度の発達から逆に最近は不

14 （その1） 利益をもたらしている面があり、ここでは「高 同　上
速社会」の功罪の両面を検討する。

同じように、P回報社会」の功罪も検討する

機械技術発達の功罪 必要があり、特にINS（高度情報通信システ
15 （その2） ム）の実現する高度情報社会の問題を検討する。 同　上
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＝　現　代　社　会　論 皿

〔主任講師　辻村　明（放送大学客員教授）〕

全体のねらい

　現代社会論皿は、1のマクロな視点にたいして、ミクロな視点にたった現代社会の現象的な諸問題

をとりあげる。1が社会学的なマクロな視点とすれば、皿は社会心理学：なミクロな視点といえる。内

容的には、自我の発生から対人関係、全国的レベルでの大衆現象、そして国際レベルでの文化摩擦に

説き及ぶ。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講．師
i所属・氏名）

1
選択的接触といい

墲ｯの論理

　現代社会には、あらゆる情報が氾濫している。

ｵかしわれわれは、それらをすべてうけいれてい
驍墲ｯではなく、選択しながら接触している。そ
ﾌメカニズムについて、フェスティンガーとハイ
_ーの理論を考察しながら、いいわけの理論の分
ﾍを試みる。

　辻村　　　明
i放送大学客員教授）、

2
自己成就予言と自

ﾈ破壊予言

　入間は自己暗示によって、その後の行動が変わ
驍ﾆいう心理的特性をもっている。そこに生じる
ｻ象として、自己成就予言と自己破壊予言をとり
?ｰ、予言が人間の行動にどのような影響を与え
驍ｩを検討する。

同　　　上

3
匿名の無責任と責

Cの分散

　現代社会は大衆社会ともいわれているが、大衆
ﾆいう大勢の集まりのなかで、個人は匿名の存在
ﾉなりがちである。そうした匿名性がひき起こす
ｳ責任な行動について分析する。 同　　　上

4 縄張りと空間距離

　動物には縄張りがあるが、人間にもそれに似た
謔､なものがあって、他入と一定の空間距離をと
閧ﾈがら生活している。その諸相について考察す
驍ﾆともに、非言語的コミェニケーションにも言
yする。

同　　　上

5 流行と物の普及

個性をもつ墨入も、大衆の一員という側面があ
閨A大衆現象のメカニズムに規定される。そのよ
､なものとして、流行や物の普及といった現象が

ﾇのように発生していくかを検討する。
同　　　上

6 情報不足と流言

　大衆現象の一つとして、流言や話などの情報
ﾌ伝播現象も重要であり、それをマス・コミュニ
Pーションの物理的な機能および政治的な機能と
ﾌ関連で分析していく。

同　　　上

7
パニックとゲーム

ﾌ理論

現代社会はパニックをひき起こしやすいさまざ

ﾜな条件をそろえている。そのメカニズムについ
ﾄ、ゲームの理論を参考にし左がら＝考察する。 同　　⊥：
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
文化摩擦と誤解の

激xノレ

　国際化が進むにつれ、文化や価値観の異なる国民同士の接触が増大して、そこに誤解やコミュニ

Pーション・ギャップが生じている。それを解消
ｷるにはどうしたらよいか。その対策を考える。

辻村　　　明

9
対外国イメージの

､究

一衣帯水の隣国同士であるにもかかわらず、日
ﾘ両国は相互に偏見と悪いイメージを保持してき
ｽ。この日韓：のコミュニケーション・ギャヅプを
l察する前に、まず世界各国における対外国イメ・一ジの研究についてみて帯く。 同　　　上

1⑪

日韓のコミュニケ

[ション・ギヤツ

v

　前章での考察をふまタ．て、日韓のコミュニケー

Vョン・延々ップの分析を試み．そこにみられる
ﾎ見や否定的イメージの実態と、それを解消する
ｽめの方策を考えていく。 同　　　上

11 日本入の国民性

　われわれ日本入はどのような特徴をもっているのか。まず代表的な日本人論をとりあげ、さらに

q観的な調査によるその実態を把握しながら．日
{入の国民性を総合的に検討する。 同　　　上

12
戦後日本の大衆心

掾E1

　大衆心理は国民性とは多少異：なり、ある特定の

梠繧ﾉあらわれる大衆の心理的特性を意味する。
甯纉坙{の大衆心理を分析するに先立ち、その歴
j的背景について考察して覗く。

同　　　上

13
戦後日本の大衆心

掾E2

　大衆心理をとらえる方法として、ベストセラー一

ﾌ本をとりあげ、戦後40年間のベストセラーに
ﾂいて、特に「日本に対する肯定と否定」という
ﾏ点に立って、年代別に分析を試みる◎

同　　　上

14 地域社会の復権

　現代社会では、さまざまな要因から社会全体の
謌皷ｻ現象が多発し、：地域社会や地方文化が破壊されていきつつある◎その諸相をとらえながら、それを阻止するための方策を考える。

同　　　上

15 地方女化の多様性

　現代社会の危険性に対処するためには、地域社会の活性化が望まれるが、それは必ずしも容易で

ﾍない。ここでは、，実際にそうした努力をしてい
驍ｳまざまなケースを紹介しながら、現代社会の
｡後の在り方について考察する。

同　　　上
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：＝＝ ﾐ 会 調 査＝：

〔主任教授：甲田　和衛（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　社会調査はi）歴史、m方法、　iii）経験社会学の成立という3つの側面をもっている。社会調査の範

囲は、センサスから個人の日記書簡に及ぶ。ここではわれわれの日常生活に社会調査がか』わる問題を

通して、この3つの側面をできるだけ同時にとりあげていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

群馬県村落調査を実例として、社会調査の方

1
社会調査の展：開
@日　　本　　（1）

法とその限界について解説する◎
甲　田　和　衛

i放送大学副学長）

戦前日本の社会調査の典型としで戸田貞三

2
社会調査の展開

「家族構成」を検討する。

同　上
日　　本　　（2）

国勢調査の実施、集計、結果の利用から基本

的統計調査としての国勢調査の歴史に及ぶ。 井　出　　　満

3 国　勢　　調　　査 総務庁統計局

総務課長

1）人口と社会の相互関係、2）人口研究の観

4

人　口　と　社　会

@（1）人ロデータと

察資料、3）人口現象の測定方法について解説

ｷる。

阿　藤；　　誠
﨎ｶ省人口問題
､究所

人口三訂 人口資質部長

1）人口変動の一般モデル

入　口　と　社　会 2）近代日本の人口変動に及ぶ

5 （2）近代日本の人 同　上

口変動

社会調査の創始者としての1）Boothの貧困

6 社会調査の展開
調査、2）Du　rkhe　i　rnの自殺論をとりあげる。

甲　田　和　衛
ヨ　一一　　ロ　　ツ　　ノく

3っの業績、Pane1調査として、　Layarsgeld

7 社会調査の展開
ほかの投票行動調査、社会心理学的要因の事例

ﾆして、Stoufferほかのアメリカの兵士、定 同　上
ア　　メ　　リ』　カ 量的方法の限界についてMurdockの社会構造

をとりあげる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

統計的データと現実の社会、文化の測定、デ 甲　田　和　衛

8
社会調査と経験社

?w

一タの国際・比較等の諸問題について論談ずる。 辻　村　　　明

i東京大学教授）

ｼ　井　　　優
（大阪：蝉助教授）

世論調査は、社会調査に大き：な技術上の革新

をもたらした。ここでは、世論調査の沿革を辿

9 世　　論　　調　査 りつつ、無作為標本抽出や構造化された：質問票 直　井　　　優
の意義を明らかにする。そして指数化ざれた情報誌ミ

人々の行動の予測や公共政策へ反映することを示す。

近代の工業化は、新た：な社会問題をもたらし

ただけで：なく、オートメーションなどの技術革新は、

10 産業・労働調査 勤労者の仕事や労使関係にたえず影響を及ぼし 同　上

ている。勤労者の仕事や動機づけの測定法を紹
介することにより、社会調査の応用を明らがにする。

近代社会は、機会の均等と現実の不平等が両
制している社会である◎そのため、社会全体に、

U 社会階層と社会移動 不平等がどのように分布しているか、そしてど
黷ｾけ機会の均等が達成されているか、という

同　上

問題に関して、縦断調査の方法と測定法を説明
する。

近代社会は、多元的な社会といわれるように、

たんに家族の一員であるだけでなく、各種の集

12 集団・組織調査 団や組織に属している。こうした集団や組織の 同　上
社会的なネットワークや集団・組織が人々に及

ぼす集合効果を測定する方法を説明する。

地域調査は、一地域に関する調査から、地域’
間の相互連関を明らかにする調査へと発展して

13 地　域　　調　査 きた。ここでは、地域を調査単位として、集計
ﾊ：による指数を作成し、それによって、へ地域間

同　上

格差の是正をはかろう．とする社会指標運動につ

いて説明する。

社会調査による結果の妥当性と信頼性は、た
えず他の調査結果との比較によってのみ評価す

14 国際比較調査
ることができる◎こうした比較調査の最も大き
｢設計が、国際比較調査である。具体的な調査 同　上

事例をもとに、日本社会の普通性と個別性を説
明する。

社会調査の課題としてdata　bankの問題をと

15 社会調査の課題
りあげ、社会調査に即ける方法上の問題につい

ﾄ説明する。
甲　田　和　衛

ｼ　井　　　優
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＝数：理計画法入門＝
〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）〕

全体のねらい

現行の各種数理計画法のうち最も一般的で、しかも実際に顕著な成果を収めつつあるリニア・プロ

グラミング（：LP）につき、簡単な例を挙げながら平易に解説する◎それらの具体的解法の理解を通

して、さらに高度の数理計画法へ挑むための足掛りを提供しようとするものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 数理計画法概説

　一般計画問題への数理的アプローチの手法か

逅烽ｫ起し、数：理計画法の大要に言及する◎数ン

搆v画法の具体的内容として、：LP、　QP、　N

FLP、　IP、　DPにふれ、：なかんずく：LPの重

v性と汎用性を強調する。

加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

2 ：LPの具体例

　：LPにもそれなりの問題点があるので、それ
轤ﾉ関して注意を喚起したのち、：LPの中心的
ﾈ若干の例題を列挙する。生産計画問題、＝混合

竭閨A輸送問題、産業構造問題、倉庫問題等に
ﾃいて、それらの定式化とモデルを例示する。

同　上

3 ：L　P　の　構造

　：LPにむける基本形・標準形の最大化問題治

謔ﾑ最小化問題の普遍的：な数学モデルを講述す

驕Bまた：LPでの種々の解を概観するとともに、

kP問題の図解を詳説し、より一層：LPへの関

Sを高め理解を深めるようにする。

同　上

4 シンプレクス法①

　シンプレクス法の初歩すなわちシンプレクス

¥の作成と意味を手掛りとし、：LP問題の実際

I解法を順次解説する。後半では基底解の改良

�sう方法に関し、適宜比喩を混じえながら理

�ｵやすいように述べていく。

同　上

5 シンプレ’クス法（2）

　シンプレクス法の核心ともいえる可能基底解

?ﾇの操作を意味付け、同法の有効な意義を
ｾ確にする。その理解に基づいて、さらにシン
vレ’クス法についての一般論を展開し、思考の

_軟性の洒養を目指す。

同　上

6 各種の特殊解法

初めに前回の末尾との関連から、簡易シンプ

激Nス法の概要を講述し、続いて特別な場合に

Eける解法を示す。すなわち、可能域が非有界

E不存在の場合や、解が一意でないとか退化す

驍ﾆかの場合について考える。

同　上

7
2段階シンプレク
X法

　2段階法の必要性と有用性を述べてから、そ

ﾌ実際手法を既出の若干の例題に基づいて明示

ｷる。そのほか留意すべき事項を詳述し、特に

謔P1回で再説される2段階法応用の展開に備
ｦるとともに、LPの妙味を伝授する。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最適解を現実の意思決定の基礎資料とすると
きの留意点を検討し、ついで条件ゐ変動下に語

8 実施上の検討（1） ける解の安定域を考察する。さらに安定域を越 加　瀬　滋　男
えた場合にも、シンプレクス表に少々手を加え

るだけで直ちに対処しうる利便を明かす。

いわゆる感度分析をさらに展開したある局面

について述べる。具体的には、最適解を積極的

9 実施上の検討（2） に変更した場合を取り上げ、その際の処置を例 同　上

示する。その他シャドウプライスに論及するほ

か、摂動法についても付言する。

変転極わりない現実問題に時を移さず追従し

うるよう、モデルの改変とそれに即応する手段
1⑪ モデルの改変 を考える◎実際には変数や制約式の追加・削除 同　上

を対象に論じ、それらの一端につき既述の例題

を用いて検証する。

双対性に基づく最小化問題の解法、蛤よび双
対シンプレクス表または2段階法による最小化

11
双対問題と整数解
竭

問題の解法を解説する◎さらに双対シンプレク
X法との関連から、整数解問題の解法にも論を

同　上

進め、ついでに割当・輸送問題の予備知識を用
回する。

主一双対法に漉ける双対変数の定め方を改良

12 特殊問題の：解法
した方式による輸送問題の解法を紹介する。引

ｫ続き、ネットワーク問題全般の概略齢よび特
　♂

ｯ　上
にしPと最も深い関連をもつCPMの考え方を
講じ、後述のCPM解法への導入部とする◎

多くの書にしばしば見られる簡単な例題を援

話し、CPM問題の実際的解法を教示する。最
13 CPMの解法 後に、ダミーアクティビティや多段コストスロ 同　上

一プのアクティビティを含む問題にも、その解

法を適用しうる伸展性を示唆する。

14 数理計画　法
?pの実際（1）

　これまでの応用例はいずれも簡易化されたも

ﾌで．現実の経営面で利用するにはさらに種々
ﾌ配慮：が必要である。そのような問題点につき、

ﾀ践的な立場からより具体的に論じ、理論と実

ﾛの関連を追求する。

加　瀬　激男
a@井　英　造
i三菱石油㈱数理

v画部）

前回に引き続き、種々の企業における数理計画

法の利用の諸例を概説する。またより広範な応 加　瀬　滋　男

15 数理計画　法
?pの実際（2）

用を志向するについて、コンピュータの活用の
ｻ状を参考までに陳べる。最後に全体の趣旨を

高　井　英　造

蜥ﾎ　　　健
まとめて、聴講者各位の将来の勉学と発展に資 （≡菱石油㈱需給部）

する。
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＝　基　礎　数　学　1　＝

〔主任講師：田村二郎（元東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代の数学は厳密な論理体系として構成されているために、われわれの経験に基づく具体的な直観

が表面に現れ：ない。多くの学；習者にとって、数学がむずかしいのは、このような理由によると思われ

る。そこで、この講義では、微分積分学と力学の境界をたどり：ながら、具体的な現象と正確な理論の

橋渡しをする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 導関数と原始関数

　高等学校で学ぶ数：学のなかから、今後必要と

vわれる最小限の知識を整理して齢く◎内容は
遠剴I：な微分積分法の基礎概念だけである。 田　村　二郎

i元東京大学教樹

2 時刻　と　位置

　すべての自然現象は空間のなかで起こり、時

ﾔとともに推移する。それゆえ、われわれはま

ｸ時刻と位置を数によって表さねばならない。

ｻの手続きを考えてみる。

同　上

3
ベクトルとベクト

距ﾊ

最終的にはすべての量を数で表すとしても、

｢くつかの量はひとまずベクトルで表す方がは

驍ｩにわかりやすい。ここでは、ベクトル量：と

xクトルそのものを明確に区別し、後者を前者

ﾌ数学的表現とみなすのがよいと思われる。

同　上

4 速　さ　と　速度

、小学校で学習した速さを考え直す。これによ

ﾁて、新しい量の単位を定める手続きがわかる。

ｳらに、ベクトル量としての速度を導入する。

矧wから見れば、ベクトル値関数の微：分法であ

驕B

同　上

5
加速度と運動の方

�ｮ

　速度がわかれば、加速度の理解に困難はない。

ｻこで質量と力の概念を導入すると、ニュート

唐ﾌ第2法則は数とベクトルによって表現され

驕B同時に、古典物理学に語ける三つの基本量
i長さ、質量、時間）が出そろうことになる。

同　上

6 数による量の表現

　ベクトルを三つの数で表せば、古典物理量は

ｷべて数に翻訳される。この際、座標系ととも
ﾉ単位系を固定し：なければ：なら：ない。この前提

ﾌもとに、はじめて量と数の同一視が意味をも

ﾂであろう◎

同　上

7 回転と円運動

　いわゆる一般角は、平面上の回転という量を

pによって測ったものである。さらに、等速円

^動を考えると、三角関数の微分法について、

?ﾌ的：なイメージが得られる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実際の現象をとり扱うときには、極限として

の変化甕（微分係数）よりも、微小変化を用い

8 無限小と微分 る方が有効である。ただこの際、物理学の考え 田　村　二　郎
方と数学の理論とのあいだに、微妙な相違が現

れる。このギャップを数学の側から埋める。

がんらしへ積分とは微小変化の集積（の極限）

である。ここでは、運動の概念から出発して、

9 道のり　と積分 積分と原始関数の関係、曲線の長さなどに言及 同　上
したい。

力学にもどって、仕事とエネルギーの概念を

明らかにする。これによって、ベクトルの内積

1⑪ 仕事と線積分 と線積分の意味が自然に理解されるであろう◎ 同　上

1変数の関数の微分積分学を締めくくるにあ

たって、テイラーの定理を取り上げる。この際、

11 テイラーの定理 “多項式近似”から見たこの定理の意味と、使 同　上

用上の注意を明らかにしたい◎また、できるだ

け自然：な初等的証明をくふうしたいと思う。

時刻の関数から位置の関数に移ると．多変数

（3変数、2変数）の関数が現れる。これは物

12 スカラー場の変化 理学でいう場である。いわゆる偏微分法は、場 同　上

の変化を計算するための手段と考えられよう。

第2法則とともに、重力の法則は力学に捨け

るもっとも基本的：な原理である。またこれから

13 重力　の　法　則 導かれる重力場とニュートン。ポテンシャルは、 同　上

ベクトル場とスカラー場の典型である。

平面ベクトルの変換とみなせば、複素数も決
して“仮想的：な数”ではない。それどころか、

14 複　　　素　　　数 物理現象を記述し、処理するためにしばしば有 同　上

効な手段を提供する。数学にむける複素数の役

割はさらに重要である。

惑星は太陽を焦点とする楕円の軌道を描く。

この事実を発見したのはケプラーである。さら

15 惑星の運動 に、ニュートンは彼の第2法則と重力の法則か 同　上

ら、ケプラーの法則を導いた。この業績を紹介
する。
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＝＝ 﨟@礎　数　学　皿　＝

〔主任講師　前原昭二（東工大教授）〕

全体のねらい

　線型代数学について講述する。しかし、線型代数学の詳論に立入ることはせず、連立1次方程式の

解法と2次曲線・2次曲面の分類という古典的な問題に線型代数の方法を適用することによって、線

型代数の方法の直観的性格と線型代数に斎ける諸概念の幾何学的な意味とを明らかにしたいと思う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 n次元数空間

　n次元数空間の概念を説明し、2次元。3次元
ﾌ図形的なベクトル空間からの類推によって、獄
沍ｳ数空間の初等的な性質を解説する。また、連
ｧ同次1次方程式との関連に引いて、べぞトルの
P次独立性と次元との関係に言及する。

　前　原　昭　二

i東京工業大学教授）

2 行　　　列　　　式

　平行4辺形の面積と平行6面体の体：積を利用し

ﾄ2次と3次の行列式の定義を与え、それを一般
ｻすることによって一般の行列式を定義する。ま
ｽ、行および列についての展開法にも触れる。

同　　上

3 1　次　変　　換

　n次元数空間からm次元数空間の中への1次変
ｷの定義を与え、1次変換を行列によって表現す
髟菇@を説明し、行列の演算を1次変換の演算に
謔ﾁて定義する。また、行列式の積の計算法を、

s列式の基本性質と1次変換の考えを利用して説
ｾする。

同　　上

4 行列式の応用

　正方行列が逆行列をもつ条件とか連立1次方程
ｮのクラメルの解法を含め、行列式を用いると表
ｻが簡潔になる事例のいくつかを初等数学の範囲
ｩら選び、それについて解説する。

同　　上

5 部分ベクトル空間

　数空間の部分ベクトル空間とその次元について

燒ｾする。それとは独立に行列の階数の定義を与
ｦ、行列の階数と部分空間の次元との関係を明ら
ｩにすることを目標とする。

同　　」二

6 連立1次方程式

　一般の連立1次方程式に対し、解が存在するた
ﾟの1つの必要十分条件を与え、解が存在すると
ｫの一般的解法について述べる。

同　　上

7 対称行列と2次形式

　転置行列の基本的な性質を述べ、対称行列を用
｢て2次形式を表現する方法を説明する。また、

ｴ点を中心とする2次曲線の標準形を求める方法
�痰ﾉとり、2次の対称行列の固有値と固有ベク
gルの幾何学的な意味を解説する。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

正規直交基底と直交行列について説明し、2次

8
正規直交基底と2

沍`式

形式を表わす対称行列が正規直交基底の変換によ
ﾁてどのように変形されるかを説明する。とくに
R次の対称行列について、直交変換による対角比

前　原　昭　二

の方法を述べる。

これまでに得た知識を用い、2次曲線の方程式
の標準形を求める方法を述べる。

9 2次曲線の分類 同　　上

前章と同様な方法により、2次曲面の方程式の

1⑪
2次曲面の分類
@　　　（その1）

標準形について述べる◎

同　　上

前章で得た標準形をもとに、個々の露次曲面の

11
2次曲面の分類

@　　（その2）

形状や名称について述べる。

同　　土

スカラーが実数である場合に限定し、ベクトル
空間の一般的定義を与え、その基本的な性質につ

12 ベク　トル空間 いて説明する。また、n次元ベクトル空間がn次
ｳ数空間と同形であることにも言及する。

同　　上

n次元アフィン空間、n次元ユークリッド空間

13
n次元ユークリッ

h空間

、に：ついて説明する。

同　　上

複素数に関する基本的事項について説明する。
代数学の基本定理にも．証明なしで言及する。

14 複　　　素　　数 同　　上

スカラーを複素数とするベクトル空間の一例と
してユニタリ空間の定義を与え、ユニタリ変換に

15 ユニタリ空間 よる正規行列の対角比について説明する。 同　　上
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＝　基　礎　数　学　　皿　　二

〔主任講師　廣瀬　健（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　集合と位相の概念について講述する。
　これらは、いずれも現代数学の基礎となる極めて重要な概念である。現代数学の諸分野を構成する

各概念、手法は、これらの概念を用いて記述されるといってよい。

　本講では、具体的な例をあげつつ、なるべく平易に、これらの解説を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 集合とその演算

　集合概念の説明から、用語の導入、歴史的経緯、

ｻの有用性について解説する。

@集合論における基本概念、集合の上の演算とそ

ﾌ意味、論理との関連などについて述べる◎

廣　瀬　　　健

i早稲田大学教授）

2 写像とグラフ

　関数概念の説明、それを集合間の写像としてと
轤ｦることなどについて述べ、写像についての基
{概念、すなわち単射、全射、一対一対応、写像

ﾊ像の合成などについて説明し、さらに、それを

W合の直積の部分集合として表現することなどを
�烽ｷる。

同　　　上

3 同　　値　　　美

現代数学の1つの特徴は、対象の般ある性質め

ﾉ着目し、その性質について同じであるものは、
ｱれをひとまとめにして同一視し、聖塚つのものみ≧

ﾆ考えるところにある。この考え方を集合を用い
ﾄ表現する同値関係、同値類などについて述べる。

同　　　上

4 集合の濃度

　建で数’みについての基本概念は、それによって個

狽�¥現する濃度（基数）および順序を表現する

㍼?狽ﾉ関わるものが中心である。ここでは、集

№ﾌ聖聖個数ぬの概念を一般化した濃度について説

ｾし、濃度についての代表的結果について解説する。

同　　　上

5 濃度　と　次元

一対一対応によって類別された各集合では、例え

ﾎ、1次元の直線上の実数全体と二次元の平面上

ﾌ点全体とは同じ濃度をもつ、次元を区別するの
ﾍ位相的概念であって、これらの対応は連続にな

轤ﾈいこと、ペアノ曲線などについて述べる。

同　　　上

6 順：序　集　　合

　自然数全体の集合や実数全体の集合では、集合
ﾌ要素の間に順序が定義されている。数学で扱わ
黷髀W合の多くは、なんらかの順序関係が定義さ

黷ﾄいるのが普通である。
@ここでは順序をもった集合、すなわち、順序集

№ﾆその基本的性質を明らかにする。

同　　　上

7 ツォルンの補題

　集合論を建設したカントルは、集合に適当な順
?�ｱ入すれば整列集合になることを仮定した。
ｱの仮定は後に選択公理やヅオルンの補題とレ・ら

`で表現されることになった。ここでは、それら
ﾌ意味についてなるべく平易な解説をしたい。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実数の集合と自然に対応する直線の上の距離の概

8
実数の集合とユークリッド空間 念を拡張してユークリッド空間を定義し、ユーク

潟bド空間のぞ璽距離ゐ≧の概念を用いて、関数の連続

ｫの概念を定義し吟味する。また、集合に娘構造

“廣　瀬　　　健

i早稲田大学教授）

を入れる”ことの意味について解説する。

ユークリッド空間を、空間としてさらに抽象化

9 距　離　空　間
し、般距離晶の概念を一般化して距離空間を定義

ｷる◎距離空間に於ける閉集合、開集合、閉包、 同　　　上
収束などを定義し、実例には、なるべくやさしい

関数空間をとりあげる。

距離空間をさらに一般化して、位相空間を定義
する。

10 位　相　空　　間 近傍系、開集合系、閉集合系を定義し、その相 同　　　上
互関係を論じ、位相空間における連続写像、位相
写像、収束などについて考察する。

定義された写像の定義域に構造が与えられてい
るとき、その写像が定義域の構造をどの程度保存

11 位相写像と連続写像 するかが問題になる。
@連続写像、位相写像が保存す為性質、つまり位

同　　　上

相的性質について解説し、実例をなるべく多数挙
げる。

位相空間に関わる議論の代表的な手法を考察す

ると、コンパクト性と呼ばれる性質が浮かびあが

12 コンパクト集合
る。

@コンパクト集合の定義、基本的性質について述
同　　　上

べ、収束の概念などとの関係を説明し、その有用
性を示す。

位相空間に澄ける部分集合同志の連結、分離の
概念について考察し、連結集合に関わる諸性質、

13 連　結　集　合 実例などを示す。 同　　　．上
コンパクト性、連結性が位相的性質であること

に注意し、直観的イメー州～との関連を重視する。

位相空間の概念は、きわめて一般的であるから、

14
位相空間の点の
@　　　　分離条件

位相空間の点の間の関係を導入し、内容を豊：富に

ｷることを考える。コルモゴルフ、フレシェ、ハウ

Xドルフ、ヴィエトリス、ティエツェの分離公理など
同　　　上

を解説し、正規空間によって、再び、実数にめぐ
りあう。

再び距離空間に戻り、可分、全有界、コンパク
トなどの概念と共に、完備性について考察する。

15 距離空間と完備集合 完備化定理などから、有理数から実数などを構 同　　　上
成する方法などを見な澄し、位相的性質などとの

関連を考える。
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＝　基；礎物理学　1

〔主任講師：戸田盛和（東京教育大学名誉教授）〕

全体のねらい

　自然現象をできるだけ少数の基本概念と法測によって理解しようとするのが物理学の立場である。

1では重要な概念と法則を明かにする。nではさらに深く物理学の基礎と人間の思考方法との関わり

を考える。なぜ科学は常識をはなれなければならないか。数学はどの程度必要か。物質の科学と技術

の関係は？。空間と時間の概念の変遷。物質と重力と宇宙の関係などの本質的な問題を古典物理学の

範囲で明かにしたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科学のはじまわ

　自然現象を理解しようとする知的：な努力から

ﾈ学が生まれた◎エジプトのピラミッドに代表

ｳれる技術、ユークリッド幾何学、アルキメデ

Xによるがこの釣わ合いの静力学の研究は数量

Iな科学のはじまりを物語っている。

　戸　田　盛　和
ﾂ京教育大学名誉教圏

2 浮力と水の圧力

　アルキメデスは風呂の中で浮力の原理を発見

ｵたと伝えられる。パスカルは大気の圧力が空
Cの重さによるものであることを明らかにした。
ｱれにより自然には真空が存在することが明ら
ｩにされたが、これは自然を理解する上で大き
ﾈ発見であった。

同　上

3 ＝落　下　　運，動

　ガリレイは落体の運動を研究し、速度が変化

ｷる場合の運動を明確に掬えた。実験と数理的

ﾈ推論を組み合わせて自然現象を理解する方法

ｪはじめられた◎放物体の運動、振り子の等時

ｫについても触れる。

同　上

4 地　　　　　　球

、ガリレイは望＝遠鏡によって木星の衛星や太陽

ﾌ黒点：などを発見し、地球もこれらと同じよう

ﾉ天体であることを明らかにした。地球が球形
ﾅあることは古代ギリシャ時代にも考えられた
ｪ、この時代にこれが確認された。コペルニク
Xの地動説が提出される。

同　上

5 太　　　陽　　　系

　ケプラーの法則の発見について述べる。月ま

ﾅの距離、太陽までの距離はどのようにして知

轤黷ｽか。 同　上

6 運動の　法　則

　ニュートンは運動の法則、それを有効に扱う数

w、それに万有引力の法則をもって太陽系の問

閧ﾆ取り組んだ。地球をまわる月の運動はその

eストケースであった。

同　上

7 力　　と　運　動

　力に対する身近か：な例といろいろの運動の具

ﾌ的な例。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多くの日常的な運動は回転を含んでいる。玉

の衝突、円板の回転、潮汐、体操などに治ける
8 回　　転　　運　動 身体の回転、ネコの空中にむける回転、コマの 戸　田　盛和

運動。

ワットは蒸気機を発明し、馬力という単位を

作った。エネルギーの概念は力学に旧いても重
9 仕事とエネルギー 要である◎永久機関の夢にも触れる。 同　上

熱はエネルギーの一つの現れであることがわ

かってきたのは19世紀半ばである◎熱現象に関

10 熱　　　　　　量 する学問、低温の物理学も19世紀後半にはじま 同　上
つた◎

／

物質の分子的構造は今世紀になってから明ら

かにされたものであるが．ここでは原子分子に
鷺 物質　と　分子 対する理解の進歩、気体・液体・固体のちがい 同　上

結晶の構造などについて述べる。

飛行機の翼やヨットの帆に働く揚力をはじめ

流体の運動は大変興味：深い現象が多い◎台風な

12 流体の運　動 どの運動には地球の回転もからんでくる◎ 同　上

波は重要な運動の形態である。音の波光の波、

水の波、ドップラー効果などについて述べる。
13 波　　　　　　　動 同　上

電流は磁気的な作用がある◎その研究は独特

：な歴史をもち、ファラデーを経てマクスウェル

14 電流　と　磁　気 によって完成された◎ 同　上

マクスウェルの研究は電波の存在を予言した。

一方で光速度の測定と熱放射の研究は物理学の
15 電　波　　と　光 20世紀における大ぎな変革につながるもので 同　上

あった。
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＝　基　礎　物　理　学　皿

〔主任講師　戸田盛和（東京都教育大学名誉教授）〕

全体のねらい
　物理学の基礎と人間の思考方法との関係を中心にしたい。なぜ科学へ導かれるのか、なぜ科学は常

識をはなれていくのか、数学はなぜ必要なのか。空間と時間に対する考え方の変遷、物質と重力と宇

宙に対する考え方の深まり、心と科学、科学と技術や社会の関わりなどについて、古典物理学の範囲

で考察を加えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
A（所属・氏名）

1 常識　と　科学

　自然に対する人間の対応◎神話、ギリシャなど

ﾌ自然哲学、ルネッサンス、デカルト、近代科学

ﾌ方法。わかるとはどういうことか。

@科学とその他の知的活動との関係◎

@◎（話題）デカルト◎

戸　田　盛　和

i東京教育大学

@　　名誉教授）

2 空　間　と　時間

　上と下。地表近くの空間。絶対時間。地動説と

ｾ陽系。回転に対するニュートンの考え。マッハの

癆ｻ。相対性理論。物理学の基本的課題

@◎鏡の中の世界。時計の発達。遠心分離器。

　　’
ｯ　　　上

3 数学と物理学

　ユークリッド幾何学。ガリレイ・ニュートンの

ﾍ学。微積分学。ガウスの測量。非ユークリッド

�ｽ学。数学と物理学のちがい。非数学的科学。

@◎ピタゴラス。

同　　　上

4 物質変化と原子

　ギリシャの物質観。化学的原子。目にみえない

ｶ在。大きさの階層。化学変化と原子・分子・化

w結合。巨大分子。

@◎モデル（シンボル、摸型）、メンデレーエフ。

¥面張力。

同　　　上

5 温度と状態変化

　温度。物質のマクロ的性質（体質・圧力・温度）。

C体の性質。液体と固体。臨界現象。気体の液化。

}クロ的性質とミクロ的性質。

@◎水の特性。液体空気。極低温物理学。超伝導。

Nーラーと冷蔵庫。気象。バイメタル。

同　　　上

6 エネルギーと熱量

　熱。熱のする仕事。熱機関の発達。熱の仕事等量

M機関の効率。熱力学。熱力学の第2法則。エン

gロピー。

@◎永久機関。マイヤーとジュール。カルノー。温室

�ﾊ。太陽熱利用。水飲み鳥。まほうびん。

同　　　上

7
決定論・確率・

@　　非可逆現象

　力学と熱現象。決定論。熱現象の現象論と分子

_。エントロピーの確率論的解釈。生物とエント

鴻sー。巨視的構造。

@◎マクスウェルの魔。ボルツマン。統計力学。

Mブス。

同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

電気的現象。電磁誘導。場の概念。電磁場と変

8 電　磁　気　学
位電流。電磁気学。光と電波。無線通信。ラジオ。

@◎電池。ファラデー。マクスウェル。電子レンジ。
戸　田　盛　和

i東京教育大学
偏光フィルター。レーダ。X線。 名誉教授）

電子と電流。金属の電気低抗。真空間。半導体

9 物質の電磁気的性質
ダイオードとトランジスター。磁性と電子。

･性体◎ 同　　　一上

◎電話。マイ如ホン。テープレコーダー。

テレビ。

光の速さ。光の波長。反射と屈折。幾何光学。

1⑪ 光　　と　物　質
波動光学。光の散乱◎熱放射。発光と光の吸収。

d子・イオンと光。色。 同　　　上
◎光ファイバ㌔空の色。朝日と夕日。星の温度

レーザー◎ホログラフィー。

太陽系。惑星◎太陽系の力学。太陽系の歴史。

地球の歴史。

11 地球　と　太　陽 ◎天体までの距離の測定。惑星の質量。地球の 同　　　上
温度。地磁気。オーロラ。時間の測定。

エーテルと光の速度。ローーレンツの短縮。光速

度一定の原理。時間と空間の相対性。
12 光と相対性理論 ◎マイケルソン。　ローレンツ。アインシュタイ 同　　　上

ン。双子のパラドックス。

遠隔作用と近接作用。場の概念。重力と慣性力

13
宇宙と一般相対
@　　　　　性理論

の等価原理。一般相対性理論。宇宙。

揄F宙の曲率。宇宙の歴史。ブラックホール。 同　　　上

科学の方法。研究者の心理。創造とに何か。

14 科学　と　創　造
　◎　ニュートン。パスツール。ダーウィン。ア

Cンシュタイン。ボアンカレー。
戸　田　盛　和

]　沢　　　洋
（学習院大学教授）

科学と分析的方法。非自然的自然。科学の方法

に対する反省。感覚。自己認識。生命。全体論。
15 個　乏　　全　体 物理学と他の諸科学と文化。 同　　　上
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＝　基　　礎 化 学　　＝・

〔主任講師伊能敬（武蔵大学教授）〕

全体のねらい

　前半では化学という学問の対象である物質（その性質と変化〉を究めるために必要な基礎知識を平
易に述べる。
　後半では応用面として化学がわれわれの日常生活や現代社会とどのようにかかわっているか。いく
つかの角度から興味ある話題を取り上げる。初学者にも理解しやすいように、しかも可能な限り新し
い情報を含め解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 ・担当講師
i所属・氏名）

1

化学とは　（1）

@～身のまわり
@　　の化学～

　台所、自動車など、われわれの周辺にある親し
ﾝやすいものが、いかに化学とかかわっているか、
ﾀ物と対応させながら化学に澄げるミクロな見方、
lえ方にはいりこんで行く。

綿　抜邦彦
i東京大学教授）

o演
i伊能、綿抜、務台）

2

化学とは　②～自然界に見ら

@れる化学変化～

　自然界において、化学変化がどのような形で酔

｢出せるか。化学変化イコール実験室、白衣、ビ

[カー、試薬瓶といったイメージを、ここで改め

ﾄ見直す◎

綿　抜駆　彦
o演
i伊能、綿抜〉

3

物質の構造～物質は何から

@できているか～

　固体物質の構造から発展させて、エネルギーと

ｨ質の不連続の問題、さらに原子の構造へとつな

｢で行く。 同　　　上

4
原子の構造
@～陽子㊤中性子と
@電子のふるまい～

　原子を構成している電子、陽子、中性子の本性

�ｲべ、さらに水素原子の構造、同位体、原子の

d子構造などを明らかにする。電子の穀構造、価

d子の数などの知識は、次章化学結合の理解に生

ｩされる。

伊能　　　敬：
i武蔵大学教授）

o演　伊能
@　小谷正博
i学習院大教授）

5
化学結合
@～価電子の
@　はたらき～

　いろいろな化合物の結合、特に結合のエネルギーや結合距離など、そこに認められる規則性など

�T観したあと、結合はなぜできるかを考える。

ｱこでは共有結合に重点を味いて話を進める。こ
ﾌ理解が他の結合様式すべてを理解する上で必要
ｾからである。

小　谷　正博
i学習院大学教授）
o演（伊能、小谷）

6

物質の三態～物質の状態

@変化はどのよう
@にして起こるか～

　気体の性質からはいって、液体、固体の特徴を

ｾらかにし、それらの状態の相互変換について調

ﾗる。

綿　二二　彦
o演（伊能、綿抜）

7

溶　液　（1）

@～水の
@　はたらき～

　とくにすぐれた溶媒である水の性質から説き始

ﾟて、溶けるという現象、溶液の性質、純物質の

t体との違いなどを学ぶ。
伊能　　敬
o演（伊能、務台〉
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章に続いて溶解と沈殿、蒸留、再結晶などに
溶　液　（2） 伴う諸現象を検討する。 伊能　　　敬

8 ～溶液から 出演（伊能、未定）

の分離～

物質の三態、正常な溶液から見れば、いろいろ
コロイド状態 な意味ではんぱな状態にあるのがコロイドである

9 ～中途はんぱ ところが、われわれを取り囲む自然界、衣食住を 同　　　上
な粒子～ 支える多くの物質が，実はそのコロイドの状態に

ある◎

水素と酸素を一回割合に混合しただけでは反応
化学反応　（1） しないが、点火すると一瞬にして爆発して反応が 田　丸　謎　二

1⑪ ～反応のはやさ 終る。鉄でもさびやすいもの、さびにくいものが （東京理科大学教授）

とつり合い～ ある。いろいろな反応が、さまざまの反応速度を 出演（伊能、田丸）

示す。その仕組みを調べてみよう。

水素と塩素との光化学反応は、ひとつの連鎖反
化学反応　② 応とは何かを調べ、これに関連した反応として触

11 ～連鎖反応と 媒反応を説明する。 同　　　上
触媒反応～

酸と塩基、酸化・還元などの化学反応を、陽子、
化学反応　（3） 電子などのとの合いと平衡の立場から考える。

12 ～陽子や電子：な 同　　　上
どのやりとり～

基礎化学の後半に鉛いて活躍する有機化学関連
有機化学　（1） の諸分野の話を理解するためにも、知って澄かな 務　台　　　潔

13 ㌣アルコールを ければならない有機化学の基礎のうちこの章では （東京大学助教授）

中心として～ アルコーソレを中心に学ぶ。 出演（伊能、両三）

前章に引き続き、カルボン酸とその誘導体を中
有機化学　（2／ 心に学ぶ。

14 ～ヵルボン酸を 同　　　上
中心として～

放射能とは何か。から始まって、核反応の表し

核化学 方、人工核転換、核融合、原子力利用、放射性同 綿　抜邦　彦
15 ～放射能とはど 位体など、核反応という他の化学分野と違う特異 出演（伊能、綿抜）

んなものか～ な領域について学ぶ。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

生命の化学　（1）～生命は分子

@　機械である～

　生命は分子を部品とする機械である。細胞の主

v部品としての核酸、タンパク質は、また何から

ﾅきているのか。酵素の役割は何か。

大　島　泰郎
i東京工業大学教授）

@出演（伊能　敬、

ｱ台潔、大島泰郎）

17
生命の化学　②～生命の歴史～

　生命の起源から説き起こし、先カンプリア代に

氓ｯる生命の歴史、酸素の歴史、分子進化という

ｶ物進化研究の新しい手段に至るまで、生命の歴

jを追求する。

大　島　泰　郎

o演（伊能、大島〉

18

食物と化学　（1）～食物のエネ

@　　ルギー価～

　生物が生命を保ち、生活現象を続けて行くため

ﾉは、外界から物質を取り込み、生体に役立つよ

､に変化させるいわゆる栄養現象が不可欠である

ﾜ大栄養素とは何かを述べ、またエネルギー源食

iのエネルギー値について考察する。

福場　博保
iお茶の水女子

@　　大学教授）
o演（伊能、福場）

19

食物と化学　②～食物の色と

@　　味と香り～

　私たちの食生活は、エネルギー源食品をカロリー計算の勘定合わせだげで与えられて満足するも

ﾌではない。多くの食品の配合の妙を生かして、
謔閧ｨいしく食べるのが私たち人類の特色ある食
ｶ活である。日常の食卓における色・味・香りを
ｻ学の面から解説する。

同　　　上

20

生物の
@コントロール（1）～天然物化学と

@生物活性物質～

　天然物化学は、人類が昔から利用してきた「生
ｨのつくる物質」を調べることから始まり、有機
ｻ合物の合成へと進む。日本に澄ける天然物研究
ﾒの足跡をたどる。生物活性物質の研究の現状と、
A物の生活に関一与するホルモンに触れる。

森　　　謙　治
i東京大学教授〉

o演（伊能、務台、森）

21

生物の
@コントロール②～生物活性物質

@　研究の進歩～

　天然有機化合物の構造決定法の進歩は、分析の

�ﾊ化と切り離せない。生物活性物質研究の進歩

ﾉついて昆虫の生活に関与するホルモン、昆虫相

ﾝの通信を制御するフェロモン、鏡像異性の問題、

ｶのオーキシンaなどの例によって解説する。

森　　　謙　治

o演（伊能、森〉

22

化学と産業　（1）～転換期にある

@　　化学工業～

　化学は化学工業を成立させたと同時に、材料を

}介として他の産業分野にも貢献してきた。いま

]換期にある化学工業を中心に、その歴史と現状

�T観し、化学技術開発に置ける指導原理の展開

�Tる。

平澤　　　冷
i東京大学助教授）

o演（伊能、平澤）

23

化学と産業　②～高分子を例

@　　　として～

　素材や材料としての物質の開発には、その組成

ｪ子構造のみならず、ミクロ、マクロな物質の構

｢、集合状態まで考慮する必要がある。合成高分

qを例にしてニーズに適合する素材設計を考える。

平澤　　　冷
o演（伊能、務台、

ｽ澤、戸嶋直樹）
@（東京大学助教授）　　●
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　∫

Q4

化学と産業　（3）～どんなつぐり

@　方があるか～

　材料の開発はまたその合成法の開発でもある。

ﾝ計された「物質の構成」を実現するためにどう

Aプローチするか。その指導原理を探る。 平澤、　　冷
o演（伊能、平澤）

25

化学と産業　（4）～極限を

@　　追求する～

　物質の極限状態、または極限条件下に澄ける物

ｿの性質を追求する過程で、画期的な新素材が生

ﾝ出されている。新素材開発の動向と、それが産

ﾆに与える衝撃を予測し、化学工業の将来を展望

ｷる。

平　澤　　　冷

o演（伊能、平澤、

@　　務台）

露6

エネルギー資源（1）～人類が利用し

@たエネルギー～

　人類は火を利用することを知って、他の動物と

ﾙなる生活をするようになった。人類がこれまで

?pしてきたエネルギー資源を化学の立場から論
qする。

綿　抜　邦　彦
o演（伊能、綿抜）

27

エネルギー資源②～将来の

@　エネルギー～

　前章の化石エネルギーに替わるべき今後のエネ

泣Mーは何かを求め、原子力、、地熱エネルギーに

ﾂいて解説する。 同　　　上

28

化学と環境　（1）～地球環境はど

@のように：変遷

@してきたのか～

　太陽系の特異な一惑星としての美しい地球の環

ｫの特色とくに水の果たす役割、大気の変遷、海

?g成変動の歴史について述べる。 同　　　上

29

化学と環境　②～人類の活動と

@　　地球環境～

　人類が膨大な資源を消費し、膨大なエネルギー

�g用するようになって、大自然の流れ、地球環

ｫに影響が澄よぶようになってきた。主として大

C汚染を中心に、この問題を考えてみよう。

同　　　上

30

再び化学とは～分ける・つくる

@　　　・考える～

　基礎化学の締めくくりとして、再び化学とは何

ｩを問いかけ、化学に道ける方法論を説明すると

､に、今後の化学は専門家のみのものではなく、

Lぐ皆のものであることを説く。

伊　能　　　敬
o演（伊能、綿弓、

@　務台）
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＝　基 礎 生 物 学

〔主任講懸欝籍鍵細
全体のねらい
　生物学の分野では日々新たな発見が行われ、新しい概念が提出されている・また医学、農学・工学

など応用分野との関係も深まって削り、人類の将来に大きな影響を与えつつある。本講では・生物学

の基本となる一般的事実や概念をできるだけ分り易く述べ、生命の探求がきわめて魅力に富んだもの

であることを伝えたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の特徴である「生きている」とはどういう 平本幸男（東工大教

ことか。生物と無生物の違いはどこにあるか。本 授〉、毛利秀雄（東大

1 生物とは何か 講座のいとぐちとして、さまざまな生物が示す生 教授）、山田晃弘（東

命現象をフィノレムなどで追いながら、この問題を 大教授〉、石川統（東

担当者全員によって考えていぐ。 大助教授〉

生物の基本単位は細胞であり、多細胞生物では

形態的・機能的に分化した細胞群が組織・器官を
φ

2 生物のつく　り 形成し、それらの統合によって個体が作られてい 平　本四　男
る。形態的、機能的な面から生物体のつくりにつ

いて解説する。

細胞の基本的な構造、物理・化学的性質および

3
生命の単位とし
@　　　　ての細胞

細胞の機能について解説する。また細胞分裂のし

ｭみや、増殖と分化についても述べる。 同　　　上

細胞膜や核をはじめ、ミトコンドリア・葉緑体

・小胞体・リボソーム・ゴルジー装置・中心体な

4 細胞小器官 ど、さまざまな細胞小器官の構造と機能について 同　　　上

概説する。

生体構成物質のタンパク質、核酸、脂質、炭水

5
生体を構築する
@　　　　　　分子

化物はどのような性質のものか。また、細膜小器

ｯなどを構成する生体膜はどのような特徴をもち、

ｶ物のはたらきにどのように役立っているかを解

山　田　晃　弘

説する。

生体内のはたらきの基礎となる物質交代はどの

ようなものか。物質交代を司どる酵素のはたらき

6 物質交代と酵素 澄よびエネルギー運搬体のATPに注目する。細胞 同　　　上

内に散在する物質交代（反応系〉の調節のしくみ

も知る。

光エネルギーは緑色植物の行う光合成により生

物に捕捉される。光合成のしくみを実験を含めて

7 光　　合　　成 解説。トウモロコシやサトウキビ、さらに多肉植 同　　　上

物の行うC4一型の光合成についても学ぶ。光合成

に伴う光呼吸にも目を向ける。
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発酵の反応系の解明を歴史的に考察する。それ

は生化学の発達史でもあるからである。筋肉運動
8 発酵　と　解糖 の際に行われる解糖反応と発酵との共通性とその 山　田　晃　弘

役割を学ぶ。実験を組みあわせて理解を高める。

生物になぜ呼吸が必要か◎呼吸を行うための体

のつくりと血液のはたらきを学ぶ。呼吸の内容を
9 呼　　吸 物質交代の面から明らかにし、他の物質交代との 同　　　上

関連にも注目する。

太陽エネルギーに依存して生きる地球上の生物

1⑪
太陽エネルギー
@　　　　　と生物

を、エネルギーの流れと物質（炭素、窒素、リン

ﾌ化合物〉循環の面から考察し、その流れを分担 同　　　上

する重要な反応糸とそれを担う生物について、野

外観察のフィルムと共に学ぶQ

多細胞動物の多くは、神経系によって個体内の

情報伝達を行っている。神経系の基本単位である
11 神　　経 ニューロンの構造と興奮（活動電位発生）、興奮 平本幸　男

の伝導と伝達、神経情報の統合と処理などについ

て述べる。

動物は受容器によって外界の変化および体内の

状態を感知してその情報を神経系に伝える◎さま

12 受　　容　　器 ざまな型の受容器の感覚受容機構について解説す 同　　　上
る。

筋肉の：構造とその収縮機構について、脊椎動物

の骨格筋を中心として解説する。また平滑筋の構

13 運　　動 造と機能や神経による筋収縮の制御についても述 同　　　上

べる。筋収縮による個体のさまざまな運動様式に

ついても解説する。

筋収縮以外の生体運勤、すなわち原形質流動、
アメーバ運動、繊毛・鞭毛の連動のしくみについ

14 運動、発電．発光 ても解説する。これらの運動による生物体全体と
ｵての運動や、個体内に診ける物質輸送などにつ

同　　　上

いても述べる。また生物発光や発電の機構につい
ても解説する。

神経系とともに生体機能の調節に与っている内

分泌系について述べる。脊椎動物や無脊椎動物の

15 ホ　　ル　　モ　　　ン 内分泌器官から分泌されるホルモンの種類と働き 毛利　秀　雄
を実例を示しながら概説し、さらにホルモンの作

用機構についてもふれる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物には外界や内部環境の変化に対して、その

形態や生理的状態をできるだけ一定に保とうとす

16 ホメオスタシス る性質がある。これをホメオスタシス（恒常性の維 毛　利　秀　雄

持）と呼ぶ。血糖値・体温・浸透圧の調節などに

おける神経系と内分泌系の関与について学ぶ。

外来性の病原菌や体内に生じた異常細胞などの

異物を排除し、生体の恒常性を維持するしくみと

17 免　　　疫 しての免疫現象について説明する。血液型や臓器 同　　　上

移植の問題などについても述べる。

染色体、遣伝子、DNAの関係を説明し、親から

子へ形質の遺伝するメカニズムを減数分裂の機構

18 染色体と遺伝 とともに解説する。染色体地図～染色体外遺伝子、 石川　　　統
染色体突然変異についてもふれる。

優劣の法則、分離の法則、独立の法則について

述べるとともに、複対立遺伝子、伴性遺伝、従性

19 遺伝の法則 遺伝に関してもふれる。とくに、遺伝現象におけ 同　　　上

る対立形質の意味を正しく理解することに重点を

置く。

遺伝子の本体がDNAである事実はどのようにし

て明かになったかを述べ、DNAの化学的構造につ

20 遺　　伝　　　子 いて解説する。遺伝子であるDNAと遺伝子でない 同　　　上

DNAについても述べ、　DNA複製の機構｛bよび遺

伝子突然変異に簡単に言及する。

DNA上の遺伝情報をRNAへ転写するのに必要
な構造、プロモーター、RNAポリメラーゼなどにつ

21 遺伝情報の発現1 いて説明するとともに、転写を調節する機構とそ 同　　　上

の因子に関して述べる。mRNAの加工と成熟澄よ
びその構造上の特徴についても解説する。

tRNA、リボソームの構造について解説し、遺伝

コードがどのようなメカニズムでタンパク質に翻

22 遺伝情報の発現皿 説されるかを、開始、伸長、終止の3段階に分け 同　　　上

て説明する。翻訳後にタンパク質分子が受ける加

工と運搬のしくみにも簡単にふれる。

プラスミドベクター、制限酵素などについて述
べ、組換DNAをつくる基本操作を解説する。遺伝

23 遺伝子操作
子操作には大きぐ分けて2っの目的があるととを

ﾐ介し、ウィルス、可動遺伝因子などをベクター
同　　上

とした高等生物の遺伝子操作にもふれ、その未来
像を探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 性　　と　生　殖

　子孫を残すための生殖は、生物のもつ特質の一一
ﾂであり、従ってきわめて重要な現象である。動・植物にみられる生殖方法、両性生殖に澄ける性の決定機構、生活環などについて具体的な例をあ

ｰながら解説する。

毛　利　秀　雄i

25 受　　　精

　配偶子の形成から卵と精子の相互作用、さらに

ｼ核の融合に至る一連の受精現象を、実験：をまじ

ｦながら説明し、その意義について考察する。細
ﾛの受精や単細胞生物の接合についても言及し、

ﾜた体外受精や着床の問題にもふれる。

同　　　上

26 初　期　発　生

　受精した卵は発生を開始する。卵割（細胞分裂）

E胚澄よびのう胚形成、外・中・内評胚葉の分化

ﾉ至るいろいろな動物の初期発生過程を、フィル
?ﾅ追い：ながら解説する。個体発生と系統発生の

ﾖ係についても述べる。

同　　　上

27 、分化と形態形成1

　動物の発生のしくみに関する前成説と後成説、モザイク卵と調整卵、誘導と極性などの概念を解

烽ｵた後、細胞・組織の分化と形態形成について

ﾌ最近の知見を、分子生物学や細胞生物学の成果

�ｨりまぜながら紹介する。

同　　　上

28 分化と形態形成皿

　植物の体のつくりをみると、一つとして同じつ

ｭりのものはない。しかし、巨木でも盆栽でもア

Jマツはアカマツである。植物の体はどのように

ｵて発達するのであろうか。実験（フィルム）を

ｬえながら考えてみる。

同　　　上

29 分化と形態形成皿

　植物の細胞澄よび動物の細胞核の全能性につい

ﾄ述べ、遺伝情報の時間澄よび空間に関する選択
I発現が分化の根幹を：なすことを解説する。また、

ｩ虫の発生と変態などを例として、形態形成を制
艪ｷる因子についても考察を加える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

石　川　　　統

30 生命科学の展望

　この講義のしめくくりとして、生物学とその周
ﾓの分野が今後解明していかなければならない問
閧ﾉついて話し合う。主な問題としては、発生の
ｵくみ、脳の機能、遺伝子操作と細胞工学澄よび
ｻの応用としての品種改良、体外受精などがとり
繧ｰられる。

平　本幸　男
S　利　秀　雄

R　田　晃　三
ﾎ　川　　　統
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＝基礎宇宙地球科学＝

〔主任講師：熱海講劉

全体のねらい
　基本科目としての「地球と宇宙」を既に履修していることを前提として基礎科目としての「基礎宇

宙地球科学」を学ぶ。自然科学としての宇宙地球科学の内容は膨大：なものがあり、その学問的発展も

近年著るしいものがある。その中で、基礎となる事項を選んで履修する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 宇宙と地球の概観

　宇宙と地球についての理解は、近年急速に深

ﾜっている◎そのよう：な学問的成果をふまえて．

F宙と地球についての概観を述べる◎この科目

S般にわたっての学；習のガイダンスなども行な

､。

奈　須紀　幸
i放送大学教授）

ｬ　尾　信　弥
s放送大学教授）

2 宇宙科学の発展互

　「地球と宇宙」に唱いて、古代から現代にい

ｽる人間の宇宙観の変遷を学んだが、ここでは、

F宙探：求の歴史の古典的な部分を、他の科学や

Z術の発展と関連させつつ学ぶ。

小　尾　信　弥

3 宇宙科学の発展H

　量子物理学と相対性理論という新しい物理学

ﾌ出現により、宇宙の科学は急速に進展した。

ｳらに1950年代からの電波天文学や大気圏
O観測は、宇宙の理解を根底から変えている。

ｱれら今世紀にむける発展を学ぶ。

同　上

4 天体の　観測

　天体観測の基本は、天体の位置、明るさ、光

ﾌ性質（色やスペクトルなど）や、それらの時

ﾔ的な変化を測定することである。光による観

ｪを中心に、これらが具体的にどのようなもの

ﾅあるかを学ぶ。

同　上

5 太陽系一惑星の運動

　太陽や月、惑星など太陽系の天体は、恒星と

痰ﾖ天球上で相互の位置が時間とともに変わる。

ｱこでは、万有引力の法則にもとずいて、惑星の運

ｮについてのケプラーの法則が説明できることや、

Pプラーの法則の応用：などについて学ぶ。

同　上

6
． 太陽系の構成

　太陽を中心にして、地球をはじめ無数の天体が

Wまっている。この太陽系にはどん：な特徴がみら

黷驍ﾌか、について学ぶ。最近の直接探査はわ

黷墲黷ﾌ太陽系像を大きく変えたが、その成果

ﾉもとずいて太陽系の天体についても学ぶ。

同　上

7 太陽系の天体

　太陽は地球上に住むわれわれにとって欠かせ
ﾈい天体であるばかりで：なく、表面の模様や活

ｮを直接観測できる唯一つの恒星でもある。太

zとはどのよう：な天体であるかを概観し、表面
竭蜍C、そこに見られる活動：などについて学ぶ

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 太　　　　　　陽

　星座の星すなわち恒星は、いずれも太陽と同
lに自から輝いている。ここでは、その距離の
ｪ定、それをもとに知られる本当の明るさ（光
x）など、恒星の基本的：な性質について、太陽

ﾆ比較しながら学ぶ。

小　尾　信　弥

9 恒　　　星　　　亙

　恒星はさまざまな色をして見える。これは、

ｻの表面温度の違いによる。これらを熱放射に

烽ﾆづいて学ぶ◎さらに、その光を祥しく調べ

驍ﾆ、表面の化学組成などについても知ること

ｪできるが．それの原理ま結果壕どを学ぶ◎

同　上

10 恒　　　星　　　璽

　恒星の表面の色（温度）はいろいろであ如、

ﾜた光度もさまざまである。質量もいろいろで

?驕Bこれらの性質の間には特定：な関連が見ら

黷驕揩gR図はその代表的なものであり．それ
ﾉついて学ぶ◎

同　上

11 恒星　の　進　化

　恒星は太陽と同様に、一般には水素の熱融合
ｽ応をエネルギー源としている◎この反応の進
sについて、恒星が色や光度などの特徴を変え
ﾂつ進化することについて学ぶ◎超新星の爆発
Fなど、進化の最終段階に見られる現象について
煌wぶ。

同　上

12 銀河系の天体

　われわれの周のには、即事のほかにさまざま

ﾈ天体が見られる。ガス星雲や暗黒星雲のよう

ﾉ古くから知られていた天体もあれば、パルサー

窿uラックホールのように最近発見された天体も

ｭく：ない．これらの諸天体について学ぶ。

同　上

13 銀河系の：構造

　多数：の恒星とガス星雲などは、巨大な円盤状

ﾌ集団をつくっている◎これがわれわれの銀河

nであるが、ここでは銀河系の構造や運動につ

｢て学ぶ◎また㍉銀河系の天体の種類について
煌wぶ◎

同　上

1壌 銀河の　世　界

　銀河系の外には隔大望遠鏡の視界のとどく限り．

竓ｾ系と対等な別の銀河が無数に見られる◎と

黷轤ﾌ銀河について．その形態や分布、運動な

ﾇについて学ぶ◎電波銀河やクエーサーなど、

竕ﾍの世界に見られる特異な天体にもふれる。

同　上

15 宇宙め構造と進化

無数の銀河が観測されている宇宙全体がどの

謔､なものであるかを、研究の歴史にふれなが

轣A最近の成果にもとずいて学ぶ。さらに、ピ

bクバンで誕生して以来の宇宙の進化について、

ｻの道筋を学ぶ◎

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16
地球科学の発展一20世紀中葉まで一

　「地球と宇宙」の中で既に「地球観の歴史」

�wんでいるが、その内容を更に詳細にわたっ

ﾄ学ぶとともに、その中では触れなかった地球

ﾈ学の学問的発展の内容についても学ぶ。20
｢紀中葉までをとり上げる。

奈　須紀　幸

17
地球科学の発展一盆0世紀中剃降一

　20世紀中葉以降の地球科学研究の進展はと

ｭに著るしいものがある◎そのような進展の経

ﾟを追って、人々の地球についての理解が深化

ｵていった過程を学ぶ◎

同　上

18 地　　　　　　層

　岩石が火成岩・堆積岩・変成岩に3大別でき

驍ｱとは「地球と宇宙」の中の「岩石と鉱物」

ﾌ章で既に学んだ◎これらの岩石が、地層を構

ｬしている状態について学ぶ。とくに堆積岩が

n層を構成する主体であることを学ぶ。

同　上

19 地　　質　　調　査

　地質図や地質柱状図の作製は、目標とする地

謔ﾌ地質を理解するうえで必須の資料である。

ｱのような地質：図や地質柱状図をいかにして作

ｻするのか、その過程と：なる地質調査の実施の

?阨福ﾉついて学ぶ。

同　上

20 地質時代の区分

　「地球と宇宙」の中の「地球の歴史」の章で、

n質時代の区分については既に学んだ。その点、

ｳらに一歩を進めて、化石等にもとつく地質時

繧ﾌ区分と、岩石の絶対年代にもとつくその精

xの向上の経過について学ぶ。

同　上

21 プレートの変動

　「地球と宇宙」の中の「プレートテクトニク
X」の章で、プレートの動態については既に学
�ｾ。ここでは、そめ内容をさらに詳細にわた
ﾁて学ぶこととする。プレートの概念の登場に
謔ﾁて地球科学は目覚ましい進展を遂げつつあ
驍ｱとに理解する。

同　上

22 地球と生物の進化

　「地球と宇宙」の中の「地球の歴史」の章で、

n球の進化と生物の進化については、その概ぼ

､を学んだ。ここでは、その基本的な学習の上

ﾉ積み重ねて、さらに詳細にそれらの内容を学

ﾔ。

同　上

23
日本列島の地質と

n史

　日本列島は、太平洋プレートがユーラシア大
､プレートの下へ潜没するところに位置する。
ｱの日本列島の地質を学び、その成立あ地史を

wぶ。日本列島の一部はプレーートの移動につれ

ﾄ他所から移動してきたものとの最近の学説も
ﾐ介する。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

われわれの日常生活に欠くことのできない物
質には、食糧の他にも様々なものがある。例えば石

24 地　　下　資　源 油や金属の類である。これらの物質の多くが地 奈　須紀幸
下資源として採取される。このように生活と深

くかかわる資源の分布状態について学ぶ。

地表は風化・浸食などの作用によって絶えず

変化する。その態様としての地形の変化を学ぶ。

25 地表の　変化 また、風化の過程、流体による堆積物の運搬・ 同　上
堆積の過程についても学ぶ。陸上の地表の変化

に加えて海底の地形の変化にも触れる。

「地球と宇宙」の中の「大気と海洋」の章で

海洋の特性について既に学んだ。ここではさら

26 海水の性質と運動 に詳しく、海水のもつ性質について学び、ま：た、 同　上
海水の大循環に重点を語いて海水の運動のあ勤

方を学ぶ。エルニーニョ現象にも触れる。

上記のように海洋の特性の中で海の波の性質

についても学んだ。ここでは、それに加えて、

27 海　　　の　　　波 より詳細に波の性：質を学ぶ。とくに沿岸齢よび 同　上
海岸にむける波の性質と種類、堆積物の運動と

のかかわり合いなどについて学ぶ。

「地球と宇宙」の中の「大気と海洋」の中で

大気について学ん蔦ここではその基本の上に立つ

28 大気の　：運動 て、さらに詳しく大気の運動のあり方について 同　．上

学ぶ◎大気の大循環のあり方に重点を鋤いて学

ぶが、加えて地球の熱収支にも触れる。

上記のように大気についてはその中で天気の

ことも学んだ◎ここではその基本の上に立って

29 天気と気候の変化 天気の変化、気候の変化について学ぶ。加えて 同　上
気候の変化と大陸氷河の消長の関係にも触れ、

これが海水準変動にも影響することを学ぶ。

われわれ人類はまさに宇宙の中に存在し地球
上で生活を営んでいる。そのことは自然環境と

30 宇宙・地球と人類 人類との深いかかわの合いをも生む◎こうした
箔_に：ついて学ぶ。また将来、人類は宇宙コロ

奈　須紀　幸

ｬ　尾　信　弥
ニー �嚼ﾝする可能性もある。そのよう：な点に
ついての見通しについても学ぶ。
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＝確率論・統計学＝＝

〔主任講師
のうち確率論

林知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　不確実な現象を記述し、将来を予測するための手段としての確率論の入門である。個々の事象の確

率を数値的に計算するのが目的ではなく、現象のモデル化を通して、いろいろな場面に適用できる数：

学的理論を構成することを目標とする。統計学の講義にスムーズにつながるような内容としたい。ま

た、数学的な厳密性は追求しない。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

同じ条件下で繰り返して観測されるような偶然

1 偶然現象の記述
現象が議論の対象である。不確実でとらえどころ

ﾌない現象も、適当なモデルを作ることによって
清　水　良一

記述することができる。 （統計数理研究所教授1

偶然を記述するためには、まずどういう現象が
起こりうるのか、あるいはどういう現象を考察の

2 確率　モデ　ル 対象とするのかを明らかにして澄く必要がある。 　　’ｯ　　　上
「事象」という概念を導入し、さいころなげのよ

うな簡単な場合について確率モデルの構成法を述べ

偶然現象を記述するのに、つぼのモデルは簡単

で理解しやすく、しかも応用が広い◎最も単純な
3 つぼのモデル 復元抽出と非復元抽出を説明し、これに対応する 同　　　上

確率分布として2項分布と超幾何分布を導入する。

確率Pで起こることが期待される事象を考える
多数回（n回）の観察を通してこの事象の起こる回

4 ベルヌウイの定理
数（n1回〉の比率n1／nの行動を考察する。　nを大

同　　　上
きくするとn1／nはpの近いところで変動するよ
うになる（ベルヌウイの定理）ことを示し、さら
にその精密化を行う。

ある事象の起こる確率は情況に応じて変わるべ
きものである。偶然現象を観察して得られる情報

5 条件つき確率 は偶然についてより確実な知識をもたらす。この
ﾍと次の章：では情報の利用に関する一つの定式化

同　　　上

を、「条件つき確率」という概念を導入すること
によって行う。

前章からの直接の続きである。このあとさらに
確率論で最も基本的な概念の一つである「独立性」

6 事象　の独立
を導入する。ある事象が起こったことを知ったこ
ﾆによって、他のある事象の確率が変わら：ないと

同　　　上

き、これら二つの事象は互いに独立であるという
のである。

「事象の独立」をさらに発展させて「試行の独

立」という概念を導く。相互に影響を及ぼし合わ

7 独　立　試　行 ないような試行を、互いに独立であるという。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

特定の偶然現象を観察した結果で決まる数量を

確率変数という。これは一定の分布法則に従って
8 確　率　変　数 変動する偶然量である。分布法則について幾つか 清　水　良　一

の簡単な例をあげる。

確率変数の行動は分布法則によって完全に規定

される。期待値は、これを部分的に特徴づけるも
9 期　　待　　　値 のである。「平均値」、「分散」など基本的な量を導 同　　　上

即する。データから計算される「標本平均」が分

布の平均値に収束するという大数の弱法則を述べる

2項分布は最も簡単な分布法則の一つであるが

10
ポアソン分布と
@　　　　その周辺

パラメーータの値によっては別の分布で近似するほうが

ｩ然であり、計算も容易である。ポアソン分布に 同　　　上

よる近似がその一つ。この章では、ポアソン分布と

負の2項分布について述べる。

二つまたはそれ以上の確率変数を同時に考える

11
多変量の確率
@　　　　変数・1

ことによ2て多変量（多次元）の変数が定義され
驕Bこの章では主として2次元の変数について、
ｻの行動を記述する確率分布と期待値、とくに、

同　　　上

変数の間の関係を表す相関などの概念を導入する。

2次元の分布に関連して、条件つき分布を導入

12
多変量の確率
@　　　　変数・H

し、それを正規分布についてやや詳しく述べる。

ﾜた、独立な確率変数の和の分布（たたみ込み） 同　　　上
の計算法を与える。

母関数や特性関数を導入することによって、期

待値の計算やたたみ込みを求めることは容易にな

13 母関数とその応用 る。さらに極限定理の証明に利用できるなど、こ 同　　　上

れらの関数が強力な解析的手段を与えてくれるこ

とを幾つかの例によって示す。

確率分布としての正規分布は最小2回忌ととも
にガウスによって発見され、彼の誤差論の中で重

14 正　規　分　　布 要な役割を果たした。中心極限定理との関連もあ
ﾁてその重要性は今日でも変わっていない。この

同　　　上

分布の意味、確率モデルとしての用途の広さ、そ
の限界などについて述べる。

講義の中であまり述べることのできなかった独

15
独立でない変数
@　　　　　の系例

立でない試行列の問題を取り上げ、マルコフ性に

Dついて簡単に触れる。最後に、このあとに続く統

v学に言及し、偶然を扱うこの二つの学問の相互

同　　　上

の関係と役割を述べて終わる。
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＝確率論・統計学＝
のうち統計学

全体のねらい

　確率論を踏え、統計学の基礎概念及び基本的諸理論を説明し、統計学の基本を習得させることを第

一の眼目とする。これとあわせて、統計学の発展を示すいくつかの例をあげる。ここで統計学の役に

立つ応用例を知ることができる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

確率論と統計学の関連性について述べ、統計学

において確率論がいかに活用されるかについて考

16 確率論と統計学 察する。また、統計学とは何かについて説明し、 林　　　知已夫

今後の講義のバックボーンを与える◎ （放送大学教授）

統計学は集団を取り扱うことに始まる。この集

団とは何か、について説明する。母集団の考え、

17 統計学の基礎概念 集団の要素を表す標識、算術平均や分散のもつ意 同　　　上

味、チェビシェフの不等式に基づく推論の仕方に

ついて説明を加える。

度数分布の実例を幾つか示し、モード、メディ

アン、レインジ、平均、分散、標準偏差、対称度、 石　田　正　次

18 統計的分布 今度など基礎統計量について説明する。
（統計数理研究所教授）

鳥

最小2乗法の初歩的な説明をし、これを用いて

回帰直線を求める。さらに多項式の当てはめ、相

19 相関係数と相関比 関係数についての話をする。 同　　　上

調査や実験における測定誤差の性質とその統計

的処理法について述べる。

20 測　定　誤　差 系統誤差と偶然誤差の問題 同　　　上

統計的推定と検定の基本的な考え方を簡単な実

例によって説明する。

21 統計的推定と検定 統計学での信頼性の問題 同　　　上

世論調査や品質検査などで使われる標本調査の

やり方と、どうずれば調査精度を上げることがで

22 標本調査法 きるかということについて説明する。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・社会の実証的研究に利用される社会調査の企画

23
調査の計画と統
v的考え方　（1）

を例にとり、調査の計画にあたって利用される標

{抽出の方法の基礎となる単純ランダムサンプリ

塔Oの方法について概要を述べる。

　鈴　四達　三

i統計数理研究所教授

調査の計画のうち、調査対象者の選び方につい

24
調査の計画と統
v的考え方　（ω

ては幾つかの手法がある。各種の補助的情報を利

pすることにより、効率のよい標本抽出計画を実

sすることができる。実際に行われている大規模
同　　　上

な全国調査の標本抽出計画にもふれる。

調査から得られる情報（データ）は、情報収集

の手法の選択、標本抽出の計画調査データの整理

25 調査データの見方 の仕方等、調査に利用した手法に関連している。 同　　　上

ここでは標本調査によるサンプリング誤差につい

て、具体的な実例を中心に述べる。

不規則に変動する現象を統計的に解析するため

の基礎概念として、定常時系列の自己相関関数：な 赤　池　弘　次
26 工学への応用 らびにスペクトル密度関数について説明する。そ

ﾌ応用として統計的システムの制御の問題を取り
（統計数理研究所教授

上げ、工学憎憎用例について概説する。

広く入間的・社会的事象の解明に携わるソフト

27
ソフトサイエンス

@　　　への応用

サイエンスでは、入の意識や態度など、内容が多

`的で変動しがちのデータから、有効な情報をど

､取り出すかの工夫が常に優先する◎この領域の

　水　野　欽　司

i統計数理三三所教授

統計的考え方や分析法の特徴を解説する。

からだの種々の計測データについて似たものを
ライフサイエンス グループ化し、これらグループに同じ医学的意味 駒　澤　　　勉

28
　　　　　への応用一計量診断

を見いだし、病名、病状の度合い、予後の見通し

ﾈどの判断を行う計量診断に用いられる多次元的
（統計数理研究所教授

統計解析について講義する。

野生動物の数を知ることは、自然生態系の中に
ライフサイエンス 虫ける野生動物のバランスを考えるうえで貴重な

29 への応用 基本事項である。統計学の最も難しい問題の一つ 林　　　知工夫
一自然保護iの統計 であるが、確率論・コンピュータ・標本調査理論

を活用して、生息数を推定する方法を述べる。

質的なものを量的に表すことは、現象を統計的

に取り扱澄うとするとき、不可欠のことである◎
30 質を測る統計的方法 この数量化の問題に対して、統計学の立場からど 同　　　上

う考えてよいかを説明する。根本概念を明らかに

するとともに、その具体化について述べる。
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　　　　　　　　　　　　　＝自然系実験＝＝

　　　　　　　　　　　　　一一科学的な考え方と進め方一

　　　　　　　　　　〔主任講師：宮代彰一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　多くの自然科学（ひろく理工学ととらえる）に粗ける実験というものをとりあげ　これらを横断し
て眺め、そこに共通した考え方や手法を抜き出してきて勉強してみたい。各テーマ（章）に澄いて、そ

れぞれの趣旨に沿って、できるだけ色々な科学の分野からの実験や実例を引用、提示する。な澄本科
目の面接授業ではいくつかの実験を学生が自ら行えるようにする。
◇は放送番組に：澄ける主な実験や見学　⑨＝ゲスト

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

⑲科学に叩ける実験：の意義

1序　　　　　　論 ⑳実証科学の澄こり；物理、化学、生物学の歴 宮代彰　一
1

‘

史に八ける例

（科学と実験） ⑪実験：（科学）の限界；再現性 （放送大学教授）

⑤実験の分野；基礎科学と応用科学

・問題の発見、把握がまず最初
。その手法；大局を見渡す、ブレインストーミ 宮　代　彰　一

2 企　画　・計　画
　ング、KJ法。研究に駆ける計画性

⑥宮　尾　　　亘
③計画の手法；フローチャートやPERT法。計画をすすめる上での二、三の問題 （蘇簗蟹譜）

◇KJ法の実習状況の見学

・科学は情報の拡大再生産

・情報のありか、その形

3 情　報　・文　献
◎文献の種類、その膨大な量

E研究の各段階と調査のあり方 宮　代彰　一

。検索の方法、機械検索

◇国会図書館、JICSTの見学

・現象をうけとめる人間の感覚
・学習実験と研究実験：

実験の　心得 ・機器の理解 宮　代彰　一
4 ・実験ノート 遠　山　紘　司

（実験の準備） ・装置の作製、工作、材料
條ｴ覚に関する実験（横：浜国大ほか）

（放送大学助教授）

◇機械工作などの見学（東大海洋研）

・危険は実験：と背中合わせ

5
実　験の　心得

i安　全　性）

・危険の分類、素因と誘因
揄ｻ学、生物、物理的宏危険
E安全のための基本的注意とマナー
E応急処置、防災指針

宮　代彰一
n　部　徳子

i放送大学助教授）

◇化学実験室（東大理）の見学ほか

。整理は事物の把握の基本

6 整理　と　分類

・データの整理、周期律表、グラフ表示

E試料の整理；各種標本などの例
E考え方の整理
E分類；分類学、自然分類、人為分類

宮　代彰　一

ｼ：山　紘　司

◇神奈川県立博物館

・単位と標準は定量化の基盤

・物理量と単位、次元 宮　代　彰　一

7 単　位　・標　準

・のぞましい単位系；国際単位系（SI）。物理定数・7つの基本単位ど標準・慣用の単位とSI

大　井　みさほ
i通産省エ技院計量研究所）

◇標準とその研究の実際（計量研）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・自然をよぐ観ることと測ること
・観察の例、野外観察

8 観察　と　測定
・道具による観察力の強化；顕微鏡・直接測定と間接測定。測定結果のグラフ化、実験式 宮　代　彰　一

u　山　紘　司

◇自然教育園ほか

⑫測定には不確かさが伴う
⑧絶対誤差と相対誤差⑪測定精度のバランス

宮　代彰　一一

9 誤　差　と　精　度 ㊥系統誤差と偶然誤差 冨　永　靖徳
⑪データの処理、最小自乗法⑫妥当な測定；真の値とは？

摩の三子構）

◇学生実験：、測定の状況（お茶の水女子大）

⑭測定対象自体のあいまいさについて
㊥放射線測定に澄けるばらつき 宮　代彰一

10 測定とゆらぎ
⑫情報と雑音；熱雑音厚目に：みえる量子的なゆらぎ

冨　永　靖徳

㊧ゆらぎの中にも法則性をみる ⑧松　本　　　元

◇いくつかのゆらぎの実験
档с潟Cカの神経のゆらぎ（電総研）

（通産省工技院電子技術総合研究所）

・実験：にかかせない電気・電子的手法
⑭電気的な量と測定⑳偏位法と零位法

宮　代　彰　一

11 電　気　　計　測 齢指示計器・測定点のとり方 田　中　清　臣
⑫受動素子と能動素子囎変化する量の測定；オシロスコープ 土気響大診
◇基本的な電気測定の実際

⑲実測と数値計算的方法
・πの実測と計算；モンテカルロ法ほか

12 数　値計算と
Vミュレーション

ポ電算：機による計算上の理念駒シミュレーション・モデル化1計算実験

同　上

◇数値計算の実演
◇風向分布のアニメーション（気象研）
㊧電算機の実験研究への利用，そしてとくに，観測・制御への応用

13 電子計算機の応用
㊧実験システムに築ける電算機㊥量子化と標本化

同　上
㊨インターフェース；センサなど
◇音声解析の実験（電通大）
◇数種¢）センサの演示など

趣研究や実験：は報告で仕上がる

＄学習（学生）実験でのレポート

14 報　　　　　　告
歯報告書（論文）の組立て方◎よい報告のあり方；内容上で注意すべきこと、

宮　代納　一
表現上での心得ごと

⑳各種の技術報告、特許という形の報告

・今まで勉強したことと実際の研究 宮　代彰　一一

15 し　め　く　く　り
・創造活動；その技法、その成否

梹ﾀ際の研究の典型的な例としてポジトロンCT

@の研究を見学（放医研）

⑥田　中　栄　一
i科学技術庁放射線医学総合研究所）
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全体のねらい
　副題に：LM㎎English　Speechとあるように、話されている英語のありのままの姿を学習の対象

とする。教材としては主として標準的な英語のテレビドラマを使い、ことばが使われている場面や身

体的動きなどの非言語情報と関連させながら聴解力の養成を目指す。話す練習は聴解力養成の一環と

して行うことになる。

　　　　　　＝　英　　　語　1　＝
An　Introduction　to　Living　English　Speech

　　　　　　　一一ドラマの英語一

〔主任講師：謙灘嚢欝劉

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
＜入門講座1＞

R　ース紹　介

　生きた話しことばとしての英語の例としてイ
塔^ビュ脚．ニュース、演説を取り上げて学習
pに作られた英語との差を示す◎そのあと本講
ﾀで使う作品を一覧し、授業の一部を紹介する。
ﾅ後に．毎回設ける「音声コーナー」の第1回
ﾅ母音図の見方を解説する。

鈴　木　　　博

i東京大学教授）

2
＜入門講座2＞
she　C⑪mPuter

@第　1　回

　生きた話しことばに本格的に取り組む前の準

�ﾆして英国放送協会（BBC）が英語学習用
ﾉ制作したフィルムを2本使うが、今回はその
P本の前半を利用する。
@「発音コーナー」では母音図上での個々の英
皷ｹの位置を確認する。　　　　　　　一

同　　　上

3
＜入門講座3＞
she　ComPuter

@　第　2　回

　前回のフィルムの後半を使って学習したあと、

O半後半を通して視聴する。

@「発音コーナー」では二重母音について解説

ｷる。

同　　　上

4
＜入門講座4＞
@In　the　Park
@　第　1　回

　準備段階としてBBCが制作した英語学習用
tィルムをもう一本使って音声英語に慣れる練

Kを行う。今回はその前半を使う。

@「発音コーナーでは英語の子音のうち、破裂

ｹ、破擦音、摩擦音を取り上げる。

同　　　上

5
＜入門講座5＞
@In七he　Park
@　第　2　回

　前回のフィルムの後半を使って学習したあと、

O半後半を通して視聴する。

@「発音コーナー」では英語の子音のうち、鼻

ｹ、〔£〕、〔r〕、〔w〕、〔」〕を取り上

ｰる・

同　　　上

6

The　Neck：1ace

諱@1　回

　生きた話しことばに本格的に取り組む最初の
ｳ材はモーパッサンの短編小説「首飾り」を現
繧ﾌアメリカに場面を澄きかえてドラマ化した
tィルムである。今回は5分40秒分。
@「発音コーナー」では前置詞、代名詞、助動
戟A接続詞等の「弱形」を取り上げる。

同　　　上

7

The　Necklace

諱@2　回

　前回のフィルムの続きを使う。全体で20分の

?iのうち今回は3分35秒分。
@「発音コーコー」は「弱形」の続きで、音が

ﾈ略される場合を取り上げる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
The　Necklace

諱@3　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は6分30

b分。

@「発音コ溜ナー」では「音の連結」を取り上

ｰる。

鈴　木　　　博

9
The　Necklace

諱@4　回

　「首飾り」の最終回で、約1分の最後の結末
狽�gっての学習のあと、この作品を通して視
ｮする。最後の重要なせりふはこの通しの視聴
ﾅ初めて聴くことになる。
@「発音コーナー」では破裂音が連続した場合
ﾉ起きる。　「不完全破裂」を取り上げる。

同　　　上

10
APoi：nt　of

ceParture
諱@1　回

　米国で制作放映されたテレビドラマシリーズ

eamilyの中のエピソードを6回に分けて学習
ｷる。中流階級の家庭の長男が抱く自立の悩み
ﾆそれに寄せる家族の思いやりがテーマである。
｡回は約6分分。
@「発音コーナー」では「同化」を解説する。

同　　　上

11
APoi：nt　of

ceParture
諱@a　回

　前回のフィルムの続きを使う。全体で約36分

ﾌうち今回は7分30秒分。
@「発音コーナー」ではフィルムに頻出する
№盾飼^（going　to）とwa聰a（want　to）を取り

繧ｰる。

同　　　上

12
APoint　of
ceParture
諱@3　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は約6分
R0秒分◎

@「発音コーナー」では「強勢（ストレス）」
�謔闖繧ｰる。

同　　　上

13
APoint　of
ceParture
諱@4　回

前回のフィルムの続き．を使う。今回は約4分

R0秒分◎

@「発音コーナー」では「リズム」を取り上げ

驕B

同　　　上

14
APoinもof
ceParture
諱@5　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は約5分
P0秒分。

@「発音コーナー」ではイントネーションの4
ﾂの基本型を取り上げる。

同　　　上

15
APoint　of
ceParture

諱@6　回

　前回のフィルムの続きを使う。今回は約5分
R0秒分。

@「発音コーナー」では前回の、基本型に入らな

｢イントネーションの型と意味について解説す

驕B

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

16
APoint　of
ceParture
諱@7　回

　「出発点」の最終回で、約36分の作品を前半

ﾆ後半に分けてそれぞれ解説したあと視聴する。

鈴木　　　博

17

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　Future”

@　一1・一

☆効果的に学習を＝進めるための留意事項

揀AメリカのTVドラマ：FAM　I：LYのシリーズ
@の一つを七つの蔀分に分けて使うが、その最

@初のLawrene　e一家の朝食の場面
凾oHONETICS　Corner：日本語と英語の音
@声の流れの違い、発音練習

國　吉　丈　夫
i千葉大学教授）

18

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　Future”

@　一2一

☆前回の復習と英語表現テスト

掾FLawrence一家の夕食の後、夫婦が話し合っ
@ている。妻のKateは夫のDo㎎・に就職；したい
@という決意を打ち明ける。

凾oHONETICS　Corner：英語の強勢アクセ
@ントとその発音練習

同　　　上

19

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　：Future”

@　一3一

☆前回の復習と英語表現テスト
揩jateは前の晩に夫のDo㎎にすすめられたよ
@うに知人のSandy　Prat七の音楽事務所に行っ
@て就職の相談をする。Sandyは又大学生に：な
@って勉強したらどうかという。
凾oHONETICS　Corner：文表現の強勢と発
@音練習

同　　　上

20

‘‘

`n　Eye　to　the

@　　　Future”

@　一4一

☆前回の復習と英語表現テスト
摯vのDougは最初驚くがKateの大学行きに賛
@成する。電話で連絡を受けたKateは次の日
@auditionを受けに大学に出かける。そこで自
@分の力のなさを思い知らされ断念する。
凾oHONETICS　Corner：英語文表現の強調
@と強勢

同　　　上

21

‘‘

`n　Eye　to　the
@　　　Future”

@　一5一

☆前回の復習と英語表現テスト
搨f念したKateが働く音楽事務所にDr　Styles
@がやって来る。前日のaudi　tionの先生である。
@非礼をわびていろいろい．うKateに先生は諭
@すように話しかけるのであった。
凾oHONETICS　Corner：英語くリズムと発
@音練：習

同　　　上

22

‘6

`：nEye　to　the

@　　　Future”

@　一6一

☆前回の復習と英語表現テスト
揄ｹ楽事務所の単調な仕事に飽き足らなく：なつ
@て辞めたKa七eは夫に会って打ち明ける。そ
@して、「大学も、職もやめてしまうとはどう
@したのだ」と強く励まされるのであった。
凾o且ONETICS　Corner：英語のイントネー
@ション

同　　　上

23

　An　Eye　to　the

@　　　：Future”

@　一一7一

☆前回の復習と英語表現テスト
揶ﾓを決して：Kateは大学のDr．　S七ylesのとこ
@ろに行きauditionを受け入学を許可される。
@Kateは希望に胸をふくらませて猛然とピア
@ノの練習に励むのであった。
凾oHONETICS　Corner：イントネーション
@の型

同　　　上

一121一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属ト・氏名）

24

‘‘

`nEye　to　the
@　　　Future”
@　一一8一一

☆七回に分けて扱ってきたこのTVドラマを出
@来るだけ通して見る。ことばを意識しないで
@英語の世界に浸ることを目標とする。ことば
@が使われている場面、文化的背景。
凾oH：ONETICS　Corner：英語のイントネー
@ションとその発音練習

國　吉　丈　夫

25

‘‘

she　I　nge簸ious

@　　Reρ⑪rteゼ’

@　一一1一

☆前回までの総復習とディクテーション・テスト
揩sVドラマ“The　I㎎enious　Reporもer”を五
@つの部分に分けて扱うがその最初の場面であ
@る◎青年記者Harry　Langleyが身元不明の死 同　　　上

26

纒The　I：n菖eni⑪us

@　　ReP⑪rteゼ’

@　一2一

☆前回の復習とディクテーションrテスト
摧ﾆ入を装って逮捕され、計画通り監獄に入っ
@たHar　ryは検察官の取り調べを受けている◎
@検察官の話す事件の顛末をHarryは最初は半　番茶化し気味に聞くのであっ．た。☆PHONETICS　Co鶏¢r：英語表現の音量の

@変化

同　　　上

27

‘‘

s｝1e　Inge職i⑪us

@　　RePorter”

@　一3一一

☆前回の復習とディクテージョン・テスト』

搦Eされた恋人のHenr　i　e馳eだと聞かされ、
@Har　ryにとって予想もしなかった事態となる。
@公判にどう対処するか弁護士のDupresと話　し合うが意見が全ぐ合わない◎☆PHONETICS　Corner　l英語表現の音質の

@変化

同　　　上．

28

四丁ぬe　I強9en量OUS

@　　ReP⑪rter”

@　一4一

☆前回の復習とディクテーション・テスト
搶d要な証拠のないこの件には打ち勝つ自身が
@あるという弁護入のDupr　eSには耳を貸さず、　Harryは法廷の場で事実をそのまま述べるの

@であった。
凾oHONETICS　C。rner　l音声分析と総合的
@効果

同　　　上

29

扁The　I　ngenious

@　　ReP⑪rteゼ’

@　　一5一

☆前回の復習とディクテーション・テスト

揩garryに急き立てられるようにして編集長を
@証人に立てるが、検事：L就argeの巧みな尋問

同　　　上、

3⑪

編丁蝕eI照覧en童。鞭s

@　　ReP⑪rter鯉

@　一一6一

☆前回の復習とディクテーション・テスト
搆ﾜ回に分けて扱ってきたこのTVドラマを通
@してみる。出来るだけことばを意識し：ないで
@英語の世界に浸ることが目標である。
剄u師とゲス・トとの話し合いを聞く。
凾oHONETICS　Comer　lいろいろ：な英語

同　　　上
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＝　英　語　H A　　＝＝

〔主任講師：山内久明（東京大学助教授）〕

全体のねらい

　英語皿Aでは、大学の一般教養課程にむける英語講読に相当する程度の英文を読むことになってい
る。さまざまの文体に慣れるために、（1）事実についての論述、（皿）文学作品の想像的散文、（囲論述的要

素と想像的要素とを兼ね備えた散文を選んで読む。英語の修練：と同時に、新知識を得たり、想像的世

界を垣間見るのがねらい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
A（所属・氏名）

英国の社会・教育制度の中で、　「放送大学」

1

LThe　Bri七ish
zしife　and　Ins七i七u

狽奄盾氏FW…滋1ter　Perry，

ppen　Univars　i　tγ（1）・

がいかにして生成発展して来たかを探る。①成

l教育の必要性、②教育放送の発達、③教育に

ﾞける機会均等主義の三つの要因のうち、まず

ｬ入教育の実態が　られる。

山　内　久　明

i東京大学助教授）

①の話題を続けて、英国にむげる成人教育の
The　B　ritish：Life

ための機関が、正規の教育機関に比して不充分

2
and　Insti七ution3『wa一

であったこと、また従来の教育機関がこの目的 同　上
lter　Perly，　Qpen
tniversity（2L　　　、

のために有効でないことを論ずる。

②英国にむける従来からあった教育放送番組

3

The　Birtish：Li‡e

≠獅п@Institu七ion：V吃一
が、放送大学発足ρ機運にいかに関わったかを

_ずる。 同　上
1ter　Perly，0脚
Universi七y（3N

③エリート主義に対する機会均等主義の理念
The　Bri七ish：Life が、　「放送大学」の発足にいかに結びついたか

4
a翻　1］nstitution：V▽a一

を論ずる。 同　上
1ter　Perry，　Or£n

University（4＞

経済学者Maynard　K　eynesらとともにThe
H！rhc　Wbfk　of Bloomsbury　G　roup②一員であったELMI：F　or一

5
Imεginati㎝：EM：・

FForster，“The

sterの初期の短編“The　Story　of　a　Panic”

�ﾇむ、イタリアに滞在中の慣習的な英国人観
同　上

Sto】【y　of　a　Panic”（1． 光客の一行に混じって、躾や慣習から逸脱した

ｭ年居ustaceが登場する。

散策に出かけた山中で、突如得体の知れない
The　Wb温（of　Imagi一 「恐怖」（Panic）に襲われてわれ先にと山を駆

6
na七iαn：E続M。Forster“The　Stoly　of　a

け下りる、慣習に凝り固まって鼻持ち左らない、’

p国人観光客の俗悪さと、不合理な恐怖心から

同　上

Panic”（2）． 遁走する愚かしさとの皮肉な対照性。

山を駆け下わる途中、Eustaceがいないのに気

TheWαk　of　Imagi一 付いた大人たちは、元の場所へと引き返す。大

7
nation＝EM．1もrsterゴ“T｝BSto・yofa

人たちの恐怖と不安をよそに、ひとわ山中で平

Rとして、山羊の足跡の上を転げ廻る翫stace
同上

Panic”（3）． の姿には、大人たちの理解を絶する何かがある。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

TheWb］ピk　of

hmagina七ion：EζM．

eorster，‘‘The
rtory　of　a　Panic”（4）

　帰る予々、喜々として山中を跳びはね自然界
ﾆ・一体化したかに見えるEUS七aceの姿は、大人

ｽちには不可解である。さらに、ホテルのイタ
潟A人使用人に馴れ馴れしく振舞治うとする
dustaceは、階級意識にとられた大人たちの
@を買う。

山　内　久　明

9

TheWo】ピk　of

hmagi：nat　ion：E　J＞1。

FForster，“The
r七〇取of　a　Panie’て5）

　その日の真夜中、ひとり闇の中でホテルの庭

�o回するEustaceに再び狼狽する大人たちは、

ｺ内に監禁しようと、使用人Ge㎜aroを買収し
ﾄ、EUS七aceを連れ戻す。

同　上

10

The　Wblk　of
hmagi　nat　i　on：E．M．

eo士ster，‘‘The　Sto一

謔盾?@a　Panic”（6）。

　二階に閉じ込められた筈のBustaceとGenr・
≠窒盾ﾍ、窓から庭に飛び下りる◎Gennaroの死，

?ﾆには、庭の塀を跳び越えて逃げ旧びた

繧唐狽≠モ?ﾌ笑いが、下方の谷間からこだまして

ｿいて来るのだった。

同　上

11

皿。Civili猛atiGn：

j：ermeth　C　la盛（，‘‘The

vbrship　of　Na加re”

?窒叙QCivihsation
i1）。

　原著は、英国を代表する著名な美術史家によ
驍aBCの連続テレビ番組で、わが国でも放映
ｳれた◎十八世紀後半から十九世紀前半にかけ
ﾄ生じた自然に対する興味：の覚醒を、文学と美

pに即して論じた一章◎第一回は十八世紀詩人
ﾌ場合◎

同　上

12

Civi　lization含］Kbrme－

狽?@Cla鍛（，‘‘The　Wbr

唐?奄吹@of　Natu碧e　fr㎝

bivilisation（2）。

　自然崇拝の諸相をJea：rぬcques　Rousseau，

ioham　Wolfga㎎von　Goeth窃S㎜el　Taylor
boleridgeに即して辿る。 同　上

13

Civi　l　izbtion霊Kbnne－

狽?@Clalk，‘‘The「概）r

唐?奄吹@of　Nature窄forrn．

bivilisation（3）。

　英国の湖水地方に生まれ、生涯の大半をその

nで過ごし：たWilliamWord£㎜rthの場合を、

纒¥的な詩の一部を手がかりにして論ずる◎ 同　上

14、

Civi　l　izatio駐＝Kbme轡

狽?@Cla〕d（，‘‘TheV吸）r一・

唐?奄吹@of　Nature”fo

bivi　lisation（4）。

　Wordsorthの自然詩の素朴な写実性は同時代
ﾌ風’景画家John　Constableに通ずる反面、

vord騨orthの詩のもうひとつの側面である自然
ﾉ宿る崇高性の発見は、もうひとりの画家J。M。
v。Tume　rに通ずる。自然崇拝をめぐっての詩
ﾆ絵画との並行が辿られる。

同　上

15

Civi　l　ization＝Kerme－

狽?@Clafk，‘‘Tlhe　Wbr－

唐?奄吹@of］Nature，，fro

bivilisation（5）。

　19世紀後半のフランス画家の場合一Const－
≠b撃?ﾌ写実性の伝統は例えばCourbetにみら
黷驍ﾌに対し、Turnerの主観的幻想性は、
uan　GoghやMonetのよう：な印象派の絵画に通
ｸる。

同　上
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＝　英 語　　豆　一　　B　　1

：比嘉正範（放送大学教授）

全体のねらい

　この科目の目的は（1）構造の複雑な英文を読めるようになることと、（2）日本の政治、社会、文化などに

ついて英語で読み、英語で語れるようになることである。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科　目　紹　　介

　構造が複雑なため解釈の難しい英文の読み方や
蛻ﾓの取り方などと、この科目に澄ける予習．復
K、練習の方法などを説明する◎また、この科目
ﾅ取り上げる日本に関する題目を紹介する。

比　喜正範
ｭ放送大学教授）

micho1＆s　A、　Teele

s放送教育開発セン
ター助教授）

江戸時代の武士階級の政治・社会思想を儒教と

The　Ideology の関係を論じている。

2 of　the　Saniu一 同　　上

rai

日本の官僚制の特徴を述べ、政治家と官僚との

Modern　Burea一一
関係を論じている。

3 同　　上

ucracy

明治憲法と戦後の新憲法の特徴を紹介している

4 Japan’sTwo 同　　上
Constifitions

明治維新後における日本政府の成立澄よび議会

Government
政治と政党政治の発達と問題点を説明している。

5 同　　上
and　Polifics

19世紀末に始まった日本の産業革命がどのよ
うにして明治政府によって推進されたかを説明し

6
1：ndustria1 日本の産業化が成功した要因を論じている。 同　　上
Revolution

日本の自動車化の歴史と自動車社会の問題など
を紹介している。

The　Motoriza一
7

tion　of　Japan
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ， 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 The：Home

　戦前と戦後の日本入の家庭を比較し、日本入の
ｶ活様式がいかに変化し、生活が物質的にいかに
Lかに：なっているかを述べている。

　比　嘉　正　範

micholas　A。　Teele

9 ］しeisure

　日本人にとって余暇とは何か、趣味とは何かを
_じている。

同　　一上

1⑪ Educating
煤Fhe：N駄tion

　日本の寺小屋教育の発達、特徴．問題点などを
燒ｾしている。

同　　上

u
亙mitators　⑪r

hn鷺◎vat◎rs　？

　日本くは模倣能力に優れ、創造力に欠けている

ﾆ一般にいわれているが、入類の文化を発達させ
驍ﾌに模倣が重要な役割を果してきたことを論じ
ﾄいる。

同　　上

12
The：Fami　ly

rystem

　明治時代に法制化された日本の家族制度を説明
ｵ、これが戦後どのように変化したか、今後どう
ﾏ化し得るかを論じている。

同　　上

13 Police　and
brime

　交番に代表される日本の警察は、外国の警察に

艪ﾗて犯罪の阻止と犯入の検挙に良い成績をあげ
ﾄいるが、これの要因が何であるかをi探っている。 同　　上

14 Sex：

性に対する日本人の考え方や態度を歴史的に説
ｾし、これが戦後どのように変化しているかを述
ﾗている。 同　　上

15
An合geing
rociety

　日本も高齢者の数が増え、欧米並みに社会が高
詹ｻしてきているので、高齢化した日本入社会に
氓ｯる人口問題、出生率と育児の問題、老人の福
モﾌ問題などを検討している。

同　　上
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＝　英 語　豆　一　B　2　＝＝

：比嘉正範（放送大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nicholas　A．　Teele

　　　　　　　　　　　　　　　　　（放送教育開発センター助教授）

全体のねらい
　この科目の基本的な目的は、受講者が学術的な内容の英文を読めるようになることである。そのため

の入門的な教材として、学問分野の紹介文を使うことにした。このような英文に慣れることによって論

文調の文章を読む能力を養っていきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師，（所属・氏名）

論文調の英文を読む能力を養うために．この科 比　嘉　正　範

目の教材をどのように扱ったらよいか、またこの （放送大学教授）

1 科　目　紹　　介 科目でどのような予習、復習、練習をしたらよい Nicholas　A。　Teele
か：などを説明する◎ （放送教育開発セン

ター助教授〉

哲学の分野を紹介。

2 Philosophy 同　上

人類学ゐ分野を紹介。

3 Anthropology 同　　上

考古学の分野を紹介。

4 Archaeology 同　　上

社会学の分野を紹介。

5 Sociology 同　　上

心理学の分野を紹介。

6 Psychology 同　　上

学習心理学の分野を紹介。

7 ：Learning 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物理学の分野を紹介。

比嘉正範
8 Physics

Nicholas　A．　Teele

天文学の分野を紹介。

9 Astronomy 同　　上

家庭経営学の紹介。

10 Home　Econ◎mic 同　　上

保健の分野を紹介。

11 ・Health
同’

耀

環境科学の分野を紹介。

12 Eco10gy 同　　上

企業の分野を紹介◎

13 Business 同　　上

産業の分野を紹介。

14 1賊U 同　　上

統計学の分野を紹介。

15 Stahstics 同　　上
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＝ドイツ語1（その1）＝

｛主騰師㌦謡講鶏教授）〕

全体のねらい

　このレベルでは、語学能力の基盤となる文法知識と、その活用方法の習得を目指す。また単に、語

形変化を理解するだけではなく、思想的・文化的背景を把握するために、　「ドイツの文化」に対する

批判的アプローチを試みる。テレビというメディアの特性を考慮に入れて、発音やイントネーション

等、発話レベルの事項も注意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

学習にあたって
ｭ一　　　　　音
?@　称　　変　化

l称代　名　詞

学習に関する注意事項

hイツ語とは、どのような言語か。

ｻ代ドイツ語の位置づけ。

ｭ音、動詞の現在人称変化◎

l称代名詞の種類。

辻　　　　　理
i放送大学教授）

@中　山　　　純
i明治学院大学助教授）

i他ゲスト2－3名）

2
名詞の性格／変化
^冠詞

名詞の性別、格変化

ｮ詞の格支配
･詞の種類、格変化

辻　　　　　藩

?@山　　　純
i他ゲスト2名）

3 名詞の複数形／
s規則動詞

名詞の複数形のタイプ

s規則動詞の人称変化

同　上

4
動詞の再帰的表現
l称代名詞の格変化

再帰動詞、再帰代名詞等について

l称代名詞の格変化
中　山　　　純

i他ゲスト2名）

5 前　　　置　　　詞

前置詞の種類、格支配

ｮ詞や名詞と前置詞，

中　山　　　純

6 形容詞の用法

形容詞の付加語的用法と述語的用法

i変化、比較変化

同　上

7 代　　　名　　　詞

所有代名詞、指示代名詞、疑問代名詞等につい

ﾄ
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数の概念、数詞

8
数　　　　　　　詞

宦@　　　　　詞

副詞の種類と用法
中　山　　　純

i他ゲスト2名）

接続詞の種類

9
接　　　続　　　詞

z　　　　　　　語

動詞の副文に澄ける位置について

中　山　　　純

関係代名詞の格変化、呼応

関係文に於ける動詞の位置
1⑪ 関係代名　詞 同　上

分離動詞の用法等について

11 動詞の前つづり
ｪ離動詞

同　上

話法の助動詞の種類：、用法

12 話法の助動詞 同　上

動詞の三要形について

単一・複合時称

13 動詞の三三形 同　上

態について

受動態の時称と人称変化

14 能動態／受動態 同　上

話法について

話　　　　　　法 動詞の命令形について 辻　　　　　理

15 命　　　令　　　法 接続法1・丑の時称と人称変化 中　山　　　純

接　　　続　　　法 （他ゲスト2名）
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　　＝ドイツ語1（その2）＝

〔主備：鶴山矯藻黙劇

全体のねらい

　このレベルでは、ドイツ語1（その1）で習得した文法知識をさらに深め、確実に身につけさせる。

また（その1）では主として語レベルの問題が中心であったが、ここでは文レベルでの問題を考察す

る。また「ドイツの文化」を批判的にみる目を養うために、文学作品だけでは：なく、様々な種類のテ

キストを読んでいく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ人学生の学生生活を見ながら、若い世

1 大学／学生生活
黷ﾌ短縮β略語

代の生活様式や意識を考察する。

黷ﾌ短縮の方法について謄

ｪ語について

辻　　　　　理

?@山　　　純
i他ゲスト2名）

生活様式から、さらに一歩踏み込んで「住文

住　　　　　　宅 化」や都市のあり方、また政策面での裏付け等

2 直　接　　説　話 について考える。 同　上

間　　接　　説　話 直接説話、間i接説話について

家族、あるいは家庭を取りまく諸問題につい
て考える。

3 家　　　　　　族 同　上

・ドイツだけではなく、ヨーロッパ文化を理解

する上で、不可欠：な要素である宗教問題につい

4 宗　　　　教　（1） て考える。 同　上

西ドイツの政治制度や法秩序について考察す

5
政　　治　　／　寒
｢　語　法　　（1）

る。また東西ドイツ問題に関しても一考を試み

ｽい。

≒ｬ語の作り方、派生語、接合下等の造語法に

同　上

ついて

宗教、特に「キリスト教文化」と、その影響

宗　　　　教　（2） について、文化的側面、社会的側面等から考え

6 社会／社会保障 てみる。 同　上

造　語　法　　（2） 接頭辞、i接尾辞等について

西ドイツの経済事情、また他のヨーロッパ諸

国との関係、日本との関係について考えてみた

7 経　　　　　　済
い。 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

職業と教育のかかわり方、職の歴史、ドイツ

8 仕・事／職　説
ｶ　　の　構　成

人の職業観、若い入の就職状況等について考え

ﾄみる。

ｱこから各課にわたって、文の構成について論

辻　　　　　理
?@山　　　純（他ゲスト2名）

じる。

ドイツの言わゆる‘‘Urlaub”の歴三三背景

や、現在のドイツ人の休暇の過ごし三等につい

9 休　　　　　　暇 て考察する。また、ドイツ人と外国文化のかか 同　上
わり方についても見てみたい。

西ドイツ社会の中の外国文化、ドイツ人の異

文化の受容等について論じる。

10 異文化／日本 同　上

ドイツ人の様々な生活習慣を通して、もう一

度、社会全体を見な澄している。また歳時を通

11 習慣／歳　時 して、宗教と日常生活との関係を、再度考察す 同　上
る。

ドイツ入の食生活を通して、「食文化」につ

12
食　　　生　　　活

ｵ　　用　語　法

いて考察する◎

ｬ句、ことわざ、慣用語法について 同　上

西ドイツの中。高校での外国語教育や大学で

の外国語教育の在り方を見て、ドイツ人の言語

13 ドイツの外国語教育 観について考えてみたい。． 同　上

現代のドイツ人作家の作品等を見ながら現代

西ドイツの文化活動の状況を見てみる。

14 文学／文化活動 同　上

初級1（その1）、（その2）を通じて習得
した文法知識の総まとめをして、合わせて、次

15 ま　　　と　　　め のステップへの接続を試みる。 同　上
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＝ドイツ語H－A＝
〔主任講師：辻 理（放送大学：教授）〕

全体のねらい

　ドイツ語1につづく講義である。若いドイツ人夫婦クラオスとガービの日本体験を枠とし左がら、

現代のすぐれた作家・思想家のさまざま：な文体に触れていく。文章の構造を分析的・理知的に：解明し

ていくことと、言葉をきっかけとして想像力を駆使することが、実は同じ根拠に立つものであること

を体得していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
　　手　　紙一町に見る人々一

　両親にあてたガービの手紙。日本に無事到着

ｵたことを知らせて、その目に映った日本人の

p、女性、男性、子供たちを描写していく。カ

泣`ァ・ショックの始まり？

辻　　　　　理
i放送大学教授）

jゲシュ
@　テイヒ夫人

日本の先生とクラオス、ガービの若夫婦Q

「何でも好きなように教えてほしい」という日

2
　　対　　四一日本の先生一一

本の先生。一定の目標やカリキュラムがあるは
ｸだと思って怒るクラオス、なだめるガービ。　　　　　　　　　　　　　　　　　o

同　上

テキストだのドイツ語だのと言っても、実に

千差万別。その内容はまた必ず形式にあらわれ

旦
　　対　　話一一何を教えたら一

る。日本人のロマンチヅクなドイツ像に困惑し

ｶがら、テキスト選びをする若夫婦。

同　上

．クラオスとガービは、自分たちの変化の足跡

を書きとめるために日記をつけようとする。カ

4
日記について

iエリアス・カネッティ）
ネッティの日記についての一文が想起される。

?ｭまで言葉による意識化を要求した文章。

同　上

カフカの小品「出発」の解読。言葉が分って

も、内容が分るとは限ら：ない。想像力を駆使し

5
r出発』 て、自分で文学を完結させることが必要。 同　上

（カ　フ　カ　）

哲学者ニーチェが正当防衛を論拠にする軍事

6
本当の平和への道

iフリードリヒ・ニーチェ）

力保有を攻撃。

@クラオスとガビは日本語で夢を見た？ 同　上

西独のすぐれた科学評論家ディトフルト教授

生き残るため？ の論文の一節◎私たちの脳は、自然を客観的に

7
（ホイマール・フオ 認識するためで：なく、私たちが生き残るために 同　上
ン・ディトフルト） できているのであろうか？
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

Φ教授登場して、左ぜ独々辞典かの長広舌。

8
なぜ独々辞典か？
iヴァーリヒ他）

ゲルハルト・ヴァーリヒ著「現代独々辞典」の

?ｶの一節を読み、他の辞典からいくつかの項
ﾚを紹介。

辻　　　　　理ニゲシュ

@　ティヒ夫人

ある新聞のインターーヴ議記事から◎：たとえば

9
言語と社会1一糊塗と美化一

核廃棄物処理場をめぐる言葉の使用について◎

｢ったい言葉は、嘘をつく道具：なのだろうか◎ 同　上

ドイツ語にもアメリカ語は非常に多く流れこ

1⑪
言語と社会∬一アメリカニズムー んでいる。その原因を探如、一一見矛盾して見える

骼ﾐ会と言語の相互作用を解明しようとする。 同　上
公開討論の一部。

｝ どうもドイツ人の短い作品は．まじめくさっ

11
ユーモアとドイツ人

iブレヒ　ト）

てばかりいる、と嘆くガービ。そこでブレヒト

ﾉ登場していただき「形式の素材」の訓話を一 同　上
つ。

クラォスもガービも時に日本で体験するカル

カルチュア・ショック チュア・ショヅクに耐えられない。　「あひるの

12 （コンラート・ 博士」ローレンツが、「慣れたもの」への憧れ 同　上

・一レンツ） を解明。

現代スイスの作家ペーター・ピクセルの「ロ

13
　『ロマーン』
iペーター・ピクセル）

マーン（長編小説）」という超短篇小説。そこ

ﾉ見られる現代性についてクラオスとガービが

c論。

同　上，

ドイツ語圏での流行語の一つ、「批判的」と

14
『受け継いだもの』
iライナー・クンツェ）

いう言葉でも、実に千差万別に用いられ、意図

ｵ意味するところが正反対に：な診かね左い。今

ﾍ西ドイツに暮らすクンツェのわさびの利いた

同　上

小品。

クラオスとガービは、都市の姿こそ、ヨーロ

15
都市について

iベンヤミン）

ッパの歴史を如実に物語るものと考え．　情と

tァンタジーのあふれるベンヤミンのベルリン
`写を想起する。

同　上
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＝　ドイ　ツ語H B1＝：

〔主任講師　辻 理（放送大学教授）〕

全体のねらい

　「ドィジ語∬一A」で抽象的：な思考への糸口を把握し得たものと考え、「H－B1」ではテキスト

量をふやしていきたい。テキストをreflexivに扱い、解釈する態度が求められる。世紀の転換期に

ミュンヘンに活躍した作家たちの作品を取上げるが、1945年のTh．マンの発言までをも視野に
収めつつ、政治的状況が文学に複雑な影を落しているさまを言語表現の中に見ていぐ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7年間の日本滞在を終えて、ドイツに帰国し
たユゲシェティヒ夫入にあてた手紙。南のミュ

1 Brief　aus
iapa：n

ンヘンで暮らす北ドイツ人は．何を感じている

ｾろうか？
辻　　　　　理
i放送大学教授）

かつての芸術家居住区シュヴァービングは、
今はただ不動産屋が跳梁するところ。かつての

Brief　aus 面影は全然ないとのむごいご託宣。 同　　　上
2 　鴨l伽che：n

シュヴァービングの現在がそういうことであ
るなら、残された作品によって、私たちはこれ

3 Simp］　（1） を再生させなくてはならない。Ri㎎elnatzが
`く芸術家酒場ジンプル。

同　　　上

●

芸術家酒場ジンプルの続き。Ri㎎・elnatzは

ついにこのジンプルの座付歯入に昇格する。

4 Simp】　（2） 同　　　上

そのRi㎎elnatzのひりりと皮肉の利いた可
Gedichte　von 愛らしい詩と、ぐさりぐさりと入を刺すアナニ

5 Ringe】natz キストM尊hsamの詩。 同　　　上

und　M嚢hsam

，－

We　dek　i　ndは当時のシュヴァービングの大御

所。’芝居の自作自演もしばしば。そのWedeki一

6
Die　Schutzimp－
?浮獅〟@（1）

ndがめっぽう不道徳な不倫物語って聞かせる。 同　　　上

こんな予防i接種を女房にされたら、世の亭主

7
Die　Schutzimp－
?浮獅〟@（2）

たるもの生きた心地もしまいという、奇妙な話
ﾌ続き。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当，講師
i所属・氏名）

8 Der　Herr
eisch6tter　　（1）

　伯爵家の生まれでミュンヘンのボヘミアンになった女流作家、：Franziska　Grafinzu　Reven－

狽撃盾翌ﾌ作品。 辻　　　　　理

i放送大学教授）

9 Der　Herr
eischδtもer　　（2）

　この作品、やはり世紀末の特徴をそなえてい
驍ﾆ言えそう。女性と死と動かすことのできな
｢運命がその主題。 同　　　上

10
Der　Herr
eisch6tter　　（3）

　かわうそ氏のせいで恋入を失っ：た方もかわい

ｻうだし、罪もないのに決闘で殺されるかわう
ｻ氏もヵやや拳う側かわいそうな入がいて初めて物語ができ上がるのだろうか。

同　　　上

11 ］KriegSerk1琶rung 辻　　　　　理

蛛@貫　敦　子

12 R琶terepublik

　1919年、たったの一か月足らずのことであるが、ミュγヘンにはレーテ共和国の政府が誕生した◎その首班となったErnst　Tollerの

黷骼vい出◎すごい混乱。
同　　　上

13
：FIUcht　und

uerhaf　tung

　レーテ共和国の首班であったTollerは、今は厳しぐ追われる身。ようやくかぐまってもらった家でも、裏切り者の女に密告されてしまう。

同　　　上

14
Ohrfeigen　und
gau　sve　rkauf

　これはKarI　Valentinの二つの作品。いやでも笑っていただかないと、ミュンヘンから化

ｯて出そう。どこか氷りつくようなValentin
ﾌ笑い。

辻　　　理

15
Mi　t　Thornas

lann

Thomas　Mannはミュンヘンに住み、ミュンヘン
�､し、ミュンヘンで傑作を書きあげた人。そ

ﾌMannがいかにミュンヘンをまもり、またドイ
c文化をまもろうとしたか。

同　　　上
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・＝@ドイ　ツ三三 B2・＝

〔主任講師　岩崎英二郎（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　現在、ドイツの新聞や小説などでごくふつうに用いられている文章語が楽に読めるような実力をつ

けること。それを目標としてテキストの読解、「ドイツ語1」では扱われなかった文法事項の解説、

それと関連した独作文の練習を行う。単にドイツ語を受動的に理解するだけでなく、ドイツ語で自分

の考えを発表する力をつけることの重要さを強調したいと思う。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
Die　elektronische
fesellschaft（1）

　マイク直エレクトロニクスの未来社会に及ぼす

e響に関するローマクラブの報告書をテキストに

pいる。

@文法：　話法の副詞

ﾆ作文

　岩　崎　英二郎

i慶応義塾大学教授）

2
Die　elektro：nische

fesellschaft（2）

テキストは第1回の続き

ｶ法：語構成（1）

ﾆ作文 同　　　上

3
Die　elektronische
fesellschaft（3）

テキストは第2回の続き

ｶ法：語構成（2）

ﾆ作文 同　　　上

4
Die　elektronisdユe

fesellschaft（4）

テキストは第3回の続き

ｶ法：語構成（3）

ﾆ作文 同　　　上

5
Die　elektronische
fesellschaft（5）

テキストは第4回の続き

ｶ法：文の種類
ﾆ作文 同　　　上

6
Die　elektronische
fesellschaft（6）

テキストは第5回の続き

ｶ法：　文の構成成分

ﾆ作文 同　　　上

7
Die　elektronische
fesellschaft（7）

テキストは第6回の続き

ｶ法：　補足成分と添加成分（1＞

ﾆ作文 同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
Die　elektronische

fesellschaft（8）

テキストは第7回の続き

ｶ法：　補足成分と添加成分（2）

ﾆ作文 岩　崎英二郎

9
Die　elektronische

fesellschaft（9）

テキストは第8回の続き

ｶ法：　付加三

｢作文 同　　　上

10
Die　elekt：r◎nische

@Gesellschaft⑩

テキストは第9回の続き

ｶ法：配語法（1）

ﾆ作文 同　　　上

11
Die　elektronische

fesellschaft⑳

テキストは第ユ0回の続き

ｶ法二・配語法（2）

ﾆ作文 同　　　上

12
Die　elektronische

fesellschaft働

テキストは第11回の続き

ｶ法：三態詞
ﾆ作文 同　　　上

13
Begegnunge：n　mit
@：Fritz　W　　（1）

ペーター・ヴァイスの自伝的小説

u両親との別れ」からの一節をテキストに用いるb

ﾆ作文 同　　　上

14
B；egegnungen　mit

FFritz　W　　（2）

テキストは第13回の続き

ﾆ作文
同　　　上

15
Begegnungen　mit
eritz　W　　（3）

テキストは第14回の続き

ﾆ作文
同　　　上

一138一



　　　　　　　　　　＝フランス語1（その1）＝

　　　　　　　　　　　　　　一一生きた会話表現一

　　　　　　　〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕
全体のねらい

　視覚による状況の把握とフランス語の音との結びつきが、自然に行なわれるよう、アニメ、ロケー

ションなどによる素材を使い、発音練習、構文練習を併用して、聴き、話し、理解する能力を滴養す

る。よい発音習慣と少数の文法　　の運用能力をつけて、フランス語の入門とする、特に構文感覚の
養成を重視する。

回 テ　　一　　　マ

内
　
　
　
　
　
　
　
容
、 担当講師

i所属・氏名）

まず、発音の基礎を習得して、簡単な会話を

1 発音　と　会話
学ぶ。

@〔文法項目〕　名詞の性と冠詞 　福井芳　男
i放送教育開発センター

教授）

一er動詞の変化を学び、動詞の習得の第一
歩とする。

2 動詞　の　変　化 〔文法〕　一er動詞の現在形、不定用、疑 同　上
間。

〔文法〕　動詞6treの現在形、形容詞の女

3 動詞6tre　形容
品形、形容詞の位置、導入詞

同　上

．〔文法〕　動詞avoirの現在形　avoirを用

いた慣用句、数詞と日づけ

4 動詞avoirと数詞 同　上

1－4課までの復習

5
復　　　　　　三
ｶ　　法　　補　遺

発音・イントネーション解読

ｼ詞標識語（冠詞ほか）：などの文法事項補遺 同　上

〔文法〕　非人称構文一時間、天候、ie

6 非人称構文
ｮ詞faireとaller

fant　ti

同　上

〔文法〕　複合過去形一助動詞にはavo　i　rと

etreが使われること。過去分詞の形。

7 複合過　去形 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

〔文法〕　独自：な半過去というもの一三と用

8
半過去形とその用
@・代名動詞

法、代名動詞とその変化形。

福井。芳　男

〔文法〕　動詞allerの活用　aller＋不定

動詞allerと不定 形、構文の問題と代名詞　代名詞の位置

9 形◎構文と人称代 同　上

名詞

6－9課までの復習、動詞のさまざま：な活用

10
復　　　　　　習
ｮ詞の　活　用

形（アニメの本文に出てくる動詞にかぎる）と

ｻの動詞の使いかた。 同　上

〔文法〕　中性代名詞enとyの用法、動詞句

中性代名詞enとy （動詞＋不定形）の問題

11 動詞句（動詞＋不 同　上

定形）

〔文法〕　未来形とその使い方（近接未来と

12
単純未来形・命令
`と代名詞

の関係）、命令形にむける代名詞の位置

同　上

〔文法〕　比較・最上級のつくり方

13
形容詞副詞の比較
堰@文型の問題

動詞の種類による基本文型の問題

同　上

〔文法〕　複文導入への第一歩としての簡単

14
簡単な名詞節副詞
ﾟ複文の導入

な名詞節と副詞節を学ぶ。

同　上

総復習をして進歩の度合いを学生に自分では

復　　　　　　習 かってもらうとともに文法の補足として時制と

15 文の構造と時制の 文の構造について簡単に述べ、中級への僑渡し 同　上

問題 とする◎
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＝フランス語1（その2）・＝：

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　ラジオというメディアの特性を考え、音の直接把握と学生の反応の敏速化をねらう。同時に文法項

目をこまかに、体系立てて解説することにより、フランス語の理解を深め、聞き、読み、話すという

能力の基礎を与える。テレビ（フランス語1－1）と関連させ、発表能力と構文知識をより深めて
行く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

簡単な基礎会話によって発音の基礎を学ぶと

1 会話　と　発　音

ともに．綴り字との関係を学ぶ、特にイントネ

[ションを重視する◎
　福井　芳　男
i放送教育開発センター

教授）

一er動詞の現在形を学んで、すぐに使って

2
動詞の変化と否定
ｶ・疑問文

みることを可能にしたい。否定・疑問という基

{的変換の訓練も行なう。 同　上

名詞の性・数と、それを指示するのに不可欠

な冠詞類を学び、あわせて若干の形容詞も勉強

3 名詞と名詞グループ する◎ 同　上

もっとも重要：なavoirとetreという二つの

動詞の現在形とその2つを使った表現を学ぶ。

4 avoir　と　δtre 同　上

1－4までの文法項目の復習をし、またそれ

5
復習　と　応用
i付）形　容　詞

を展開させて応用力を養なう。文法の補遺とし

ﾄ形容詞を学ぶ。 同　上

非人称構文を学び、つづいて数詞を勉強して、

6
非二二構文：時の
¥現と数

時間、天候などの基礎的な言い方を学ぶ。

同　上

さまざまの疑問詞を学び、同時に不規則動詞

7
疑問文：動詞の現
ﾝ形　（1）

の現在形を学ぶ。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
否　　　定　　　文
ｮ詞の現在形　（2）

　否定のさまざまな型を学ぶとともに、不規則

ｮ詞の現在形をさらに習得する。
福　井　芳　男

9 動詞と動詞句
i動詞＋不定形）

　フランス語の文の型として重要な動詞＋不定

`のさまざまな構造を学ぶ。

同　上

10
復習　と　応　用
t・文型と代名詞

　5－9まで復習と展開、さらに文法補遺とし
ﾄ基本文型並びにそれと関連して代名酌を学ぶ。

同　上

11 比較級一代名動詞

　比較級（最上級）の勉強とともに、代名詞と

ｻの使い方を学ぶ。

同　上

12
過去の問題塞複合
ﾟ去形と半過去形

　フランス語の過去時制の体系を学習するか．

ﾁにむずかしい複合過去と半過去を比べて学習

ｷる。 同　上

13
単純未来形：命令
ｶと感嘆文

　動詞の単純未来形を学ぶとともに、命令文、

ｴ嘆文、あるいはそれに関連する表現を学ぶ。

同　上

14 基本的な文の構造

名詞節、副詞節、形容詞節の関単な導入を行

Fない、次の段階への橋渡しとする。

同　上

15
復　　　　　　習
ｶの構造展開と変形

　1－14までの復習と展開。文の構造とそれ
ｪいかに展開、変形して文の構造となるかにつ
｢て説明する。 同　上
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＝フランス語豆一A＝
〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　複文構造をまず把握することによって、読み、理解するという方向に前進する。それもう2オとい

うメディアを通じて、フランス語のイントネーションの理解を深め文のみならず思考のリズムをつか

まえるようにする。さらにさまざまの型の文章に接し、フランス語の文章に慣れるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

副詞節と条件法蒙
まず副詞節・特に仮定節を学び、それとの関

1

現在分詞とジェロ　脚の“ンアイク 連で条件語を勉強する。あわせて副詞節の代わ

閧ﾆ：なる現在分詞、ジェロンディフを勉強する。 　福井　芳　男
i放送教育開発センター

会　　　話　　　（1） 教授）

名詞節の一環として間接話法を学ぶか、必然
間接話法と時制の 的に時制の一致の問題に触れる。さらに関係代

2 一致：関係代名詞 名詞について勉強し、形容詞節を学ぶ 同　上
会　　　話　　　（2）

名詞節内に捨ける接続法（現在形・過去形）

3
接　続　　法　（1）
?@　　話　　　（3）

を学ぶとともに、その形を習得する。

同　上

副詞節を中心に接続法の用法を勉強する。ま

4
接　続　法　（2）
?@　　話　　　（4）

た複文構造を全体的に考えて、フランス語によ

骼v考のあり方を考える。 同　上

1－4までの復習、並びに単純過去を用いる
復習と応用：単純 文に沿ける過去の体系を学び、歴史、小説など

5 過去の体系 の記述文への導入部とする。 同　上
復　習　ま　と　め

手紙文の読みかた。書きかた。

6 文章読解　（1） 同　上

天気予報、事実の報道。

7 文章読解　（2） 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 文章読解（3）

簡単な伝記文、軽い笑い話。

福　井　芳　男

9 文章読解（4）

軽い笑い話、インタビュー記事。

同　上

10 文章：読解・まとめ

　書き言葉への移行、各詞の名詞化、フランス

lゲス｝との対話。

同　上

11
フランスと日本（1）

i文章読解）

　パリについての簡単：な紹介文、それをめぐっ

ﾄの会話文。

同　上

12 フランスと日本（2）

　フランス事情についての文、それをめぐって

ﾌ会話文

同　上

13 フランスと日本（3）

日本紹介の文、それをめぐっての会話文。

同　上

14 フランスと日本（4）

日本紹介の文、それをめぐっての会話文。

同　上

15
フランスと日本
恟Kとま　とめ

フランス語の詩と日本語訳（永井荷風）、

Qスト：フランスに齢ける日本紹介の現状
同　上
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＝フ　ランス語H B1・＝

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター一教授）〕

全体のねらい

　丑一Aまでに習得した文法知識と語彙力の基礎的な部分によって、かなり高度のコミュニケーショ

ン能力が発揮できることを示すため、三一B－1に澄いては会話力、発表力の開発に重点を置く。特に

重要な状況を想定して、相手の意見を聞き、自分の考えも述べられる。知的なコミュニケーションができ

るようになることを目標とするすべての課にフランス人、日本人ゲストによる実習をも含む。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず自分が何者であるかを相手に知らせること、

1 自　己　紹　介
ついではある人物を別の人にこまかく紹介する術

�wぶ。　　　　　　　　　　　　一
　福　井芳　男
i放送教育開発センター

教授）

相手にいろいろと情報をたずねる場合の言いか

た。この場合聞きとり練習も兼ねることが必要で
o

2 情報の求め方 あろう。 同　　　上

仕事の上でいろいろな指示を出し、また命令を

出す場合の言い回し、答えかたを学ぶ。

3 指示、　命令 同　　　上

フランス流に適確な情報を与える場合、特に二

ユース、コメント、日常生活情報などの与え方を

4 情報の与え方 学ぶ 同　　　上

1－4までのパターンを復；回するとともに応用

会話を通じて短かい応答に必要な合の手、成句な

5 復習　と応用 どを学ぶ。 同　　　上

まず自分の考え、意見を述べるための表現を学

6
意見、判断の述
@　　　　　べかた

ぶ。

同　　　上

相手、あるいは第三考の意見に賛意を表し、あ

るいはそれを支持する言いかたをさまざまのニュ

7 賛意支持の表現法 アンスで表現できるように訓練する。 同　　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

議論に論いては必らず反論が必要となる。時に

西欧の人たちとの議論では反論の技術が必要とな
8 反論の言いかた る。 福井　芳　男

6，7，8課に：衿いてニュアンスをつける練習をす

るがそれをふえんして疑いなどの表現を加え、さ
9 疑い、保留の表現法 らに論理立ての問題に触れる。 同　　　上

6－9までのパターンを復習するとともに応用
会話を通じて議論などに必要な合の手、成句、書

10 復習　と　応用 き言導的な言い回しを学ぶ。 同　　　上

11－14までは感情をこめた言い回しの練習に

なる。まずは感嘆文について学ぶ。
11 感　　嘆　　　文 同　　　上

感情表現基本的なものは喜び悲しみである。

12 喜び、悲しみの表現
1－10までに学んだ平常の情報伝達、議論などの

鼾№ﾉもこれらの表現をいかに生かすかも考え為 同　　　上

ここでは以．上の感情表現のほかに単語の使用法

13
怒り、憎しみ、

@楽しさの表現

によってどう感情を表わすかという語高論的な側

ﾊも検討する。 同　　　，上

すでに会話に澄ける修確率な面は何度かとりあ

げていると思うが、ここでは特に皮肉、からかい、
14 皮肉、優しさ誇張 誇張：などの面を中心にしていわば会話のテクニッ 同　　　上

クについて考えてみる。

11’一一14までの復習とともに俗な表現、上品な表

現という位相の問題に触れる。
15 復習　と　応用 同　　　上
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＝＝フランス言吾皿一B2＝

〔主任講師　福井芳男（放送教育開発セン．三一教授）〕

全体のねらい
　書き言葉を中心として、社会、人文系のフランス語文献を読むよすがを作るための回読をおこなう。
これは文学作品を読むために十分役立つであろう。特に新聞、雑誌での記事を読むための入門とし、
フランス社会での：重要事項『日常生活』『女性の（地位の）問題』『教育問題』をとりあげてフラン

ス社会へのアプローチの鍵をそこに見出そうと考える。そして書き言葉への入門となればよいと考え
ている。現実の事象について考える力をつけることがフランス語の力をつけることになるのである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 食事：新しい食うこと

　フランス入の生活で最も重要なもののひとつが
H事である。しかし、・現代生活ではどう変わって
ｫているのだろうか。

福　井　芳　男

i放送教育開発セ

@ンター教授）

艨@戸　桂　子
i放送大学助教授）

2 食通　の　天　国

　現代のあらゆる変化にもかかわらず、フランス
ｿ理は依然としてフランス文明の最も重要な産物
ﾌひとつである。その中心にリヨンがある。 同　　上

3
フランス入の金銭

ｴ覚

　「毛糸の靴下の中に」金貨をひそかに貯めてい

驍ﾆいうのは、フランスについて一般的にもたれ
ﾄいるイメージであるが、現代社会では、それが
ﾇうなっているであろうか。

同　　上

4 家族　の　変化

　家族はしばしば糾弾されてきたが、多くの人が
ﾜだ執着しているものでもある。現代社会の中で
tランスの家族はとうなっているのだろうか。 同　　上

5
バカンスによる大

｢なる断絶

　バカンスはフランスでは大切：な制度になってい

驕Bバカンスがどのようにフランス入の中に入り
ｱんでいるか。この問題を考えることはますます
ｭ達するレジャー文明を考えることになる。

同　　上

6 生命を与える女性

　女性の地位向上は20世紀後半、全世界での重
v問題である。先進的：な役割をしてきたフランス

ｾが、どういうふうに問題をとらえているのだろ
､か。まず母性と女性の解放の問題がある。

同　　上

7 働く女性の問題

女性が働くときどういつだ問題があるのか。特
ﾉ過労、心労は並たいていのものではない。

同　　上
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嶋

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

女性解放の重要な担い手であり、女性問題省の

8 女性の戦い（1）
大臣もやった、フランソワーズ。ジルーの手記か
轣Aまず女性の解放の基本問題に触れている部分 福　三芳　男

をとりあげる。 井　戸　桂　子

女性解放問題で、ジルーはシモーヌ・ド・ボー

ヴワールの立場を批判しているが、これは、問題
9 女性の戦い（2） のむずかしさをさらに明確化する。

同　　上

総括として、女性の労働の状況を、働く女性た
ちがどう見ているか、という問題をとりあげる。

10 女性　の　労働 同　　上

社会の根幹は教育にある。まずフランス人と学

学校：入生につい 校との関連についての記事を見る。

11
てのある種の概念 同　　上

公式の選別（バカロレア）の他に、バカロレア
内での格づけ、そして重要なリセへの優秀な生徒

12 秘か　な　選別 の集中化現象が見られる。
同　　上

フランスの公立絶対化がどうくずれているか、
日本の現状とくらべて、たいへん興味ある現象が

13 私学の新たな成功 起っている。
同　　上

フランスの高等教育で最も特徴ある、グランド

14
エナ（E。：N．A・）に

?驍ｱと

ゼコルの問題を見ていく。

同　　上

68年5月、大学を吹き荒れた騒動とは何であ

15
5月の事件とその

e響

つたか。それはどういう影響を与えたかを見る。

同　　上
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＝ロシア語（前半）＝＝

〔主任講師　浅岡宣彦（大阪市立大学助教授）〕

全体のねらい

　ロシア語前半では名詞の格変化と動詞の人称変化に的を絞り、基本的文型、文例をえらんで分かり易

い内容のものにしたい。そのために最少限必要な文法の基本的事項を厳選し、使用語彙を制限し、ロ

シア人に吹き込みを澄願いして、耳からの学習の利点を生かしていきたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

アルファベッ，ト、母音、アクセント、有声子

1 文字と発音（1）
音と無声子音、子音の同化、硬子音と軟子音、

ｪ臨機としての　とも．特殊な子音結合の発音、

ｳ書法の規則。

　浅　岡　宣彦
i大阪市立文学部助教授

動詞を含まない文、疑問文、肯定文、否定文、

否定の小詞Heの位置、イントネーション、接

2 文字と発音（2） 続詞u、a、HO。 同　上

名詞の性（男性、女性、中性）、数（単数

第1課 複数）、格（主格、生格、与格、対格、婦選、

3 簡単　な文章 前置格）、人称代名詞、所有代名詞（1） 同　上

動詞の不定形、不定形の用法、直接法現在（1）

第2課 第一正則変化、②第一特殊変化、語結合く1）動詞

4 名詞の性・数・格 の格支配、r塑？Ky伽？をもつ疑問文とそれ 同　上

に答える副詞。

第3課
直接法現在（3）第二変化、（の歯音変化、信音変

5
動詞の人称変化（1）

ｼ　詞の対格

化；命令法、動詞xo↑eT6、　yMeT6、　rnos㎜o

ﾌあとの動詞の不定形、個数詞1～10。 同　上

第4課 形容詞の長語尾形、形容詞の定語的用法と述

動詞の人称変化（2） 語的用法、疑問代名詞KaK磁、　qe藪、指示代名

6 名詞の前置格
詞3TOT、　TOT、　順序数詞、所有代名詞②、 同　上

語結合②性、数、格の一致。

形容詞の短語尾形、短語尾形の用法、短語尾

第5課 形πo∬》KeH（ねば左ら左い）、一〇に終る副詞

7 形容詞の長語尾形 述語的副詞、無人称文（1） 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

動詞の過去時制、動詞の過去形、動詞Sor㎜

第6課 の過去と未来、場所を示す前置格、前置詞Bと

8 動詞の過去、命令法 且a、時の表現（1）、月の表現（8月越）多思考、 浅　岡　宣　彦

発言の内容を示す前置格、前置詞0婁瓶eの
構文。

名詞の硬変化、’軟変化罫男性、中性名詞硬変

第7課 化、入称代名詞の格変化、接続詞uとHo、否
9 名　詞の旧格 定の小畔H騒。 同　上

男性、中性名詞軟変化、疑問代名詞KTO．

第8課 qTOの格変化、過去時制の述語とKm◎、Ymo
1⑪ 動　　詞　の　体 の主語との一致、KTO、qTOの：構文、不定入 同　上

三文。

第9課
属性を示す生格、数量生格、数詞と用いられ

11
動詞の未来、一。興の　動　詞

る生格、否定奪格、部分奪格、所有を表わす生

i、HeT、He　rLMo、He　ryムeTの表現
桙ﾌ表現②、行為の対象を示す対格、方向を示

同　上

す対格、時の表現③、曜日、Kygaの構文◎

女性名詞の硬変化と軟変化、個数詞11～

第1⑪課 100、　iHSumoとHpaBUT6c　　、i接続詞
12 名　詞の与格 KOTOP曲の構文◎

同　上

定動詞、不定動詞、一　動詞、方向を示す表

第11課 現、前置詞B、Ha＋対格、　K＋与格（Ky網？）

13 名　詞の旧格 場所を示す表現前置詞B、Ha＋前置格、　y
{二三（r双e？）、逆方向を示す表高前置詞

同　上

H3、　OT十生路（∂TKy加？）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’黷bﾉ終る女性名詞、一納　に終る中性名詞

第12課 の格変化、間接補語を示す与格、年令を表わす

14 運動の動　詞
構文、無人面訴②と与格、述語としての造格、

闥iを表わす造格、共同行為を示す旧格、Kak
同　上

の構文。

第13課
　動詞の人称変化、名詞の格変化、簡単な読み

ｨ。

15 復習編・名詞の格

ﾏ化
同　上
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　　　　　　　　　　　　　＝ロシア語（後半）＝

　　　　　　　　　〔主任講師：浅岡宣彦（大阪市立大学助教授）〕

全体のねらい

　前半は文法事項の説明が煩雑にすぎた点に留意し、後半では文法事項を絞り、文章の読みを多くし

たい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

男性名詞の複数変化

16
第14課
ｼ詞複：数の格変化
i1）

女性名詞の複：数変化

?ｫ名詞の複数変化

迫ﾊを示す性格

　浅　岡　宣　彦
i大阪市立大学助教授）

一bに終わる女性名詞

第15課 男性名詞

17 名詞複数の格変化 数詞と名詞との結合 同　上
（2）・数詞（1）’ 集合数：詞

個数詞（1）個数詞②

疑問代名詞KaK耐

18
第16課
`容詞の格変化

指示代名詞9TOT，　TOTの格変化

ﾂ数詞と形容詞・名詞との結合 同　上

再帰所有代名詞CB唾

第17課 定代名詞BeCb，　caM，　ca脆磁

19 形容詞的代名詞の 同　上

格変化

男性単数形に澄ける母音の挿入

20
第18課
`容詞の短語尾形

出語尾形の用法
垂≠`，　AO）KeH（ねばならない） 同　上

特殊な接頭辞no一，3a一

第19課 接頭辞のある運動の動詞の主な用法

21 体の形成（続）一接頭 1人称、3人称の命令法 同　上
辞のある運動の動詞

形容詞の比較級

第20課 副詞の比較級

22 形容詞の比較級・ 比較級とともに：用いられる副詞・副詞句 同　上

副詞の比較級 比較級を含む表現

普遍人称文
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

形容詞の最上級

第21課 副詞の最上級

23 形容詞の最上級・ 順序数詞 浅　岡　宣　彦

副詞の最上級 年月日の表現

概数の表現

第22課 時間の表現

24 数詞（2）一個数詞 前置詞を用いる時の表現 同　上
の格変化

条件の従属文

25
第23課
ｼ　　　定　　　法

目的の従属文

�烽ﾌ従属文

鴻Vア人の姓名と父称
同　上

年齢の表現

第24課
疑問代名詞・疑問副詞

26
否定代名詞・否定
寰戟@　不定代名 同　上　　　一

詞・不定副詞

関係代名詞KTo，蟻To，　KoTop磁，　KaK磁，　q曲

第25課 関係副詞　　　　場所の従属文

27 関係代名詞・関係 時の従属文　　　原因の従属文 同　上
副詞 結果の従属文　　様態の従属文

接続詞qTOとqTO6b藁の用法

副動詞の形成

28
第26課
專ｮ詞・形動詞（1）

副動詞の用法

`動詞（1）一能弓形動詞（現在と過去）

`動詞の位置
同　上

被動注動詞（現在と過去）

29
第27剤
`　動　詞　②

被無形動詞短語尾形

`動詞をもつ名詞・形容詞

�ｮ相
同　上

読み物

30
第28課
b　　　　　　法 同　上
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＝中国語（入門編）＝

砧任講師：撃松墨譜冠羽授）〕

全体のねらい

　漢字は表意文字であるから、表音文字を利用しつつ前半では発音練習に重点を澄き、かつやさしい

文型を通して中国語のリズムを習得できるようにする。後半では動詞を中心とした慣用句型に初歩的

な文法の説明を加える○全体を通」語順が大切なので、基本表現の文例をできるだけ多くして語順
の習得をめざす。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 第1課　発音1

　はじめに、普通話（標準語）について

r音字母（発音記号）

皷ｹ（その1、単母音）

頼　　　惟　勤
i三三の水女子大挙教授

声調 平　松圭子
母音（その黛、複合母音、鼻母音、特別母音） （大東文化大学教授）

子　音

2 第2課　発音皿
発音標記のまとめ

ｺ調の変化
平　松　圭　子

?草l講師
欧　陽　可　強

人称代名詞

3
第3課　下多二三
iどうぞよろしく）

動詞”是”（主語十善十名詞〉

^問文①〃鳴” 同　上

形容詞述語文

第4課 藍島助詞　”的”

4 返本書復好 疑問文②反復疑問文 同　上

（この本はとても
よい）

数のいい方

第5課 年、月、日

5 回天三月几号？ 疑問文③疑問詞のいろいろ 同　上

邑（今日は白月何日 声調の変化④”一”

ですか）

三三（助数詞）

第6課 動詞と目的語の位置

6 我有丙介中国朋友 動詞の否定①　”不” 同　上

（中国の友人が二 声調の変化⑤”心”

人いる）

程度補語造句助詞”得”

第7課 程度補語の否定と疑問文

7 画得復象我 目的語の前置 同　上

（わたしにそっく 造句助詞”地”
φ

りに画けている）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

進行、持続の表現征在””着”　”咤〃

第8課 疑問文④選択疑問 平松　圭　子
8 正在所音楽

iいま音楽を凹い
動詞の否定②　”没” 中国人講師

｢　陽　可　強
ている）

経験を表わす”這〃

第9課 完了を表わす”了”

9 看冠中国三三 経験、完了表現の否定 同　上
（中国の映画を見 語気助詞”了”
たことがある） 動量：詞

能町動詞”能””会”　ガ可以潔”要”

第1⑪課 ”度該”

10 我能豊中文蛤 簡単方向補語　”来””去” 同　上
（中国の新聞を読 方向補語と目的語の位置

むことができる）
、

結果補語

第11課 結果補語を伴う動詞の否定

11 什公書候看完了？ 処置式”把” 同　上
（いつ読み終りま

すか）

第1彦課 可能補語　”得”
弥一異人搬得劫 可能補語を伴う動詞の否定と疑問文

12 搬不：劫？ 複合方向補語① 同　上
（君一入で動かせ 複：合方向補語と目的語の位置

ますか）

比較表現①”比”

第13課 比較表現②”象”・一一一〃祥〃

13 比以前好多了 ”眼”　　一ノ祥〃 同　上
（以前よりずっと 比較表現③〃有〃

よくなった） 三訂のはたらき

第14課 時間補語
剛学了南介三月 時間補語と目的語の位置

14 （ちょうどニケ月余り 複合方向補語② 同　上
勉強し：たところだ）

15

第15課
ｿ朋友去吃飯
i友人を：食事にさ

兼語式構文
g役表現”叫”　〃託〃　〃使〃

�g表現”叫”　”証”　”被” 同　上

そう）
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＝＝ ?糟黶i講読編）＝・

［主任講師：三三詰襟三三）〕

全体のねらい

　入門編では平易な話しことばを学習した。今回はそれに続いてやや程度の高い文章を読みながら慣

用句型、文法を学び、複雑：な構文を解読する。テキストの内容には、少年向けの易しい文章、比較的

平易：な筆調の随筆、論文調の文章、新聞記事など異る文体の文章を集めた。解読を通して中国語の特

長について基本的な常識を学ぶ。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

①　中国語の句読点について 頼　　　惟勤

16
変　　　戯　　　法
i手品をつかう）

②副詞6‘再2’‘6又”“逃”の用法上のちがい （お茶の水女子大学教授）

@平　松圭子
i大東文化大学教授）
ゲスト　中国人講師
魏　　鍾　　棋

桂林の麗しい朝景色にちなむ民話風の連還画

17
東嶺朝霞　（一）
co㎎1ing　Zhaoxia

（劇画）である。二回に分けて放送する。

ｶ法上の主な説明事項

平　松　圭　子
�卵蜉w助教授）

（東嶺と朝霞） 1．ことばのはばについて。接続詞のはたらき

烽ｷる“好”hao

中国人講師
ｰ　　鍾　　棋

2．四字句と成語

東嶺朝霞　（二）
18 Do㎎1　ing　Zhaoxia 同　上

（東嶺と朝霞）

．魯迅の姪が少女時代に接した伯父魯迅の思い

19
我的伯父　（一）
i私の伯父さん）

出の記である。わかりやすい文体で書かれ、伯

?D迅に対するやさしい敬愛の情にあふれてい

驕B一部門を四回に分けて放送する。
同　上

文法上の主な説明事項

1．離合動詞　　2．疑問詞の特殊な用法

3．反語の表現①

20
我的伯父　（二）
i私の伯父さん）

4．慣用文型①接続詞“而”　②下心“把”
同　上

我的伯父　（三）

21
（私の伯父さん）

同　上

我的伯父　（四）

22
（私の伯父さん）

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

北京に生れ育った作家、老舎は四花が好きで、

：23
養　　　花　（一）

i鉢植えの楽しみ）

たくさん花を鉢植えし、庭に並べて手入れする

ﾌを楽しみにしていた。その楽しさを書いた随
Mである。二回に分けて放送する。

平　松　圭　子

?草l講師
ｰ　　鍾　　祓

文法上の主：な説明事項。

24
養　　　花　（二）

i鉢植えの楽しみ）

1．反語の表現②

Q．慣用文型

@“不是～、最善～押
同　上

②“既～、又～”

25

從札幌到長崎（一）

@　求知之行
iれ幌から長崎まで

@一新知識を求めて）

　胡耀邦総書記の日本訪問記事のうち、北海道

�Kれた記事と神戸、長崎に出かけた時の活動

ﾌ模様を伝える記事である。光明日報（1983
N12月1日）に掲載された記事の一節である。

同　上

從札幌到長崎（二）

26
　求知之行
i札幌から長崎まで 同　上

一新矢［識を求めて）

‘‘

ｩ潮朝憲”和
　「一語多義」一つの単語が複数の意味をもっ
ﾄいる◎　「多義無音」同一の漢字でありながら

27
“長漂長消”（一）

i一語多義と鎚音
意味によって発音が異る。これは中国語の特長

ﾅもある。また軽読、重読によって生ずる意味 同　上

多義〉 の違いなども軽視することはでぎない。これら
の問題をテ～マにした論文調の随筆である。四
回に分けて放送する。

‘‘

ｩ潮鼓索”和
中国語の単語の特長について、常識を学ぶ◎

28
“長弓長消9’（二）

i一語多義と多音 同　上

多義）

“朝潮朝落”和

29
“長弓長消”（三）

i一語多義と聴音 同　上

多義）

“朝潮朝落”和

30
“長漂長消”（四）

i一語多義と多音 同　上

多義）
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＝スペイ　ン語　＝
〔主任講師　山口蕪正（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　本授業は初級者に向けであるので、まずはスペイン語に慣れるために平易な文を用いて、頻度の高

い単語と基礎文法の学習をすることを主眼とする。そのため、できる限りの練習を行うが、その中心

となるのが動詞の活用で、これをマスターすることがスペイン語初級学習の第一の主要課題である。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

アルファベヅト；母音の発音練習、子音＋母音

1 発　音（その1）
の発音練習、子音の単語による発音練習；あいさ

ﾂ等のきまり文句（その1）
山　口　燕　正

i放送大学助教授）

子音の発音練習（続き）、2重母音・3重母音

の発音練習、2重子音の発音練習、注意すべきつ

2 発　音（その2） づり字、音節の切り方、アクセント；あいさつ等 同　　　上

のきまり文句（その2）

男性名詞・女性名詞、単数形・複数形；定冠詞

名　　　詞 ・不定冠詞（性、数による変化）；品質形容詞

3 冠　　　詞 （性、数の変化） 同　　　上

形　容　詞

固有名詞 人名、地名、国名などの固有名詞；人称代名

4
人称代名詞の主格
ｼ説法現在一
@動　詞Ser
O置詞De

詞の主格；主格の人称・数による動詞serの直
燒@現在活用変化、serの用法；肯定文・否定文

ﾌ練習、疑問文と応答練習；前置詞deを用いる

¥現。

同　　　上

直説法現在一 estarの直説法現在の活用、場所・状態を表わ

Estar及び す用法、応答練習；場所の副詞、前置詞en及び

5 規則活用一AR動詞 場所を示す前置詞句；一AR動詞の直説法現在規 同　　　上

場所の副詞 則活用、主な動詞について基本的な文による練習

；直接・三振補語を示す前置詞a。

6

直説法現在一
K則活用一ER動詞
yび一IR動詞
l態・量の副詞

　一一ER動詞及び一IR動詞の直説法現在規則活
p、主な動詞について・基本的な文による練習；様

ﾔ・量の副詞；基数1から30まで；時間の表わし 同　　　上

基　数（その1）
方。

時　間

直説法現在一 haberの特別な形hayの用法・練習；不規則動
Habe　rの特殊形Hay 詞tenerの直接法現在の活用及び用法・練1習：所

7 Tenerの活用 有形容詞、人称代名詞の所有格、指示代名詞、指 同　　　上

所有形容詞 示形容詞。

指　示　語
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直説法現在一 直説法現在1人称単数の活用形が一goで終る
不規則活用動詞 動詞及びdar、ir、verの活用、基本的な文によ

8 　　　　（その1）

ﾚ続詞（その1）
る練習；接続詞y、o、　p　ero、　sino、porque；時の

寰撃≠?盾窒＝A　de　spu6s、れoy、　ma5ana、etc。

山　口　蕪　正

時の副詞

直説法現在一 直説法現在で語根の母音がue、　ie、iと：なる動

不規則活用動詞 詞の活用、基本的な文による練習；入称代名詞の
9 （その2） 対格（直接補語の形）；冠詞＋形容詞による名詞 同　　　上

人称代名詞対格 化。

形容詞の名詞化

直説法現在一 直説法現在で1人称単数の活用形が一zc⑪で終
不規則活用動詞 る動詞、saber及び不定詞の語尾が一uir、一iar、

1⑪ （その3） 一uarである動詞の活用、基本的な文による練習； 同　　　上
入称代名詞与格 旧称代名詞の与格（関接補語の形）；回雪代名詞
中性入曽代名詞 の対格と与格の併用；中性丁丁代名詞の主な用法。

11

人称代名詞与格・
@　対格（続き）
蛯ﾈ前置詞
l称代名詞

　入称代名詞与格・対格と名詞の直接・関＝接補語

ﾌ重複表現；主要前置詞の主な用法；人称代名詞

ﾌ前置詞格（前置詞の後に来る形〉；30以上の 同　　　上

前置詞格 基数。

基　数（その2）

12

不定詞（その1）一me耽eのつく

@　　　　　　副詞

　不定率の用法：動詞の補語及び動詞句で用いる

鼾〟Aserの構文に用いる場合、不定詞につぐ入

荘纐ｼ詞の対格・与格；形容詞＋一menteにより 同　　　上
作る副詞。

Gus⑫r及び類似 gustar、parecer、　faltar、　doler、　etc。の用法、

13
　　　　　の動詞

?@　数

基本的な文による練習；序数の用法；無人称文：

ｩ然現象を表わす動詞、天候の表現、3入称複数 同　　　上

無人平文
の活用形による表現。

2入門（t血、vosotros）、3入門．（usted、

14
命　令（その1）
ｴ　嘆　文

ustedes）に対する肯定及び否定命令の動詞の活

p形、入称代名詞対格・与格と共に用いる場合； 同　　　上

qu6と。6mOを用いる感嘆の表現。

再帰代名詞，再帰代名詞の対格的用法、与格的

用法、強意・特別のニュアンスを加える用法、再
15 再帰動詞（その1） 帰動詞としてのみ用いられる動詞。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

相互的用法、無人称的用法、受身的用法；復習
習ser・estar、　e　s　ta　r・habe　r・tener

16 再帰動詞（その2） 山　口　煎　正

1人称複数nOsotrOsへの命令、再帰動詞の命

命　令（その2） 令；形容詞の比較級及び最上級、特別な形の比較

17 形容詞及び副詞 級、絶対最上級；優等比較、劣等比較、同等比較 同　　　上
の比較（その1） ；副詞の比較

18

直説法完了過去
@　　　　（その1）

s　　定　　語
ﾛ　　　定　　　語

　直説法完了過去の規則活用、主な動詞の基本的

ﾈ文による練習；不定語のうち特に否定・肯定で

ﾎ応する不定形容詞・不定代名詞及び否定副詞等
ﾌ用法。

同　　　上

直説法完了過去の不規則活用動詞、主な動詞の

直説法完了過去 基本的な文征よる練習；疑問詞のまとめ（q艶、

19 （その2） qui6n、　a　qui6n、　de　qui6n、　cu6【1do、　d6nde、 同　　　上

疑　　　問　　詞 adonde、　de　do：nde、　cuanto、　como、　cua1）

直説法不完了過去の活用（規則・不規則活用）

直説法不完了過去 及び用法；完了過去と不完了過去；接続詞
20

接続詞（その2）
（porque、　como、ya　q鵬、aunque、　cuando等1で

汲ﾎれる文。

同　　　上

過去分詞の規則・不規則形、過去分詞の用法；

過　去　分　　詞 直説法現在完了（haberの現在形＋過去分詞）、

21 直説法現在完了 その用法及び主な動詞による練習；動詞serの受 同　　　上

受　　動　　態 動態。

直説法未来の規則・不規則活用形、主な動詞に

直説法未来 よる練習；前置詞等につながる不定詞の用法、不

22 不定詞（その2） 定詞の完了形；接続詞queによる名詞節の用法 同　　　上

接　続　詞　Que （主語、補語の場合）

直説法過去完了の形及び用法、主な動詞・基本

直説法過去完了 三文による練習；主にqueによる関係代名詞の用

23 関係代名詞 法（その他、qui　en、　cuyOなど）、行為者を表わす 同　　　上

関　係　副　詞 冠詞十queの表現；関係副詞dOnde等の用法。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直説法可能の規則・不規則形及び主な動詞と基

直説法可能 的な文による練習；中性冠詞10＋形容詞（句）、10

24 中性冠詞　lo que…の用法；現在分詞の規則・不規則形及び完 山　口　煎正
現　在　分　詞 二形、現在分詞と共に用いられる入国代名詞対格・

与格、現在分詞の用法◎

直説法未来完了 直説法未来完了及び直説法可能完了の形と用法、

直説法可能完了 主な動詞と基本的な文による練習；関係代名詞

25 形容詞・副詞の queを用いる比較の表現；名詞・形容詞・副詞等 同　　　上

比較（その2） につける縮遜辞と増大辞。

縮少辞・増大辞

接続法現在の規則・不規則活用、名詞従属節で

接続法現在 の用法：従属節が主動詞（形容詞）の補語節の場

26 　　　　（その1）

m覚・放任の動詞

合及び主文の主語節の場合、従属動詞を接続法の
?pにする主な動詞（述部）と基本的な文による
繒K1不定詞・分詞を伴う知覚・放任動詞の表現。

同　　　上

接続法現在の副詞従属節での用法、関係代名詞

接続法現在 ・関係副詞の形容詞節での用法、独立文での用法

27 （その2） ；que＋接続法現在の構文による命令。 同　　　上

命　令（その3）

接続法過去の活用、用法及び練習；decirを用

接続法過　去 いる直接話法・関接話法、その時制・入称等の一

28 直接話法・ 致の練習。 同　　　上

三三話法

接続法現在完了 接続法現在完了の形、用法及び練習；siを用

29
条件文（その1）
ｼ接疑問・関接疑問

いる現実的条件文；pre9猫tarを用いる直＝接疑問

ﾆ直接疑問の表現；疑問詞・siの後に不定詞を 同　　　上

不定詞（その3） 用いる表現。

接続法過去完了
接続法過去完了の形、用法及び練習；接続法過

30
Como　siの表現
�助ｶ（その2）

去・過去完了を用いるcOmO　siの表現；現実の

tを仮定する非現実的条件文；似た構文で用いら 同　　　上

直説法と接続法
れる直説法と接続法。
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＝　保　健　体　育　＝
　　　一新しい人体論一

主任講師：平沢彌一郎（放送大学教授）

全体のねらい
　人は2本の足のうらで立つ。そこで、その足のうらに関与するさまざまな因子から、すべての動作，
の基本である直立能力を定量的に評価する。これをスタシ巡回ジー（身体静止学）という。本講義は
このスタシオロジーの観点に立って「人」と「からだ」の関わりを解説する。なむ毎回自己診断と調
整のための基礎体操Medico physical　Therapyを紹介する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

美しい人を見：たの、美しい音楽を聞くと心の

1 見る人聴く人別の人
ときめきを感ずる◎ここでは知覚の内省的把握が、

注Nの自己管理の基礎条件であることを中心課

閧ﾆしや視覚と聴覚の分析能力の比較から、「見

平沢彌一郎
i放送大学教授）

る刈から「聴く人」への転換について考える。

隠こら刻の時間の長短は、その人の、その時

の身体的むよび精神的能力の総和である。これは

2 息　　こ　ら　え 心身の持久力を知るための最も簡便：な方法である。 同　上

運動負荷や姿勢変化にともなう実験結果と．長
期間継続して測定した資料に基づいて解説する。

健全：な精神ははたして健全な身体にのみ宿り、

健全な身体には必ず健全な精神が宿るのだろうか。
3 偉人　と　健康 ユベナリスの言葉を出発点として、いわゆる偉人 同　上

と呼ばれた26数人の体格や健康について考察
湘

しながら心身の「健康」・「不健康」を考える。

人のからだの形はなぜこのようになったのだ

ろうか。ここではJ・Sobottaの体表の地理図、
4 か　ら　だ　の　形 A．Vesaliusの解・剖図によって骨格の仕組みを 同　上

学習する。また、カバラの思想によるセフィー

ロスのからだの部分の意味づけについて言及する。

「膝小憎」とは膝関節のこと。この関節を
中心に、脚の筋肉の起始部と停止部、神経支配

5 膝　　　小　　　僧
とそのはたらきについて、実際に解剖をしてい
驩譁ﾊによって学習を展開してゆく。「膝小倒 同　上

は前方には曲がるが後方には曲がらないのはな
ぜか。

ヒトはいつどのようなきっかけで、またどの
ような道のりをたどって「直立人」に左つたの

6 直立入の歩む道 だろうか。ヒト化hominizationにむける「直
ｧ人」への進化の過程を系統発生学的見地から

同　上

考察する。我々は直立姿勢に完全に適応しきっ
ているのか。

人は出生旧約10カ月で誰からも手癒どきを

うけないでひとりで立つことができる。その機

7 新生児の反抗 序（要因と過程）の解明はいまだに明らかでは 同　上

ない。ここでは出生直後の新生児の姿勢制御と

神経発達との関連について解説をする。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　「からだ」の語源は、人が大地に両足を踏ま　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　●

ｦて立つさまを表わす「事立ち」（からだち）

8 か　　ら　だ　　ち というやまとことばに由来する。　「からだ」に 平沢彌一郎
関連する文字や言葉から、　「からだ」の価値観

の変遷iについて解説する。

アリストテレスの「動物運動論』から、からだの

「静止」（Steady　setti㎎の機序）について解

9 スタシオロジー 説する。スタシオロジーの原論、評価の方法、装 同　上

置、応用面（平衡神経科学・整形外科学・神経

内科学・神経眼科）の現況について述べる。

両足をきちんとそろえて立つロンベルグの姿

勢を20秒間とらせた時の重心図（重心動揺面

10 日本人の直立能力 積）から、日本人の直立能力について、年令差、 同　上

性差、環境差（地理的・社会的）、聖経別、民

族差を解説する◎

左足と右足のあいだには」機能的な一側優位性

（ラテラリゼーション）が存在する◎左足は前進の

11 左足　と　右足 方向性と全身の安定の支持作用、右足はスピー 同　上

ドのコントロールと器用性の役割分担がある◎

また、左足は遺伝因子、右足は環境因子による◎

近ごろ全国各地で「はだし教育」がはじめら

れている◎　「はだし」と「すあし」の相異から、

12 はだしとすあし ここでは「足のうらをはかる」目的、方法、解 同　上

析法、評価法について解説する。また、　「足と

はきもの」の問題についてふれてゆく。

入は立つことができてはじめて歩くことがで

きる◎人は片足歩行である。正常な歩行はその

13 立つことと歩くこと 重心1軌跡がゆるやかなサインカーブを描く。脳 同　上

性マヒ患者の認容から、r立つこと」と「歩く
こと」の関連を解説する。・

昭和52年忌ら日本各地の遺跡から沢山の古代

14
ふんぞりかえった
坙{人

人の足跡が発見された。この足跡から日本人の立

ｿ構え（身構えと気構え）を考察したところ、

ｽ安時代あたりから変ったことが推定される◎

同　上

縄文晩期から年代を追ってその変化を解説する。

この20年くらいの間に、現代人の踵が丸くて大、

きく：なっている。これは重心位置の後退現象を

15 現代人　の足 物語る◎もしこのことが直立能力の衰退であると 同　上

考えることができるとすれば、ことは重大であ

る。人類の存亡の危機について論説を試みる◎
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＝＝＝生 活 史＝
〔主任講師　中鉢正美（元慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　現代の生活史をそのミクロとマクロの視点から明らかにして生活をめぐる諸問題が直面している

転換点を討論する為の素材を提供したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生活史、生活構造

_、生活学

　生活史は個人の自伝及び個人誌（狭義）と、

闔?笂匤L・写真・作文・文芸作品等（広義）

�ｵう。生活構造論は特定の社会階級（近代的
J働者階級）の発達と変動を扱う。生活学は日
{の急速な近代化過程に於ける主要な生活問題
ﾌ生成とその永定化への動向を検討する。

　中　鉢　正　美
i元慶応義塾大学教授）

2
マクロとミクロの

ｶ活史

　生活学は日本の近代化過程に於ける生活の発
W及び安定化に就いての学際的研究であるが生
?jは特定の個人を典型とした生活近代化の追
ﾕである。両者はそれぞれ密接な関わり合いを
烽ﾁてその問題点が明らかにされなければなら
ﾈい。

同　　　上

3 共同体の生活史

　生活史の原点は先づ家族、或いは職場といっ
ｽ人々が直接関わり合う共同体的：な集団にある。

ﾆりわけ夫婦や親子がその生活を共有するため
ﾉ、一定の対話や相互行動を繰り返す過程が重
v視されなければならない。

同　　　上

4 文書記録の生活史

　共同体は生活の直接的経験を相互に伝達し合
ﾁて生活を続けるが、これを第三者に伝達し合
､為には文書による記録の必要が澄こる。関左
Iな伝達手段による生活史は近代社会に於ける
ｶ活史研究の基本型を構成するものといえる。

同　　　上

5 都市の生活史

　共同体の生活史が村落を基礎とするのに対し
ﾄ、都市は相対的に新しい生活様式を構成する
烽ﾌである。この都市の生活様式に就いては川
Y登著「裏側から見た都市～生活史的に～」
iNH：Kブックス）をあげることができる。

同　　　上

6
産業化に：澄ける生

?j

　十九世紀産業都市の発達によって近代社会は
Sく新しい様相を呈するに至った。産業都市は
s市生活のみならず生活一般についてもこれに
ﾎする新しい対応をせまることとなった。この
｡雑で多様な問題に就いてなるべく要約して述
ﾗることにしたい。

副　田　義　也

@同　　　上

7 諸文化の生活史

　二十世紀の開始と第一次世界大戦とによって近代社
?ﾍ新しい現代社会への様相を呈し、第二次大戦以降
ﾉ於ては更に、経済成長の時代に直面することとなっ

ｽ。これに対する生活の側に於ては、一方に現代社会
ﾌ爆発的に拡大する生活の諸手段を受け容れながら、

ｶ活それ自体の多様な文化的諸様式を創造して行く必
v性が痛感されるようになった。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
意識と無意識のか

ｩわり

　人間は無意識；的に繰り返される日常平虫活の中で一

閧ﾌ生活構造を形造るがやがて産業化による社会的変

ｻに直面して新しい文化の諸関係を創造するように模

��nめる。この無意識的な日常生活と意識的な非日

崧I模索との関わりを精神分析学的諸研究を手がかり

ﾆして解明してゆきたい◎

中　鉢　正　美

9 衣食住の生活史

　近代社会に於ける日常生活は産業社会によって供給

ｳれる膨大な消費財の集積を処理することによってそ

ﾌ本源的な生産要素である労働力を再生産するのであ

驍ｪ、この再生産を行う主体は紛れもない個々の人間

ﾅある。この人間の近代的生活がどのタうに発生し展

Jされて行ったかに就いて考えたい。

同　　　上

10
医療・教育・住居・

沁モﾌ社会化

　現代社会の発達につれて生活の社会的共同消
?ﾌ部分がとりわけ第二次大戦以降に於て発達
�ｵ、今や国民総生産の半ばに達しようとして
｢る。これは又生活の居住空間に密着して拡大
ｵ、生活空間に於けるマクロとミクロの接点と
ﾈっていることにも注意したい。

同　　　上

11 日本の生活史（1）

　幕末から明治初年に於ける日本の生活史は、

H糧の生産がその生活水準の三々半分に達して

｢た。第一次大戦による日本の近代化と共にこ

ﾌ水準は約三割に変化した後、第二次大戦と共

ﾉ再び嘗ての水準に迄転落した過程を概説する。

同　　　上

12 日本の生活史
@　（1一続き）

　第二次大戦後略々十年の間に生活水：準は戦前

ﾌ高さに回復し、その後二十年間のいわゆる戦
纉坙{経済の高度生長と共に現在のヨーロッパ
ﾀみの高さに迄回復し食糧生産はその二割内外
ﾉまで低減したことを概説する。

同　　　上

13 日本の生活史（2）

　幕末から明治初期の日本の人口は三千七百万

l前後であったが、千九百三十年代には八千万
l台を超え第二次大戦の敗戦によって七千二百
恊lに迄縮少をした。これは第二次大戦後のベ
rーブーム以後、人口のピラミッドが拡大から
k少に転換する迄を一つの時期として説明する。

同　　　上

14 日本の生活史
@　（2一続きう

　ベビーブーム以後の年齢別自然増加率は拡大
ｩら縮少に転化するが、人口の高齢化による人
鴻sラミッドの高さそのものの上昇によって人
羡告狽ﾍ現在の「億二千万人に達して、やがて
ｻの絶対数が減少の過程に入ろうとしている状
ﾔを説明する。

同　　上

15
日本に於ける生活

ﾌ文化的特質

　日本の生活水準が上昇し人口の増加が頂点に
Bした現状に於て、現代生活の再構成がせまら
黷ﾄいる事晴を参加者を交えて討論したい。

同　　　上
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　　＝　家庭の本質　二

〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　社会の最小単位集団である家族、そして、その周縁概念である「家庭」を、歴史的、同時的にとら

え、きわめて今日的な課題としての家族、家庭の諸問題を考察する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この2回の講義で、生物進化のなかでの家族の

発生と進化を、とりわげ霊長類の行動をつうじて
1 家族の発生と進化 検討し、生物社会のなかでの人間の「家族」の特 伊　谷　純一郎

（1）
性を位置づける。 （京都大学教授〉

2 家族の発生と進化 同　　　上
（2）

人類の諸文化のなかで、「家族」の観念はきわ

3 家族の構成と構造
めて多様な意味をもち、また、家族構造じたいも、

椛ﾎ的な性質のものである。この3回の講義をつ 中　根　千　枝
家族とはなにか（1） うじて、さまざまな文化のなかでの家族の類型、 （東京大学教授）

その社会的機能などについての基礎概念を学習する

4 家族内の入間関係
同　　　上

家族とはなにか（2）

5
配偶者と親子関係

同　　　上
家族とはなに：か（3）

主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

6 家から家庭へ
観念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」 米　山　俊直
家族から家庭へ（1） の意味と可能性を位置づける。 （京都大学教授）

7 家族の析出
ﾆ族から家庭へ（2）

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

8 家庭の　未来
ﾆ族から家庭へ（3）

観念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」

ﾌ意味と可能性を位置づける。
米　山　俊　直

家族の中核にある「結婚」の問題、そして、そ
近代化の秩序モデル こから派生する結婚観、家族観を日本の近代のな

9 日本の近代化と家 かでさぐり、家族をめぐる思想史を学習する。 神　島　二郎
庭（1） （立教大学教授）

家族主義の由来
1⑪ 日本の近代化と家 同　　　上

庭（2）

「家庭」ということばは、英語のhOmeを福

11 家庭と婦人教育
ﾆ庭の誕生　（1）

沢諭吉が翻訳したものといわれている。ここでは

ｾ治以降の婦人雑誌や生活運動をつうじて「家庭」

ｪ誕生し機能しはじめた経緯と現状をとらえる。

加　藤　秀　俊

i放送大学教授）

12 家庭内の緊張関係

ﾆ庭の誕生　②
同　　　上

近代文学は、ある意味で、イエをめぐる個人の

13
近代日本の「家」と

ｶ学（1）

心理的葛藤の歴史であったといえる。この講義で

ﾍ、近代日本の文学作品の：なかに「家」や「家庭」

ｪどのようにえがかれてきたかを探求する。

多　田　道太郎

i京都大学教授）

14
近代日本の「家」と

ｶ学（2）
同　　　上

都市化の進行、入口移動の加速化、さらに人口

の高齢化などによって家庭は変貌しつつある。こ

15 家族の将来 れまでの14週にわたる講義をふまえながら、家 加　藤　秀　俊

族と家庭の将来を展望する。
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＝生活の社会学＝＝
〔主任講師：副田義也（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　L生活構造論は、生命の日日の創造として、人間の生活の本質をとらえ、その人間らしいありかた

を考える。凪生活問題論は、生活の人間らしさが失われる問題状況を学問的にとらえる工夫をする。

皿生活保障論は、生活の人間らしさを維持・回復する政策・制度・運動・実践を論じて、福祉国家・

福祉社会のありかたまでを考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 生　　活　構　造

　生活の本質を人間の生命の臼日の生産過程と
ｵて把握する。また、それは，労働者のばあい．

J働力の生産→労働力の販売→労働力の消費→
ｶ活手段などの生産→生活手段などの購買→生
?闥iなどの消費→…という循環となるのを示
ｷ。

副　田　武　也

i筑波大学教授）

2 生　　活　水　準

　生活水準は賃金水準、貨幣消費水準、物量消
???ﾉ区分される。第・2のものに注目して、

F最低生活費研究の現状を結介し、生活費目の分

ﾞを論じる。また、生活機会、生活資源などの
Vしい概念を紹介する。

同　上

3 生　　活　関　係

　夫婦関係は具体的には分業関係であり、たがいの労働力、性的成熟、愛によって成立する。

e子関係は具体的には扶養関係であの、子の無
ﾍ性、愛、その他によって成立する。あわせて、
｢帯の概念に：ふれる。

同　上

4 生　　活　　時　間

　生活構造の時間的形式としての生活時間を、

ｶ活周期、家族周、期、日常の生活時間などで論

ｶる。日常の生活時間では、生活主体の性別、

N齢、職業などによる構成の変化にとくに力点

�氓ｫたい。

同　上

5 生　　活　　空　間

　生活構造の空間的形式としての生活空間を、

?ｮ空間、資源空間、意識空間などで論じる。

糟ｹ空間からシビル・ミニマム論をみちびき、

ﾓ識空間からコミュニティ論、地方自治論をみ

ｿびきたい。

同　上

6 生　　活　　問　題

　社会問題、生活問題の概念規定をする。生活
竭閧ﾆは、人びの生活のうち、社会が解決、予
hが必要な問題として指定するものである。そ
ﾌ指定は一定の価値意識にもとづいておこなわ
黷驕Bあわせて、生活問題の担い手の類型を論
ｶる。

同　上

7 諸範疇の関係

　生活問題の政策的範躊、実践的範疇、運動的

ﾍ疇、科学的範疇を規定したうえで、それらの

ﾖ係を論じる。政策的範躊は、抽象的・統計的
ﾅあるが、実践的範疇は具体的・個別的である。
ﾜた、運動的範疇、科学的範躊の限界にもふれ
驕B

同　上

一167一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 貧　　困　問　題
冒副　田　武　也

9 非貨幣的問題

　保育問題、老入問題：などを例に：とり、非貨幣的問題の政策、運動、科学の三範躊の関係を分析する。この問題はニーズと扶養の函数であることを示し、家族形態、婦人労働などとの関連をあきらかにする。

同　上

10 諸類：型と原因

　生活問題を階級問題、階層問題、地域問題、家族問題、二野の問題などとして把握する見方を紹介し、それぞれのばあいで、成立過程を理解する枠組が異なることを指摘する。

同　上

11 生　活　保　障

生活保障の体系を紹介し、福祉国家の条件の

ﾐとつに位置づける。生活保障と英国でいう社

?ｭ策、米国でいう社会保障の異同にもふれる。

沁ロ痩ﾆへの批判、生活の自助責任などをも論
ｶる。

同　上

12 所　得　保　障

　社会保険、公的扶助、家族手当、資金貸付、損害補償などについて、原理的性格をあきらかにし、前の三者について、日本での現状を紹介し、問題点、改良の方向・試案を提示する。

同　上

13 医　療　保　障

　医療、の領域を概観し、その原理的性格、日
{での現状を紹介し、問焦点、改良の方向・試案などを論じる。

同　上

14 サービス保障

　児童福祉、老人福祉、身体障害者福祉、精神

鮪緕ﾒ福祉、母子福祉の五領域で原理的性格を

?ｫらかにし、コミュニティ・ケア・専門的処

�ｶどに焦点をあわせつつ、現状を分析する。
同　上

15 生活保障運動

　生活保障の政策、実践の向上を要求・期待する運動、その実践に参加する運動を論じる。そ

黷轤ｪ、生活問題、生活保障について学習する

^動＝教育運動であり、また、研究する運動・＝

ﾈ学運動である可能性を追求したい。

同　上
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＝衣 服 論＝

〔主任講師慕購擁懸盤騨教授）〕

全体のねらい

　日本、西洋の服飾の歴史の中から具体的な事象をとりあげて服飾表現の諸相をみる。前半で表現の

担い手である形態・色彩・文様の問題を扱い、後半で服飾の美感をとりあげる。実物資料、絵画・彫

刻等美術資料、服飾についての記録、考証等の文献、文学作品の資料を引用しながら、服飾研究の一

つのあり方を示す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣服の形態について懸盤、直衣、窄衣の類型を

概観し、形態に於ける表現の場としての衣摺、対 谷　田　閲　次
1 形態　と表現 比、面澄よび表面装飾の問題を考える。 （澄茶の水女子大学

名誉教授）

12・13世紀のフランスにおける服飾を、その

中世西欧の社会 主人公たる騎士を律した封建制度ど騎士制度との
o

2 と服飾表現　（1） 関係の中でとらえる。 徳井淑子
一騎士と宮廷生活

（放送大学助教授）

中世西欧の社会 中世フランスでは、社会階層の差異は自ずから

3
と服飾表現　（2）

服飾の差異となってあらわれた。服飾のヒエラル

Lーを考える。 同　　　上
一衣服のヒエラ

ルキー一

中世末期、紋章は貴族の宮廷生活を飾ったばか

中世西欧の社会 りでなく、都市に誕生し、都市を象徴するそろい
4 と服飾表現　（3） の衣服が現われた。紋章を表わした衣服をとりあ 同　　　上

一紋章と衣服一
げる。

服飾に生ける色彩は単純な感覚の問題に止まら

ず、宗教上の意味を寓したり、服飾制度の主な要
5 色彩の寓意と象徴 素となるなどし、更には寓意の域を超えて気分象、 谷　田　閲　次

徴を成す。

12～15世紀のフランスに旧いて世俗服飾に現

6
中世西欧の色彩
@　　　　　の象徴

われた色彩の流行をとりあげ、それを支えた色彩

ｴ情を明らかにする。 徳井淑子

文様は構図・取材・意想を三つの要素とする構

造を持つが、文様の生命はその意想にある。ここ
7 文様の意　想 では意想（意味統一）に重点を置いて解明したい。 谷　田　閲　次
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近世日本の
　江戸時代の服飾文様の中から特に見る入に意味

�ﾇみ解かせる例をとりあげ、それらが当時のひ 小　池　三　枝
8 服飾文様　（1） とびとの生活にどのように関わっていたかについ （三三の水女子

一小袖文様を読む一 てのべる。 大学助教授）

近世日本の 近世後期の服飾には歌舞伎との関連が見られる。

9
　　　服飾文様　（2）一歌舞伎文様の発生・ その具体例としての文様や色彩をとりあげ、浮世

Gや草双紙を見ながら流行を支えたものは何かを

lえる◎
同　　　上

展開一

流行の構造をその歴史のいくこまかに触れなが

ら明らかにし、その意義を論じる。またモード
10 流　　　行 （時世粧〉を伝統と新風の観点でとらえ論じる。 谷　田　閲　次

わが国近世の好尚の中で「だて」は中世以来の

「ばさら上を受けて町人社会の中に浸透し多くの
11 「　だ　　て　」 変容をも示した。その源流と変化の諸相をたどる 同　　　上

「だて」とともに「いき」好みは近世以来、独

自の美意識を展開する。その成立と意識の構造に
12 「　い　　き　」 ついて、服飾を中心としながら周辺の考察を含め 同　　　上

て論じたい。

18世紀末イギリス宮廷に生まれた「ダンディ」

の風俗は：、19世紀のフランス市民社会で「ダンデ
13 「ダンディズム」 イスム」の美意識を確立した。フランスに澄ける 徳　井淑　子

その展開を追う。

明治30年代から使われはじめた「ハイカラ」の

語を中心に、当時の新聞記事や小説等を手がかり
14 「ハイ　カラ」 にして服飾に器ける欧風化の様相を考える。 小　池　三　枝

服飾の主人公は当然のこと：ながら人間であり、

服飾を理解することは人間を理解することである。
15 服飾　と　人　間 これまでの講義を振り返って入間理解の途として 谷　田　閲　次

の探究を確かめたい。
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　　　　　　　　　　　　　：＝　食　生　活　論　＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：譲隠雛：〕

全体のねらい
　現代はわが国では飽食の時代といわれるが、世界には飢餓地域も存在する。人間がたどってきた食
べる事を歴史的な視点から、また文化の発展の過程から追究してみたい。狩猟民、牧畜民、農耕民の
食事から現代の食事に至る変化を考え、食の根源に存在する嗜好の心理について駈れる。また近年に
澄けるわが国の食生活に及ぼしている要因のなかから、都市化の問題と家族生活の問題をとりあげ、

食の近代化とは何かを考えてみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 食　の　　文　　化

　人類は生存するために、食物を求めて数百万年
烽ﾌあいだ努力してきた。その食にかかわる営み
ﾅある「食の文化」について概観する。

宮　崎　基嘉
i放送大学教授）

驕@木継　美
（東京大学教授）

食物を摂取するという活動は．根本的には飢え
と渇きを癒すためのものである。その摂食行動の

2
入間の食事と

@　　　サルの食事
様式について、まずサルの食事に焦点をあて、次

｢でヒトへの進化の過程に言及する。
鈴　木　継　美

採集・狩猟による食物獲得は、ホモ・エレクト
ウスの段階にまでさかのぼることができる。現存

3 採集●狩猟民の食事 の数：少ない採集・狩猟民の食生活を観察し、その 同　　上
実態を探る。

牧畜民とは、放牧家畜を飼育して生計をたてて
いる人々・のことをいう。彼らの食生活は当然、畜

4 牧畜民の食事 産物を中心としたものとなるが、アフリカのレン
eィーレ族の事例をみながら検討する。

同　　上

今から澄よそ1万年前に発生した農耕は、急速
に世界各地に：広がり、さまざまに進行していった。

5 農耕民の食事・1 農耕民の食物・食事の原型を知るために、パプァ
癇n・ギデラ族を考察する。

同　　上

世界中に広がる農耕民のなかで、穀物を主産物
とする人々に焦点をあて、穀物依存型の食生活の

6 農耕民の食事・2 実態と問題点について考察する。 同　　上

大航海時代直前の世界は、主作物によって色分
けすることができるが、国際交流の盛んな現代に

7 世界　の　食事 診いて、それがどのように変化してきたかを探る。 同　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古代から現代に至るまで、日本の食事文化はど

のような変遷をたどってきたのだろうか。それら

8 日本の食事文化 をふまえた上で、今後の日本人の食生活に澄ける
ﾛ題を検討する。

宮　崎　基嘉

味覚や嗜好は先天的に決められるのではなく、

後天的なもの、環境・生活等により変化し、形成

9 嗜好の心理 されていぐものである。嗜好に関する民族的な伝
揩ﾆ変化について解明する。 祖父江孝　男

稲の発生と日本への伝播・普及の歴史をたどり

現代日本の米食文化に焦点をあて、その実態と問

10 米食　の　文化 題点について考察を加える。
宮　崎　基嘉

豆類は農耕の初期に論いて、すでに世界中に広

がっていった。豆はどのように食べられてきたの
11 豆食　の　文化 だろうか・豆食文化の起源と発展の経緯を探る。 同　　上

魚食か、それとも肉食か。貯蔵技術や輸送手段
が未発達であった時代に説いては、風土条件がそ

12 魚食、肉食の文化 れを規定した。日本の場合を中心に、魚食、肉食
ｶ化の足跡をたどる。

同　　上

食生活の変化の度合いは地域により異なるが、

その重要な要因は都市化にある。日本入の食生活
13 都市化と食生活 パターンに及ぼす都市化の影響を考察し、今後の

ﾛ題を検討する。
内　野澄　子

家族がそろって食事をすることの重要性につい
て、さまざまな角度から検討を加え、家族と食生

14 家：族と食生活 活とのかかわりあいを考える。
足立　己　幸

高度成長時代の昭和35年以降、日本人の食生
活は著しい変化をみせてきた。現代日本入の食生

15 食の’近代化 活を見直し、食の近代化とは何かを考える課題を
�氓ｷる。 宮崎　基嘉
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　　　　　　　住　　居　　　1　＝

　　　　　　　　住　　　生　　　活　一

〔主任講師欝擁鶏細蟹

全体のねらい
　住居1では住生活の問題を中心に講義する◎住生活は家族生活の基本であるが、異なった自然環境

や社会環境のもとで住生活がどのように営まれているか、様々な実例を紹介し、その本質について考

える。ついで、我国に澄ける住生活の変遷を考察し、その特徴を明らかにする◎あわせて、現代の住

生活上の問題点を検討し、将来の課題と展望について考える。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

住居学の授業を開講するにあたって、住居学 清　家　　　清
の目的、内容、範囲について建築学との違い、 （東京工業大学名誉教授）

1 住居学のめざすもの 他の生活諸科学との関連について概説し、合せ

ﾄ、住居1、皿、皿の夫々の講義計画について

東　　　修　三
i京都府立大学教授）

{　間　博　文
述べる。

（放送大学助教授）

日本とは異なった社会環境や自然環境に澄い

2 風土と住居一1
q乾燥地の住まい〉

て、住居がどのような材料で構成され、どのよ

､な構法や形態を取っているか、生活と関連つ

ｰて分析し住居とは何かを考える。主に乾燥地

八　木　幸　二
i東京工業大学助手）

帯の住居について検討する。

第2回の講義に引き続いて、主に湿潤地帯の

風土と住居一2， 住居について考察を行い、風土と住居が如何
3

〈寒冷地の住ま硲〉
に密接なかかわり合いを持っているかを考え、

ｻ在の我々の住居のあり方を見直してみる。

同　　上

中国黄河流域に点在する穴居住居をケースス
タディとして取り上げ、住居形態、住環境、生

4 風土と住居一3 活様式を様々な角度から分析し、住居が気候風 同　　上
〈湿潤地の住まい〉 土といかに密接な関係を持って造られてきたか

を学ぶ。

日本人の住生活の歴史を4回にわたって講義

住まいの歴史一1 する。第1回は弥生時代の竪穴式住居に響ける

5 〈竪穴住居から寝殿 住生活のようすを概観し、一方、奈良時代、平 本　間　博　文
造まで〉 安時代の貴族と庶民の住生活の様子を当時の遺

構や文献を元に対比させながら探る。

書院造りや数寄屋造りといったいわゆる「日
本的な住い」の原型は鎌倉時代から室町時代に

6
住まいの歴史一2
q主殿造から書院造べ〉

かけて日本人の住居に起こり江戸時代に完成す
驕Bこういつた住居形式がどのような経緯を経
ﾄ我々の生活の中に定着していくのか　主に支

同　　上

配階級の住宅を中心にその変遷を考察する。

中世・近世に澄ける庶民生活の歴史は、適切

7

住まいの歴史一3
q中世・近世の庶

な資料が少ないために良く分っていない。しか

ｵ、庶民の住生活を知ることは、現代に澄ける
艨Xの住まいのあり方を理解する上で大切であ 同　　上

民住宅〉 る。当時の遺構や絵巻物を手がかりに、この時
代の庶民の住生活のようすを探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

明治時代に入って我々日本人の住生活は怖き

住まいの歴史一4
く変化する。洋風建築、洋風の生活の導入と普
yである。明治から大正にかけて、こういつた

8 〈明治・大正時代 西欧的な物と日本風な物とが澄互いに入りまじ 本　間　博文
の住宅〉 り、透けあって現在の我々の住生活に至る。こ

ﾌ過程をたどりながら、我々の住生活のあり方
を考える。

襖、障子、畳といった建築材料は日本的な住

9

住まいの構成
@　　　　原理一一1

q建具と床仕上げ〉

まいの構成要素としていずれも欠かせないもの
ﾅある。しかしながら、我々の住まいの中に何
桙ｲろ、どのような経緯：で定着したのか、意外

ﾉ知られていない。その経緯をたどりながら、

同　　上

日本の住まいの構成原理を学ぶ。

我国の住まいは、履き替え1つを取ってみても

ユ0
住まいの構成
@　　　　原理一2
ル�ﾔの転用性と室礼

世界にあまり類例をみない独特のものである。第

T回から第9回忌講義のまとめとして閥」の概
Oや「空間の転用性」あるいは「室礼」といった
芻曹ﾉ独特な空間の使い分けをもとに、日本の

同　　上

住まいの構成原理を明らかにする。

現代社会における家族生活と住生活の関係に

現代の住まい一1 ついて考える。具体的な独立住宅の間取りをも

11 ＜独立住宅の とに住生活上の問題点をコミュニケーションとプライ 同　　上

住生活〉 バシーの関係を軸に分析し、独立住宅における住

生活からみた家族関係のあり方を考える。

集合住居に繭ける住生活は独立住宅に澄ける

現代の住まい一2 それとは異なった点が多い。集合住宅に儲ける

12 〈集合住宅の 様々な住生活上の問題点を取り上げ、その問題 同　　上

住生活〉 解決の為のいくつかの試みを紹介し、望ましい

集合住宅のあり方を検討する。

欧米に診ける住宅問題の発生とその進展、及

13
社会と住まい一1
q海外の住宅事情〉

び問題解決の為に打ち出された様々な住宅政策

ﾌ推移をたどり、日本人と彼ら西欧人との住宅 同　　上

に対する基本的な考え方の違いを述べる。

日本に澄ける住宅問題の発生とその経緯を述

14 社会と住まい一2
q国内の住宅事清〉

べ、合わせて問題解決のために政府が行って
ｫた住宅政策を検討し、我国の住宅政策のあり

福ﾉついて考え、住宅問題解決の手掛りを探る。

同　　上

14回の講義を通して見てきたように、我々日

社会と住まい「3
本人の住生活は急速に変りつつあり、しかもそ
ﾌ変化の方向は必ずしも望ましい方向に向って

15 ＜住生活の現状と いるとは言いがたい側面も多く見られる。住生 同　　上

課題〉 活とは一体何なのか、住生活の将来像は如何に
?驍ﾗきか、いくつかの提案を具体的に検討し
ながら考える。
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　　　　＝　住　　居　　　H　＝

　　　　　一　　住　　環　　境　　論　一

〔主任講師…栗間巖欝総噸）〕

全体のねらい
　住居は住生活の場である。健康で快適な住生活を営む前提として、住居の室内環境、敷地環境澄よび

地域の住環境、ならびに関連事項などについて、科学的理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

良い住居とはどのようなものか。はじめに住

1 　　　　　　　　　9Z環境とは何か
居の室内環境、敷地環境ならびに地域の住環境

ﾈどに注目して保健性、快適性、安全性、利便

ｫの観点から考える。

　東　　　修　三

i京都府立大学教授）

まず住居の敷地の選定にあたって留意すべき

2
住居の敷地環境一1一自然的条件一

敷地の自然的条件、すなわち、地形、地質など

ﾌ土地の性状、ならびに微気候について述べる。 同　上

住居の日照は敷地の南側の建物や樹木などで

3
住居の敷地環境一2一日　　　　照一

障害を受ける。日影曲線、太陽位置図などを解

烽ｵて、日照時間と隣i棟間隔、日照障害などに

ﾂいて述べる。

同　上

都市は大気汚染、騒音などによってその住環

4
地域の住環境一一1
齣蜍C汚染と騒音一

境が悪化して量り、多くの公害問題が発生して

｢る。これらの公害の実態と対策を中心に述べ

驕B

同　上

居住地の選択には、教育、医療などの公共施

5
地域の住環境一2
齊ﾐ会的条件一

設の配置状況や公害、、交通事情などの社会的条

盾ｪ問題になる。都市計画区域内の用途地域区

ｪなどに注目して考える。

本　間　博　文

i放送大学助教授）

一一 ｺ内気候と自然気候調節一住居の内部は
屋根や外壁などの住居構造体によって外気と隔

6 室内環境一1
齊ｩ然気候調節一

てられているため、外部の一般の気候と違った
C候状態を呈しており、これを室内気候という。

東　　　修　三

室内気候の成立機構、さらに住居の自然気候調

節機能を中心に述べる。

一人工気候調節一冷暖房などの設備によっ
て快適な室内気候を実現しようとするのが人工

7
室内環境一2一人工気候調節一

気候調節である。熱貫流に関する基礎事項、冷

g房理論に基づき、住居構造体の断熱設計など
同　上

について述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一通風と換気一通風は夏季在室者に涼感を

8
室内環境一3一通風と換気一

与え、換気は冷暖房時の室内空気の汚染を排除

ｵ、ともに室内気候の改良に役だつ。通風計画

氓謔ﾑ換気設計について述べる。
東　　　修　三

ノ 一採光と照明一一室内に適度の照度を確保す

9
室内環境一4一採光と照明一 るのに昼間は窓その他の開口部から採光する。

ﾌ光が不十分なときや夜間は照明を行なう。採

�v画於よび照明設計について述べる。
同　上

一一實ｹの防止一外部騒音などを防止するに

10
室内環境一5一騒音の妨三一

は、住居構造体、特に外壁などの隔壁、窓、扉な

ﾇの遮音性を高める必要がある。騒音に関する

賰b事項、構造体材料の遮音性能などに関する
同　上

事項を概説して騒音防止対策に役だてる。

一結露の防止一冬季暖房時などに、室内の

11
室内環境一6一結露の妨三一 壁、天井澄よび床、さらに押入の内部などに結

Iが発生し、その表面に汚損を受けることが多 同　上

い。結露の発生機構を探り、その防止対策につ

いて述べる。

省エネルギー時代におげる住居の設備計画の

12
住居設備一1一太陽熱利用一 あり方について考える。まず、太陽熱利用の設

�Vステムを使ったいわゆるソーラハウスなど 本　間　博　文

の研究を紹介する。

冷暖房設備、照明設備などの住居設備計画に

13
住居設備一2一省エネルギー手法一 おける省エネルギー手法について述べる。

東　　　修　三

廃棄物の発生と処理のバランスがくずれると、

住環境の悪化を招く。廃棄物の排出、その収集・

14 廃　棄物処理 処理の実状などを述べる。 本　間　博文

講義内容を総括し、住居の室内環境、敷地環

境ならびに地域の住環境などに関する重要課題

15 これからの住環境 を取り上げ、将来の方向を提起する。 東　　　修　三

一176一



　　　　　　　　　　　　　＝　住　　　居　　　皿　＝

　　　　　　　　　　　　　　一　　住　　計　　画　　論　一

　　　　　　　　〔主備師熟酢幽幽矯講教授）〕

全体のねらい

　住居は住むための機械であると言われている。人間の行動に支障なくかつその行動を快適に安全に
営むことを可能とすることが最：大の役割であると言って良いだろう。また、外部の環境を適切に調整
して人間の生命活動に最適なように環境を調整することも重要な機能である。住居皿では住居1、皿
で学習した内容をふまえて、物としての住居が快適で利便性に富む住生活を可能とするための計画課
題を様々な角度から検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 住　計　　画　論

住計画の目的・住空間の評価
　清　家　　　清
i東京工業大学名誉
ｳ授）

{　間　博文
i放送大学助教授）

2
気候・風土と住計

謌黷P

寒冷地の住まい・熱帯地の住まい

同　　上

3
気候・風土と住計

謌黷Q

関東、中部地域の住まい

同　　上

4 規模計画一1

人体寸法と室内空間

同　　上

5 規模計画一2

人間の行動や家具配置：と適正規模

同　　上

6 平面計画一1

第2次大戦後の住宅平面の変遷

同　　上

7 平面計画一2

解放型平面と閉鎖型平面

同　　．上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

材料の強度と住宅の強度

清　家　　　清

8 構造計画一1 本　間　博文

住宅に：おける構造方式

9 構造計画一2 同　　上

住宅工法、一般構造

1⑪ 構造計画一3 同　　土

住宅に澄ける怪我の実態とその防止対策

11 安　全　計　画 同．上

住宅に関連した各種の災害の実態とその防止対
策

競 防　災　計　画 同　　上

住宅の耐久性．保守・修繕、住宅の管理．防犯

共同住宅に澄ける維持・管理の問題
13 住居の維持管理計画 同　　上

高齢化社会における住生活の問題を指摘して高
齢者の住宅の今後の方向を考える。

14 高齢化社会と住計画 同　　上

今後の住宅の方向をいくつかの事例をもとに検
回する。

15 これ渉らの住まい 同　　上
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＝　家　　庭　　経　　営　　学＝
　　一これからの社会と家庭経営一

〔主任講師　今井光映（金城学院大学学長）〕

全体のねらい

　家庭経営はそれをめぐる生活環境から影響をうけ、適応を迫られるとともに、他方では、そのあり

方が生活環境を醸成し、変えていく。これからの社会の動きの中で、家庭経営が考えて澄かなければ

ならない内在的、外在的諸問題をとりあげ、家庭経営がその本来の目的を実現するための問題解決の

すじ道を考えることとする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
家庭経営の本質と

ﾚ的

　家庭経営は．最も根源的にして中核的なエゴ

Vステムである。それは何を本質とし、何を目

Iとするか．企業・国・自治体などの派生的：な

Gコシステムとの関係はどうかなど、家庭経営
ﾌ根本問題を考える。

今井　光映
i金城学院大学長）

2 家庭経営のシステム

　家庭経営はインプット、プロセスもアウトプ

bト、フィードバックの4つのマネジメント要
fから成る。それら4要素の内容と関連を、具

ﾌ的な例で考え、合理的な家庭経営行動の基礎

ﾆする。

同上

3
家庭経営の意思決
閧ﾌ過程

　新しい家庭経営に澄いて「家庭経営とは意思

?閧ﾌことなり」と考えられ、意思決定こそ家

?o営の中核とされる。家政の意思決定のプロ

Zスを具体的な例をあげながら考える。

同　上

4
家庭経営に於ける
ｿ値とライフスタ
Cルの設計

　家庭経営のシステムに謡いて、価値は最：も中

j的なインプットとして意思決定のプロセスを

綷?ﾃけ、それぞれにライフスタイルを形成す

骭ｹとなる。価値の意義とその家庭経営への影

ｿの過程を考える。

山　口　久　子
i椙山女学園大学
@　　　　教授）

5
家庭経営と経済生

?ﾌ設計

　家庭経営の理論をふまえて、家族・個入のラ

Cフサイクルにそった家庭の経済生活の設計を

lえる。 同　上

6
家庭経営と食生活

ﾌ設計

食物・栄養の理論をふまえて、家族・記入の

宴Cフサイクルにそった食生活の設計を考える。

同　上

7
家庭経営と衣生活

ﾌ設計

繊維・衣料の理論をふまえて、家族・個人の

宴Cフずイクルにそった衣生活の設計を考える。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

｝

「住まう」ことに：視点をおいた、家族・個人

8
家庭経営と住生活
ﾌ設計

のライフサイクルにそった住生活の設計を考え
驕B 小　沢　紀美子

i東京学芸大学
助教授）

家庭や個人の生活時間の構造がどのような変

9
家庭経営と生活時
ﾔの設計

化をたどっているか、またその変化の中で家庭

o営はどのような問題に迫られているかを考え

驕Bまたその有効：な活用のためのマネージメン
同　上

トの方法を考える。

家事労働は、従来、時間的要素と身体的要素

1⑪ 家庭経営と家事労
ｭの設計

によって、労働生理学的に把握されてきたが、それに加えて、情感的と認知的の二つの要素を

ﾁえて、トータルにとらえられる必要がある。
同　上

それとともに、それを経済的に評価する方法も
考えて論く必要がある。

世界に類をみない早やさと水準ですすんでい

11
高齢化社会と家庭

o営

るわが国社会の高齢化によって、家庭経営がど

ﾌような影響を受けるかを自覚し、それに対応

ｷる方策を家庭経営の立場で考える。
山　口　久子

従来、家政の意思決定は経験的に行われてき

12
情報化社会と家庭

o営

たが、ハウスホーールドコンピュータの開発によ

ﾁて、それを科学的に行うことができるように
ﾈった。ニューメディアの時代を迎えるに当た

小沢　紀美子

って、澄こりうる家政の問題を考える。

家庭経営がその目的を達成するうえで問題と

13
家庭経営と消費者
竭

しなければならないものに消費者問題がある。

ｻの背景構造を明らかにし、問題を解決するた

ﾟの生活環境醸成的な家庭経営を考える。
今井　光映

今日の家庭経営をめぐる外部環境条件の旧き

14
家庭経営と消費者

ｳ育

な問題として消費者問題があるが、その問題解

?ﾌ担い手として消費者教育を位地づけ、その

lえ方と方法を考える。

同　上

15
これからの家庭経
cを考える

今井光映
R　口　久子
ｬ　沢　紀美子
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・＝@家庭経済学　＝：
〔主任講師　今井光映（金城学院大学学長）〕

全体のねらい

　家庭は家族・個人が自己実現するために最も根源的なエコシステムである。その家庭の経済が現代

の経済社会の全体のシステムの中で、どのように関連しているか、また、個別経済としてどのような

行為法則をもっているかを認識する。さらに、キャッシュレス社会・高齢化社会といった新しい環境

条件に対応する家庭経済を考える◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済の安定と福祉の向上を図るためにとられ
るいわゆる混合経済のメカニズムを理解し、家

1
現代経済の構造と
ﾆ庭経済

庭経済が政府や企業とともに、どのように国民
o済の循環と成長にかかわるかを認識する。家

今　井　光　映

i金城学院大学長）
庭経済を、経済の循環の中でシステム的にとら
えることの必要性と重要性を考える。

家庭経済、とくに勤労者のそれの源である賃

露
賃金・租税と家庭

o済

金は、どのようなメカニズムや政策によって決

ﾜるのか、また、高負担社会を迎えて、そこか
迯ｷし引かれる税のシステムと政策は、国民経

山　口　久　子

i椙山女学園大学
済と家庭経済にどのような意味をもつのかを理 教授）

解する。

現代のインフレーションの発生原因とそのメ

物価・価格・料金 カニズムを一般的に、また公共料金や一般商品
3

と家庭経済 の価格の決定のメカニズムを理解し、 同　　上

企業・政府がそれぞれ、物価・価格・料金安定

のために何をすべきかを考える。

競争的、寡占的、独占的な市場構造など、市

4
産業組織・マーケティ

塔Oと家庭経済

場構造や市場行動の違いが家庭経済に与える影

ｿについて考え、独禁政策を含む競争促進対策

ﾌ役割を理解するとともに、広告・宣伝などの

@能について家庭経済の立場で考える。

小　木　紀　之

i名古屋経済大学
@　　　　教授）

複雑かつ多様化した流通機構の特性と問題点

を解明し、流通組織、および自由公正な取引
5 流通機構と家庭経済 き制度が家庭経済に及ぼす影響関係とその対策 同　　上

を考える。

家庭経済を組み立てる収入と支出にはそれぞ

6
家庭経済の構造と

цﾚ

れどのようなものがあるか、この両者のフロー

ﾌ構造関係、その移り変わりを理解する。また、

緖xというフローだけでなく、資産というスト

今　村　幸　生

i奈良女子大学教授）

ック関係についても認識する。

家庭経済を分析する手法、その分析の基礎資

料にどのようなものがあるか、さらに分析に必

7 家庭経済の分析手法 要な基本的な概念を認識する。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家計の支出のメカニズム診よび消費者行動に

どのような定律性・法則性が認められるかを、

8 家庭経済の諸法則 支出全体、ならびに費目別に認識し、生活設計 今　井　光　映

への資料とする。

家計に澄ける支出の決定メカエズムと消費者

行動を解明する古典的、ならびに新しい理論を

験 家庭経済の理論 認識し、合理的家計支出行動の資料とする。 今　村　幸　生

家庭経済の計数的把握の用具として家計簿を

位置つげ、その基本的な記入のシステムと手法

1む 家庭経済と家計簿記 を学ぶ◎とくにキャッシュレス社会に向けての 三　束　純　子
新しい家計簿を考える◎

家計簿を記入するのは、記入のためではなく、

豆蓋
…家庭経済の診断

@　－一鵠幽厄

家庭経済の改善のためである。そのためには診

fが必要である。家庭診断の原則、目のつけど

ｱヘポイントを認識する。

三　束　純　子

i横浜国立大学教授）

一“路

ライフ・サイクルのステージに沿った私的個

1窯
家庭経済と生活設
vポリシー

別的生活設計の考え方と方法を理解するととも

ﾉ、社会の責任による公的社会的生活設計、す

ﾈわち生活設計ポリシーの必要性を認識する。
今　井　光　映

今後ますます厳しさを増す国際経済社会にあ
って、わが国経済の根幹の問題であり、国民的課

13
資源・エネルギー制

�ﾐ会と家庭経済
題：である資源・エネルギー問題が家庭経済に及

ﾚす影響を認識するとともに、個々の家庭経済 小　木　紀　之

が資源とエネルギーを有効に活用する方策を考
える◎

消費者信用制度の発達や銀行振替システムの

キャ　ッシュレヌ
定着化は、キャッシュレス社会の到来を思わぜ

1凄
社会と家庭経済

る。それらの制度が家庭経済に及ぼす影響を認

ｯし、それに対応する家計管理方法を考える。
山　口　久　子

高齢化社会の到来を目前に、この高齢化社会

15
高齢化社会と家庭

o済

が家庭経済にどのような影響を及ぼすか、それ

ﾉ対して家庭経済はどのような生活設計をたて

ﾄおくべきかを考える。
今　井　光　映
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＝　家　族　関　係　＝

〔主任講師　森岡清美（成城大学教授）〕

全体のねらい
1．戦前から戦後をへて現在に至るまでの、日本家族の構造と機能にみられる変化を明らかにする・

2．日本の家族関係の現状を、外国の家族関係と比較して考察し、その特色を明らかにする。

a　高齢化社会における家族関係の問題点を探り、それへの対策を検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家族とは何か。その定義を述べ、家族関係の解
説に：及ぶ。 森　岡　清美

1 家　族　　と　は （成城大学教授）

家族・家庭。世帯、以上の3用語がどのように
して成立したかを、「家」の解体とのかかわりに

2 家族・家庭・世帯
澄いて考察する。

同　　上

家族の基礎単位としての核家族の概念を検討し

核家族の2面性、核家族の世代関係を論ずる。

3 核　　　家　　　族 同　　上

核家族の異なる組み合せから、家族形成パター
ンである類型と、現実の家族構成を示す分類とを

4 家族の類型と分類
構築し、両者の関連に説き及ぶ。 同　　上

家族規模（平均家族員数）縮小の傾向とその要
因を指摘し、外国との比較のなかでわが国を位置

5 小　家　族　　化
づける。 同　　上

核家族化の意義を論じ、核家族率の上昇傾向と

その要因を考える。

6 核　家　族　　化 同　　上

ライフサイクルの概念、段階設定の推移、家族

類型ごとの段階設定を論ずる。

7
家族のライフサイ 同　　上
クル
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦前から現代へかけてのライフサイクルの変化、

澄よびその影響を論じ、ライフコースの概念の登

8
ライフサイクルの 場に説き及ぶ。 森　岡　清　美
変化

成長に伴う異性交際の発達、デイトの機能・逆
機能、異性交際の実態、について論ずる。

9 異　性　交　際
望　月　　　崇
s大正大学教授）

配偶者選択のメカニズム、配偶者選択の過程、
について考察する。

10 配偶　者選択 同　　上

結婚の意味、結婚の機能、次代日本の結婚につ
いて論ずる。

11 結　　　　　　婚 同　　上

離婚の意味：、離婚に対する社会の態度、日本の

離婚の動向、離婚の社会的背景、再婚の状況、を

12 離婚　・　再婚 論ずる。 同　　上

家族危機理解のためのABC－Xモデル、二重
ABC－Xモデル、マリジ。カウンセリング、に

13 家族　の　危機 ついて論ずる。 同　　上

親子関係と社会化、社会化としつけ、社会化の
過程、次代家族の問題点、について述べる。

14 子どもの社会化 同　　上

女子就労の動向、とくに共働き夫婦の増加傾向
を指摘し、家族関係に対する主婦就労の影響を考

15 共働き夫婦 察する。
同　　上
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回
リ　　テ　　一　　　マ

内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

老人の諸欲求とその充足、老親扶養の2類型、
老親扶養の動向、社会的扶養の問題を説く。

16 老親　の　扶養 森　岡清　美

DKの出現、居間の確立、座敷の消減、住宅の
小型化。洋風化に代表される住宅の現代的変貌を

17 家族　と　住　宅 説き、家族生活との関連を考える。 同　　．上

冷蔵庫の普及、冷凍食品。インスタント食品等
の普及、外食の頻度上昇等の傾向を指摘し、家族

18 家族と食生活
生活とのかかわりを考察する。 同　　上

就労形態と家計、収入階層と家計、家計にかか
わる役割分担、家計と生活設計などを論ずる。

19 家族　と　家計 望　月　　　嵩

余暇の増加、余暇に対する意識、余暇活動の動
向を指摘し、家族生活とのかかわりを論ずる。

20 家族と余暇活動 同　　．上

家族における地位と役割、役割期待・認知・遂
行、役割配分の規定要因、役割構造の変化を論ず

21 家族の役割構造 る。 森　岡　清　美

家族における権力と勢力、勢力構造の実態、勢
力関係の規定要因、勢力構造の変化を論ずる。

22 家族の勢力構造 同　　上

璽璽

譓盾ﾆは”家族の情緒構造、夫婦の伴侶性、親

子の情緒関係、を論ずる。

23 家族の情緒構造 望　月　　　嵩
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「家」の先祖、先祖観の変化、先祖祭祝の変化

家族の宗教性の衰亡、などを説く。

24 家族　と　先祖 森　岡清美

親族関係、親族集団、同族と親類、親族関係の
変化、を考える。

25 親　族　　関　係 同　　上

村落的社会と家族、都市的社会と家族、家族の
変化と地域社会、住民運動の意義、を論ずる。

26 家族と地域社会 同　　上

産業化。都市化に伴う家族機能の衰退傾向を説
き、衰退への社会的対応に論及する。

27 家族機能の縮小 同　　上

衰退の一方で新しい家族機能が出現している点
を指摘し、人間にとっての家族の意義を考察する。

28 新しい家族機能 同　　上

「家」意識の衰退と新しい家族意識の明確化、

規範拘束性から状況拘束性への転換に注目する。

29 家族意識の変化 同　　上

かつての未来家族論ご家族は消滅するか”、
鰻家族はどこへ”などについて考察する。

30 家族　の　未来 同　　上
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　　　　　＝　生　活　福　祉　＝

〔主任講師　仲村優一（日本社会事業大学教授）〕

全体のねらい

　この科目は、人間が社会生活を営む際に直面する生活上の諸聞題にどんなものがあるか、そして、．

それらに対処して問題解決を図ることを目的とする社会的諸施策はどうなっているか、また、その間

題点は何か、についての基本的理解をえさせることを目的とする。中でも、社会福祉の制度と施策を

中心に、一個の市民として当然にもっていってよいと思われる知識を身につけてもらうことをねらい

としたい。

主な項目

（1）人間の社会生活と生活上の諸問題（1）

（2）人間の社会生活と生活上の諸問題（2）

（3）社会福祉の意：味

（4）社会福祉と関連諸施策

⑤　社会福祉の展開（1）　欧米

㈲　社会福祉の展開（2）　欧米（つづき）

（7）社会福祉の展開（3）　日本

（8）社会福祉の展開（4）　日本（つづき）

⑨　社会福祉の制度と仕組（1）

⑩　社会福祉の制度と仕組（2）

⑪　社会福祉の制度と仕組（3）

⑫　社会福祉の制度と仕組（4）

㈱　社会福祉の主な分野（1）概要について

ω　社会福祉の主な分野（2）公的扶助（D

⑮　社会福祉の主な分野（3）公的扶助①

　
　
　
　
　
　
⑳

③
の
⑳
③
①
り

“
向
撃
¢
α
⑫
あ
照

法制のあらまし（i）㈱

法制のあらまし㈹㈲

行財政の仕組（D　㈱

行財政の仕組⑪　鋤

　　　　　　　　㈹

社会福祉の主な分野（4）児童福祉（D

社会福祉の主な分野（5）児童福祉（の

社会福祉の主：な分野（6）老人福祉（D

社会福祉の主な分野（7）老入福祉（D

社会福祉の主な分野（8）障害者福祉（i）

社会福祉の主な分野（9）障害者福祉①

社会福祉の方法（1）ケースワーク（D

社会福祉の方法（2）ケースワーク（ii）

社会福祉の方法（3）グループワーク

社会福祉の方法④　コミュニティ・オーガニぜション

社会福祉の従事者問題（1）

社会福祉の従事者問題（2）

社会福祉施設の問題（1）

社会福祉：施設の問題（2）

社会福祉と国際化
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二　母　子　保　健　　＝

〔主任講師　古谷　博（順天堂大学教授）〕

全体のねらい

　ヒトの出生は母の体内に澄ける卵細胞の受精という生物学的現象にはじまり、これに遺伝と環境が

からんで胎児の発育、分娩、授乳、育児という「連の過程を経て、人間としての完成の第一歩となる
ものである。この過程は内外の要因によってその安定が維持されているが、ここではそのメカニズム　　　　ベ

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
母と子の健康科学

ﾌねらい

　母と子の健康は人間の要点であり、この健康が
ﾛ持されるには多くの要因が複雑にからみあって
｢る。この微妙で巧みな仕組みを理解することに
謔ﾁて人間誕生が祝福されることも意義も明らか
ﾉされよう。

古　谷　　　博

i順天堂大学教授）

2

生命のはじまり一精子と卵子一

@排卵、受精

　生殖細胞の起源、減数分裂、卵子の成熟と卵胞の発達、精子の成熟、卵子数の推移、ホルモンと

r卵、受精のメカニズム、精子のキ々パシテユシ
㏍刀A多精子受精防禦メカニズム

ﾏ

鈴　三秋　悦
i慶応義塾大学

@　　　助教授）

3
受精卵の分割と分化

@卵管、：着床

　受精卵の分割と分化、受精卵と卵管環境、着床
O後の受精卵、子宮内膜と妊娠準備状態、胞胚の
`とはたらき、着床のメカニズム

同　　上

4
胎盤の発生と働き

@羊　水

　胎盤の初期発生学、胎盤の構造とはたらき、羊水のはたらきと組成、妊娠期間における胎盤と羊

?A胎盤とホルモン、ヒトの胎盤の特徴。 同　　上

5
母体・胎盤・胎児

ﾌ相互関係

　胎児は胎盤を通じて母体との間に物質交換を行いながら成長する。また胎盤から産生されるホル

c唐ﾍ母児にさまざまな変化を及ぼしている。そ
黷轤ﾌ相互関係を述べる。

太　田　孝　夫

i帝京大学教授）

6 胎児の発育と自律性

　胎児の体は三胚葉がまず形成され、次第に各臓

墲ﾉ分化し、それぞれが機能を発揮しはじめ、胎
O生活への適応のための準備を行っている。

同　　上

7
妊婦のからだと心の

ﾏ化

　妊婦の全身的並びに局所的変化、妊娠中の生理
I変化の個人差、心の変化、妊娠を安定維持させ
驛＜Jニズム。

伊　藤　博之
i聖路加国際病院

@産婦人科医長）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

妊婦をめぐる諸々の環境因子（くすり、放射線

嗜好品、ウィルス、細菌など）…

8 妊婦　と　環境 人間社会とのかかわりあい（里帰り分娩、夫立
伊藤博之会い分娩、ラマーズ法、座位分娩など）

妊娠中のスポーソ、食事、性生活◎高年婦入の
妊娠、若年婦入の妊娠、勤労婦人の妊娠，

9 妊婦　と　生活 同　　上

分娩はどのようにしてはじまり、胎児はどの様
にして分娩されるかを述べる。

10 分娩のメカニズム 太　田　孝夫

妊娠、分娩は生理的な現象ではあるが、かなら

11
妊娠・分娩とそれ

ﾉ伴うリスク

ずしもすべて正常に進行するものではなく、正常
ｩら逸脱することがある。それを妊娠から分娩ま
ﾅにあらわれるものについて述べる。

同　　上

妊婦から褥婦、授乳婦へのうつりかわり、全身

12
分娩後の母体の心

gの回復

局所の身体的：な回復、ホルモンの変化、母性のめ

ﾎえなどについてのべる。 古　谷　　　博

乳腺の発生と発達、構造と機能、ホルモンの作
用と乳腺の機能、母乳の生成と分泌、乳汁分泌の

13 乳　汁　　分　　泌 調節などについてのべる。 同　　上

子どもにとって母乳がいかに優れているか、母
乳栄養のすすめ方、母乳哺育と母子結合。

14 母　乳　　哺　　育 奥　山　和　男

（昭和大学教授）

ライフサイクルに澄ける乳幼児期の位置づけ。

2～3歳頃までは環境因子が大きく影響し、2～

15 こ　ど　も　と　は 3歳頃までの心身の成熟とともにその頃から社会 二巷野　悟　郎

への参加としてのしつけや教育が始まる。総論と （東京家政大学教授）

して乳幼児を理解する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担、当講師
i所属・氏名）

出生に伴うからだの生理的変化と新生児の身体
的特徴。それに応じた新生児の養護のあり方につ

16 胎児から新生児へ いて。未熟児についても触れる。 ＝奥　山　和　男

母と子のふれ合いと心の発達。早期接触の重要
性・母子結合を促進する育児のあり方、愛情遮断

17 母と子のふれ合い 症候群など現在の母子関係の問題点。
同　　上

　新生児期をはじめその後の栄養（母乳栄養、入エ栄養、および離乳から三食）の問題にふれるそ

川　崎　富　作

18 子どもの栄養 の中で特に肥満、ヤセ．牛乳嫌い．小食などの点 （日赤医療センター

をとり上げる◎ 小児科部長）

身体の形態的成熟過程とその評価の意義及び評

19 子どもの身体発育
価の具体的方法について述べる◎肥満、ヤセなど
ﾉついても述べる。

　高　野　　　陽

送ｧ公衆衛生院
母性小児衛生学部長）

乳幼児期の運動機能の発達過程とその評価判定
について述べる。

20 こどもの運動機能 運動機能を順調に発達させる養育のあり方を考 同　　上
える。

産声から哺語、その後言葉へと発達していく般
階を、母と子、環境などとのかかわりで考える。

21 泣き声と言葉 言葉の発達のおくれ、どもりなどにもふれる。 巷　野　悟郎

乳幼児の生理の主なものについて、特に体温、
すい眠、排泄などについて述べる。

22 こどもの生理機能 同　　上

子どもの身体には、顔が各々違うように一入一・

人にそれぞれ個人差があり、その個人差により羅：

23 子どもと個三差 患傾向や疾病の重いか軽いかが違ってくる。この
_を体質と併せて述べる。

川　崎　富　作
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもは新生児、乳児、幼児と発育していぐが
その発育に応じて病気の種類、現れ方とも違いが

24 子どもの発育と病気 でてぐる。この点を免疫の発達、また予防注射に
謔髟a気の予防につき述べる。

川崎　富　作

子どもの健康が環境と大いに関係する。この中
で、遊びの問題、事故の問題などについて述べる。

25 子どもの健康と環境 同　　上

環境に適応するための日常生活に澄ける問題点
を考え、健康増進にふれる。ことに自律神経系の

26 子どもの健康増進 働きの年齢的推移の解説と、生活とのかかわりに 巷　野悟郎
ふれる。具体的にはうす着、乾布まさつなどがあ
る。

こどもが社会生活に適応し順応していくための
日常生活のあり方、いわゆる「しつけ」について

27 こどもと生活 のべる。 同　　上

現在実施されている各種健康診査・保健指導を
はじめ、こどもの健康のために社会がいかに係っ

28 こどもと社会 ているかを述べる。子どものための施設などの紹 高　野　　　陽
介。

乳幼児の集団保育の意義とあり方について述べ
る（特に、集団保育に山ける健康管理・事故防止）

29 集　団　保　育 また、保育の具体的内容や家庭保育での関連につ 伺　　上
いても考える。

全体の項目についての補足、まとめをする。

30
母とこどもの健康

�lえる
古　谷　　　博
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＝　成　　人　　の　　保　　健　・＝

　　　　　　（→成人健康科学）

〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）〕

全体のねらい

　母子健康科学と同じ。母子・青少年の健康科学にひきつづき、同じ目標の下に一貫した内容とする。

成人から壮年へかけての問題に重点を旧く。

主な項目

（1）健康の指標としての正常値の読み方

②　バイオリズムについて1（時差ボケとは）

紛
ω
・
㈲
⑥
⑦
㈲
㈲
⑩
⑪
⑫
⑬
㈹
⑱

　　　　〃

　　　　　〃

脳のはたらき

環境と生体反応

運動と生体反応

安静と生体反応

ストレスと生体反応

肥満の生理

外傷と生体反応

薬剤と生体反応

9
琳
3

日常生活における生体反応1）睡眠

　　　　　〃　　　　　　2＞疲労

　　　　　〃　　　　　　3）不安・怒り

」
　
　
　
　
嘆
　
　
　
　
註
陣
涯
登
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

⑬
㈲
⑱
㈲
⑳
⑳
鋤
㈱
伽
㈱
鱒
㈲
㈱
㈲
㈹

日常生活に澄ける生体反応4）
　　　　　　　　　　　　食事・飲酒・便通

　　　　　〃　　　　　　5）入浴

　　　　　〃　　　　　　6）家族関係

喫煙と生体反応1）

　　　〃　　　2）

　　　〃　　　3）

高地・高温・低温と生体反応

汚染大気と生体反応

生体反応統御のメカニズム　1）細胞

と　め

〃　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

2）神経系

3）内分泌系

4）心循環系

5）呼吸器系

6）

防御・免疫機構
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老人の保健
〔主任講師　本間日臣（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　一老年期の健康科学一

全体のねらい
　健康に関する本学の講座は母と子の健康科学、少青年期の健康科学、成人荘年期の健康科学、老年期
の健康科学からなり、受精卵の分裂から高齢末期までの加令変化　各年代の生体反応を一貫した基本理
念に基いて解説する。一人の個性の確立、自己同一性の完成の時期に相当するこの年代の健康について．
科学的総合的理解を目指す。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

老年期の健康科学

?_
ｬ講義のねらい

　本学の一連の健康科学講座の構成からすれば、

V年期の変化も、乳幼児、少青年、成壮年と続い
ﾄきた加令変化の一部であり終着像であるが、老
ｻが特に関心を呼ぶのは、からだの衰滅へつなが
髓ｼ接の前段階であるためであろう◎本講義作製
ﾌ基本方針と順序を説明。

本　間　日　臣

i放送大学教授）

2
老化とは

齪V化の諸学説

　老化のメカニズムは現在でも未知であり、昔か
迹ｽくの学説である、大きくわけて内因性の遺伝
q説、ホルモン説などと外因性のストレス説、放
ﾋ線説などである。これらにつき解説し、それを
ｻ代科学の進歩から批判し、老化研究の現状につ
｢て述べる。

朝　長正　徳
i東大教授）

3
老化度の測定につ
Pハて

鼬沚ｸ値のよみ方

　老化度測定の基礎となる老化のパラメーターに
ﾂき列挙し、その意識につき解説する。また、種
Xな臨床検査値のよみ方で、老人と若年者ではど
ﾌ様に異なるかについて述べ、老年者での代謝機
¥についてもふれる。

同　　上

4
臓器・組織の変化
i1）

@細胞の変化

　細胞はからだの細小構成成分であるが、すべて
ﾌ臓器組織の細胞が同じ速度や同じ様式で変化す
驍墲ｯではない。神経細胞は生後分裂を停止し数
ﾍ増加しない。血液細胞は一生分裂をくり返し産
ｶされ続ける。肝細胞は損傷後再生修復される。
ｱの多様性を中心に解説。

本　間　日　臣

5
臓器・組織の変化
i2）

@神経系の変化1）

　夜眼が覚める。短時間記憶力（物忘れ）の低下、

^動機能の低下：などを糸口として運動神経を中心

ﾉ解説する。 朝　長正　徳

6

臓器・組織の変化
i3）

@神経系の変化2）

　老入のドライブ事故の多発を糸口として、視野
ﾌ狭窄、難聴の原因、味覚や臭覚の低下、足のし
ﾑれなど知覚の低下を中心に解説する。

同　　上

7

臓器・組織の変化
i4）

ﾄ吸・循環系の変

ｻ

　階段や坂の上昇時の息切れ、足のむくみ、夜入
瘤桙ﾌせき・たん、夜尿など日常の変化を導入部

ﾆして呼吸循環系の加重変化と反応を解説する。 本　間　日　臣
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

臓器・組織の変化
i5）

熾ｪ泌代謝機能の
ﾏ化

　一寸したはずみで骨折する（骨粗鉱症）現象から、一般の代謝機能、内分泌機能の老化の解説に入っていく。

朝　長正　徳

9

臓器、組織の変化
E消化機能・腎機能

ﾌ変化

同　　上

1⑪

臓器・組織の変化
F防御◎免疫機能の

ﾏ化

　高只者の死因の第1は、抗生物質の発達した現在でも肺炎である。このことは何を意味するか。これを中心に老年期の防御・免疫機能がどのように変化しているかを考える◎

本　問　日　臣

11 外見　の　変　化 同　　上

12
知能の老化とボケ（1）一知能老化の特徴 　長谷川和夫

i聖マリアンナ大教授）

13
知能の老化とボケ（2）

@‘‘ボケとは？ρ’

　ボケ（痴呆〉とは心入に澄こる知能障害である。通常脳器質病因を基礎にして澄こる。痴呆の診断基準を明らかにして．ボケと類似の症候を呈する意識障害やうつ状態との鑑別点を指摘する。またボケの客観的評価スケーールを紹介する。

同　　上

14
知能の老化とボケ（3）一対応と予防一

同　　．上

15

老年期の光と影一自己同一性の完

@成とその栄光

　人の肉体は有限であり、肉体諸機能は思春期前後を頂点として弱化して行くが、精神活動は60才以後まで上昇を続け、老年期において高揚する。自己同一性の完成それが老年期の栄光である。上手に美しく老いる為には、それ迄の各年代の健康的な生命の燃焼が必要である。

本　間　日　臣
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（参　　考）

一人間のからだと健康＝
　　　　　（保健シリーズ）

全体のねらい

　胎生期から老年末期までの生体の形態学的、生物学的、心理学的経済変化の理解を基礎として、家

庭、社会、職場、都市、自然現象の環境に澄ける多種多様の刺激因子と生体との不断の反応のメカニ

ズムに：ついての判断力を養成する（付図参照）。それによって日常め健康管理、食事、栄養、習慣、運

動、病気・外傷などの際の対応について、理性的かつ理論的な行動がとりうる教養人の育成を目指す。

主な項目

　母子保健（周産：期保健）、乳幼児保健、小児学童保健（欠）、青少年保健、成人保健、老入保健、

〔乳幼児心理〕〔青年心理〕〔老入心理（欠）〕、加令（欠）

〔環境衛生〕、〔精神衛生〕　　　　　　　　　　　　　　（保健の用語は将来健康科学となる。）

　　　〔　う内は関連科目

　　　欠：設置審申請時項目中欠の意
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　＝青少年の保健1＝
　　　　　　　一学此期の保健一

〔主任講師：搬堅鱗諜濡；〕

全体のねらい
　健康科学に関連する講座には、母子保健・成人保健・老入保健とともに、少青年期保健がある。年
令の順に、健康について考える構成になっている。この項では、学令婿から成人するまでの、成育期
の健康について、肉体的に精神的に、調和のとれた成長。成育とは何かについての理解を深めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

放送大学に論ける、生涯にわたる健康科学に関
する講義の一環として少年期の健康科学を位置づ 本　間　日　臣

1 少年期の健康科学 け、その内容について主任講師の立場から講義を
sう。

（放送大学教授）

ﾛ　井　英　二
（東京大学講師）

少年期は学校で生活をする学童期でもある。こ
の時期の身体と心について、概括的に展望し、今

2 学齢期の心身の特徴 後の講義の前提となる知識を整理する。 高　石　昌　弘

（東京大学教授）

3

少年期のからだの
ﾏ化（1）

　少年期は消化器や呼吸器についての質的変化は
ｭない。しかし、身体全体の発育に伴い、その量
I変化は著しい。これについて構造と機能の両面 馬場　一一　雄

一消化器、呼吸器を からみていく。 （日本大学教授）

中心に一

少年期のからだの
　幼児期に出来上がった器官の機能的変化につい
ﾄ講義する。特に、いくつかの運動機能を中心に

4
変化（2） その発達をたどる。また、感覚器澄よび歯の発達 同　　上
一神経系、感覚器、 にもふれる。

歯など一

循環系に関する基礎的な知識について解説し、

5
少年期のからだの
ﾏ化（3）

循環系診よび腎機能の変化と、この時期にみられ
髟a的変化についての講義を澄こなう。 阿　波彰　一一

i東京大学講師）
一循環器を中心に一

人間に男女の性差があるのはなぜか、性はいか

6
少年期のからだの
ﾏ化（4）

齒ｭ年期の性的発育一

にして決定されるか。その結果、思春期はどのよ
､なメカニズムで発現するのか。生物学的な基礎

m識を紹介する。

　玉田　太　朗
i自治医科大学教授）

学童の骨折が話題になることが多いが、その根

7

少年期のからだの
ﾏ化（5）

皷^動器を中心に一

拠はあるのか。入体の構造から、骨折はいかにし
ﾄ生ずるか、またその予防策について述べる。 　杉浦　　勲

i名古屋大学助教授）
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
少年期のこころの

ﾏ化

　少年期には身体上の変化に比べ、こころの変化は著しい。乳幼児期から学童期まで、それぞれの時期に特有の精神的課題を抱えている。子どもにとっての環境の変化と対応させて考えていく。

小　倉　　　清

i関東中央病院

@精神科部長）

9 身体の右と左

　身体は一見すると左右対称のように見えるが、よく観察すると決してそうではないことが理解できる。脳の左右両半球の機能差から幼少年期の環境、言語．文化に言及する。

角　田　忠　信

i東京医科歯科

@　大学教授）

1⑪
保健環境としての

ﾆ庭
江　口　篤　寿

i筑波大学教授）

11 子どもの食事と栄養 　金　子　佳代子

i女子栄養大学講師）

12 学校に附ける保健

　学校保健は保健管理と保健教育とに分けられる。ここでは．それにとどまらず、学校という場に承ける健康問題、さらに、子どもたちの生活．成績との関連のなかで心身の健康について調査結果を交えて考えていく。

小　倉　　　学

i茨城大学教授）

13 学　校　給　　食

　学校での生活のなかで学校給食はいかなる意義を持つか、またその内容はどうか。子どもの食環境の変化と併せて、「食」について考える。

　茂　木馬　枝
i実践女子大学教授）

14
青少年期の健康と

ﾐ会環境

子どもの健康は生物学的に理解されるだけでな
ｭ、ひろく社会的存在としてとらえ：なければなら

ﾈい。青少年の健康問題は同時に澄となの問題で
烽?驕B広い視野から健康を見直していく。

中　江　公　裕

i独協医科大学

@　　助教授）

15 青年期への移行

　少年期から青年期への移行期として思春期をとり上げ、身体的成熟の側面と健康についてふれる。成熟の男女差もトピックとなる。

高　石　昌　弘
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青　少　年　の　保　健　　皿
〔主任講師：本間日臣（放送大学教授）　　　　　丸井英二（東京大学講師）〕

全体のねらい
　この科目では、青少年の保健（1）に引き続き、一生にわたる健康科学の一環としての青年期を扱う。

この時期は、身体的にほとんど成人と変わらないほどに成長している。しかし、環境が拡大していく
につれ、精神的な問題が様々な形で生じてくる。従って、生物学的な側面だけでなく、心理的、社会
的な側面にも注目していく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

青年期のからだ（1）

萩@能の成熟と諸
竭

　身体的にみると、質的：な変化は少ない時期であ

驍ｪ、成熟に向かう上での問題がある。また、遺
`的な要因が環境との相互関係の中で、青年期の
ﾂ体の健康に一与える影響についても、身体の全般

I特徴に触れながら解説する。

本　間　日　臣

i放送大学教授）

ﾛ　井　英　二
i東京大学講師）

2
青年期のからだ（2）

j性を中心に

　青年期には男性と女性との差が様々な面で目立
ｿ始める。ここでは男性の身体的：な成長のこの時

冾ﾌ特徴について解説する。 白　井　将，文

i東邦大学教授）

3
青年期のからだ（3）

乱ｫを中心に

　女性では10代後半から20代前半にかけて、
乱ｫ特有のからだの変化が見られる。この時期を
?Sに確説する。

林　　　謙　治
i公衆衛生院

w校衛生室長）

4

青年期のからだ（4）

v春期発現のメカ

jズム

　青年期の身体的特徴は、ホルモンによって支配
ｳれるところが多い。第二次性徴、第三次性徴を
烽ｽらす仕組みについて、身体の機能の側面から
�烽�ﾁえる。

　玉　田　太　朗

i自治医科大学教授）

5 青年期のこころ（1）

　青年期は、からだ以上に、こころの問題の多い
條冾ﾅある。さまざまな環境に適応し、その中で
ｩ己の確立を図らなければ：ならない。このような

條冾ﾌこころの変化について解説する。

小　倉　　　清

i関東中央病院

@精神科部長）

6 青年期のこころ（2）

　前回に続いて青年期のこころについて、いくつ
ｩのトピックを中心にさらに理解を深める。

同　　上

7

青年期のこころと

ｩらだ
ｻの相関に注目して

　　からだとこころは、別のものであり無関係に
@能すると考えられることがある。しかし、実際
ﾉは、この両者は密接に関係を持っておの、互い
ﾉ影響を与え合い、一体であるということさえで
ｫる。その相関について、ダイナミズムが特に顕
?ﾈ青年期を対象に考えていく。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
青年期の体力と

@　　スポーソ

青年期には体力の伸長が著しい。からだの変化
ﾆスポーツの役割とを、あわせて考えていく。

武　藤　芳照
i東京大学助教授）

9
思春期の問題行動

ﾆ相談

　思春期には非行、いじめをはじめとするさまざ
ﾜな問題行動がある。こうした問題についての相
kはどのよう：な場面で、どの様な内容で、どのよ

､な解決がありうるのかについて、多面的に扱う

江　幡　玲　子

i思春期問題

@研究所研究員）

10 青年期の栄養と食事

　この時期は男女共に成人とほぼ同様の生活とな
ﾁて行く。しかし、その後の人生の健康を左右し
ﾄいく食生活習慣のあり方を考えていく。 　金　子佳代子

i女子栄養大学講師）

11 学生生活と性の問題

　学生生活に旧いても様々な問題がある。それら
�沒｢し、中でもこの時期に問題となる性の問題
ﾉついて、学校という場の特殊性を考慮して考え
ﾄいく。

武　田　敏　夫

i千葉大学教授）

12 青年と労働環境

　青年が職を得ていぐことは、新たな物理的、化学的あるいは生物学的環境に入ると共に、それまでに経験しない人間環境にも触れることになる。そうした環境の変化にどのように対応し、適応して行くか、その過程を解説する。

滝　川　　　寛

i三重大学助教授）

13
青年期のライフス

^イル
�ﾆタバコを中心に

　いわゆる成人病は加齢にともなって発生するが

ｻれにはライフスタイルが大きく影響する。この
宴Cフスタイルは成人期になる以前に出来上がる
ｱとが多い。そうした習慣形成について、酒とタ
oコを中心に論ずる。

片　本哲　郎

i東京大学助手）

{　間　日　臣

14
青年の健康と社会
ﾂ；境

　健康は身体内の現象であるのみならず、様々：な

ﾂ境との不断の相互関係の上に成立している。そ
ﾌ中でも、社会環境はきわめて広い範囲で青年を
謔闊ﾍみ、生活の中で健康を考えていくために益
X重要となる。

中　江　公　裕

i独協医科大学

@　　助教授）

15
少青年期の健康科

w（まとめ）

　これまで、少青年期の健康について考えてきた
ｱの時期を一生を通じての健康科学の中に改めて
ﾊ置づけ、青年期の意義について再考する。

本　間　日　臣

ﾛ　井　英　二
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＝＝@精　神　衛　生　＝
〔主任講師；挾間秀文（鳥取大学教授）　　　　　織田尚生（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　精神医学澄よび臨床心理学の応用科学である精神衛生学を、主に精神力動的立場から講義する、心

の健康増進についての科学である精神衛生の基礎澄よび応用の各方面に亘って、検討を加える。その

際、人文諸科学特に文化人類学や宗教史学等との学際的領域にも留意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心が健康であるとはどのような状態をさすのか

1 心の健康とは
を検討し、精神衛生の全体像を概観する。

挟　間　秀　文

（鳥取大学教授）

正常が異常と切り離されるものでなく、両者の

2 正常　と　異　常
関わりの下にはじめて健康な生活を送ることが可

¥になる。この点について、精神力動的な見地か
河　合　　　雄

ら述べる。 （京都大学教授）

精神衛生の歴史について述べ、現代社会の諸特

性についても触れる。 織　田　尚　生
3 現代社会と精神衛生

（放送大学助教授）

心因性の心の障害を通して、人間の健康な生き

4
心の障害と人間の
ｶき方（1）

方を考える。

挾　間　秀　文

内因性の心の障害を通して、人間の健康な生き

5
心の障害と入間の

ｶき方⑪

方を考える。

同　　上

現代の家族の人間関係とその問題点を取り上げ、

対策について検討する。 吉　本千鶴子
6 現代　の　家　族 （国立京都病院

非常勤医師）

人間の心に内在する父性と母性について述べ、

それらがどのように子どもの心の発達に影響を及

7 父性　と　母性 ぼすかについて検討する。 織　田　尚　生
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
乳児期・幼児前期

ﾌ心の健康

　この段階の心の発達とその問題点について論じ
驕B

山　中　康裕
i京都大学助教授）

9
幼児後期．学童期

ﾌ心の健康（D

　この段階の心の発達とその問題点について論じ
驕

同　　上

10
幼児後期．学童期

ﾌ心の健康⑳

事例について検討する。

同　　上

11
思春期・青年期の
Sの健康（1）

この段階の心の健康とその問題点について論じ

驕B

村瀬　孝雄
i立教大学教授）

12
思春期・青年期の

Sの健康⑪

事例について検討する。

同　　上

13 成入期の心の健康（1）

成三期の心の諸課題をいかに達成するかについ

ﾄ、またその困難についで述べる。 　小　川i捷之
i横浜国立大学教授）

14 成魚期の心の健康⑪

事例について検討する。

同　　上

15 老年期の心の健康α）

　老年期をいかに生き抜くかについて、精神力動

Iな立場から述べる。心の異常についても触れる。 小　川　捷之
D　田　尚　生

一202一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

事例について検討する。

16 老年期の心の健康⑪ 小川捷之

人間関係論から見た職場での人と入との関わり
について検討を加える◎

17 職場の入間関係
三　隅　二不二

（大阪大学教授）

、

事例を取り上げながら、異文化の中に暮す場合
の心の健康を考える。

18 海外生活と心の健康
稲　村　　　博

（筑波大学助教授）

睡眠や夢と心の健康との関わりについて検討す
る。

19 睡眠と心の健康
川　原　隆造

i鳥取大学助教授）

アルコールとの関わりから見た入間の心につい
て検討する。

斉藤　　　学
20 アルコールと入間 （東京都精神医学

研究所）

、

薬物乱用者の心理と現代社会との関連性につい

21 薬物乱用と人間の心
て論じる。生理学的側面についても触れる。

佐　藤　光　源

（岡山大学教授）

文化と心の健康との関係を文化入類学の立場か
ら述べる。

22 文化と心の健康
祖父江孝　男
（放送大教授）

心的危機において宗教の果す役割とその両義的
価値について述べる。

23 宗教と危機の心理学 織　田　尚　生
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自殺と人間の心との関わりについて検討する。

24 自殺と入間性 稲村　　　博

精神薬物が入間の心に与える影響を通して、心
について考える。 小　椋　　　力

25 精神薬物と入間の心
（琉球大学教授）

力動的心理療法学の立場から見た人間の心につ

26
心理療法から見た

l間

いて検討する。

織　田　尚　生

行動療法学から見た人間の心理について検討す 山　上　敏子
る。

（国立肥前療養

27 行動と入間の心 所行動科学セ

ンター所長）

人間の責任能力について心理学的立場から述べ

28
精神の健康と責任

る。

挾　間　秀　文

能力 織　田　尚　生

心の衛生と地域社会との関連について触れ、精
神衛生センターや児童相談所など関係諸機関につ

29 地域社会と心の健康 いて述べる。 増野　　　肇
（栃木県精神衛生

センター所長）

まとめと今後の展望について述べる。

30 ま　　　と　　　め 織　田　尚　生
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　　　　　　　　　　　　　＝・衣．生活概論＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　般生活の中の衣服”という視点から、今日の衣生活にかかわる諸問題を、多くの事例をあげて通観

する。

流れの筋を、衣服が語る人間（2～5回）、衣生活を支える科学（6～14回）に大別し、それぞ
れの立場から概説し・さらに高度な専門への橋渡しとする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

1 生活の中の衣服

　衣服は入体を覆い隠すとか、寒暑を防ぐとい

､単純な道具立てではなし～むしろ着る人間が

ｻの根源にある◎衣生活のもつ意味を．原点に

矢　部章　彦
i放送大学教授）
�@井　豊　子

i都立立川短大教授）

立帰って吟味してゆく筋立てを、種々の観点か
逞¥告的に：論じ合う◎

　　池　三　枝小

i澄茶の水女子
@大学助教授）

人間にとって衣服とはどのような役割を果す

2 衣服の　意味
ものなのか。われわれは衣服を着ることに：よっ

ﾄ、どのように自己を他人に示しているのだろ
矢部章　彦
ｬ　池　三　枝

うか。衣服を着ることの意味を考える。

特に礼服や制服のように：、社会の慣習や制度

によって定められた衣服を着るとき、堅固しく

3 衣服のかたち 窮屈と感じる人もあれば、逆に心地よく思う人 同．上

もある。衣服のかたちとそれを着る人間の心情

のさまざまな関係を考える。

衣服から受ける印象の中で、色の果す役割は

きわめて大きい。日本独特の色、季節をあらわ

4 衣服の　色（1） す色、官職や地位を示す色、時々の流行の色な 同　上

どをとりあげ、衣服の色に：托される心惰につい

て考える。

衣服につけられた文様は、見る人にどのよう

な働きかげをするだろうか。衣服のかたちとそ

5 衣服の　文様 の中に置かれる文様の場所、文様表現の技法、 同　上

文様のかたちと意味、などをとのあげ、それら

が訴えるものについて述べる。

衣服は体温調節や運動性などの人体の機能を

6 衣服　と　人　体
どのように助けているか、また妨げとなるのは

ﾇのような場合かを、衣服の素材、かたち、着
矢部　章彦
�@井豊　子

方などの面から考察する。

絹・毛など天然繊維からポリエステル・アク

リルなど合成繊維までの各種繊維の特質を、衣

7 衣服の素材（1） 服の実用上の諸特性との関係をとらえ、それら 同　　上

の改良の工夫、また一一そう天然繊維に近づけよ

うとする化学繊維の改質の方向に：ついて述べる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 衣服の素材（2）

　衣服を構成する代表的素材である織物と編物

ﾉついて、それぞれの特徴と相違点を認識し、

ﾟ服の丈夫さ、形の安定性、取扱いやすさ、着
S地のよさ、などの性能の上に、それらの特質

ｪどのようにかかわっているかをしらべる。

矢　部章　彦
�@井　豊子

9 衣服の　色（2）

　色の感覚と知覚とをどのように区分するかは、ニュートン、ゲーテの時代からの課題である。ここでは、先ず、色話や表色系による色の客観

Iなあらわし：方について述べ、次いで各種繊維

ﾌ染色法の原理につき略説する。

矢　部章彦

10 衣服の　色（3）

　染織物の色は、うつろいあせてゆく宿命をもつ。天然染料、合成染料を問わず、それらで染

ﾟた染色品の堅ロウ度（日光・洗濯・汗・マサツな

ﾇ）は、衣服にとって大切な特性である。その

ｻ定法と表示法について解説する。

同　　上

11 衣服の製作（1）

　衣服デザインに対し、人体の体型・サイズに

桙ｶて衣服パターンが作られるまでの過程の諸

竭閧�ｵう。素材の伸縮性のちがいによるゆと

阯ﾊの相違、岡三性のちがいによる衣服の形の

縁o効果の相違：などについてもしらべてみる。

矢　部章彦
�@井豊：子

12 衣服の製作（2），

　衣服はいくつかの布片を、縫い合わせ、貼の

№墲ｹ、とじ合わせなどして作り上げられる。こ

ｱでは各種の縫製条件、接着条件などに曲げる

o来上編の丈夫さ、美しさなどについて考える

同　上

13
衣服の手入れとい

ｽみ

　新しい衣服を長持ちさせる手だてについては、

ｶ活者の主体性によって研究が進められねばな
轤ﾊ。損傷D種類（変形・風合の劣化・変退色・強度低下など）について考え、それぞれに対

��uずる必要があろう己

矢　部章　彦

14 衣生活と環境
　不要となった衣服の廃棄・再利用の問題、手

?黷ﾌ過程で用いる洗剤排液のゆくえ、など資

ｹ・環境にかかわる衣生活の側面を考えたい。
同．上

15 衣生活の総合的考察

　三三のもつ内面的なものと、流行などの社会
Iなもの、さらに技術の進歩による科学的なも

ﾌ、はそれぞれ独立に論じても自つと限界があ

?､。これらの総合されたものが衣服であり衣
ｶ活であることを、まとめとして論じ合う。’

矢　部章彦
�@井豊　子
ｬ　池　三　枝
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　　＝：衣生活の科学＝
〔主任講師：矢部章彦（放送大学教授）〕

全体のねらい
　衣生活と衣服の機能との関係に焦点をあてて、快適な衣生活の科学的側面を考えてゆきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・．氏名）

　　　　　　　　　　　　　◎　　　㊥　　　O　　　O　　　o　　　o
麹㊨ﾈ学としてとらえられる衣生活の科学の

1 衣服の科学的機能

組立てとその流れにつき概説する。

@衣服の機能の自然科学的側面（物理・化学・

ｶ理学・衛生学）を、素材の科学と対応させて

矢　部　章　彦
i放送大学教授）

考えてゆく組立てである。

衣服の機能をまずヒトの側から考えてゆくた

ﾟの基本事項について解説する。
矢　部　章　彦

2
ヒトの体温調節と

ﾟ服
　ヒトの体温調節のしくみとその限界、衣服に

謔驪C候調節（衣服気候）、ヒトの環境：への適
田　村　照　子

i文化女子大学助教授）

応、馴化などが主題となる。

衣服による保温と放熱の機構を、物理と衛生

3
冬を暖かく夏を涼
ｵく

の両面から考察する。水分の吸収と放散も重要

ﾈ課題であり、これら諸性能と素材の物理的、

ｻ学的性質との関連に多くの問題が隠されてい

同　　上

る。

着衣のシルエットと、からだの運動や動作そ

の他、矛盾した関係を、衣服の拘束性とゆとり

4 拘束性とゆとり 量としてとらえ、衣服圧の許容限界や快適域を、 同　　上

衣服の形と素材の伸縮性とも併せ考えてゆきた

い。

肌着の吸湿、吸水性。レインコートの擾水性
矢　部　章　彦

など、種々のかたちで要求される衣服と水との

5 水にかかわる性質 かかわりを、繊維の化学的性質にさかのぼって
中　島　利　誠

考える。ぬれやすさ、乾きやすさが主題と：なろ （三三の水女子大学教授）
う。

　合成繊維は熱により収縮、融解しやすい反面、

M固定によるプリーツ加工ができるなどの利点
矢　部　章　彦

6 熱にかかわる性質 もある。これら衣服の熱的な性質と繊維を構成
酒　井　豊　子

する高分子の物理的性質との関係を述べる。 （都立立川短大教授）

収縮、伸長、型くずれの原因となる繊維の性

7
型ぐずれ、寸法変

ｻ

質や、織物、編物などの構造的特徴を知り、防

k加工、形態固定加工などの原理を、羊毛の防
k加工や、パーマネントプレ・スとして著名な樹

同　　上

脂加工を例に解説する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 衣服と色（染色） 駒　城　素　子
（澄茶の水女子大学講師）

9 衣服と色（側色） 矢　部章：彦

布から衣服への造形過程で用いる、縫う、か

がる、刺す、いせるなど種々の仕立ての技法に
10 布から衣服へ ついて、解析的な概観を試みたい。またこれら 酒　井　豊：子

単位技術の機械化の意義についても考える。

自家製作、注文服から既製服活用へ、衣生活

の転換は、満足度の高い既製服の供給が課題で
11 既製服の利用 あった。日本入の体格調査の諸数値をもとにし 同　　　上

た既製服寸法のJIS化と国際規格への同調の方
向を述べる。

新しい衣服を、いかに長もちさせるかという

衣服の手入れ 衣生活の大切な課題を洗濯を中心に：、3回にわ
12

（1）洗浄理論
：たって解説する。

@洗浄理論は、汚れる→汚れを落とす、過程の
矢　部　章　彦

界面化学的考察を中心とする。

洗浄温度、洗浴濃度、洗浄時間、などの基本

13
衣服の手入れ②

��ﾌ条件

的条件と洗浄理論との対応から、一：般的：な洗濯

ﾉ有利な条件を考える。

@洗浴の疲労やすすぎなど、洗：濯に関係深い応

前　島　雅　子
i千葉夷弓教授）

用作業の解析も試みたい。・

衣服の入手から廃棄までの過程を考え、衣服

の損傷の原因を分類検討する。

14 衣服のいたみ 廃棄の理由は必ずしもいたみによるばかりで 駒　城　素　子

はない◎使用実態調査からのややくわしい解析
を試みたい。

15 衣服と環境 矢部　章　彦
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＝食　　物　　総　　論＝

〔主任講師　宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物の種類は極めて多く、また関係する学問の分野も広い範囲にわたっている。ここでは食物につ

いての共通する重要なことを理解し、食物を食べる人間の側にたって成分、栄養、衛生、嗜好の問題

を理解し、さらに食生活の基本知識である栄養のバランス、食事構成について学ぶ。食物各論を理解・

するために必要な科目でもある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生活の中での食物の持つ意味、食物の果たす
機能と役割を説明する。食物の物質的内容とし

1 食：　物　　と　は ての栄養素を解説し、食：べる側の人間の体成分

ﾉ触れ、栄養バランスの重要性を説く◎食物生
宮　崎　基　嘉
i放送大学教授）

産の方式、食物流通の経路、食物生産：の新技術
にも触れる。

食物の機能のうち、人間の生活エネルギーの
給源であることを解説し、食物の有するエネル

2 食物のエネルギー ギーと摂取した場合のエネルギーの相異、食物
ﾌ消化吸収実験例を見せ、食品のエネルギー換

同　　上

算係数を　説する。エネルギーの多い食事、少
い食事の例を示す。

食物成分のうち炭水化物について解説する。

炭水化物の種類、利用される炭水化物、利用不

3 炭水化物と食物繊維 能平水化物に触れ、炭水化物の化学構造と消化
z収、代謝の・基礎知識を解説する。最近研寄の

同　　上

発展した食物繊維について、その内容、栄養や
健康との関連を解説する。

食物成分のうち脂質について解説する。食用
油脂、食品中に含まれる脂質の化学的解説、脂

4 脂質　の　役割 質の栄養に果たす役割、脂質の代謝とコレステ
香[ルの代謝、健康との関係について触れる。

同　　上

最近研究の発展した魚油の栄養についても解説
する。

食物成分のうちたんぱく質について解説する。

たんぱく質：はアミノ酸によって　成され、その

5
たんぱく質とアミ
m酸の栄養

　成が栄養質に影響することをよく理解させる。

ｽんぱく質、アミノ酸の化学、代謝、栄養価の
同　　上

表わし方など、たんぱく質の組合せの問題につ
いても触れる。

食物成分のうち無機質について解説する。無
機質の種類、食事中の存在状態、無機質の代謝、

6 無機質　と水 栄養、他の栄養素との関係などに触れる。また
�ﾊのトレースエレメントの研究が進んでいる

同　　上

のでそれを解説する。また水の重要性について
も触れる。

　食物成分のうちビタミン全体について解説し、

於n性ビタミンの各々について種類、化学、巣
宮　崎　基　嘉

7 脂溶性のビタミン 養効果、欠乏症、また必要量、食品への応用な 稲　垣　長　典
どについて解説する。調理、加工時のビタミン （共立女子大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　，
ﾌ損失についても触れる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 水溶性のビタミン
7回に続き、水溶性ビタミンの各々について同

lの解説をする。
宮　崎　，基　嘉

﨟@垣　長　典

9 食物の嗜好適性

　食物の機能のうち嗜好適性について解説する◎

H欲とはどのようなことか、美味とはどういう

ｱとか。食物の嗜好陸に関係する、色、味、香

C成分にはどのようなものがあるか。嗜好に関

Wする食物の物理的性質についても解説する。

宮　崎　基　嘉

ｬ　林　彰　夫
i凝茶の水女子大学教授）

1⑪ 食物の組成と特性

　植物性食品、動物性食品：など食品素材中に各

墲ﾌ成分がいかなる状態で存在し、それが加工

ﾉよってどのように変化し、どのような物性変

ｻを生ずるかなど、例示的にいくつかの食品を

Iんで解説する。

同　　上

11 食品の品質と保蔵

　食品の品質に関係する化学的、基礎知識、食品

ﾌ品質保持技術などを解説する。また食品の保

??ﾉ生ずる化学的変化、物理的変化を解説し、

剔?菇@が食品の価値にどのような影響をもた
轤ｷかを考察する。

宮　崎　基　嘉

12 食物の調理科学

　食物の調理に際しては種々の材料が混合さ
黶Aまた加水、湿熱、乾熱などの物理的条件が

ﾁわる。これら様々な調理による食物の成分的

ﾏ化、嗜好的変化を解説し、好ましい調理とは

ﾇのようなことかを解説する。

同　　上

@　　　，｝

13 食物の衛生と安全性

　食物は必ずしも安全なものとは限らない。食
i衛生の知識が重要であり、それによって食物
ﾌ安全性を確保することができる。また食品に
Y加される物質：の規制、正しい使用法などに触

黷驕B

同　　上

14
栄養所要量と食事

¥成

　食事はわれわれの健康を守り、生活活動を営

ﾞ上に欠くことのできないものであるが、食品

ｬ分表と栄養所要量に関する知識を解説し、食

枕¥成のための知識を述べ、日常生活と食物の
ﾛり方について理解する。　　　　　　　　　　、

同　　上

15 食物の資源と将来

　食物総論のしめくくりとして、食物の資源的

ﾈ面からの知識を解説する。歴史的な経過を述

ﾗ、現状を解説し、さらに将来の展望について

熕Gれる。

同　　上
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＝食：　物　各　論＝

〔主任講師　宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物総論に語ける知識を土台として、日本に於ける日常食品について、その生産、流通方式、含有

成分、栄養価、品質、調理加工適性、貯蔵法、家庭における利用方法などにつき各論的に教える。食

品をめぐる諸情勢、とくに法規制についても触れる。ねらいは食品についての科学的教育にある。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国の食品全般の供給システム、日常食品

1 日　本　の食品
の種類、種別特色の解説などを通じ、食品全体

ﾉついての概念を教える◎
宮　崎　基　嘉
i放送大学教授》

米、小麦、大麦、そば、とうもろこしなど穀

農産　食品　1 類の原料、一次加工品、二次加工品を中心に教

2 育する。特に食生活における穀類食：品の位置づ 同　　上
穀　　　　　類 けについても教育する。

各種いも類、同加工品、各種でん三三、でん

農：浸食：品　2 粉を原料とする食品について教育し、栄養価の

3 面からの見直しを述べる。 同　　上
いも、でん三三

大豆、小豆等豆類の種類は多く、近年この面

農産食品　3 の知識が欠けてきているので、その特色、利用

4 法、栄養価などにつき教育する。皆実類に：つい 同　　上

豆類、切実類 ても解説する。

野菜の実態を明らかにし、流通問題、栄養価

農産食品　4 の正しい認識、新しく出回っている新規野菜に

5 ついても教育する。きのこ類については名称等 同　　上

野菜、きのこ類 が混乱して澄り、知識を整理する。

果実の種類は極めて多く、新規出回りのもの

農：産食品　5 を含めて、生産実態、栄養的特色、品質などを

6 重点に教育する。また果実類の加工、貯蔵につ 同　　上
果　　実　　類 いても触れる。

畜産食品　1

肉類の消費は増大しているが、その実態はよ

ｭ知られていない。食肉の種類、部位別調理、
宮　崎　基　嘉

7 部位による栄養価の違い、肉の品：質など教育す 荒　川　信　彦
肉　　　　　類 る。また肉類の加工食品についても教育する。 （お茶の水女大教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

乳類、乳製品は多様化のはげしい部門で、従

畜　産食品　2 来の知識では対応できない。現状の認識をめざ

8 して多様化の実態、内容の実態を教育する。卵 宮　崎　基　嘉
乳類、　卵湯 類についてはとくに加工品を中心に解説する。

魚類・貝類等多種類に及ぶが、近年、新品種

水　　産　食　　品 も出回り、名称なども混乱している。また天然

9

魚　介類藻類
もの、養殖ものの差異など教育すべき内容は極

ﾟて多い。鮮度、調理の問題に：も触れる、藻類
同　　上

もこの時間に鉛いて含める。

砂糖及び各種でん粉糖、甘味料の製造法、化

1⑪ 甘味食品、し好食品
学構造、甘味度、栄養価を解説し、菓子類、し

D飲料、茶の成分についても述べる。
宮　崎　基　嘉

加　藤　博　通

みそ、しょうゆ、す及びアルコール飲料など
微生物を利用する醸造食品について、微生物の

11 醸　造　食　品 解説と製造法、その成分について述べる。 宮　崎　基　嘉

調味：料、香辛料の種類は激増している。現在

の実態を知診、利用上の知識を教育する。また

12 調　　味　食　品 食用油、油脂利用食品を便宜上この時間に含め 同　　上
て解説する。

乾燥食品、調理済加工食品、レトルトパウチ

食品、冷凍食品など最も現代的な加工食品がど

13 加　　工　食　　品 のように製造されるのかを解説し、その成分、 同　　上
利用上の注意を述べる◎

栄養強化食品、特別用途食品、医療用食品、

等特殊な食品について教育する。わが国に論け

14 特　殊　食　品 る食品の表示について述べる。 同　　上

食生活の変化要因をさぐり、食事の実例を検

証した上で、食品の特色を食品群別にとらえて

15 食晶のま　とめ 食物各論のまとめとする。 同　　上
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　　　＝余暇生活（その1）＝
　　　　　　　一日本人の余暇一

〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本画子大学教授）〕

全体のねらい

　いまや余暇生活問題は、国民の大きな生活課題としてうかびあがってきている。寿命が延び、生涯

のなかで余暇生活の時間が増加したことや、労働時間短縮などで余暇時間がふえたことなどが、その

理由であろう。その中で、ただ受け身の余暇生活ではなく、自発的な余暇活動をもつよう、その探求

のための視点と視座を明らかにする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

余暇とは何か◎その概念、語源などについて

1 L余暇とは何か
述べる◎また、現在の日本においては、いかな

髞ﾍ囲の生活行為を余暇生活ととらえているか
　一番ケ瀬　康子
i日本女子大学教授）

にふれる。そして、この講義の目的をのべ、講
義全体の導入とする。

ある社会の余暇生活のあ如ようは、その社会

2
a余暇生活の歴史
@　①歴史的展開

の歴史的特質を反映する。近代以前の社会から

ｻ代社会に至るまで、余暇の意味内容がどのよ

､に変化してきたかを、それぞれの社会の特質

　牧野　暢男
i日本女子大学教授）

とのかかわりで検討する。

余暇生活が戦後、どのように変化してきたか

について検討する。余暇生活を昭和30年以降 松　山　美保子

3 ②戦後の推移 の高度成長時代の「大衆レジャー時代」と昭和

S8年以降の第一次石油危機以降の「多様で個
ｫ的レジャー時代」に分げて、その背景と特質

（機械振興会経済研究所・調査役）

について探る。

余暇生活を規定する条件は、歴史的・社会的

4 3．余暇生活の条件
にさまざまである。現代日本人の余暇生活を条

盾ﾃけている諸要因を検討するとともに、余暇 牧野　暢男
生活の内容との関係について考察する。

余暇時間を、まず共同体に瞬ける「時間の共

5
4余暇生活の構造
@　①時間・空間・

@　　　　　　手段

有毒」から「時間の私有制」への移行の視点から

ﾆらえる。次に余暇活動を可能にする余暇空間
ﾌひろがり（モータリゼーション）とパーソナル化

iテレビ）との両面から余暇の実態をみる。

岩　崎　隆治
i社会評論家）

余暇生活は、労働時間と関連する余暇時間、

家計のなかでのレジャー・教養費など経済階層

6 ②階　　　層
的条件によって影響される。経済階層的条件が
ﾇのように余暇生活に影響を及ぼしているか、各

山手　　　茂
ii茨城大学教授）

階層の余暇生活にどのような特徴があるか検討
する。

余暇生活に大きく影響を及ぼす余暇歴、つま

り、人々が過去にどのような余暇活動を行って

7 ③余　暇歴 きたかが、いかに現在の余暇活動の豊かさ、あ． 松　山　美保子
るいは貧弱さを左右しているかについて検討す
る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

子ども時代の余暇生活は、生涯における余暇

8 5．余暇生活の実態 生活の在り方に影響する。その子ども時代の余

①子　ど　も 暇生活の中心である「遊び」が、現在どのよう 一一ﾔケ瀬　康子
な状態であるか、時間「場」仲間との関係で現

状をとらえ、そのあり方を検討・考察する。

青年の余暇実態を生活意識の変化一労働中心
から生活［就♪へ、オカネ重視から時間重視へ、

9 ②青　　　年 職域から地域、または第三の空間へ一を中心に 岩崎　隆　治
みていく。とくに夫婦中心型のレジャーの登場

にスポットをあてる◎

中高年サラリーマンが、週末、夏期休暇、年

次有給休暇をどう活用しているか。勤労観やレ
1⑪ ③勤労者 ジャー観の変化をあとつげながら、余暇の実態 同　上

をみていく。とくに「レクリエーション」から

「ホビづへの移行を中心に考える。

主婦は、核家族化・少産：化・寿命の延長・家

事労働軽減化など生活周期と生活構造の変化に

11 ④主　　　婦 よって余暇時間が増加し、多様な余暇活動を行 山　手　　　茂

っている◎ライフ・ステージ別分析をふまえて、

中年期主婦の活動タイプ別分析を試みるd

高齢者の余暇生活の実態調査か転その特徴

と問題点について検討する◎また高齢者は．ラ

12 ⑤高齢者 イフ免ステージのなかで余暇がもっとも重要に： 松山　美保子
なるという点に着眼し、高齢者の余暇生活を豊：

かにするための条件について探る。

人びとの余暇生活は、個人単位澄よび家族単
位に営まれている。家族の生活条件がどのよう

13 ⑥家　　族
に個人の余暇生活に影響しているかを考察し、

ｳらに家族単位の余暇歌里の実態を、①家族内
山　手　　　茂

活動・②家族そろっての外出、③家族旅行に分
け探る。

世界各国の余暇生活の実態を紹介するととも

14 α　国際比較 に、国際比較調査の結果にもとづき、日本人の

余暇生活の特質をあきらかにする。 牧　野　暢男

以上述べてきた日本人の余暇生活の歴史、実

15
7．余暇生活を
@　高めるために

態や問題点をふまえ、さいしょに述べたこの講

ﾀの目的との関係で、自らの課題として、どの

謔､に余暇生活を高めるか。その検討課題につ

一番ケ瀬　康子

いて述べ、璽硬まとめ”とする。
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　　　＝余暇生活（その2）＝
　　　　　　一これからの余暇一

〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい

　前回では、日本人の余暇の実態澄よびその改善のための、視点と視座を明らかにした。その視点と

視座ににもとづき、さらに具体的な課題を検討するために、余暇をめぐる社会的諸局面に論いての課

題を展開し、どのような政策的展開が必要とされるかについて検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 人権としての余暇

　余暇の確立を、基本的人権のひとつとしてと

轤ｦ、「余暇権」確立へのあゆみが、国際的に

ｷすめられてきている状況を説明する。そして、

坙{の場合はどうであるか、諸法との関連で把

ｬする。

一番ケ瀬康子
i日本女子大学教授〉

17
余暇生活の動向
@余暇活動の特徴

　日本人の余暇活動を部門別・ライフスタイル

ﾊに分析し、その特徴と問題点について述べる。

ｳらに高齢化社会の到来による「生きがい」の

d要性という観点から、余暇と労働の関係、余

ﾉ機会の拡大、余暇学習などについて述べる。

松　山　美保子
i機械振興協会経済

､究所調査役）

18 ②余暇産業の推移

　需要と供給という経済原則の観点から余暇を

ﾆらえ、余暇産業の特性、近年における余暇市

黷ﾌ推移について述べるとともに、今後、成長

ｪ期待される余暇市場の部門、特徴澄よび問題

_について述べる。

同　　上

19 ③企業の対策

．企業の余暇対策は、戦前の労務管理施策のな

ｩにみられる。戦後は福利厚生として行われて
ｫたが、所得水準の下昇、レンジャー産業の発達

激Wャーの多様化の波を受けて、企業の余暇対
�ﾍ曲り角にある。その実晴と方向について述

ﾗる。

岩　崎　隆　治

i社会評論家）

20 ④労働組合の対応

　労働組合の余暇対策は、企業に比べて遅れを

ﾆっている。しかし、，最近では高齢化社会への

ﾎ応策の1つとして、生涯教育に力を入れる組

№ｪ増加してきた。その動向をふまえ、今後の

綷?ﾉついて検討する。

同　　上

21

余暇生活の展開方
?@多様化する情報

@とその選択

　余暇生活へ今や影響の大きい余暇情報が、歴

j的にどのように変ってきたかについて述べ、

ｳらに来たるべきニューメディア時代に澄ける

]暇情報の多様化、その余暇生活へのインパク

g澄よび問題点について述べる。

松　山　美保子

22
②余暇施設の確保
@と共有化

　余暇生活を高めるためには、まず住宅がそれ

ﾉふさわしいものであることが重要である。し

ｩし余暇の集団性・社会性の必要を考えるとき、

n域に澄ける余暇施設が重要である。その余暇

{設のあり方を多面的に探究する。

一番ケ瀬康子
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

余暇推進のための組織づくりは、レジャー意

23
③組織づくりの必
@要と課題

識の普及に比べて大幅に遅れているが、余暇開

ｭセンターの設立を機に、企業中心から地方自

｡体中心へと移行しつつある。その意義と課題
岩　崎　隆　治

について述べる。

親は、子どもとともに豊かな余暇活動を行な

24
余暇生活の主体形成
@家庭教育の重要性

うことを通じて、子どもが余暇生活を主体的に

[実させる人間として育つよう努力する必要が

?驕Bこの課題を達成するために、どのような

山　手　　　茂
i茨城大学教授）

考え方と方法を、親は学習すべきかを考える。

学校生活が、青少年の余暇生活のあり方やそ

25 ②学校教育の検討
の後の余暇行動にどのよう：な影響を及ぼすかを

lえる。そして、余暇生活の主体形成の視点か

轣A学校教育の現状を検討し、今後の余暇教育

牧　野　暢　男㌔
i日本女子大学教授）

の方向を探る。

社会教育は、余暇生活の条件の1Pつであると

26 ③社会教育の変革
同時に、余暇教育の場でもある。学習、スポー

c、，レクリェーションなどの社会教育活動を中 同　　上

心に、住民が主体的な余暇生活を営むための社

会教育のあり方を検討する。

団体・グループの活動、社会教育、福祉、保

27 ④余暇指導者の必要
健活動、コミュニティ活動など、多くの分野で

]暇活動の指導者が求められている。これら様 山　手　　　茂
々な分野の指導者の地位、役割と養成、研修の

実態澄よび今後の課題について考える。

余暇政策への政策 県や市町村に於ける余暇施策の推移と現状を、

28
転換

@地方自治体の方

まず明らかにする。次に、まちづくりや地域づ

ｭりなどとの関連で、余暇環境の整備と充実の 牧　野　暢　男
向 ための地方自治体の課題や施策の方向を検討す

る◎

国の余暇政策がどのように発展してきたかを

29 ②国の政策の推進
ふりかえり、今後の政策課題とその推進方策を

lえるための余暇活動の基礎的条件の整備、情 山　手　　　茂
報の収集、提供システムの整備、指導者の養成、

研修など多くの政策を検討する。

余暇生活を充実していくためには、何よりも

30
「余暇権」確立の

ｽめの視点と視座

生活者自らの認識と努力が肝要であり、とくに

ｻの社会的努力が重要である。講議全体を総括 一番ケ瀬　康子
し、余暇権確立のための原則を探究しくまとめ
とする。
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＝教 育 思 想＝
〔主任講師　村井　実（大東文化大学教授）〕

全体のねらい

　どうしたら子どもたちを善ぐすることができるか、についてのさまざまの考え一教育思想一を、
歴史的な発生と発展の順を追って吟味したい。ある時代に、ある思想を、どういう人物が代表的に表

明したかという、列伝体の形式によって講i義を展開する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

教育思想のはじまり
@　　　（一）一教育ということば一

　教育ということばが作られるということは、

ｳ育が問題として人々の意識に上ることを意味

ｷる。それは、人間の歴史の上で、いつごろ、

ﾇのようにして起ったか。

村　井　　　実
i大東文化大学教授）

2

教育思想のはじまり
@　　　（二）一子どもを善くする一

　子どもを善くしたいということから、そもそ
煢ｽが善いか、また、どうしたら善くすること
ｪできるか。さらにまた、いったい善くするこ
ﾆ自体ができるのかなどが問題として生ずる。
ｱれが、教育思想のはじまりである。

同　　上

3 ソ　ク　ラ　テ　ス

　「善さ」とは何か、「善くする」とは何か、

ﾈどの問題を生涯かけて問うと同時に、人々に

ｻの問いをすすめ、またその問い方について、

u産婆術」「問答法」などの主張を行ったソク

宴eスの歴史的意味は何か。

同　　上

4 プ　　ラ　　ト　　ン

　ソクラテスの弟子として、プラトンは、ソク

宴eスの思想を理論的に整えることに力を注い

ｾ。だが、その思想はソクラテスのそれに対し

ﾄ、対極ともいうべき特徴をもつに至った。そ

ﾌ吟味。

同　　上

5 イ　ソ　ク　ラ　テス

　インクラチスは、ソクラテス、プラトンとほ

ﾚ同時代のアテナイの町で、さらにまた独自の

C辞学校を開くことによって、教育思想の第三

ﾌ原型ともいうべきものを展開してみせた。そ

黷ﾍ何か。

同　　上

6 人間主義・理想
蜍`・現実主義

子どもたちを善くしたいという、教育の思想

ﾉ、子どもたち、澄よび善さをどう考えるかに応

ｶて、教育思想の三つの原型が生まれた。ソク

宴eスの人間主義、プラトンの理想主義、イン

Nラチスの現実主義である。

同　　上

7 クインティリアヌス

　ローマの共和制社会では、討議と説得の教養

ﾆしての雄弁をもって教育の理想とするに至っ

ｽ。その思想の集大成としてのクインティリア
kスの「雄弁家の教育」の特色。　　　　　　　　　　■

同　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

キサスト教が社会に力を強めるに至って、そ

のキリスト教的「神」との関わりに於いて人間

8 アウグスティヌス の教育が考えられる。ギリシア・ローマの時代 村　井　　　実
の教育思想との比較を試みたい。

子どもたちを善くしたいという、その善さが、

中世の教育思想 理想として神とされ、その神に：向って子どもた隔

9 （一） ちを形成することが教育と考えられた◎しかし、 同　上

一教会の教育一 理想を求めるよりも、理想に基づいての形成が

強調された。

教会が掲げる神の理想の下で、世俗の世界で

中世の教育思想 は、宮廷は宮廷なりに、商人は商人なりに、職
1⑪ （二） 人は職人な幻に：、社会階層毎に現実主義的な教 同　上

一世俗の教育一 育を展開した。思想上、いわば理想主義と現実

主義との癒着が発生したのである。

久しい中世の教会による極捨からの解放を求

11
ルネサンスの教育

v想

める動きが、ギリシア・ローマ時代の人間像を

搗zに掲げる入文主義の教育思想を産んだ。代

¥的な入物にエラスムス、トーマス・モアなど
同　上

が挙げられる。

12

宗教改革の教育
v想一ルターと

　中世は、人間にとっての「善さ」＝神が教会
ﾉよって独占された時代といえる。それを教会
ｩら解放して、聖書を通しての人間との直接の
ﾖ係に：置こうとしたのが、ルターとカルグァン、

同　上

カルヴァンー 宗教改革の思想家たちであった。だが、その教
育上の意味は何か。

人文主義の教育が形式化して「キケロ主義」

と評されるようになるのに対して、形式よりも

13
ラブレーと
@　モンテーーニュ

内容、ことばよりも感覚や理性、知識よりも経
ｱを重んじようとする実学主義が拍頭した。中

同　上

世以来の理想主義的な大勢に対しては、久しぶ
りの現実主義的な関心の再現である。

「知る」という働きの普遍的な重要性、万人

にとっての可能性への着眼を中心として、それ

14 コ　メ　ニ　ウ　ス を現実化するための方法と組織がどう考えられ 同　上

たか。近代を支配するに至った教育思想のスタ

一ト。

現実主義的な思想の中、社会的実学主義と呼

15
思想の系譜（一）

@一ロックー

ぶにふさわしい、イギリス紳士階級の教育思想
ﾌ代弁者がロックである。この原理が冠「健全
ﾈ身体に宿る健全な精神」として表現される。

同　上

もちろん健全というのは、ロックとその階層に
とっての「善さ」であったのである。

一218一



回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロックは子どもの心はあらゆる知識や善悪の

思想の系譜（二） 考えに対して「白紙」であると考えた。そこか

16 一子ども観と絶対 ら、教育上に論いても、経験と訓練を重んずる 村　井　　　実

主義の教育思想一 という原則が生れた。だが、この子ども観が絶

対主義国家に澄いて、強制教育の推進を支える。

「造物主の手を出るときはすべてが善いのだ

が、人間の手にかかってすべてが駄目にされて

17 ル　　　　ソ　　　　一 いる」という革命的な宣言……その教育思想的 同　上

意味は何か。

ルソーの影響下に、人間の教育、自然の教育、

感覚と身体との関心等をもとにドイツに汎愛派

18 汎愛派の人々 の運動が生じた。バゼドウ、ザルツマンなどを 同　上

代表とするが、とくにザルツマンについてその

特色を見てみたい。

人間と自然を重んずるというルソーの系譜に
立ち、同時に実践一ヒでは汎愛派に同調したが、

19 カ　　　　ン　　　　ト
カントは、両者の現実主義的：な関心をはるかに

zえうる、いわば理念主義的思想を抱いた。こ
同　上

れは、人間性理念の完成という、その意味での
新らしい理想主義思想の力強い宣言であった。

フランス革命は、教育上歴史的な二つの問題

コ　　ン　　ド　ル　セ を提起した。一つは、圧制への抵抗としての自

20 一フランス革命の
@　　　教育思想一

由と平等の強調であり、第二は、国家による公

ｳ育という考えである。この二つの、ほとんど
ｵ盾的といってよい要求の、最初の調停者とし

同　上

て、コンドルセが出現した。

政府への関心、経済への関心と教育への関心

との関係、したがって、政治思想、経済思想と

21 ペスタロッチー 教育思想との関係、こうした関係がペスタロッ 同　上

チーの思想としてどう把握されていたか。

アウグスティヌスやルターの場合の教育思想

の中心にあった「神」が新しい意味をもって出

22 フ　　レ　　一　　ベ　　ノレ 現する。子どもの中の「神」、それが教育の歴史 同　上

にどういう新しい動きを作り出したか。

産業革命の進展と共に、社会が労働者の子弟

オ　一一　ウ　ェ　ン の啓蒙を必要とし、そこから社会の側からの労

23 一産業革命と教育一 働者階級への教育的関心が生じた。こうして社 同　上

会主義の教育思想が生れる。その代表者として

のロバート・オーウェンの思想を吟味する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス革命によって提出され：た、自由と平

ホーレス　・マン 等と公教育との緊張の解決への道が、新大陸の

24 一アメリカの 新国家アメリカに澄いて、デモクラシーの理念の 村　井　　　実
教育思想一 下に拓かれることになった。その代表的教育行

政・思想家として、ホーレス・マンが出現した。

近代に入って、教育に科学の成果としての知

ヘ　ル　バ　ル　ト
識技術をとり入れると同時に、教育の思想を科

25
一思想と科学一

学化する関心が高まっていった。その最初の積極

Iな試みがヘルバルトによって企てられた。こ
同　上

こでは、その意味と限界とを考察する。

国家と知識技術と市民と人間と、この四者の

必然的なもつれ合いをどういう方向に解決して

26 デ　　ュ　　一　　イ 理想の教育を実現するか。この視点から、デュ 同　上
一イの教育的民主主義の思想を吟味する◎

日本における国家と教育との関係をどう考え

どう調整するか◎森有礼の国家主義的教育思想

27 森　　　有　　　礼 の誕生を吟味する。 同　上

森有礼と同時に、同じ意図をもってスタート

した福沢諭吉の教育思想がどういう異った主張

28 福　沢　諭　吉 に結晶していったか。その両者の相異の意味。 同　上

明治以来百年にわたる日本での教育思想の流

教育の民主主義 れ。敗戦。米国教育使節団報告書ご教育基本法

29 （→ と新教育の運命。現在の日本の教育思想上の問 同　上

一新しい出発一 題としてそれが何を意味するか。

日本の戦後の教育は民主主義を旗印として進

教育の民主主義 められたが、いつのまにか、自由の理想にも平

30 （⇒ 等の理想にもかえって遠ざかる方向に進んでい 同　上
一現実の歩み一 る・これは何を意味するのか。これを、明治以

来の潜在的な国家主義の問題として吟味する。
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＝　児 ま里
観　＝：

〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　子どもについての見方を概観しようというのが、本講義の目標である。全体は三部構成をとって澄

り、まず4回までで、欧米の児童劇をさぐる。次いで、5～9回で、日本の児童観を歴史的に掘り下

げた後、10～14回で、臨床心理学の立場からの児童観をまとめる。そして、最後に、未来の児童観
に：もふれてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 子　　羊　　た　ち

　初めの4回は、西洋の児童観について、教育学
ﾌ視点から解説する。すべての伝統社会に旧いて、
ｬ人すなわち人ならざる子供は、基本的な生産物
ﾌ投影を受ける◎キリスト教圏にして、牧畜をよ
ｭする西洋では、それは鞭打ち、追いたてるべき
q羊に他ならない。

舘　　　　　昭

i放送教育開発セ
塔^ー助教授）

タ　ブラ　。　ラ　サ

　工業化の波が、西洋に起こった。印制術が、教

轤ﾉ投影され、ロックがしたように、子供は文字

�?閧ｱまれるべき白紙（タブラ・ラサ）とみな

ｳれるようになる。コメニウス以来、工場に見立

ﾄられた学校で、一斉教授が確立する。

同　　　上

3 子供　の　発見

　植物栽培モデルの教育が、西洋にも存在する。
A物は、鞭打たれると凋み、適切な環境を一与るだ
ｯで育つ。これが、人権思想と結びついたとき、
u子供の発見」がなされた。ルーソにはじまる、

q供を世に毒された大人以上のものと見る児童観
ｪ、ここに確立する。

同　　　上

4 内　　的　　世　界

　脱工業化の開始とともに、人間を人間自体とし
ﾄ見ることが可能となった。深層心理学は、まず
ｬ児性欲の発見によって、大人の夢想の子供への
渇eを打ち破った。ユング派、特にウィクスによ
骼q供の内的世界の把握は、西洋児童期の投影か
轤ﾌ脱却を示す。

同　　　上

5 児　　　童　　　観

　子どものとらえ方に、西欧と日本との間にかな

閧ﾌ開きが認められるqそこで、前回までの経過
�ﾓまえ、西洋教育史の専門家・志村鏡一郎静岡

蜉w教授を招いて、日本の児童観の特色を、欧米

ﾆの対比の中でとらえていきたい。

深　谷　昌　志

i放送大学教授）

6 児童観の成立

　子どもをいつくしむのが、日本の伝統だといわ

黷驕Bこの回では、藩学や寺子屋の時代に：さかの

ﾚって、日本の児童観の源をたしかめてみたい。

咜雷ｳ材のゲストは、日本教育史の専門家で、児
ｶ観にくわしい石川松太郎日本女子大学教授である。

同　　　上

7 日本の近代と児童観

　日本の近代化につれて、学校で学ぶ子どもたち

ｪ増加してくる。それだけに、学校関係者が、子

ﾇもをどうとらえていたのかが重要になる。そこ

ﾅ、児童規則などを素材として児童観をとらえて

ﾝたい。ゲストは、石川松太郎教授。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 児童観の転換

　大正時代の新教育運動は童心礼讃とよばれるよ

､な児童観を生み出した。そこで、新教育運動の

剴ｶ観を紹介すると同時に、児童文学にあらわれ

ｽ児童観の分析を、児童文学者の西本鶏介氏とと

烽ﾉ掘り下げてみたいと思っている。

深　谷　昌　志

i放送大学教授）

9
情報化社会の中で

轤ﾂ

　現代の子どもを特徴づけているものは、マス・

＜fィアとのふれ合いであろう。そしてテレビ育
ｿとよばれるような成長のスタイルをたどる子が
ｽい◎そこで、マンガなども素材としながら、情
�ｻ社会の開国が児童観に与えた：影響を考えてい
ｫたい◎

同　　　上

1⑪

現代の子どもを
@どう理解するか一母子関係を中心に一

母子関係に問題のある具体的事例をあげて、そ

ﾌ問題の背後にある心理力動を中心に、現代の子

ﾇもをどう理解したらよいのか、について述べる。
　小川　捷　之
i横浜国立大学教授）

11
現代の子どもを
@どう理解するか一父子関係を中心に一

　父子関係に起因する実際の治療事例を紹介する◎

ｻして、その子どもの治療過程を論じながら、現

繧ﾌ子どものもつ特徴をあげ、子どもをどう理解

ｵたらよいか考えを述べる。

同　　　上

12
現代の子どもを

@どう理解するか一兄弟関係を中心に一

　回る具体的な治療事例を紹介する。そして、そ

ﾌ事例を中心に、現代の子どもの兄弟関係につい

ﾄ述べ、彼等をどのように理解したらよいのか考

@する◎

同　　　上

13
現代の子どもを
@どう理解するか一児童期と思春期一

　思春期前期の治療事例をあげ、現代の子どもの

剴ｶ期から青年期に到る問題点を浮彫りにする。

ｻして、この時期の子どもたちをどう理解したら

謔｢のか、述べる。

同　　　上

14 現代の子どもたち

　心理臨床の場で接する子どもたちを通して、現

繧ﾌ子どもたちの特徴についてまとめ、我々大人

ﾍ、今後どのようにして子どもたちを理解してい

ﾁたらよいのか考察する。

同　　　上

15 未来の子どもたち

　これまで、①欧米の児童観から始まって、②日

{の児童観を概観し、最後に、③臨床心理学の立

黷ｩら、子どもをどう見るのかを考察してきた。

｡日は、それらの立場をふまえ未来の子どもたち
ﾉついて、考察を進めたいと思う。

深　谷　昌　志

ｬ川　捷　之
ﾚ　　　　　昭
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＝発達心理学1＝
〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人生の各時期の精神発達の状況、現象を概観したあとで、発達心理学とはどのような科学であるの

か、精神発達はどのような方法で研究されているか、「発達」についてどのような見方、考え方があ

るのかといったより抽象的な問題について考えてみることにする。つまり具体的な現象から理論的な

問題へと考察をすすめていこう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 乳　　　　　　児

　乳児は、一般に母親との相互の社会的関係を
ﾊして成長・発達をとげる。本章では、胎生期
ﾌ成長に続き、乳児期の身体・運動、知的機能、

贒ｮや性格などの発達的特徴を指摘し、それを
ﾓまえて初期経験の意義と養育のあり方を考え

宮　川　知　彰
i放送大学教授）
宦@田　　　晃
i東　北　大　学）

@（対談）
る。

幼児期の身体と運動、思考や言語などの知的
機能の発達、自我や自立心・道徳性の芽ばえ、

2 幼　　　　　　児
性役割の学習、性格、遊びを中心とした対人関

Wの形成を述べ、幼児期とはどんな段階かを検
同　　上

討し、家庭・保育所・幼稚園での指導問題を考
える。

学童期における身体と運動機能、知的機能
（とくに論理的思考と知識、言語）の発達、仲

3 学　　　　　　童
間との相互交渉を通じての行動空間の拡大、性
�рﾆ道徳性・自我意識の発達などについて考
え、あわせて家庭、小学校の指導の問題点を指
・塗する。

青年期とは、いっからいつまでのことをいう

のか、また青年期の「発達課題」は何かについ

4 青　　　　　　年 て概述する。 宮　川　知　彰

「精神発達」の過程では、新しい「能力」が
獲得されていくと同時にこれまであった「能力」

5 壮　　　　　　年
が失われたり減衰したりする。壮年期では若き

冾ﾌ何が失われ、何が新たに獲得されるのだろ
同　　上

うか。壮年の社会的責任との関連でこの問題を
考えてみよう。

20代以降、70～80才代に到るまでに、我
々の記憶力、知能テストで測る知力等はどう変 宮　川　知　彰

6 老　　　　　　年 化するのだろうか。記憶力は年と共に衰えると

ｾわれるが、具体的にどのような変化があるの
星　　　　　薫
i放送大学助教授〉

か。多くの実験結果を概観する中で、考察して （対談）
みたい。

これまで6回にわたって人生各期の特徴を概

説してきたが、今回は人生経過を全体として＝概

7 人間　と　人　生 観し、年齢の推移と共に変化する社会的な地位 宮　川　知　彰
と関係づけながら、人生経過における人格特性

の形成・変化の過程を考えてみよう。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発達心理学について、ヨーロッパ特にドイツ

とアメリカとでは、異なった視野・観点をもつ

8 発達心理学とは ているように思われる。この点を紹介するとと 宮　川　知　彰
もに、発達心理学はいかなる科学であるべきか

について考えてみる。

9
動物に：おける心理

ｭ達

　進化の過程において、いかにして心理が発生

ｵ、また要素的感覚心理の段階から知覚的心理

ﾌ段階へと発展していったかを考察する。その

ﾛ動物の生活条件とそこに聴ける動物の活動に

ｯ意してその心理発達を分析する。

宮　川　知　彰
ｼ　野　　　　豊：

i東　北　大　学）

@（対談）

人間に固有の心理は社会的起源をもち、媒介

的構造をもち、意識性をもって働く、このよう
10 動物　と　人　間 な人間心理の生物学的前提は何であろうか、ま 同　　上

た人間の心理はどのような新たな生活条件と活

動の下に生まれたのかを考察する。

哲学、教育学、心理学、さらに生物学や医学
など、隣接する人文・社会澄よび自然諸科学の 宮　川　知　彰

11 発達心理学のあゆみ 発展とあわせて、発達心理学が科学としていか 寺　田　　　　晃
に台頭し、その体系を整えるにいたったか、今 （対談〉
日までのあゆみと問題点について具体的に検討
する。

一つの問題を解決するのには、その問題を解
決するのに最も適当した方法を創案しなければ

12 精神発達の研究法 ならない場合が多い。それで発達心理学の領域
ﾅも幾多の独特な方法が考案されてきた。本構

宮　川　知　彰

では、それらのうち基本的なものについて概説
しょう◎

精神が発達するとはいったいどのようなこと

13 発達の理　論
を指すのであろうか。そもそも「発達」は何か。

ｱの問題について諸家の考え方を概観し、でき
同　　上

うれば首肯しうる発達理論を選択するとともに、

新しい発達理論の建設の可能性をも考えてみた
ｵ（o

今日の子ども達には、「どうせダメだ」とい
う悲観的な「発達観、に囚われている者が多い 宮　川　知　彰

14 発達　と　学　習 のではなかろうか。本講では、発達と学習との 野　呂　　　　正
関連についての諸家の見解を概観して、「やれ （宮城教育大学教授）

ばできる」という積極的な発達観の形成に寄与 （対談）
したい。

障害児とはどのような子どもか、その定義と
類型、、診断・判断の技法を、医学・生理学、社 宮　川　知　彰

15 発達　と　障　害 会学、教育学などの知見を含めて総合的に解説 大　山　正　博
すると共に、発達に対し障害とは科学としてい （東　北　大　学）

かなる位置づけをもつのか、その意義につき考 （対　談）

える。
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＝発達心理学1【＝
〔主任講師　宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい
　入間の心理一行動は、一般心理学では、感覚・知覚・記憶・思考・言語等々というふうに、要素的

な領域にわけて考察されている。発達心理学皿では、これにならって、人の心理一行動の発達を・上

記のような要素ないし領域ごとにみてゆき、教育に澄いて発達心理学の果すべき役割について考えて

みたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人の身体とその運動能力の発達過程や性的成熟

の過程を概観し、あわせて「発達加速現象」につ
1 身体の発達 いて考えてみる。 宮　川　知彰

（放送大学教授）

人間の知覚や記憶の機能がいかに形成され、そ

の後それがいかに変化していくのかについて考え

2 知覚と記憶の発達 てみたい。 星　　　　　薫

（放送大学助教授）

動作を伴うことなしには困難な問題解決から視

点が「中心沈」してしまう表象での思考具体的状況

3 思考　の発達 に拘束される論理的思考を経て純粋に抽象的、演 野　呂　　　正

繹的に展開できる思考へと発展する思考の発達特 （宮城教育大学教授）

徴を概観する。

信号体系の中での言語、話しことばと書きこと

ばの発達、言語と思考との関係、言語の行動調整

4 言語　の発達 機能の諸問題について発達的に考える。 同　　　上

感情・情緒・情操とよばれる心理一行動の形態

が発達するとはどういうことかについて検討して

5 感情の発達 「情操教育」のあり方を考えてみたい。 宮川　知彰
（放送大学教授〉

動機づけとは精神的諸活動がどんな状態にある
ことをさすのかを説明すると共に、特に教授＝学

6 動機づけと教授学習
習が発達的にいかなる動機づけの過程で成立する
ﾌか、ならびに内発的ないし揮発的な動機づけの

寺　田　　　晃
i東北大学教授・

手だてを中心として、教授＝学習の有効なあり方 放送大学客員教授）

について検討する。

人間は、基本的には、物の世界と人の世界とい
う交差する2つの世界の中で発達していく。ここ 野　呂　　　正

7 物との交渉の発達
では、とぐに、物の世界との関わ如に焦点をあて、

qどもが、それをどのように支配していくかとい

（宮城教育大学

@　　　教授）
うことを発達的に考える。

一225一



回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 社会性の発達

　「社会性」とは何か、また「社会性」の発達とはどういうことかを検討して、その発達過程のあるべきすがたを考えてみよう◎

宮　川　知　彰
i放送大学教授）

9 愛着　と　分離

　人の世界、とくに、ここでは、「愛着と分離」

ﾆいうことで特徴づけられる母子相互交渉に焦点
�?ﾄ、動物研究の新しい知見をも参考にしなが
轣Aその世界の中で、子どもが、どのように発達
ｵていくか、ま：た、発達のつまずきについて考え
驕B

野　呂　　　正
i宮城教育大学
@　　　　教授：）

10 遊びと精神発達

　物と入とが交差する典型的な世界としての遊びの中で、子どもたちは、何を、どのように発達させていくかについて、今日の子どもたちをとわまく遊び状況との関連で考える。

　同　　　上

^

11 知能と創造性

・知能とは何か

@：現代人の知能観
@　知能概念の歴史的・理論的変遷・知能テスト

@：知能をどう捉えるか
@　知能測定のさまざまな試み

@　知能テストの有効性と限界・知能の発達

@1さまざまな認知の働きとその発達
@　知能と文化・創造性とは何か

@二曜駐創造的であることみみとは？

E知能と創造性との関係

@：独立か異質なものか？
ﾈ上の諸問題について考えてみよう。

　柏　木　恵　子
i東京女子大学教授）

12 成‘熟　と　学習

　学習の適期の問題を、とくに、ここでは、成熟

ﾆ学習との関係という点からとらえ、その中で、

`統的なレディネス観のとらえ直し、そして新し

｢レディネス観の創造について考えてみる。
野　呂　　　正

i宮城教育大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

13
自己意識の発達

@　　と性格形成

・自己の発見

@：鏡像の自己認知の成立
@　自己と他者の分化一物理的、心理的一
@　自己像の拡大と深まり
E自己概念の発達
@：他者から見た自己の認識の成立

@　現実の自己と理想の自己
@　自己概念による人格形成・行動統制機能の獲得

@：他律から自律への道すじ麟性格形成と社会・文化

@：家庭環境の規定性

@　文化規範とのかかわり

ﾈ上の諸点について概述する。

柏木　恵　子
i東京女子大学教授）

14 発　達　診　断

　発達診断とは何かの定義と発達診断に関する諸
攪_を説明すると共に、具体的に身体と運動機能
m的能力・入格・学力・適性な．どの精神的諸機能

ﾌ発達に関する測定と評価、ならびに発達障害の
ﾕ床的な診断・判断の方法と技術、問題点などに
ﾂいて解説する。

寺　田　　　晃
i東北大学教授・

咜卵蜉w客員
@　　　教授）

15 発達心理学と教育

　発達心理学ないし発達理論が「教育ゴにいかな

體_でどのような貢献をなしうるのか、また「教

轣vに貢献しうる発達心理学ないし発達理論とは

｢かなる学問であり理論であるのかについて考え

ﾄみたい。

宮　川　知　彰

i放送大学教授）
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　　　　　　　　　　　　　　＝＝学習心理学1＝

　　　　　　　　　　　　　　　　ニー学習理論の＝基礎一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：小［］忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　学習は・人間の場合、模倣による問題：解決や、創造による問題解決などの経験がつみ重ねられて、

「人間らしさ」、「国民性」などが形成されることがある。が、望ましい方向とは限ら：ない。ゆがん

だ方向へ進むこともあり、エラーを直すのも、神経症・非行からの回復のための心理療法なども、学

習にふくまれる。

主な項目

1。はじめに

　　　学習心理学とは

　学習とは・現実の環境のもとで・生活体（人間）が、経験を通じて、適応の仕方を変化させること。

　学習心理学は・この学習に関係する心理現象について研究する科学である。

α〉どこまでも学習しつづける心理現象

（2）慣れた段階のところで停滞する心理現象

③　ゆがんだ方向へ進行する心理現象

（4）ゆがんだ方向から回復する心理現象

（5）学習指導法の研究

環境：経験　適応　学習意欲　記憶力　思考力　応用力　協力　人間性　自己実現　心理療法

2。学習と発達

経験と成熟

（D　野生児の事例

　　　アベロンの野生児、狐少女など、経験の役割

（2）発達の最近接領域

　　　経験によっセ．成熟が変化する。

（3）経験：による特殊性

　　　国民性…………文化の型と性格

　　　役割性格…………職業と性格

　　　性役割…………男らしさ・女らしさ

（4）成熟による普遍性

　　　エリクソン（Erikson，E．H．）の「入生周期」

（5）経験と成熟の相互補完三

一228一



3．学習と勉強

　　　いわゆる「勉強」をめぐって

（1）学校教育の場合

　　　学習指導要領（義務教育の段階）

　　　ω　教　　科

　　　⑧道　　徳

　　　（◎　特別活動

　　勉強とは、ωが中心である。

　　（砂・（Oは、勉強とはよばれていない。

（2）意図的学習と偶然的学習

　　勉強は、意図的学習であるが、学習には、偶然時学習もふくまれる。予想もしないことを澄ぼえ

　るのは、偶然的学習。

（3）学習と勉強との一致

　　自分から進んで、自分を、当面している場合に打ち込むこと、つまり、自分自身への挑戦という

　点では、学習と勉強とは、一致する。

生　学習の方向

　　望ましい方向の学習・ゆがんだ方向の学習

学習には、ゆがんだ方向の学習もある。

　　　　　　　　（1）耐える一一一一→生産的構え
　　　　欲
　　　　求
　　　　不
　　　　満
　　　　の
　　　　場
　　　　合
　　　　：　　（2）耐えられない　→防衛的構え一→

　　　　：　　　　　　　　防衛機制
　　　　i　　　　　　　　　　li

　　　　：　　　　　　　逃げ腰になる
　　　　i　　　　　　まにあわせをする
　　　　三　　　　　　　攻撃的になる

ω正常な場合

　　怠ける

　　無気力

　　まにあわせる

　　ごまかす

　　嫉妬する

　　乱暴する

⑬異常な場合

　　　神経症

　　　犯　罪

（1）外的な欲求不満

　　低）欠乏　⑧損失　（O障壁

（2）内的な欲求不満

　㈲欠陥⑧損傷（0抑制
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臥学習の成立　ω

　　条件つげ（1）

　スキナー箱（Skinner　Box）一→テコを押すと、餌が出てきて、食べることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　できるようになっている。
　　　　（テコ）　　　　（押す）

　　　条件刺激　　　　条件反応

　　　　Sc　一一→Rc
　　　　　　　　　　　　l●’……「強化」の随雌

　　　　　　　　　　　Su一→Ru
　　　　　　　　　　　無条件刺激　　　無条件反応

　　　　　　　　　　　（餌）　　　　　ぐ食べる）

　特定の条件のもとで、特定の反応が形成される。

　経験を通じて形成されるので．学習されることになる。

　　　　　スキナー（Sk亘nner，B・F・）　　パブ・フ（Pav1・v，LP．）

　　　　　　　道具的条件づけ　　　　　　　　　　　古典的条件づけ

　　　　　　　オペラント条件づけ　　　　　　　　レスポンデント条件づけ

　　　　　　　君型条件づけ　　　　　　『　　　　　S型条件づけ

　正しい反応（期待されてい為特定の反応）ならば・欲求の充足につなボって澄の、このために．

正しい反応が形成されることになる。

　動物の「調教」の原理でもある。

麟．旧習の成立　（2）

　　　条件づけ伍）

（1）プログラム学：習（progra麺αmed　leamlng）

　　　　　　　　　Sc一一一一一・→Rc
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　／　　／1
　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ／　Su一一一一一一・→R繰
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6ρ
　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　”　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　／　　　◎即時フィードバック
　　　　　　ノ
　　　　　／　　　　　　正しい反応かどうか、反応の直後に分かるようにする。
　　　　ω連続的漸進
　　　　　　　小刻みに進めるようにす為。

　　　　　　　（自分のペースで進めるようにする。）

　　　　⑬反応形成（シェービング）

　　　　　　　正しい反応をまとめるようにして．進める。

　〔問題点〕
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（2）水路づけ（cana’lization）

　　　最初の充足、反復、消去されない。

（3）刻印づけ（imprinting）

　　　初期学習（early　leaning）、消去されない。

凱　学習の成立　（3）

　　認知構造の変化

環境がどのように認知されるか、その認知のされかたには、それなのの構造がある。その構造が認

知構造である◎

　　　　　　　　　　この図形に．三角形はいくつあるか◎（正解　8つ）

　　　　　　　　　　　　3つとか．墨つとか答える場合にしても、8つと答える場合にしても．

　　　　　　　　　　　　それなりの認知構造が成立している◎

認知構造は、認知地図ともよばれ、この地図によって行動が選択される。すなわち、認知構造によ

って、学習の成立は左右されるのであわ、適切な学習の成立には、適切な認知構造が必要になる。

＆　学習と外発的動機づけ

　生活体（人間）が、特定の方向へ行動するように、その生活体の外部から働きかけること。

　代表的なのは、　「賞と罰」である。

賞は、行動を促進させ、罰は、行動を禁止させ、回避させる。

　しかし、賞の場合、ほめる、報酬を与えるだげでなく、　「承認」の欲求の充足にかかわるような条

件ならば、ふくめる必要がある。同様に、罰の場合、叱る、体罰などだけでなく、承認の欲求の否定

にかかわるような条件ならば、ふくめる必要があるご

　希望のもてるような環境ならば、賞に屈することになり、希望のもてないような環境ならば、罰に

屈すことになり、要は、こうした点にある。

乳　学習と内発的動機づけ

生活体（人間）が、特定の方向へ行動するように、自分の内部において、自分に働きかけること。

興味、関心、解決の喜び、発見の喜び。

これらの他に、　「認知的葛藤」も、注目されている。

　　驚　き　……………・…・・………　確信している知識に「ずれ」を生じる状態

　　当　惑　…………………………　答えがいくっもある状態

　　矛　盾　……・…………・・………　両立できない状態
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　　認知的不協和　……・………一・信じていたことが信じられなくなった状態

　　混　乱　…・……………・・………混沌としてつかみどころのない状態

　　不適切・………………・・………答えの出しようのない状態

　しかし、内発的動機づけが、必要で、かつ十分な効果を示すには、「自信」の裏づけを欠くわけに

はいかない。

10．学習と模倣

　　　　問題解決（1）

　問題解決過程には、次の四つの段階がふくまれている。

（1）問題場面

（2）試行錯誤

③手がかのの選択

④見通しの成立

　しかし、問題解決過程ではあるが、問題解決とはいっても、問題の提出者には、すでにして、問題

は解決されている。すなわち、この問題解決過程をたどっても、問題の提出者の水準以上に出ること

は難かしい。「模倣」以上に出ることは難かしいのである。

　系統学習の限界性。

1：L　学習と創造

　　　　問題解決（証）

　問題解決といっても、創造ということになると、与えられた問題の解決ではなく、問題そのものを

つくり・その問題の解決をすることが必要になる。

　発明、発見、創作などは、このような問題解決である。問題解決学習の必要性。

　プレインーストーミング（braln　storming）とよばれている方法には、独創的な新しいアイデ

ィアをつく動出す際の必要条件が澄りこまれている。

　　（A）5－10名程度のグループ

　　（B）40－60分程度の時間

　　（C）ルール　　　1。批判禁止

　　　　　　　　　　a　自由奔放

　　　　　　　　　　3．質より量

　　　　　　　　　　4　改　　良

　　（D）課題（例）新聞紙の活用法
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12。学習と練習

　　　　　　　　　　　学ぶ　一一一→覚える一一→習得

　　　　　　　　　　　習う　一一一→　慣れる一一→　習熟

①覚える
　（A）機械的に覚える

　（B）図式的に覚える

　（C）論理的に覚える

　伍）→（C）は、暗記→理解になっている。

（2）忘れる

　（勾　理解（分かる）すると、忘れなレ㌔

　（B）干　渉　………順向抑制・逆向抑制

　（C）抑圧………不快なことは無意識化されやすい。

（3）慣れる　　　　　　　　　　l　　l　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il　皿　1皿　！
　（A）　ドリル学習、過剰学習　　　　　　　　：　　　しノ’
　　　　　　　　　　　　　　　　効
　　　　　　　　　　　　　　　　果　（B）練：習曲線………・………・・

　（C）練習の分配

　　　　二二法　旧習法　直接反復法

　　　　漸進反復法集中法分散法

（4）身につく（自己拡大）

時間（回数）

13．学習の転移

（1）正の転移

（2）負の転移

に大別され、「応用」が効くというのは、正の転移の場合。

　その転移の条件について。

　（A）構成要素の一致

（B）一般化（般化）

　（C）構造の等価

（D）学習方法の学習

一233一



14，学習と個人

（1）個人差

　伍）個人間差異

　（B）個人内差異

（2）個　　性

　（A）全体性としての個性

　（B）独自性としての個性

（3）個別学習

ω旧聞制限法

　（8）作業制限法　…………　（どこまで可能か）

　　　　　　　至　1　聾　　璽　／　　　第三段階は、必ず成立する、とは限らない。
　　　　効　　　　1　　　　　／
　　　果　　　　｝　　　　ノ’

時間（回数）

㈹　自己実現

　　価値の多様性

臓学習指導

（1）学　習　；　（内的条件）～（外的条件）

　　　　生活体（人間）の側面　　環境の側面

（2）教授一学習過程

（3）教　授　一　学習理論
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＝学習心理学：II＝

〔主任講師，小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この「学習心理学皿」では、　「学習’p理学1」で中心とした基本的・一般的：な原理を土台にし、

「学習指導法」との関連をつけつつ、学習心理学全般にわたる重要問題の考察を試みる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 人　間　の　思考

　集中的思考と拡散的思考、分析的思考と直観

I思考を総合的にまとめ、「解決」、「理解」

ﾈどとよばれていることをめぐって、「考える」

ﾆはどういうことかについて考察する。

小　口　忠　彦
i放送大学教授）

2 論　理的　思考

　ピァジェの研究を中心にして展開する。

@発生的には、　「らせん的構造」になっている、

ﾆいう点と、「可逆性」という概念とに重点を

ｮいて考察する。

同　　上

3 自　　己　認　知

　思考の対象が自分自身である場合の思考過程

�謔闖繧ｰる。

@そして、自己意識、自己評価、自己洞察など

ﾌ概念との関連のもとで、問題にする。

同　　上

4
創造的思考（1）
齣｣進する条件一

　アナロジー（類推）を中心にし、インダクシ

㏍刀i帰納）、ディダクション（演繹）に対す

驕Aアブダクション（発想）とよばれている論

揩ﾌ基礎を考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

小　口　忠　彦
Qスト

ｶ　田　　　彰
i東洋大学教授）

5
創造的思考（2）
齧W害する条件一

　慣れた側面にこだわる機能的固着性から、文

ｻ的条件にいたるまで、創造活動を妨げる条件

�Aはば広い範囲で考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

同　　上

6 受容学習と発見学習

　知識の「系統化」に基づく学習方法と、　「学

K方法」についての発見を中心とした学習方法

ﾆの関連を問題にする。

@受容学習の長所・短所を通じて、発見学習の

ｷ所・短所について指摘する。

同　　上

7
生　活　綴　方
@と集団主義

　集団におげる「個入」が中心の学習方法と、

u集団」の在り方のほうに重点がかけられる学

K方法との関連を問題にする。

@生活綴方的方法の長所・短所を通じて、集団

蜍`的方法の長所．短所について指摘する。

同
　
　
上
｝
一
」
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 役　　割　演　技

　仮にではあっても、「指導者」としての役割

�焔Zする場合、本来（実際）の学習者として

ﾌ役割の場合と比較して、学習は、より効果的

ﾉ進む傾向がある。

@このメカニズムをめぐって、考察する。

小　口　忠　彦

9 学　習　意　欲

　学習意欲が低下し、その原因について診断す

驍ｱとが必要になるような場合の分析を通じて、

w習意欲とは何か、学習意欲を高めるにはどう

ｷればよいか、について考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

小　口　忠　彦
Qスト

{　明　　　寛
i早　大　教　授）

10 人　　生　　周　期

　エリクソンの「人生周期」を三三にのせ、経

ｱと成熟、すなわち、学習と発達の関係につい

ﾄ考察する。’

@ゲストとの対談形式の導入。

同　　上

11 ヒントの活用

　ヒントも、依存する場合には、解決過程（思

l過程〉をゆがめる。では、依存するのではな

ｵに、ヒントを活用するには、どのような条件

ｪ必要になるか。

@こうした点を問題にする。

同　　上

12 エラーの訂正

　誤りであることに気づくのも、学習である。

ｻして、誤りであることに気づき、これを訂正

ｷるのも、学習である。

@こうした点を問題にする。

同　　上

13 学習と心理療法

　心理療法に、療法としての効果が成立する根

窒�癘｡すれば、経験によって適応の仕方を変

ｻさせる、という学習の機能であり、この点に

ﾂいて考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

小　口　忠　彦
Qスト

焉@山　喜久雄
i新潟大学教授）

14 学習と行動療法

　スキナーの「道具的条件づけ」を理論的根拠

ﾆする行動療法は、学習心理学では、新しい、

ｵかも、重要な研究課題になって回り、この行

ｮ療法について考察する。

@ゲストとの対談形式の導入。

同　　上

15 学習　指導法
@のまどめ

　学習の根源を「創造」に求める立場をとり、

ｵたがって、学習指導法の基礎も、この創造に

≠ﾟることになる。 同　　上
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　　　＝臨床心理学＝
〔主任講師：轡灘鑓諜寝）〕

全体のねらい
　1．異常心理学の全体像、基本的考え方、およびそれらとの関連に澄いてとらえられた代表的病理
と現代的病理について述べる。2．上述のような諸病理に対して、心理学的な援助・介入の考え方と
技法訟よびその成果について紹介と考察を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

異常心理学の対象は、創造性、宗教現象などを

1
異常心理学の全体

怩ﾆ基本的な考え方

も含むが、ここでは焦点を病的現象に限定し．と
閧墲ｯ心因性の病理と「いわゆる」内因性の病理
氓謔ﾑ病的性格の3者をこの領域の中で位置づけ

村　瀬孝　夫
i立教大学教授）

た上で、基本的な接近法、異常性の価値、この領
域の意義について述べる◎

1．神経症の定義と下位分類、2診断と治癒の実

2

a　神経症圏の中
@心的病理
a@犯罪心理学

際について…対人恐怖とヒステリー患者を例に用
｢て解説、a不安、防衛、自我の強さ、4．性格障
Qの概念と反社会的性格、精神鑑定の実際

福　島　　　章

i上智大学教授）

1．精神病についてのもっとも基本的理解
精神病圏の代表的 2．精神分裂病と斎うつ病の精神病理 吉　松　和　哉

3 精神病理とくに精
_分裂病と躁うつ

3．分裂病者、暗うつ病者への対応に：際して留意

ｷべき心理学的配慮

（東京都精神医学

麹㈹､究所）

病の心理

心理学的な援助と 臨床心理学の立場から上述のような病理的現象

介入 と病者に対して行う援：助的介入を展望しあわせて

4 （1）　アセスメント アセスメント（評価、査定）について、その目的 村瀬孝　夫
①目的、技法お と過程を中心に、総論的考察を示す。

よび過程

1．アセスメント面接の目的と特異性、2．面接に

アセスメント あたっての留意点、3．初回面接の重要性と実例解

5 ②面接の心理学 説、4．臨床面接の信頼性と妥当性。 同　　上

1．心理検査の歴史と指導、2．臨床心理検査の特

アセスメント 殊性、3．検査法の分類と評価、4．活用上の留意点

6 ③臨床心理
と戦略。

同　　上

検査総説

a　ウェクスラー式知能尺度の基本的考え方と
アセスメント 特性、この検査の解説と実用性

7
④代表的諸検査
C知能の検査と質

　b　質問紙の一般的特質、効用と限界、代表的：な質：問紙検査3つ（YG、　MP　I、GHQ）

同　　上

問紙法
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
アセスメント

G投映諸法

　1．投映法の特質と分類、2．ロールシャッハ法および樹木描画法（バウムテスト）の説明と実例

村瀬孝夫

9
アセスメント

D解釈．総合伝達

　「解釈」とは何か、仮説をつくり一上げる力◎仮説と現実との交流、総合的所見の重要性と困難性検査報告について◎

同　　上

鱒

心理学的援助．介入
K）心理療法的接近

@一般的特質

　1源点としての精神分析療法を粗描した後．心理療法の一般的条件と諸種の立場を．4つの流れに大別して概観する。2．心理療法の典型的過程について．・一つのモデルを示して解説を行なう。

同　　上

11
②第一の流れ
@分析的認知的立場 同　　上

12

③三論の流れ
@関係中心的立場
@と体験的立場

　1．アメリカ生まれのいくつかの立場では、治療者、患者関係を生きることそれ自体をもって治療的とみなした◎治療者の提供する成長促進的態度について述べる。a関係に加えて、個入が自己の

燗Iな「体験過程」にフォーカスする技法を用い
髣ｧ場を解説する。

同　　上

13

④第3の流れ
@行為・行動主義
@的立場

　行動主義心理学の立場からは、完全に客観的にとらえられる行動（例・不登校）を、学習心理学の成果にもとづき、強化やモデリング等の技法を

pいて変容しようとする◎
小　三重　雄
i筑波大学教授）

14
⑤日本的心理療法

煌ﾏ法と森田療法

　日本で産まれ発展してきた全く独自の治療法が二つある。両者によって立つ入間観や、目指す治癒像は．基本的共通性をもつが、具体的手続きは

Sく対照的である◎内観法は．回想的、倫理的、
熄ﾈ的であり、森田療法は行動中心的・集団療法
I。

村　瀬　孝　夫

15

⑥社会心理学的接’

C集団内成員の病
@的態度改善
G治療的ネットワ
@ークの心理学

　異常心理の改善には、治療者と患者間の一対一
ﾌ関係を活用するだけでなく、集団が成員に齢よ
ﾚす強力な影響力を活用する立場や技法が近年急
ｬに発展してきた。これとは別に、生態心理学的
ﾏ点からの環境調整などにも触れる。

山　口　　　勤

ｺ瀬孝夫
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＝・深層心理学＝
〔主任講師　織田尚生（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　無意識の構造に関する講議をおこなう。この際講義内容が単なる知識としてで：なぐ、生きた体験とし

て身につくように配慮する。深層心理学の二大潮流であるフロイトとユングのうちで、主としてユング

の学説に従って話を進めるが、フロイトの説との関連性にも留意する。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フロイトとユングがいかにして無意識の存在に
気づくようになったか。その研究史について述べ 織　田　尚　生

1 意：識と無意識
る。

（放送大学助教授）

一般の意識心理学とは異なる無意識の心理学の
特殊性に触れ、研究方法の違いについて論じる。

露 無意識の心理学 同　　上

自我の機能、さらには自我がコンプレックスの

3
自我とコンプレッ

存在によっていかに強く影響を受けるかを考える。
同　　．上

クス

コンプレックスが解消される過程について、心

4
コンプレックスの

理療法の実際に触れながら解説する。

同　　上
解消

深層心理の内容と密接に関係し、また重要な機

能をもつイメージと象徴に：ついて、例をあげて考

5 イメージと象徴 える。 同　　上

無意識の産み出したものである夢を取り上げ、
そのさまざまな特徴について検討する。

6 夢と　は　何か 同　　上

心理療法の技法としての夢分析について、わか
りやすく解説する。

7 夢分析について 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

親のイメージを検討することによって、普遍的
無意識とその内容である三型について述べる。

8 親のイメージと元型 織　田　尚生

個入の心理のみならず集団の心理を理解する場
合の鍵概念に：なる、影（shadow）の問題を論じる

9 影と　は　何か 同　　上

ユングのペルソナという概念を取り上げて、人
間の外的および内的適応について検討する。

10 ペルソナとこころ 同　　上

人間の心理的な成長のために、心の中の異性
（アニマとアニムス）の発達が大切であることを

11 心の中の異性像 述べる。
同　　上

意識の中心をなす自我が、無意識の深層から自
己によって統禦されている点を論じる。

12 自我　と　自　己 同　　上

深層心理学から見た現代社会の特徴について検
回する。

13 現代社会と象徴 同　　上

日本入の無意識の構造の特徴と、西洋人のそれ
との比較について述べる。

14 日本入心性と西洋 同　　上

全体のまとめと、相互の関連性を解説する。ま

15
発達論と全体のま

ﾆめ

た発達論について竜触れる。

同　　上
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＝教 育　社　　会　　学一

〔主任講師購難論霧欝）〕

全体のねらい

　教育と社会の関係は一方向的ではなく、相互的なものである。教育は社会のあり方や発展をきめる

重要：な役割を果たすが、同時に教育のあり方や発展は社会の影響を受ける。このような社会の発展を

規定しながらも、逆に社会の発展に：よって規定される教育を、人間の成長発達の過程とかかわらせて、

ダイナミックに考察する◎

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

社会現象としての
ｳ育（1）

@　～教育とは～

教育は、社会によってその内容、方法、形態、

ﾚ的などは異るにしても、すべての社会に共通
ﾉ：みられる現象である。それは一体何故であろ

､か◎このように教育の本質を社会との関連に
ｨいて考えてみる。

　新　井　郁　男

i上越教育大学教授）

2

社会現象どしての
ｳ育（2）

@～人間の発達
@　　　　と社会～

　人間の発達は、単に生物学的・心理学的現象
ﾅはなく、人間が人間として発達：するためには、

l間社会、人間文化の働きかけが不可欠だとい
､意味で、すぐれて、社会的現象であるという
ｱとに：ついて考える。

同　　　上

3
社会現象としての
ｳ育（3）～実証性・科学性～

　理念としての教育あるいは教育技術を志向す
驪ｳ育学ではなく、教育を社会的事実として、
ﾀ証的に分析する。科学としての教育社会学の
ﾁ性を明らかにする。教育社会学研究の歴史を
T観し、さらにそこで用いられる研究手法につ
｢て学ぶ。

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）

4
社会現象としての
ｳ育（4）～色々な調査法～

　教育の具体的な事象を、客観的に記述・分析
ｷるための、各種の調査法について、調査目的、
ｲ査対象などその特性別に考察する。統計的調
ｸ、事例的調査、集団実験などの手法について
燻ｦす。

同　　　上

5
学校の発達と

@　　社会の変化

　教育を最も計画的、組織的に行う社会的制度
ﾆして発達してきた学校は、長い歴史の中では、
ｻの目的・体系・機能などに変遷がみられるが、

ﾟ年は急速な社会変化との間に大きなギャップ
�ｶんでいる。このような近況について考える
ﾌが本講のねらいである。

新井郁　男

6
学校の近代化と

@外国教育の受容

　わが国の学校は、外国の教育をモデルとして
ﾟ代化をとげたが、それのもつ社会的意義は何
ﾅあったのか。世界でも最高水準に普及した今
冾ﾌ日本の学校教育は、もはや外国に学ぶとこ
?ﾍなくなったのか。このような問題について
lえる。

同　　　上

7 学校の役割と機能

　学校が社会から期待されている役割は何なの
ｩ、また、学校が現実に果たしている機能は何
ﾈのか。その役割と機能との間にどのようなギ

ャbプが生じているのか。このよう：な問題を塾

ﾌ発達と関連させて考えてみたい。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 職業としての教師

　教職の性格をめぐって、これまで多くの議論がなされてきた。専門職論、聖職論、労働者論などを素描しつつ、ここではとくに「職業」として教師が果たす社会的役割を、多様な職種との対比をと澄してその特性を明らかにする。

岡　三友典

9 教師の養成；と資格

　教師養成の歴史を概観し、さらに高等教育機．
ﾖで養成される「教員の資格」を．カリキュラム訟よび教育実習の具体的内容によって示す。

ﾆくに：近年注目されている㌔教員の再教育・研

Cの実態について．教育現場．教育機関の関係
ﾒから伝えてもらう。

同　　　上

1⑪
生活者としての

@　　　　　　教師

　新卒の青年教師から半世紀近い教職経験を臨つベテラン教師まで．同じ教師でも、生活の体験はさまざまである。社会入としての生活体験が教育実践に反映される過程を．学校組織内の

ｳ師集団といった視点から明らかにする。

同　　　上

11 教育内容と社会 新　井　郁　男

12 学校の文化

　学校には、社会一般の文化を反映しながらも．教師の文化と生徒の文化という二つの文化によ

ﾁて構造化された独自の文化がみられ、これが
w校の教育的働きを、促進したり阻害した夢し
ﾄいる。この問題を新しい文化の創造という観
_から考えてみる。

同　　　上

13 学校組織の機能

学校は教育を目的とする組織体（オーガニゼーション）であるが、やはりそれは社会の構造

ﾆ無関係ではない。組織体としての学校は社会
ﾉ規定されながら、一方、社会の構造を強化す
體ｭきをしていることについて：考える。

同　　　上

14 教育　と　政治

　教育は社会的機能のひとつとして、社会統制
@能を有する。この意味では政治と類似してい
驍ｪ、教育がこの統制を内的に行うのに対して、
ｭ治ではこれが外的である点で、両者は相対的
ﾉ独自：な関係にある。この両者の関係を、今日

ﾌ具体的事例に即して考察する。

同　　　上

15 教育　と　産業

　近代社会の成立以降、産業の発展にとって教
轤ﾍ不可欠：な条件となった。それは質的に高い

J働力を産業に提供することはもとより、産業
ﾌ構造の転換を促進するにたるだけの科学技術
ﾌ進歩を教育が保障するからである。この点を
�j的に考察する◎

同　　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教育は百年の大計であるといわれるが、それ
だけに：、社会の将来を予測し教育計画を立案す 河　野　重　男

16 教　育　計　画
ることは難しい。したがってここでは未来社会
_的にではなく、次世代を担う子どもたちの教

（お茶の水女子大学

ｳ授）
育が、かれらをとりまく生活現実の中で、いか
に計画的になされるべきか考える。

人間の発達の過程を、「社会化」及びそれと
類似の概念である「文化化」などの観点から整

17 社会化とは何か
賦し、日本人の社会化の特徴について考える。

新　井　郁　男

社会化は人間の一生にかかわる課題である
が、：なんといっても、子どもの社会化は最竜重

璽8
社　会　化

`親の役割～
要である。その子どもの社会化に：、親はどのよ

､：な役割を果たすべぎなのか、という問題を現
同　　　上

実の状況に照らし：ながら考えていく。

基礎的集団である家庭から、機能的集団であ

19

社　会　化～職場・学校

@　　　　の役割～

る学校・職場に社会化の機関が移行するにとも

ﾈい、社会化の機能は分化・深化する。ここで
ﾍ、政治的社会化、職業的社会化、そして性的
ﾐ会化など、学校・職場で展開される社会化の

岡　崎　友　典

実態を把握する。

生活の場としての地域社会は、近年急激に変
化して折り、かつてのように個人の生活を全人

20
社　会　化

`地域社会の役割～

格的に包括するわけでは：ないが、その重要性は

ﾆ族同様むしろ高まっているといえよう。現代
同　　　上

社会の地域社会が社会化に果たす役割について、

各種事例を通して考える。

学歴とは、個人が生涯で得た学校教育の経歴
の全体をさすが、学歴主業イデオロギーが支配

21 学歴社会の成立
する「学歴社会」では、最終学校の社会的価値
i評価）の序列化が、人々の最大関心事となる。

同　　　上

学歴が物言う社会がどのようにして成立し、い
かなる問題をもつか考察する。

学歴が一定の職業資格と相関関係をもつとし
ても、学歴が：職業を決定するわけではない。む

22 学歴　と　職業
しろ職業が新た：な学歴を要請するのが現代社会

ﾅあるといえよう。ここでは学歴と職業との間
同　　　上

のダイナミック：な関係を、職業教育、職業的社

会化、企業内教育などからとらえる。

義務教育後の教育機関への進学には、何らか
の入学試験がとも：なう。資格試験、・競争試験：の

23 試　　　　　　験
いずれに澄いても、そこで測られる学力の養成・

K得をめぐってさまざまな教育問題が生じてい
同　　　上

る。受験地獄に代表されるわが国の試験の状況
を、学校段階別にとらえる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会と教育の関係はいうまでもなく相互規定

24
社会の病理と

@　　教育の病理

的である。社会の病理現象が教育に反映される

ｾけでなく、教育の病理の進行は社会の進歩・
ｭ展を阻害する。両者の病理現象の実態を診断

河　野　重　男

するとともに、いかなる処方箋が考えられるか
について考察する。

近年、青少年の問題行動は枚挙にいとまがな

25
問題行動

い。これらはいずれも、青少年が望ましい発達
�jまれているという意味で、まさに発達の病 高　橋　　　均

～発達の病理～ 理にほかならない。ここではとくに、青少年の （武蔵大学教授）

非行をとりあげ、非行を生み出す諸条件、非行
の推移と現況の特質など考察する。

登校拒否、校内暴力、教師のノイローゼなど
教育実践にかかわる病理や、入学試験や就職：な

26 学校の病　理 どの学校制度や教育内容にかかわる病理につい
ﾄ、その歴史的・社会的背景についてさぐると

同　　　上

ともに、新しい形の学校教育についても検討す
る。

第3の教育改革の必要性が主張されて久しい
が、明確なものはいまだ出されてい：ない。ここ

27 学校の改　：革： では戦後新教育制度が、教育基本法の理念を、

ｻ実社会のなかにどのような形で実現させたか

　児　島　邦　宏
i東京学芸大学助教授）

を明らかにすることにより、新たな教育改革の
社会学を展望する。

わが国の教育水準の高さは、教育機会の全国
民的規模での普及によって示されるが、教育人

28 生涯教育論と学校 口の爆発は、さまざま：な教育病理を発生させて

｢る。高齢化社会が到来するなかで、教育人口
河　野　重　男

をいかに適正配置するか、教育の質と量の両面
から考えたい。

現代社会は、大量の情報が氾濫し人々を圧倒
し、はては人間がその中に巻き込まれ、引き回

29 情報化社会と学校 され翻弄されて、あたかも人間が機材に使われ

驍謔､な状態を生み出している。ここでは「学
同　　　上

習と経験による確かめ」の論理の浸透といった
観点から教育の課題を提示する。

海外生活や旅行はもとより、直接出かけ：なく

とも、他の国の人々や文化に接する：機会が増大

30 国際化と教育
しているが、日本人のこれへの適応の仕：方はき

墲ﾟて消極的である。「国際理解の教育」や「海
新　井　郁　男

外子女の教育」を素材として、国際化時代の教
育について考える。
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＝　教　育　の　方　法　：＝

〔主任講師　東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　学習および発達に関する心理学的知見と教授の過程に関する実践的検討とをあわせ、単に既存の教

育方法についての知識を得るのみでなく、新しい教育方法の開発、理解、評価の能力を獲得してもら

いたいと思う。心理学、教育学、教育工学の諸分野から、数名の講師が分担して講述にあたる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会化

1 教えるという仕事

　文化の伝達と創造
@教えのル脚卜（賞罰、言語伝達、doi聰g、モ
fリング、媒体）

　東　　　　洋
i白百合女子大学教授）

発達と教育

対決指導型と包みこみ参透型
日本の子育ての伝統

2 教えのスタイル 変動の時代に向って
同　　上

子どもの発達に澄ける家庭と学校の役割
変りゆく家庭のすがた

3 家庭　と　学校 学校のすがた 同　　上
子どもの理解

日本の方が集団的、非言語的

4
日本の学校と欧米

ﾌ学校

日米幼児教育研究より

同　　一上

日本よりも集団的、同時に言語的教育に澄ける

日本の学校とアジ
重点の置き所の比較

5
アの学校

同　　上

オープンエデケーション
加　藤　幸　次

6 いろいろな教育（1）
　国立教育研究所i　第四研究部第二　　　　研究室長

プログラム学習

完全習得学習 菅井勝雄
7 いろいろな教育（2） 応答する環境

（大阪大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

視聴覚教育・ニューメディア放送教育

高　桑康雄
8 いろいろな教育（3）

（上智大学教授）

コンピュータと教育

CAI 東　　　　　洋

9 いろいろな教育（4） コンピュータ・リテラジー 鈴　木　靖子
L《）GO 白百合女子大学助手）

学習に澄ける理解と構造
仮説実験授業

1⑪ いろいろな教育⑤ 極地方式

水道方式

森　永　良　子

11 障害児の教育 日本電信電話株式会

社伊豆逓信小児リハ
ビリテーション科副長

12 入格の生長と教育

カウンセリングアプローチ
ｩ我と自己認識
ｹ徳について

東　　　　　洋

|　田　　　進
i横浜国立大学

助教授）

よい教師はこのよ 稲垣　忠　彦
13

うに育つ（1） （東京大学教授）

よい教師はこのよ
14

うに育つ（2） 同　　上

情報化は教育をどう変えるか

15
これからの時代と

ｳ育方法

国際化は教育に何を求めるか

蜻ﾌ性と柔軟性
東　　　　洋
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　　＝　道　徳　教　育　＝＝

〔主任講師：宇佐美寛（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　道徳という事実の中心的部分は、社会的問題状況に澄ける個人の意志決定である。そして、どんな教

育でも、この意志決定の能力に何らかの影響を与えている。その意味では、診よそ教育というものは、

道徳教育である。被教育者の道徳に影響しない教育などというものはあり得ないのであるσだから、学

校で行なわれている道徳教育一般を論じたのでは、学校で行なわれる教育の全てを扱うことになり、あ

まりに広ぐなりすぎる。そこで、この科目では、特に「道徳教育」を意識して計画的に特定の内容⑰方

法で行：なっている教育実践を論ずる。具体的には、いわゆる「道徳」の時間の問題を中心に論ずる。

主な項目

　1．個人の自由と道徳教育

　2．道徳における知識

　3．　「道徳」授業の条件

　4．価値と徳目

　5．言葉と経験

　6．心　情

　7．形　象

　8．補充・深化・統合

　9．　「道徳」授業の限界

1α　今後の道徳教育
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＝一 賰?ﾌ教育一
〔主任講師嵩辮躁欝攣細

全体のねらい

　情操を育てる教育は、人間が人間であることを確める教育である。それはまた、現代の人間社会の

危機を克服する一つの道でもある。今までの芸術教育とは異なる視点から、情操教育を考える。すな

わち、人間の想像力や表現力を育てることを出発点とした、美的価値への感情や態度を築いてゆく意

義と方法を、多くの事例に即して考えてみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
情操とは一価値への感情一

　情操とはなにか。人間の感晴の働き、前頭葉

ﾌ働き、の中で考える。

@情操の中でもとりわけ、表現美の価値に対す

驫ｴ情を、根本に見定める。

片　岡　徳　雄
i広島大学教授）

2
情操教育とは一表現し想像する

@ことから一

　美的な価値に触れさせ、教えこんで、情操を

轤ﾄてゆくのではない。情操教育は、表現し想

怩ｷることから出発する。

@ドイツのシュタイナー学校やその他の多くの
沫痰ﾅ、このことを考えたい。

野　村　幸　治
i広島大学助教授）

3 科学と情操と

　情操教育は、科学の研究や道徳の教育と重な

ﾌあう。創造の喜び、創造の苦しみ、イメ・一ジ

ﾌ働き：などにおいて、である。

@な澄、最近の科学文明の問題に情操教育が果

ｷ役割についても考える。

片　岡　徳　雄

4 芸術教育でなく

　芸術教育は、情操教育の一部であっても、そ

ﾌすべてではない。情操教育で大事なのは、そ

ﾌ技術性ではなく、表現としての体験である◎

@美的とは、技術とは、そして芸術とは。

同　　上

5 いま情操教育では

　現在の日本の学校教育では、芸術教育はあっ

ﾄも、情操教育は弱い。四つの問題点一美術と

ｹ楽、文学、映像と総合、社会性、のそれぞれ

ﾌゆがみ一について考える。

同　　上

6 文学教育では

　幼児から大人に至るまで、人は多くの物語や

高ﾉ接する。情操教育としての問題は？

@幼児の読み物、学校の文学教育、そして成人

ﾌ読書、の実情に即して考える◎

同　　上

7 文学教育とは

　人間にとって、文学とはなにか。そしてまた、

ｶ学教育はどうあるべきか。

@様々な理論を検討した上で、入間性の理解と

z像性の伸長、という目標をつきとめる。

同　　」二
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 音楽教育とは

　音楽教育は、人間の情操教育にとって、重要

ﾈ領域を占める。そこでまず最初に、音楽と人

ﾔのかかわり合いを幅広く考察する。次に音楽

Iな感動と表現の関係について触れ、それに関

Aして音楽教育への示唆についても考える。

高　萩‘保　治
i東京学芸大学教授）

9 いま音楽教育では

　日本の学校音楽教育は、指導要領で鑑賞と表
ｻの二大領域で指導するよう規定されているが、
ｻ状は教科書の歌の指導ということに片寄って
｢る。そこで総合的な音楽指導の実践や、米国
ﾌ包括的アプローチなどに触れ、情操教育とし
ﾄの音楽教育のねらいを考える◎

同　　上

10 これからの音楽教育

　これからの音楽教育には、抜本的な発想の転

ｷが必要である。音楽がコミュニケーションと
ｵてあることに眼をつけ、音楽を「動き」のほ
ｩに、即興的に、五線譜から自立して、生き生
ｫと表現することも含め末広がりな表現学を念
ｪに音楽教育を考える。

同　　上

11 美術教育では

　子どもはなぜ絵を描くか。好んで描いていた

ﾌが、なぜ急に描かなくなるのか。「自由画教

轣v派の考えに対する「技術指導」派の考え。

Gの鑑賞など。美術教育の諸問題に触れる。

片　岡　徳　雄

12
マスコミと映像の

?ﾅ

　現代は、映画やテレビやラジオなど、映像的・

d波的マスコミの時代である。その中で、情操

ﾍどう育てられているか。

@マスコミの強烈な影響の事実と、於くれがち

ﾈ映像教育、について論じる。

同　　上

13 総合の活動の中で

　情操は、様々なからみの中で、総合的に開発

ｳれる。

@イ中間の中から生れ、仲間．を結びつける、表現

?ｮ一編表現と祭りに焦点をあてたい。

野　村　幸　治

14 社会の人間化として

　現代社会の問題は、あまりにも科学技術化さ

黶A遊び的表現を見失なっているところにある。

ｻ代社会の人間化のために、遊びと芸術をどう

轤ﾄるか。つまり情操教育への期待は大きい。

片　岡　徳　雄i

15 自己実現として

　情操教育はまた、人間それぞれが自己実現し

ﾄゆぐための教育でもある。

@自己実現とは、自己実現的人間とは、そして

ﾜた、美的自己実現のもつ深さ・厳しさ・自由

ﾆは。

同　　上
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＝家 庭　　教 育＝・

〔主任講師：山村賢明（立教大学教授）〕

全体のねらい

　家庭内のあれこれの場面で・子どもをどうしつけるかといった単なる技術論としてではなく、より

広い視野に立って・家庭教育の本質的機能をとらえたい。そのために、家庭教育を入間の社会化過程

の一環として位置づけ、そこにみられる問題を、日本の文化や現代社会のあり方との関連で考えてゆ
く。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

1家庭教育の考え
@方
t）子どもの発達と

@家庭

　子どもはどのようにして、一八前の大入へと

ﾐ会化されてゆくのかを述べる。とくに入間が

ﾅ初に遭遇する集団としての家族の役割をとの

?ｰ、家庭教育が個々の家族の日常生活の現実

ﾉ即して考えられなければならないことを示すQ

山　村　賢　明

i立教大学教授》

親が意図すると否とにかかわのなく、日本の

2
（鋤日本入の形成と

家庭に適いては、子どもは極めて幼時から日本
黷ﾆして形成されることを述べる。とくに基本 同　上

家庭 的生活習慣や日本語の獲得を通して、日本の文
化の本質的な部分が伝えられることを指摘す
驕B

家庭や村落社会に診ける自然な教育から、学

3腎
（31家庭の教育・学

@校の教育

校という専門的教育機関への移行という歴史的

ﾏ化をふまえて、学校教育とは異なる家庭教育 同　上
本来の機能は何か両者の関係はどうあるべきか

を明らかにする。

豆家庭に論ける人 乳幼児期から青年期へという子どもの発達に

間形成 対応した、母親の役割の変化を考える。そして
4 U）母親の役割 母親の役割の中心が、将来様々な対象に拡大し 同　上

一　愛の原体験 てゆく愛の感情を原初的に形成する点にあるこ

とを述べる。

子どもにとって、母親とは異った関わりをも

5
②父親の役割一権威の原体験： つ父親の役割の諸相をとりあげる。そして結局

ヰeの重要な役割は、規範や道徳意識の基礎に 同　上
ある権威の感覚を、子どもに最初に与えるとこ

うにあることを示す。

男女の性別役割が、まず家庭の中で父親・・母

6
（3）性別役割としつ

@け

親をモデルにして子どもに獲得されることを示

ｷ。さらに性別役割が社会や時代を通して不変 同　上

のものでないこと。これからの男の子・女の子

のしつけのあり方について考える。

親のもとでの親和と競争、対等と庇護とい

7
（4）きょうだい関係

@の意義

つた微妙な関係を経験するところに、きょうだ

｢関係の重要性をみる。同時に、そのような経

ｱの乏しい、今日のギー人っ子的状況」のもつ
同　上

問題点を考える。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

しつけの基礎にある子ども観を考える。日本

虚しつけの日本的 の性善説的子ども観のもとでは、子どものコン

8 特質 トロールにむずかしい点が出てくることを、と 山　村賢　明
（1）子ども観の問題 くに現代の状況から論じ、子どもに対する明確

な言葉による要求の必要性を指摘する。

日本の親子関係に恥いては、とくに母子の関

9
（2）母子関係への偏

@り

係が濃密であることを示し、それが結果として、

qどもの甘えを助長し、父親の影響を弱めて．

K範意識をうすくさせるように作用することを
同　上

論じる。

日本的集団主義の行動様式が、まず家庭生活

1⑪ （3年置からの集団

@主義

の中でつくられることを示し、他方で、いかに

ｵて薬入の自律性や主体性をのばすようなしつ

ｯを行うかについて考える。
同　上

W現代家庭のひず 核家族化と情報過多は育児不安を、さらに子

n
　み
i1）育児不安と過保

@護

ども数の減少と生活水準の向上は過保護を、ほ

ﾆんど必然的にもたらすことを述べ、それから

E出する方法や、祖父母との関係を考える。
同　上

現代の工業化社会のなかで、子どもたちから

12
②「見えない父親」

@と子ども

見えなくなる父親の存在、経済中心の生活のな

ｩで子どものことを忘れる父親を問題にする。 同　上

そしてそのような父親の回復なしには、子ども

の問題行動の解決はありえないことを論じる。

伝統的な母子関係の濃密さに加えて、ますま

13
⑧母親による支配
@と管理

す顕在化する母親、その母親によって先廻りし

ﾄすみずみまで管理される子どもの生活を述べ 同　上

それが子どもに及ぼす影響る考える。

社会全体にみられる受験体制の中で偏差値信
’

仰にとらわれた家庭をとりあげる。そして教師
14 （4）受験体制と家庭 とは異なるはずの子どもを見る親の目、子ども 同　上

をとらえる勉強以外の多様な物指の必要性につ

いて考える。

本講座のしめくくりとして、社会・家庭・子

V結　　　　　び どもをめぐる現代の問題状況のなかで、どのよ

15 一新しい家庭教育 うな形で家庭教育を再生させるか、その可能性 同　上

の創造 をさぐる。そしてそれは、親自身の生き方の再

検討をせまるものであることを指摘する。
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一学 校 教 育一

〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　本四では、学校教育の現状をふまえつつ、学校教育のあり方を理論的に深めていきたいと考えてい
る。

　全体の構成としては、1、2回で学校の紹介をした後3～6回を通して、学校の歴史的な系譜をた
どる07～10回忌、学校の制度的：な枠組を紹介した後、以下、各論の形で、学校教：育の諸側面を検

討する形をとりたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

子どもの発達にとって、学校の果たす役割を

1
子どもの発達と学

Z
”いくつかの教育実践”を紹介しつつ考えてみ

ｽい。
深　谷　昌　志

i放送大学教授）

諸外国の学校の姿との対比の中で、日本の学

2
日本の学校、その

ﾁ色

校の長所、短所をとらえ、問題を回り下げてい
ｭ。 同　．上

学校のあり方は社会の歴史的変化に対応して

3
近代の社会と学校

ﾌ成立

変わる。ここでは、近代学校をそれ以前にあっ

ｽ藩学や寺子屋などと対比して考えたい。
中　野　　　光

i立教大学教授）

学校教育の発達とは何かを明治中期の教育政

4
国家による学校教

轤ﾌ明暗

策を歴史的素材として、国家主義的な教育の明

ﾃを解明してみたい。 同　上

大正デモクラシーの時代といわれた第一次大

5
教育改造を求めた

ｮき

戦後の教育界に起った教育改造の動きを、画一・

ｻと個性との関連でとらえてみたいQ 同　上

敗戦を契機とした教育改造の動きを、6・3
制の成立を中心に、原点に戻って考えてみたい◎

6 戦後の教育の原点 同　上

学校教育と法規との関連を子どもの学習口減

障という立場から学校の実態にそくして考えて 下　村哲　夫

7 学校をめぐる法規 みたい。 （筑波大学教授）

深　谷　昌　志
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

学校の主体性を求める事が強い。主体的な学

校づくりを目指すのに校長をはじめ教職員の協

8 学校経営の仕組み 力関係をどう組識化したらよいかを考える。 下村　哲夫
[　谷　昌　志

学校の授業内容はどのようにして編成され、

どこに問題があるのかを学力に関連させて考え
9 教育内容と授業 たい。 同　上

教科書、補助教材、クラブ活動、学校事故な

ど、教育活動の展開に関連して生じるさまざま
10 教育活動の展開 な問題をとらえる。 同　．上

小学校教育の中心は学級にある。そこで、学

校の持つ意味を集団構造の視点からとらえてみ
11 学級集団の構造 たい○ 深　谷　昌　志

専門職制との関連で、教職のあり方をとらえ

てみたい。特に教職の特性を研修のあり方に関

12 教師　の仕　事 上して考えたい。 向上

学校の役割を地域社会や家庭との関連で考え

ていく。教育と学校との違いも視野に置きたい。
13 地域社会と学校 同　上

近代以降に限ってもさまざまな学校論が提起

されてきている。そうした系譜を現代の視角か
14 学校論の系譜 ら分析し跡づけてみたい。 同　上

学校改革の可能性を、諸外国の学校改：革の状

況を視野に澄いてとらえてみたし（o 中　野　　　光
15 学校改革の可能性 下村哲　夫

深　谷　昌　志
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　　＝地域社会と学校＝
〔主任講師：溝口謙三（東北福祉大学教授）〕

全体のねらい

　学校は・国の政策による制度として普及発達してきた。しかし学校は異った地域社会の中にあり、子

どもたちはその地域の中で生活し成長している。学校教育は、国の統制と地域社会の独自性とをどのよ

うに切結んでいくべきか・最近の社会と地域の変貌を背景にすえ、地域類型を軸にして、学校教育の在
の方を多面的に考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学校は、計画的な教育の場として、子どもたち

を望ましい入間に形成し、社会入となることをね 溝　口　謙三
1 学校　と　社会 がう。子どもを受け入れる社会は、社会の進歩に

�ｧつ入間を期待する。教育に比いて、学校と社
?ﾍどのようにかかわるのか、その相互関係を考

（東北福祉大学

ｳ授）

えて序論とする。

入間は生まれた後に．多くの行動を学びとって
人間と成っ℃いく。その場は家庭．交友、学校で

2 学習　と　社会 ある。これらの学習の場は一定の地域社会の中に

ﾝる。それが地域とどのようにかかわりまた支え
同　　上

られているかを理論的に考える。

地域社会とは、入間が生活する具体的な場であ

3
教育における地域

ﾐ会

る。教育に澄いては、学校を中核として、地域社
?�ﾇう考え、どのような範囲ととらえるか。さ
轤ﾉ最近の地域変貌が学校教育にどう影響してい

同　　上

るかを検討する。

子どもは地域社会の中で生活し成長する。地域
は、それぞれの伝統と条件にもとづいて慣習や規

4 ：地域社会の中の教育 制や価値観などを駅仕込む㌔このような地域の 同　　．上

教育力はどのようにはたらくのか。それが学校教
育とどうかかわるのかを考える◎

地域と学校とを結ぼうとす動きは戦前からあっ

た。さらに戦後は、新しい地域学校運動も起こつ

5 地域教育運動の歩み た。これらの運動の歩みを通して、改めて地域と 同　　上
学校とのかかわりを見直す。

明治以来、国策としての近代学校制度は、それ

6
地域社会の変動と

w校教育の変化

それの地域社会に支えられて発達してきた。最近
ﾌ社会の変動と学校教育の変化によって、学校と
n域との関係も変わり相互に離れてきたとされる。

同　　上

この事実を明らかにし、次の地域類型別の学校分
析の仮説とする。

都市に澄ける子どもの生活と学校の様子を分析

し、とくに過密とされる都市状況の中にある学校

7 都市　の学校 と地域の問題をさぐる。
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

農村の子どもの生活と学校の実態を観察し、都
市化といわれる中での学校のあり方をさぐる。

8 農村の学校 溝　口　謙　三

般恵まれ：ない地域”とされるへき地は、さらに

過疎化に苦しんでいるといわれる◎しかし豊：かな

9 へき地の学校 自然を温存するへき地では、マイナスの要因を逆 同　　上
転ずるきっかけが見出せないだろうか。へき地に
成長する子どもたちと学校の様子をさぐる。

定員を定めない小・中学校では、大きな地域で

10
大きな学校・小さ

ﾈ学校

は子どもも多く学校も大きくなる。小さな地域で
ﾍ学校も小さい。学校規模の大小はどのように規
ｧされているのか。またそれが学校教育にどのよ

同　　上

うな影響を与えるかを考える。

学校の規模が規制され、とぐに小さな地域の小

11
学校統合と学校寄

h舎

規模学校が非効率とされると、統廃合がなされる。

ｻの結果、自宅からの通学ができなくなると学校
�h舎に入ることになる。地域との関連で出てく

同　　上

るこのよう：な学校の実態から、新しい教育の問題
を考える。

学校規模の中に学級の大きさの問題がある。学

12
大きい学級・小さ

｢学級

級の大きさも法的に規定されてきたが、小さな地
謔ﾅは数人だけの学級も多い。学級はどれだけの
蛯ｫさが適切か。ここから学校の集団教育の本質

同　　上

を考える。

狭い地域でのごく小さな学校では、数こ学年を
1学級に編成した複式学級になる。この覗やむを

13 複：式　学　級 え：ない”措置が固定化した現在の学級に雪ぐの問 同　　上
題を投げかける。諸外国の学年別学級解体等を事
例にしながら集団教育の意味を考え直してみたい。

般国”の政策として設置された大学は、戦後に

「一府県一大学」の原則で再編された。しかし私

14 地域社会と大学 立大二三ともからんで般地域”配置には大きな偏 同　　上
りがある。大学の本質から地域社会との関連性を
考察する。

いま構想されている生涯教育の体系を地域社会

15
地域社会の生涯教

迹ﾌ系

の基盤でとらえ、幼児保育、学童の校外活動、コ

~ュニティ・カレッジ論などを、学校教育との関
Aでとらえて、地域社会と学校との関連の問題を

同　　上

しφくくる。
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＝　言　語 と　教　　育　＝

〔主任講師　村石昭三（国立国語研究所教授）〕

全体のねらい

　人間の言語習得の問題に触れながら、言語発達に即した教育とはどうあるべきかを考える。このため

言語の機能から始め、音声、文字、語彙、文法の諸能力の習得に触れ、表現、理解における創造性の問

題までを扱う。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）伝え・伝わる　（2）ことばの世界（3）言い惜し

み、聞き惜しむ　（4）ことばかけ、などに関する事 村　石　昭　三

1 言語　の　機能 例から、言語の機能とは何かを考える。 （国立国語研究所

言語教育研究部

ｷ）

（1）ことばの誕生（2＞リズムの世界（3）音と声の

ひびき、などに関する事例から、子どもの持つ言

2 音　　　と　　声 語への直観力（言語威共）について考える。
同　　上

（1）一音一字対応（2）音と文字の有意：味性③ひ

らがなの機能、などに関する事例から、子どもに

3 音から文字へ とって文字とは何かを考える。
同
　
　
上
一

（1）「も」と「は」　（2）未来年の文法（3）助詞の

習得（4）助詞の修正（5）文法への興味、などに関

4 助詞の使い分け する事例から、機能語の問題を考える。 同　　上

（1）好きな言葉（2）「行く」と「来る」　（3）だん

5
語彙の　習得一一好きな言葉一 まりくらべ、などに関する事例から、語彙習得の

㍼?ｫについて考える。 同　　上

（1）あべこべ（2）対義の複合語（3）順行と逆行、

6
語彙の　習得一認知の方向性一 などに関する事例から、認知の方向性について考

ｦる。
同　　上

（1）助動詞はどれだけ（2）文化の変容と助動詞

7
語彙の　習得一助動詞一 （3）概念の発達と助動詞（4）意味の構造化、などに

ﾖする事例から、概念形成とのかかわりについて
lえる。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講、師
i所属・氏名）

（1）仲間づくり　（2）定義（3）意味づけ、などに関

8
語彙の　習得一概念の意味づけ一

する事例から、概念形成とのかかわりについて考
ｦる。

村　石　昭三

（1）保育に拾う　（2）三主焼き　（3）へのへのもへじ

（4）ファンタジーの世界、などに関する事例から、

9 隼町のことば 生活のことばの意味について考える◎ 同　　上

（1）絵を読む②話の先を読む（3）会話を読む

（4）「見え」を読む、などに関する事例から、読み

10 絵本一絵を読む とは何かについて考える。 同　　上

（1）ことば遊びとことばのしくみ　（2）ことば遊び

の特徴（3）ことば遊びの種類、などに触れながら

11 こ　と　ば　遊　び 言語教育の中での意味を考える。 同　　上

（1）ことばの創造と子どもらしさ　（2）創造性を育

てる教育（3）読みと創造性、などに関する事例か

12 ことばと創造性 ら、創造性の意味を考える。 同　　上

（1）ファンタジー一（2）話づくりの技法などに関す

る事例から、文章表現と創造性の問題を考える。

13 話づくりと創造性 同　　上

（1）日本のことわざ（2）世界の名言などに関する

事例から、言語生活における、ことわざ、名言の

14 ことわざ・名言 ：意味について考える。 同　　上

（1）読み書き能力とは何か　（2）日本入の読み書き

15
日本くの読み書き

¥力

能力などに関する国際比較や暦年調査の比較から
ｾ語と教育の問題を総括する。 同　　上
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＝文化と精神発達＝
〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　精神発達は、文化によって影響されるが、その文化は、逆に、精神発達によって影きょうされる、と

いう仕組みになっている。こうした仕組みを前提にし、精神発達の望ましい発展についての考察を試み
る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文化は、入間がつくるものであり、つくられる
と．いわゆる「ひとり歩き」すること、文化と文 小　口　忠　彦

1 文化とは何か 明の関係などの考察を通じて、文化とは何かの問
閧ﾉ：アプローチする。

1発達と教育、放

卵蜉w教授）

文化が、どのような構造のもとにどのように機

£
文化の機能性と構

｢性

諭するか．について考察する◎

同　　上

文化が．入間にとって、生産的であるか防衛的

3
文化の生産性と防

q性

であるか、という特徴を重視する◎

同　　上

どのような文化に：も、それぞれの特殊性がある

魂
文化の特殊性と普

ﾕ性

が、同時に．それらに共通している普遍性がある
_を重視する◎ 同　　上

，

精神発達の第亙の観点。人類の立場。

個入主義的人間と、集団主義的入間との間の矛

5 精神発達　1 盾の問題が目立っている。
同　　上

精神発達の第2の観点。日本人の立場。
国際性への開放化の問題が目立っている。

6 精神発達　皿 同　　上

精神発達の第3の観点。個人の立場。
権威主義的傾向、独断主義的傾向、同調主義的

7 精神発達皿 傾向など、「逃避性」による傾向の問題が目立っ

ﾄいる。
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

いわゆる「未開心性」についての吟味を試みる。

8 未開社会と精神発達 小　口　忠　彦

文明社会に澄ける能力開発はそれなりに評価す
るにしても、いわゆる「人間疎外」の問題にどう

9 文明社会と精神発達 対処すべきであるか。
同　　上

初期学習による条件づけ。「刻因づけ」（刷り
こみ）などをふくんだ初期学習による条件づけに

10 乳幼児期と文化 文化がどうかかわるか。 同　　上

ここで活動期とは、’ 剴ｶ欺青年期、成入期を
ふくめているが、入間の生涯に澄いて最も活動す

11 活動期と文化 る段階に相当している活動期に、文化はどのよう 同　　上
にかかわるか。

人間の生涯における最終段階に相当している老
年期に、文化はどのようにかかわるか。

12 老年期と文化 同　　上

生理的欲求、安全の欲求などの充足や欲求不満
に、文化はどうかかわるか。

13 欲求と文化1 同　　上

集団所属の欲求、愛情の欲求、承認の欲求、自
己実現の欲求などの充足や欲求不満に、文化はど

14 欲求と文化皿 うかかわるか。 同　　上

文化遺産の継承と発展、あるいは文化の伝統と
創造という問題は、つまりは、模倣と創造という

15 模倣　と　創造 問題である。この問題について考察する。 同　　上
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＝青少年文化＝
〔主任講師罐藩講釧

全体のねらい

　ひとくちに、青少年文化といっても、子ども文化と若者文化とでは実態も異なっているし、当然、

分折のアングルも違ってくる。そこで、本講義では、子ども文化を前半、青年文化を後半で扱う形式

をとることにした。文化論であるから、現実の姿を紹介すると同時に、そうした現像を理論的に深め
る点にも配慮することにした。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
青少年文化のとら

ｦ方

青少年文化を、青年文化と子ども文化とに分

ｯ、それぞれの文化の特性を明らかにする。そ

ｵて、青少年文化の現状を概観しつつ、次回か

轤ﾌ内容を紹介する。

深　谷　昌　志
i放送大学教授）

蛛@脇　厚　司
i筑波大学助教授）

子どもの人間形成にとっての遊びの意味を発

達段階をふまえて考察する。続いて、「群れ型」

2 遊びの機　能 から「孤独型」へ、遊びが変遷したことにより、 深　谷　昌　志
子どもの発達にどのような歪みが生じたのかを

堀り下げていく。

さまざまな玩具を紹介しながら、子どもの心

を豊かに育てる玩具はどういうものなのか。玩

3 玩具の変　遷 具の条件を考えていく。それと同時に、現代の 同　　上

玩具がそうした条件を備えているかどうかも検

討していきたい◎

子ども雑誌を素材としながら、童話の成り立

ちを紹介する。次いで、児童文学が低迷してい

4 童話の世　界 るといわれる現代にふれ、童話が、これから先 同　　上

も、子どもの成長に欠くべかざるものなのかを

考察していきたい。

子どもの世界からギャング集団が失なわれ、

現代の子どもは友をもたずに成長していく。そ
5 仲間集団のゆくえ うした現状を視野に置きつつ、仲間集団の中で、 同　　上

子どもたちが身につけたものは何なのかを考え

ていく。

テレビ抜きに、現代を語ることはでぎない。

そうしたテレビとのふれ合いを、子どもたちは
6 テレビとのつき合い どうとらえているのか。子ども番組の変遷をふ 同　　上

りかえりつつ、子どもにとっての望ましい視聴

態度とは何なのかを検討していきたい。

テレビの他にも、マンガやゲームウォッチな
ど、子どもたちは、情報化社会の状況にとりか

7 情報化社会の中で こまれて育っている。しかし、子どもたちに、

ﾔ接体験の肥大と直接体経の縮小の傾向がみら
同　　上

れる。そうした情報化社会の子ども文化を深め
る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 子ども文化の再生

　子ども文化を再生するために、どういう方策

ｪ必要なのかを、遊び場や児童公園、キャンプ

ﾈどと関連させて考えていきたい。なまへ子ど

熾ｶ化は8回までで終り、次回からは青年文化

�ﾎ象とする◎

深　谷　昌　志

9 青年期と青年

　青年の行動特性を理解するには、少年期と成

l期の狭間にある年齢段階に特存の行動特性と

梠繧竡ﾐ会の変化に敏感な年齢層としての青年

W団に特徴的な行動とをみきわめて避く必要が

?驕B青年文化の前提を整理する◎

門　脇　厚　司

10 青年文化論の検討

　近代日本の発展に果してき：た青年の力は予想

ﾈ上に大きなものであった。明治維新以来、青

Nは何を目指しどう生きてきたのか。ここ100
N間の青年の活動を跡づけつつ、各時代に開花

ｳせた青年の文化を概観する。

同　　上

11
青年文化とその発

ｶ条件

　現代青年の行動特性を理解するには、彼らを
|ってきた時代的・社会的な背景を知っておく
ﾆよい。生活水準や学歴水準の上昇、核家族化
笂s市化、あるいは情報化やME（マイクロエ
激Nトロニクス）化などが青年に与えた影響を

ﾝる。

同　　上

12 現代社会と青年文化

　現代青年が志向する生き方ないしライフスタ

Cルはどう特徴つげられるのか。また、そうし

ｽライフスタイル志向を支えている価値観は何

ｩ、さまざまな調査の結果を整理しつつ、この

_を明らかにする。

同　　上

13 現代の若者文化（1）

　現代を生きる青年たちの生き方とそうした彼

轤ｪ創りあるいは支えるさまざまな風俗や商品

竡Y業などを3つに分げて紹介する。最初は、

O食する若者たちの姿をモノ（商品）、サービ

X、記号（情報）という側面から照し出す。

同　　上

14 現代の若者文化（2）

　過剰なモノと情報とサービスにとりかこまれ
ﾄ、いま青年は飽きあきし退屈している。こう
ｵた若者が退屈しのぎにするさまざまな行いを
ﾐ介する。ばか笑い、スギーツ、セックス、音

y、ディスコ、そしてマリファナ、オカルトな
ﾇがそれである。

同　　上

15 青年文化の展望

　群れてさわぎばか笑いする若者たちの心底も
ﾇ独だが、他人とのかかわりを避けひたすら自

ｪの殻にこもろうとする若者も増えている。パ
¥コン、TVゲーム、ウォークマン、個室など
ﾉこだわる自閉的な若者の姿と彼らの心象風景
�ﾝる。

同　　上
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〔主任講師　深谷昌志（放送大学教授）〕

全体のねらい

　児童・生徒の指導のむつかしさが語られることが多い。子どもたちの成長のスタイルがことなってき
たので・これまでの指導方法は有効性を失ないつつある。そこで、本講義では、青少年の指導のあり方
を、青少年の実態をふまえつつ、現実的な対応も含めて総括的に鈍り下げていきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
指導　と　は　（1）

穴iの構造と発達

　人格の構造を3つの領域に分け、教育作用として、・よくわからせる、やり方を身につけさせる、やる気を育てるの3つを考える。また入格形成上の発達課題を幼児期から青年期までに分けてとりあげ、その達成のための方法をのべる。

坂　本　昇　一

i千葉大学教授）

2
指導　と　は　②

w導の考え方

　指導のねらいとしての自己指導の力の育成の意：味、それを達成するためのアプローチ、す：なわち

qどもに自己決定を与える、存在感（自尊感情）
�ﾛ証する、そして、人間的ふれあいを基盤にし
ﾄ行うの3つについて具体的事例で説明する。

同　　上

3
指導　と　は　（3）

ﾂ少年の理解
同　　上

4
指導　と　は　（4）

w導の領域と内容

　青少年が直面する問題を分類して7つの指導領域を示す。その中の適応指導と進路指導をとくにとりあげ、前者は帰国子女の問題などの例示によ

閨A後者は、学級指導の時間での進路指導のあり
福�燒ｾすることにより、理解を深める。

同　　上

5
指導　と　は（5）

w導の機能と体制

　生徒指導の組織と運営について説明し、さらに
w校教育と社会教育の連携について、少年自然の
ﾆでの活動やボランティア活動を例示して説明す
驕Bまた、地域ぐるみの活動を展開するための組
D・体制のあり方についても説明したい。

同　　上

6
学校の中で（1）

ｳ師　の　仕事

　青少年指導を実際に担うのは教師であろう。もちろん教師の主たる仕事が授業であるのはいうまでもないが、それと同時に教師は児童・生徒の精神面での成長にかかわりを持つ。生徒指導に関連させて、教職の意味を深めていきたい。

6～15は
@担当　深　三
ｾ　石　要　・一

i千葉大学助教授）

ｷ野県岩村田小

7
学校の中で（2）

w　級　集　団

　学校の中の子どもたちは、教師から指導を受けるとともに、学級の友だちと時を過す。そうした

Fの存在は、子どもたちの学校での充足感と密接
ﾈ関連を持つ。集団としての学級集団の特質を述べ、指導にあたっての留意点を指摘していきたい。

東京学芸大

凵@島
逞t市平山小

L森　　　茂
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
学校の中で（3）

w校の機能

学校は子どもにとって、生活の場でもある。ひ

ﾆつの制度としての学校をどのように構成してい
ﾁたらよいか。学校のあり方を理論的に深めると
ﾆもに、将来の学校像の検討も進めていきたい。

角　替弘　志
i静岡大学教授）

ﾃ岡大学教育学

舶国ｮ浜松小

9
学校の中で（4）

w力　の　構造

　学校の主たる機能は学力をつけることだというQ

ｵかし、学力のとらえ方は、かならずしも一義的
ﾅ：ない◎中でも系統学習の中心の学力と生活単元
�}介とした学力とでは著しい対比を示す。そう
ｵた学力のとらえ方を整理し、理論化を図ること
ﾉしたい。

石　井　正　司

i日本大学教授）

nRの市内の小
w校

10
学校の中・で（5）

w　校　文　化

　学校には、その学校なりのカラーがあり、そう

ｵたカラーは児童、生徒の人間形成にインフォー
}ルではあるが、根強い影響を及ぼす。ここでは
w校独自のカラーを学校文化ととらえ、その機能
�ｽ角的にとらえていきたい。

耳　塚實　明
i国立教育研究所）

ｺ立（飛弾）

註??w校

11

人間形成の観点か
轣i1、

ｫ差　の形成

　男らしさや女らしさをどう考えるのかは青少年
w導にとって、中枢の意味を持つ。特に性差の縮
ｬあるいは伝統的な性的分業意識のゆれ動きが目
ﾉつく現在、学校の中で、性差をどう指導してい
ﾁたらよいのかを堀り下げていきたい。

神　田　道子
i東洋大学教畏）

@未　　定
iどこか家庭科の

ﾀ践されている滋　　、

12

入間形成の観点か
轣i2）

ｾ語の社会化

　現代の子どもたちはマス・メディアの中から育
ﾂ。そうした成長を、ここでは言語的な社会化の
ﾏ点から寄り下げていきたい。特にバーンスタイ
搭ｳ授の言語的社会化理論を中心に、言語面での
w導のあり方を比較教育学的な視野をまじえて展
Jしていく。

萩原　元　昭
i群馬大学教授）

@未　　定
i東京学芸大学帰

綜q女学級）

13

入間形成の観点か
轣i3）

ｩ　然　活　　動

子どもの成長に家庭は大きなかかわりを持つ。

ﾆ庭の機能については、別の指導でもさまざまな
`で扱われているが、とこでは子どもの入間形成
ﾌ観点から父親や母親の役割を中心として、家庭
ﾌ機能を問い直してみたい。

岡．崎　友典
i放大助教授）

e業トレーニング

Zンター

14

入間形成の観点か
轣i4）

ﾆ庭の教育力

　現代の子どもたちは、二二的な環境の中で成長
ｵ、自然とのふれ合いに欠く。その結果、生活体
ｱなどに乏しくなる。キャンプなどの指導が重要
ﾉなるが、それは学校内での指導と異質なもので
??､。自然活動プログラムを展開するさいの留
ﾓ点を考えていく。

藤　本　浩之輔
i京大教授）

ﾞ良県生駒での
ﾀ験：

15

入間形成の観点か
轣i5）

l間形成のシステム

　子どもの成長に関与する教育機関は学校に限ら
ﾈい。広い意味での社会教育機関も、人間形成に
ｳまざまな影響を及ぼす。ここでは、そうした社会教育施設の持つ意味を学校と対比させ：ながら洗い出し、人間形成のシステムを総括的にとらえて

ﾝたい。

元　木　　　健

i大阪大学教授）

V龍社会福祉セ

塔^ー
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

問題への対応（1）

u症状の意味を考
@える」一偏食を例に一

　子どもの問題行動を扱ってゆこうとする際に症
�ﾆして表面に表われているものは一つの信号に
ﾟぎず、その奥に真の意味がかくされていること
ｪ多い。食事行動の異常を例に、症状のもつ意味の多様性を考えてみよう。

深　谷　和　子

i東京学芸大学
@助教授）

17

問題への対応（2）
u経過を見る」一ことばの異常を

@例に一

　子どもは発達途上にある存在で時間と共に症状

ｪ少しずつ変化してゆくことが多い。早期に問題
ﾌ所在を決めてしまうのでなく、経過を見てゆく
ｱとが大切である。遊戯観察の例：なども紹介しな

ｪら発達の経過を見まもることの大切さを指摘す
驕B

同　　上

18

問題への対応（3）
u問題の根を探す」一登校拒否を例に一

　同じ問題行動でも、その根には様々のものが関
墲ﾁている。不登校く学校へ行かない）の例をひ
ｫ：ながら、その根を堀り下げようとする試みの必
v性を示す。

同　　上

19

問題への対応㈲
u子どもを支える」

黷｢じめを例に一

　すべての問題行動の対応のしかたには治療者と
ｵて共通に「子どもを支える」必要性がある。遊
Y療法を例に使いながら子どもを支えることの意
｡を探ってゆきたい。

同　　上

£0

問題への対応（5）

u母親を支える」

齦齔e面接を例に一

　母親は子どもの最大の環境であり、かつ子ども
ﾉ問題行動が生じた際に、重要な補助治療者の役
р�ﾊすものである。母親面接を通して、治療者
ﾍどう母親と謙りこれを支えれば、子どもの問題
s動の指導につながるか考えてみようとする。

同　　上

21
非行をめぐって（1）

ｻ状　と　背景

　非行は第三のピークを迎えたといわれる。それ
ﾆ同時に、非行の幼稚化など、非行のさまがわ参
ｪ説かれている。そこで、ます非行の実態をとら
ｦ．その背景を探ってみたい。

青　島　文夫

P科学警察研究

竃h犯少年部
ｷ）

22

非行をめぐって（2）

�s　の　入　口

　非行といっても軽度のものから重度のものまで
ｪ含まれる。非社会性は、軽度な非行に属そうが
ｱこでは、そうした非行の入口的な症状をとらえ
ｻの対応をまとめていく。

同　　上

23

非行をめぐって（3）

浴@子　　非　行

　女子の非行は、女性らしさの形成にからんで、』

｡雑な様相を呈する。ここでは、女子非行を例と
ｵて、非行のメカニズムを堀り下げていきたい。 同　　上
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》

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
非行をめぐって（4）

�@行　集　団

　非行というと、群れをなして、バイクをのりま
墲ｷツッパリグループがイメージにうかぶ。そう
ｵた非行集団がどういう特質を持ち、そして非行
ｶ徒が何故群れを組みたがるかなどを考えていき
ｽい。

麦　島　文　夫

25
非行をめぐって⑤

�sからの回復

　ここでは、シンナー等の薬物乱用などを素材と
ｵて．非行から回復（再生）するためにどういう
ﾎ応が望まれるのかを．総合的にとらえていく。
?墲ｹて、諸機関との連携の必要性を説く。

同　　上

26

問題へのアプロー
`（1）

齔ｸ神分析一

　精神分析の創始者フロイト、Sの考え方とその
｡療技法をわかりやすく紹介する。 　小　川　捷　之

i横浜国立大学教
@育学部教授）
@乾　　　吉　祐
c応大学医学部講師

27

問題へのアプロー
`（2）

鼾s動療法一

　近年、アメリカを中心に盛んになった行動療法
ﾌ基本的考え方と治療理論澄よび治療技法につい
ﾄわかりやすく紹介する。

　小　川音　之
@中　野　良　顕
i筑波大学助教授）

28

問題へのアプロー
`（3）

黹Jウンセリングー

　来説者中心療法の創始者ロージャス、Cの人と
ﾈりとその基本的な考え方、澄よび、治療技法を
墲ｩりやすく紹介する。

小　川　捷之
ﾑ　長　喜一郎
i論調の水女子

蜉w助教授）

29

問題へのアプロー
`（4）

齦ｪ析心理学一

　ユング、C。G。の人となりとその考え方の基本
ﾉついて紹介し、その治療観於よび技法について
墲ｩりやすく紹介する。

　小　川　捷　之

@織　田　尚　生
i放送大学助教授）

30
問題へのアプロー
`（5）一箱庭療法一

　ユングの分析心理学を背景にして生まれた箱庭
ﾃ法についての基本的な考え方を紹介しあわせて
l間の心が癒え、成長してゆくさまを具体的な事
痰ﾉそくして提出し、検討してゆく。

小　川　捷之

D　田　尚　生
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＝カウンセリング＝

〔主任講師　佐治守夫（東京大学教授）〕

全体のねらい

　カウンセリング、教育相談、さらに広く、心理治療一般、（プレイセラピイ、グループセラピイ、

成長グループの活動などを含む）、についての理論、及び実践に際しての重要なポイントを講ずる。

主な項目

ω　カウンセリング、心理治療とは何か

②　旧格変化、入閲的成長の様相

（3）カウンセラーの態度と技法

（4）入間関係のもつ意味
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パーソナリティ論＝
　　　　　　　　　　　〔主任講師：小口忠彦（放送大学教授：）〕

全体ρねらい

　心理学におけるパーソナリティ論で、解決を求められていたのは、従来としては、「知能＋性格」

としての「よせ集め」の点であった、とまとめることができる。

　この点を中心として、解決の方向づけを試みたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間の「こころ」とは、の問題にアプローチ

1 パーソナリティと

ﾍ

する。

@知情意にしても、意識と無意識にしても、知

¥と性格にしても、パーソナリティにかかわっ

小　口　忠　彦

i放送大学教授）

て盗り、「人格」とよばれている。

パーソナリティの機能と構造として、生産性

と防衛性について述べる。

2 生産性と防衛性 同　上

パーソナリティの機能と構造として、社会化

と同化について述べる。

3 社会化と同化 同　上

異常から正常へ、という順序をたどる。

この精神病理学的方法によれば、まず第一に

4 正常と異常1 指摘され、位置づけられるのは、精神病のなか 同　上

でも特に注目される精神分裂病であり、次に、

神経症・犯罪の類である。

異常から正常へ、の順序のもとで位置づけら

れる正常な現象を分析する。

5 正常と異常皿 他律的、自律的、創造的という段階を設定す 同　上

ることができる。

病識、病感、反省（自覚）などの現象が重要

な位置を占める。自分の力で自分を制御するこ
6 自　己　修　復 とが可能かどうか、というところがポイントに 同　上

なる。

自己実現ということは、最広義には、精神病

や、神経症、犯罪左どをふぐむが、限定してい

7 自　己　実　現 くことによって、可能性を「磨ぎ出す」という 同　上

現象を指摘することができる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

どのように分析を進めても、「自己」（自分）

としての存在を認め、これを前提にする必要が

8 自　　　　　　己 ある。すなわち、パーソナリティは、「よせ集 小　口　忠　彦

め」ではない。

下部構造と上部構造という構造や、最頻三人

格など㊧点について吟味する。

9 基本的人格構造 同　上

アイゼンク（Eysenck，　H．J．）の見解を中心

にし、従来の諸見解をまとめるようにつとめる。

10 人　格　類　　型 同　上

カウンセリング、心理療法で見解をまとめて
立場としたロジャーズ（Rogers，　C．R，）によっ

11 性　　　善　　　説 て代表される。 同　上

フロイト（Freud，　S．）による「死の本能」

を中心とした見解である◎

12 性　　　悪　　　説 同　上

性善か、中性であって、性悪ではない、とい

う見解であり、マズロー（Maslow，　A．H．）が

13 非　性　悪　　説 その提唱者である。 同　上

人間は、出生とともに、自然・人間との間に

矛盾を生じ、この矛盾による不均衡のために、

14 矛　　　盾　　　説 絶えざる均衡化を求める、という立場をとるフ 同　上
ロム（：Fromm，　E．）に代表される。

比較心理学、発達心理学、学習心理学、社会

心理学、異常心理学などをまとめて、人間の

15 入格心　理学 「こころ」を科学的に説明しようと試みる。一 同　上

般心理学、あるいは基礎心理学とは区別する必

要がある。
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＝　人 間 関 係 論　＝

　　　　　　　　　　〔主任講師：三隅二不二（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　人間関係の三つのレベル、即ち対人関係、集団・組織、文化のうち集団・組織に重点を澄く。集団

力学として、集団規範の形成、同調と逸脱、競争と’協同のダイナミックス等、又、組織の人間関係と

して、小集団活動、リーダーシップ、意思決定について述べる。実践面としては教師のリーダーシッ

プ、事故災害予防と人間関係に及ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間関係における親密な関係、即ち、夫婦、
親子、友人関係から、集団や組織の人間関係、

1 人間関係の科学
即ち、グループダイナミックス、組織心理学に
墲ｽる社会心理学の基礎概念と方法について述

三　隅　二不二

i大阪大学教授）
べ、人間関係の行動科学の特徴と限界について
述べる。

二者関係、三者関係に於ける人間関係のダィ
ナミックスについて、社会心理学、グループダ

2 対人関係の心理
イナミヅクスの観点から考察し、ハイダー理論
ﾆその限界、社会的な交換理論とその限界など

同　上

について述べ、対人関係における公平性、平等
性、そして公正とは何かを論ずる。

家族における人間関係、夫と妻の関係のグル
一プダイナミックス、親と子供の関係、両親の

3 家族の人間関係
子供に対するリーダーシップの客観的評定につ
｢て触れ、また家族に於ける葛藤の解決離婚、

岡　堂哲雄
i文教大学教授）

非行の問題にふれ、比較文化論的に家族に診け
る人間関係にふれる。

K．レヴィンによって命名されたグループダイ
ナミックスの基本的視座を述べ、初期に行われ

4 集　団　力　学
た二つの実験、即ち、民主・専制・自由放任型
梶[ダーの比較研究と、食習慣変容を目的とし

三　隅　二不二

た集団決定の実験について述べてアクション・
リサーチの意義にふれる。

同調行動の発生機序、その実験的研究や現場
研究として、ミルダラムの通行人の実験や、知

5 同調　と　逸　脱 覚判断に澄けるシェリフの自動運動の研究アッ
Vュによる知覚判断の実験を述べる。又、集団

同　上

に器ける同調機能として、規範的影響と情報的
影響を述べて逸脱過程の諸相にふれる。

日常生活に澄ける競争と協同がもたらす社会
心理現象の分析を行う。とりあげる問題として

6 競争　と　’協　同
はドイッチ、シェリフらの実験、集団関係の：葛

｡処理の他、ゲーム場面を通じての競争と協同
古　畑和　孝

i東京大学助教授）

にふれ、最後に対人関係、集団関係に澄ける対
立や紛争処理の方法と効果にふれる。

個人や少数者集団、弱者集団・民族に対する
偏見がどのような発生機序で発生するか、その 白　井泰子

7 偏見の　心　理
メカニズムに対して論じ、その偏見の実態と、

ﾎ見解消への方策について、客観的立場から追

（愛知県コロニー発

B障害研究所主任研
求する。 究員）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代組織としての近代官僚制のもつ組織論に’
ついてマックス・ウェーバーに即して述べる。

8 組織に澄ける
l間関係（1）

そして、現在の視点より、今世紀初期に行われ
ｽホーソン工場実験から見出された人間関係の

三　隅　二不二

意義に触れて、その後行われた米軍兵士の研究
と小集団の再発見について述べる。

第2次世界後の、ミシガン大学のISRで行
われた産業モラールサーベイで見出された小集

9 組織に澄ける
?ﾔ関係（皿）

団、人間関係の意義にふれ、我が国で展開され

ﾄいるTQC、QCサークル、自主管理活動に
同　上

ふれ、組織に澄ける小集団の意義と限界にふれ
る。

リーダーの人物特性論の限界にふれ、リー・ダ

一シップ行動スタイルの研究にふれ、その方法

10 リーダーシップ
論と、それにもとつく客観的研究、特にリーダーシップPM論にふれる。リーダーシップPM

同　上

論については、企業、官庁、スポーツ集団等の

PM尺度とその妥当性にふれる。

アメリカ合衆国のハーウッド社で行われた集
団決定に関する研究、三隅等が西鉄や某造船会

11 意　思　決　　定
社・海運会社で行った事故予防と組織開発のア

Nションリサーチ、フレンチとカッツの古典的
同　上

実験、ムルダーの意思決定と権力格差短縮仮説
等にふれる。

従来の教師論の研究史の展望、及び教師資質
論について批判的吟味を行う。次に、教師のリ

12
教師のリーダーシ
bプ

一ダーシップ行動に関する尺度作成の過程にふ
黷ｻの妥当性を吟味した上で、小学校・申学校・

同　上

高等学校の担任教師、教科担当教師に見出され
た二つのリーダーシップを述べる。

事故災害に関する心理学的研究にふれ、事故
予防と人間関係に関する実証的データを示し、

13
事故予防と人間関

W
その関連について述べる。三隅等が行ったバス
^転士の事故予防に及ぼすリーダーシップの条「

同　上

件と、集団決定法、造船・海運場面における事
故予防の研究にふれる。

ジャンケンゲームの構造を述べ、ジレンマ・

ゲームとして囚人のジレンマゲーム（PDG）

14
ゲーム理論と入間

ﾖ係
を説明し、ゼロ・サムゲームにもとつく対人関

Wの相互作用過程を述べ、集団関係や国際関係
戸　田　正　直

i北海道大学教授）
のパワーゲームに及ぶ。

日本人に関する実証的研究として、林知己夫
等の日本人研究の概括を行い、文化人類学・社

15 日本入の入間関係
会学の立場、臨床心理の立場からの日本人論を

褐ﾝ比較して全体の結びとする。

林　　　知己夫

i放送大学教授）
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：＝

〔主任講師　田中正吾（神戸女子大学教授）〕

全体のねらい

　ヒトの知能と脊椎動物の知能を比較し、知能の発達の諸様相とその理論、素質、環境論争を概説す

る。また知能検査の歴史、その理論と応用面について考察する。さらに知能と創造性がどのように人

間の文化の発展に貢献してきたか、また人間が当面している諸問題の解決に知能と創造性の教育がい

かに重要であるかを考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

知能の定義、知能の種類としての具体的知能 田　中　正　吾

と抽象的知能を知能検査の演示により考える。 （神戸女子大学教授）

1 知能とは何か また人間の文化が知能とどのような形でかかわ インタビュー

っているかを考察する。 伊　藤　隆　二
O　賀　　　純

脊椎動物（アユ、ニワトリ、ネコ、イヌ、サ
ル、チンパンジー、イルかなど〉の知能実験を 田　中　正　吾

2
ヒトの知能・動物

ﾌ知能
通して、知能的行動の進化のあとをたどり、ヒ
gの知能と脊椎動物の知能の相違を調べる。ま

ゲスト

ｳ　井　秀　夫
た脳の進化と関連にも言及する。 （大阪大学教授）

ゴルトン、キャッテルなどビネー以前の知能

検査の考え方に始り、ビネーとシモンの知能検

3 知能検査の歴史 査の作成、ターマンのスタンフォード・ビネー
?�m能検査、ウェクスラー知能検査などの歴

同　　上

史をたどり、教育、産業界などへの利用に言及
する。

．知能検査に瞬ける年令尺度の構成、年令尺度

の性質、標準化とサンプルの理論、さらに知能

4 知能検査の理論 検査の妥当性の問題、信頼性の算出法などを説 同　　上

明する。

精神年令の意味と限界、知能指数の公式、知

5
精神年令と知能指

能指数の意味、知能指数の恒常性、教育や職業

w導への意味について言及する。 同　　上

具体的知能と抽象的知能の発達の諸相を調べ

るとともに、言語の発達に澄ける知能の役割を

6 知能の発達　　（1） 述べ、知能の発達曲線（クロス・セクショナル 同　　上

とロンジチューディナル）の性質を述べる。

知能の発達に澄けるネイチャー・ナーチャー

7
知能の発達：　（2）

@遺伝か環境か

問題の論争、一卵性双生児による研究とその研

?菇@の限界について述べる。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

パーソナリティーの定義と意義、パーソナリ

8
知能とパーソナリ

eィ

ティ検査の種類を叙述し、パーソナリティと知

¥の関連を説明する。 田　中　正　吾

数学、国語、理科、社会科、外国語などの知

的教科の成績および図工、音楽科など芸術的教
9 知能と学業成績 科の成績と知能検査成績の相関を調べるととも 同　　上

に、教授方法の採用如何によってこの相関関係

が変ることを説明する。

知能と知能検査に対するさまざまな批判に答

えるとともに、教育に貫ける知能の正しい考え

10 知能　と　教　育 方、知能検査の正しい用い方、知能検査のもつ 同　　上

ている限界などを考える。

科学技術上の創造性がどのようにしてもたら
されたか、科学者の基礎的トレ・一戸ング、仮説

11 科学の創造性 のたて方、問題解決の過程について述べるとと
烽ﾉ、そのユニークな解決について考察する。

同　　上

また創造性の発達曲線と知能のそれとの比較を
行う。

12 美術の創造性

　絵画など造型美術の創作過程に澄ける主題、

¥図、表現様弐の基礎として、イメージの形成
¥造のダイナミックス、澄よびそのユニークさ
ﾌ原因とその社会的背景について考察する。

田　中　正　吾
Qスト

?@崎　春　彦
@（画　伯）

ソナタ、交響曲、ピアノ協奏曲、ヴァイオリ

13 音楽の創造性
ン協奏曲などの作曲過程に拓ける第1主題、第
Q主題とそのヴァリエーション：などの考察を通 田　中　正　吾
じて、楽想の創造性を考える。

小説などの創作過程に於ける主題、表現
様式、言葉の選択などの考察を通じて、作

14 文学の創造性 者の精神構造のユニークさと文学の関連性 同　　上
を考える。

科学教育、美術教育、音楽教育、文学教
育の諸領域で創＝造性を伸ばすための個性に合っ

15 創造性と教育 たカリキュラムの編成法、個別指導の方法、学 同　　上

級編成の問題点などについて検討する。
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＝認知　と　思　考＝

〔主任講師　中川大倫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　認知心理学の主たる起源は、ゲシュタルト心理学におかれるが、その発達と展開には、情報理論、

コンピューターの技術とプログラム、言語学、ピアジエの認知的発達理論に影響されるところが大で

あった。そして、最近においては、心理学の各領域に認知的なアプローチがみられるようになった。

　本講義では、認知的アプローチの活発な記憶の研究を中心とし、さらに、推理による問題解決の問

題にふれたいと思う。

主な項目

ω　認知的心理学の歴史

②　情報処理系としての入間

（3）感覚的記憶

（4）　　短期言己・憶

⑤　長期記憶

（6》数学的問題解決
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＝　教 育 評 価　＝＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：肥田野直（放送大学教授）〕

全体のねらい

　教育評価は「点数をつげること」を意味すると考えられやすい。しかし、本来の教育評価は、児童・

生徒の個性に応じた指導を行い、その実態に即して教育条件を改善するために必要な情報を集め、そ

れぞれの目的に適した形で提供するものである。受講者の身近な経験を素材としながら、教育評価に

ついての理解を深めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教育評価とは

　「教育評価」にまつわる暗いイメージに代わ
髏ﾏ極的意義を考える。評価を行う主体は誰か。
]価の対象となる児童・生徒の諸特性や教育プ
鴻Oラム等の教育条件にはどんなものがあるか。
]価は何のために行うのか。これらの枠組みを
T観してみる。

肥田野　　　直

i放送大学教授）

2
自己評価と動機づ

ｯ

　評価を行う者が、自己理解・他者理解・相互
揄��[めるために自己評価・他者評価・相互
]価が行われる。これら三者の関係を考える。
氓ﾉ、評価によって生じる動機づけが外的動機
ﾃけから内面化された内発的動機づけに移る過
��lえる。

同　上

3 学習過程の評価

　今日的的行動変容には結果を知ること、つま

閭tィードバックが必要である。プログラム学
Kのような個人学習から教室場面のような集団
w習に至るまで、学習の各段階で行われる形成
I評価の機能を考える◎

同　上

4 学習結果の評価

　一つの学習が完結するたびに、総括的評価が
sわれる。その評価基準のとり方によって到達
x評価と集団内相対評価とがある。さらに個人
熾]価や診断的評価についても考えたい。

同　上

5 態度・習慣の評価

　基本的生活習慣や学習態度の形成は家庭教育
ﾅも学校教育でも基本的な教育目標と考えられ
ﾄいる。この態度・習慣の評価の方法や評価結
ﾊの解釈について考えてみる◎

同　上

6 興味・意欲の評価

　学習に於ける興味・関心は学習指導上に必要な評価対象であり、職業に対する興味は進路指

ｱにとって欠くことのできない評価対象である。
ﾜた．達成動機の評価は生徒理解の一つの鍵と

ﾈる。これらの評価の方法等について考えてみ
驕B

　　　同　上

@宮　本美沙子
i日本女子大学教授）

7 適性の　評価

　適性という言葉は多様な意味をもっている。

K性の中でも音楽才能などは幼児期から分化し
♀匤ｳ育の対象となる。また、進学適性や職業
K性は青年期になって分化し、その評価は進路
I択に大きな役割を果たす。

肥田野　　　直
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

児童・生徒の性格によって賞罰の効果が異な
るなど、性格と指導法との間には密接な関係が 肥田野　　　直

8 性格の　評　価
ある。暴力・いじめなどの問題行動に関連して
~求不満耐性が重視されている。人格形成を促

高　橋一　郎
i東京都荒川区立

す指導に有効な性格の評価法を考える。 第6中学校教頭）

学校や地域社会の集団生活において、対人関
係特に児童・生徒の友人関係が重要な意味をも

9 友人関係の評価
っている。親や教師が友人関係を表面的にしか
c握していないことが深刻な結果をもたらす例

肥田野　　　直

が少なくない。友人関係の評価方法について考
えてみたい。

学力テストは学習の動機つげ（予告効果）や
定着化に役立つが、テストのための学習という

10
学力テストの使い 態度を育てやすく、テスト不安をもたらすなど

ﾌ好ましくない影響を与える。学力テストの有
同　上

罪な使い方、児童生徒による自己採点、答案の

返却方法などについて考える。

教育テスト（学力テスト等）と心理テスト

11
教育テスト・心理
eストの意義と限

E

（知能、性格、適性テスト等）の正しい実施方

@と結果の解釈法について考える。その例とし
ﾄ教師の期待効果について述べる。

　　同　上

艨@上健　治
i東京大学教授）

通知簿は学校ごとに工夫されているが、その
例を若干紹介し、親と子が通知簿をどう見たら

12 通知簿と指導要録
よいかを考える。また、公的記録である指導要

^の評価の形式、特に学習の記録についての5
肥田野　　　直

段階の相対評価をめぐる諸問題を取り上げてみ
る。

評価は個人及び集団の指導の一環として機能
するだけでなく、社会の組織の一部として機能

13
資格試験と選抜試

ｱ
する。社会制度としての資格試験と選抜試験の
ﾁ徴と役割を検討し、制度化された教育評価の

同。上

意義と問題点を考える。

教育内容や教育制度を改善するために、実態
特に学力水準の調査が行われている。国内及び 同　上

14 学　　力　　調　　査
国際的学力調査のねらいと方法について考える
ﾆともに、調査結果をどう解釈すればよいかを

赤　木　愛　和

i国立教育研究所
考えてみる。 研究室長）

知能指数（IQ）、学力偏差値、5段階相対評
価、内申書、高校・大学入試など教育評価は社

15
教育評価をめぐる
薄竭

会問題として取り上げられ、論争が行われてき

ｽ。その問題の争点にはわが国の社会的、教育
肥田野　　　直

的風土が深くかかわっている。教育評価の立場
からこの問題を考えてみたい。
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　　　・一乳幼児の健康と心理一・

〔主任講師：平井信義（大雪女子大学教授）〕

全体のねらい

　児童学pedologyの立場、子どもを心理学、教育（保育）学、保健学、文化論、障害児論（精神衛
生）などさまざまな分野から研究しながらそれらを総合する立場から、とくに子どもと直接触れ合う

なかで、子どもから学ぶ（禅の言葉：三尺の童子を拝す）姿勢で研究したわれわれの成果を中心に、

からだと心の問題を講ずる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
人格形成の理論と

l間関係

　発達：的観点と教育的（治療教育的）観点に立って人格構造論澄よび形成論を総括してみると、からだは心の環境であり、心すなわち人格は自発性と自己統制の能力を柱にしており、後者は

vいやり（共感性）が育つことによって形成さ
黷ﾄいるという結論に達：した。

　平井　信　義
i大回女子大学教授）

2

自発性（とくに意

~）の発達と育児・

ﾛ育
同　　　上

3

共感丸くとくに思

｢やり）の発達と

邇凵E保育

　思いやり（共感性）とは．相手の立場に立って相手の気持を汲む能力であるが、それは、大

l（とくに母親〉から思いやりを受けることに
謔ﾁて発達する。それ故に、いかに思いやりの
?髟齔eになるための努力をしたらよいかを、
邇凵E保育の具体性の中で述べる。

同　　　上

4

言語発達・社会性

ﾌ発達と育児・保

　言語発達：には個人差が著しく、それは素因に

烽ﾆずく面もあるが、乳幼児期の母子関係と密
ﾚ：な関係がある。また、社会性には友人関係の

ｭ達と生活習慣の自立があげられるが、前者は
譓盾ﾌ安定と自発性の発達と密接に関係してい
驕B後者は、決して急がないこと。

同　　　上

5
知的発達と育児・

ﾛ育

知的発達には個人差が著しぐ、それは素因に：

謔髢ﾊもあるが、発達速度が関径していること
�l慮すべきである。知能テストによって測定
ｵようとする試みもあるが、誤りを犯しやすい。
ﾜた、知的な面を優先させて育児・保育をする
ﾆ、人格形成のゆがみを作る。

同　　　上

6

身体発育と運動機

¥の発達と育児・

ﾛ育

　身体発育には個人差が著しく、それは栄養の
�盾ﾉよることもあるが、多くは素因にもとず
ｭから、良否の評価は慎重でなければならない。

ﾜた、運動機能の個人差は運動の機会が十分に
^えられているかどうか、困難に挑戦する意欲
ｪ養われているかどうかと関係する。

同　　　上

7
家族関係の育児に

yぼす影響

　家族関係は、子どもの人格形成に及ぼす影響が大きく、夫婦関係が調和しているか否かが母

eの育児を左右するし、さらに：年寄りが同居し

ﾄいる場合には、姑嫁の関係が母親の育児に影
ｿする。また、年寄りの孫に対する態度も、人
i形成を左右することがある。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
集団保育、幼稚園

ﾆ保育所

　集団保育の中で、とくに幼稚園と保育所の問
閧�謔闖繧ｰ、両者のちがいを述べ、とくに：保
逑燉eや方法について、子どもの自発性（意欲）

ﾆ思いやり（共感性）とを育てる望ましい保育
ﾉついて述べ、さらに小学校教育との相違につ
｢て明確にする。

平井　信　義

9
児童福祉の理論と

ﾀ践、施設

　児童福祉には、健全育成の面と、心身に恵ま
黷ﾈい子どもに対する保育・養護の面とがある。
ｻのための施設およびその運営と理論的背景に
ﾂいて講ずる◎な澄、世界で：最も理想的養護施

ﾝであるSOS子どもの村での実践とその考え
福�ﾐ介する。

同　　　上

10
児童と環境、自然、

ｶ化財、社会環境

　児童を取り巻く環境、とくに自然、それに代

骼剴ｶ遊園、文化機（遊具、玩具、TV、ラヂ
I、絵本その他多数）について望ましいものを
ﾐ介するとともに：、地域環境がどのように子ど

烽ﾌ心身の発達に影響を及ぼしているか、われ
墲黷ﾌ研究を紹介する。

同　　　上

11

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
｡療教育（1）

　心身に：問題をもっている子どもには、弱視
i盲）児、難聴（ろう）児、言語障害児、肢体
s自由児、病虚弱児、精神薄弱児、情緒障害児
ﾈどがいるが、それらについて早期発見と早期
ﾃ育の現状に：ついて述べ、今後の療育のあり方
ﾉついて考想を語る。

同　　　上

12

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
｡療教育（2）

　とくに心に問題のある子どもについて、さま
ｴまな問題行動の原因と治療方法を述べ、とく
ﾉ：人格形成上のゆがみが育児・保育によって生
ｶて澄り自発性の発達不全や情緒の不安定に：よ

驍ｱとを述べ、治療の方法としてとくに遊戯療
@を紹介する。

同　　　上

13
思春期問題から見

ｽ乳幼児期

　　　　　　　一罰@思春期以後の子どもの問題、例えば登校拒否、

w習意欲の喪失、神経症、心身症、自殺企図、
ﾆ出・非行などはすべて人格形成上のゆがみと
lえてよく、その萌芽はすでに乳幼児期にある。
ｻの早期発見と対策について述べ、予防するた
ﾟの育児・保育を考える。

同　　　上

14
文化人類学と国際

芒rから見た育児

　文化人類学は、とくに：未開社会の研究、によら

ﾄ、親子関係や育児於よび人格形成に：ついて、

L富な提案を行ってきた。また、育児や教育に
ﾂいての比較も、わが国の育児や教育を考える
繧ﾅさまざまな示唆を一与えてくれた。それらを
ﾐ介しながら、今後の育児を考える。

同　　　上

15
今日的課題（トピ

bクス）

　現在、世界に起きている子どもの問題のトピ
bクを紹介する。例えば、アフリカなどの子ど
烽ﾌ飢餓状態、アメリカで増加しているi親に虐

ﾒを受けている子どもたち、欧米での育児法の
P80度の転換、わが国にのみ多発している登校
藻ﾛなどについて原因を考える。

同　　　上
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・＝ 剴ｶの心理と教育・＝

〔主任講師　東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　精神の発達と、教育拾よび社会環境三三要因との相互作用を概説し、知能、学力、情意に関し最近

数年間に急速に集積しつつある研究成果の分析に立って、発達と教育とに関する通説の若干を批判的

に検討する。特に知的発達と自我の形成の問題に力点を置き、心理学を勉強しようとする者に発達・

教育的視点を、又、教育に関心を持つ者に心理学的視点を提供することを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

講座の導入として、子どもID精神発達につい 東　　　　　洋

1
子どもの精神発達

�ﾇうとらえるか

ての概論。（特にそのさまざまな考え方につい

ﾄ）

（白百合女子大学教授）

@永　野　重　史
i国立教育研究所

第3研究部長）

actlveな反応の発達、環境との相互作用、

道具への反応などの問題も含む。

2 最初の一　年 永　野　重　史

出生前後から子どもへの期待、母性意識の形 東　　　　　洋

成、母子相互作用∀愛着の形成、母親の仕事。

3 親　　　と　　子 上　村　菊　朗

（伊豆逓信病院

小児科医師）

ジェスチュアや逐語からどのように形式的な 永　野　重　史

面と機能的な面との両面において言語が発達す

4 言葉の誕　生 るカ㌔ 村　石　昭　三

（国立国語研究所

言語教育研究部長）

知能とはどういうものか。その知能検査と意

知的能力、その概
味。

5
念と最近の研究

東　　　　　洋

赤ちゃんと子どもはどう違うか。子ども時代

6
子ども時代の始ま

の発達課題。

永　野　重　史

イメージの世界、イメージによる思考。

7 表象能力の発達 向上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

言語と思考、言語発達に澄ける問題や異常。

8 言語　と　思考 永　野　重　史

表象的思考から具体的概念的思考を経て論証

9
論理的思考と知識

的な思考の能力が形成されるまで。

同　上
構造

自己中心性からの脱却、競争と’協力、友達関

係のひろがり。

10 子ども　と友達 東　　　　　洋

社会は、その社会の成因としての行動の型を

11
行動基準の形成と

ｭ達

各個人について形成していく。つまり社会化の

ｭきをもつ。この社会化の働きを行動の基準の

`成との関係で考えてみる。

同　上

依存から独立へ、心理的離乳の問題、児童期

の精神衛生。

12 自　我　の　発達 東　　　　　洋

11、12歳（小五）の段階での論理的思考
力の発達や、社会関係、情緒面での諸問題

13 子どもから大人へ 永　野重　史

課題によって、その学習に適切な発達上の時

期があるという考え方の紹介と、それを教育上

14 教育　と　発達 どう考えるか。 永　野　重　史

すごやかな精神発達を助けるためにどういう

健康な精神発達を
ことをすべきか。 東　　　　洋

15
たすけるために 永　野　重　史
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・＝ ﾂ少年の心理と教育一

〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

　「青年期」とは入生経過の中で、どのような意義、使命、役割をもつ時期：なのであるか、また、ど

のような「問題」をかかえているかを、主として教育心理学・発達心理学・社会心理学等の諸分野の

立場から多面的に検討し、青年教育のあるべき姿を展望する。

主な項目

（1）青年心理学の歴史

②　青年期研究の方法

（3）青年期の始まりと終わり

ω性一青年の心とからだ一一

⑤　反抗一入生の中の青年期

（6｝余暇活動一青年の生活構造

σ》仲間・友情一青年の対入関係

（8）学習一青年の学力・入格形成

（9｝非　行

⑳　登校拒否・家庭内暴力・自殺

ω　校内暴力

働　進路の選択一学歴社会と青年

⑬　青年の生きがい等
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＝障害児の心理と教育＝

〔主任講師　寺田　晃（東北大学教授〕

全体のねらい
　障害児の教育は、人間の尊厳を問い教育の本質にせまるものである。本コースでは、前半に総論と
して、まずそうした障害児がどんな子どもなのかと診断・判断の方法、研究法を検討すると共に、後
半の各論では、障害の類型別に、心理の発達的特徴と教育の方法、・福祉の在り方などを一連に考え、

障害児への一般的理解を深める。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　：容 担当講師
i所属・氏名）

障害児とはどのような子どもか、その定義と
類型を主に心理学、社会学的、医学・生理学的

1
障害児とはどのよ

､な子どもか

な見地から総合的に解説する。障害児は、視覚
瘧Q、聴覚障害、肢体不自由、病弱、虚弱、知
¥、情緒、学業不振、重複障害の各子どもであ
驕B

寺田　　晃
i東北大学教授）

障害児に対する学校教育の理念と目的（目標）、

2
障害教育の目的と

普通教育とのちがい、特殊教育の現状などを述
ﾗ、あわせて障害児に関する研究、教育（養護） 同　上

歴史的発展 一般の歴史的なあゆみについて論ずる。

障害児の病理（身体・諸器官、大脳ほか）、

3
障害児の研究の課

閧ﾆ方法

心理（認知、人格、情動、社会的行動ほか）の

e分野にわたり、従来の研究とその傾性を概括

ｵ、現下の障害児教育・心理の研究の課題性を

同　．上

指摘する。

主に医学・生理学、心理学の見地で、障害児

4
障害の原因と診断

の心身に関する病理と障害の一般的様相を述べ、

ｩつ医学、心理学による測定・評価の方法を説 同　上
・判断 明することによって、科学的な診断の実際的技

法と問題点とを解説する。

発達とは一般にどのような機構のもとに、ど

5
発達と障害（1）
ｭ達の仕組みど機能　　　　　　、

んな段階を経て展開するのかを個体発生の側面

ｩら検討し、従来の発達理論を各種紹介すると

､に、発達に対処して障害がいかに位置づけら

同　上

れるものであるかを考察する。

発達に澄ける親の役割と意義、障害にかかわ

6

発達と障害（皿）
瘧Q児と家庭・学

る家庭的条件、親子関係の一般的状況、学校教
轤ﾌ意義、障害児の学校での行動状況などを考
@することにより、発達と障害の特に2次的

同　上

校勘よび社会 （環境的）な効果に言及し、家庭於よび学校で
の教育の適切な在り方を検討する。

視覚障害児の身体、認知能力（感覚、知覚、

感覚障害論（1） 思考ほか）、学習能力、旧格、情動澄よび社会

7 視覚障害児の心理 的行動などを通じて、視覚障害児の心理的な発 同　上

と教育 達と特徴を概観し、医学的所見をも加えて、主

ﾉ盲学校教育の現状と最適化を検討する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

聴覚障害児（言語障害を含む）の身体と認知
感覚障害論（皿） 能力（特に感覚、知覚、思考と言語との関連でλ

8 聴覚障害児の心理 学習能力、人格・情動と社会的行動の各発達と 寺　田　　　晃

と教育 特徴を把握し、主にろう学校教育の現状と最適

化を考えることにより、感覚障害論をまとめる。

身体・運動障害論（D
主に医学・生理学、心理学の立場で、肢体不

ｩ由児の身体・運動の障害特徴をとらえ、認知
9 肢体不自由児の心 能力、人格・情動等の発達をも論ずることによ 同　上

理と教育 り．治療教育ならびに職業的リハビリテーショ

ンの現状と養護学校教育の最適化を考える。

前章とならび主に医学・生理学、心理学の見
身体・運動障害論（の 地から、病弱児・虚弱児の身体・運動上の障害

10 病弱児・虚弱児の 特徴、ならびに心身発達の相互関連性を論じ、 同　上

心理と教育 健常児への復帰、養護学校教育の現状と指導の

最適化を考察し、身体・運動障害論をまとめる。

精神発達障害論（D
　知能障害児の身体・運動、認知能力（思考と

ｾ語を中心に）、平鮒・情動ならびに社会的行

11 知能障害児の心理 動の障害特徴を述べると共に、特殊学級、養護 同　上

と教育 学校澄よび施設での教育・訓練・養育の現状と

指導の最適化、社会適応等を論じる。

12

精神発達障害論（の情緒障害児の心理

ﾆ教育・治療

　主に心理学、医学、社会学的な見地から、自

ﾂ傾向、登校拒否、施設症ほか情緒障害の子ど

熈?S身の諸特徴を述べ、学校教育での現状と、

ﾆ庭教育を含めた指導の在り方、教育相談等に

ﾂいて考察し、精神発達障害論をまとめる。

寺　田　　　晃

蛛@山　正博
i
灘
灘
術
）
　
　
㍉

学業不振訟よび学習障害の子どもの定義、診

学力障害論　一 論よび類型を述べ、心理的（人格を中心）、

13 学業不振児の心理
境的（家庭、学校、社会）な側面からの特徴
s振の原因を指摘し、学校教育於よび教育相 寺　田　　　晃

と教育 を中心とした指導の効果、適切な措置の在り
について論ずる。

障害児の福祉の理念、福祉行政を含む福祉の

14
心身障害児の福祉

ﾆ生活

構造および職員の養成などの形態を考察すると
､に、重複（重症）障害を中心として、相談指
ｱ、症療育、施設療育、収容保護などの実践的 同　上

問題を、医学、心理学、教育学その他の分野か
ら論ずる。

15 障害児教育の展：望

　第7章から第14章までの各種障害型の特徴
�濠№ｵ、『“障害児”とは（そして“人間”

ﾆは）何か』を論及しつつ、障害児研究と教育

ﾌ意義ならびに今後の問題点を展望する。

寺　田　　　晃

V　谷　　　守
i東北大学助教授）

蜴R　正博
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＝生　涯　教　育　論＝
一生涯教育学の成立をめざして一

　　　　　　　　　　〔主任講師：麻生　誠（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　生涯教育理念は、わが国でも漸次、教育政策や教育制度、教育組織、教育課程などに影響を及ぼす

ようになった。だが、生涯教育は、教育の自由と平等、学習と教育との間の矛盾に代表されるような

二律背反的要素を内にふくんでいる。このような生涯教育理念を現代の教育現実と関連させながら、

新らしい生涯教育学を構想してみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育は、山々の自己実現を達成させるた
めに、人々の全生涯を通して人間的、社会的、

1 生涯教育の理念
職業的な発達を援助する教育の仕組みである。
竄竄烽ｷれば言葉だけの美辞句に終ってしまう
ｰれのある生涯教育理念を全体社会のなかに位

麻　生　　　誠

i大阪大学教授）

置づけて総合的・統一的観点からとらえ直して
みよう。

人間は「生涯にわたって学ばねばならぬ」と
いうことは古くから言われてきた。この意味で、

2
生涯教育の社会的
ﾋヒ且
ﾚ示

生涯教育は古き理念である。しかし、最近生涯
ｳ育論が唱導されてきたのはこの古き理念の新
轤ｵい意味を引き出すような社会的条件が発生

同　上

してきたからである。

生涯教育は、何よりも国民の生涯にわたる学

3
生涯教育と学習要

習要求を前提：としている。だが、あらゆる人間

ｪ生涯教育を享受しうる継続的な学習要求や学 同　上
求 習能力を持っているものであろうか。この問題

を考えてみよう。

生涯教育理念は、それぞれの社会や国によっ

4
日本の生涯教育の

てこのニュアンスが異っている。その理由の一

ﾂは、国々の文化的、教育的伝統が異っている 同　上
ルーツを探る からである。わが国の生涯教育のルーツを幕末

の教育書に探ってみよう。

わが国の国レヴェル、地方自治体レヴェルの

5
教育政策のなかの

教育政策のなかに：どのような生涯教育課題がど

ﾌような文脈で現れてきているかを明らかにし、 同　上
生涯教育 さらにその問題点を考えてみよう。

放送は、生涯教育機会を社会に拡散させるの

6
生涯教育と放送利

p

に大きな力を持っている。しかしまた、教育上

ｳ視できない限界をあわせ持っている。これら

ﾌ限界を克服し、放送を生涯教育に生かす手だ

同　上

てを考えてみよう。

て

7

生涯教育を欧米に
ｩる（1）一アメリカの生涯

ｳ育一

　欧米の生涯教育政策・制度を概観しながら、

ｶ涯教育の教育政策や教育制度上の課題を考え

ﾄいこう。まず、生涯教育の先進国といえるア

＜潟Jの生涯教育の特徴をみてみよう。

　　　同　上

Qスト
@天　野　郁　夫
i東京大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育を欧米に
　イギリスでは、歴史的に学校卒業後、職業的

p続教育が整備されて詰り、他方、労働者教育
麻生　　　誠

Qスト
8 見る⑪ 運動から生まれた市民的成人教育があり、これ 市　川　昭　午

イギリスの生涯教育一 らがイギリスの生涯教育の二本柱となっている。 （国立教育研究所

第二研究部長）

9

生涯教育を欧米に
ｩる⑳一スウェーデンの

　福祉国家として名高いスウェーデンの生涯教

轤ﾍ学ぶべき点が多い。高等教育の開放、北欧

ﾌ伝統的成人教育としての学習サークル有給教
同　上

生涯教育一
育休暇や奨学金政策などの種々な学習保障活動 ゲスト

をみてみよう。 市　川　昭　午

10

生涯教育を欧米に
ｩる⑳一ソビエトの生涯

ｳ育一

　社会主義体制下の生涯教育の事例としてソビ

Gトをみてみよう。そこでは、政府主導型、官
ｻ制、画一性などのデメリットが生じやすい。

@これらが如何に克服されているのであろうか。

　　同　上

Qスト
??ﾓ　　　敏：

i国立教育研究所
指導普及局長）

生涯教育論には、行・財政論が欠けていると

11
生涯教育の体系と

s・財政問題

批判される。誰でもが「何時でも何処でも学習

ﾅきる」という生涯教育シュラムの行・財政的
赶ﾕを探り、生涯教育システムを確立するには、

同　上

行政がどう変わるべきかを検討してみよう。

私たちの生活は、私たちの生活感としての地

12
地域社会と生涯教

域社会を：基盤としておこなわれている。このような地域社会のなかで地域住民に対してどのよう：な教育機会が提供され住民の学習要求をどの

同　上

ように充足させているかを、一つの事例をとり
あげて考えてみよう。

人間の発達過程のそれぞれの時期に現われる

13
発達：課題と生涯教 達成すべき課題を発達課題という。これらの課

閧���謔ｭ達成することによって健康な人格

ｪ形成される。現代日本の発達課題とその解決
同　上

に生涯教育のはたす役割を考えよう6

これまでの教育学は子どもを対象とするもの
成入教育学（アン であった。生涯教育の時代とともに、成人が対

14 ドラゴジー）をも 象とする教育方法論や教育課程論が必要となる。 同　上

とめて このような要請に答えて誕生した成入教育学
（アンドラゴジー）である。その成果を紹介しよう。

わが国の生涯教育を支える三本柱である学校
日本の生涯教育の 教育システム、社会教育システム、職業訓練シ

15 必要性と可能性を ステムの実態と問題点を明らかにし、生涯教育 同　上

求めて の必要性と可能性を考えてみよう。
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＝言 語 障 ⊆巨＝＝
口

〔主任講師　内須川　洗（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　ことばによるコミュニケーションは、人間が社会生活上不可欠の機能である。この講座は、この機

能に障害を示す人々の諸問題の理解を助けるよう言語障害学をやさしく解説した入門である。（1后語

障害の概説、（2）発達と言語障害、（3）人間関係と言語障害、（4）聴覚と言語障害を主柱として、各種の言

語障：害とその予防並に改善を論じた。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 言語障害とは

　言語障害とは何か。定義の問題をコミュニケー
Vョンの立場から考察する◎それに基づき8種に
ｪ類し、それぞれの言語障害について、出現率、
瘧Qの特性、問題点に関する解説を行う。合わせ
ﾄ今後15回にわたる講義聴講に関するオリエン
eーションを兼ねる。

■　内須川　　　洗

@（筑波大学教授）

2
言語障害の心理
@　　　　　と教育

　総論の第1に、入間の心理面から言語障害を考
@し、そこに包含される　　約側面か理解を深め
驍ｽめ、罰、欲求不満、不安、罪悪感、攻撃性の
S理について解説する。さらに我が国の言語障害
ｳ育について、発展の経緯、現状、問題点、課題
ﾉ関して紹介する。

同　’　上

3
言語障害の生理

@　　　　　と病理

　総論の第2に、ことばの連鎖（チェーン）、す
ﾈわち言語の特徴であるフィードバック過程を解
烽ｵ、その面から障害の発生を考察する。とくに
ｭ声・構音・リズムの生理澄よび病理を解説する
ｳらに言語の中枢過程である象徴機能と大脳の仕
gの概要を述べる。

同　　　上

4 発達と言語障害

　総論の第3に、言語の特徴の別の側面、発達に
ﾂいて考察し、障害の発生の基礎条件としてのス
sーチ・レディネスについて述べる。さらに言語
ｭ達に関連する諸要因を器質的、情緒的、環境的
ﾌ3局面から考察し解説する。また、言語学習の
ｴ理を分りやすく述べる。

同　　　上

5 人間関係と言語障害

　総論の第4に、言語機能面に着目して、その4
蜍@能を解説するととちに、特にコミュニケーシ
㏍搭@能に懐ける考察を深める。言語的・非言語
Iコミュニケーション、直接的言語関係・間接的
ｾ語関係、言語の二大様式、すなわち音声言語と
ｶ字言語の特徴を述べる。

同　　　上

6
言語発達遅滞児
@　　　　　の理解

　今回から言語障害の各論の第1に言語発達遅滞
凾�ﾆり上げ、その理解を深めるため、発達の診
f面を重点に論じる。遅滞の器質的・環境的・人
ﾔ関係的諸要因について述べ、診断法について、
ﾏ察法、各種検査法、分析法などにふれて解説す
驕B

同　　　上

7
言語発達遅滞児

@　の治療・教育

　幼児を中心として言語発達遅滞児の言語治療法

��烽ｷる。これに関連して近年米国のコロラド
蜉wで開発された集団内反応言語療法（rNREAL＞
�ﾐ介ずる。さらに言語発達を促進する聴きとり
¥（Listening　Ability）開発法三間関係改善法
ﾈどについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 吃音児（者）の理解

　吃音児（者》を診断・評価する方法について学習す

驕Bそのため言語・身体・心理の3側面の理解に
K要な基礎知識を学び、重症度の判定法、吃音行
ｮの観察法、検査法について解説する。吃音を幼
刹h、学童吃、潮入吃に便宜上区分し、それぞれ
ﾌ特徴を理解する。

内須川　　　洗

i筑波大学教授）

9
吃音児（者）の

@　　治療・教育

　吃音児（者》の治療・指導問題を中心として、幼児吃音・学童吃音・成入吃音の治療上の相異を概略述べる。また治療・指導上留意すべき点として、各種治療法の特性を紹介し、この使用計画の立て

福�wぶ。成入吃音の場合には、吃音者の生き方

h音の克服を重視する。

同　　　上

1⑪
構音障害児（者）

@　　　　の諸問題

　構音障害のさまざまな種類について、原因、言

齒ﾇ状、治療経過、予後などを紹介し、構音障害
ﾌ診断手続を解説する。とくに構音テストの種類
ﾀ施方法などにふれる。な誇、口蓋裂児の言語治
ﾃも含めて、構音障害児の治療・指導法について
�烽ｷる。

同　　　上

11
音声と音声障害

@　　　　の諸問題

　音声の3要素、大きさ、高さ、音質について音響

ｨ理的特性を考察する。音声障害の発生を音声習

ｾ過程の不全と病理的原因から考察し、さまざま

ﾈ種類の音声障害について解説する。また音声障
Qの評価法、改善・治療法の概要を解説する。

同　　　上

12 聴覚と言語障害

　聴えの仕組を聴器の構造とその機能面について
�烽ｵ、聴力や聴覚の障害が如何にして発生する
ｩ考察する。さらに難聴に伴う言語障害の特性や
ｳ育・指導法について概略を解説する。また我が
曹ﾉ澄ける鯉ろう教育晶と？灘聴教育晶について

qべるQ

同　　　上

13
器質的言語障害

@　　　と重複障害

　器質的言語障害のさまざまな種類について解説し、そのうち特に脳性マヒによる言語障害、失語

ﾇ、小児失語症について、障害の特性、言語治療
ﾌ概略を解説する。また障害の重複：化傾向、治療

w導問題にふれるとともに重複障害児教育の問題
�l察する。

同　　　上

14 入間生活と言語障害

講義のまとめの第1に、さまざまな人の生活の
?ﾅ、言語生活の意義を考察し、その言語が障害
ｳれたとき示される「ゆがみ」や問題について論
ｶる。第1に生活環境に生ずる多種雑多な変化に
ﾂいて、第2にこれらに直面する言語障害者のリハビリテーションについて。

同　　　上

15
豊：かな言語関係

@　　　　を育てる

　まとめの第2は、言語が正常に学ばれるのに必
vな言語関係や環境面の配慮や努力について学ぶ。

ｾ語障害の進行をくい止めたり予防する方策は何
ｩ、言語障害児を自然治療に導くことは可能か、

ｾ語生活をとりまく望ましい環境や入間関係の有
阨禔A一言語衛生を学ぶ。

同　　　上
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＝　犯　罪　と　法　＝

〔主任講師　内藤　謙（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　現体社会に：白ける犯罪現象に対して法がどのようにかかわるかを、近代刑法の展開という視点から

講義する。犯罪とは何か、刑罰とは何かという基本的な問題の検討が中心になるが、現代社会が犯罪

と刑罰について提起しているさまざまの問題を手がかりにして、できるだけ具体的に説明することに：

したい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後の日本に訟ける犯罪現象の基本動向を最

1 犯罪現象の基本動向

近の動向を中心に検討するとともに、犯罪現象

ﾌ国際比較と犯罪原因論についても若干の考察
内　藤：　　謙

i千葉大学教授）
を試みる◎

国犯罪現象に対する法の機能を、犯罪現象は、

法を超える領域とも、また、刑事法以外の法馬
‘

2 犯罪現象と法の機能 域とも、かかわりをもっていることを視野に入 同　上

れて、近代法の展開という観点から検討する。

響

現在の日本の刑事司法過程で、犯罪はどのよ

犯罪の法的処理過 うに：処理されているかという問題を、制度運用

3 程（1）一一警察・検 の量的事実の側面を中心に、警察。検察庁の段 同　上

察庁の段階 階に：ついて検討する。

少年事件の面懸犯罪の法的処理過程の問題を、

犯罪の法的処理過 制度運用の量的事実の側面を中心に、裁判所・

4 程（2）一一裁判所・ 行刑施設の段階について検討する。そして、少 同　上

行刑施設の段階 年事件の特別の処理過程についても考察する。

近代・現代の社会では、犯罪に対して刑罰を

加える機能をもっているのは、国家だげである。

5 刑事法と国家 このような国家刑罰権の根拠と限界をどのよう 同　上

に考えるべきかを検討する。

近代刑眩の基本原理である罪刑法定主義の実

質的。政治的根拠を考察するとともに、罪刑法

6 罪刑法定主義 定主義の内容ど現代的意義について検討する。 同　上

， 近代刑法の機能には、罪刑法定主義の反映で

ある人権保障機能、および、法益保護機能があ

7 刑法　の　機能 る。この法益保護機能の内容を検討し、現代の 同　上

問題状況と刑法の機能について考察する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代刑法理論の展開過程を、ヨーロッパにお
刑法理論の系譜（1） げる市民社会の成立期に形成・展開された前期

8 一旧派刑法理論の 旧派理論、それに続くフランス新古展主義理論、 内　藤　　　謙
形成と展開 ドイヅ的な後期旧派理論について検討する。 ジ

刑 旧派刑法理論に対抗して19世紀後半に形成・
刑法理論の系譜（2） 展開された新派刑法理論の内容と特色を検討す

9 一新派刑法理論の るとともに、新・六宮学派の「学派の争い」と 同　上

形成・展開と「学 その後の動向について考察する。

派の争い」

日本の旧刑法典・現行刑法典の成立とその特

日本刑法典の史的 色を、刑法理論の系譜との関連で考える◎そし

10 展開と現代刑法理 て、現代刑法理論の基本動向を、日本、英米、 同　上
論の＝基本動向 フランス、西ドイツについて概観する。

刑法解釈学に澄げる犯罪の定義と犯罪論の構
犯罪論の諸問題（1） 成について、その基本的内容と特色を検討する。

11 一犯語論の構成と そして、作為犯。不作為犯、因果関係を構成要 同　上

構成要件該当性 件該当性の問題としてとりあげる。

違法の実質、正当防衛、緊急避難、法令行為・

犯罪論の諸問題② 正当業務行為を違法性の問題として検討する。

12
一違法性と責任

さらに、故意。過失、責任能力、違法性の意識、

咜ﾒ可能性を責任の問題として検討する。
同　上

13

犯罪論の諸問題（3）一未遂犯と共犯、

q観主義と主観主

`

　未遂犯に関連する問題と、共犯に関連する問

閧�沒｢する。そして、犯罪論における基本的

ﾈ考え方の違いである、客観主義と主観主義の

ﾎ立について考察する。
同　上

刑法の根拠と限界の問題について、応報刑論

か目的刑論かという従来の一般的論議を検討し

14 刑罰論の基本問題 問題解決の方向を考える。そして、刑罰の種類 同　上

と内容について、日本の現行法を中心に考察す
る。

法制度の全面改正が問題になっているものと

刑事政策の現代的 して、自　刑の執行内容と保安処分がある。

15 この二つの問題について、改正作業の動向に：注 同　上
問題 目しながら、検討する。
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一白　代　の　裁　判＝

〔主任講師：田宮　裕（立教大学教授）〕

全体のねらい

　法は、六法全書の中から引き出され、裁判の過程を経て、「生きた法」と：なる。そのからくりを、

裁判の担い手たる人の側面、国の制度としての側面、手続き過程としての側面から分析し、文化の一

翼を構成する日本の裁判の特色を浮き彫りにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 現代日本の裁判

　裁判は、普通理解されているよ如は．はるか

ﾉ人間くさい創造的活動だが、それだけに流動

ｷる社会の中で、多方面の社会的機能を果たす◎

ｻ代の市民生活に診いて、裁判の持つ意義ど機

¥を、序論的に考える。

田　宮　　　裕

i立教大学教授）

2
裁判の担い手α〉

@一裁判官一

　裁判所の組織・構成、裁判官の地位・身分、

i法権の独立、キャリアの裁判官制度が持つ問

闢_など、裁判所と裁判官にまつわる今日的課

閧�Tる。

同　上

3
裁判の担い手（2）

@一検察官一

　ひとたび起訴すれば99パーセント以上の有

ﾟ率を誇る、刑事訴追の有能な法曹集団。検察

ｯをぬきには日本の刑事司法は語れないが、そ

ﾌ組織・活動とこれに対する法的規制を検討す
驕B

同　上

4
裁判の担い手（3）

@一弁護士一

　弁護士は、いわば市民の困り事の相談役ある

｢は、法律生活上の病理現象の予防・治療にあ

ｽる「法の町医者」。現実にどのような役割を

ﾊたし、また、期待されているのだろうか。

同　上

5 民事訴訟の手続き

　私人間の紛争を解決するための裁判手続きを

�烽ｷる。行政訴訟、，非訟事件、調停などにも

Gれる。裁判を実現するための強制執行や仮差

氓ｦ・仮処分もとりあげる。

同　上

6 刑事訴訟の手続き

　捜査→起訴→事実審理→判決→上訴などの概

ｪを、順を追って説明する。家庭裁判所の少年

R判は「刑事」訴訟ではないが、便宜上ここで

�烽ｷる。

同　上

7 国民の司法参加

　先進諸国では、ほとんど例外なく素人裁判官

ﾌ制度がみられる一陪審や参審。戦前の日本に

焉A陪審があった。これらの制度の運用状況や

竭闢_を紹介し、職業裁判官制度と対比しなが

轣A国民と裁判の関係を考える。

同　上

一289一



回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後、アメリカにならって取り入れられた制

度で、現行憲法のもとに澄ける司法の際立った

8 違憲審査　制 特色を示す。これを支える政治理念を明らかに 田　宮　　　裕

し、外国と比較しながら、制度のありかたを検
討する。

刑事事件では、裁判が始まるまでに、捜査を
つくして犯入をあげ証拠を確保して於く必要が

9 捜査　と　裁　判
ある。捜査は、真相を逃さぬためにも人権保障のためにも、公判に劣らず重要なので、近時制

同　上

度上・理論上の発展がいちじるしい。この見地
から、捜査と裁判のかかわりを考える。

裁判の生命である事実認定をめぐる諸問題、

とくに、裁判官の自由心証主義、証拠法則。科

10 証拠と事実認定 学的知見の応用、自白の取扱いなどを取り上げ

驕B

同　上

「遅れた裁判は裁判の拒否に等しい」といわ

れるように、迅速性は裁判の生命。長くかかる

11 迅　速　な　裁判 裁判の現状とその背景にある問題点を明らかに 同　上

する。

訴訟法規の大部分は、正しい裁判を願って作
られたものだが、「人のわざ」としての裁判に

12 誤判とその救済 は、僅かであるが、誤判もでる。最近の再審事件 同　上

の手掛りにえん罪救済制度について検討してみ

驕B

日本人は、権利　義務の観念で是非を明確に

13
「裁判好き」と

@　「裁判嫌い」

するよりも、義理入情による大岡裁きを好むと
｢われる。また、市民と裁判所の距離は大きく、
ｻの間に準法律家が活躍する。このような裁判
ﾌ利用関係をめぐって、日本人の法意識の問題

同　上

を考える。

当事者主義の極致を示すアメリカでは、刑事

14
裁判における正義

齠喆ﾄの比較一

事件でさえ、当事者の取引きが行なわれるが、

坙{の裁判手続きは、真実発見の理念に忠実だ

ﾆいわれる。このことを手掛りに、裁判文化の

同　上

比較を試みる。

判例による法形成の意義と限界を考える。裁
判を法の形成とみる現実主義的立場は、法学に

15 裁判　と　立　法 どのような影響を及ぼしたかを検討し、立法に 同　上

よる法形成とめ相互関連に注目して、判例の役

割を分析する。　　・
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＝日 常　生　活 と　法＝

〔主任講師　川井　健（一橋大学教授）〕

全体のねらい

　日常生活に澄いて重要な役割を果たす民法が施行されて以来、すでに90年近くになる。この間、

民法はあまり改正されていないが、社会の変化はいちじるしい。法と社会のズレを調整してきた判例

の変遷に留意しながら、現在の日常生活上の重要な問題をとりあげて、民法を説明したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 民法の意義

　民法は、市民社会に澄ける財産や家族をめぐ

髟ｴ争を解決する基準となる法であるが、民法
C典のほか判例法や慣習法があることを述べ、民
@の解釈や民法の効力についても言及する。ま
ｽ、民法制定時の民法の原則が今日では修正さ
黷ﾄいることを指摘する。　［

川　井　　　健

s一橋大学教授）

2 権利とその主体

　民法は紛争を解決する便宜的手段として、各
墲ﾌ権利を認めている。物権、債権などがそう
ﾅある。そのような権利の実現の方法に：ついて
qべたうえで、権利の主体である人についての
@律上の問題を扱う。すなわち、自然入や下下
�ﾟぐる問題である。

同　　上

3 契　　　　　　約

　財産：取引では、契約が重要な役割を果たして
｢る。契約自由の原則は、事実上約款により制
�ｳれて澄り、公序良俗や強行法規の役割が増
蛯ｵている。契約の種類、契約の成立、代理、
�潤A期限のほか、契約以外の法律関係である
末ｱ管理、不当利得にふれる。

同　　上

4 不動産の売買

　土地・建物を売買した場合に生ずる所有権の
ﾚ転や、所有権の移転を第三者に対して主張す
驍ｽめに必要な登記について述べる。登記に関
ｵては、どのような場合に登記が必要かという
竭閧ﾌほか、登記請求権や仮登記をも扱う。ま
ｽ、樹木。農作物の売買に：もふれる。

同　　上

5 動産、債権の売買

　日常生活で頻繁に行われる動産の売買に：澄け
髀蒲L権の取得の問題や、売主が無権利者であ
ﾁた場合の買主の保護の問題などをとりあげる。
ﾜた、月賦販売やクレジット。カードを利用し
ｽ場合の問題を扱う。さらに、債権の譲渡は診
ﾑこれに関連する債務引受を扱う。

同　　上

6 売買契約の履行

　売買契約の履行としての売主の登記移転・引
nし、買主の代金支払などの義務をとりあげる。
ｱのような弁済に関連して相殺その他の債権消
ﾅ事由にふれる。売主と買主の義務の関係につ
｢て同時履行、危険負担の問題を扱う。また、
ﾂ権の消滅時効をも扱う。

同　　上

7 売買契約の不履行

　売主や買主が履行を怠った場合、履行が不能
ﾆなった場合の強制履行、損害賠償、契約の解
怩ﾌ問題を扱う。損害賠償については、その範
ﾍ、過失相殺など、解除についてはその効果や事晴
ﾏ更による解除などをとりあげる。また、いわ
艪骼�ﾌ遅滞の問題を扱う。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 売買と目的物の蝦疵

　売買の目的物に、かくれたかし（暇疵）があったことや、権利にかしがあったことを買主が知った場合に澄ける売主の責任の問題をとりあげる◎売主のかし担保責任と、いわゆる不完全履行の責任との関係や錯誤との関係を述べ、ま

川　井　　　健

i一橋大学教授）

9 借金を保証

　金銭消費貸借契約が行われる場合につき、サラ金問題があり、これに関し、利息制限法や貸金業規制法があることを述べる。保証やこれに関連する連帯債務などの多数当事者の債権関係や身元保証にもふれる。また、借金の担保としての預金担保貸付などにもふれる◎

同　　上

10 請負　と　委任

　請負契約に澄ける注文者の保護の問題として請負入のかし担保責任の問題や約款の果たす役割などを述べる。委任契約に関しては、医師、不動産仲介業者、弁護士、司法書士などの注意義務や報酬請求権の問題をとりあげる。

同　　上

11 契約の無効・取消 同　　上

12 所　　　有　　　権
同　　上

13
利用による所有権

ﾌ制限

　所有権を制限する物権である地上権、永小作権、地役権のほか、農村で重要な権利である入会権の問題をとりあげる。また、農地や動産の賃貸借による所有権の制限にもふれる。便宜上ここでいわゆる相隣関係による所有権の制限やマンションの区分所有を扱う。

同　　上

14 借　　　　　　家

　民法の賃貸借の規定が大正10年の借家法によって修正され、賃借権の物権化が認められたこと、また昭和16年の借家法の改正によって賃貸借の解約を制限する基準として「正当事由」が導入され、その解釈に変遷があったことを述べ、あわせて住宅問題をとりあげる。

同　　上

15 借　　　　　　地

　借家の場合と同様に、民法の賃貸借の規定が大正10年の借地法の制定によって修正されて、借地人の保護がはかられ、また、明治42年の建物保護法があることを述べる。また、現在の

Z宅問題や土地の有効利用のために、借地法の
?阨福ﾌ問題があることを述べる。

同　　上

一一 Q92一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

金銭債権などを確保する手段として、抵当権

16
担保に：よる所有権

ﾌ制限

や質権などがあることを述べ、これらが所有権
�ｧ限する担保物権であることを説明し、担保
ｨ権制度の変遷を述べる。あわせて、留置権や
謗謫ﾁ権のほか、譲渡担保、仮登記担保所有権

川　井　　　健

i一橋大学教授）

留保などをとりあげる。

金融に澄ける債権の確保の手段としての抵当

権について、その設定の要件や効果などを説明

17 抵　　　　　　当 する。また、特殊な抵当としての共同抵当、根 同　　上

抵当、抵当証券、動産抵当などにもふれる。

関連して、工場抵当法や企業担保法にも言及す
る。

庶民金融として重要な役割を果たしてきた質

権を説明し、実際界で、これに代わる役割を果

18 質 たしている譲渡担保をとりあげる。 同　　上

事故と被害の救済の問題について、民法は過

19
過失責任と無過失

ﾓ任

失責任の原則を採用しているが、これを修正する無過失責任があり、また両者の中間のいわゆ

髓?ﾔ責任がある。債権侵害、’医師の責任、差
~請求、安全配慮義務と不法行為との関係など

同　　上

をも扱う。

民法上の権利として、今日、入格権が重要で
ある。情報化社会に澄いて、マスコミによる人

20 人格権の保護 格権の侵害の可能性がふえて盛り、旧格権の保
?ﾆ言論の自由との調整の必要があることを述

同　　上

べる。具体的には、名誉、プライバシーの保護
の問題をとりあげる。

交通事故が発生した場合の被害者を救済する

21 交　：通　事　故
法律として、民法を修正する自動車損害賠償保

癘@があり、この法律において加害者がどのよ 同　　上

うな要件の下に責任を負い、また、保険：金の給

付が行われるかという問題をとりあげる。

イ．タイタイ病、四日市ぜんそく、水俣病など
の公害に関し、裁判所がどのような判断を示し

22 公　　　　　　害 てきたかということを説明し、大気汚染防止法、
?ｿ汚濁防止法、公害健康被害補償法などのあ

同　　上

らましを述べる。日照、騒音問題にもふれる。

森永ひ素ミルク、サリドマイド、スモン、カ

欠陥商品と消費者 ネミなどに：みられる欠陥商品による被害につい

23
保護

て、裁判所がどのような判断を示してきたか、

ﾜた、どのような立法が進展しているかについ

同　　上

て述べる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 損　害　賠　償

　事故が発生した場合の被害の救済としての損害賠償に関し、損害賠償の範囲、損害算定の基準時、過失相殺などの問題を述べる。また、得べかりし利益の喪失や慰謝料についての損害賠償請求権の相続の問題をも扱う。あわせて、補償や保険にも言及する。

川　井　　　健

i一橋大学教授）

25 結　　　　　　婚

家庭生活と財産の確保という観点から、まず家

ｰについての民法の扱いを概観したうえで、婚

�ﾉついての要件や効果を、男女平等、個人の

ｸ厳という原則との関連の下で検討する。また
@律上の夫婦とはいえない内縁の問題をも扱う。

同　　上

26 離　　　　　　婚

　近年に澄げる離婚件数：の増大という現象に関し、日本の離婚法が世界の離婚法とどのように

ﾙなっているか、各種：の離婚手続のうち、とりわけ裁判上の離婚において、日本の裁判所がどのような態度を示しているかを述べる。あわせ

ﾄ離婚後の子の監護の問題を扱う◎

同　　上

27 親　　　　　　子

　親子関係に関し、嫡出で：ない子の地位や、養子のあり方などについて検討する。養子に関しては、菊田医師事件にみられるような虚偽出生届の問題をとりあげる。あわせて、近時社会的に問題となっている人工受精子や体外受精子の

竭閧ﾉも言及する。

同　　上

28 親権・後見・扶養

　親子関係の効果としての親権に関し、子の監護や子の財産の管理の問題を扱う。子の監護については、子の引渡請求の問題をとりあげる。親権に関連して後見制度を扱い、また、親族間に細ける扶養の問題をとのあげ、社会保障との

ﾖ係について言及する。

同　　上

29 相　　　　　　続

　入が死亡したときの遺族の生活の確保の手段として財産の相続があることを述べ、相続入、相続分、相続財産などにふれたうえで、遺産分割を扱う。特別受益や寄与分にも言及する。あわせて相続回復請求権、相続の承認と放棄、財産分離などをも説明するd

同　　上

30 遺　　　　　　言

　入が自由に財産を処分しうるという原則の延
ｷとして、遺言自由の原則があることを述べ、
竚ｾに：は厳格な方式が必要とされることを説明
ｷる◎また、遺言に似た死因贈与契約があるこ
ﾆを述べる。あわせて一定の法定相続入に遺留分の権利があることを述べる。

同　　上
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＝取引と企業の法＝
　　　　　　　　　　〔主任講師：竜田　節（京都大学教授）〕

全体のねらい

　現代の経済活動の主な担い手は企業であり、企業をめぐる取引の法律関係を知ることは重要である。

また、企業の多くは会社形態をとるから、代表者の権限など、組織の問題が企業の取引に深く関係す

る。これら企業の組織澄よび取引は、広い意味の商法が定める制度に乗って動く。その基礎的な部分

をわかり易く説明する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業がどのような取引を行っているかを概観
し、その法的な仕組が主に契約であることを見

1 企業　と　取　引
る。契約その他取引の法律関係はすでに民法が
閧ﾟているのに、企業が当事者になればどうし

龍　田　　　節

i京都大学教授）

て特別の定めが必要なのか、例を挙げながら説
明する。

メーカーが原材料を仕入れて製造・加工し、

でき上がった製品を消費者に届げるまでには多

2 商品の　流通
数の取引毅階を経由する。企業の間で行われる
､事売買の特色、販売店のいろいろな形態（卸・

同　上

小売、委託販売、ブローカー）などについて検
討する。

商品の流通過程では運送と保管が重要：な機能

を持つ。トラック・鉄道、船、航空機などを用

3 運送　と　倉庫
いる物品運送契約や、倉庫の寄託契約をめぐる
@律問題、とくに船荷証券とか倉庫証券が発行

同　上

されたときの法律関係を、ごく簡単に見て澄こ
う。

物が動くだけでなく人も動く。バス・鉄道、
船、航空機などを利用するときの旅客＝運送契約、

4 旅　　　　　　行
ホテルの宿泊契約、旅行代理店との契約などは、

ｷべて企業との取引である。事故があればこれ
同　上

らの企業がどこまで責任を負うか、その他の法
律問題を説明する。

火災保険や運送保険など、いわゆる損害保険
契約の仕組を簡単に見ておく。その中には自動

5 危険への備え
車損害賠償責任保険のように、他人に損害を加
ｦるかもしれない危険に備えるための責任保険

同　上

とか、保険会社がさらに危険を分散するための
再保険なども含まれる。

貯蓄の性格が濃い生命保険にもいろいろの種
類がある。掛け捨ての生命保険とか、損害保険

6 からだと保険
に近い傷害保険や疾病保険も、身体に関係する
_で共通している。契約者・被保険者・受取入

同　上

の間の関係とか告知義務の問題などを概観しよ
う。

保険、運送、銀行取引などには約款が使われ
る。その他でも消費者取引には約款を用いるも

7 約款に　注意
のが多い。内容を知ら左ぐても、あるいは存在

ｷら知らなくても、約款が契約の一部になって
同　上

当事者を拘束するのはなぜか、どの範囲までそ
のよう：な扱いが認められるか。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 企業　の　名　称

　企業が取引の主体として現れるとき、自己を示すために商号を用いる。また、製品：などを他

ﾆ区別するために商標を使う。商号や商標の識
ﾊ機能を確保し、不正使用などによって混同誤
Fが生じないように、どのような制度が用意さ
黷ﾄいるかを見る。

龍　田　　　節

9 取引をする権限

　企業に働く人のうち、どういうポストにいる
lがどの範囲でした行為が、契約などその企業
ﾆの取引を成立させるのか。代表取締役や商業
g用人の権限の範囲を述べるとともに、権限の
ﾈい人がした行為についても企業が責任を負う
ﾌはどんな場合かを考える。

同　上

1⑪
トップ・マネジメ
塔g

　企業の経営方針は誰が決めるのか。この問題
�A株式会社とくに大規模の会社を中心に見て
ﾝよう。社長・専務などの代表取締役、常務会、
謦��?ﾈどの会社機関が、それぞれどの範囲
ﾌ事柄を決めることができるか、手続をふまな
ｩったときはどうなるか◎

同　上

11 経営者の姿勢

　取締役は会社の利益を犠牲にして私利を図っ

ﾄはならないが、そういうことのしやすい地位
ﾉある。役員報酬の決め方、会社を相手に取引
ｷるときの手続、会社と同種の営業に従事する
ｱとの制限その他、取締役の忠実義務にかかわ
髢竭閧�l察する◎

同　上

12 経営者の責任’

　取締役はどの程度の注意を尽くして経営にあ

ｽらなければならないか。それを怠ったとき、
Nに対しどのような責任を負うか。監査役に
ﾂいても同じような問題がある。これらの責任
�A誰が、どのような方法で、いつまで追及す
驍ｱとができるか。

同　上

13
経営をチェックす

　会社のためにならない行為を、取締役が故意にまたは不注意ですることがありうる。それが

桝Oにわかれば防止を試み、事後にわかったと
ｫは是正をするために、どういうメカニズムが

p意されているか。監査殺制度を中心に概観してみよう。

同　上

14 株　主　の　声

　取締役や監査役を選んだり、定款変更や合併など重要問題を決めるのは株主総会である。そ

ﾌ招集や議事はどのようにして行われるか。ま
ｽ、株主総会に参加すること以外に．株主がそ
ﾌ意見を会社の経営に反映させるにはどのよう
ﾈ方法があるか。

同　上

15 企業の　資　金

　企業の運営に必要な資金を調達する方法には、

博ｮや社債の発行のほか、借入金や内部留保な
ﾇさまざまのものがある。株式・社債ともバラ
Gティに富む。それぞれの長所と短所を比較す
驍ﾆともに、公正さを保つためどのような手続
ｪ要求されるかを見よう。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

株主になるために株式を手に入れる。その市
場はどういう構造になっているか。株主名簿の

16 株式の　売　買
名義書換はなぜ必要か。小さい会社で株式の譲
nが制限されている場合、それを売るにはどう

龍　田　　　節

すればよいか。これらについて商法や証券取引
法の定めを概観する。

株式に投資していれば配当などの形で収益が
得られる。金銭配当のほかに株式配当もある。

17 株式の配当と分割
株式が分割されたり、無償交付が行われると株
ｮ数がふえる（逆に株式併合があると数が減る）。

同　上

これらの措置について定められた手続や要件を
説明する。

株式に限らず投資や投機にはリスクが伴う。
利得のチャンスが大きければ損失の危険もま：た

18 投資のリスク
大きい。株式の信用取引、商品や債券の先物取
�ﾈど、少ない資金で大きな儲けを狙うさまざ

同　上

まの方法が見られる。それらρ制度の仕組をご
くあらまし見てみよう。

株式会社は会計についてもこと細かに法的規
制を受ける。資本と準備金、引当金、資産評価

19 会計　と　開　示
など基本的な問題を：概観する。さらに、会計だ

ｯでなく重要な事項を公表することが要求され
同　上

ており、こうした開示（ディスクロージャー）

制度の狙いと骨子を説明する◎

会社にはどんな種類があり、それぞれどのよ
うな手続をふめば作れるか。一番複雑な株式会

20 会社　を　作　る
社に重点を置いて述べる。会社ができ上がると
@人になるが、それはどういう意味を持つか。

同　上

会社以外の企業形態の主なものについても簡単
に触れる。

いったん成立した会社も、その組織などが大
きく変動することがある。事業目的や商号の変

21 会社の　変　動
更、本店の移転、会社の合併とか分割、営業の

�n、別の種類の会社へ衣替えなどがこれにあ
同　上

たる。株主や債権者の利益を守るためそれぞれ
どういう手続が必要かを見る。

企業が孤立して存在することはむしろ珍しい。

株式の所有、役員の派遣、提携契約などの手段

22 企業のグループ
を使って、いろんな企業結合が形成される。ど
ﾌような場合に親会社・子会社の関係が成立し、

同　上

いかなる点について特別の規制を受けるか。今
後の問題も含めて検討する。

事業が行詰まると企業は倒産する。そのまま
解散することもあろう。解散すれば清算手続に

23 倒　　　　　　産
入る。借金が返せないと破産とか特別清算に左

驕Bできれば企業を再建したい。会社整理、会
同　上

社更生の手続、その関係で行われる資本減少な
ど、あらましを説明する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

売った商品の代金の回収、遠隔地への送金、

資金の融通やその取立には、振替や為替のほか

24 お金の　流　れ
手形や小切手がよぐ用いられる。こうした金融
謌�ﾌいろいろな手段、とくに約束手形、為替 龍　田　　　節

手形、小切手について、それぞれの仕組と機能
を考察しよう。

手形や小切手を有効に振出すには．どういう
事項を記載レなければならないか。署名は絶対

25 手形の　振　出
に欠かせないが、会社が振出すときにはどんな
壕ﾓが必要か。白地手形と無効な手形とはどこ 同　上

が違うか。このほか．手形や小切手の偽造・変
造についても検討を加える。

手形や小切手を他人に譲渡したり．銀行など
に取立を頼むような、流通の問題を扱う◎盗難・

26 手形の　裏書
遺失にあった事故手形の善意取得とか、商品代
烽�･わなくてよいはずだという抗弁を出せる 同　上

か、などが難しい。ほかに手形割引と手形貸付
にも簡単に触れる。

手形や小切手は手形交換所を通じて決済され
る。その仕組、とぐに不渡処分を説明する。無

窯7 手形の　支　払
権利者に支払っても免責されるのはどんな場合

ｩ、持っている手形の支払が拒絶されたときは 同　上

どうずればよいか、手形や小切手はいっ時効に
かかり．その後どうなるかも考える。

手形・小切手、株券、債券．船荷証券、倉庫
証券などのように、権利が紙にのって流通する

：28 紙にのった権利
ものを有価証券という。これらは借金の証文や
Pなる預り証とどこが違うのか。こういう証券 同　上

を失ったとき、それでも権利を行使しようと思
えばどうずればよいか。

外国の企業との間で行われる輸出・輸入の取
引も．法的な形は売買契約が多い。しかし、通

29 貿易のしくみ
貨が異なり、売主と買主が遠く離れ．運送に長い時間がかかるため、特殊な：性格がある。為替

同　上

手形・船荷証券・保険証券に銀行の商業信用状
を組合せた応用問題の一面を見る。

会社とか手形・小切手、それに各種の取引な
ど．これまで述べてきた企業をめぐる諸制度は

3⑪ 企業法の歴史と特

F
どのように発展してきたか。商法と呼ばれる法
謔ﾍいっ頃どこで成立し、どのような歴史をた 同　上

どってきたか。他の法域とくに民法にくらべい
かなる特色を持つと考えられるか。
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＝日本の社会と法＝

〔主任講師：碧海純一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この講義は専門科目である。しかし、60・61・62年度に提供される法律関係の諸科目の充実度に鑑

み、この講義は専門課程における教養科目として構想されている。日本の法をサンクロニクに（比較

文化的に）かつディアクロニクに（歴史的に）考察することを眼目とする。日本独特の社会構造と法

との関係が基本問題である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

日本法の特質1

p受法としての現代日

{法

　法の継受は果して可能か。社会改革の手段と
ｵての法の継受。日本の近代化の一側面として
ﾌ西欧法の継受。日本のばあいをテストケース
ﾆして考えると、法の継受は、一定の条件のも
ﾆでは、可能であり、かつ改革の手段として有

�ﾅある。

碧海　純一

i放送大学教授）

2
日本法の特質巫

蝸､法系の秩序として

ﾌ現代日本法

　ヨーロッパ大陸法と英米法。第二次大戦後の
阯ﾌ時代に英米法の部分的継受が行われたが、

ｻれにも拘らず、現代日本法は大陸法系に属す
驕B現代においては両法系の相互接近・融合が
iんでいるが、日本ではこの過程が特に顕著で
?驕B

〃

3

日本法の史的展望1

レﾃ代国家と

@　　律令の継受〉

　7～8世紀に中国から継受された律令は日本
ﾌ前近代法に絶大な影響を与えたが、中国と異
ﾈり制度と実態の間のズレが大きく、10世紀に
ﾍ早くも重大な修正を要するに至る。こうした
･令法の継受と変容の過程を日本の古代国家の
ﾁ質との関連において検討する。

碧海　純一・
i放送大学教授）

A　田　信　広
i莇州大義法学襲）

4

日本法の史的展望』

ヵ翠ﾆ社会の

@　　　道理と法〉

　武士が台頭する平安末期から戦国時代にかけ
ﾄの中世という時代は御成敗式目に代表される
翠ﾆ法の全盛期であり、日本史上かってない裁
ｻによる権利主張の盛んな時代でもあった。道
揩ﾌ法とも呼ばれる中世法の成立・展開過程及
ﾑその社会的背景につき考察する。

〃

5

日本法の史的展望皿

q幕藩体制下の法と

@　　　　　裁判〉

　日本人の法意識の特質：としてよく訴訟嫌い、

??ﾓ識の欠如等が指摘されるが、こうした特
･は中世以来の自立的な領主権力の否定を通じ
ﾄ成立した幕藩体制社会における法のあり方と
ｧ接な関連を有している。そこでの法や裁判の
ﾁ質を中世との対比において考察する。

〃

6

日本の近代化と
ｼ欧法の継受1

ﾟ代的法制度の成立

　開国以来日本は西欧の文化・技術・学問等を

}速に摂叡し始めるが、法もまたそうして取り
桙ﾜれていったものの一つであった。本章では
ｻの西欧法および西欧式法制度が摂取され、日
{が法に関してみれば一応の近代的体裁を備え
驍ﾉ至るまでの経膣を概観する。

碧海純一
i放送大学教授）

C老原　明　夫
i蕩献譲法学勘

7

日本の近代化と
ｼ欧法の継受H

@典の編纂

　西欧法の摂取という国家的大事業の中核を成

ｵたのは憲法・民法・商法などの法典の編纂で
?驕B大日本帝国憲法の成立、ボクソナードの

ｯ法草案とそれをめぐって生じた「法典論争」、
ｻの後の民法典編纂などにおける西欧法の影響
�l察する。

〃
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
日本の近代化と
ｼ欧法の継受皿

w説の継受

西欧法が我国に与えた＝影響は西欧的法典の整

�ﾆいう事実にとどまらない。成立した法典の
�ﾟに携わった法学がやはり西欧の、それも特にドイツの法学の影響を強く受けることになる。本章では日独の法学を比較しつつ日本の近代法

wの成熟過程を暁めてみたい。

碧　海　純一一
i放送大学教授）

C老原　明　夫
i東京大学法学部助　　教　　授）

我国が急速に工業化を遂げる中で近代法は次
第に変質を被っていく。のみならず法学内部に

9 近代日本法の成熟 おいても、理論的関心よりも判例研究などの実
ｱ的営為を重視する傾向が出現してくる。本章

〃

ではこうした点に目を向けながら、第二次大戦
までの時期を概観する。

第二次大戦後の占領時代に、日本国憲法を中

10
第2次大戦後の

心として、重要な改革立法が制定・施行された。新しい憲法は、結局、日本の社会を根本的に変

碧海　純　一

立法改革　1
革することになった。民法・親族・相続編の根本

Iで、農地開放などは、憲法の精神の具体化を （放送大学教授）

促進した。

労働法の発展。経済法。その他を通じ、日本

第2次大戦後の 社会の三主化」が進められた。いろいろな抵
11 抗に遭いながらもこの過程は着実に進捗した。 〃

立法改革：　π

戦前の大審院から最高裁判所へ。国家賠償法。

司　法　　部　の マスコミにおける司法のイメージ。人権の実質

12 化。
〃

重要性の増大

いわゆる公憲に関する世論の変遷。公憲先進

高度成長期と法 国としての日本における環境保護体制の整備。

13 水質の保護。工場の排煙に対する規制。 〃

環　境　問　題

日本人の法観念。制度としての日本法はほぼ

14

日本社会の特質と

冝@本　法　　1

全面的に継受された西洋法である。しかし、日
{の社会における法の実際の運用は独自の日本
ｬのしかたである。たとえば、制度面では多数
?ﾉよって運営すべき組織が、実際には根廻し

〃

と全員一致によっていることが多い。

法というものが社会において機能する最も重

15

日本社会の特質と

冝@本　法　　皿

要な場面は裁判である。しかし、民事事件に関

ｵて言えば、日本では、個人しだいではもとよ
閨A法人間においても、可能なかぎり政治を回
�ｷる傾向がきわめて顕著である。

〃
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＝経済活動と法＝
　　　　　　　　　〔主任講師：来生新（横浜国立大学助教授）〕

全体のねらい

　現代の資本主義社会に澄ける国民の経済活動と行政との関係を法律学的に検討する。本来、資本主

義は市場による非人為的な資源配分、自由な企業の理念を持つ。現代の資本主義社会がこのような古

典的な資本主義理念にどのよう：な修正を加えているのか、それが国民の福祉とどのように結び付くの

かを法律学的に究明したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

資本主義経済に澄
ｯる国家の役割
i歴史的検討）

　資本主義経済の特徴である市場の機能を検討し、

ﾟ代資本主義成立時から現代に至るまでの国家理

Oの変遷を市場とのかかわりで考える。 　来　生　　　新
i横浜国立大学助教授）

2
現代資本主義国家
ﾌ経済的機能

　混合経済とも呼ばれる現代の資本主義経済社会

ﾉおいて、国家（行政）が果たすべき役割は何で

?驍ﾌか。市場の失敗、政府の失敗の理論との関

Wで、本講の基本的な視点を示して即く。
同　上

3
経済政策と法（理
_的検討）

　資本主義経済体制の下で国家がその経済的な責

ｱを果たすべく行動する場合の手段にどのような

烽ﾌがあり、それらの手段と法の関係をどのよう

ﾉ理解すべきかを検討する。さらに現代のわが国

ﾌ経済政策体系と法の体系を概観する。

同　上

4
市場機能維持のた
ﾟの法体系と独占
ﾖ止法

　市場機能を維持するための法制度としてどのよ

､なものがあるのか、その全体を概観する。その

?ｩら検討の対象として私法等ではなく、直接に

s場機能の維持に向けられた行政的規制の法制度

ﾅある独占禁止法を取り上げる。

同　上

5
独占禁止法の法目
Iと目的達成手段

　「公正かつ自由な競争」の促進という法の直接目的と
u一般消費者の利益を確保するとともに国民経済の民主、

Iで健全な発展を促進する」という究極目的との関係を
ﾇのように解すべきかを、市場集中規制と経済力集中規
ｧという観点や、法の「公共の利益」概念との関係で検
｢する。さらに公正取引委員会の組織と法目的達成手段
ﾉついて概観する。

同　上

6 独占禁止法の基礎
T念の解釈

　公正かつ自由：な競争の概念の解釈を再度検討し、

ｻれを基礎に、事業者、一定の取引分野に澄ける

｣争の実質的な制限、公正競争阻害性といった独

闍ﾖ止法の基礎概念について検討を加える。

同　上

7 市場集中の規制ω

　実際の審決例、判例等に即して、私的独占と不

魔ﾈ取引制限の規制の要件について検討する。独

闢I状態に対する措置、課懲金についても検討す

驕B

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 ，担当講師
@（所属・氏名）

8 市場集中の規制（2）

　合併、株式の取得、不公正な取引方法等につい

ﾄ審決、判例を素材にして検討を加える。

来生　　　新

9、 経済力集中規制等

　持株会社規制、金融機関の株式保有規制、株式

ﾛ有の総量規制等の経済力集中規制と、同調的値

繧ｰの報告制度について検討する◎ 同　上

10
公益事業等に対す
髢@規制と競争

　独占禁止法の適用除外とされている公益事業等

ﾉ対する法規制の具体的な内容を検討し、市場の

ｸ敗、政府の失敗の理論．規制緩和（DEREGU－
kAT　I　ON）の諸問題を検討する。

同　上

11 特許　と　競争

　独占禁止法の適用除外とされている特許による

ﾆ占の容認と競争の関係を考える。また情報化に

ｺうわが国の特許法、著作権法の問題をも概観す

驕B

同　上

12 中小企業と競争

　わが国に澄ける中小企業保護政策の概要を検討

ｵ、独占禁止法の適用除外との関係を踏まえて．

｣争と弱者保護の問題について考察する。 同　上

13
カルテル・産業構
｢の転換政策と法

　不況カルテル、合理化カルテルや他の適用除外

@に基づくカルテルの制度を概観し、その意義を

沒｢する。また特定産業構造改善臨時措置法の政

�Iな意義を検討する◎

同　上

14 輸出入取引と競争

　貿易摩擦・国外との競争といった観点で、わが

草氓謔ﾑ諸外国の輸出入取引の規制の制度を概観

ｷる。GATT．わが国の輸取法、アメリカのア
塔`・ダンピング法、反トラスト法の域外適用等

ﾌ実際についても検討したい。

同　上

15
物価安定の政策と

@

　国民の消費生活に直接にかかわる物価問題について政府の政策の体系がどのようになっており、それがどのような法制度として結実しているか、またそれらの諸制度の機能と競争のかかわりはどのようなものかを検：討する。それを通じて現代の

走{主義社会の経済政策と法の関係を総括し、ま
ﾆめに代える。

同　上
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＝国際社会と法一
〔主任講師：横田洋三（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい
相互依存関係の深まる今日の国際社会においては、いかなる国家もその国限りですべての生活上の

必要を充足することはできない。・しかし他方では、今日の国際社会は依然として複数の主権国家の併
存を前提として回り、多様性と不安定性がつねに基調となっている。こうした状況のもとでは、法を
通じての秩序の確保が強く要求され、またその法のあり方には、国内社会とは異なる特異性が見られ
る。このことをふまえて、国際社会における法の意義と役割を、とくに日本とのかかわりを念頭にお
きつつ、考えることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
国際社会に澄ける

@の意義

　国際社会に論いて、法が必要とされる事情を

l察し、あわせて、国際社会の構造の特殊性か

轤ｭる法の存在形態の特異性にも目を向ける。

　横　田　洋　三

総ﾛ基督教大学教授

2
国際社会を規律す

髢@の種類

　国際関係を規律する法には、国際法、国際私
@、，国際組織法など、さまざまなものがある。それ

轤�ﾂ々に検討すると同時に、それらの法の相

ﾝの関係を明確にする。

同　上

3 国際法の成立

　国際関係を規律する法の中で中心的位置を占

ﾟるものが、国際法である。この国際法の成立

ﾌいきさつを、16、7世紀のヨーロッパにさ
ｩのぼって検討する。

同　上

4

国際法の発達　（1）

齊ﾀ定国際法体系

@の確立一

　初期の国際法は、自然法の強い影響下にあっ

ｽ。しかし、次第に科学的思考の影響を受け、

ﾀ証法体系へと移行し、19世紀には、実定国
ﾛ法体系が確立した。この間のいきさっと、そ

ﾌ政治的社会的背景を考察する。

同　上

5

国際法の発達　（2）

齔V国際法秩序の

@形成一

　今世紀に入って、戦争の違法化、国際機構の
ｭ達、個人の地位の向上など、伝統的国際秩序
�ｪ底からゆるがす現象が生じ、それに伴って
総ﾛ法体系も大きな変容を余儀なくされている。
ｱの間の事情を、一つの必然的歴史の流れとし
ﾄとらえる。

同　上

6 国際法の基本問題

　従来、国際法学者の間で、理論上争われてき
ｽ基本問題のうち、（イ）国際法の法的性質、←）国

ﾛ法と国内法の関係、をう国際法の法源、の3つ

ﾉついて考察する。

同　上

7

実定国際法規　（1）

鼾総ﾛ法の定立に：

@関する規則一

　現行の国際法の諸規則の中から、国際法の定

ｧに関する諸規則をひき出して、検討する。と

ｭに慣習国際法の成立の問題と、条約の締結、

�ﾍ、実効性などに関する諸規則を考察する。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際法の中でも比較的古くから慣習法として

8
実定国際法規　（2）一外交関係法一 形成されてきた外交関係に関する諸規定、とく

ﾉ、大使、公使をはじめとする外交官の職務、

ﾁ権、免除などについて検討する。

横　田　洋　三

国際法上の重要な主体である国家の成立、種
実定国際法規　（3） 類、領域、主要な権利、義務などについて検討

9 一国家に関する する。 同　上

諸規則一

国際法成立の直接の契機を与えた戦争と国際

10
実定国際法規　（4）一　戦争と法　一 法の問題について、戦争それじたいが合法か違

@かという問題と、戦争が起った場合に当事者

ﾉよって守られるべき規則は何か、という二つ
同　上

の側面から検討する。

従来、国際法は、国家間の関係を規律する法
として確立されてきたために、個人については

11 個人と国際法
直接規定することがなかった。しかし、最近は、
ﾂ人の地位の向上とともに、個人について直：接 同　上

規定する国際法規則が増えてきた。これを考察
する。

近年、企業活動の国際化に伴い、国際法も企

業活動や経済関係について、さまざまの規律を

12 企業活動と国際法 及ぼすようになった。こうした企業活動に関す 同　上
る国際法の諸規則を概観する。

今日の国際社会は、国際機構の存在を無視し
ては語れない。これらの国際機構は、国際法を

13 国際機構と国際法
基礎として成立し、国際法に従って行動すると
ﾆもに、みずから、内部に独自の法体系を形成 同　上

している。こうした国際機構に関する諸法規を
概観する。

開国以後の近代日本のあゆみは、国際法と深
くかかわっている。また、相互依存の進む中で

14 日本と国際法
貿易立国としての日本の将来は、国際社会との
ﾂながりを無視しては考えられない。こうした 同　上

観点に立って日本と国際社会のかかわりを、法
的側面からとらえ直してみたい。

技術進歩と国際協力の進展に伴って、今後国

15
国際社会の将来と

@

際社会はますます複雑になることが予想され、
ｻのために法に期待される役割もけっして小さ
ｭない。こうした、国際社会の将来を考えるう
ｦで、法の果たすべき任務と条件を検討する。

同　上
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＝・労働問題と法＝
　　　　　　　　　　　〔主任講師：萩沢清彦（成蹟大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会において、労働問題はどのような意味をもっているか、どのようなことが問題となってい

るのか、労働問題を処理するためにどのような法制度が定められているのかを明らかにし、あわせて

労働紛争の特殊性とその解決手段を解説して、国民生活と労働法との関係についての理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）現代社会に澄げる労働の意義と、労働問題

はなぜ発生するのかを明らかにし、（2）労働問題

1
現代社会と労働間 を処理する基本的な考え方、とくに憲法に澄い

ﾄ労働問題に関してどのような理念がたてられ
萩　沢清　彦
i成蹟大学教授）

ているか、労働法はどのような内容と構造をも
っているかを概説する◎

労働問題の中心となるのは、職場での労働条

2
労働契約の締結、

J働条件の決定と
燉e

件である。労働条件について、どのような法律
ｪあるのか、具体的な労働条件はどのような方
@で決定されるのか、労働条件としてはどのよ
､なことが問題になるのかを概観する。

同　上

労働条件の決定については、現実的には就業
規則と労働協約が大きな意味をもつ。就業規則

3
労働契約と就業規
･・労働協約

はどのようにして定められるか、就業規則と労
ｭ基準法、労働協約はどのような関係に立つか

同　上

など、労働条件決定の基本的構造を明らかにす
る。

賃金の額はどのようにして決定されるか、最
低賃金法はどんなことを定めているのか、賃金

4 賃　　　　　　金
の支払方法についてはどんな問題があるのか、
㈲ﾎやストライキのときの賃金はどうなるのか、

同　上

企業倒産の場合の賃金は保障されるかなど具体
的な問題をとり上げる。

労働時間制度に関する法制の現状、労働時間
短縮問題の動向、年次有給休暇制度の改正問題

5 労　働　時　　間
など、最近の問題状況や将来の展望をも加味し

ﾄ解説する。
同　上

年少労働者については、労働契約の締結と労
働時間や危険有害業務の就労制限、女子につい

6
女子・年少労働問 ては母体保護、労働時間、危険有害業務の就労

ｧ限のほか、男女平等問題について具体的に問
同　上

題をとり上げる◎

業務上の死傷病（労働災害）発生防止（労働
安全衛生）、労働災害による被害の救済（災害

7 労・働　災　害
補償）と労災保険のほか、民事上の損害賠償問

閧ﾉもふれる。
同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

：職場秩序の維持と懲戒問題、解雇の制限、解
雇手続を取り扱う。

8 解雇　と　懲戒 萩沢清彦

：職業紹介、職業訓練、雇用保険事業、失業給

付などの雇用安定制度と、新しい雇用問題とし

9
雇用の安定と新し
｢雇用形態

ての臨時工、パートタイマー、労働者派遣事業
�ﾆり上げる。

同　上

労働組合の意義、種類、設立の手続、労働組
合の事業、組合員の権利義務について概説する。

10 労　働　組　　合 同　上

団体交渉の意義と機能、団体交渉の手続、団
体交渉事項、団体交渉拒否をめぐる紛争の解決

11 団　体　交　渉
手続ならびに労使協議制、経営参加問題をとり
繧ｰる。

同　上

労働協約の意義と機能、締結の手続、内容お
よび主要な問題点をとり上げる。

12 労　働　協　約 同　上

憲法で争議権を保障した意義、争議権制度の
現状と問題点、争議行為の種類と正当性、争議

13 争　議　行　　為
行為と賃金・年次有給休暇、争議行為と第三者
氓謔ﾑ争議調整手続を概説する。

同　上

労働委員会の種類、構成、権限、不当労働行
為の意義・種類および救済手続を概説する。

14
労働委員会と不当
J働行為制度

同　上

労働基準監督署、労政事務所、公共職業安定
所：などの紹介と、労働紛争処理手続、とくに裁

15
労働問題の処理手

ｱ
判所と労働委員会との関係を解説する。

同　上
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＝政治思想1＝
〔主任講師：佐々木　毅（東京大学教授）〕

全体のねらい
　政治思想は日本国憲法め前提にしている政治についての考え方を理解する上で重要な役割を持つ。従

ってこの点に可能な限り注意しながら講義を進めると共に、近代の民主主義をめぐるさまざまな批判や

問題点に言及し、それらを考えていくための素材を提供することを目的にしている。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
ヨーーロツパ政治
v想の伝統（1）

　ヨーロヅパの政治思想の骨組を形成する上で

Mリシャに生まれたポリスの政治学は絶大な影

ｿ力を持った。ここではプラトンやアリストテ

激Xに言及しつつ、後代との関連で重要と思わ

黷髦_点を網羅的に論ずる。

佐々木　　　毅

i東京大学教授）

2 ヨーロッパ政治
v想の伝統（2）

　ポリスの政治学と並んでキリス｝教や中世の伝

揩烽ﾜた見のがすことの出来ない重要な役割を

揩ﾁていた。ここでも前回と同様の観点から、

@教的権威対世俗的権力、法の支配、立憲主義

ﾆいったテーマに即して重要な論点を解明する。

同　上

3
マキァヴェッリの
ｭ治思想

　近代政治思想の生誕期に旧いて何が政治の論

_とされ、何が改革すべき問題とされたかを、

蛯ﾆしてマキアヴェッリに即して吟味する。 同　上

4
宗教改革と政治思
zの展開

　ルター、ヵルヴァンによって認められた宗教
?v：がどのような側面に澄いて決定的な役割を

ﾊしたかを、例えば、寛容の問題を織如込みな

ｪら、多方面から考察する。
同　上

5
主権論と絶対主義
ﾌ政治思想

　ギダレによって提起された主権という新しい

T念が、折から興隆しつつあった絶対主義と結

№ｵながら、王権神授説として定着していく過

��Aその政治的意味に即して分析する。
同　上

6
ピューリタン革命
ﾌ政治思想

　近代政治原理の母胎となったピューリタン革

ｽが、いかに多様な政治思想や新しい転換を含

�ﾅいたかを、重点的に取回上げ、解説する。 同　上

7 ホッブズの政治思想

　伝統的政治学の革命的転換を行なったホッブ

Yの政治思想を、それがいかなる意味で革命的

ﾅあったかを、自然状態論、政治権力の成立論

ﾈどに即して紹介する。
同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 ロックの政治思想

　近代政治理論の父と言われるロックの自然法

_、所有権論、社会契約説、革命論、寛容論な

ﾇを紹介し、それを通して彼の政治思想の全体

ﾉ接近することを試みる。

佐々木　　　毅

9 モンテスキュー
ﾌ政治思想

　三権分立論で有名なモンテスキューは18世
Iの政治思想家の中で最も奥行きの深い思想家

ﾅあるQここでは三権分立論の背後にある政治
ｩ由についての見方のみならず、商業活動と政
｡、封建制、古代ポリスなどについての論述を
沒｢したい。

同　上

10 文明社会と政治思想

　18世紀ヨーロッパの人々は、彼らがそれま
ﾅの社会とは異った、物質的に豊かな文明社会
ﾉ到達したと論じた。フランス啓蒙、スコヅト
宴塔h啓蒙などに見られるこれら文明社会論と、

ﾞらの文明社会に対する評価、態度を問題にす
驕B

同　上

11 ルソーの政治思想

　文明社会のメカニズムに対決し、教育や政治

ﾌ次元で新たな地平を開こうと苦悩したルソー

ﾌ政治思想を、「学問芸術論」「不平等起源論」

u社会契約論」を中心に紹介する。

同　上

12
アメリカ独立革命の政治思想

　近代民主主義の制度化の一例としてのアメリ

Jを取り上げ、ペインと「ザ・フェデラリスト」

ﾉ見られる民主主義論の特徴を明らかにする。

ﾁに間接民主主義と権力分立とが中心テーマで

?驕B

同　上

13 保守主義の政治思想

　アメリカやフランスでの革命に抗して、王権

站M族制に依りつつ旧来の体制の意味を説く一

禔A民主主義の問題点を鋭く指摘したパークや

wーゲルの政治思想を紹介する。

同　上

14 社会主義の政治思想

　18世紀の二つの革命が政治革命であった点
�癆ｻし、その基礎にある文明社会そのものの

v命を唱える社会主義の流れをマルクス等に焦

_を当て：ながら講義する。その際、政治という

c為の行方が重要なテーマとなる。

同　上

15 自由主義の政治思想

　18世紀の二つの革命の原則を容認しつつも、

ｻの十分な機能を実現するためにはどのような

�盾ｪ必要であるかを問題にしたトクヴィルミ

汲�謔闖繧ｰ、今日の政治理論への展望とした

｢。

同　上

一308一



＝政治思想皿＝
〔主任講師　渡辺　浩（東京大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本社会とその政治の解明には、西洋渡来の制度文物だけではなぐ、それを受容し、しばしば

変容させた日本の側の条件の理解が必要である。本講義は、徳川日本に澄ける政治思想の展開を解説

することによってその一助となること、そして同時に、広く政治について考えるための刺激と素材を

提供することを目標とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

徳川時代の日本、それはいかなる社会であり、

そこに澄ける思想とはどのようなものだったの 渡辺　　　浩
1 時　代の概観 か。思想の背景をなす当時の社会・政治の状態

を回顧しつつ、思想史の全体的な流れを解説し、 （東京大学教授）

以後の講義への展望を提供する。

徳川時代の知識人の政治思想の主流は儒学で

ある。その影響は次第に庶民に：も及んだ◎この

2 儒学の政治思想 回は、儒学の一般的な政治観を、君・臣・民・ 同　上

天・命・革命・禅譲・放伐・徳・修己治人等の

観念に触れっっ、解説する。

武士が支配身分だったことは、中国・朝鮮等

と対照的な日本史の顕著な特色である。この回

3 武　士　と　忠　誠 は、戦国武士及び徳川時代の忠誠・規範意識と 同　上

その影警を、「武士道」論や赤穂事件論にも触

れながら、論じる。

政治とは何か、特に、統治は誰のためになさ

れるのかという問いへの答えは、決して自明で

4 武士と「仁政」 ない。この回は、この問いに関わる徳川時代の 同　上

人々の議論を紹介する。儒学の「革命」論はそ

の一つの焦点である。

京の町人儒者、伊藤仁斎とその子東涯による

新しい儒学、いわゆる仁斎学の内容を説明する。
5 伊藤仁斎の政治思想 それは、真面目で暖かな思いやりの態度を全て 同　上

の人の倫理として強調し、それを政治に轟いて

も実行すべきだとするものである。

幕府に近かった荻生門門は、天下国家を治め

るために儒学があるとして独自の思想体系を構

6 荻生但練の政治思想 零し、それに基く政策論をも展開した。その思 同　上

想は知識人の世界を一時席捲し、巨大な影響力

を持った。この回は、その内容を説明する。

徳川時代人が頭に：描いた政治社会像は、しば

しば、いわば過去から未来へ延びる筒状の隊」

7 「家」と「天下」 が無数にピラミッド状に積み上げられた構造を 同　上

持つ。この回は、日本の「家」の特質を論じつ

つ、その倫理・政治思想との関連を探る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文明は人類に：とって恩恵であろうか。これを

反文明とユートピア 害悪と見、それを支える思想と対決し、太古の

8 理想社会への復帰を夢みた人々もいる。この回 渡　辺　　　浩
一安藤昌益一 は、賀茂真淵等にも触れつつ、特に安藤昌益の

思想を解説する。

特に徳川時代人にとって、時の政治体制に正

叛　逆　の　論理 面から叛逆することは、知的精神的にも至難だ

9 つた。しかし、自己の築いた思想を足場に、実 〃

一山県大武・大塩中斎一 際にそれを試みた人々もいる。この回は、特に

山県大弐と大塩平八郎について論じる。

徳川時代、天下様（将軍）と天子様（天皇）

との関係はすこぶる曖昧で、これをめぐって種
11 「尊王論」の前提 々の議論が発生した。それを経る内に、次第に、 〃

いわゆる尊王論が昂揚していったのである。こ

の回は、その過程をたどる。

徳川時代人は、世界とその中に熔ける日本の

一

位置：について、いかに理解し、どう説明したの
1⑪ 華墨思想と日本国観 だろうか。この回は、中国渡来の溢蚊思想を一 〃

つの焦点としつつ、当時の対外観及びその関連

に澄げる日本国観について論じる。

1945年まで、「国体」は、日本の重要な政
治用語だった。その直接の淵源は会沢正志斎・

12 村人達と「一揆」 藤田東湖等の後期水戸学にある。本来徳川体制 〃

の維持強化を目指しながら、機能に漉いてその

墓穴を掘ったこの逆説的な思想を解説する。

いわゆる「もののあはれ」の文学論の首唱者、

『古事記伝』の著者、伊勢国松坂の医師本居宣

13 本居宣長の政治思想 長の国学は、政治思想としても興味深く、かつ 〃

歴史的に：重要である。この回は、本居宣長の政

治思想の内容を解説する。

徳川時代、人口の圧倒的多数は村人だった。

14
「国体」の逆説

齔?@戸　学一

彼等にとって、政治とは、正義とは何であった

ﾌか。興味深いがすこぶる難問である。そこで
ﾁに百姓一揆とその指導者の史料に材をとって
瘤ｦ的な説明を試みる。　「世直し」騒動にも言

〃

及する。

徳川時代人は、西洋をどう見ていたのか。洋

学者を含めた当時の人々の西洋観とその変化を

15 西洋観と「開国」 たどり、更にペリー来航以後の「開国」をめぐ 〃

る諸議論を紹介・解説する。
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＝現代政治理論＝
〔主任講師：阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　政治理論は、今日の政治的現実に適切な説明を与え、今後の政治的変化を的確に予測する上で、大き

な役割を果たす。現代の政治理論は、大きく分ければ、ヨーロッパで発展した伝統的理論と、大戦後に

アメリカで発展した行動論的理論とに分けられよう。以下・これら二つの流れの双方に澄いて、政治理
論を概観することにしたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 現代国家の理論

　19世紀までの代表的な国家理論である一元
I国家論やマルクス主義的国家論との対比に澄

｢て、パーカーやラスキの唱えた多元的国家論
�l察し、あわせて現代国家の理論的位置づけ

�ｾらかにする。

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

2
マルクス主義の

ｭ治理論

　マルクス主義は19世紀の代表的な政治理論の

ﾐとつであるが、今世紀に入るとと庵に、社会

I経済的現実の変化に対応して、新たな理論的

ｭ展を遂げた。ここでは、レーニン、ベルンシェ

^ィン、グラムシらの政治理論を検討する。

同　上

3 自由主義の政治理論

　自由主義は今日な澄西欧の政治哲学の根幹を

ｬしている。現代の自由主義に大きな：影響を及

ﾚしたトクヴィルやミルのほか、今日の自由主義

N学を代表するバーリン、アメリカ的自由主義の

ﾁ質を解明したバーツの理論を検討する。

同　上

4 エリートの理論

　自由主義に対抗する理論としては、まずエリ

[トの役割を強調するエリート理論をとりあげる

ｱとができる。その代表的な例として、パレート、

cXカの政治理論を紹介、また最近の例として、

~～レズのパワー・エリート論をとりあげたい。

同　上

5 大衆社会の政治理論

　エリートと対抗関係に立つのは大衆であるが、

蜿Oの政治的特性の分析も現代政治学の重要な
ﾛ題である。大衆社会を分析した政治理論の：な

ｩから、ウォーラス、リップマン、デューイら
ﾌ理論をとわあげ、それぞれの意義を明らかに
ｷる。

同　上

6 政治権力の理論

　戦後に澄けるアメリカ政治学興隆の出発点と

ﾈったのは、メリアムの政治学であり、またそ
黷�p承したラズウェルの政治学であった。こ
ｱでは、政治権力の理論に焦点をあわせ：ながら、

＜潟Aムとラズウェルの政治理論を検討する。

同　上

7 政治システムの理論

システム論は現代の政治学に澄いても重要な役
р�ﾊたしている。政治学にシステム論を導入

ｷる上で先駆的役割を果たしたイーストン、構
｢一機能分析によってシステム論を展開したアーモンドらを紹介し、システム論の意義を検討ナるQ 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 意思決定の理論（1）

　第二次大戦後のアメリカ政治学の二本の柱は、

?ﾍ論と意思決定論であった。ここではまず、

ﾓ思決定論の一分野として、ノイマンとモルゲン

Vュテルンによって開発されたゲ」ムの理論を
ﾆりあげ・その政治学的意義を明らかにする。

阿　部　　　斉　　　　’

9 意思決定の理論（m

　今日の意思決定の最：も一般的な方式は、多数決である。しかし、この多数決はさまざまなパ

宴hックスを持っている。なかでも最もよく知

轤黷ﾄいるアローのパラドックスを中心に、多

伯?ﾌ問題点を追求したい。

同　上

10 意思決定の理論⑪

　組織内に儲ける意思決定の特質を究明したの

ﾍサイモンであり、それを発展させたのはりン
hブロムであったQここでは、サイモンの意思決定

_やリンドブロムのインクリメンタリズムを紹介し

ﾂつ、政治的意思決定過程の特質を解明する。

同　上

11 政治参加の理論

　政治参加は現代民主政治の最も重要な特徴の

ﾐとつであるσしかし、政治参加はけっして平等

ﾉ：行われているわけではない。だれが最もよく政

｡に参加するかを明らかにしたヴァーバ、ナイ、キ

?轤ﾌ研究を通して、政治参加の問題点を探る。

同　上

12 集団行動の理論

　利益集団の圧力活動にみられるように、集団

s動は、今日の政治過程に透ける：最も重要な要

�ﾌひとつである。集団行動の政治的意味につ

｢て、古典的成果を残したベントレイから今日

ﾌオルソンに至る一連の研究を検討する。

同　上

13 投票行動の理論
同　上

14 民主主義の理論

　ダールは、今日の民主主義の理論的分析を進
ﾟてきた政治学者の一人である。彼はより厳密
ﾈ分析のために、ポリァーキーという概念を提起

ｵた。また、クリックは民主主義と政治との緊
｣関係を明らかにした。その紹介を通じて現代
ｯ主主義の問題点を探る。

同　上

15
現代政治理論の課

　第2次大戦後のアメリカ政治学は、行動論的
ｭ治学とも呼ばれるが、行動論的政治学に対す
骰ﾅも鋭い批判を試みたのは、哲学者のアレン
gであった。アレントの批判を通じて行動論的
ｭ治学の限界を明らかにし、現代政治理論の課
閧�Tる。

同　上
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　　　＝現代の政治生活＝

〔主任講師：堀江　＝湛（慶応義塾大学教授）〕

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国に澄ける産業社会の変動がどのような

1
産業構造の変動と

政治問題を生み出し、全体として政治生活にど

ﾌような変化が生じたかを産業化、都市化、マ

堀　江　　　湛

i慶応義塾大学
政治生活 スコミ、交通・通信、教育などに焦点を当てな 教授）

がら論じる。

現代政治はまず何よのも大衆現象によって特

大衆の登場とマス 色づけられる。そこでまず大衆とは何かを公衆

2
　｝．串　

Eアモクラシー・の ・群衆と比較しながら明らかにした上で有権者 同　上

課題 の増大、マスコミの発達、．政治的無関心などを

論じる。

情報化社会とは何か。管理社会とは何かを明

らかにしながら、特徴的な反体制行動の性格、 芳賀　　綾
3 技術化社会と政治 米ソ両体制の収敏イデオロギーの終焉論、ユー （東京工業大学

ローコミ三ニズムなどについて説明する。 教授）

亘大組織の発展、疎外、アミノーといった現

代社会の病理が政治意識や行動にどのように現 堀　江　　　湛

4 現代社会の病理 われているかを明らかにする。 （慶応義塾大学

教　授）

人間がどのようにして政治的態度を身につけ 堀　江　　　湛

5
政治的社会化
@　　　　（対談）

政治的イデオロギーや価値観がどのように注入

ｳれ、政治的態度はどのように変化していくか。

ｳらに世代の断絶や社会化の新しい問題などに

（慶応義塾大学
@　　　教　授）

F賀　　綬（東京工業大学

ついても論じる。 教授）

人間のパーソナリティやライフ・スタイルと

6
政治的パーソナリ

政治的イデオロギーや意識・行動の関連につい

ﾄ考察する。権威主義的パーソナリティ偏見の

堀　江　　　湛

i慶応義塾大学
テイ 構造・若者や社会的少数派のアンデンティティ 教授）

の問題などにふれる。

現代社会に於いてはイメージ選挙に代表され

7
イメージ時代の政

るように人々の政治行動は政治的イメージによ

ﾁて大きく左右される。政党や候補者イメージ、
芳賀　　綾

i東京工業大学
治行動 ステレオタイプ、イメージ言語などについて論 教授）

じる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治参加とは何か。現代政治に思いてエリー

トはどのような影響力を行使：しているか。エリ

8 政治参加とエリート 一ト民主政治との関連はどのようにとらえられ 堀　江　　　湛
、るべきか。政治的り一ダーシップの諸側面など

について論じる。

現代政治に於いて政党はどのような機能を果

しているか。名望家政党から大衆政党への変質、

9 現代政治と政党 政党政治家の社会的背景、政党の派閥などにつ 芳賀　　綾
いて論じる。

新しい選挙運動の形態、金のかかる政治の実

政治　活動と
態、政治資金の公営化や政治資金の規制につい 堀　江　　　湛

10
政治資金（対談）

て論じる。

芳賀　　綾

現代政治に吾ける農協、医師会etcといった

利益団体の圧力行 既成の利益団体と住民運動、市民運動にみられ
1ユ

動と住民運動
る新しい利益団体との性格の比較検討、街頭に

ｨける大衆の圧力行動の考察を行う。
堀　江　　　湛

投票行動の科学的研究の発展のあとをふりか

えり、基本的な分析の視角について紹介する。

12 投票行動の政治学 同　上

人々の投票意思の決定に繭ける社会的、心理

的、政治的要因について分析し、争点の操作、

13 有権者を動かすもの マスコミの果す役割について論じる。 芳賀　　綾

いわゆる政党支持ばなれ、都市の多党化現象、

14
現代政治と無党派

若者の脱政治的傾向：などについて考察する。 堀　江　　　湛

層の動向（対談）
芳賀　　緩

選挙予測の方法について紹介、検討するとと

もにマスコミの与える影響力について論じる。

15 選挙予測とマスコミ 堀　江　　　湛
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＝＝ ｻ代の国際政治＝・
　　　　　　　　　〔主任講師：神谷不二（慶応大学教授）　〃　　：高橋和夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　戦後の国際政治の展開を鳥鰍し、現代史を規定してきた諸要因を考え、さらにその将来を占ってみ

る。詳細な部分像ではなく簡潔な全体像を、事実の羅列ではなく分析のための体系的な枠組を提示し

たい。言いかえるならば学生自らが国際政治を考えていく上での案内図を描き出すことが本コースの

ねらいである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

’第二次大戦後の外交風景の申で特徴的なのは
（1）米ソ超大国の対立と核戦略の展開、（2）アジア・ 神　谷　不　二

1
第二次大戦後の世

E
アフリカの独立、（3）国際的な経済的相互依存の

[化とその調整の問題が深刻化したことであろ

（慶応大学教授）

a@橋和　夫
う。これらの点を中心に戦後の国際政治を概観 （放送大学助教授）

し、コースの全体像を提示する。

ドイツの分割占領から朝鮮戦争の終結までの
米ソ関係の展開（1） 時期を解説する。米ソ関係が大戦中の同盟から

2
ヨーロッパの冷戦
Aジアの熱戦

戦後の対決へと変貌を遂げる推移を振り返りそ

ﾌ意義を考える。
同　上

1945年一1953年

朝鮮戦争以降キューバ危機までの米ソ関係を
米ソ関係の展開（2） 取り扱う。特に米ソが核兵器とその長距離運搬

3
板門店からキュー
mくへ

手段を保有したことの軍事的、政治的意味を探
閨A両超大国の核戦略の展開を考察する。

同　上

1953年一1962年

キューバ危機以降の米ソ関係を概説する。二

4

米ソ関係の展開（3）

ﾎ決と交渉
@　　1962年～

クソン・キッシンジャーのデタント（緊張緩和

ｭ策）、ソ連軍のアフガニスタン介入とレーガ
淘蜩摎ﾌの登場によって始まった第二次冷戦期、

ｻしてゴルバチョフ・レーガン頂上会談等を現

同　上

代史の中に位置づける。

世界の人口の大半を占めるアジア・アフリカ
地域の独立とその後の苦悩を振り返りつつ、米

5
アジア・アフリカ
ﾌ独立

ソの世界的対立を背景として推移してきた第三

｢界の動向に焦点をあてる。
同　上

米ソ日中の利害の錯綜する東南アジアは、べ

6
インドシナ戦争と

`SEAN（東南ア
Wア諸国連合）

トナムの影響下のインドシナ半島諸国と西側寄

閧ﾌASEANに二極分解した。この二極構造の
ｬ立までの過程を分析し、国際政治に澄けるこ
ﾌ地域の役割を論ずる。さらにその将来を展望

同　上

する。

共産圏の二大国間の対立は、米中の接近とい
う事態を導き出した。この中ソ対立と米中接近

7
中ソ対立と米中接

ﾟ
の跡をたどり、モスクワ・ワシントン・北京間

ﾌ外交的三角関係の将来を占う。
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 戦後の貿易体制

　戦後の日本、ヨーロッパの経済復興と発展を可能にした自由貿易体制の成熟と崩壊について説明する。また姿を現しつつある新しい貿易体制についても言及し、体制変革の要因を論ずる。

神　谷　不　二

kｴ　和　夫

9

ドル支配の没落と

ｬ乱
uレトンウッズか
辜tロートへ

同　上

10 多極化の時代 同　上

11 多国籍企業

　戦後顕著になった企業の多国籍化の実態を解説し、その原因を考える。また多国籍企業が国際政治の場において果たす役割に関する論争の推移を紹介し、その将来を展望する。

同　上

12 南　北　問　題

　先進諸国の生活水準の向上する中、第三世界の遅れが目立っている。そして後者の貧困の問題が国際政治の重要なアジェンダ（議題）と：なってきた。その実態と原因に関する論争を紹介し、次章への導入を計る。

同　上

13 石油と国際情勢

　世界経済を揺り動かしたOPECによる石油価格の値上げ攻勢と、その成功が誘発した第三世界の国際経済秩序の変革、づまりNIEO（新国際経済秩序）確立の要求について解説し、その政治的意味に光をあてる。，

同　上

14 国　際　機　　関 同　上

15
宇宙船「地球号」
ﾌ理想と地上の現

ﾀ
同　上
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＝　日　本　の　政　治　＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：阿部　斉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　基本的なねらいは、日本の政治についての体系的理解を深めることにある。受講者はすでに日本の
政治について断片的、部分的知識を持っていると想定されるが、それは必ずしも日本の政治を科学的

客観的に理解していることを意味しない。そこで、この講義では受講者の日本の政治に関する常識を

前提としながら、比較政治回診よび現代政治論の学習成果を活用しつつ、日本の政治の特性を明らか

にしていくことにしたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治と国家　明治国家の前近代性　明治国家の

1
明治国家から現行
尠@体制へ

近代性戦後の民主化　民主化政策の限界
阿部　　　斉
i放送大学教授）

日本の議会　二院制議会の機能　議会の機能低

下代表制の二類型
2 国会の　機能 同　上

立法部としての議会　日本の立法過程の特色

立法過程に澄げる官僚の役割　国会の立法機能

3 日本の立法過程 同　上

近代デモクラシーと議院内閣制　日本の内閣制

度成立と展開　国民主権と議院内閣制

4 議院内　閣　制 一党優位政党制下の議院内閣制　議院内閣制と 同　上

行政官僚制

福祉国家の登場　戦後経済発展と社会保障の拡

5
福祉国家化と行政
@能の拡大

充福祉国家の進展と地方自治体　日本型福祉

ﾐ会論と行政機能 同　上

官僚制の多様なイメージ　M・ウエーバーの官

僚制概念　日本に澄ける近代官僚制の形成

6 日本の官僚制 原理の転換と公務員　行政指導と官僚制 同　上

官僚制の意思決定としての稟議制

行政国家の進行と審議会　日本に澄ける審議会

の発展　政策形成と審議会の組織・機能

7 審議会の役割 政策決定システムの変化と審議会 同　上

私的諮問機関
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会集団の利益集団化利益集団と政治文化・

政治体制　「変則的行政国家」と利益集団

8 利益集団と行政 戦後政治における政党と利益集団　利益集団の 阿　部　　　斉
・多元的構造　日本型ネオ・コーポラティズム

補助金の概念行政実務上の補助金概念

9
補助金の行政と政

｡

補助金の規模と交付対象　交付決定の手続きと

ｭ治　自治体行政と補助金　補助金の改：革 同　上

予算の意義と機能　予算制度の概要

予算編成一大蔵省と各省庁

10 日本の予算政治 予算編成一復活折衝 同　上

概念の多義性　第一次臨時行政調査会

そ㊧後の行政改革　小さな政府論の台頭

11 行　政　改　　革 第二次臨時行政調査会　政治シンボルとしての 同　上
行政改革

政策の概念　政策形成の主体　政策形成過程研

12
日本の政策形成過

究の焦点　「戦略的政策」と「実施政策」「戦略的政策」の形成　「実施政策」一官僚

ｧと政権党
同　上

中選挙区制　参議院議員選挙　定数不均衡

選挙運動

13 日本の選挙制度 同　上

デモグラフィと投票

14
日本入の投票行動
@　　　　　　　（1） 同　上

政党支持　政党支持の長期的変動

15
日本人の投票行動
@　　　　　　　（2）

政策争点と投票

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自由民主党　日本社会党　公明党　民社党

共産党

16 日　本の　政党 阿部　　　斉

後援会の組織　後援会の活動

17 後援会　組織 同　上

マス・メディアと政治新聞の日本的特質

18
マス・メディアの
ｭ治機能

テレビと政治　マス・メディアと世論

同　上

近代国家と地方自治　明治地方自治の論理と構

造都市化と工業化の影響　戦後改革と地方自

19 地方自治の歴史 治　戦後改革の裏面　高度経済成長期の地方自

｡
同　上

地方自治体の種別と二元的代表制　都市型社会

と自治体の政策　地方の時代と中央集権

20 地方自治の現状 同　上

地方議会の意義と役割　都市化と多党化の進行

21
地方議会と地方選

政策形成と地方議会の行動　地方議会と市民

同　上

管理社会と参加デモクラシー　住民運動の噴出

22
住民運動と市民参

ﾁ

と政治文化　参加の制度化と自治体改革

s民参加と生活構造　市民的政治文化と市民参

ﾁ
同　上

日本に澄ける民主主義の起源　大正デモクラシ

一　戦後の民主主義　日本的特徴

23 日本の民主主義 「官僚政治」の伝統と民主主義 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本における自由主義の起源天皇制国家と自
由主義　「私化」と自由　私的自由と自律的個

24 日本の自由主義 人経済的自由主義 阿部　　　斉

ナショナリズムの起源　明治国家のナショナリ

25’
日本のナショナリ

Yム

ズム　超国家主義への移行　ナショナリズムの

��｡日のナショナリズム 同　上

保守と革新　日本人の保守性　革新勢力の伸張

と停滞　保守政党の統治体制

26 保守主義の政治 同　上

「古層」と「執拗低音」　個人析出の類型

集合体コスモスと相即コスモス　タテマエとホ

27 日本の政治文化 ンネ 伺　上

現行憲法体制の正統化拗政治的関心度

政治活動と政治参加　政党支持率と内閣支持率

28 日本人の政治意識 同　上

平等主義社会　日本に澄ける平等化平等主義
社会の政治　平等主義社会と差別　平等主義社

29 平等化と平等主義 会の教育 同　上

政権交代の可能性　安全保障と自衛隊

大きな政府と小さな政府　差別の解消

30 日本の政治的課題 政治教育 同　上
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＝政治史　1＝＝

〔主任講師：山口　定（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい

　ドイツ第二帝制の成立から第二次世界大戦前夜にいたるヨーロッパ現代政治史のなかから、できる

だけ現代的意味のあるテーマを選んで講述する。かつてのようにヨーロッパを「学びとるべき模範」

とするのでもなく、また今日一部に見られるように、「かつての先進国」として軽く見るのでもなく・

批判的摂取の対象として考え直してみたい。

・回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1871年のドイツ第二帝政の成立は、現代ヨ
一ロッパ政治史の起点であるばかわでなく、ビ

1
ドイツ第二帝制

ﾌ成立
スマルクの強力な指導力とプロイセンの軍事力
ﾉよる「国訴的統一」の達成、その後の目覚まし
｢産業の発展を考える時、「後発二型近代化」の

山　口　　　定

i大阪市立大学）

一原型といえる。

19世紀の三回にわたる選挙法改革とそれを通

イギリスに：澄ける じての近代政党の成立によって生まれる古典的議

2 議会制民主主義の 会制民主主義（ヴィクトリア期における議会政治の 同　上
確立 黄金時代）の諸相を明らかにし、それを可能に：し

た社会的・経済的・文化的諸条件を考える6

イギリス労働党とドイツ社会民主党、それに

3
第一次大戦前の労
ｭ運勤と社会主義
^動・

フランスの三分裂（革命派、改良派、サンディ

Jリズム）を比較しつつ、労働者政党の諸類型、

J働運動、社会主義運動と政治のかかわりあい

ﾌ歴史的特質について考察する。

同　上

イギリス、ドイツ、フランス三国の「帝国主義」

4
「帝国主義」とそ

ﾌ国内体制

政策の性格の違いをそれぞれの国の内政のあり
福竡ﾐ会構造の相違と関連させながら説明し、

?墲ｹて、第這次大戦の悲劇がなぜ起ったかを
同　上

とくに：ドイツの対外政策の展開の跡を追いつつ

明らかにする。

ロシア革命がなぜ起ったのか、そしてそれが
「社会主義」革命になったのはなぜなのか、ま

5
・シア革命一後進
相v命の悲劇一

た後進国で「社会主義」革命が成功したときに

ﾇのような問題が生じるのか、といった諸問題 同　上

を、ツァーリズム・ロシアの政治・社会構造の
特質の解明と関連させて考えるQ

1922年10月のムッソリー一二内閣成立を
ファシズム型「直接行動の政治」の勝利と考え

イタリアにお・ける そうした事態の生じた原因を第一次大戦直後の
6

ファシズムの勝利
イタリア政治の混乱に求めるだけでなく、イタ

潟A統一（1861年）以後の政治の特質のな
同　上

かに探る。

第一次世界大戦と第二次大戦のあいだのいわ
ゆる「戦間期」に齢ける「議会制民主主義の危

7
ヴアイマル共和制

ﾌ不安定
機」の古典的事例とされるヴァイマル・デモク

宴Vーについて、その不安定条件を比例代表を 同　上

初めとする制度的諸要因と政党政治のあり方の
なかに探る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

世界恐慌（1929年～）の衝害を最初に受け
たのは、イギリスの労働党政権、ドイツの社会民

8
世界恐慌と

@　社会民主主義
主党中心の連合政権であった。そしてこれら社会

ｯ主主義政権の恐慌への対応の失敗と「スウェー
山　口　　　定

i大阪市立大学）
デン・ニューディール」の成功との対比によって、

一つの歴史的岐路を明らかにする。

イギリスの労働党、ドイツの社会民主党が恐
慌対策をめぐって坐寵したのち、政権の座につ

9 保守派の恐慌対策
いたのはイギリスでもドイツでも保守派であっ
ｽ。イギリ’スではなぜ保守派が成功し、ドイツ 同　上

では、保守派も坐折し、ファシズムに：いたった
のか比較しつつ考える。

　　　　　　　　◎hイツにおけるヒトラー内閣の成立（1933年1

10
ナチスの台頭と
@　　　　政権掌握

月）は巨大なファシズムの大衆運動の登場によっ

ﾄ可能となったものであったが、この大衆運動の

ｬ立の条件と、それを支えた思想ならびに政権
同　上

掌握時の諸事情を考察する。

第二次大戦は、ヴェルサイユ体制（第一次大戦の

11
ヴェルサイユ体制
ﾌ矛盾とその展開

戦後処理）にはらまれた諸矛盾が、世界恐慌によ

ﾁて爆発した結果であると考えられる。ここでは

ｱの戦後体制の出発点での諸矛盾とそれに対す
同　上

る諸国の対応をドイツ問題を中心にして考える。

1929年以降のソヴェトに：澄けるスターリンの独

スターリン独裁体 ・裁権掌握とその後の暗黒政治の展開の背景には

12 制の成立とその波 何があったのか、という問題を「一国社会主義」 同　上
紋 論と農業集団化を中心として「後進国革命」の

たどった道という観点から考察する。

1936年にスペインとフランスに相ついで
成立した人民戦線政府は、前者は内乱と社会革

13
二つの人民戦線政
{とその苦悩

命の狭間に立たされ、後者は経済政策の失敗と

Xペイン援助問題によって窮地に追いこまれる。
同　上

その苦悩の実相を明らかにし、第二次大戦との
関係を考える。

30年代のイタリアとドイツに澄けるファシ

14
二つのファシズム
ﾌ制一その虚像
ﾆ実像

ズム体制のらん熟した姿はいまようやく解明の
r上にある段階といってよい◎その実相を明ら
ｩにしつつ、そこにあらわれた諸問題の現代的
ﾓ義を考える。とくに軍拡と「破滅経済」に力

同　上

点を於く。

ヒトラー内閣成立後、ソヴィエトは外交政策を

15
ソヴ．イエト外交と

G和政策

転換し、国際連盟に加入し仏ソ相互援助条約を

�汲ｷる。しかし、イギリス、フランスの宥和
ｭ策の展開は結局、スターリンとヒトラーの提 同　上

携という逆転劇を通じて戦争への道を最終的に
開いてしまう。
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＝政　治　史　皿＝

〔主任講師：五百旗頭　真（神戸大学教授）〕

全体のねらい

　明治維新から現在に至る日本政治外交史を講述する。はじめに、近代日本が背負うことになった基

本的課題を総説し、ついで、時代区分しつつ歴史的展：開をたどる。国内政治の変動を縦軸とし・国際

環境の変化への対応を横：軸として、両者の関連の中で近現代史を見て行きたい。古い時代に劣らず・

新しい時期にも注意を払いたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

西洋文明の挑戦と
ﾎ応一近代日本の基本

@問題（D一

　西洋文明の挑戦に対する近代日本の対応の型
�}クロに考察する。学習すべき西洋社会の力

@　　　日本の独自性を守る方途、価値観と政の秘密、

�_の双方に輝ける欧化主義と「日本への回帰」

蜍`への分裂、および両者の時期的移行などを
ｩる。

五百旗頭　　真

i神戸大学教授）

近代日本が置かれた極東の島国という地理的
地理的・歴史的条件 条件の持つ政治的意味がどのように変化したか

2 一近代日本の基本
を検討する。また儒教的秩序観の支配する社会
ｩら、帝国主義時代の世界に船出した日本人の

同　上

問題（2）一 国際認識と自己認識の特徴は何であったかを検
漏する。

明治初期に診ける近代国家形成の特徴を講述

3
明治初期の「内治

D先主義」

する。新政府は、一一方で武力反乱を鎮圧し、他
福ﾅ征韓論のような対外的冒険策を斤けて、国
燗搓№�ﾅめつつ新国家の基盤確立を計る。大
v保利通を中心とする「内治優先主義」を検討

同　上

する。

明治22年目大日本帝国憲法を頂点とする明
治体制の概・要と問題点を講述する。明治立憲制

4 明治体制の成立
は自由民権運動などにより内圧化された国際的
ｪ流を反映しつつも、新政府内の諸要請を制度

同　上

化していた。その長期的制度としての問題点を
考察する。

日清・日露両戦争発動の理由とその帰結を検
日清・日露の時代 書する。明治後半期の日本が、帝国主義的時代

5 一「帝国」として 環境に対応する中で、予想をこえる戦勝をはず 同　上

の発展：一 みとして、アジアにおける「遅れて来た帝国」

に成長する過程を考察する。

近代日本史において政治の民主化は、ジグザ
「藩閥支配」から グの中でも長期的底流であった。明治後半の対

6 政党政治へ 外戦争を終えたあと、その潮流は明白となる。 同　上

一過度胆の日本一 大正政変の時期を中心に、新旧勢力が妥協しつ

つ新しい政治形態を模索する状況を講述する。

第一次世界大戦以後の時代は、通常、現代史

政党政治と国際協 と呼ばれている。それは、社会の民主化と国際

7 調
化、科学技術の発展などを主要な特徴としてい
驕B日本の政治がこのインパクトをどう受けと

同　上

一大正デモクラシー一 めたかを、原敬の政治外交指導を中心に検討す
る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
軍部の時代

@一1930年代一

　ほぼ、順調に発展していたかに見えた政党政

｡が、なぜもろくも崩壊したのか。陸軍はいか

ﾉして軍部支配を押し進めたか。満州事変によ
ﾁて解き放れた「軍事発展ドライブ」と、二・

�Z事件を頂点とする「：革新運動」を講ずる。

五百旗頭　　真

9 「帝国」の破局 同　上

10 対日占領政策

　米国政府は敵国日本をどのように処理しよう

ﾆしたか。処罰的破壊論と友好国としての再建

_が米国内で対立する中で、非軍事化と罠主化

ﾆを軸とする対日占領政策が形成される過程を

沒｢する。

同　上

11
「通商国家」とし

ﾄの国際復帰

　敗戦後の日本には、（1）民主化の徹底、（2）経済復興、（3）伝統的国家の回復、の三路線が競合し、それぞれの立場を代表する政権が現れた。その

?ﾅ吉田茂を中心とする（2）の路線が主流をなし、日本は「通商国家」として国際復帰するに至る。 同　上

12 「55年体制」と

ｭ治危機

　1955年に成立した戦後国内政治の基本的
¥成について概説する。「1巷体制」を支えた

ｭ治基盤、政治的分極化、およびその帰結とし

ﾄの「60年安保」を検討する。
同　上

13

「通商国…家」の発

W一1960年代一

　安保闘争のあと政権についた池田勇人は、政

｡問題の回避策と経済的積極策を採り「通商国

ﾆ」路線を定着させる。60年代の経済成長を

烽ｽらした国内的・国際的条件、訟よびその間

ﾉおける国内社会の変化を講述する。

同　上

14
「経済大国」の動

h一1970年代一

　政治・経済両面にわたる国際的激変が、70
N代初頭の日本を襲い、「経済大国」の脆弱性が

I呈される。国内でも多党化と保革伯仲状況が

i展する。このような流動化の中で、日本の政

｡と経済がどう対応したかを検討する。

同　上

15 まとめ一日本政治

O交の問題点一

　明治二三、100年をこえる歴史の中で、我々

ﾍ何を得、何を失ってきたか。現在、どのよう

ﾈ歴史的地点に立っているのか。歴史的遺産と

Vしい国際環境は、我々にどのような課題を負

墲ｹているか。

同　上

一324｛



＝政　策　科　学　＝・

〔主任講師　吉村　融（埼玉大学教授）〕

全体のねらい

　1960年代後半より急速に発達：してきた新しい学問分野である「政策：科学」ないしは「公共政策

研究」について、その発展の過程、背景、思考のフレームワーク、政策研究の動向などを概観し、経済

政策、医療政策、科学・技術政策等との関連性と貢献の諸様相について紹介し、政策科学研究に対す

る基礎的理解と今後の問題点を提起する。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ア）政策科学研究に対する時代の要請消極的

．1
政策科学研究の発

ﾋとその背景

行政から積極的問題解決型行政への転換、予見
I政策体系の確立。
@イ）政策科学研究20年の歩みと新しいパラ
_イム、社会科学研究における一連の現代化と

吉　村　　　’融

i埼玉大学教授）

方法論の革新。新しい研究組織と教育組織の発
達過程。

ア）政策形成過程の構造化と、わが国に澄け

2
政策形成過程の革

Vと政策科学

る問題点。

@イ）政策形成過程への科学的知識・知見の導
?ﾆその制度化。

同　上

ウ）法制定主義とその問題点。

ア）わが国における社会科学政策の立遅れ。

3
社会科学政策の課

イ）行政府内における革新へのステップ。

同　上

．政策過程とは、政策決定と政策実施とを含む

4
政策過程の政治社

?w

過程である。それについて、政治システムと環

ｫ、入力と出力、支持と要求、出力フィード・

oックなどの基礎的な概念を政治社会学の観点

綿　貫　譲　治

i上智大学教授）

から説明し、基本的な文献を紹介する。

予算編成と法冷制定の両方の場合について、

5
政策決定過程の諸

また、日本の場合に焦点を旧き、その主要アク

^ーについて解説する。議会、政党、執行部 同　上

アクター （内閣、首長）、名省と自治体行政をとりあげ、

それぞれの行動様式と機能について解説する。

主として政策実行の担い手としての行政につ

6
一行政における諸要

いて、その効果的機能に関連する諸要因をとり

繧ｰる。組織の効果的運営、情報の役割り、国 同　上
因 民あるいは住民のニーズについての政治社会学

理論の検討と問題点の指摘とを行う。

7

「経済政策」と政

�ﾈ学的アブ・一
`（1）一経済政策の目的一

　政府が経済政策を行なうのは、私的な経済活

ｮだけでは必らずしも社会的に望言しい結果が

烽ｽらせないからである。これを、資源配分、

鞄ｾ分配、経済安定化の各観点から整理する。

野口悠紀雄
i一橋大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

「経済政策」と政

�ﾈ学的アプロー
`（H）一経済政策の手段　の選択一

　経済政策の目的を達成するための手段には、

K制、補助金、税など、さまざまなものがある。

ｱれらの手段の選択にあたり、いかなる評価基
?�pいるべきかという、政策選択の基本理論を学ぶ。

野　口　悠紀雄

9

「経済政策」と政

�ﾈ学的アプロー
`（皿）一大きな政府が小　さな政府か一

　政府の果すべき機能についてはそれをできる

ｾけ積極的に広げようとする考えと、逆にでき

驍ｾけ限定化しようとする考えとが、従来から

ﾎ立していた。これについて、代表的見解を紹
薰ｵ、各国の事例をみる。

同　上

10

医療と政治科学（D一医療において計

@画とは何か一

　医療とは医学の社会適用であるといわれてい

驕B一種の社会システムとしての医療システム

ﾉは、いままで、対策はあっても計画はなしと

｢った傾向がみられた。ここではまず医療に訟

ｯる計画とは何かを論ずることとしよう。

藤正　　　厳
i東京大学助教授）

11

医療と政策科学（皿）ト

[医療と科学技術

@進歩一

　医療に科学技術の進歩が与えるインパクトは
蛯ｫい。どのような科学技術が医療にどのよう

ﾈインパクトを与え、さらに、どのように社会

ﾆ政策上に影響を及ぼしたかを述べ、科学技術

ﾆ人間生活のかかわりあいを考えよう。

同　上

12

医療と政策科学（皿）一科学技術政策の

@現状一

同　．上

13

政策科学と科学技
p政策（1）一科学技術政策の　現状一

　日本に磨ける科学技術政策がどのように行われているかについて概観する。過去20年間は、日本にとっては激動の時代であった。科学技術政策も大きな変遷を遂げた。そこで、科学技術政策の分野に於いて起きた主要な変化について

�烽ｷる。

児　玉　文　雄

i埼玉大学助教授）

14

政策科学と科学技
p政策①一技術革新に関す　る研究一

　科学技術政策を政策科学的に分析する場合の

賰bとなるのは、技術革新に関する研究である。

ｻこで、技術革新に関する最近の研究成果を紹
薰ｵ、ρ ｻれらが科学技術政策に対して何を意味

ｷるかを考えてみる。

同　上

15

政策科学と科学技
p政策（皿）一技術政策の今後　の方向一

　技術の面でも欧米諸国水準に追いついた日本

ﾉ診いて、技術政策も質的に変化しなければな

轤ﾈい。そこで、あらためて、政府が技術開発

ﾉ対して何ができるかを問い直すことにより、

｡後の技術政策のあり方を考えてみよう。

同　上
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　　　＝近代経済・思想＝

〔主任講師：西部　適（東京大学助教授）〕

全体のねらい

　近代ヨーロッパの経済思想史の流れの中から、広く社会科学一般に大きな影響を及ぼした代表的人

物を取上げ・それぞれの見解を（資本主義経済の運命）をどう把えたか、という観点から整理し、相

互に比較しながらそれぞれの特徴を明らかにする。具体的には、資本主義の比較史的独自性を強調し

た、ヴェーバ㌔資本蟻社会を文明社会として細したスミヒス◎産業輸以降の諸問題に直面した

社会改良家ミル。後進資本主義国の代弁者リスト・資本主義の終末と労働考階級の解放を展望したマ

ルク3。混合経済への道を拓いたケインズ。資本主義の将来に独特の見通しを一与えたシュンペーター。

最後に現代の諸問題への経済思想からの展望が取上げられる。

主な項目

（1）序

（2！（1）ヴェーバー1

（3）（1）ヴェーパー2

（4）（1）ヴエーバー3

（5）　（1）ヴェーバー4

（6）（2）スミス1

（7）（2）スミス2

（8）（2）スミス3

（9）（2＞スミス4

α①（3）ミ　ノL！1

但：D（3）ミ　ノレ2

α2）　（3）　ミ　　　ノレ3

（13）　（3）　ミ　　ノレ4

ω（4）リスト1

（15》　’（4）　リ　ス　ト　2

㈹　（5）マルクス1

⑬　（5）マルクス2

⑱　（5）マルクス3

⑲　（5）マルクス4

⑳　（5）マルクス5

⑳　（6）ケインズ1

㈱　（6）ケインズ2、

㈱　（6＞ケインズ3

⑳　（6）ケインズ4

鱒　（7）シュンペーター1

㈲’（7）シュンペーター2

㈲　（8）現代の諸問題1

㈲　（8）現代の諸問題2

㈲　（8）現代の諸問題3

㈹　（8）現代の諸問題4

一327一



　　　＝経済発展論＝

〔主任構師：嘉治元郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　世界諸国および諸地域の長期的経適発展について、理論的ならびに実証的な分析を行なう。

　主として市場経済の成立している経済における発展をとりあげる。

　具体的には、我々にとって身近かな日本経済の長期的な変化について明らかにし、その将来を展望
する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済発展economic　developmentという言葉

1 経済発展：とは何か
の意味を明うかにし、どのような尺度でそれを

ｪるべきかを論じる。
嘉　治　元　郎

（放送大学教授）

経済発展を幾・？かの段階として歴史的にみる

考え方について説明する。

2 発展段階説の概観
〃

現代の経済理論において、近・現代の経済発

展がどのように論じられているかを明らかにす
3 現代の経済発展論 る。

〃

経済発展をもたらす諸要因について概観し、

それぞれの役割について概略説明する。
4 経済発展の諸要因

〃

人口の変化が経済発展とどのように関わって

5
人口動態　と

o　　済　発　展

いるかという点について輪じる。

〃

各種の投資とその背後にある貯蓄とが、経済

発展とどのように関わっているかという点につ

6 投資と経済発展 いて論じる。
〃

技術革新innova　t　i　onとは何かを明らかにし、

技術革新　と それと経済発展とがどのように関わっているか
7 という点について論じる。

〃

経　済　発　展
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生産性という概念について明らかにする。そ

して生産性の上昇が経済発展において、どのよ

8 生産性の上昇 うな意味をもつかを説明する。 〃

一国の経済発展と、その国の対外経済関係と

9
経済発展　と

ﾎ外経済関係

が、どのように：関わっているかを説明する。

〃

市場経済の体制をとる国の経済発展に関する

経済発展　と 政府の役割について論じる。

10 〃

経　済　政　策

現代の国際社会における「発展途上国」の地

発展途上　国 位を論じ、それと先進国との関係、いわゆる南

11 北問題について説明する。 〃

一一@南北問題

現代の国際社会には、市場経済の体制をとる

現代世界の経済発 国々と、計画経済の体制をとる国々とが併存し

12 ているが、この両者の関係、いわゆる東西問題 〃

展　一　東西問題 について、経済発展の観点から論じる。

4

過去一世紀の間、とりわけ第二次大戦優の期

間における、我が国の経済発展について、理論

13 日本の経済発展 的に証明する。 〃

既に高度に発展した国々の直面している経済

問題について論じる。

14 先進国問　題 〃

世界経済の今後の発展について、超長期の展

望を試みる。

15 超長期の展望 〃
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＝　産　業　組　織　論　＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：植草　益（東京大学教授）〕

全体のねらい

　産業組織論では個別の産業が特定の時点でいかなる構造をもち、その下で各企業がいかなる行動を

とり、いかなる経済成果を実現しているかを分析するとともに、企業の行動や産業に対する公共政策

がその産業の構造を長期的にどのように変化させてゆくかを解明することをねらいとしている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
産業組織論の課題
ﾆ体系

　まず産業とはなに冷を説明し、そのなかで産業分i類の方法につい℃説明する。次に個別産業の分析の方法としての産業組織論の体系を説明し、さらに産業組織に重要な関連をもつ現代技術、産業：構造、企業組織澄よび産業に対する公共政策について概観する。

植　草　　　益

i東京大学教授）

2 産業構造の変化

　産業組織論の具体的内容に入るまえに、産業組織論と重要な関連をもつ産業構造の変化と最

ﾟの技術革新の動向について論じる。ここでは
ｨもに戦後日本の産業構造の変化（重化学工業
ｻ、サービス化および情報化）と最近の先端技
p開発の動向を論じる。

同　上

3 現代企業の組織

　現代企業は所有の形態、企業規模、生産形態、企業結合の形態などにより．多様な形態に分類できる。それらの企業形態の分類を示すとともに、日本の企業組織の特徴を澄もに産業組織との関連で考察する。

同　上

4
規模の経済性と範
ﾍの経済性

　現代の大企業はその主要製品について大量生
Yを実現するとともに、多品種にわたって垂直
I、多角的に隼産してい為。その実態を分析す

驍ﾆともに、その基礎としての規模の経済性と
ﾍ囲の経済性について論じる。

同　上

5 売　手　集　　中

　産業組織論の体系に入って．まず売手集中についてその測定方法を示し、主要産業に澄ける

ь闖W中の水準於よび時系列変化を説明する。
ｳらに売手集中の水準を決定する要因について
燒ｾする。

同　上

6 製　品　差　　別

　製品差別の概念、製品差別を形成する要因、主要産業に澄ける製品差別の程度を論じ、さらに製品差別を形成する重要な要因としての広告についてその意義と問題点を論じる。

同　上

7 参　入　障　壁

　参入障壁の概念、参入障壁の形成要因澄よび
Q入阻止行動について論じ、現在の技術革新の
i展過程で産業融合が進み、市場の国際化が進
Wするなかで、参入障壁が低下している実態に
Gれる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代企業の価格設
闌ｴ則

　現代の企業はいかなる価格設定原則を採用し

ﾄいるかを考えるため、価格設定原則に関する
秤ｼ説を検討する。診もにフル・コスト原則、
Q入阻止価格、目標価格設定等を検討して長期
?″ﾅ大化仮説を論じ、それと売上高最大化仮
烽ﾆの異同を考える。

植草　　　益

9 寡　　占　価　格

　現代の主要産業においては寡占が支配的市場
`態である。寡占における価格形成について．
Nールノ以来の理論をサーベイし、．現代に澄げ

驩ﾇ占の価格形成について論じる。また寡占に
fける生産効率の向上と価格変化の実態に触れ

驕B

同　上

10
カルテルとプライ
X・リーダーシッ
v

　寡占ばかりでなく原子的競争市場において各

驪ﾆが協調的行動をとると、独占と同じ価格形
ｬが可能となる。この協調形態の典型としての
Jルテルとプライス・リーダーシップについて
_じる。

同　上

11 資源配分効率

　特定産業におげる市場支配力や複数市場に論
ｯる多角的市場力が存在した場合には、資源配
ｪ効率が歪められる可能性をもつ。はたして現
繧ﾉ悪いて独占的市場支配力によって資源配分
��ｦが発生しているか否かを検討する。

同　上

12 技　　術　進　　歩

　技術進歩は経済発展の原動力である。産業に

ｨいていかに技術進歩が追求されているかを考
ｦるため、技術進歩の概念、技術進歩の測定方
@、技術進歩の基礎としての研究開発活動につ
｢て概観する。

同　上

13 独占禁止政策

　これまでみてきたように、経済の成長・安定・

i歩を実現するためには、市場機構にのみ全面
Iにゆだねて診くことはできない。市場の不完

S性による失敗が存在する。「市場の失敗」に
ﾎ処するための産業に対する公共政策の1つと
ｵて独占禁止政策を論じる。

同　上

14 直接規制政策

　産業に対する公共政策の第2の形態としての
ｩ然独占分野（訟もに公益事業）における政府
ﾌ規制政策について、澄もに価格規制のあり方
�_じる。特に総括原価方式、限界費用価格形
ｬ、二部料金、ラムゼー方式などについて論じ
驕B

同　上

15 産　業　政　策

　産業に対する公共政策の第3の形態としての
Y業政策は多様な政策を含むが、澄もに新産業
ﾌ保護育成と衰退産業の構造調整について論じ

驕B
同　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝中小企業論＝，

　　　　　　　　　　　〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　中小企業論の対象領域は、経済学、商業学、経営学などの研究分野に：またがって論り、名専門分野の

研究者の共同研究の対象とされることが多い学際的分野である。この科目は、1人の研究者の視点から、

この学際的領域を総合的に把握しようとする1つの試みであり、専門科目の水準を保持しつつ、入門者
にも分り易く、と願っている。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 中小企業論の課題

　中小企業論に対する視点には、経営的視点、政策的視点、研究的視点がある。中小企業論の

ﾛ題は、研究的視点から国民経済に脂ける中小

驪ﾆの全体像を客観的にとらえ、経営と政策の

ﾎ応に役立っ基礎的認識を与えることである◎

磯部　浩一
i放送大学教授）

2
中小企業問題の展
Jと政策の推移” 同　上

3
中小企業理論の形

ｬ

　中小企業問題の発生は、伝統的な経済理論に

ﾎする疑問をひき澄こす。何故、現実は理論ど
氓墲ﾉはならないのか。また、問題の分析と対策の立案のために、これまでの理論でよいのか、

ｱうして・中4企業をめぐる理論構築が進められる。

同　1＝

4 中小企業の定義

　中小企業とは何か、これが中小企業研究の出

ｭ点である。しかし、また、同じ問いが到達点に

_いても問われる。中小企業は試験管の中で観

@されるのではなく、動態的な国民経済の中で

¥造的な存在として追求されるのである。

同　上

5
中小企業の地位と
�

　日本の中ノ」製造業は事業所得では99．5％従業

ﾒ数では74．3％、出荷額：では52．1％、付加価値

ﾔ：では56．9弧（何れも昭和55年）と、きわめて大

ｫな比重を占砥消費財の生産、大企業の下請、輸

o、雇用の上で大きな役割を荷っている。

同　上

6
日本経済の構造的

ﾁ質と中小企業

　日本経済の特質を、製品市場、労働市場、金

Z市場、資本市場に診いて大企業と中小企業の

褐ﾝ関連の面において明らかにし、日本経済に

氓ｯる中小企業の役割分担と、その問題性とを

l察する。

同　上

7 流通機構と中小企業

　日本の流通機構を考察し、その問題点を明ら

ｩにしたうえで、中小工業の流通問題と、中小

､業（卸売業、小売業）の流通問題を明らかに

ｵて、その対応策としての組織化にもふれる。

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8 中小企業の存立条
盾ﾆ存立分野

　中小企業が大企業との競争に敗退してしまわ

ﾈいで、残存している条件は何か。また、ある

ｪ野では中小企業が成長しているが、その条件

ﾍ何か、大企業の中小企業分野への進出は、如

ｽに対応すべきか等の諸問題を検討する。

磯部浩一

9
中小企業の存立形
ﾔと下請。系列

　多くの中小企業が大企業の外注あるいは下請
驪ﾆとして存在している。中小企業の下請とし
ﾄの存在形態は、どのような性質のものか。独
ｧ形態の場合とどこが違うのか◎下請制の問題
_は何か◎その国際競争力に曝ける役割は何か
ﾈど。

同　上

10 中小企業の経営者

　中小企業の経営者は、創業者と継承者に区分

ｳれる。創業者は他企業の営業あるいは製造の
d事に従事した経験をもち、独立開業したもの
ﾅあり、二代目等の継承者と、その意識行動に
ﾍ差がみられるが、所有経営者という点では同
ｶである。

同　上

11 中小企業の経営（1）

　中ノj》企業経営の特質を、企業規模の中小性に

ﾂいて、経営管理、財務管理、マーケティング

ﾈどの諸側面に急いて考察する。とくに大規模

o営の利益、最適論意の利益などが主要な対象
ﾆ：なる。

同　1＝

12 中小企業の経営（2）

　中小企業経営の特質を業種的側面から考察す

驍p伝統的な地場産業に澄ける経営と、近代的

H業型の業種の経営との比較考察、さらに、ベ

塔`ャービジネスについてもふれる。

同　上

13
環境変化と
@　　　　中小企業

　中小企業をめぐる経済的環境変化として、日
{経済および国際経済Q構造的変動があり、社
?I環境変化どして公害問題、都市化、さらに
ﾍ経済社会全体としての成熟化、高齢化、国際
ｻ等の諸車国と中小企業との関連、対応につい
ﾄ考察する。

同　上

14 中小企業の組織化

　本質的には競争相手である中小企業の同業者
ｪ、何故、組合を作るのか、大企業と部晶企業
ﾆの系列化は、何故中小企業の組織化には含
ﾜれないのか。中小企業者の組織化の本質は何

ｩなどといって考察が行なわれる。

同　上

@　メ

15 中小企業政策

　明治以来の産業政策の中心に澄ける中小企業
ｭ策の推移、とくに、第二次世界大戦後の政策

`成過程を、独禁法や中小企業基本法左どにつ

｢て考察し、現段階に齢ける問題点を明らかに
ｵ、21世紀の中小企業ビジョンをもとりあげ
驕B

同　上
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＝日　本　経　済　史・＝

　　　　一　近　代　一

　　　　　　　　　〔主任講師：三和良一（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本の資本制社会は、前近代社会とくらべてどのような特質を持つかを考え、つぎに、近代の

日本経済の発展過程を追う。そのなかで、（1）再生産の構造はどのように段階的な変化をとげたか、

（2）構造変化と成長をもたらした要因はなにか、（3）日本経済の構造と成長力は他の諸国と比較してどの

ような特質を持つかを考えよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代日本の経済史を学ぶための準備作業と

1 資本制社会論
して、資本制社会の歴史的特質をまず明らかに

ｵょう。ここでは、近代社会がそれ以前の社会

ﾆくらべると、経済成長率が極めて高いのはな

ｺであろうかという問題を中心に考えてみよう。

三　和　良　一

i青山学院大学
@　　　教　授）

封建社会としての幕藩体制は、開港以前の時

期にすでに商品経済の発達とともに変質しつつ

2 幕末の経済と開港 あった。世界資本主義との接触によって、資本 同　上

制社会への移行の前提条件が急速に熟していっ
た。干J港の経済史的意義を検討しよう。

明治維新は、どのような点で、近代資本古社

会の誕生を促したと評価できるのか。土地所有 三　和　良　一

3 明　治　維　新 制度の変化、「営業の自由」の保証の2点を中 石　井　寛治
心に、地租改正・点鼻処分・その他の諸改革の （東京大学教授）

内容を検討することにしよう。

澄くれて近代化を開始した日本の場合、資本

4
殖産興業と松方財尺

ｭ

制経済を発達させる上で政府の果すべき役割は
蛯ｫかった。資金・労働力・技術・企業者など
K要な要素が社会的に形成される際に、殖産興
ﾆ政策と松方財政は、いかなる効果を持ったで

同　上

あろう。

産業革命によって、資本制社会は本格的な再

5
近代産業の発達く1）

黶@軽工業　一

生産の仕組を確立させた。後進国日本の：産業革

ｽは、どのように展開したであろう。衣料品生

Y部門の中心である綿工業と外貨獲得のための

三　和　良　一一

a@村直　助
i東京大学助教授）

輸出産業の中心である製糸業をまず検討しよう。

資本制的再生産には、生産財の供給確保が不

6
近代産業の発達②

黶@重工業　一

可欠である。日本は、ひとまず、生糸輸出が生
Y財輸入を可能にするというかたちで出発した
ｪ、軍事的要請から重工業の育成も重大課題で
?ﾁた。重工業・鉱業・運輸業などの発達を検

同　上

出しよう。

日清・日露の戦争は、それぞれ日本経済に大

7
日清・日露戦争と

坙{経済

きな：影響を与えた。金本位制を採用し、植民地

�ﾌ有して資本主義列強の一翼に列するにいた

ﾁた日本が、明治末期にどのような再生産構造

三　和　良　一

?@村政　則
i一橋大学教授）

を持ったか、地主制・財閥も含めて分析しよう。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1次世界大戦は、日本経済を新しい局面に
みちびいた。先進諸国のアジアにたいする経済

8
第1次世界大戦と

坙{経済

的圧力が弱まった時期に、日本は、輸出軽工業
ﾆ同時に、重化学工業を拡大するチャンスをつ
ｩんだ。大戦ブームはなにをもたらしたであろ
､。

三　和　良　一

1920年代は危機iの時代であった。企業は低

い利潤率に悩み、日本経済は国際収支の激しい

9 1920　年　代 不均衡に於ちいり、労働争議・小作争議が多発 同　上

して社会体制を揺り動かした。危機をもたらし

た原因はどこにあったのであろうか。

危機への対応策として金解禁と緊縮政策を柱
ﾆする井上財政が登場した。日本経済のスバル 三　和　良　一

10 昭　和　　恐　慌
タ式ハードトレーニングが開始された時、世界
o済は大恐慌の時代に突入した。井上財政の経
ﾏ史上の位置を確定しながら、昭和恐慌を分析

武　田　晴人
i東京大学助教授）

しよう。

井上財政のあとをうけた高橋財政の課題はふ

たつあった。日本経済を昭和恐慌から脱出させ

11 高　橋　　財　政 ることと満州事変いらいの軍事費膨張にいかに 同　上

対応するかである。「現代資本主義」の時代を

ひらきながら苦闘する高橋財政の姿を見よう。

日中戦争から太平洋戦争へとつづく戦争の時

代に、戦時動員を極端にまで進めた日本経済は、 三　和　良　一・

12 戦　時　経　済 ついに再生産を維持できない状況に撃ちいった。 原　　　　　朗
戦時経済の崩壊過程を追いながら、戦時統制が （東京大学教授）

産業構造・金融構造に与えた影響を検討しよう。

日本を占領した連合国の基本政策は、日本の

非軍事化であった。非軍事化政策の一環として、

13 戦後経済改：革 経済面でも、財閥解体・農地改革・労働改革を 同　上

柱とする「戦後改革」が進められた。「戦後改

革」は、日本経済をどのように変容させたであろう。

戦争経済の負と正の遺産を継いで日本経済は
復興の途についた。占領政策の転換や朝鮮戦争

14 ’経　　済　　復　興
の特需を手がかりとしながら日本経済は、戦前
ﾆは異なった再生産の構造を備えて再建された。

同　上

復興のなかで高度成長の芽が育つのに注目しよ
､。

1950年代中頃から、日本経済は、日本近
代史の上でも、国際比較の点でも、比類のない 三　和　良　一一

15 高度経済成長
高度成長をとけた。IMF体制の安定・技術革
V・資源の安定供給を前提にした高度成長の時
繧�ｪ析し、つぎに新しく発生した諸問題を展
]しよう。

橋本寿朗
i電気通信大学
@　　　教授）
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＝　欧　米　経　済　史　＝

　　　　　　　　　〔主任講師：関口尚志（東京大学教授）　　　　　梅津順一（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　比較史的な観点から、中世末以降の欧米諸国における資本主義経済の成立と展開の特徴を明らかに

するなかで、1・近代資本主i義の独自性、2．社会制度と経済発展、3．国民経済と世界経済、4．宗教意識

と経済行為、5産業革命の諸類型、6。資本主義の構造、といった諸問題を取り上げる。

回 テ・　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

欧米諸国と日本との歴史的接触をたどりつつ．
近代資本主義の世界史的意味を考え、資本主義

1 序　　　　　　説
の出発点となった中樟ヨーロッパ経済の特徴を、徳川時代の日本経済と比較しつつ考える。

梅　津　順　一

i放送大学助教授）

大航海時代を背景とする、ヨーロッパ経済の
世界的進出と、東インド貿易と新大陸貿易の実

2
商業革命とヨーロ
bパ経済

態、ヨーロッパ的世界経済の変貌と南欧諸国の
ｷ衰を考える。 同　上

16世紀末に於けるオランダとイギリスの世
界経済への進出とその背景．両国の国民経済の

3
北西ヨーロッパ諸
曹ﾌ台頭

構造的特徴を考える。
同　上

近代資本主義の発展に於ける農村工業の役割

近代ヨーロッパに に注目し、その展開の姿をたどりつつ、旧来の

4 縮ける農村工業と 都市工業との抗争を考える。
同　上

都市工業

イギリスとフランスの比較を通して、近代国

近代ヨーロッパに 家の経済政策の内容と、経済発展に対する影響

5 貫ける国民国家と を考える。
同　上

経済政策

イギリス市民革：命の経済史的意味を考えると

6 市民革命と資本主
`の精神

ともに、近代資本主義の発展の担い手となった
ﾐ会層と宗教意識の問題を考える。

同　上

南北アメリカ植民地の経済的展開の特徴を、

7
アメリカ植民地の
o済的展開

本国経済との関わり、入植者の階層、植民地の
o済構造などを比較しつつ考える。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

イギリス産業革命が、市民革命、保護主義、

中産的生産者層の広範な形成を背景とした、イ

8
イギリス産業革命
ﾌ世界史的意義

ギリス独自の個性的な産業変革であるとともに、
ｻの後の世界史の展開に、さまざまな意味で、

関　口　尚　志

i東京大学教授）

決定的な影響を与えるものであったことを考え
る。

イギリス産業革命の影響下に展開する後進諸

9
産業化の波及と後
i資本主義の経済
¥造

国の産業化を、アメリカ型（仏・米）とプロシ
A型（独・露・日）について検：討し、後者のば

?｢、社会の近代化が不徹底ななかで産業化と
o済成長がみられるなど、先進国にない独自な

同　上

構造と問題をともなうことを考える。

「世界の工場」イギリスを頂点に、欧米諸国

や非西洋諸地域を周辺に配して構成された19

10
19世紀の世界資
{主義

世紀の国際分業システムを検討し、自由貿易が
o済強国に有利な体制であったことや、経済摩

同　上

擦が政治的・文化的摩擦でもあったことを具体
的に考える。

19世紀末「大不況」の実態と原因を検討し、
長期にわたる価格の低迷と投資の沈滞のなかで、

11
「大不況」と資本

蜍`の構造変化
自由貿易体制が崩壊し、関税障壁と、これに保
?ｳれた生産の集積、集中を土台に、独占と帝

同　上

国主義の時代が到来した経緯を考える。

大不況からの脱出と20世紀初頭にかけての
イギリスの産業的 新興産業の拾頭の過程で、イギリス産業の相対

12
停滞とアメリカ型
蝸ﾊ生産体制の展

的停滞と、ドイツ診よびアメリカ産業の躍進が
?ｵい。「イギリス病」の歴史的根源と、アメ

同　上

開 リカ型大量生産体制の歴史的基盤を、両国の社
会構造を対比しつつ考える。

帝政ドイツの高度な技術的・経済的発展を、
他面におけるドイツ社会の伝統的・コンカー的

13
帝政ドイツ・旧ロ
Vアの経済と社会

構成、およびこれを基盤とする「政治寄生的資
{主義」の優位との関連で検討し、さらに、ド

同　上

イツとの対比に澄いて、ツァーリ制ロシアの社
会とその工業化の特質を考える。

ファシズム、とくにナチズムの社会的基盤を、

14

ファシズムと世界一大戦期の欧米資本

蜍`

ドイツ革命・ウィマール民主主義、そのもとで
ﾌインフ’レ・高度成長・大恐慌という経済変動

ﾆの関連でとらえ、また、両大戦前後の各国資
{主義の動向を、「国家と経済」を焦点に考え

同　上

る。

講義をふりかえり、欧米における近代「市民
社会」形成史がいかに「現代資本主義」の構造

15
近代化と現代資本

蜍`
と問題を深ぐ規定しているかを考え、また、欧

ﾄ「近代化」の歴史的経験に照らして、現代資
同　上

本主義の世界システムに組み込まれたr低開発」
諸国が直面する根本問題を考える。
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二子　政 と　金　融＝

〔主任講師　貝塚啓明（東京大学教授）〕

全体のねらい

　通常のカリキュラムでは財政と金融とに分けて講義が行われるのに対して、ここではできる限り統

一した形で内容を盛り込む。理論的な分析の応用という点で一貫性を保つが、なるべく具体的な問題

にも話題が及ぶよう配慮する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
財政　と　金融一問題の例示一・

　経済は、生活を営んでいるわれわれのすべてを

?ﾝ込んでいて、日常的であるため、かえってそ

ﾌ全体像や問題の所在がはっきりしない。まず、

bの糸口として、財政と金融によって大きな問題

ｪ生じた事例を示して澄く。

貝　塚啓　明
i東京大学教授）

2 民間部門と公共部門

　私企業体制を中心とする資本主義経済において
焉A政府は必要不可欠な役割をもっている。公共
薄蛯ﾍ長期的に拡大化傾向を示し、多様な活動を
sっている。ここでは公共部門の拡大を統計から
ﾕづけ、公共部門の行動原理を民間部門との対比
ﾅ説明する。

同　　　上

3 財政金融と経済政策

　公共部門の運営は政府が行っているのであるか

轣A政府が政策目標を追いかけているすれば、当

R経済政策としての側面をもつ。一般的な交換手

iである貨常は中央銀行によってコントロールさ

黷ﾄいるから、当然経済政策の重要な手段となる。

同　　　上

4
日本の財政システム

[一 O　　算一

　公共部門の運営は、予算制度を通じてなされる
¥算は、通常1年春単位としており、その年度の
x出計画（才出の上限）と収入（才入）の見積り
�ｦしたもので、議会（国会）の議決を経て成立
ｷる。ここでは中央政府について予算の概要を説
ｾする。

同　　　上

5
日本の財政システム

[租税と公債・一

　予算の手入面は、租税収入と公債収入に分かれ

驕Bここでは、租税収入の構成と主たる税目の概

ｪ、澄よび公債制度の概略を説明する。 同　　　上

6
日本の財政システム

[地方財政一

　これまでの説明は、単一の政府を前　にして議

_してきたが、現実の公共部門には、複数のレベ

汲ﾌ政府が存在する。日本では、国、都道府県、

s町村の三つの政府のレベルがあり、その相互関

Wは複雑である。

同　　　上

7 公共支出の役割

　政府活動が必要不可欠になるのは、民間部門に旧いて市場の失敗が生ずるからである。特に社会のすべての構成員にとって共通に消費される財、サービス（公共財）が存在し、民間部門がこれを

沂汲ｵえないことが最小限政府活動の存在理由と
ﾈる。

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現実の公共支出は、多様な内容をもっている。
すなわち、防衛、警察、司法、一般行政などの純

8 多様な公共支出
粋な公共財、一般道路（街路）、河川改修などの
?�､財、さらには、高速道路、鉄＝道などの私的

貝　塚　啓　明

財に公共支出が支出され、また所得再分配のため
の移転支出がある◎

公共部門は、資源配分上必要な活動を行うとと

9
公共支出と所得再

ｪ配

もに、所得再分配上も重要な役割をもっている。

ｷなわち、その経済社会において必要最低限の生

???�ｭ府が保障し、そのために社会保障のシ

同　　　上

ステムが機能している◎

公共部門の財源調達のうちで大きな比重を占め

る租税をどのような形で課税するかは重要な問題

10 租　　税　　体　系
である。どのような経済指：標を基準に：して課税す

驍ﾌが公平で中立的な課税方式であるのか。所得、
同　　　上

消費、資産などが課税ベースとしてもつ長所・短
所を説明する。

現在、ラテン系諸国を除いて先進諸国の租税の

中核をなすのが（個人）所得税である。簡単に所

11 所　　　得　　　税 得税の仕組みと現行所得税がかかえる問題点を説 同　　　上

明する。

日本の国税収入においてかなり大きな比重を占

める法人税は、法人利潤（法人所得）を課税対象

12 法　　　人　　　税 C標準）とする。ここでは法人税の仕組みとその 同　　　上

経済効果を説明する。

転嫁することを前提として課税されるのが間接

税である。現在の日本の税制では、特定の個別品

13 間　　　接　　　税 目にのみ課税される個別消費税が主たる間接税で 同　　　上

ある。ヨーロッパ諸国では、消費一般に広く課税

される付加価値税が重要な税収入となっている。

日本の財政は、現在大幅な赤字を示し、これを

14
一公債発行をめぐる

竭闢_

公債発行によって調達している。公債発行は、経

ﾏを安定化させる役割をもつとはいえ、インフレー

Vョンの危険性、民間資金の圧迫、財政規律の低

同　　　上

下をまねくという悪影響が生じうる。

交換経済に即ける貨幣と金融の機能を説明し、

資金余剰部門から資金不足部門へ資金がどうよう
岩田規久男

15 金融市場と金融取引 に流れてゆくかを明らかにする。この流れを仲介

ｷるのが銀行をはじめとする金融仲介機関である。
（上智大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

日本の金融システ」〈1）一直線金融と

@　　　間接金融一

　日本の金融市場に倒ける非金属部門を（1）公共部

蛛i2）法人部門（3）個人部門（4）海外部門に分けて、こ

黷轤ﾌ部門間を資金がどのように流れているかを

燒ｾし、その過程での各種の金融機関の役割や企

ﾆの資金調達の方法を具体的に説明する。

岩　田　規久男

17

日本の金融システ∠〈2）一一短期金融市場

@　と資本市場一

　一・時的な貨幣の過不足を調整する場である、短

匤燉Z市場と実物資産：の蓄積のための資金を調達

ｷることを目的とする、資本市場について、それ
ｼれの現状を説明する。

同　　　上

18

貨幣の供給（1）一ハイ・パワード

@マネーの供給一・

　中央銀行の債務である現金通貨と民間金融部門

ｪ保有する中央銀行への預け金はハイ・パワード

}ネーと呼ばれ、一国の貨幣量を決定する重要な

ﾏ数である。このハイ・パワードマネーがどのよ

､にして供給されるかを説明する。

同　　　上

19

貨幣の供給（2）一預金通貨と

@　　信用創造一

　一般的な交換手段である貨幣は現金通貨と預金
ﾊ貨とから成る。ここでは、預金通貨が銀行によ
ﾁてどのように供給されるかを説明する。さらに、
a金通貨が人々によって広く交換手段として用ら
黷驍ｽめの条件を、金融自由化との関連で考える

同　　　上

20
貨幣需要と
@　利子率の決定

　利子率は貨幣の供給と需要とによって決定され

驕Bここでは、貨幣の需要はどのような要因に依

ｶするかを説明した後に、流動性選好理論による

?q率の決定メカニズムを明らかにする。

同　　　上

21
マクロ経済と
@　　　金融財政（1）一IS⑱LM分析一

　IS・LM曲線を説明した後に、中央銀行によ
驩ﾝ幣供給量の調節が、国民所得に対してどのよ

､な：影響を及ぼすかを明らかにする。 同　　　上

22

マクロ経済と
@　　金融財政（2）一インフレーションと

@　　　　失　四一

　現代の経済は、インフレーションと失業の併存と

｢うスタダフレーションの問題をかかえている。

Xタダフレーションに対して金融政策は果して有
�ｩどうかを検討する。

同　　　上

23
マグロ経済と
@　　金融財政（3）一国債と民間投資一

　政府支出が国債の発行によって資金調達される

ﾆ、民間の投資支出が締め出される、という国債

ﾌ民間投資締め出し効果が、国債が大量に発行さ

黷ﾄいる今日、大きな問題になっている。この効

ﾊが、どのようにして生ずるかを明らかにする。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
日本の銀行行動（1）一個別銀行の行動一

　日本の金融政策は従来、銀行の行動に影響を及

ﾚすことを通じて行われてきた。そこで、銀行の

s動を簡単なモデルを用いて説明する。 岩　田　規久男

25

日本の銀行行動（2）　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　、一一インタづツク飾マ：不一④

@マーケットの役割一

　銀行間の資金の貸借市場であるインターバンク・

}ネー・マーケットは、金融政策の波及経路を知

驍､えで重要である。そこで、ここでは第24回転

竝s行動の理論を用いて、日本のインターバンク・

}ネー・マーケットの；機能を説明する。

同　　　．上

26 金　　融　政　策

　銀行行動の理論を用いて、日本の金融政策の波

yメカニズムを明らかにする。また、今後、金融

ｩ由化が進むにつれて重要性を増すと思われる公

J市場操作についても説明する。

同　　　上

27

日本経済と財政金融一経済発展と

@　　財政金融・一

　これまでの講義を基礎に　現実の日本経済に即
ｵて財政金融の役割を冠する。ここでは、明治以
~の急速な日本の経済発展に澄いて、政府が財政
ﾊを通じて積極的にとった成長政策と間接金融優

ﾊの金融システムが経済発展：に果した役割を検討

ｷる。

貝　塚　啓　明

28

日本経済と財政金融一インフレーションと

@　　　財政金融一

　財政金融政策の如何は、インフレーションの原

�ﾆなりうる。第二次世界大戦直後のハイパー・

Cンフレーション、最近の第一次石油危機直後の

Cンフレーションは、財政金融政策をひきがねと

ｵている。

同　　　上

29

日本経済と財政金融一金融の自由化・

@　　　　国際化一

　昭和50年度以降、国債の大量発行をきっかげに

燉Zシステムに：大きな変化が生じている。この変

ｻは、金融の自由化・国際化といわれることが多

｢が、ここでは自由化・国際化のもつ意義と今後

ﾌ展望を示す。

同　　　上

30

日本経済と財政金融一一一財政再建と

@　　　行政改：革一一

　昭和50年代に入って日本の財政は大幅な財政赤

嘯�ｦし、財政再建が唱えられてきた。他方、行
ｭ改革が異る発想の下で進められている。ここで
ﾍ、財政再建と行政改革に更ける考え方の差異を
燒ｾし、公共部門の役害に即して、二つの政策の
ｫ来展望を示す。

同　　　上
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＝社会学の理論1＝・

〔主任講師　塩原　勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　社会学は間口の広い、性格のつかみにくい学問である。げんに社会学の内部には様ざまな立場があ

る。しかし、社会学が全体として受入れ共有してきた・基本的な考え方と理論がある。そのような考え

方と理論の特色を明らかにしたい。いわば社会学原論である。な澄後編∬では、現代社会学の内部の

様ざまな立場について論ずる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 社会学の基本概念

　ある学問の特色は、そこで活用される基本的

ﾈ概念によく表われる。ミクロな社会現象をみ
驍ｽφの概念から、マクロ：なそれのための概念

ﾜで、社会学の基本概念を紹介する。

塩原　　　勉
i大阪大学教授）

2 社会的行　為

　1人の人間が他の人間とのかかわりで行なう
ﾐ会的行為は、一切の社会現象の基本単位であ

閨A社会学の基本概念である。社会的行為の仕

gみ、構成要素、タイプ、行為者などに言及す

驕B

同　上

3 社会規範と逸脱

　社会的行為が実際に規則正しく行われるのは、

?ﾑとが社会規範に：したがうからである。しか

ｵ、他方では、規範の欠如や逸脱の発生も日常

ヴﾑ事である。社会規範の種類、アノミー、逸

E行動などに注目したい。

同　上

4 社会的相互作用

　2人以上、複数の人びとの間の相互行為は、

ﾐ会的相互作用と呼ばれる。それはシンボリッ

Nな性格をもっている。象徴的相互作用と役割
閧ﾉついて考察する。

同　上

5 社会的交　換

　社会的相互作用を具体的にみると、まず交換による結合が重要である。日常生活は無数：の社

?I交換の織りものである。社会的交換の諸相

�ｾらかにし、交換から他のタイプの相互作用

ｪ派生する場合のメカニズムにも論及しよう。

同　上

6 闘争　と　支　配

　社会生活は親和と結合のみではなく、対立と

ｪ離を含んでいる。まず闘争が社会生活に及ぼ

ｷ影響を説明し、ついで支配服従という相互作

pをとりあげ、正当支配と呼ばれるものが、ど

ﾌように成立するかを分析する。

同　上

7 意思決定と準拠集団

　人間は不十分で不確実な情報の下で意思決定

�ｵている。その場合、ある範囲の他者たちと

ｩ分ないし自分たちを比較することによって判

fを下す。このような他者たちを、自分の準拠

W団という。準拠集団の理論を論じたい。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8 社’会　集　団

　社会生活は様ざまな集団によって構成され運

cされている。社会集団は社会学のもっとも戦

ｪ的な概念である。社会集団とは何か、どのよ

､な集団類型が考案されてきたかを紹介する傷

塩　原　　　勉

9 組織の動　態

　集団の内部には、共同目標の達成のために諸

?ｮを調整する組織がある。今甲では、大きい

g織は官僚制と呼ばれる仕組みを持っているが、

ｻ実には変形したり、目標さえも変化させたり、

｡雑な動きを示す○その動態をみよう◎

同　上

10 組織　と環　境

　組織がダイナミックに動くということは、組

Dと環境との間に相互作用があるからである・

g織の構造と環境条件との間に、どのような適

㈱ﾖ係がつくられる傾向があるかを調べてみよ

､。

同　上．

11 社　会　構，造

　社会全体の構造をどのように把握するかは、

錘挙I社会学の大切なテーマである。複i雑な構

｢をみるにはへ社会をいくつかの部分に分割し

ｽり、構造を組立てる構成要素を分析するとい

､工夫が必要になる。社会以テム論を役立てよう。

同　上

12 階級　と　階　層

　全体社会は社会的資源の配分と人員の配置を

ﾟぐって構造化されている。配分と配置の構造

ﾍ不平等と格づけによって特徴づけられて澄り、
ﾎ立をはらんでいる。不平等構造の問題を中心

ﾉ取り上げる。

同　上

13 社　会　変　動

　社会構造の変動は、社会変動と呼ばれる。社

?ｪどこからどこへ変わってゆくかということ

ﾍ痛切な関心事であるから、社会学では多くの

ﾐ会変動論が提唱されてきた。主要な変動論を、

ｻの社会的背景との関連で整理し紹介しよう。

同　上

14 ，運動　と　計　画

　社会変動は自動的にすすむわけでない。なん
轤ｩの意図をもつ諸主体の作用をうける。社会

wには集合行動という独特の運動概念があるが、

ｱの問題も含めて、社会変動の中の集団的な変

ｮ主体を論ずる。

同　上

15 社会学の性格

以上の議論をふまえて、社会学とは結局どの

謔､な性格の学問なのか、を総括的に考えてみ

謔､。あわせて社会学の方法についても触れよ

､。要するに、社会学論である。
同上
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＝社会学の理論皿＝

〔主任講師：塩原　勉（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　前編『社会学の理論1』では、社会学原論をとりあげた。本編Hでは、社会学の主要な学説を紹介

することにしたい。社会学の過去と現在という形をとり、前半で社会学の歩みをふりかえり、後半で

今日の社会学の諸ラダイムを整理して、社会学のさまざまな考え方を全体として概観してみよう。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
プロローグ：社会

wの歴史

　パラダイムの革命といった科学史の立場や、

ﾈ学そのものを社会学的に分析しようとする科

w社会学の立場から、社会学の歴史を眺めてみ

驍ﾆ、なにがみえてくるだろうか。

塩原　　　勉

i大阪大学教授）

2 産業化への対応

　社会学は市民革命と産業革命という激動の時

繧ﾉ誕生した。創成期の社会学を代表し、しか

熨ﾎ立しあう考え方をもったサン＝シモンとコ

塔gをとりあげてみよう。

田　中　清　助

i大阪大学教授）

3 社会の弁証法

　産業革命の渦中からもうひとつの巨大な思想

ｪ形成された。それはコントのソシオロジーに

ﾎ抗するマルクスの社会理論である。マルクス

ﾌ社会認識について考えてみる。
同　上

4 連帯とアノミー

　社会学の第2世代の代表者のひとりはデュル

Pムである。彼によって社会学はどのように性

iづけられ、そして市民社会はどのように診断

ｳれたのか、を考えてみる。

大　村　英　昭

i大阪大学助教授）

5 エートスと合理化

　世界史の合理化をベースにして、経済・政治・

@教・その他、ほとんどすべての生活分野に言

yした壮大な社会学をつくったのは、ヴェーバ

[であった。彼の社会理論を紹介する。

厚東洋　輔
i大阪大学助教授）

6
相互作用と流動社

　いちはやく流動社会の将来を見抜いていたの

ﾍ、都会人ジンメルではなかったか。そして彼

ﾌ社会学は米国のシカゴ学派に影響を及ぼした。

Wンメルとシカゴ派について検討してみよう。
塩　原　　　勉

7 知識とイデォ・ギー

　人間が構築した概念やイデオロギーを研究す

骼ﾐ会学は、ひろい意味で知識社会学と呼ばれ

驕Eこの分野を代表するセエーラーとマンハイ

?�ﾆりあげる。

徳　永　　　悔

i大阪大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1930年代に一一i群の社会学者がフランクフ
ルト大学・社会研究所によって活動を始めた。

8 進歩の弁証法 ナチスに追われ亡命し抵抗し、戦後も多くの仕 徳　永　　　’向

事をなし遂げた。フランクフルト学派の批判理

論を紹介する。

1950年代に最大の影響力をもった社会学
者はパーソンズだった。彼は行為理論から出発し

9 機能主義的世界 て、機能主義と社会システム論を合体させた。 厚東　洋輔
パーソンズの社会学について検討しよう。

日常のミクロの相互作用や生活世界への関心

が1960年代後半から強くなった。その中心 井上　　　俊
10 生活世界とドラマ には象徴的相互作用論とリアリティ構成の社会

wがある。これらに特徴的な考え方をみてみよ
（大阪大学教授）

う。

今日のフランス社会学を代表するクロジエの

組織論とトゥーレーヌの運動論をとおして、現 杉　山　光　信
11 組織　と　運　動 代フランスの社会学的思考の重要：な諸側面を照

ﾋしてみよう。
（東京大学助教授）

今日の社会学はマクロな社会現象にも関心を

もっている。イギリスの社会学者ギデンズの階
宮　本　孝二

12 構造化とパワー 級構造論やパワー論をとりあげ、あわせて現代

Cギリス社会学の動向をみてみよう。
（大阪大学助手）

斜陽のパーソンズ流システム論に対してパラ

13
世界の複雑性とシ

Xテム

ダイム転換をはかり、システム論を再生しよう

ﾆしているのはルーマンでφる。彼の社会認識

ﾆシステム観を点検する。

山　口　節郎

i大阪大学助教授）

ルーマンの好敵手であり、フランクフルト学

14
コミュニケーショ

桃s為と合理性

派第2世代の旗手はババーマスである。真に人

ﾔを結合させるコミュニケーション行為の復権

�ﾟざす彼の批判理論を考える。
同　上

ポスト産業社会への移行期にある今日、社会

15
エピローグ：現代

ﾐ会学の課題

学はどのようにして課題をみさだめ、自己革新

�ﾍかることができるだろうか。
塩原　　　勉
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＝社会構造と社会変動＝
　　　　一一近代化の理論一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：富永健一（東京大学教授）〕
全体のねらい・

　マクロ社会学理論の視点から、産業化と近代化の解明に一貫した理論的説明を与えることがこの講

義の目的である。産業化と近代化は西洋17世紀にはじまって世界をすっかり変えてしまった社会変

動である。この社会変動の性質を、構造一機能分析の視点（社会変動とは社会構造の変動であるか
ら）に立ちつつ詳細に分析してみたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業化と近代化というこの講義の中心概念
1　序論 （近代化の概念を広げて両者を一つにまとめる

1 産業化と近代化：
竭閧ﾌ出発点

こともできる）に定義を与え、これが起る前と
繧ﾆで社会の構造が根底的に変わってしまつ：た
軏{的事実をまず明らかにする。

富　永　健一一

i東京大学教授）

日本は今日、先進国の仲間入りを果たしたけ

2
産業化・近代化へ
ﾌ「先発」と「後
ｭ」　：日本の位置

れども、もとをただせば産業化・近代化は西洋
lが始め：たもので、日本は文化伝播によってこ

黷�A入した「後発」国である。このことの意
｡について考える。

同　上

以上2回を序論として、これから理論的考察
H　社会構造5の に入る。産業化と近代化は社会変動の一つの形

3 　アプローチ

ﾐ会＝構造とは何か

態である。そして社会変動とは社会構造の変動

ﾅある。そこでまず社会構造とは何かという設
竄ｩらはじめ、これに答えることから理論のい

同　上

とぐちが始まる。

社会のミクロ理論とは行為理論であり、その

4
社会のミクロ理論・

ﾎ・マクロ理論

主導概念は「個人の欲求充足」である。社会の

}クロ理論とはシステム理論であり、その主導
T念は「システムの機能要件充足」である。社

同　上

会変動論はマクロ理論であるが、そのミクロ的
基礎をまず明らかにしておく必要がある。

システムは環境の中で存続し、これに適応し

マクロ理論の分析 ていくことによってシステムの境界を維持して

5 装置としての現代
Vステム論

いかねばならない。産i業化・近代化が人類にと
ﾁて「パンドラの箱」（Levy）たるゆえんは、

ｻれがシステムの環境適応能力を飛躍的に高め

同　上

たからに他ならない。

構造概念は機能概念とペアをなす。構造が記
述概念（事実がいかにあるかを述べる）である

6 構造　と　機能 のに対して、機能は説明概念（構造はなぜその

謔､にあるかを分析する）である。この2つの
同　上

中心概念をむすびつけて構造一機能理論の論
理を展開する。

社会構造の主要な構造的構成要素として第一
皿　社会構造の構 に家族・親族をあげる。家族・親族はかつて人

7 成諸要素 間のつくっている唯一の集団であった。現在は 同　上

家族・親族の構造
それは多くの集団の中の一・つにすぎなく：なり、

�ﾌにさえ直面している。しかし近代化され産
業化された社会に澄いても家族はなくならない。
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回・、 テ’　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業化は経済をはじめて社会の他の部門ふら

切離して独立させた。家計と経営の分離、それ

8 企業組織の構造
にともなう市場の成立がこれである。企業はそ
ﾌ担い手であり、家計とのあいだを市場（消費 富　永　健一

三市場、削労働市場、金融市場）によってむすば

れている。

地域社会（コミュニティ、ゲマィンデ）も家
族と並んで入類の歴史とともに古い社会の一つ
の形態であるが、産業化は農村共同体を解体す

9 地域社会の＝構造 ることによって地域社会のあり方を変えてしま 同　上
つた。産業化された社会に澄ける地域社会は都
市化されているが、しかし都市化しても地域社
会はなくならない。

19世紀ヨーロッパに澄ける初期段階の産業
化は「階級」をクローズアヅプした（マルクス

10 社会階層の＝構造
の階級闘争説）が、20世紀に入ってからの先進
剥曹ﾅはホワイトカラー化と所得・教育・国信

同　上

の平準化によって古典的な階級をすっかり変え
てしまった。しかし階層そのものはなくならない。

11

W　社会構造の社
@会史
ｴ始社会に急げる

　原始社会とは狩猟採取段階の社会である。そ
ｱでは家族・親族と地域社会はあるが、企業組
Dも国家組織もなく、社会階層は不平等の余地
ｪ少ないために僅かしか存在しない。だから原

同　上

社会構造 始社会の社会構造の分析は親族組織が中心とな
る。

農業社会段階に入ると、国家組織がつくられ
て政治が独立するが、富・権力・威信の不平等

12
農業社会における
ﾐ会構造

度が大きくなるので社会階層が顕著になる。し
ｩしまだ家計と経営が融合しているので企業組
Dは独立せず、従って市場も局地的なもの以外

同　上

は未発達である。家産制と封建制が農業社会の
二大類型をなす。

企業組織と市場が家族から分離して経済が独
属する。家族は多くξ）機能を奪われ、福祉国家

13
産業社会における
ﾐ会構造

段階以降に画いては病気のケアーや老人ケアー
ﾌ機能も国家が引受けるようになる。機能分化

同　上

の進行は「ゲマインシャフト」の最後のよりど
ころをもこわしつつある。

社会変動に定義を与えるとともに、産業化と

V　社会変動への 近代化が人類の歴史に駈ける最もいちぢるしい

14 　アプローチ

ﾐ会変動とは何か

社会変動であることを明らかにする。ロックに
ﾍじまる市民社会の概念と、シモン、コント、
Xペンサーの産業社会の概念が、この西洋近代

同　上

にはじまった社会変動を代表している。

人間が歴史をつうじて進歩するという観念は

15

「進歩の理念」
iイデー・ド・プ
鴻Oレ）

啓蒙思想とともに生まれたもので、それ以前に
ﾍ左かった。その意：味：で、パスカルにはじ蓬リコンドルセにおいて完成する「進歩の理念」は、

v想史上に澄ける最初の社会変動　　であると

同　上

いえる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 社会進　化　論

　コンドルセーを受け継いだサンシモンは進歩の担い手を産業に求めた。これ以後スペンサー

ﾜで社会変動理論は産業社会論のかたちをとる。スペンサーはさらにこれをダーウィンの進化論

ﾆむすびつけて、社会進化論を19世紀後半の
纒¥的な社会変動理論に仕立てた。

富　永　健　一

17 史的唯物論 同　上

18 近　代　化　　論

　19世紀末から20世紀初頭にかけて、テン一骨ス、マックス・ヴェーバー、デュルケームらが前近代社会から近代社会への移行をそれぞれ独自の概念図式によって説明する壮大な社会学理論を立てた。これらの諸学説は、1960年代の近代化論を準備する背景と：なった。

同　上

19

M　社会変動の社
@会史
ﾆ族・親族の構造
ﾏ動

　近代化され産業化された社会に澄ける家族と親族の構造変動の方向性は、核家族化と親族組織の形骸化に集約することができる。その原因と結果を産業化・近代化と関連づけて説明することがここでの課題である。

同　上

20
企業組織の構造変

ｮ

　バーナードからビュー、ヒクソンらを経て、近年の「コンティンジェンシー理論」にいたる組織理論の流れは、企業組織の構造を環境のあり方と関連づけて説明する方向に動いてきた。この観点から企業組織の構造変動をどのように理論化することができるだろうか。

同　上

21
地域社会の構造変

ｮ

　マルクスは「ゲマィンデ」を近代化とともに
��ｷる歴史的カテゴリしとしてとらえたが、マッキーヴァーは「アソシエーション」と対比

ｳれるものとしての「コミュニティ」に普遍的
ﾈカテゴリーとしての位置づけを与えた。地域
ﾐ会の構造変動はどのような方向をたどるのか。

同　上

22
社会階層の構造変

ｮ
同　上

23

w　産業化・近代
@化はなぜ起った
@のか

ﾐ会変動の動因

　ガリレオからニュートンにいたる近代科学革命、これに誘発されて人間知識の神学的・形而上学的思考からの脱却を主張した啓蒙思想澄よびコントの実証哲学、王の専制の克服を求めるロックいらいの市民社会論、そのほか生活水準上昇欲求、教育の普及等々。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24

「内在的」発展・

ﾎ・「伝播的」発

W

　産業化と近代化を自力で達成した16世紀以後
ﾌ西ヨーロッパ諸国に対して、この時期にまだ
ｰっていたアジア諸国は決定的な尊くれをとり、
P9世紀後半以降西洋からの「文化伝播」つまり
ﾈ学や技術の輸入によってその論くれを取戻そ
､とした。この違いの意味について考えたい◎

富　永　健一

25
産業化・近代化に
ｨける西洋と東洋

　マックス・ヴェーバーは産業化と近代化の結
ﾊを合理化としてとらえ、その合理化は「ただ
ｼ洋に於いてのみ」起ったとの有名な命題を述べた。では日本の場合をどう説明したらよいの

ｩ？　韓国、台湾、また将来の人民中国の場合
ﾍ？　明らかにヴェーバーの65年前の命題は
曹ｫかえられねばならない。

同　上

26

珊　日本社会に：論

@ける産業化と近
@代化

�j的先行要件

　中国では古代専制が基本的に変化せずに1912

Nまで続いたのに対して、日本は1192年鎌倉
虚{の成立とともに古代専制が滅びて封建社会
ﾉ移行した点で、西洋に類似する。また徳川時
縺A武士が封土から離れて都市に住んだことに
謔閨A都市化と商業化が進んだ、等々。

同　上

27 明治維新の動因

　構造一機能分析のテーゼによれば、一一つの構

｢を変えなければならないと人びとが信ずるよ
､になるのは、現行の構造がシステムの機能的
v件を充足し得ないことが誰の目にも明らかに
ﾈった場合である。この原理を明治維新にあて
ﾍめるとどういうことがいえるか。

同　上

28

伝統的セクター・
ﾎ・近代的セクターの二重構造：戦

Oの日本社会

　産業化・近代化が「伝播的」発展をつうじて
Nるのが非西洋・後発社会の特徴であるが、そ
ﾌような場合、産業文明は自国の文明でなく外
?ｶ明であるため、これを受けいれる人びとと
ｱれを排斥する人びとの二重＝構造ができ、これ

ｪ内部対立を生む傾向がある。

同　上

29
二重構造の克服と
Vしい構造変動：
甯繧ﾌ日本社会

　敗戦によって親西洋主義（近代主義派）対反
ｼ洋主義（国粋主義派）の対立が一掃されたあ
ﾆ、財閥解体・農地改革：・労働三法・教育改：革

ﾈど一連の「戦後改革」が行われたことが、戦
Oの古い構造をこわすことによって、戦後日本
ﾌ高度産業化を可能にした。

同　上

30
後発国の利点とそ
ﾌ漸次的消滅

　以上のことと並んで、後発国であったがゆえ
ﾌ利点もまた、戦後日本の高度産業化を可能に
ｵた要因であった。これについてはとりわけ、
i1）若い人口構成、（2）親族組織内の互助機能、（3）

ｶ活水準上昇欲求が強いことによる勤勉の動機
ﾃけ、（4）近隣諸外国とのあいだの大きい格差、

ﾈどの諸項目をあげたい。これらの利点はしか
ｵ、日本が先進国の仲間入りをするにつれて、
ｵだいに消滅していく。

同　上
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＝　地　域　社　会　学　＝・

　　　　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　地域社会の成立は比較的あたらしいが、原初的村落から都市にいたる、もろもろの地域社会には、

歴史的背景や行政をふくめてそれぞれの特色がある。この番組は地域社会の構造・組織をあきらかに

することを目的とする。

回、 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
地域社会学への招

ﾒ

　マヅキーヴァーによれば地域社会（Communi－
狽凵jとは共同生活の行われる全地域、人びとが

ﾝいに関係し共同の社会的特性を示す環圏であ
驕B講義ではりンド、ワーナー、有賀嘉左門、

泄崇ｼらの研究をとりあげ、地域社会学とはな
�ﾅあるかを考えていく。

加　藤　秀　俊

i放送大学教授）

2 農耕　と　定着

　地域社会がつくられたのは、人類が農耕文明

�ｬ立させたときに始まる、といってよい。ス
Lやクワの発明、栽培植物の発見などによって
_耕生活そして定住生活がはじまった。さらに
H糧の貯蔵が行われたとき、本格的な地域社会
ﾌ形成がはじまったといえる。

同　上

3 土地の神さま『

　共同体をつなげる原理のひとつは超自然の力
ﾅあり、あるいは神々の力である。日本のムラ
ﾉはかならず鎮守がある。建物をたてるときの
n鎮祭や神楽、宮座、氏神など、そのまつりか
ｽにもいろいろある。日本のどの地域も神によ
ﾁて　られているのである。

同　上

4 地域　と　宗　教

　宗教集団が地域に深く根を於うし、人びとの
ｶ活に深くかかわっていることは多レ㌔北陸地
福ﾌ四県には、浄土真宗がゆきわたり、一年を
ﾊして行われる色々な宗教上の行事がこの地方
ﾆ特の行事となって灯り、地域の人びとを一つ
ﾌ宗教的連帯感で結んでいる。

同　上

5 水域と地域社会

　水は人間生活の基本的資源である。日本列島

ﾍこまやかに張りめぐらされた水系が「流域圏」

�ﾂく凱そこを定住の場としてきた。河川に
ﾍ同一水系に沿って複数の地域社会が点在する。

ｶ活にとって欠かすことのできない水をめぐる
n域社会の諸問題を考察する。

同　上

6 現代の農：村社会

　宅地化が進むなかで営まれる現代の近郊農村
ﾍ、畑を荒らすペットの問題など、いままで経
ｱしなかったような新しい問題：をかかえている。

X方国の政策によって作られ、機械化された大
K模な農業を営む大潟村では過剰作付けなどの
?轤ｽな問題を生んでいる。

同　上

7 現代の漁村社会

　黒潮の巨大な流れにそって宮古島一三三一土
ｲ清水の漁村には「黒潮文化圏」が形成されて
｢る。かつ澄漁を生業として、かつおの一本づ
閧竡瘤ﾒ宿の風習など昔ながらの漁村のすがた

�cしているところもある。また新しい形の漁
ﾆとして養殖産業をとりあげる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代の近郊山村

　現代の燃料革命によって木炭の需要がなくな
闥Yやきという山村の生業はほとんど姿を消し
R村の社会は変わった。その中で昔とは違った
ｷがたで山村を再生しているところ、東京の奥
ｽ摩青梅市では村中の全てのものが観光と結び
ﾂいて、東京のオアシス化している。

加　藤秀　俊

9 開拓地の地域社会

　地域社会には、伝統的なものとどうじに、江
ﾋ中期以来ひとの住んでいない所をひらいて入
Aするというあたらしい地域社会づくりがみら
黷驕B江戸時代の新田開発がその一例であり．
ﾟ代日本では北海道の屯田や小岩井農場の開発
ｪある。それらを中心に考察する◎

同　上

10 都市の近隣社会

　都市のなかでもいわゆる近隣集団というかた

ｿで町組はつくられてきた。とりわけ先進地域
ﾆしての京阪地方では、町組の編成は早くから
氓ｱなわれてきた。ここでは京都鉾町の町組を
?Sに、血縁関係をこえた近隣結合について考
@する。

同　上

11 村　　　と　　町

　社会全体が農業社会であった時代には日本人
ﾌ大部分は農村生活者であった。商業が活発化
ｵ明治以降の工業化が振興するにつれて都市と
_村という2つの地域が成立してきた。その歴
j的経緯をふまえ都市と農村の相違を明らかに
ｵかつ相互の関連を検討したい。

同　上

12 地域と広域行政

　幕末に7万あった自然村は明治以降7千に統
№ｳれた。明治以降の町村合併は日本の広域行
ｭの始まりである。広域行政は行政側にとって
ﾍ経費節減などの点で利点が多い。しかし地域
Z民にとっては役場や福利厚生施設が拠点集中
ｷるなどの不便が多い。

同　上

13 生活圏と定住圏

　定住圏構想には水：域・山系・盆地などの自然

ｪ深くかかわっている。それは都市の便利さと
_山漁村がもつ自然のよさの両方を身近なもの
ﾆしてくらしてゆけるような地域社会をめざし
ﾄ生まれた；構想である。その例として岡山県津

R定住圏をとりあげる。

同　上

14 再編成の諸相

　過疎の地域を蘇生し豊：かで快適な生活を可能

ﾉするためには、雇用の場と良質な居住環境を
?轤ﾈければ：ならない。通産省のテクノポリス

¥想は産業技術住空間が有機的に結びついた新
ｵい町であり地元が主体的に進める新しいタイ
vの地：域開発として注目されている。

同　上

15 主張する地域社会

　自治省の調べによると、昭和60年度の下半
冾ｾけをみても、全国の地方自治体で500を越
ｷ催しが計画、実行されている。金沢市と川崎

sでの催しを例に、その個性を主張し、発想を
ｳまざまな形で展開してゆく地方のエネルギー
ﾇ実態を探ってゆく。

同　上
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　　　　　　　　　　　　　＝＝　地　域　と　生　活　＝＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　人間は・大地とはなれて生活することはでき：ない。その大地に根を澄うした人びとは、澄のずから

地域社会を形成した。この番組では自然的環境や風土の中での人びとのさまざまな生活のありかたを

多様な角度からさぐる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 地域社会とはなに

ｩ

　「地域」という観念それじしんにも文化的な差異があることを考慮にいれ、地域社会学の定義をこころみる。そのために、他の文化のなかで地域社会というのがどのような受けとめられかたをし、どういうふうに発生したか国際比較をしながらかんがえてゆく。

加　藤　秀俊
i放送大学教授）

2 盆地の　世界

　盆地はひとつのマイクロコスモスであるとい
ｦる・古くは大迫の縄文土器もあったように、盆地連合のような形で日本列島の内部は編成されていた。そういう日本の風景の原景として盆

nはあるといえる。遠野を例に考察する。

同　上

3 杉と地域社会

　杉は日本特産の樹木で全国くまなく造林され、山地の地域社会の形成の重要な要因となってきた。ところが近年、外材の増加や代替材の開発、労働人口の減少などにより林業は低迷している。杉に支えられてきたいくつかの地域社会を例に胆嚢復活への試みを考察する。

同　上

4 島　の　生　　活

　離島は閉ざされた地域社会である。それだけに、島の生活は連帯感によって結ばれており、三重県神島では毎年恒例の年越しから新年の行事がいまも昔からの伝統を守りながら行われている。また島では離島苦といわれる多くの不便をかかえて人々は生活している。

同　上

5 雪国と：地域社会

　日本の国土の三分過一ほどは世界的にまれな豪雪地帯である。この雪の申で少なくとも四カ月以上生活する人々は地域社会の中でこれまでさまざまな工夫をつみかさねてきた。しかし、単に雪とたたかうだけでなく、最近では雪を資源として利用しようとする動きもある。

同　上

6 市　と　銀冶　屋

　地域社会相互間の交流の場所は伝統的にいくつも用意されてきたが、その中でもっとも重大なのはさまざまな物資を交換する市であり、また農作業にもっともかかわりの深い最初の工業製品として鉄製品の加工回すなわち鍛冶屋が発達した。コミュニティーの結接点を探る。

同　上

7 あたらしいコミュ
jティー一作り

　日本はいわゆる高度成長期をへて国民生活が飛躍的に向上したといわれる。それにともないより豊：かで快適な日常生活を求める住民意識が高まった。地方自治体も住民参加によるコミュニティ作りにのりだしてゆく。地域の実情に応じたコミュニティ作りを展望する。

同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の社会は小学校の学区を地域社会の単位
として設定してきた。子どもたちの行動半径は

8 子どもと地域社会
診おむね学区によって規定されているし、ま：た

qどもをとりまく大人、とりわけPTA活動な 加　藤秀俊
ども活発だ。こうした視点から、地域社会のな

かでの子どもの役割をかんがえる。

個人と地域の結びつきは男性よりも女性のほ
うが日常的かつ直接的である。女性と地域は、

9 女性　と　地　域
住まいの環境．子どもの教育、福祉の面などで
ｧ接な関係にある。地域で活動している女性の

同　上

姿をと澄して、現代の女性と地域の問題をもう
一度見直してみる。

日本は本格的な高齢化社会に突入したdより
よい老後のための地域社会のありかたや、老後

10 高齢者の役割
と地域社会の関連性を探る。村落の中での老人
ﾌ役割についてもふれ、他に海外で活躍する高

同　上

齢者たちの組織であるシルバーボランティアズ
を紹介する。

－住宅の不足の解消と住宅の安定的な供給をめ

ざして戦後の公団住他の建設は始まった。戦後

11 の　び　る　郊　外
からの住宅都市整備公団の歴史はそのまま住宅
ｭ策の歴史であり郊外住宅の歴史でもある。一

同　上

方民間の住宅会社においても人びとのニーズに
あった住宅づくりが進められている。

人びとにとって住みたい町とか住みたくない
町というように感じられる地域のイメージとは

12 地域のイメージ
何なのか6また地域のイメージをよくしようと
ｷるシンボリックな操作の一つとして、分譲地

同　上

の名前に「緑ケ丘」などいいイメージを与える
ようなネーミングを行うことが多い。

「いつまでもこの地域に住みたい」という地
域定住の願望をみたす地域とは、自然・生活・

13 魅力ある町づくり
生産環境の調和がは迩られた地域であり、それ

ﾍ若者の地方定住条件を満たすものだ。魅力あ
同　上

る町づくりに創意を凝らしている地域を紹介し、

魅力ある町づくりを考える。

地方自治体によって多くの博物館や美術館が
誕生している。しかしこれからの地域の文化施

14 地域と文化施設
設は、もっと地域のもっている文化や歴史、社
?ﾁ性にそくした、その地域独特の文化施設が

同　上

望ましいであろうし、そうした文化施設はその
地域の活性化にも結びつくであろう。

村々でむかしから行われてきた伝統的な祭に
対して、最近行政が県や市単位で積極的に加わ

ユ5
地域社会と現代の

ﾕ
つた、新型の祭が大規模に行われ、地域の祭と

ｵて定着してきている。祭には生業に関係なく
同　上

広い地域にわたって、多くの種々雑多な職業を
も’つた人たちが集まってくる。
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　　　　　　　　　　＝マス・コミュニケーション論1＝

　　　　　　　　　　　　一ジャーナリズムとマス・メディア＿

　　　　　　　　　　　〔主任講師：佐藤智雄（中央大学教授）〕

全体のねらい
マス・コミユニ〃一ション論1では、特にジ脚ナリズムを扱う。まずマスコミの概念を明らカ、に

し・ニュースとは何かを問い・ニュ』ス系情報がマス・メディア伝達の過程で生ずる諸問題をいろい

ろな角度から検討する6また現代のマスコミの機能への評価と批判を通じて、マスコミと日常的市民

生活との関係まで考えてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
マス・コミュニケ
[ションと・
Wャーーナリズム

　マス・コミュニケーーションとは何か。マス（大

O）を対象とした情報伝達はどんな社会的要求

ｩら生じてき牽か。要求された最初の情報はど

Dんなものであったか。またジャーナリズムとは

ﾇんな現象をさしているか、などを考える。

佐　藤　智　雄

i中央大学教授）

2
マス・メディア産業

ﾆジャーナリズム

．マス・メディア産業の特徴をとらえるために

ﾍ・①メディ．アの普及度、②情報の有効消費度、

B産業的＝な規模と構造、の3つの視点から総合

Iにアプローチする必要がある。そこで明らか

ﾉされる特徴はいかなるものかを検討する○

佐藤　智　雄

L　瀬英　彦
i東洋大学教授）

3
ニュースの機能と

¥造

　まずマスコミの伝達内容中に時事（ニュース）系情報をはじめ、4つの型に分ける。受け手にとってニュースとは何かを考え、受け手の生活圏との関わり方や、ニュース・ヴァリューのもつ意味の重要性を述べねばならない◎

佐藤　智　雄

4 送り手の意識と
s動

　ニュースを選別するシステムであるマス・メ
fィアは、どのような選別機構をもつか○その
ﾈかでニューースのスクリ仙ニングにあたるゲー

佐　三智　雄

L　瀬　英　彦

5
新　　　　　　聞

Wャーナリズム

　新聞は伝統的な活字メディアで社会的に大き

ﾈ力をもったが、放送の出現で解説ジャーナリ

Yムへと変化する。初期の新聞と大ジャーナ
潟Xト、新聞報道の問題点、読者の：構造やステ

激Iタイプの問題などにもふれるQ

佐　藤　智　雄

6
放　　　　　　送

Wャーナリズム

　ラジオ・テレビはニュース伝達の形を変え、

�ｯ手に速報、迫真、理解をもたらした○が、

`達時間の制限や迫真性からぐる問題、電波使

pによる中立性への要求、またテレビ・ニュー

Xの取材や解説の問題などをとりあつかう。

佐　藤　智　雄

7
雑　　　　　　誌ジャーーナリズム

　雑誌は、こんにち、ますます多様化する読者の関心に照応して、タウン誌、情報誌など各種の新雑誌が登場し、細分化が進むとともに、マ

Xコミ批判その他、ホットな議論による活性化
烽ﾝられる。その変化の実相と特徴とを考えてみる。

佐藤　智　雄

L　瀬英　彦
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

受け手は日常性の：なかで、目前の直接環境し

か見えない。遠い匿名の世界を現前さすものが

8
日常性のなかの
[　似　環　境

マスコミで、受け手は紙面や映像のうちで世界
�ﾂ境に変えている。これが擬似環境。また偽

佐　藤智雄

似環境のもたらす問題はなにかも考える

ニュース報道は正確で均衡をえたものでなけ
ればならない◎だが、そういう報道内容に対し、

9 欠　　陥　報　道
欠陥報道とよぶべきものもある。不正確で不均
tな報道だ。欠陥報道は受け手の判断を誤らせ、

佐　藤　智　雄

不適応をひき起すもので、報道批判の原点とな

っている。

ニュース情報と行動の関係のなかで、情報の二

10 情報の流れと
Iピニオンリーダー

段の流れや、新機具の採用時などの情報伝達機

¥を説明する。またニュース情報の流れを、影

ｿの流れが区別する場合、そこで機能している

　佐　藤　智雄

@飯　田　良　明
i北海道東海大学助教授）

ピ三門ンリーダーの問題を検討する。

個人的意見が世論に発展していくときで、どん

な発展過程があるか。また世論は民主政治や社 佐　藤　智雄’

11 世論の動　態 会正義にどんな関係をもつか。さらに現代の世

論はマス・メディアの普及で討論集団を衰退さす 飯　田　良　明

ために操作を受けやすい、等々。

災害時情報とマス・メディアの関係や、メデ
イア別の効果の検討、澄よびニュー・メディア 佐　藤　智　雄

12 非常災害と環境監視
の役割などを考える。災害のみならず予知情報
ﾌ段階で予想される住民の心理的パニックの問
閧ﾆの関係などについても、事例を紹介し、検

飯　田　良　明

討する○

作為、無作為を問わず、いろいろの形の擬似

ニプースがある。無意麗な流言飛語や、意図

13
擬似ニュースとし

ﾄの流言、デマ

的なデマゴギーは代表的なもの。そういうニュ
[ス類似物の恐ろしさを説明し、メディアから

佐　藤　智　雄

クチコミの段階で影響力をもつ噂についても考

えてみよう。

こんにちマス・メディアから疎外されている

14
受け手の参加と
Aクセス権

受け手に、マス・メディアへの参加を保障する
烽ﾌとして、アクセス権、反論権などの新しい受

ｯ手の権利が主張されるように：なった。これら

佐　藤　智　雄

L　瀬　英　彦
の新しい権利の意義と問題とについて考える。 （東洋大学教授）

時事系情報の伝達現象が受け手の日常生活の

ﾈかに濃密な情報環境を＝構成し、適応の手段で
佐　藤　智　雄

15
生活のなかのジャ ある情報に適応を余儀なくさせられている。そ 広　瀬英　彦
一ナリズム こからくる諸問題をとりあげていろいろと話し

あい、この講義を総括する。（座談会） 飯　田　良　明
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＝マス・コミュニケーション論皿＝
　　　一大衆文化とマス・メディアー

〔主任講師：佐藤智雄（中央大学教授）〕

全体のねらい

　マスコミ論皿では、大衆文化を中心に扱う。まずマス・メディアのなかの文化の特殊性と、その背

景にある大衆社会状況をみたい。ついで活字メディアの細分化現象と活字文化の現状を考える。さら

に映画、ラジオ、テレビからニューメディアにいたる映像・音響文化を分析する。大衆文化の問題点
を把え、その功罪に言及する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マス・メディアの複雑な伝達内容を時事、知

1
マス・コミュニケー

Vョンの内容

識、娯楽、用務の情報系列に整理する。メディ

Aの内容のくみあわせば多様だが、非時事系の

﨣�ﾊは増え、各系列の情報を、メディアが特

佐藤　智　雄

i中央大学教授）

別：な文化に変えている点に注目したい。

マスコミの発達は大衆社会の成立と軌を一に

2
背景としての大衆

ﾐ会

するが、先世紀末から今の大衆社会は出現し、その中心的担い手は新中間層。大衆文化はかれ

轤ﾌ文化として資本主義的な商品文化の性質を
佐　藤　智　雄

もち、メディアの伝達内容となることを説明す
る。

まず文化とは何かを考え、基本文化と大衆文

化に分ける。前者は知識や行為準則になるもの。
3 大衆文化の概念 後者は日常生活に楽しみ、能率、快適：その他を 佐　藤　智雄

求める一過性の消費文化が多い◎両者の比較の

上で大衆文化の特性を明らかにしたい。

メディア接触による人びとの趣味・娯楽志向

メディアのなかの の動向を調べ、メディアに対する「利用と満足」 佐藤　智　雄
4

遊び
の諸相とその問題点を取り上げる。さらに現代

I行動様式としての「遊び」の特色について検
山　本　　　透

i上智大学教授）
討してみたい。

マス・メディアが伝える大衆文化は、資本主、

受け手としての消 義的な商品生産の原則に従いながら、シンボル
5

費者
商品として加工・製，造されるから、大衆市場で

�ｯ手を消費者とみる。受け手もメディアに消

佐　藤　智　雄

費文化を期待する。そのしくみを考える。

大衆社会の進展とともに、出版の世界も大衆

化の道を歩み、手軽な娯楽本が伸長して、テレ 佐　藤　智　雄
6 出版と大衆文化 ビの人気タレントの著書がベストセラーとなり、 広　瀬　英　彦

多様な大衆雑誌が氾濫している。この大衆文化 （東洋大学教授）
の実相を明らかにする。

従来、言論機関としての機能を中心としてき

た新聞も、大衆化・：通俗化してエンターティン 佐　藤智　雄
7 新聞　の変質 メイト機能を高め、ニュース報道も理性から情

動に訴えるものとなった。この変質の実態を分 広　瀬英彦
即する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

テレビ時代を迎えて、活字メディアもビジュ

8
映像化する活字メ

アルなものに変容してきた。劇画・コミックが

ｲ盛をみせ、イラストや写真中心の雑誌が籏生

佐　藤　智　雄

｝一■　

Aイア し、論理的理解より感覚的認知にたよるものと 広　瀬英　彦
なった。その変化のあとをたどる。

メディア前史の源流にさかのぼる一方、今世
紀あいついで登場した視聴覚文化としての「マ 佐　藤　智　雄

9 視聴覚文化の展開 ス・アート」の系譜について、主として写真、

映画澄よびレコード、ラジオの展開をたどる。 山　本　　　透

生活のなかの映像文化（テレビやビデオ）と

10
映像文化・音響文

音響文華（FM放送、諸種の音響器機）につい

ﾄ考え、また、マンガや広告を中心に若者に焦
佐　藤　智雄

化の現在 点をあてながら、そこにみられる現代性にふれ 山　本　　　透

ていきたい。

こんにちの映像と音響の世界がつくりだす環

11
環境としての映像

境が、人間におよぼす影響など、功罪の面を検

｢し、現代社会における映像・音響環境の構造
佐　藤　智　雄

・音響 と特質について、大衆文化という視点から考え 山　本　　　透
てみる。

いわゆるニューメディアは、多チャンネル、

12
　　　　　馳一畠　jューメァィアの

双方向通信、自由な情報検索など新しい技術的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

ﾂ能性を開いたが、そこで展開されるのは、豊

佐　藤　・智　雄

世界 饒、多彩な文化か、貧しい画一的な娯楽の世界 広　瀬英　彦
か。その光と影をさぐる。

基本文化と地方文化との関係を考え、強力な

13
大衆文化と地方文

マスコミの流れとして襲う大衆文化の影響下で、

n方文化のもつ意義とその将来性を問題にした 佐　藤　智　雄

化 い。このときにマス・メディアの役割とはいっ

たい、なんであろうか。

大衆文化の思想を求めて、まずその成立過程

を追う。さきの世紀末、1920年代澄よび第二

14 大衆文化の思想 次大戦後の60年以降、そこにあらわれる大衆 佐　藤　智雄
文化の思想とはなにか。

現代の大衆文化の存在意義を問いな澄し、芸

15
現代大衆文化の問

闢_

術との関係や大衆文化の通俗性を考え、正常な

蜿O文化の発展のために、受け手集団の問題を

lえてみる。
佐　藤智　雄
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　　　　　＝技術史・技術論＝

〔主任講師　吉田光邦（京都大学名誉教授）〕

全体のねらい

　社会や産業の構造をつくる主要な枠組としての技術の意味、またその歴史的な変化を紹介する。で

きる限り現実の産業史遺物、また歴史的テキストを紹介して、具体的な姿を示すことにする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

代表的な中国、ヨーロッパの技術についての考

1 技　術　の　意味
え方を紹介。人類史のなかでの技術のあり方には

ｶまり、手工業時代から産業革命にみる技術の性

iの大きな変化と、それによる社会的変化の問題、

　吉　田　光　邦

i京都大学名誉教授）

さらに第2次大戦後の技術革新にまで及ぶ。

技術は自然資源の有効な利用をめざすところに

2 日本の技術史
z業　の　場合

はじまる。その1例として鉱業のあり方をテーマ

ﾆする。日本各地の鉱業遺跡を具体的に紹介して、

ｻの歴史を説明。

　　’
ｯ　　　上

安来和鋼記念館、生野銀山遺跡、相川鉱山博物

館、岩手橋野高炉あとなどを例示、同時に中国の

それと比較する。

3 〃 同　　　上

栽培農業は人工による食物生産技術として、人

4 日本の技術史
_業の場　合

間の技術意：識に大きく関連する。そのため、日本

竰?曹ﾅは多くの農業テキストがつくられてきた。

]戸期以来のそれらを紹介して具体的な様相を紹
同　　　上

介。

染職、陶磁器、木工、漆器など、日本には今も

多くの伝統的な技術に支えられた産業が多く生き

5 手　　　工　　業 ている。それらの実態を紹介しつつ技術の伝統を 同　　　上

支える方法を考える。主として京都の手工業に例
をとる◎

ε 〃 同　　　上

中世ヨーロッパの諸都市には、多くの職人ギル

7
ヨーロ’ bパの技術史
閨@　　工　　業

ドがおり、工房も多く存在した。それらの実態と、

Z術の内容の紹介Qテオフィルス、アグリコラな
ﾇの技術書の紹介を試みる。

同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 錬　　　金　　術

卑金属を貴金属に変えるという錬金術は、ヨー

鴻bパの技術思想を語る重要なもの。ここから多

ｭの化学的技術が生れた。その内容を紹介すると

ﾆもに、中国の錬丹術を比較する。

吉　田　光　邦

9
　　　　　　　ρ
@　械　技　術

　機械とエネルギーの問題は、ヨーロヅパの技術

v想の重要な特徴である。永久運動は、つねにヨ

[ロッパ技術の目標であった◎ゾンカ・ラメリな

ﾇの技術テキストと、永久運動の分析。

同　　　上

10 産　業　革　命

　技術革新は産業革命を生んだ主要要素のひとつ

ﾅある。蒸器機関による新エネルギーの発見と、

ｻの応用による産業と社会構造の大きな変化につ

｢て述べる。

同　　　上

11 技　　術　　教　育

　徒弟教育は手工業時代の重要な教育システムで

?ﾁた。それは東西ともに同じである。それはや

ｪて学校システムによる教育体系として成長する。 同　　　上

12 量産　の　技術

　19世紀になって部品の相互可換性が高まるにつ

黷ﾄ、量産システムが成立した。それは食品には

ｶまり、兵器、そして名高いフォードのシステム

ﾆなる。それは現代の大量消費の時代を生んだ。

同　　　上

13 日本近代と技術

　日本の近代化の一例面工業化は、ヨーロッパの

Z術の導入によって開始された。澄雇い外国人と
vラント輸入政策は、急速に：近代工業技術を日本

ﾉ定着させた。その実態を紹介する。明治村機械

ﾙなどを例示。

同　　　上

14『 〃 同　　　上

15 技　術　と　社会

　第2次大戦後の技術革新は、コンピュータ、ロ

{ットなどを中心として、激しい勢いで展開し、

ｻれは多くの変化を社会や産業のなかに：生んでい

驛ﾐ主として現代技術の問題を論ずる。

同　　　上
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＝産業技術の動向1　＝

　　　　　　　　　〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　近年に顕著な先端的産業技術の動向の典型的な形態を取り上げて、それらの諸特徴と成果、その将

来への可能性及び社会的・経済的：ならびに文化的関連性について考察する。産業技術の進歩の意味、

及び技術と社会とのかかわりに旧いて見られる諸問題に講義の焦点があてられる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
先端技術一産業系
ﾖの接近法

　エレクトロニクス、新素材、バイオテクノロ
Wー等における日本の先端技術とその産業化に
ﾂいて、どういう方法で接近する必要があるか。
ﾂまり本講義の基本的な方法論を議論する。

　黒　沢一　清
i東京工業大学教授）

@道家　将　達
i　同　　上　　）

2
半導体技術と電子
n産業

　半導体先端技術の特徴とその産業化に澄ける

軏{問題を考える。 　黒沢一清@高橋　　　清（東京工業大学教授）

@　　　：対談者

3
第5世代コンピュータと産業

　コンピューターの発達の技術論的性格、この

ﾌ域における先端技術の問題点、第5世代コン
sューターと産業、コンピューターの普及の産

ﾆ活動に及ぼす効果等を考察する。

　黒　沢一清
訣H大教授1人と対
kを予定

4
ロボット技術と産

ﾆ

　ロボット技術の特徴と今日の問題点、ロボヅ

gの普及による産業生産力の発達、及びこれに

ｺう社会経済問題を考察する。
　黒沢一清
ｷ谷川　幸　男

i東京工業大学教授）

@　　　：対談者

5 エレクトロニクス
ﾆ産業

　エレクトロニクスの発達の産業生産力、及び

Y業経済、社会組織に及ぼす諸問題を考察する。

黒沢一清

6 アモルファス金属
ﾞ料技術と産業

　アモルファス金属材料技術の特徴、その産業

ｻにおける基本問題を考察する。

同　上

7
セラミクス技術と

Y業

　セラミクス技術の近年における顕著な進歩の

vロセス、その産業化の諸問題を考察する。 黒沢一清
ｫ　野　照　雄

i工学院大学教授）

@　　　：対談三
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講廓．
i所属・氏名）

8
機能性有機材料と

Y業

　先端技術に澄ける機能性有機材料の関連を考

ｦ、この技術の産業化と産業発達に澄ける基本

竭閧�l察する。

　黒　沢一清
@井上　　　隆
結檮H業大学助教授）

：対談者

9 新素材技術と産業

　アモルファス、セラミクス、機能性有機材料

凾ﾉ代表される新素材技術の進歩と産業生産力、

Y業経済及び社会経済組織に及ぼす影響の基本

竭閧�l察する。

　黒　沢一・清

@大森豊　明
i0：HT技術事務所
樺ｷ）：対談者

分子生物学、生命科学、及びバイオテクノロ

バイオテクノロジ
ジーの発達の科学・技術論上の基本問題を考察

黒　沢一清
10 一の性格と発達

する。
対談者未定

農業におけるバイオテクノロジーの発達の現

バイオテクノロジ
況とそこに澄ける基本問題を考察する。

同　上
11 一と農業 対談者未定

水産業におけるバイオテクノロジーの発達の

バイオテクノロジ
現況とそこに澄ける基本問題を考察する。

同　上
12 一と水産業 対談者未定

工業に澄けるバイオテクノロジーの発達の現

バイオテクノロジ
況とそこに診ける基本問題を考察する。

同　上
13 一と工業（その1） 対談者未定

同　上

　　　　　　　　　“Dバイオテクノロシ 同　上
14 一と工業（その2） 対談者未定

15回にわたる現代の先端技術、産業化及び

15
先端技術と産業の
濠

産業の社会への影響についての諸問題を総括す

驕B 同　上
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一白　業　社　会　学＝・＝

〔主任講師：松島静雄（日本大学教授）〕

全体のねらしギ

　今日め産業社会学は戦前の経営社会学、職業社会学等と異り、人間が入為的意図的に構成したアソ

シエーション・：就中社会生活に重要な意味を持つようになった企業及び労働組合等の集団的特徴を分

析する所に特色がある・ここでは従来の成果を示しつつ、主として企業経営、あわせて労働組合の集

団的特徴を考えて行く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 産業社会学の性格

　①戦前労働社会学、職業社会一等といわれたものの特徴、②今日の産業社会学の発生、③産業社会学の研究対象、④産業社会学の研究方法、⑤その主要内容は④企業、労働組合の組織、＠組織と従業員、組合員の関係、㊦人間関係、◎地：域社会と企業・組合の関係、㊨企業と組合の関係、㊦日本の経済的特色等

松　島　静　雄

i日本大学教授〉

2 企業と組織（1）

　①アソシエーションとしての企業、労働組合は集団の構成に組織が先行、②組織の高度化、

B最初の社会学的組織論としてのウエーバーの
rウロクラシー論、④その内容④義務と権限の
ｪ配、◎階層性の論理、㊦規則の優位性、e技
p的有用性

同　上

3 企業と組織⑪

　①フィヨールの組織論、②ライン・タイプと

宴Cン・スタッス・タイプ、③テイラーの組織

_と職能組織、④組織の基本的性格、⑤組織の

P位としての職位、職務、職種
同　上

4 企業組織と人間①

　①組織入としての行動の要請、②内部の人間

ﾉ公入と私人の態度の使い分けを求める、③組

Dの重層化の悩み、④文書主義のもたらす繁文

�轣A⑤形式合理性が求められるあまり、人間

侮ﾔとなり集団目的が理解され難ぐなる。

同　上

5 企業組織と入間⑪

　①組織の高度化と従業員の疎外感情の発生、

A組織の顕在的機能と潜在的機能、順機能と逆

@能、③マグレガーのX理論とY理論、④余暇
u向の増大と感情の論理の恢復

同　上

6
人間関係論の発生

ﾆモラール

　①ハーバード・グループとホーソンェ場の実

ｱ一照明実験、②労働科学への反省、③継電器

ﾌ実験、④モラールの発見と労働観の変革、⑤

Cンタビュー
同　上

7
人間関係とインフ

Hーマルな組織

①巻線作業観察室の実験、②入間関係、③フ

Hーマルな組織とインフォーマルな組織、④イ

塔tォーマルな組織の性格、⑤集団の実態とし

ﾄの人間関係
同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

①組織と人間の関係、②経営哲学としての入

間関係、③疎外の受け止め手、④小集団の研究

8 小集団論と行動科学 とグループ・ダイナミックス、⑤行動科学の発 松　島　静雄
生

①ヘッドシップとリーダーシップ、②リーダ

一シップ論、③目標達成機能と集団維持機能、

9 リーダーシップ ④リーダーシップ成立の条件、⑤フォロアーの 同　上
立場に立った見方、⑥企業のリーダーシップと

組合のリーダーシップ

①ホーソン工場の実験への反省、②労働組合、

10
企業・労働組合と

n域社会

労使関係の研究、③ウォトーナー・ローのヤン

L』シティ製靴工場のストライキの分析、④地

謗ﾐ会の企業経営への影響、⑤フォーマルな組
同　上

織とインフォーマルな組織の統合

①集団主義的志向の強さ、②能率の論理より

従業員の生活保障の論理の重視、③終身雇用の

11 経営の日本的特質（1） 慣行、④定期昇給と年功賃金、⑤福利厚生の重 同　上

視

①日本の「人間関係」、②職場運営の日本的

特質、③大企業と中小企業の経営、④日本的経

12 経営の日本的特質（皿） 営の功罪、⑤経営組織の混沌化と強い帰属意識 同　上

の発生、⑥特異な労使関係、②争議は多発する

が極めて短期間で終結

①日本的経営の成立時期、②日本の組合運動

13
日本の労働組合運

の第1期の昂揚、③同心2期の昂揚、④そのこ

ﾆと日本的経営との関係、⑤労働組合の組織論 同　上
動 的特色、⑥企業別組合の発生

①ME化の進行、②オートメーションとメカ

14
技術革新と日本の

驪ﾆ

トロニックスとの異同、③技術革新と労働の質

ﾌ変化、④技術革新と職場組織の変質、⑤日本

I経営と技術革新

同　上

①従業員の高年齢化と高学歴化の進行、②能

力主義化と年功昇進の変化、③八件回り増大と

15 日本的経営の今後 賃金制度の変革、④変化のない企業別組合と終 同　上

身雇用の慣行、⑤日本に澄ける能力主義
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　　　　　　　　　　　　　　一白　業　地　理　学＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：竹内啓一（一：橋大学教授）〕

全体のねらい

　地表に潜いて展開されている経済活動は、空間的位置関係について見る場合、全く無秩序に展開さ

れているわけではない。また、国民経済というものは、その内部を生産要素がまったく自由に移動す

る均質な空間でもない。ある場所で、ある経済活動が営まれるのはどのような理由によるのか、そし
て・その経済活動は他の場所の経済活動とどのような関係をもっているのか、そして、このような関

係を通じて空間の構造化、あるいは空間組織の形成がどのようにしてなされているのか、これらのこ

とを理論と現実の分析とから考察するのが産業地理学である。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 産業　と　地理

　産業地理学とは何かということを、経済活動がもっている空間的側面と、古くからの学問である地理学との関係から考える○それは経済学のみでなく、生態学、さらに文化誘科学と関連する一つの学問になるであろう○入間の経済行動はそのようなひろがりをもっているからである。

竹　内　啓一
i一橋大学教授）

2 経済的地域分化

　経済活動は、あらゆる場所で、質的にも量的

ﾉも均等に展開されているわけではない○その

s均等な発展は経済的地域分化を生ぜしめ、国

燗I、国際的な地域問題をひき論こす。ここで

ﾍ、経済的地域分化の諸理論を検討する。

竹　内　啓　・一

髟伯[三
i成蹟大学講師）

3
中心地と地域の重
w構造

　経済地域内部が、また、経済地域相互がどの

謔､に組織されるかということを理論的に検討
ｷる。それは、さまざまなフローを結節的に組
Dする重層的な中心地体系の問題と密接に関連
ｵている。同時に、ここでとりあげられる理論
ｪ、現実の空間分析において、どのように活用
ｳれるかということも問題になる。

竹　内　啓　一・

驕@部啓三

4
工業の地域的構成

ﾆその変勤

　工業活動の地域的分化を、いくつかの国民経済を事例にして考察する。その際、各国民経済の世界史的位置：づけ、再生産構造の特色の理解を踏まえた上で、工業の地域的分化の実態の確認とともに、それを説明する諸理論の有効性と

ﾀ界とを考える・

竹　内　啓　一

5 農業の地域的構成

　農業活動の地域的分化を、いくつかの国民経済を事例に：して、前回と同様の観点から考察する。工業と比較しての広義の農業の特色を念頭に入れた上で、農業の地域分化を説明するための理論の有効性と限界とを考え、現代の農業、農村がかかえている諸問題にも言及する。

　竹　内　啓　一

@石井泰介
i明治大学文学部教授）

6
商業・サービス業
ﾌ空間組織

　第3章ではかなり抽象度の高い次元で重層的結節構造の形成を分析したが、ここでは、たとえば「身のまわり品」、　「買いまわり品」の区別があるように、取り引きされる財貨、サービスをいくつかに分類しながら、その空間的移動が、国民経済、あるいは大部分圏内部でどのよ

､にして重層的、階層的な空間組織を形成して
｢るかを分析する。

竹　内　啓　一

剔ｺ暢二
i文部省主任

@教科書調査官）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7
通信・交通と空間

g織

　経済的行為としての財貨澄よび人間の空間的
ﾚ動が交通であり、通信は経済的行為としての
﨣�ﾌ空間的移動であるが、空間組織形成に迎
｢て、通信は交通を代替ずることがある。交通、

ﾊ信ともに原始時代から存在したが、近年の技
p革新あるいは、情報革命によって、その産業
ﾆしての性格が急速に変化してきている○また、

�ﾊ、通信ともに、インフラストラクチャーに
蛯ｫく負うが、同時に、これらの施設が大きな
O部経済をつくり出す。以上の諸点がここで問
閧ﾉなる。

　竹　内　啓　一一

ﾂ　木栄　一
i東京学芸大学教授）

8 労働力の空間的移動

　生産諸要素の中で、労働力は中位の空間的可
ｮ性をもっていると考えられる○そのことによ
ﾁて生ずる諸問題を、主として空間的移動であ
驍ﾆ同時に社会的流動性の性格をもつものを中
Sに考える。具体的には農村から都市への移動、
総ﾛ的な労働力移動について考察する。

竹　内　啓一

R　本　健　児
i法政大学経済

w部助教授），

9 国内の地域格差

　国民経済を構成する諸地域の間の経済的格差
ﾉついて、いくつかの事例をもとにして考察し、

ｱれを説明するための諸理論の有効性と限界と
ﾉついても考察する○ここでは、単なる所得格
ｷには解消されえない国内門地二間の不平等を
燒竭閧ﾉする。

竹　内　啓一

R　本四　児

10 国際的な地域格差’

　国家の間の経済的格差には、産出高あるいは
鞄ｾの水準のみでなく、さまざまな社会的スト
bクあるいは広義の福祉も考慮されなければな
轤ﾈい。また、このような格差を専生産するメ
Jニズム、国際的な格差形成の機構と恵まれな
｢国の内部の社会構造、地域構造との関連も問

閧ﾉなる。

竹　内　啓　一

�@賀　正　則
i一橋大学社会

w部教授）

11
都市に澄ける空間．

I不平等

　都市は経済活動の装置であるとともに住民の
ﾐ会生活の場でもある。しかし、都市空間内部
ﾉ澄いては、さまざまな理由によって階級間、
K層間の格差には解消されえない空間的不平等
ｪ存在する。同時に階級間、階層間の不平等が、
�ﾔ的な形をとって現象することがある。これ
轤ﾌ問題について、理論的澄よび政策論的考察
�ｷる。

竹　内　啓　一・

驕@部啓三

12 権力と産業地理

　政治権力はそれ自体さまざまな性格の空間組
Dを形成し、それを通じて、産業の空間的構成
�K定するが、移動、立地などの空間的側面を
烽ﾂ経済的意志決定にも直接的影響を与える。

ｳらに、公共財、公共サービスの空間的配分あ
驍｢は立地を通じて生ずる外部経済もここでの
l察の対象になる。

竹　内　啓　一
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

13
エコロジーと産業

n理

　狭義（孕産業地理は、経済の論理によって構成される。その論理からすれば、経済活動に及ぼす自然の影響も、経済学の．タームで表現されることになるが、人間の活動は、自然界の物質体謝の一部をも構成している○人間活動をそのような側面でとらえた論理であるエコロジーの論理とも結びついた広義の産業地理を分析する視点を考えるのがここでの課題である。

竹　内　啓一

14 文化と産業地理
竹　内　啓　一

O　部啓三

15 経済体制と空間組織

　分権的か集権的か、市場機構がどの程度まで

d要な役割をになっているか、これらの点での

o済体制の相違によって、経済活動の空間的関

Aの様子がどのように相違するかということを、

n域政策のあり方をも関連させて考察する。

竹　内　啓　一

O　賀正則
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＝産業と情報一
〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　近時企業環境の複雑化に伴い、経営に関する情報の重要性は、以前にも増して広く認識されるよう

になった。他面、情報の処理や伝達の技術も、目覚しい進歩を見せつつある。ζの時流に鑑みて、

企業内外の技術情報を中心に、産業と情報の関連を概説する。また随時、社内技術者や一般産業人の

情報に対する望ましい心構えにもふれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 情報概論（1）
@情報とは何か

　情報の定義は今のところ確定していないが、

﨣�齡ﾊおよびビジネス情報についての若干の

ﾁ徴を述べ、鼠講を進める上での一応のイメー

Wないしコンセンサスの確立を試みる。

加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

2 情報概論（2）
@情報活用

　情報の探索と収集の具体的方法を講述する。

ｻの後、情報の収集から活用を経て、保管・管

揩ﾉ至るまでの実際的手法を解説し、改めて本

u全体についての方向付けを行う。

同　上

3
情報の収集（1）
Z術情報の種類

　技術情報の種類を、形式・生産（発生）場
梶E加工度から分類し、それぞれについて概要を

燒ｾする01次情報の種類と特徴に関しては、

ﾁに他の成書の論説を引用して詳しく紹介する。

同　上

4
情報の収集（2）

@情　報調　査

　情報収集に先んじて行われる情報調査の要点

�_ずるとともに、2次・3次情報の効果的活
p法を示唆する。そのため、国内・国外の主な

麹㍼﨣�@関や各種文献・資料の紹介も行う。

同　上

5
情報の収集（3）

@情　報検索

　他書の論点を随所に援用しながら、情報検索

ﾌ発展過程と内実について説く○次いで情報検

�ﾌオンライン・サービスを受ける場合の問題

_を列挙し、受講者の他日の参考に供する。

同　上

6
一情報の創出（1）

@情報産出の意義

　情報の公表・伝達に対する個人ならびに企業

ﾌ責任は、研究・開発に対するそれと同等であ

驍ｱと、澄よび研究者や技術者も情報流通活動

ﾉ積極的に参加すべきであることを力説する。

同　上

7
情報の創出（2）

V情報の産出例

最近新素材として脚光を浴びているニュー・

Zラミックスの重要特性でもある曲げ強さデー

^の解析を例に、新情報の創出を解説する。新

ｵい素材とはやされながら、その強度解析の古

ｳに挑戦する様相を述べる○

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

情報は孤立した存在でなく、他の情報と何ら

8
情報の創出く3）
ﾖ連情報への展開

かの関連をもつのが普通である。このことにつ

｢て、前講で提起された新しい情報から、他の

ﾖ連情報の産出へと展：開されて行った事例を呈
加　瀬滋　男

示する。

日米に於けるOAの認識の違いから、　OAの
オフィス・オート 真のあり方を考える。その期待される形態の0

9 メーション（1） Aの導入より：LA翼（企業内情報通信網）訟よ 同　上

OAの内容 びINS（高度情報通信システム）に説き及ぶ。

OA機器のうち主なものについて、活用面で
オフィス・オート の留意事項を検討する。実際には、ファクシミ

10 唯一ション② リ、パソコン、オフコンその他現時点で新しψ 同　土
OA機器の活用 機器類の若干にも話を進める。

高度情報化社会への足掛りとしてのキャプテ

情報の伝達く1） ン・システムをはじめ、データ通信サービスの

u データ通信 要点を概説する。また電電公社によるDRESS

i販売在庫管理サービス）とDEMOS（科学技

同　．上

術計算サービス）をも紹介する。

先にふれて澄いたINSの具体的内容を詳述

12
情報の伝達く2）
@高度情報通信

するとともに、光ファイバー・ケーブル伝送を

?Sに将来の高度情報通信を展望する。 同　上
システム

情報の伝達（3）
　NIST（科学技術情報流通システム）の経
ﾟを概説し：た後、NIST構成機構とそれらの

ユ3 情報活動
iNISTに：関して）

役割について説明する。そのほか、データベー

Xについてもやや詳しく補説し、NIST推進
同　上

に関する7項目の提言を検討する。

特にわが国の中小企業における人たちが情報

情報産業α） 産業の動向を知ることの意義を強調する。その
14 産業人と情報産業 手掛りとして法律第90号を細部にわたって解 同　上

記し、また当該法律に基づく情報処理技術者認

定試験にふれ、チャレンジ精神を鼓舞する。

15
情報産業②
@産業の情報化
@と情報の産業化

　近刊の『情報産業の将来像』に基づき、新情

�Y業の内容を考える。そのうち一般産業と最

Dも関連が深くなると予想されるデータバンク産

ﾆ、コンサルティング産業、エイジェント産業
同　上

については、立ち入って論述する。
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一産　業　と　企　業＝・

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　産業という巨視的現象も、他方企業という微視的・主体的存在も、それぞれ専門的に研究され得る

対象であるが、本講では、こうした産業と企業との、まさに相互作用領域をユニークな対象とし、そ

こに現われる重いきとした現象を把握する方法と理論とを与えようとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本講義の対象の特徴を明らかにし、これを把

序　論： 握するための方法について述べる．産業一企業 黒　沢　一　清

1 産業一企業系研究 系がある種の多元・重層構造をもった実体であ （東京工業大学

の方法 ることが述べられ、これを把握するための独特 教幾）
の方法論が展：開される。

産業一企業系の内容を構成する“構造”を解

2
産業一企業系の構

明するにあたって、まずはじめに、最も抽象化

ｳれた水準の構造としてのメタ構造を、人間と 同　上
造（1）

自然との相互作用系及び人間と人間との相互作

丁丁との交絡構造として把握する。

第2回で把握された産業社会一般の構造を、

3
産業一企業系の構

より具体的に、産業と企業との相互作用系とし

ﾄ、すなわち、マクロな産業水準とマイクロな企 同　上
造（2）

業との相互作用として、重層的に把握する仕組

みを解明する。

ひとつの産業とそれを構成する企業との相互

作用関係の在り方が生み出す産業組織の状態を

4 産業組織一企業系 いかに把握するか。その上で、業界に生起する 同　上

諸問題が、現代産業社会ではどのように解決さ

れてゆくか、を解明する。

社会経済一産業一企業を結ぶ経済成果として
の付加価値の性格を中心に、この系を一貫するよ

5
産業一企業系の成

ﾊの構造連関

うな経済成果分析の方法を論じる。付加価値と
｢う概念が一般の通念とは違って、かなり複雑
ﾈ構造を持つものであること、現代の産業一企

同　上

業をまたがる分析や政策実践に臨けるこのカテ
ゴリーの運用上に考慮すべき、基本問題を論じる。

6

産業一企業系に：お

ｯる生産性・収益
ｫの関係とその分

　前章の議論に引き続き産業レベルの経済成果

ﾆ企業の主体性を表現する経済成果とを統合・

A結した成果分析体系を考える。 同　上

析

独占禁止は、競争経済によって経済の活力と

7
独占禁止政策と企

柔軟性との維持を目的とする政策として、市場

o済体制の国々に実施されている。この政策の 同　上
業 もとでいわゆる大型合併の例をとりあげる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
中小企業政策と企

ﾆ
黒沢一　清

9
中小企業の組織化・

､同化

　中小企業問題の自主的解決のひとつの道とし

ﾄ、中小企業者による協同運動があり、これを

ｧ度的に支持する諸制度がある。制度と運動、

yびそこに融ける基本問題を考える。

同　上

10
産業一地域社会一

驪ﾆ系

　産業一企業系の問題をここでは地域社会とい

､場の上で、よりいっそう具体的に考察する．

ﾜず従来の工業立地論を反省してそれの現代的
�盾�lえる。

同　上

11

プロダタテイヴイ

eィ・スキームと
Y業一企業系

　生産性向上問題を社会経済一産業一転業系の

繧ﾉひとつの体系として考える枠組みをプロダ

Nティヴィティ・スキームという。これの世界

I・日本的な経験を総括して，現代の基本問題
�lえる。

同　上

12

労働生産性・賃銀
翌謔ﾑ価格の関係
�ﾟぐる産業一企
ﾆ系の基本問題

　前章までの議論を前提に、それらのより具体

ｻされた問題としてここでは生産性・賃銀及び

ｨ価の問題を取り上げる。 同　上

13
伝統産業一近代：産

ﾆ系における企業

　わが国伝統産業と近代化された巨大産業との

ﾖ係域は、現代日本産業に澄けるひとつの重要

ﾈ典型的問題領域である。幾つかの産業を取り

繧ｰて論じる。
同　上

14

　　　　　一㍉

Y業と企業の国際
｣争力（その1）

　日本産業及び企業の国際競争力とは何か。そ

黷轤ﾌ計測論的な接近を試みる。まず最初は、

総ﾛ諸機関が発刊している統計資＝料を活用して、

謳i産業諸国間及び発展途上諸国間の産：業水準

ﾅの比較研究を行う。

同　上

15
産業と企業の国際

｣争力（その2）

　ここでは企業レベルでの国際競争力の計測論

I接近を試みる。

同　上
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＝　産　業　と　資　源　＝

　　　　　　　　　〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　産業と資源との交互作用域に発生している諸現象をどのように理解し、そしてその問題の解決のた

めに、どのような方針を打ち出すことができるかを考える。この複雑きわまりない現象の背後に横た

わる仕組みを明らかにし、それQ動態を支配する法則性を解明し、産業活動に澄ける資源問題解決の

洞察を与えようというのである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業資源問題とは一般にどういうものである
かを概観し、この問題を扱う学問的立場の特徴

1
産業一資源系研究

ﾌ方法
を述べる。メタ資源論がその一般的な立場であ

驕B
　黒沢一清
i東京工業大学教授）

世上一般にみられる資源問題の取り上げ方を
産業一資源系の構 吟味して、我々のメタ資源論のヴィジョンを示

2
同一その1：構造へ す。

同　上

のヴィジョン

産業一資源系の構 我々のメタ資源論がその上に展開される理論
’∠：ヒ 的な土台としての、産業社会への最も根源の水

3
旭一その2：メタ産 準を認識するカテゴリー体系を与える。 同　上

崇高のカテゴリ
一体系

産業一資源系の構 前章の方法をより具体的に、資源問題の背後

造 に横たわるメタ構造に応用し、展開する。

4 一その3：資源、
@資源論のための

同　上

メタ構造とその
カテゴリー体系

産業資源とは、産業の組織的・技術的状態を
産業一資源系の構 媒介として把握された資源である。そこで技術

5
造一その4：技術と の構造及び資源の構造が解明されなければなら

ﾈい。
同　上

資源の構造連関
（1）

前回にひきつづき、資源概念の構造的内容の
産業一資源系の構 認識を深め、それによって資源問題の意味理解

6
造一その5：技術と に進む。 同　上

資源の構造連関
（2）

資源問題を支配する原理の複合性が、ある種

7

資源問題の基礎を

x配する諸原理と
ﾖ係

の階統的な構造をもって仕組まれていることを
�ｾする。エントロピー増大法則、エコロジー

@則、人間社会を規律する法則などの関係であ

驕B

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
無機系鉱物資源と

Y業

　無機系鉱物をめぐる科学・工業・産業及び市場・消費の関係の仕組み、そしてそこに生起する産業資源問題を論じる。

黒　沢一清

9 地下埋蔵の炭化水
f系資源と産業

　石炭・石油・天然ガス等の地下埋蔵の炭化水素資源をめぐる産業資源問題を論じる。いわゆる石油危機問題をどう理解すべきであるか。

同　上

10
エネルギー資源と

Y業

　産業の血液といわれるエネルギーの問題を、化石燃料問題・大自然エネルギー利用問題等に即して論じる。

同　上

11 生物資源と産業

　生物圏は、人間の生物的存在を支える直接の土台である。この生物再生産の循環系の中での、生物資源一産業系の仕組みを考察する。

同　上

12

企業における資源
竭閧ﾆそれへの適
梔^動一一その1：経営生

@産力と経営資源

　企業という産業の行動主体の立場での資源とは何であるかを考察する。まずは経営生産力と経営資源との構造を解明する。

同　上

13

企業に澄ける資源
竭閧ﾆそれへの適
梔^動一一その2：経営体

@の適応運動

　産業水準及び社会の水準で生起している資源・エネルギー問題への企業の適応行動の姿を、経営者層の意識調査を通して考察する。

同　上

14 資源と産業構造

　資源と産業構造とは、資源問題を媒介に相互に作用しあう。第2次大戦後の事情のもとに展開した資源多消費型産業構造が、いまや資源節約型、高次加工型産業構造に転換しつつある。そこに生まれている基本問題を考える。

同　上

15 総　　　　　　括 同　上
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＝・ Y　業　と　環　境一
一産業一環境系の構造論的解明一

〔主任講師：黒沢一清（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　本講義は、産業とそれの環境との相互作用域を対象として、そこに生起する現象を構造的に把握し、
問題の解決への洞察を得るための基礎能力を養うことを課題としている。産業と環境の問題を、産
業にとっての環境とし℃だけでなく、同時に、むしろ入間にとっての環境の交叉域を、産業と環境と

いうフィールドで問題にしょうというのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
産業一環境系研究

ﾌ方法

　産業と環境との相互作用域に生じる現象をそ

ﾌ日常性において観察し、揮われの研究対象の

ﾁ徴を示し、かつはこのような現象を研究する

ｱとの現代的な意義を考える。

黒　沢一　清
i東京工業大学教授）

2
産業社会のメタ構

｢

　産業一環境系が、産業社会の中に占める構造

Iな位置を示し、これを把握するための方法と
ｵての構造論の概要を示す。まず最初として、

Y業社会の根源（メタ）構造を規定する。

同　上

3
産業社会のメ．タ原

　産業社会のメタ構造の規定を受けて本章では、

ｻうしたメタ構造を規律している原理、すなわ

ｿメタ原理を論じる。 同　上

4
産業社会の一般構

｢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓@産業社会のメタ構造の内容を、多元・重層構

｢として描き、この一般的な意味内容を説明す

驕B 同　上

5
S－Fスキームの
_理と操作

　実体一構造一形態一機能という4つの次元を

烽ﾁて構成されるSr’Fスキームの論理と、こ

黷�Iペレーションする方法を述べる。 同　上

6
一産i業一環境系の構

｢

　以上に議論されてきた産業社会の一般構造を

ﾓまえて、いよいよ我われの産業一環境系の構

｢を確定しなければならない。ここでは人間一

ﾂ境系の基礎の上に、この系と産業一環境系と

ｪ統一される構造が示される。

同　上

7 意味論的環境

　環境を産業・人間にとって外的なモノ、と見

髓i階から、本章では、それを人間のタームで

ﾓ味理解されたモノと見る、つまり意味論的環

ｫの議論に入る。

同　上

一373一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章の意味論の一般的理解の上に、ここでは

入間一環境系の総
人間一環境争の全体構造を示す。

8
合及び文化環境

黒　沢一　清

産業一自然環境系を支配する最も基本的な諸

法則を規定し、それらの間の構造的関連性を明

9 環境管理の原理 らかにする。法則の階層性と止揚関係である。 同　上

産業一環境系の視野からのユニークな産業分

10
海の産業とその環

ｫ問題

類を示し、まずその中の最も基本的産業として

ﾌ海の産業の環境問題を議論する。海と人間を

}介する漁業の意義である。

同　上

緑の産業、す：なわち林業のもつ環境論的弓問

11
緑の産業と環境問 題の基礎を考える。森林と人間を媒介する林業

ﾌ意義である。 同　上

以上の諸章では、人間の外的環境と産業との

12
生命の産業と環境
竭

関連を主として議論してきたが、本章では人間

ﾌ内的環境とこれにかかわる産業としての生命

Y業との関係を考える。医療及び医薬品産業で
同　上

ある。

産業を一般的に取り上げてそれの環境問題を

考察してきたが、本章ではそれらをさらに特定の

13 産業一地域社会系 地域の上でいっそう具体的に考察する。地域社 同　．上

会というフィールドが基礎である。

住民、各種産業、自治体等の、具体的な地域
人間一産業一自然 における複合体。これこそが人びとの眼前に展

14
　　　oRンプレックスの
Vステム・シミュ

開されている最も具体的な“環境”である。そ
ｱに現われる問題としての環境の背後にある構
｢をモデルに描き、これを用いて実験を試みる。

同　上

レー。ション システム・シミュレーションの意義と役割りに
ついて論じる。

本講義の全体を総括して、この講義から我わ

15
産業環境系研究の

れはいったい何を学んだのか、そしてそうした

m識がこの社会でどういう意味を持つのか、我 同・上
総括と展望 われはこれによって、どのような産業的・生活

的課題を課されることになるのか、等を考える。
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＝・ o　営　管　理　1　＝
　　　　　　一現代の経営一一

〔主任講師：高宮　晋（産業能率大学長）〕

全齪灘産業社会である．本講塙町産業社会回る現代経営の麗あ肱方式を体系

的にかつ具体的に明らかにしょうとするものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代経営は高度産業社会に澄ける経営である。

1
高度産：業社会と現

繻o営

現代経営の特質、問題、課題を高度産業社会と

ﾌ関連で考察し経営学の課題を明らかにする。

高　宮　　　晋

i産業能率大学長）

経営学説の発展を概観し、このうちの科学的

2 経営学説の発展（1）

管理法と人間関係論を述べる。両学説の特：質・

�пAならびに限界を明らかにする。
同　上

経営学説として、行動科学、社会的責任論、

3 経営学説の発展（2）
及び条件適応理論を述べる。行動科学は、今日

x配的な学説であるので、とくにこれを中心に
同　上

論ずる。

まず、経営に澄ける基礎概念として、企業と

4 経営の概念と枠組み
経営の概念を明確にする。つぎに、経営におけ

驪?ﾌ的活動の枠組みを提示して、それを説明 同　上

する。

経営の目的・目標を明らかにした後、経営理

念の内容を明らかにする。ここでは、利潤追求・

5 経　　営　理　　念 人間尊重、社会的責任の統合が中心問題になる。 同　上

経営政策の意義を明らかにし、さらに、現代

経営の政策の動向を論ずる。また、経営政策は

6 経営政策と経営戦略 環境の中で実現されるものであって、経営戦略 同　上

が展開する。

経営管理の意義、体制、職能を解明する。と

7 経営管理体制
くに、経営管理は執行体制、監督体制と区別さ

黷髑ﾌ制であることが論じられる。 同　王
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経営管理の原理

　経営管理の原理として、（1）全体と個の統合、

i2）合理性、民主性、社会性の統合、（3）職能説、

i4）協働、⑤業務活動関係を述べる◎ 高宮　　　晋

9 経営管理のあり方

　現代経営の経営管理のあり方は、分権的管理、

v新的管理、溜標による管理である。ここでは、

ｱの三つのあり方の特質を解明する。 同　上

10 経　営　　組　織

　現代経営の経営組織の意義を述べ、経営組織

ｪ人間集団であると同時に職務体系であること

�ｾらかにし、すすんで責任と権限・構造シス

eム等の問題を解明する。

同　上

11 意　思　　決　定

　経営管理行動は、（D意思決定、（2）リーダーシ

bプ、（3）環境適応である。本章ではこのうち、

o営に付ける意思決定の問題、とくに意思決定

ﾌ方式及び意思決定をめぐる諸問題を論ずる。

同　上

12 り一ダーシツプ

経営に澄けるリーダーシップは、マネジメン

g・リーダーシップである。ここでは、マネジ

＜塔g・リーダーシップのあり方、モチベーシ
㏍涛凾ﾌ問題を論ずる。

同　上

13 環境適応と戦略経営

　経営はいかに環境に適応するか。戦略とは経

cの環境適応の行動である。ここでは、環境適

档Vステム、経営戦略、戦略経営の問題を解明

ｷる。

同　上

14 日　本的経営

　日本の経営は現代経営の問題をもつと同時に、

｢わゆる日本的経営の特質をもっている。ここ

ﾅは、日本的経営の特質を明らかにし、それと

ｻ代経営との統合を論ずる。

同　上

15 現代経営の将来

　最後に、現代経営の将来を論ずる。それは、

i1）経営の人間化、（2）経営のコンピュータ化、

i3）経営の社会化にあると考えられる。ここでは

ｱれらの点について、その将来を論ずる。

同　上
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：＝@経　営　管　理　H　＝＝：

　　　　　一経営管理技法の体系一

〔主任講師：小林靖雄（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　経営管理1は、高度産業社会に引ける現代企業の経営のあり方を、経営理念、政策・戦略、管理体

制、組織、経営管理の原理等にわたって明らかに：している。それに続いて本講議では、企業経営の構

造的体系に即しながら、経営管理の具体的手法を説明し、実践論としての経営管理の内容を理解して

もらうことが、ねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一般に：経営管理の機能は、企業活動の計画、組

1
経営管理の機能と

¥造

織、指導、統制であると説明される。まずそれぞ
黷ﾌ内容を理解し、さらに対象領域別管理、物的
∠搏I管理と入的。社会的管理、経営構造管理と
ﾆ務活動管理の考え方を説明する。しかも経営管

小林　靖雄i

i放送大学副学長）

理はそれらの総合化として初めて現実に機能する
べ

経営管理発展の歴史を主としてアメリカに：つい
てのべる。すなわち19世紀末からのテイラー・

経営管理の歴史的 システム、フォード・システム、人事管理、予算
2 統制、原価管理、入間関係論、統計的品質管理の 同　　上

発展 騨獲肇杏灘纒塵準率理想錺誉本企業の経営管理の発展は国際交流によって得る

“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

経営管理組織は管理上の機能として静態面と動
態面の両面から考察される。本章では、管理の全

3 経営管理組織（1）
体を展望するため、静態的組織形態を、トップ・
}ネジメント組織、部門管理組織、事業部制組織

同　　上

委員会組織、プロジェクト・チーム等について、
特徴的に考察する。

経営管理組織の動態面、すなわち組織形成の原
則の問題をとりあげる。具体的には管理の限界、
命令単一の原則、例外の原則、責任ど権限の原則

4 経営管理組織（2） をとりあげ、それらの結合により組織がいかに水 同　　上

平的・階層的に分化し、かつ統合されていくかを
のべ、あわせて近年の行動科学的考察の貢献をの
べる。

企業が環境変化に適応するための経営戦略の問

5
経営戦略と経営計

諱i1）

題を、主として多角化問題としてとりあげ、企業
ヮ禔A子会：社設立にもふれる。また長期の視点の
l察を必要とする経営構造計画のうち、まずプロ
_クト・ライフサイクルの視点と製品計画、海外

同　　上

事業戦略に：ついて説明する。

経営構造計画のうち、技術研究開発計画、設備

6
一経営戦略と経営計 投資計画、要員計画をとりあげ、さらにそれらを

Dり込んだ長期経営計画の内容を概説する。その 同　　上

画② 重要性は、第15章の総合管理と密接な関連をも

つ。

第7章と第8章とで、物的合理化を中心とする
経営管理の内容をのべる。本章では、そのうち技

7 生産管理（1） 術的管理、すなわち時間管理、品質管理、物量管 同　　上

理という、技術的生産管理の特徴を説明する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「かね」の数値、すなわち貨弊価値による評価
数値に：基づく経済的生産管理をとりあげる。具体

8 生産管理（2）
的には原価管理の内容を説明するが、それは前章の技術的管理と密着して理解される必要がある。

小林　靖雄
あわせて利益管理との関係にもふれる。

まずわが国企業の労務構造の特徴を統計により
考察する。労務管理は経営を構成する人的従業員

9 労務　管理（1）
の管理であるが、本章では、まず経営内の従業員の物的な入事管理にはじまり、ついで入間関係論

同　　上

の拍頭、行動科学的考察との関連について論じ、
今後の発展方向を考える。

技術的生産管理システムとしてのテイラー・シ
ステムが、いかに賃金問題と結びついて展開され

10 労務管理（2）
たかという問題を糸口として、賃金問題と労使関
W、賃金と労働生産性との関係、終身雇用と年功 同　　上

序列賃金制度、その最近の変化についてのべる。

企業が販売市場との接点において展開するマー

ケティング活動の管理を、需要予測、広告・宣伝

11 マーケティング管理 計画、販売チャネル、物流システムの管理につい 同　　上

てのべ、さいごに販売活動の統制の特質について

説明する。

財務管理には、資本調達管理と、総合的経済的
管理の2面があるが、本章は資本調達管理をとり

12 財務管　理（1）
あげる。まずわが国資本構成の特徴を、国際比較に：より明らかにし、ついで企業財務の基本原則を

同　　上

のべ、さらに長期資本調達：、短期資本調達、収支
計画に：おける資金繰り管理に澄よぶ。

総合的経済的管理としての利益管理ついて、ま

ず損益分岐図表を中心に、限界利益計画の内容を

13 財、務　管　理　（2） 説明する。また、その利益計画との関連で、予算 同　　上

統制の内容を説明する。

経営におけるコンピュータの利用は、生産面で

14
経営管理とコンピ

?[タ

のNC工作機械の利用、ロボヅト化、　F・M。S
ﾌ採用等でも著しいが、他方経営管理事務のコン
sェータ化はいわゆるオフィス・オートメーショ
刀i0。A）として展開されて懸り、その内容と

同　　上

問題点をのべる。

前章までの経営管理の各面の内容を総合的経営

15
総合管理と日本の

o営

管理の立場で統括する。その具体的内容は、実体
I管理をともなった長期経営計画の策定とそのフ
Hロー・アップとして把えられる。また日本の経
c管理がもっている特長、日本の経営土壌との関

同　　上

係を考察し今後の努力の方向を考察して結びとする。

一378一



＝人事・労務管理＝

〔主任講師　津田真田（一橋大学教授）〕

全体のねらい

　実務経験を欠く人々に人・事労務管理を理解しやすいように講義することは非常にむずかしい。そこ

でこの講義では全体を3部に分け、第1部では企業経営全体の中に澄ける人事労務管理の役割を明ら

かにし、その上で第2部で人事労務管理の内容を説明する。また第3部で人事労務管理にとって重要

なトピックを取り上げることにする。

回 、　テ　　一　　マ 内　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1
入事・労務管理の
ﾓ義と課題：（1）

開講にあたって（学習の意義）

l事労務管理の定義

?迄J務管理の灼象
?迄J務管理の位置（経営のサブシステ

?ﾆしての位置と役割）

津　田　真徴
i一橋大学教授）

2
人事。労務管理の
ﾓ義と課題（2）

経営の組織と管理

o営システムの国際比較

l事労務管理の国際比較
]業員意識の国際比較

同　上

3
日本の経営

@　　　システム

日本の経営システムの性質

坙{の入事労務管理の性質

坙{の企業の性質
坙{の企i業経営の歴史（戦後）

同　上

4 人　事　制　　度

人事労務管理の骨格としての人事制度

o営組織
相i制度と職位制度

l事評価制度
齧蛛F職制度

同　上

5 人　・事　配　　置

採　誤

z　置
ﾙ動（出向をふくむ）
v員管理

ｸ進・昇格制度

同　上

6 就　業　管　理

教育訓練の意義と役割

ｳ育訓練の体系と計画

ｳ育訓練の実施と評価

ﾇ理者教育

同　上

7 労　働　時　　間

労働時間の制度と種類

x日制度

x暇制度
J働時間の国際比較
落q・未成年者の労働時間

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

賃金・給与の意義
賃金・給与の種類

8 入　事　評　価 基本給、：職務給、業績給、能率給 津：田　真弓
諸手当・賞与
入件費
賃金・人件費の国際比較

従業員福祉制度の意義

従業員福祉制度の種類
9 賃金・給与の管理 住宅制度一寮、給与住宅、持家制度 同　上

文化・体育・レクリェーション

中高年従業員の心身の健康の問題

解雇、日本の雇用慣行

定年制

10 従業員福祉 退：職金 同　上

企業年金
再就：職制度

労使関係制度

11
定年管理と退職金

ｧ度

労働組合

c体交渉と労働協約

驪ﾆ内組合

同　上

労使協議制

職場の人事労務管理

職場集団の活動

12 労働組合関係管理 小集団活動、TQC、　QCサークル 同　上

欧米諸国の職場、勤労意欲

従業員の指令化・高学歴化の問題の意義
入事労務管理の諸施策一役職定年制、能

13 従業員意識調査 力主義管理、選択定年制、専門職制度、 同　上
定年前教育、定年延長
公的雇用援助制度の利用
定年制の国際比較

情報技術革命の意義

情報技術革命の進展の状況と展望

14 非常用従業員管理 情報技術革：命の人事労務管理にあたえる 同　上

影響

臨時従業員の意義一臨時工、季節工、社

15
入事・労務管理の

｡後の課題

外工

pートタイマーの管理

h遣社員の管理

同　上

最低賃金制の役割
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＝労働経済学＝
〔主任講師　古郡靹子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　このコースではまず労働力の供給、需要、賃金決定のメカニズムに関する近代経済学の基礎理論を学ぶ。

　次に：、現実の経済と労働市場に目をむげて、労働市場で実際に生じている諸問題を経済理論と結び

つけて考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済的な生産活動は労働力の大きさによって

規定される。ここでは労働力の測定方法、労働 古　郡　靹子
1 労働力の構造と変動 力の構造とその長期変動、労働力の高令化の問 （放送大学助教授）

題等を検討する。

労働供給の量と質、労働供給の変動、労働と

労働力の供給1 余暇の選択、労働供給曲線などを扱う。

2 同　　上
労働供給の分析

近年の労働市場に：おげる構造変化の一例とし

労働力6供給皿 て女子の労働参加の問題を家計の労働供給プレ

3 一ムワークの中で考える。また女子の労働供給 同　　上

家計の労働供給 と景気変動、税制などとの関係も考察してみた
い。

生産と労働、労働需要曲線、生産物市場およ

労働力の需要1 び労働市場の競争条件と労働需要の関係、労働

4 需要の弾力性などの問題にふれる。 同　　上

労働需要の分析

技術革新が雇用に及ぼす影響を理論面と実態

5
労働力の需要皿 面で考える。実態面では諸々の調査を通して最

ﾟに曝けるマクロエレクトロニクスの雇用効果

一一ｴ大学教授
ｬ　野　　　旭

技術革新と労働需要 に：ついてみてみる。
（放送）

労働供給と労働需要の分析をふまえて、賃金

水準や雇用量が決定されるメカニズムを説明す

6 労働市場と賃金決定 る。 同　　上

労働力の質的側面である入的能力の問題をと

りあげ、入的資本投資の理論、一般訓練と特殊
慶応大学教授

7 賃金と入的資本 訓練、内部労働市場と日本の賃金慣行等につい

ﾄ言及する。

佐　野　陽　子
@　（放送）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 失　　　　　　業

　失業を理解するために失業の定義や把握の方

@を明らかにする。次に失業をその原因に従っ

ﾄいくつかのタイプに分類しながら失業と雇用

ﾌ問題について考える。
古　郡階子

9 不完全就業

　不完全就業は、潜在失業の一形態として、概

O的に顕在的失業と区別しなければならない。

A業者のなかに潜在的失業者がいるという分析

挙_に立って、雇用情勢を判断する上での不完

S就業の問題を考える。

中央大学教授

?@野　朝　夫
@　（放送）

10 労働市場と労働組合

　労働市場に澄ける組合の役割、日本の賃金決

阨緖ｮ、団体交渉の過程などについて言及する。 慶応大学教授

ｲ　野　陽　子
@　（放送）

11 賃　金　格　　差

　労働市場に存在するいろいろな形の賃金格差

ｽとえば企業規模別、年令別、性別、産業別、

E種別、地域別の賃金格差に：ついて検討する◎ 古郡靹　子

12
労働市場における

ｷ別

　「生産性」が同じ2入の労働者が異なる賃金

��ｯ取るのはなぜなのか。男女の賃金格差の

竭閧�痰ﾉとって差別の経済理論を概観する。 同　　　上

13 労働力の移動

　労働市場の調整機能として労働力移動がはた

ｷ役割、労働力移動に関する理論、労働力移動

ﾌ実態などをみてみる。

中央大学教授

?@野　朝　夫
@　（放送）

14
マクロ経済に：澄け

髦J働

　国民所得とその労働への分配、フィリップ曲

?Aケインズの理論と有効需要政策などマクロ

o・済学的観点からみた労働の問題を扱う。

一橋大学教授

ｬ　野　　　旭
@　（放送）

15 経済発展と労働

　経済発展に伴い産業構造が変化すると、就業

¥造も変わる。ここでは経済のサービス化に伴

､新しい形の雇用の拡大、労働市場の構造変化
≠ﾈどについてふれる。

古郡靹子
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＝経営分析と財務管理＝

〔主任講師　小林靖雄（放送大三三学長）〕

全体のねらい
　企業の資本調達論よび運用の管理という広い立場で財務管理を扱う。経営分析についてもこの財務

管理との関連で考察する。基礎的、原理的考察を中心とするが、随所で、日本の企業の財務問題にも

ふれて説明する。本科目の履修には、会計学に関する基礎知識をもっていることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

財務管理を、企業の資本調達とその運用に関
する計画と統制と解釈し、その歴史的展開にっ

1
財務管理の意義と

o営分析
いて概観する。特に近年の財務的意思決定を中
Sとする財務管理論の研究についてのべ、かつ

小林　靖雄
i放送大学副学長）

経営分析を財務管理の解析手法として位置づけ、

本講義全体の構成をのべる。

まず、わが国企業の財務構成の変化と特徴を、
かなり長期にわたり、かつ諸外国との比較によ

2
企業財務の基本原

･
って明らかにする。ついで企業財務に関する古
T的原則を、財務流動性（財務均衡）の原則、

同　上

財務安全性の原則、財務経済性の原則について
説明し、かつその相互関連についてのべる。

株式会社企業に澄げる長期資本の調達につい
て、株式、社債、長期借入金による資本調達に

3 長期資本の調達
つき、その内容を説明する。 同　上

短期資本の調達について、まず正味運転資本
の概念を説明し、ついで短期借入金、買掛金、

4 短期資本の調達
その他の短期負債による資本調達を説明する。 同　上

内部資本調達としては、留保利益と毎期の減
価償却費が主要なものであるが、特に減価償却

5
内部資本（自己金
Z）問題

費に相当する部分の資金化とその設備投資への

[当による“ローマン・ルフチ効果”について、
同　上

その内容を説明する◎

現在の1万円は、預金することによって1年
後には1万円以上になっている。この資金の時

6 資金の時間的価値
間的価値の求め方を述べる。 　古　川　浩一・

結檮H業大学助教授）

資金の時間的価値を考慮した設備投資の経済

7

設備投資の意思決
閨i1）一割引現金利

的評価の代表的な方法として、割引現金利益法
ﾌ考え方と計算方法を述べる。 同　上

益法
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

設備投資には必ず伴う将来の不確実性を、投

8
設備投資の意思決
閨i2）一予測の不確

資計画の中でどのように取り入れ、評価してい
ｭかを考える。

古　川　浩一・
実性と回収期間

財務管理の手段として、経営分析がどのよう
な意義を持っているかを述べ、その発展を辿る。

9
経営分析の意義と

ｭ展
同　上

経営分析の中心をなす企業の収益性を分析し、

10
資本収益性と生産
ｫ分析

また価値的生産性を分析する方法を述べ、その
ﾓ義を検討する。

同　上

企業の短期的及び長期的な支払能力をみるた

11
財務流動性と安全
ｫ分析

めの方法として、財務流動性と安全性を分析す
髟菇@を述べる。

同　上

企業が資本市場でどのように評価されるかを

12
企業評価と資本市

述べ、財務管理における重要な概念である資本コストの意味を述べる。

同　上

企業合併は企業間の提携よりも密接な結合で、

当事者企業にメリットを与えると同時に、財務

13 企業合併と財務
面でも難しい問題も投げかける。 村　松　司　叙

i三蹟大学教授）

今日では多くの企業が国際的活動を営み．そ
こで最初にぶつかるのが外国為替レートの変動

14 為替変動と財務 問題であるが、この問題をとりあげる。
同　上

前章までの諸考察をまとめ、特に諸外国との

15
日本企業の財務管
揩ﾌ課題

比較により、日本の企業が直面し、かつ解決すべき財務管理上の問題点について説明し、むす

ﾑとする。

小　林　靖雄
ﾃ　川　浩　一

ｺ　松　司　叙
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＝　企 業 と 会 計 1

管　理　会　計

〔主任講師　西澤　脩（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　企業会計には、財務会計と管理会計の二大領域がある。財務会計は、財務諸表を作成し、企業外部

の利害関係者に報告することを目的とするのに対し、管理会計は、企業内部の経営者や管理者に必要

な会計情報を提供することを目的としている。このような管理会計の全領域にわたって最新の原理と

技法について論述する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名，）

1 管理会計の意義

　管理会計は、経営管理者が経営計画を設定し
ｽり経営統制を実施するのに有用な会計情報を
?ｬし提供することを使命としている◎このた
ﾟ、会計法規や貸借理論には必ずしも拘束され
ｸ、経営管理に最も役立つ会計が最善とされ、
s断に：進歩。改善が図られてゆく。

西　澤　　　脩

i早稲田大学教授）

2 経営分析と経営比較

管理会計は、企業の現状分析から着手される。
ｻの用具が経営分析で、その中心は財務諸表分
ﾍである。損益計算書や貸借対照表を分析し、
o営成績：や財政状態を診断するには、まず各種
ﾌ経営比率を算定し（経営分析）、次に：標準値
竭O期実績と比較する（経営比較）。

同　　上

3 利益計画の設定

　経営分析・比較の結果を参照して、次期に：白
ｯる目標利益を決定し、それを実現するための
э纃bﾆ費用の大枠を見積る。これが利益計画
ﾌ設定である。ここでは、費用を変動費と固定
?ﾉ分解した後、図表や算式を使用して、費用・
э縺E利益の相関分析を行なう。

同　　上

4 資金計画の設定

　利益計画が設定できれば、その資金面の裏付
ｰを行なうため資金計画を設定する。資金の中
Sは現金資金であり、月次の資金繰計画を設定
ｷる。さらに運転資金の年間計画を設定するた
ﾟ、資金運用表を作成し、運転資金の調達源泉
ﾆ運用先及び増減額を明示する。

同　　上

5 予算管理の新展開

　利益計画と資金計画が設定できれば、それに
薰ﾃいて詳細な企業予算を編成し、その実現に
wめる。これが予算管理である。旧来の予算統
ｧでは、差異分析による責任追求を偏重したが
ﾟ代予算管理では、予算目：標達成の動機づけを
d視することが肝要である。

同　　上

6
殺備投資の経済性

v算

　経常予算のほか資本予：算も編成される。資本
¥算：の焦点は設備投資の経済性計算であり、十
ｪな経済性を確認した上で設備投資を決定すべ
ｫである。経済性計算では、特定の投資だけを
ﾎ象とし、全耐用期間中の現金流入額を割引計
Zする手続が新たに必要となる。

同　　上

7 在庫管理の諸方法

　設備投資と並んで重要なのが在庫投資である。
ﾝ庫投資の管理に当たっては、棚卸しを行なっ
ﾄ、在庫の推移と有高を把握する。次いでAB
b分析を試み、A在庫には経済的発注数量や発
酷_を設定し、科学的に管理するがC在庫の管
揩ﾍ割愛する方が経済的となる。

同　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 販売業積の評価法

　販売業績は、売上高の多寡ではなく販売利益の大小で測定し評価すべきである。そのためには、販売費分析を試み、製品や地域毎に売上総

?vから販売費を控除して貢献差益を算出する。このような貢献差益法を使用すると、従来の純

?v法の欠陥を排除できる。

西　澤　　　脩

9 研究開発費の管理

　新製品販売によって企業成長を図るには、研究開発を重視しその管理を徹底させるべきである。そのために：は、研究開発の原価計算によって研究開発費の実態を把握した後、研究プロジェクト別に計画設定と予算管理を試み、最後に

?p効果分析でその効率を測定する。

同　　上

10 製造原価の管理

　製造原価を管理しその削減に当たるには、製造原価計算の徹底が前提となる。原価管理を推進するに：は、実際原価計算：のほか、標準原価計算：、直接原価計算、標準直接原価計算が必要となる。その外、特殊原価調査によるコスト、ダウンもぜひ推進すべきである。

同　　上

11 物流費の管理

　コストダウンの宝庫として、近年物流費の削
ｸが社会的関心を集めている。輸送費や保管費などの物流費に対して、原価計算：や予算管理や

ﾌ算分析を適用すると、大幅な原価削減が可能となる。その結果、売上高を急増させたのと同一の利益効果が実現できる。 同　　上

12
生産性分析と成果

ｪ配

　投入と産出の比が生産性である。産出を付加価値で測定し、投入を人数で把握すると労働生産性が判明する。生産性が向上し、付加価値が

揄ﾁすれば、その成果を関係者に分配すべきで
?驕B特にラッカープランを活用すると、生産
ｫ向上の意欲を高めることができる。

同　　上

13
ゼロベース予算の

ｱ入

　低成長時代の管理方式として、ゼロベース予算：（ZBB）が登場した。従来の既得権主義による弊害を打破し、グランドゼロから予算を編成する方式がこれである。ZBBを導入するとゼロ思考による経営革新が断行でき、マンネリ経営を排除することができる。

同　　上

14
事業部制に：よる利

v管理

　分権管理の完成形態として、事業部制が開発され実践されている。事業部を「会社の中の会

ﾐ」として利益管理を行なうには、事業部制会
vを導入し、事業部利益の形で業績を評価すべ
ｫである。そのため、新しい利益管理技法を開
ｭし採用することが必要となる。

同　　上

15 これからの管理会計

　果たして管理会計は、21世紀に：向ってどのように発展してゆくだろうか。管理会計と隣接諸学との学際研究が強力に展開されることは疑いない。情報会計、意思決定会計、入的会計な

ﾇがそれであるが、最も注目されるのは行動会
v一特に動機つげ会計であろう。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝・企業と会計∬＝
　　　　　　　　　　　　　　　　税　務　会　計

　　　　　　　　　　〔主任講師：富岡幸雄（中央大学教授）〕

全体のねらい
　企業の会計には、財務会計と管理会計のほかに、税務会計がある。企業の税務会計は、課税の基準

となる課税所得の計算：、課税財産の評価を目的としている。この税務会計の仕組みと体系を、企業の

組織形態と経営行動の実際に即応しながら具体的に論述する。その際に、企業の合理的な税務対策へ

の役立ちをも配慮していきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

企業経営と税金問
闊齔ﾅ務会計の意
`と役割一

　企業の経営に澄いて税金を無視することがで
ﾈいともに、我が国の企業経理の実際は、税法
K定や税務上の取扱から大きな影響を受けてい
驕B税金の意味と種類、企業の経営形態と所得
ﾛ税の態様、法人税制の仕組み、企業経理と課
ﾅ所得の計算の関係等を説明する。

富　岡　幸雄
i中央大学教授）

2 営業活動と税務

　企業の主たる経営活動である販売・請負・役
ｱ提供により獲得される収益の計上の仕方にっ
ｫ、それぞれの取引形態に区分して解明する。
?株ﾌ売・延払条件付販売、建設請負、不動産
ﾌ仲介斡旋報酬、技術役務の提供報酬等につい
ﾄは、特別な税務上の取扱がある。

同　上

3 財務活動と税務

　企業の本業以外の活動である証券投資・金融
且早E不動産投資等による収益の計上が問題に
ﾈる。株式投資の法人間配当の無税をはじめ、
ﾝ付金利子、固定資産譲渡益、受贈益、債務免
怏v、受取保険金、還付金収入等については、
ﾛ税上、特別な取扱がある。

同　上

4 在庫投資と税務

　企業の在庫投資である商品・製品など棚卸資
Yの経理は課税上重要である。商品・原材料等
ﾌ購入品の取得価額、製品　半製品・仕掛品等
ﾌ生産品の製造原価による取得価額の決定、売
繻ｴ価を計算するための在庫品の期末決算：評価

ﾌ仕方が問題となる。

同　上

5 設備投資と税務

　企業の設備投資である土地・建物・機械装置
ﾈど固定資産の経理も課税上重要である。固定
綜Yの取得価額の決定、修理・改良等の支出の
?掾A通常の減価償却費の計算のほか、特別償
pや投資税額控除など投資減税、特別の場合に
ﾍ圧縮記帳の経理処理がある。

同　上

6 ’人事給与費と税務

　企業の止出する給与は、受給者の身分・給与
ﾌ支給形態・経理方法により課税上の取扱が異
ﾈる。役員報酬・従業員給料、役員賞与・兼務
��ﾜ与・従業員賞与、役員退職給与・従業員
ﾞ：職給与のほか、退職金共済、退職年金ととも

ﾉ、福利厚生費の解明が必要である。

同　上

7 販売促進費と税務

　企業の支出する販売関係費は、その支出の態
l、支出の基準、経理方法により課税上の取扱
ｪ異なる。売上割戻し・広告宣伝費・景品費・

ﾌ売奨励金・情報提供料・現地案内費・諸種の
?c費と、課税対象となる交際費とを区分する
ｱとが重要となっている。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 特殊諸経費と税務

　企業が支出し又は負担するもののうち、損金計上の時期・限度・制限につき多様なルールの

ｶ在する項目がある。試験研究費・開発費、新
粕ｭ行費・社債発行費、営業権の取得費、貸倒
ｹ失、寄付金、租税公課、各種保険料、海外渡
q費、損害賠償金等である。

富　岡　幸　雄

9 引当金設定と税務

　企業は適正な期間費用を計算するため見積将来費用を引当金として設定する。税法が損金設

閧�Fめているのは貸倒引当金、返品調整引当
焉A賞与引当金、退職給与引当金、特別修繕引
幕焉A製品保証等引当金である。ほかに、特別
ﾈものに価格変動準備金等がある。

同　上

10 関係会社と税務

　企業経営の発展は、その組織形態として、親子会社・系列会社・グループ会社を形成してい

驕Bこの関係グループ会社間には、特有な取引
竡走{取引があり、金銭・減価償却資産・土地
凾ﾌ賃貸借、人件費・管理費等の経費分担等を
ﾟぐる特殊な税務問題がある。

同　上

11 国際活動と税務

　経済の国際化の進展と国際的事業活動の拡大による国際税務問題が重大化している。海外に

i出している日本企業に対する国際二重課税の
r除、日本に進出している外国企業に対する課
ﾅ、タックス・ヘイブンやトランスファー・プ
宴Cシィングの規制問題がある。

同　上

12 同族会社と税務

　少数の大株主により経営が支配されている同
ｰ会社はオーナー型企業が多い。この同族会社
ﾉは、留保金課税・行為計算の否認・特別取扱
求[ルがある。会社役員間の金銭貸借、土地建
ｨの貸借・売買など、課税上、問題となり特別
ﾉ留意を要する課題が多い。

同　上

13 個人企業と税務

　個人企業は事業所得に所得税が課税される。
幕ﾆ所得の計算：は、収入金額・必要経費とも法

l企業とは異なっている。正確な記帳に基づく
ｽ実な申告納税をする青色申告制度の精神と要
潤E特典、みなし法人課税制度の仕組み・課税
繧ﾌ理解が必要である。

同　上

14 事業承継と税務

　オーナー型企業の経営者の世代交代期を迎え
驪ﾆ相続に対する相続税が深刻な問題となって
｢る。事業承継税制の創設による中小企業の相
ｱ税制の改善がなされ同族会社の株式評価方法・
ﾂ人の小規模宅地評価が改正された。取引相場
ﾌない株式の評価が重要である。

同　上

15
企業税制の改革問
闊黷ｱれからの税
ｱ会計の課題一

　現行の税制・税務会計制度の問題点と改革課
閧�lえる。現行の法人税制とその問題点、企
ﾆの経＝済的実態に適合するように法人税制を改
vし中小企業税制と大企業税制の区分構築、税
ｱ会計制匿の見直しによるタックス　エロージ
㏍刀i課税の侵食化）の解消をめざす。

同　上
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＝マーケティング＝
〔主任講師　大沢　豊：（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　マ　ケティングという言葉はいつ頃から使われ始あたのか、現在それは一般にどのように理解した
らよいのか、さらに学問としてのマーケティング論は、どのように体系づけられるのかを明らかにし、

その上で企業のマーケティング活動をとりまく環境と、意思決定者の直面する諸問題を理解し、分析

していく上での基礎的な知識について論ずる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

マーケティングという用語の発生のいきさつ

1
マーケティング思
zの発生と展開

をたどり、それが企業の具体的な行動を指すも

ﾌでは善く、一つの理念であることを明らかに

ｷる。初期のマーケティング理念と現代マーケ

大　沢　　　豊
i大阪大学教授〉

ティング理念との差を、歴史的に検討する。

学問としてのマーケティング論を体系づけよ

2
マーケティング論

¥成の視点

うとするとき、いろいろな視点に立ってそれを
¥成していくことができる。米国に副いて一般
Iなマネジリアル・マー・ケテイングもその一つ

同　上

であるが、もっとマクロな立場で議論を組立て
ていく。

マネジリアル・マーケティングの立場で企業の
マーケティング環 マーケティング活動をとらえようとするとき、

3 ：境とマーケティン マネジャーにとって与件として考えられなげれ 同　上

グ手段 ぱならない環境と、意思決定の対象となりうる
闥iとを区別して考案するのが、もっとも便利
である。

自由主義経済を基幹とする国々では、何らか
政府による規制 の形で競争を制限する行為を禁止する法律をも

4 一マーケティング っている。世界各国の競争制限禁止政策を見る 同　上

環境その1一 とともに、わが国の独禁法の沿革をたどり、そ

の法律の意図するところを明らかにする。

不公正な取引方法に関する禁止規定、景品や

表示の問題に対する規制の内容について、事例

5 同　　　上 をあげながら考察する。 同　上

流通機構の形成と 一企業の立場で、流通機構を変えていくこと

商慣習 はできない。それは歴史的、風土的、あるいは

6 法制的に影響を受けながら変遷をくりかえして 同　上
一マーケティング いく。日米の流通機構の比較を通じて、日本の

環境その2一 流通機構の特質を考察する。

日本的取引慣行として、どのようなものが挙
げられるか。いくつかの事例を見ながら、取引

7 同　　　上 慣行というものがその国の風±と深いかかわわ 同　上
合いをもっていることを明らかにする。大規模
小売店舗に対する規制など、日本における国の
流通政策の違いについて論じる。
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回 テ　　　一　　　マ、 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マーケティング担当者は、競争企業の意思決
市場と競争 定を左右することはできない。競争市場での成

8 一一 }ーケティング 果を記述するモデルについて概説する。 大　沢　　　豊：

環境その3一・

消費者はマーケティング担当者の最終目標で
消費者行動 ある。その消費者は経済学で仮定するような合

9 一マーケティング 理的行動をとるとは限らない。しかもすべてが 同　上

環境その4一 同質であるとはいえない。市場細分化は異質的な

市場に対応する企業の適応であるといってよい。

意思決定に必要とされる情報は社内で得られ

10
情報の収集と分析

齊s場調査一

るとは限らず、調査によってこれを入手しなけ

黷ﾎならないことが多い。市場調査技術は、対象

ﾌ選択（標本調査論）と質問票の作成の両面で、
同　上

プロフェッショナルな知識の上に成立っている。

将来の不確定な状況について、何らかの形で

11
情報の収集と分析

齊�v予測一

予測を行なうことが要求される。短期的な予測

ﾆ長期的な予測とでは、自から異ったタイプの

阮@が適用される。コンピュータの発達によっ
同　上

て予測技術は進歩しつつある。

現在の企業では、単一の製品またはサービス
のみを提供していることは極めて稀である。製

12 新製品開発 品開発は、市場細分化のための戦略と、多様化
�ﾚ指した戦略とが考えられる。製品の特性を

同　上

どう煩えたらよいか、製品属性分析の手段にも
ふれる。

広告実務に澄いては、広告活動を他のマーケ

ティング変数と切り離して論ずることが多い。

13 広告計画 ここではそれらの実務で多．く利用される基準と 同　上
その問題点を考え、同時により総合的な立場か

らの意思決定モデルに言及する。

個々の企業に：とって価格決定の自由度はその

14
価格政策と地域マ

[ケティング

市場が競争的であるか寡占的であるかによって
ﾙなる。価格決定の実務的基準のいくつかを概
烽ｷる。

同　上

地域マーケティングでは消費者の空間的行動
を分析するためのモデルを考察する。

ケネディ大統領による消費者の権利の保護の

提唱以来、国や公共団体による施策がとられて

15 企業と消費者 きている。国や企業はその権利を保護する責任 同　上

を負うと同時に、消費者の側でもそれに応じた

知識を自ら身につける義務があろう。
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経　　営 組 織　　論　　（R）

〔主任講師：森本三男（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　経営組織の構造と行動に関する諸問題を理解してもらうよう努める。全体の前半部分は主として理

論的命題の説明に充当し、後半部分は主として実践的課題の分析に向けている。現代が組織社会であ

ることに留意するζととともに、組織が変動する環境に主体的に適応する動態的システムであること

を重視する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営組織がどのようなものであるかを概観する。

説明のキーワードは、「経営」と「組織」であり、 森　本四　男
1 経営組織の意義 内容の特質を、個人と組織の関係、協動の意義と

必要性、組織の要素などの点から論及する。 （青山学院大学教授）

経営組織に関する研究がどのように発展してき

2
経営組織論の発展
ﾆ系譜

たかを概観する。そのため、数種の学説分類をふ

ﾜえた上で独自の分類を呈示し、それぞれの学説

ﾌ内容を説明する。その際、諸学説が発展的系譜

同　　　上

を形成していることに留意する。

構造論は組織の解剖学であり、公式・静態的諸

関係を問題にする。（1）では、構造の意味と設計原

3 経営組織の構造（1） 理を説明する。数個の原理について、その内容と 同　　　上

問題点、組織に対する含意、批判者による批判点

などを説明する。

組織構造の具体的類型である組織形態について

説明する。組織形態には種々のものがあるが、そ

4 経営組織の構造② れらはたんに羅列的に存在するのではなく、一定 同　　　上

の発展的関係をもっていることに留意する。

行動過程論は組織の生理学であり、公式な動態

関係を中軸にするが真菰式な人間関係のまつわる

5 経営組織の行動過程 動的状況を問題にする。その状況を、意思決定、 同　　　上

コミュニケーション、影響力、コンフリクト（葛

藤）などの諸点からとらえてみる。

，組織は、環境と相互作用することによって存続

するオープン・システムである。このような組織

6 経営組織と環境 にとって、環境とはどのようなものであるか、環 同　　　上

境適応とは何をすることであるかを明らかにする。

組織有効性とは何かをまず明らかにする。つぎ

に、組織有効性に関するいくつかのモデルをとり

7 あげ、それらの内容と問題点＝などる順次説明する。 同　　　上

とり上げるモデルは、目標モデルとシステム・モ

デルに2大分される。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経営組織の成長

　組織には盛衰があり、成長が望ましい状態である。成長はどのようなことをさし、どのよちに測定するのかを理解す為。組織成長についてもいくつかのモデルがあるので、それをとりあげて、内容と問題点などを説明する。

　森　本　三　男

i青山学院大学教授）

9 経営の組織戦略

　組織の有効性を高めあるいは組織成長を実現するための基礎になるものは、組織戦略である。組織戦略の基本命題と、主要な戦略内容を説明するb戦略は、組織構造設計戦略と組織環：境操作戦略に2大分される。

同　　　上

10 経営組織の環境適応
同　　　上’

11 経営組織の中枢機能

　大規模経営組織に論ける、戦略的適応の中枢となる部分をとり上げる。具体的にはζ経営者組織、戦略スタッフ組織、戦略的事業単位、・研究開発組織などについて、その現状、問題：点、澄よぴあり方を検討する。

同　　上

12 経営組織の動変化 同　　　上

13 経営組織の人間化

　人間の集合である組織に澄いて、非人間的現象もしくは人間性疎外がなぜ生じるのか、人間化とは基本的に何をすることであるかをまず理解する。その上で、職務拡大、職務充実、参加などの具体的方策を検討する。

同　　　上

14 経営組織の国際比較

　組織の風土は、各国の文化的背景によって強く影響される6この章では組織の国際比較について方法上の検討を加え、ついで主として日本的特性の説明をおこなう。日本の経営組織は、部門的思考のような構造特性と、りん議的決定のような行動特性をもっている。

同　　　上

15 経営組織の国際化

　国際化は、経営組織にどのようなインパクト

�^えるであろうか。国際化によって各国別の

ﾁ性は消滅するとの考え方（収れん説）と、新

ｵい異質の風土が遂次創発されていくとの考え

福ｪある。それらについて考察を加えてみる。

同　　　上
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経　　営 戦 略

　　　　　　　　　　〔担当講師：河野豊弘（学習院大学教授）〕

全体のねらい》
　経営戦略とは、企業が環境にどのように対応し、どのような製品やサーービスを提供するかを決定する
ことである』即ち製品構成を決定し、そのための新製品を開発し、後方への垂直的統合や前方への垂直
的統合をどうするか、海外に子会社を設けるか否か、競争戦略をどう進めてゆくかなどを決定すること

である。

　戦略的意思決定は前例のない一回限り意思決定であり、企業の業績に大きな影響を・与える。そのよう

左意思決，定をどう行なうか、をとの科目では研究する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営戦略の必要性

1
経営戦略の概念と

嵭ｪ的意思決定

経営戦略の体系

嵭ｪ的意思決定の特徴
河　野　豊：弘

i学習院大学教授）

重要な情報の選別

環境の分析一機会 戦略情報の体系

2 と脅威 情報源 同　上

収集と処理と伝達

強みと弱みの分析の体系

3
自社分析一強みと

繧ﾝ

PPM分析の例
ｪ析の方法 同　上

目標・方針の体系

，基本目標の水準の決定

4 基本目標の設定 戦略上の問題点 同　上

製品構成の類型

5
製品構成の決定と

V製品開発

製品構成と業績

ｽ角化と組織 同　上

新製品開発の成功と失敗

開発のプロセス

6 〃 開発の組織 同　上

垂直的統合の意義

統合の原理

7 垂直的統合 同　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多目籍企業経営の原理

適する領域
8 多国籍企業経営 成功と失敗の要因 河野年三手

競争の起る理由

競争の武器・
9 競争戦略 同　上

競争についての原理

競争の具体的展開

10 〃 同　上、

資源構造の領域

内的強化と外的強化

11 体質の強化 組織文化の変革 同　上

評価の要素

評価の方法

12 戦略の評価 同　上

実行計画の要素

資源獲得と権力

13 実行計画
センターの動員 同　上

φ

動機づけの原理

戦略計画に：誇ける 動機づけの実際

・14
動機づけ

利害対立の解決 同　上

トップマネジメント

企画部門

15 戦略計画と組織 プロジェクトチーム

ﾐ内ベンチャー
同　上
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＝＝生：産管理とOR＝

〔主任講：師：秋庭雅夫（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　生産に当って、市場6要求に適合する製品の産出、材料・動力・設備などの効果的な活用、作業者

の人間性尊重などの課題に応えるために、生産とその管珪の活動を適切に計画し、運用していくため

の考え方、方式、方法を説き、また、それらを統合するシステムについて示す。さらに方法論として

のORの概要を紹介する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

生産とは何か。生産管理とはどのよう：なこと

1 生産管理

をするのか、特性（品質、数量、時間、金額）
ﾌ管理と作業（材料投入、工程稼働、製品産出）
ﾌ管理とを組み合わせて考え方ととらえ方を示

　秋　庭　雅　夫

i東京工業大学教授）
す。

生産管理のとらえ方に基づいて、各種の生産

方式の区分体系の考え方を示し、また、それぞ

2 生産方式 れの生産方式の特徴を説く。さらに、今までの 同上
生産方式の移りかわりと、現在の課題を示す。

市場の要求を分析し、そこから製品に何が期

待されているのかを導き出す方式とその結果を

3 製：品企画と品質管理 示す。さらに、管理図法、抜取検査など品質管 同上
理の基本を示す。

．工程図記号に基づく工程図の作成方法を示し、

生産工程の改善への活用方法を例示する。

4 工程分析 同　上

作業分析、既定時間法、標準資料法などを示

し、作業方法・時間の設定と標準化について説 木　村　俊　郎
5 作業管理 く。それに関連して、複式活動分析の考え方と

?pのしかたを示す。
（国際協力事業団）

設備能力の決定問題について、待ち行列モデ

6
待ち行列と設備能

ﾍの決定

ルと確率モデルの導入の必要性を説く。M／M

^1型の待ち行列理論、一般の待ち行列問題に

ﾂいてモンテカルロシミュレーションによる方

横　山　雅　夫

i放送大学助教授）

法について説く。

作業負荷を平準化するためのうインバランシ
ングの手法について説く。ラインバランス効率、

7 ラインバランシング 山崩しの考え方とともに、ジャックソンの列挙 同　上

消去法澄よび位置重み値を用いる方法について

説く。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生産計画に澄ける意思決定の線形計画法によ

線形計画法に：よる るモデル化をとりあげる。具体的解法の手段と
8

生産計画
して、図式解法、シンプレックス法による解の

≠ﾟ方について説く。
横　山　雅　夫

n個の仕事、m個の機械があるときにガント
スケジューリング チャートによる可能な加工順序を示しながら、

9 （ジョブ・ショc　プ　・タイ　プ）
問題め意味を説く。また、ジョンソンの解法に

ﾂいて例示する。
同　上

プロジェクトに含まれる仕事の先行順位が与
スケジューリング えられたときの進度管理を行なう手法として

10 　o　　　　　　　　　“
iブ肩ジェクト・タイプ） PERTをとりあげるげアローダイヤグラム、日

�v算、クリテ～カルバス、人員配置、3点見
同，上

積り、時間短縮の求め方とその意味を説く。

線形計画法に診ける最適割当ての問題、輸送

問題をとりあげ、それらの実際的意味：を解説す

11 作業割当と輸送計画 るとともに、わずかの計算：努力で解くことので 同　上
きるハンガリア法などのアルゴリズムについて
説く。

資材調達に関する各種資材発注方式について

示す。また、それと関連して、在庫を持つ要因
、12 資材調達 の分析とその排除の取組み方について説く。さ 秋　庭回　夫

らに、外注への考え方と管理の課題を示す。

ζ 在庫要因の立場から在庫モデル澄よび生産・

在庫管理方式の考え方を整理ずる。また大量効

13 在庫管理 果に基づく経済発注量の求め方、需要、リード 同　上
タイムの不確実性に基づく発注点のシミュレー

ションによる求め方について説く。

目標を重点的に展開して生産を合理化する方

式、対策の体系的な選定について示す。

、14 生産合理化 同　上

　生産自動化の構造を示し、トランスファ方式、

Q管理方式などの方式ならびに機器を例示する。
同　上

15 生産官動化 さらに、自動化の経営効果とそこでの課題につ 下地　脩亮
いて説く。 （末廣技研㈱社長）
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経　　営 科 学

〔主任講師：大澤　豊：（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　企業が生産、販売、財務などのそれぞれの領域に齢いて合理的な意思決定をしょうとすれば、企業

経営を取りまく経済環境をはじめ、その決定に影響を与えをさまざまな要因を分析し、それらを表現

する数量的なモデルを構築し、その上でいろいろな代案を検討することが必要である。この種のモデ

ルがどのように役立つかを、数値例を使って、実際に電卓などを利用して計：算しながら、具体的に議

論していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「経営科学」という言葉は、一般にはオペレ

1 は　　じ　　め　　に

一ションズ・リサーチ（OR）と同義語として
ｵわれることが多い。本書では企業行動の経済
ｪ析も含めて、企業経営に澄ける意思決定の経

大　澤　　　豊：

i大阪大学教授）

済的側面に重点をおいたモデルに焦点を合わせ、

数値例を実際に計算しながら理解していく。

幾種類かの生産要素を結合することによって、

2 生　　産　　関　　数

製品が生産される。この際の生産要素の量と製

iの生産量との関係を表現する関数が生産関数
ﾅある。コブ・ダグラス型と呼ばれる生産関数

　宮　下　藤太郎

i青山学院大学教授）

が、実証的な分析ではしばしば採用される。

競争市場では、一企業の立場でその製品の価

格を自由に決定することはできない。市場価格

3 需　　要　　関　　数 が一与えられたとき、どれだけの需要があるかを 同　　　上

示すのが需要関数である。需要の価格弾力性を

使った指数タイプの需要関数がよく利用される。

生産関数、需要関数が与えられ、さらに企業

の費用関数が示されれば、企業が利益を最大に

4 企業行動モデル するためには、どれだけの生産を行えばよいか 同　　　上

が計算される。さらに資金制約がある場合には

どうなるかを考える。

需要関数：に価格だけではなく、広告費の支出

による影響をも含めてモデル化することも可能

5 広告の需要弾力性 である。その場合の企業の最適政策を議論する。 同　　　上

生産計画の問題を、線形計画モデルによって

6
線形計画　（1）

ﾅ適生産計画

定式化する。その場合、どのような仮定の上で

cfルが構成されているかを検討する。 大　澤　　　豊：

線形計画の問題の基本的な解法としての単体

7 線形計画　②
P体法による解法

法を、具体的左数値例によって、単体表と呼ば

黷骭v算表を構成しながら、開設する。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

単体法によって得られた解のもつ意味を、単

7 線形計画　（3）
o済学的意味づけ

体表の最終段階で得られる条件を吟味しながら

lえる。 大　澤　　　＝豊

‘

線形計画の一つの特殊なケースである輸送問

線形計画　（4） 題について、説明する。また整数計画問題にっ

9 輸送問題とその解 いても議論する。 同　　　上
三法

ゲームの理論（1）
1α 競争のもとでの 小　山　昭　雄

合理的行動の分析 （学習院大学教授）

ゲームの理論（2）
11 ゼロ和2人ゲーム 同　　　上

とその解決法

，

統計的意思決定論（1）

12 不確実な条件下で 同　　　上
：の意思決定の問題

統計的意思決定論（2）
13

情　報　の　価値 同　　　上

鼻

シミュレーション（1）

114 モンテ・カルロ 大　澤　　　豊：

シミュレーション
、

シミュレーション（2）

15 システム・ 同　　上
ダイナミ　ックス

毒
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シ　ス　テ　ム　工　学

〔主任講師：浅居喜代治（大阪工業大学教授）〕

全体のねらい

　大規模・複雑なシステムの計画’・設計・運用のためのシステム工学への理解を深めるために、まず、

その発達の歴史・アプローチ・応用例を示したのち、次にアプローチの順に各段階での方法論を説明

し、終りに最近の総合的な実際例を挙げて、系統的かつ具体的に講議を進め、システム概念の把握と、

システム思考の基礎を与えようとする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず序論として、本講義の目的・意義・全体

1
序　　　　　　論

Vステム　とは

の構成について述べ、続いてシステム工学の対

ﾛであるシステムとはどういうものかを説明す

驕Bシステムについては、その定義、種類、巨

　浅　居　喜代治

i大阪工業大学教授）

視的な特性などを、例を挙げつつ解説する。

まず、システムをハードシステムとソフトシ

ステムとに分け、両者の関係について述べ、次

2 種々のシステム に、構成要素や構成法などにより分類されるシ 同　　　上

ステムを例示する。続いて、システム工学が対
象としている現実のシステムを、例を挙げつつ
説明する

まず、システム工学の発達を歴史的にながめ、

システム工学が複雑・大規模なシステムの計画・

3 システム工学とは ・設計・運用の技術として必要であることを述 同　　　上

べ、次に、システム工学の考え方を、他の種々

のシステム科学や技術と対比しつつ説明する。

前回でのシステム工学の考え方に基き、シス

4 システム工学の
A　プ　ロ　一　チ

テム工学のアプローチを、例を挙げつつ説明し、

ｩつアプローチの各段階で用いられる方法論に
ﾂいて概説する。特に、以下の講義に含まれな

同　　　上

いシステム手法については、ここでその考え方
を説明する。

システム工学のアプローチの初期の段階に澄

5

システムの表わし
禔iシステム・モ
fリング）

いて、取扱うシステムを数式や図などによって
¥現するモデリングについて、考え方、一般的
壕ﾓを述べ、さらに、数学モデルや図南モデル

平　井　一　正

i神戸大学教授）

などについて、例を挙げつつモデリングのアブ
ローチを説明する

まず、システム・モデルを、表現形式・目的

6
種々のシステム・
@一　cAノレ

・表現特性から分類し、それぞれについて例を

ｦしつつ概説する。さらに、代表的なモデルに

ﾂき、目的・意義を、その作り方とを例を挙げ

同　　　上

て説明する。　　　　　　　　　’

前回までに概説されたシステム・モデルのう
ち、特に大規模システムの構造を部分システム

7 構造モデルとグラフ 間のつながりとして表現する構造モデルについ

ﾄ述べ、次に、それの有力な方法論として、グ

寺　野　寿　郎

i法政大学教授）

ラフ理論とグラフとについて例を挙げつつ説明
する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

システム・モデルのうち、特に社会や企業の

8 ファジィ・モデル
システムあるいは人間行動などのモデルとして
tァジィ・モデルを取り上げ、その意義・理論・種類などを例を示しつつ説明し、さらに、モ 平　井　一　正

i神戸大学教授）

デル作成上の問題点と注意とを述べる。

種々のシステムの基本的な特性のうち、ここ

9
システムの特性と
�@　析　　　（1）

では、安全性ゆ可制御性・可観側性・感度を取

闖繧ｰ、それぞれの意義・モデルによる解析法

�qべ、これらがシステムの計画・設計・運用

寺　野　寿　郎

i法政大学教授）

上どのように取り扱われるのかに触れる。

種々のシステムの基本的な特性のうち、ここ

10 システムの特性と
�@　析　　　（2）

では、信頼性・保全性・安全性などを取り上げ、

ｻれぞれの意義・モデルによる解析法を述べ、

ｱれらがシステムの計画・設計・運用上どのよ

同　　　上

うに取り扱われるのかに触れる。

前回の「システム解析」の結果に基いて、で

良いシステムの求 きるだけ良いシステムを求めるためのアプロー
11 め方

iシステム最適化）

チについて概説し、利用される種々の方法論
�痰�ｦしつつ説明する。さらに、このシス

浅　居　喜代治

テム最適化法の一部が、システムの最適運用に
も用い得ることを示す。

前回のシステム最適化法のうち、システムの
目的を示す関数（目的関数）が数学的に定まら

12 シミュレーション ないときに用いられる計算機によるシミュレー 同　　　上

と試行法 ションの手法を、例を挙げて説明し、さらに、

シミュレーションのプログラムを作るのに必要
：な試行法について述べる。

社会・都市・産業などの複雑・大規模システ

13
システム・
@　　“@　ダイナミクス

ムの動的かつフィ，一ドバヅクの状況を示す構造

cfルの方法論として、システム・ダイナミク
Xの考え方と理論とを説明し、さらに、この方

榛　沢芳。雄
i日本大学教授）

法論に基づくモデリングの方法について述べる。

システム・ダイナミ．クスに基づくモデルの応

14
都市システムへの

棊p

用例として都市システムを取り上げ、このモデ
汲ﾉよって、地域開発の問題を用地・生産・雇
pなどの立場から考察するシミュレーションを

伺　　　上、

試み、どのようにシステム計画を進めていけば

よいかを説明する。

最近発達しつつあるオフィス・オーートメーシ

OA、　FAのシス ヨン（OA）ならびにファクトリー・オートメ

15㌔ テムペの応用 一ション〈FA）のシステムの計画・設計・運 浅井　喜代治
ま　　　と　　　め 用に、システム工学をどのように適用すればよ

｢かを、例を示しつつ説明する。

訟わりに、以上15回の講義の要約を行う。
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＝人　間　工　学＝

一一 H学的人間学

〔主任講師：加藤一郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　機械と人間の類似性に着目し、人間について問いを発する。人間を工学的に観察しようというのであ

．る。有機体として複雑性と多様性とをもつ人間に対し動的システムモデルによるアプローチを試みる。

その成果がロボットからサイボーグへと展開応用されていくことを示す。・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
工学的人間学とは

齠?ﾔ尺三一

　人間は工学とどのようにかかわってきたか◎
l間機械論から人間システム論に至る。囎工学
?ﾔ学”の系譜につらて述べる。工学的人間学

ｪ、人間の解明と福祉とに果す役割りを通じて、
ｱれからの展開に対する理解を深める。

加　藤　一一　旧
ｭ早稲田大学教授）

2

ブラックボックス

@　としての入間

齊ｩ動人間一・一

　思想的にデカルトに始まる人間機械論は、背

iとなる技術の進歩に支えられて変遷し近代に

鰍ﾁている。この自然観は人間を外部からなが
ﾟ一種の機械どして理解してゆくのが特長であ
驕Bその歴史と現状について語る。

同　上

3
　
　
｝
顧
尊

内側からみた人体

齔ｶ理工学一一

　学問の分化が進むにつれて人間を内側から理

�ｷることに重心が移らてきた。レオナルドの

�Uから近代の電気生理学に至る流れを新たに

ｶ理工学として現代的展開をみせようとしている。

同　上

4
脳のサイバネティクス

@一人：工知能一

　・人間の頭脳とコンピュータとの間には大きな

Mャッ、プがある。しかしコンピュータによって
l間の知能を一部代行させることはできる。こ
ｱでは人工知能の開発とそれによる脳機能の理
�ﾌ試みについて述べる。

同　上

5

情報チャンネル

@　としての皮膚
@一官能検：査一

皮膚感覚の特異説がしだいに根拠のうすいモ
fルとなりつつある。これを例として、仮説・
沛ﾘのプロセスを示す。外界との代行情報チャ
塔lルとしての応用や官能検査能力の人工雪な
ﾇを紹介する。

同　上

6 骨と筋のメカニズム

[人工関節・筋一

　骨生成の電気機械的メカニズムをしらべ、形
ﾆ機能について考える。筋についてはその構造
ﾁ性など特有の性質をしらべる。これらの代替
@器としての人工関節や人工筋についても紹介

ｷる。

．同　上

7

身体リズムの

@　　　メカニズム、

齠d気刺激一

　人間の体内では神経によって情報が伝達され

ﾄいる。したがって、神経に電気刺激を与える

ｱとにより、心臓、腸管などのリズムを制御し、
?驍｢は痛みを澄さえることなど、入工的に身

ﾌの制御を行うことができる。

内　山　明　彦
i早稲田大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

血液循環系の

@　　　メカニズム

[人工心臓一一

凶漁騰繋琶繍溝萩薫辛馨こている。これらの構成している心臓、血管、血液流動のメカニズムを解説し、あわせて心不全の外科治療、二二心臓の現況について言及する。

土　屋，喜　一
i早稲田大学教授）

9
発声のメカニズム

　我々は物を見て、その形を知り、意味を理解し、さらには美しい色彩にあふれ：た三次元の空間を知覚する。この巧みな視覚のしくみ一一メ

白　井　克　彦

一一 l工のロー一一
カニズムr一を主として機能的に解説する。さらに、．このような機能に欠陥のある視覚障害者

（早稲田大学教授）

に対する技術補助の問題について議論する。

言語が人間システムの中で持つ様〃な特質に

10
聴覚のメカニズム

ついて、言語の構造、言語の習得、思考と言語

ﾌ関係などを見る。さらに、音声を発生する機 同　上
一人工の目一 構と、人工的に音声を発生する方法について述

べる。

＼ 人間シズテムの中で、聴覚の果す役割を見る。

視覚のメカニズム 生理学的に見た聴覚の機構と聴覚の複雑な心理、
大　頭　　　仁

11
一人工の目一

現象について、今日の聴覚理論をながめ、それ

�H学の立場から考察する。さらに音声の認知
（早稲田大学教授）

と人工の耳の可能性について述べる。

手は入間である。感覚系、運動系ともに人間

12
手のメカニズム

特有のシステムをもっていることが手の巧緻性
ﾆ深く関連している。その巧緻性についてその 白　井　克　彦

一入工の手一一
機械的構造や運動制御についてしらべる。義手やロボットについて現状を人間機械システムの

（早稲田大学教授）

立場より述べる。

2足歩行の意義と問題点をさぐる。歩行運動

∫13 足のメ回漕ズム
[三三の足一一

の計測とそれに関連して正常と異常について考

ｦる。歩行の制御力学や歩行機械により足のメ
同　上

カニズムを解明し義足への技術波及に言及する。

人間は心と体をもつ。心理学的知見をもとに

三14 内面からみた人間

鼈齔 S理工学一

人体に澄ける情報系と動力系について考察する。

l間機械システムの評価の問題やバイオフィー

hバックなどを例に心と体の関係についてのべ
驕B

加　藤　一　郎
i早稲田大学教授）

エ学的人間観はロボットモデルからサイボー

15
人間と機械の共生 グモデルへと移行してきた。近代合理主義がよ

一サイボーグ社会』 りどころとしてきた知性偏重でなく、知性に感 同　上

性を加えた新たな現代の価値観をサイボーグ社

会という視点から探る。
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情 報 工 学

〔主任講師：都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　電子計算機の本質澄よび実際を見極めるため、その仕組・原理・構成などをハードウェア、その利

用法・プログラムなどのソフトウェア、ならびに応用技法等について基礎的な内容を講述する・あわ

せて、産業・社会に論ける電子計算機の現状や将来への展望についても適宜言及する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

いま計算機はどのよう：なところで、どのよう

に用いられているかを紹介しながら、計算機が 都　倉　信　樹
1 計算：機概説 多方面に活用されていること、計算機にもいろ （大阪大学基礎工

いろのものがあること、多くの職種：の人々が関
^していること等にふれ、計算機の分類などに

学部教授）

話を進める。

典型的な計算機を例として、その構成をみる。
計算機はそれぞれの機能を果たす装置から構成

2 計算機の構
されているが、主要な装置について紹介する。

ﾜた、CPUの内部がどのようなものから構成
同　　　上

されているかを説明し、逆に、その設計法にも
言及さる。

計算機は一見複雑極まりないが、実際は簡単

な要素から組み立てられており、想像よりは簡

3 簡単な計算機1 単なものである。ゲート、フリップフロップな 同　　　上

どの要素から出発して、主要な計算機回路を作

っていく過程を説明する。

4 簡単な計算機皿 同　　　上

，基本的な回路を用いて、非常に簡単な、しか

し、典型的な計算機の構成を考え、その動作を

5 計算：機の動作原理1 解説する。機械語命令、プログラム、アセンブ
奄ﾈどの概念を具体的な形で説明する。そして、

同　　　上

プログラムに関するいくつかの基本的な概念を
例示する。

6 ’計算機の動作原理∬ 同　　　上

最近の計算機の進歩は多くの関連技術の進歩

7
IC，V：LSI，
}イクロプロセッサ

に支えられている。計算機の技術を支える最も

d要な技術であるICやマイクロプロセヅサに
ﾂいて、主に応用側から考えてみよう。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

プログラムを作るという作業について述べる。

8
プ　ロ　グラ　ムの

﨟@　本　　概　念

手順の表現法としての流れ図を紹介し、いくつ

ｩの典型的な例をもとにプログラムに関する基

{的な概念を説明していく。

都倉信　樹
i大阪大学基礎工

w部教授）

プ限グラミング言語について解説する。人間

の言語との違いなども考えながら、計算機の言
9 プログラミング言語 語の特質を考える。また、どのような言語が望 同　　　上

ましいのか、どのような言語があるのかなどに
ついても述べる。

プログラミングの主要なステップのひとつは

アルゴリズムの検討・設計である。いくつかの
10 アルゴリズム1 主要な例について、アルゴリズムの考え方澄よ 同　　　上

びその評価の仕方などを講述する。

11 アルゴリズム∬ 同　　　上

ソフトウェアを作るという作業は単にプログ

ラミングだけではないことを強調し、その内容
12 ソフトウェア1 と問題点を検討していく。特に大規模ソフトウ 同　　　上

エアを開発することのむずかしさとそれに対す

るいろいろの提案を紹介しよう。

13 ソフトウエア∬ 同　　　上

これまでの論議を基にして、計算機の能力に

14
計算：機にできるこ

ﾆ、できないこと

関する基本的な問題に対し解答の一つを示す。

ﾜたそれとの事項にもふれる。 同　　　上

この講義で扱った内容が情報工学全体の体系

動向と展望・一さ のなかに占める位置を示し、カバーしきれなか

15 らに勉強するため つた事柄を示唆する。さらに、各人の興味に沿 同　　　上
に一 って引き続き勉強するための案内もしたい。
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＝・ v測と制御＝＝

　　　　　　　　　　〔主備：乗川瓢鶏箋驚蓼）〕

全体のねらい

　希望ど澄りの経過や結果や状態を得るために必要な操作をほどこすことを制御という。このために
は現状や結果を計測することが必要で、計測なしには制御は成りたたない。本講義では、これらを踏

まえて社会に澄ける計測制御の活躍状況の解説を背景に、計測制御を学んでゆくための必要最小限の
工学的基：礎事項を説明する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1

もし計測と制御が
@　　　なかったら一計測・制御がな

ｩったら世の中は
@　　ストップー

　計測がなければ．仕様に合った製品は存在しない。また生物にしろ機械にしろ目的を持つ動きを実現するためには、制御がなくては達成で

ｫない。この計測・制御がない場合とある場合
�ﾎ比させ、いくつかの実例を示し解説する。

森　　　政弘
i東京工業大学教授）

ｬ　川　鑛一
i東京工業大学助手）

2

生産と計測・制御1
i加工組立ライン

@　　　　の実際）一人間行動もシー

@　ケンス制御一

　加工組立ラインでは、さまざまな姿でシーケ

塔X制御が活躍している。シーケンスの概念を

l間行動を例に解説するとともに、機械運動や

ｶ産ラインとシーケンス制御について述べる。
同　上

3

生：産と計測・制御II

iプラント制御の
@　　　　　実際）一連続体の自動化

ｪプロセス制御一

　プロセスとは、原料を受け入れ加熱、冷却な
ﾇを行い、化学的、物理的な変換を施し目的と
ｷる物質を生産するシステムをいい、このため
ﾌ機械、装置全体をプラントという。ここでは、
vラント各部の流量・温度などの制御につき述べる。

同　上

4

生産と計測・制御

i数値制御NCと
鴻{ヅトの実際）一メカトロニクス

@　　　　　入門一

N・C・とロボットは、ディジタル計算機と制御
Z術が有機的に結合した結果今日のように発展

ｵた。NCは数値信号で工作機械を、ロボット
ﾍ指令信号で腕や手をサーボ機構を介して制御
ｷる。本章では、NCとロボットの概要を述べ
驕B

同　上

5

制御の基本方式
iフィート沢ックとフィ

@　ードフォワーめ一制御のすばらし

@　　　　　　さ一

　一般に制御といえばフィードバック制御（：F

a制御）を指すほどにFB制御は一般化してい
驕BこのFB制御の本質を理解するため教室の
ｷ度制御を例に上げ温度調節係の澄じさん物語
�lえる。また制御の名称分類用語についても
Gれる。

同　上

6

計測制御の基礎知
A識一制御理論の基礎

@　　　　の＝基礎一

　計測・制御は情報の流れを取り扱う学問とい
ｦる。この情報の流れを取り扱いやすくするた
ﾟ、制御ではいろいろと工夫がなされているα
ｻの基本的なものにプロツク線図、伝達関数、
宴vラス変換デジベルなどがあるので、解説す
驕B

同　上

7

制御系の過度応答

齠?髏M号・姿を
ﾏえて出る信号一

時間関数として制御系の特性を表わすために、

Cンパルス応答とステップ応答がある。これは．

nにインパルスあるいは単位ステップ関数を入

ﾍし、その出力を解析するもので、系の特性を

攪_的、実験的に取り扱うのに有力である。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8

安定・不安定の概
Oと条件．一制御の安定・不

@　　　　　安定一一

　安定・不安定という概念は、物や人間の心に動きが伴う場合に現われる。物に動きがあって・はじめて制御が成り立つので、安定・不安定は制御工学にとって大切な概念である。制御系と物理系を対比させ安定、不安定現象を説

森　　　政　弘

ｬ　川　鑛　一

明する。

9

制御系の周波数応
嚠齔ｳ弦波の魔カー

　制御系の特性を表わす別の方法に周波数応答がある・これは、系の入力に周期可変の正弦波を入れ、その出力応答の振幅と位相に注目して解析するものである。任意の時間関数は種々の

同　上

周波数の正弦波に分解できるので、これらにっ
き述べる。

制御装置
　制御対象に操作を加え希望通りにすることが

ｧ御であるが、この操作を指令するものが制御

1⑪ 一頭脳にあたる 装置である。ここでは、プロセス制御の装置で 同　上

制御装置一 ある調節計、およびサーボ機構の制御装置の基

本としての補償回路について説明する。

制御用機器は種類が多く、プロセス制御、シ

制御用機器 一ケンス制御、サーボ機構、数値制御などとその

11 一制御特有のノー 名称分類によって使用制御機器も異ってくる。 同　上

ドウエアー ここでは、プロセス制御とサーボ機構を例に取

の上げ、その代表的制御機器について解説する。

科学の進歩と計測技術はお互に深い関係を保

12
計測の話

黷ﾈぜ測るのか一

ち発展した。制御工学においても．計測技術な

ｵには制御不可能である。本章では、物理量を

ｪるためエネルギー変換型センサとエネルギー
同　上

制御型センサについて説明する◎

センサの種類は非常に多く、また一つのセン
センサ技術 サでも使用目的に応じ工夫を凝らすことによの、

13 一センサと頭は

@　　使いよう一

多岐にわれる応用が考えられる。ここでは、エ

lルギー変換型センサの一つである熱電対と抵
R線歪ゲージを取り上げ、その幅広い応用の一

同　上

：端を紹介する。

14
最近の制御工学

齬攪_の世界一

　制御理論はここ十数年の間にいちじるしい進歩をとげた。本章では工学における理論とは何か．その有用性、その背景、その体系の美などにつ

ｫ、現代制御理論に主幹を置いて解説し、学問

森　　　政　弘

ﾃ　田　勝　久
i東京工業大学教授）

の世界をかい間賦することにする。

上述の14章を総括し、要点を復習し、計測・

まとめ 制御の未来を展望する。 森　　　政　弘

15 一まずます広がる 受講者に将来への希望を与え、勉学努力への 古　田　勝　久

計測・制御一 エネルギー源とする。
小川　鑛一
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　　　　　　　　　　　　＝　設　　計　　工　　学　・＝

　　　　　　　　　　　　　　　一翼折と総合一

　　　　　　　　　〔主任講師：阿武芳朗（東京理科大学教授）〕

全体のねらい

　本講では、設計の学問ならびに工業技術における位置付けとその意義、論よび設計の思考過程、行動
実行過程、また、その評価、管理について論じ、社会に貢献し得る設計とはいかなるものかを会得させ
るための教養講義とする。前段（1～5回）は設計工学の基礎事項、中段（6～12回）は、設計目的
の具体化のための技術的基本事項を、後段（13～15回）は設計の評価：ならびにその管理事項について
述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

設計を工業社会におけるエンジニヤリング的

1． 設計工学
なアプローチからその位置付け、思考、実行過

��_じる。そのための基本を述べるQ
阿武　芳　朗

（東京理科大学教授）

設計思考過程では、とくに総合に論いて創造

性が要求されるが、設計に要求される創造性の
2 設計と創造性 本質、技法について述べる。

同　上　　　　’

人間が意：志を他人に正確に伝える手段に言葉

3 言葉としての図面（1）

がある。3次元空間での物体の正確な情報は、

}面によって伝達される。図面の基礎を述べる。
塚　田　忠　夫

（東京工業大学教授）
ヴ

製品に必要な性能、機能の考え方とその意味

の伝達法について述べる。

4 言葉としての図面（2） 同　上

機械的作業を得意とするコンピュータと創造

5
設計とコンピュータ

@　　　（CAD）

的思考とする設計者の相互の長所を結合すれば

�ｦのよい設計が行える。このかかわり合いに

ﾂいて述べる。

同　上

次回以降に例示される設計構造の基礎知識と

して、種々の機械に共通して使用される部品の
舟橋宏　明

6 機械要素 形態、機能、使用目的を述べる。
（東京工業大学

助教授）
酵

設計にあらわれる二つの正反対の思考プロセ

ス、すなわち諸支配因子を細かく分けて調べる

7 解析と総合 解析と既存の知識を総合し、最適解を得る総合 同　上
を述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

機械を運動系としてとらえ、運動の変換・伝

達の基本形式を示し、系内の物体の数や入力の
8 運動の変換・伝達：（1） 数などの条件について述べる。 舟　橋工　明

機械運動系の入力および出力運動の量的関｛系

について解析し、また所要：の入出力関係を満足

9 運動の変換・伝：達（2） する運動部の総合を行う。
同　上

材料の性質は、本来部品として完成された性

能を目標に選ばれる、しかし素材料より加工を

rO 材料　と　加工 経るに従ってその材料の性質は変化する。この

ｱとを中心に材料と加工を述べる。
阿　武　芳　朗

機械の寿命の究極状態は壊れることである。

11
強度と剛性を考え
ｽ設計

予想される使用条件に耐え、くり返し力が働く

�盾ﾅ、強度と剛性を保障する設計を述べる。
塚　田　忠　夫

高精度機械では、その構成部品に非常に高い

精度が要求される。機械全体の組合せ精度を損

12 精　　度　設　計 わずに、部品に適切な精度の配分をする考え方

�ｸ度設計と云う。
同　上

機械が設計・製造・保全の過程を経て、，その

一生を終らせる迄に、夫々の過程での信頼性を

13 設計と信頼性 高いレベルに保つ必要がある。設計の時点でこ

黷轤ﾌ信頼性を維持させる考え方を述べる。
阿　武　芳　朗

設計の時点で製造・保全に関する経済性を考

慮に入れることを生産設計と云う、本四では生

14 設計と経済性 産設計について述べる。 同　上

設計部門の人事、技術、作業、設備全般に互

15 設　計　管　理
如、生産工場に澄ける設計部門の管理の在り方

ﾉついて論ずる。 同　上
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＝　物　質　工　学　　＝

〔主任講師：騨灘蕪諜釧

全体のねらい

　自然界に存在する物質（元素から化合物まで）のもつ各種の性質に関する基礎知識をもとに、自然界

の物質を物理的、化学的および生物学的手法により人工的に処理し、人類に有効なエネルギーや材料と

して活用する過程について説明する。特に物質澄よび材料の各種の性質の調べ方や新たに要望される性

質とそれを生み出す手法等を現状に器ける新材料・新技術等を例に解説する。

主な項目

（1）地球をとりまく資源と物：質

（2）物質の分類と性質

（3）物質から材料へ

（4＞材料発達の歴史

（5）材料の生産手法

（6）材料の試験法と品質管理

（7）未来の材料（新材料、先端技術、未来予測）等
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　　エネルギー工学（TV）
〔主任講師：丹生慶四郎（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　エネルギーの使用が・人間の生活や生産活動と密接に関係している事を、1日の生活、エネルギ＿
使用の歴史エネルギー経済・エントロピーの立場から調べてみる。次にエネルギー資源について、今

後の見通しを含めて考察し・最後に、各種エネルギー間のエネルギー変換に関し、詳細に調べる。

回 テ　　　・一　　マ・ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

我々人間は．エネルギーを積極的に生活手段

1 生活とエネルギー
にとり入れる事で、他の動物の優位に立つこと
ｪ出来た。1日置生活を振り返ってみると、い
ｩにエネルギーの消費の上に、生活が成立しているかがわかりヤ資源のない我が国か篭エネル

丹　生　慶四郎

i東京工大総合理

H教授）

ギーの消費大国であることを知る。

古代から、入は籍や炭、菜種油といった再生

露
エネルギー使用の

�j

可能エネルギーを使用してきた。産業革命後は、仕石燃料（非再生エネルギー）を使用するようになり、エネルギーの消費量が1桁上って．社

同　　　上

会制度も変改した。原子力エネルギーを含め．
今後の検討を行う。

エネルギー一資源として、まず自然エネルギー

に着目する。太陽エネルギーは莫大で、太陽熱

3 自然エネルギー 発車、太陽光発車や．冷暖戻等に使用されてい
驍ｪ、密度が低いので使用し難い。風力、海洋、 同　　　上

地熱等の自然エネルギーの総量と、その利用の
可能性をしらべる。

原子力は、燃焼による熱エネルギーと全く異

4
原　子　力　　1
j　　分　　裂

なって、原子核反応を利用するエネルギーで、
ﾜず核分裂の原子力が実用化している。鉱山資源のウランを用いた軽水炉をしらべ、高速増殖

同　　　上

炉の開発の重要性を見る。又海水中のウラン資
源にも　目する。

太陽エネルギーは、核融合反応でまかなわれ

5
原　子　力　　2
j　　融　　合

て黙り、太陽にならって、水　の同位体から核融合エネルギーを引き出して、これを使用しようとする試みが、行なわれている。核融合か地

同　　　上

上で実現すれば、エネルギー問題は解決するが、

それだけに困難性も高い。

最後の日本は、経済復興のために、石炭と鉄
鋼に傾斜投資を行い、繁栄のために、重化学工

6 エネルギー経済 業へ生産の　点を置いた。エネルギーの消費は

Lび、国民総生産も上った。エネルギー消費弾 同　　　上

性値は1に近く、経済の振興には、エネルギー
の消費が不可欠であることを知る。

実はエネルギーは種類が変　されても、総量

エントロピー1 は一定であり、エネルギー問題とは、エントロ

7 　視的考察と熱

@関

ピー問題である。カルノーサイクルを導入して、

M機関の効率を調べ、熱エネルギーの劣化値と 同’　上
して、エントロピーを定義する。熱力学の第1、
第2法則を述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 エントロピー2．

�挙I考　察

　エントロピーを、微　　態数の対数で定義す
驍ﾆ、エントロピーの概念を情報や経済まで拡
｣して使用出来ることになる。2　の石油危期
ﾅ、先進国はエネルギー多消費産業を縮少し、
ﾁ資源産：業へ転換したが、情報の整備はエント
鴻sーを下げ、合理的であった。

丹生慶四郎
i東京工大総合理

H教授）

9 エネルギー変換1
ﾍ学エネルギー

　入間は生産活動でエントロピーを増加させて
ｨ参、エネルギー的に見れば、エネルギー
�sっているわけである。力学エネルギー同志、

?驍｢は力学エネルギーから他のエネルギーへ
ﾌ変換について調べる。水力発電、水車、ボン．
v、タービン等について述べる。

同　　　上

10 エネルギー変換2

Mエネルギー

　産業改革以後、熱エネルギーから各種のエネ
泣Mーに変換する事が、人間社会における技術
ﾌ歴史そのものである。この章では熱機関を詳
ﾗに調べてみる。オットーサイクル機関、ディーゼル機関、蒸気ターービン機関等、多種類の熱

@関が開発されている。

同　　　．上

11 エネルギー変換3
ｻ学エネルギー

　化学エネルギーから熱エネルギーへの変換は、

R焼がその代表である。化学エネルギーを電気
Gネルギーに変換するのが、電池である。燃料
d池についても述べる。化学エネルギーの生物
Gネルギーへの変換についても簡単にふれる。

同　　　上

12 エネルギー変換4
d気エネルギー

　電気エネルギーから力学エネルギーへ変換す

驍ﾌが電動機である。電気エネルギーから抵抗

縺Aアーク、電誘導等で、熱エネルギーに変
ｷして、加熱等に使用される。光エネルギーに

ﾏ換されるのは、日常生活でなじみ深い所であ

同　　　上

13 エネルギー変換5
�厲ﾋ系エネルギー

　光起電力で光のエネルギーを電気エネルギー

ﾉ変換する事は、最近しきりに利用される所で
?驕B放射線を用いて1電力を得ようとする試

ﾝもなされている。
同　　　上

14 ニネルギー変換6
j分裂エネルギー

　核分裂エネルギーを利用するために必要な各
墲ﾌ　　原子炉の各要素、核燃料、燃料履材、
ｸ速材、制御棒、冷却材、　　材等を調べ、原
q炉の機能を見てみる。熱中性子炉、沸騰水型
F、加圧水型炉、ガス冷却炉、重水減速炉、高
ｬ増殖炉について調べてみる。

同　　　上

15 エネルギー変換7
j融合エネルギー

　各種磁場閉じ込め方式装置、トカマク、ステ

宴戟[タ、ヘソオトロシ、ミラー、ピンチ装置

凵A慣性閉じ込め方式装置、レーザー、相対
I電子ビーム、軽イオンビーム、重イオンビー

?凾ﾉついて述べ、核融合の　　　　炉にもふ

黷

同　　　上
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＝流通　と商業＝・

〔主任講師　鈴木安昭（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　われわれの生活にも、また企業の生産活動にも、流通活動は不可欠である。その中心的な担手である

商業は就業入口の二割余が従事している。そのような重要性にも拘らず流通や商業は十分理解されてい

ないどころか誤解されてもいる。本講座ではそれらを理解するための基礎知識を平易に解説することを

目的としている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
流通の社会的役割
@　　　と流通機構

　流通は必要悪で無くて済ませることができれ

ﾎ無い方が良いのだろうか。それとも流通は望

ﾜしい社会的役割を果しているし、今後も一層

K要性を増してくるのだろうか。まず流通とは
ｽかという基礎から始めよう。

鈴　木　安　昭
i青山学院大学教授）

2 流　通機能（1）

　流通の社会的役割の達成には流通機能が遂行

ｳれる必要がある◎社会的分業の結果として生

Yしない財は購入して所有権を入手しなければ

ﾁ費できず、また購売を目的として生産が行わ

黷驍ｪ危険が伴うことも理解する。

同　上

3 流通機能（2）

　生産の地点と消費の時点それぞれに発生する。

ｻの懸隔（へだたり）をうめるためには、輸送
ｳれ、保管されなければ：ならない。またその過

�ﾅ集められ、分割され、組合せがっくられる。
同　上

4 流通機能（3）

　消費に関する情報をもとに生産され、生産さ

黷ｽ商品に関する情報を伝達して消費の意欲を

ｷ起する。それに対して消費者から購入の意図

ｪ情報として伝達される。こうして情報を伝達

ｷることが流量の不可欠の要素となる。

同　上

5
流通機能担当者の
@　　分化と統合

　流通機能は多くの担当＝者に多様に分化して遂

sされるとともに分化していたものが統一され

驕Bそこに参加するのは不可欠の生産者と消費

ﾒから中間商人としての卸売業者と小売業者、

ｳらに輸送業者や広告業者など専門機能業者で
?驕B

同　上

6 消費者と流通

　われわれの生活にとって流通活動はどのよう
ﾈ意：i義があり、また福祉とはどのような関係であ

驍ｩ、消費者の買物場所選択行動の基礎にある

烽ﾌ、消費者の買物費用、そしてわれらが小売

ﾆに与える影響などを学ぶ。

同　上

7 生産者と流通

　生産者は財の生産に必要な原材料や機械・設

�ﾌ購入に関して、そして生産した財の販売に

ｨいて流通機構と深いかかわりをもつのみでな

ｭ、生産した財の最終的な販売にいたるまでも

ﾇ理の対象とするにいたった。

同　上
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生産者と消費者の中間の部門として商業部門

が存立し、しかもそれが存立するほうが社会的

8 商業の存立基盤 に合理的ある場合の根拠は何だろうか。さらに 鈴　木　安　昭
商業内部が多段階になる場合も考察しなければ

ならない。

流通機構のうちわれわれ消費者にとって最も

小売業の役割 存在である小売業の果す社会的役割を確認し、

9 と機能 その果している流通機能を整理してみよう。 同　上

小売業は多様な単位を構成要素として成立っ

ている。その全体と変化の方向を　蝕するため

10 小売業の構造 に、それを規模別、業種別、地域別そして形態 同　上

別に整理し、それらの変化を、環境諸要因とか

かわらせて学ぶ。

小売業の店舗、企業そして企業間の組織には

多様な形態がある。百貨店、スーパー、・専門店

11 小売業の諸形態（1） チェーン・ストア、中小小売業者、ボランタリ 同　上

一・ `ェーン、フランチャイズ・システム、商

店街、ショッピング・センター、生活協同組合

などの諸形態の特徴を知るばかりでなく、その

ような諸形態がなぜ生ずるのか、同一名称で呼

12 小売業の諸形態②
ばれていればそれらは同質なのか、新形態の出

ｻについての試論にはどのようなものがあるか 同　上

などを論ずる。

卸売業は・一般的には小売業よりも理解し難い

ものである。ここでは卸売業が果している社

13
卸売業の役割
@　　　　　と機能

会的役割とその機能を整理し、さらにその存立

赶ﾕに影響を与える諸要因を考察する。
同　上

卸売業には巨大な総合商社から、食品など業

14 卸売業の構造と
@　　　　　諸形態

種別総合卸売業者、地場産業と密接に結びつい

ｽ産地問屋、局地的な市場を対象とした零細卸

щﾆ者、輸出あるいは輸入を地域別品目別に扱
同　上

う専門商社など多様な構成要素が存在する。

流通・商業のあり方に対して、政府や地方公

15
流通・商業に
@対する公共政策

共団体は公権力によって介入している。それら

ﾍより望ましい方向を目指して、民間φ経済主

ﾌの行動を規制し、助成し、あるいは紛争の調
同　上

整を行っている。
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サービス産業論（R）
〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）　　　　　古郡靹子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　われわれはサービス産業を、勿論1つの産業として研究する。然し、高度成長をへて成熟段階に達し
た現代産業社会には、産業構造の大きな変動が進展している。その変動要因の1つはサービス経済化で

ある。われわれはサーービス経済化の実態と意義を明らかにし、サービス経済化とサービス産業の関連と

サービス産業そのものを研究する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

蔓 サービス産：業分析

ﾌ対象領域と方法

　経済学説史に訟いてはサービスの生産と消費は軽く見られてきた。それは不生産的労働とされ．商業も生産物に新らしい価値を付加するものでないとされた。現代社会においては、サー

rスの需要が家計内にとどまらず．産業需要と
ｵて増大した。

磯　部　浩　一

露 第三次産業の歴史
I発展

　第2次世界大戦後のアメリカをはじめとする

sx経済成長は大量生産と大量消費を結ぶ流通

Y業と自動車．航空機による交通産業．すなわ
謔R次産業の飛躍的発展をもたらした。経済発
Wによってもたらされた第3次産業者と生産額
ﾌ増大を広義のサービス経済化と見ることができる。

同　　　上

3
サービスの基：礎的

l察

　経済成長は所得水準の上昇を通じて家計にお
ｰる「モノ」離れ．すなわち家計のサービス経
ﾏ化をひきおこした。企業に迷いても、デザイ
刀D広告などの「モノ」ではないサービスの投
?ﾊが増大し、対事業所サービス業が発展した。
ｱれらは　義のサービス経済化である。

同　　　上

4 サービス経済化と
Y業構造

　産業構造は基本的には最：終消費構造を反映し
ﾄ変化する。家計と企業の消費行動に澄けるサービス経済化は、必然的に産業構造を変動させ

髣v因として作用する。とくに、モノとサービ
X（情報を含む）の生産の内製・早戸の再編は
ﾐ会的分業の深化をもよらす。

同　　　．上

5 就業構造のサービ
X経済化

　経済発展は就業構造を変化させてきた。工業

ｻにつれて第1次産業の就業者構成化は急速に
瘟ｺした。．第2次産業の技術進歩は就業者構成
艪ﾌ上昇を抑え、第3次産：業の就業者構成比を
bﾟる結果と：なった。とくに知産業の就業者
ﾌ増大は画期として重視された。

古　郡　三子

6 新しい雇用の拡大（1）

70年代の石油危機を契機とする資源ナショナ
潟Yムの　頭は、資源節約、エネルギー節約を
K然　して、重厚長大産業の減量経営と多角化
�烽ｽらした。大企業の配置転換、出　等の方
jは、内外製の再編成、事業所サービス業の領
謔�g大させた。

同　　　上

7 新しい雇用の拡大（2）

　第3次産：業、とくにスーパーなど大規模小売

ﾆに旧いて、子育てを終えた家庭の主婦のパー

gタイマーの雇用を一典型とする女子の労働力

ｻが急速に進展した。
同　　　上

一414一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 雇　用　政　策

　産業構造の急速な変化に対応して、雇用確保

ﾌために雇用補助金、必要とされる技能を習得

ｳせるための補助金など各種の補助が行なわれ

ﾄいる◎
古　郡三子

9 サービス産業の分類

　日本標準産業分類では、大分類14業種中の
Tービス業は秘中分類23業種、小分類110業
墲ﾉ分けられる。サービス需要には伸びる需要
ﾆ衰退する需要があり，それに応じて新しいサービス産業が成長し、古いサービス産業が衰退

ｷる◎産業分類そのものが変化に対応しなぐなる。

磯　部　浩　一

10
家計とサービス経

ﾏ化

　家計のサービス化は、狭義には有料のサービ
X支出の増大であり、　義には無料・低料金の
�､サービス利用が拡大する現象である。サー
rスの外部化は、ア）家事労働を家計外サービ
Xに代替、イ）モノ利用からサービスへ、ウ）モノ

?pに伴う派生サービス者である。

古　郡　靹　子

11
政府とサービス経

ﾏ化

　社会福祉を含む公共サービスは国家の独占的
沂汲ﾆされてきた。そこは市場原理ではなく共
ｯ消費の＝場である。財政危機は高福祉・高負担

ﾌ原則、民間活力の利用として企業サービス及
ﾑ家計サービスによる代替が一方向とされてい
驕B

同　　　上

12
企業とサービス経
ﾏ化

　製造業におけるサービス投入の増大は、ソフ

g化とよばれる。同時に、生産工程以外の間接

H程の効率化の増大と、この中の創造的効率性

�bﾟるために、間接業務の両編成が進展し、

ﾎ企業所サービス業の増大と発展がみられる。

磯　部　浩　一一

13
　　　サービス産
ﾆと成長業種

　サービス経済化の意：義について消極的と積極

Iの2つの評価がある。何れの評価をとるにし
ﾄも、成長サービス産業が産業構造変化のリー
h役をしている実態は注目される。とくに、サービス経済化が、情報化と平行し、結合へと進

ﾞ時にその重要度は否定されるべくもない。

同　　　上

14
サービス経済の国

ﾛ化

　まずサービス経済化の進展について国際比較
ｪ必要である。次に、サービス経済の国際化を
ﾆり上げる。サービス収支（貿易外収支）のう
ｿとくにサービス経済に関係の深いのは特許権
g用料である。特術文献情報、クレジヅト、ビ
Wネスの国際化が注目される。

同　　　上

15 サービス産業の展望

　サービス経済化の方向は、消費者のモノ離れ、

ｶ活構造の変化など需要面では今後も継続する
ﾅあろう。供給面に澄いても、製造業のソフト
ｻは、サービス化を促進する方向で投資分野を
m保するであろう。しかし、競争が激化するこ
ﾆは必至であるとされている。

同　　　上
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　　交通と通信（TV）
〔主任講師：岡野行秀（東京大学教授）〕

全体のねらい

　一国の経済、世界経済の発展にとって、交通・通信は欠くことができない。国内的にも、また国際

的にも、資源は地理的に偏在して澄り、これらの資源を有効に利用し、分業と協業を行なうためには、

交通と通信の発達が前提になる。産業の発展と生活水準の向上にとって、交通と通信がどのような役

割を果たすかを明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

交通と通信は空間的に隔てられた経済活動を

1 交通と通信の役割

結びつける役割を果たしている。交通は、人澄
謔ﾑ物を移動させる活動であり、通信は情報を
ﾚ動させる活動である。両者は、相互に代替・

岡　野　行　秀

i東京大学経済学

補完的関係をもちながら、経済活動の地理的拡 部教授）

大一市場の拡大一一に貢献する。

偏在する自然資源の活用、気候等自然条件に

交通の発達と経済 よって地域的に異なる農水産：物の商品化にとつ

2 発展一なぜ、交通の て交通の便は不可欠。交通の発達：と産業活動の
同　　　上

整備が求められるか一 間の関係。（例）　原料立地から消費地立地へ
の変化。

交通サービスの需要はどのようにして生ずる

か。人・物の地理的移動の需要→そのための交
3 交　通　の　需　要 通サービスの需要。交通サービスの需要の増加 同　　　上

・減少要因はなにか。交通サービスの質の評価。

鉄道、自動車、航空、海運の各交通手段のサ

交通手段の特性・ 一ビスの特性。交通サービスの生産・供給の構
4 交通サービスの供 造と費用構造の特徴。 同　　　上

給と費用

交通市場、運賃はどのように決まるか。なぜ

運賃の決定・運賃 運賃は完全に自由ではないか。運賃規制はどの
5 ・料金はどのよう ように行なうか。 同　　　上

に決定されるか

交通市場の変化；需要側の要因によるものと

交通市場の変化； 供給側の要因によるもの、（例）産業構造の変
6 なぜ交通機関の盛 化、交通サービスの質の選好の変化、技術革新、 同　　　上

山衰が生ずるか 費用構造の変化等

国の交通政策。その目的、どのように関一与す

7 交通政策主要諸国
ﾌ交通政策

るか、投資の配分、補助政策、公害対策等。欧

ﾄ主要国の交通政策の小　。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

21世紀の交通はどうあるべきか。技術革新
の見通し、国土計画との関連。情報化時代の交

8 交　通　の　将来 通。
岡　野　行　秀

通信は経済社会の発展にどのように：寄一与して

9
通信の発達と経済

ﾐ会

来たか。 南　部鶴　彦
i学習院大学経済
学部教授）

経済活動、社会活動にとっての情報交換の意：

義。経済活動・社会活動に論いてどのような情

10 通　信　の　需要 報が求められるか◎情報伝達手段としての通信 同　　　上
の質のニーズの変化。

郵便、電報、電話、テレックス、ファックス

通信サービスの供 等の通信サービスの供給に回する特徴、質の差

11 給；通信手段とそ 異、費用構造。 同　　　上
の特性

なぜ料金を規制するか、料金水準とその構造

料　　金　　問　題
の決定方式

12
（政府規制） 同　　　上

技術革新、情報交換の需要の増大にとだなう

通信市場の変化と
通信市場の変化、通信政策の課題と実際。

13
通信政策 同　　　上

国際通信の問題点とその解決の方向。

、国際通信の問題点
14

と国際通信政策 同　　　上

急速な技術進歩にともなって交通と通信は一

15
交通と通信の関係
ﾍどうなるか

方で補完性を強め、他方でテレビ会議等によっ

ﾄ入間の動き、情報システムによる物流管理：な

ﾇ物の動きを節減させる◎代替的関係を強めて

　　同　　　上

i岡　部行秀）
いる。将来の方向はどうか。
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　　　　　　＝哲学的入間学・＝

〔主任講師　藤田健治（論争の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　哲学的人間学は現在広汎に取り扱われている人間に関する諸科学の研究の基礎付けとして次第に脚

光を浴びつつある新しい哲学の分野である。哲学の主要課題としては在同論・認識論等様々であるが、

それ等は究極に旧いて「人間とは何か」という問いに：答えようとする人間学の問題に帰著する。本書に

於いては人間の根本的本：質的あり方のうち、その主体的実質的あり方として「生命としての人間」「精

神としての人間」「実存としての人間」とその活動形式としての「実践と観想」というあの方とを主軸

として、それ等関係交錯から人生や歴史の諸相が如何に描き出されるかを究明することを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
哲学的人間学とは

ｽか

　世界観人生観の学としての哲学的思考の特質

�|術、宗教．科学のそれと対比して説明し、

N学の新しい分野として現在注目をあびている

N学的入間学の導入を試みる。

藤　田　健　治
i三三の水女子大学

@　　　名誉教授）

露
哲学的入間の課題：

E人間とは何か

　人聞とは何かという問いに対しては古来さま

ｴまのアプローチが試みられ．現在でも自然科

w．社会科学瓢入文科学などの分野でこの問題
ﾌ解決にむかって努力が傾けられているが．実
ﾍその根底に哲学的入間学というものが無けれ
ﾎならないことを明らかにする。

同　上

3 人間の根本的・本
ｿ的あ撃方

　ではひとしく入間を主題にし：ながらも哲学的

?ﾔ学と他の学問の人間研究との間にどのよう
ﾈ相違があるかを考え．哲学的入間学が求める
l間の根本的・本質的な規定の分析を試みる。

藤　田　健　治
吹@埜　　　肇i
i放送大学教授）

4 人間の活動的・形、

ｮ的あり方

　まず入間を形式の面からとらえるために．実
Hとか行為といわれるものの本質はr目的実現」
ﾉあり．認識とか知識とかいわれるものの本質
ﾍ「意味表現」にあるという点で区別されると
､に、この両面が現実生活では交錯する関係に
?驍ｱとを指摘する。

藤　田　健　治

5 人間把握の認識論

　従来の認識論が主として物一般についてのも

ﾌであったのに対して、入間の立場からの認識
_．すなわち人間自分にとって：最も重要な対象
ﾅある入間そのものをどのようにしてとらえる
ｱとができるかという問題を考える。

同　上

6
人間認：識の目的達成

ﾌ可能性と現実性

、　認識の目的である真理把握が達成されうるか
@どうかという可能性については、昔から懐疑論
@とか相対論に対して絶対論という見方があり、
@また真理把握の実際（現実性）については、そ
@の原理として矛盾律や理由律があり、またこれ
@に対するものとして弁証法とか非論理的な無根
@拠の存在などが問題となるということを論ずる。

同　．上

7

人間の主体的・実
ｿ的あり方
ｶ命としての人間

　つぎに人間のありかたの最も基本的なものと

ｵて、自然的欲求の充足活動があるが、この欲

]人を「生命としての人間」と名づけ、、そのあ

閧ｩたを明らかにする。

同　上
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回 テ．　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

しかし、人間の活動は欲求の充足だけに尽き

るものではない。「生命としての人間」の立場

8 精神としての人間 を越え、精神的な生きがいを求めて理想や理念 藤　田　健　治
を追求する活動の主体塗「精神としての人間」

としてそのあり方を考える。

理想や理念は真・善・美によって代表される

精神的価値であり、『その価値の実現が文化（科

9 続精神としての入間 学ρ道徳戸芸術）であるが、このような価値の 同　上
分化とその相互関係また価値間の比較と序列
など価値体系に関する問題を考える。

私たちはまずかけがいのない「この私」とし

て生きているが、この人間の個別性・主体性の

10 実存としての人間 根源にある「実存としての人間」を、とぐにそ 同　上
れの最も顕著な現われとして宗教との関連にお

いて明らかにする。

以上に述べたのが入間存在の分析面である。

人間の本質的あり これに対してその総合面として「全人」が成立

11 方の相互関係と統 するための本質的な法則関係、とくに全人の根 同　上

一、全人　　　　静 本的現象である知・愛・幸福・職業などの哲学

的な意義を解明する。

これまでに考えた人間の本質を基礎として、
さらに具体的に人間をとらえるためには集団的

12 歴史的社会の形成
人間関係（空間的）と時代的発展（時間的）と
｢う二つの要素によって可能となる「歴史的社

同　上

会」を考察する必要があるが、先ず人間の本：質

的あり方の集団化について考える。

個仁人間がもつ歴史的社会に適応する生き方

歴史的社会におけ を歴史的社会から疎外される生き方とを基とし

13 る個のあり方と歴 て歴史的社会の動態と動因とを究明する。 同　上
史的社会の動態

歴史的社会に謡いてあり、あるいはそれに深

14
、歴史的社会を超え

驍烽ﾌ

く関わりながら歴史的社会を超えるものとされ

骼ﾀ存と超越者もしくは超越的体験：とさらに理 同　上

念について論究する。

15

歴史的社会におけ
髣ﾏ理の役割と世
E史の究極目的

　理念中歴史的社会の現実に最も直接的関わり

�烽ﾂ道徳的理念の役割と実践の立場からする

｢界史の発展の目ざす究極目標の意義とを究明 同　上

する。
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＝知識と学問の構造＝
　　　一知の構築とその呪縛一

〔主任講師：大森荘蔵（放送大学教授）〕

全体のねらい

　1つの中央構造線が現代学問の中央を貫いてこれを2つに分断している。自然科学と文化
科学に・理科と文化に、そしてスノウの言う2つの文化に、更にこの分断は日常生活での人間観をも

貫いている。この分断の基底には物と心の分裂があると私は考える。日本と西洋の両方にこの分裂の

由来を尋ね、学問と人間観の一体性を回復することを試みる。

回 ，　テ　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 概説的序論

　全体の予備的説明◎’西欧では16、17
｢紀の科学革命によって世界観の転換が

nまった。これを「略画的世界観」→「
ﾗ密世界観」への転換とみる。それが幕
毎ﾛ新期に日本で同じ転換を促した◎こ
黷ﾉよって物の死物化、心身の分裂が生じ

大　森　荘蔵
i放送大学教授）

2 略画的世界観

　略画的とは精密な計測、表面的な論理
I整合性にこだわらぬこと。そこでは天
n人は一体として共感し、人間は神、霊、
?ﾒと共生し、過去と未来は現在に溶融
ｷる◎動物、岩石も霊を持ち、物は生き
ｶきとして死物ではない。

同　上

3
日本に：熔ける略画

｢界

　古代神話、本居宜長の国学、江戸時代
ﾌインテリを支配した朱子学、そして善
?v想としての仏教、に齢ける略画世界
ﾏについて述べる。荻生祖彼伊：藤仁斉
O浦梅園、等にも言及。そして幕末に強
ｭなった洋学受容について◎

同　上

4
西欧古代中世に診

ｯる略画的世界観

　イオニア自然学、アリストテレスに例
�ﾆる6細密世界観への起動力をもって
｢たデモクリストの原子論はアリストテ
激Xの圧力で押えこまれた。更に細密化
ﾌ始動としての天文学、静力学、解剖学
ﾉも触れる。

同　上

5 略画の密画化
@　その始まり

　「円」信仰の呪縛からの最初の解放と

ｵてのケプラー、アリストテレス的神学

ﾉ対する挑戦としてのコペルニクス地動

焉搓ﾗ密数量描写としてのガリレイの動

ﾍ学。連続量描写を再能とした微積分学。

同　上

6 略画の密画化
@不可避の過程

　ガツサンディによる古代原子論の復活。

ｻ学の領域での原子論の確認。それに基
ﾃいた「点描法」（原子論的描写）の進
W。ラプラスの天体力学。それらにより
ｨはほぼ死物と化した。一方神は遙か天
繧ﾉ死霊は街を歩きにくくなった。

同　上

7 密画化と数量化

　外部自然の細密描写が人体に及ぶとき
l体の死物化が進行する。レオナルド、

xツサリユウスの解剖学。それがデカル
gの「人間論」に至って人体は動物機械
ﾆなる。当然「心」は分離独立し、「機
Bの中の幽霊」（ライル）となる。

同　上
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回 、　テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
密画の陥穽

齦ｨの死物三一

　だがデカルトの予想が現実化するには
R00年を要した。血液循環、呼吸、食物
ﾁ化、発生と遺伝、これらの生命現象の
ﾗ密描写が完成するまで紆余曲節があっ
ｽ◎人体が死物体となるには手がかかっ
ｽのである◎

大森　荘　蔵

9
感覚的性質のスト

潟bプ

　神経伝導、脳の機能の細密描写は今だ
ﾉ進行中である。しかしそれが完成して
熕Sの機械化とはならない◎逆に心はま
ｷます死物人体から浮き上わ人だまのよ
､に浮遊している。心身の分裂は増大し
ｻ代人の迷いとなっている。

同　上

10 二元論の＝構造的欠陥

　西欧の密画世界観の受容は主として江

ﾋ期の医師によって行われた（例えば解

ﾌ新書）。その時以来今日までその人間

ﾏが最も抵抗をうけたのは当然である◎

ｻの抵抗の模様を観察する。

同上

11
二元論批判　　　’

　無限の宇宙の細密描写を現実にはなし
ｦなし（。そのため公理的方法に近い理論
ｻが必要となる。その理論による説明と
ﾍ何であるか。一・方略画的描法をも併用
ｹざるをえない社会人文科学に澄ける描
ﾊ方法（デユルケム、ウ、エーバー、リッ
Pルト）。

同　上

12
原子論に：よる密画

`写

　細密描写の基本は世界の時間的変化の
`写である。この「変化」の概念を分析
ｷると、可能な描法は原子論的描法と場
`法としかないことを論証する◎現代自
R科学はまさにこの論理的選択可能性の
g内で展開してきたのである。

同　上

13
入体の密画措写と

m覚因果説

　ここで残された現代の問題、心身問題
ﾉ入る。まず生命論ではアリストテレス
ﾌ形相としての霊魂論に還るべきと考え

驕Bそれは上記の略画、密画両世界観の
u重ね合せ」、「重ね描き」として理解

ﾅきるからである。

同　上

14
物と感覚の一心同

ﾌ性

　一一方心の問題もまた上記二描法の「重

ﾋ描き」として理解しうる。密画世界観
ﾉよって死物化された物はそれによって
ｪ画世界観でもっていた生命を取り戻す
ﾅあろう。これを記憶、感情、想像、美
I感覚等において説明する。

同　上

15 自然の再活性化

　一方、外界からの刺激による脳の興奮
ｻれによって生じる知覚像、という生理
wの細密描法を批判、それに代えて「脳
ｧ視」の見方を提出し、幻像や十人十色
�燒ｾする。これによって両描法の「重
ﾋ描き」が完成し、心と物は昔の和合に
ﾔる。

同　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝行為と規範＝

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：黒田　亘（東京大学教授）〕

全体のねらい

　自然的存在であると同時に社会的、政治的な存在である人間は、さまざまな規範に従いつつ、それ

ぞれの個性に応じた価値の実現を目指して生きる。そういう人間存在の多面性を集約的に表現する・・

行為”について・基本的な諸概念と諸問題の分析を試み、実践哲学の基礎的な構想を固める。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

この講義でとくに重要な意味をもつ諸概念に

1 行為について
つき説明し、全体の構想を述べる。

黒　田　　　亘
（東京大学教授）

いわゆる「自然主義の誤謬」をめぐって対立

2 規範に：ついて
する諸立場につき説明し、問題解決の方向を探

驕B 同　上

ルール懐疑主義に関する最近の議論を手がか

3 価値　と　規範
わにして、「規範」の概念の分析を進める。

同　上

行為に関する「理由づけ」ないしr正当化」

「自然主義の誤り」 の論理構造を問い、合理化の営みを支える三四
4

について
合理」の所在を示す。 同　上

因果説の立場から行為の基本構造を論ずる。

5 実践的知識の構造
同　上

「基礎行為」の概念について説明しながら、

前講の論旨をさらに展開する。
6 意志行為の分析（1）

同　上

同じく行為論の基礎概念である「人格」につ

7 意志行為の分析（2）
いて説明し、これが行為に関する諸理論の総合

ﾌ要となることを示す。 同　上

一422一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自由論と決定論の対立に関連してホッブズ、

ロック、ヒュームの古典的見解を検討する。

8 人　格　の　概念 黒　田　　　亘

前講を5けて、自由と決定の問題を分析的に

解明する。

9 自　由　と　決定 同　上

古典的左「アクラシァ」（意志薄弱）の説や

倫理的快楽説などに論及しながら行為の「動機

10 欲望　と　意志 づけ」について考察する。 同　上

ホップベロツク、ルソーの古典的見解を相
互に対照しつつ、基本的な問題点を指摘する。

11 快楽説をめぐって 同　上

前講を踏まえ、さらにロールズ、ノジツク等

の所説を参考にしながら契約説の意義を考える。

12 功利主義の検討 同　上

二つの概念の相互関係を考察し、法と道徳の

境界に位する諸問題につき述べる。

13 正義に：ついて 同　上

行為の規範の合理的体系化を目指す理論の典

型として功利主義の再評価を試み、現代におけ

14 嘘　　と　約　束 るその理論的課題を考える。 同　上

これまでの講義に基づいて実践哲学の基本構

想をまとめる。

15 契　約　と　功利 同　上
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　　＝文化人類学＝＝
〔主任講師：祖父江孝男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　文化人類学という学問を一言で定義すれば、世界の諸民族のもつ文化や社会について比較研究する

学問だと言える・それらの特色を具体的・実証的にとらえていくところに特徴がある。本講において

は文化入類学の諸分野における今までの成果を概観し、日本入、日本文化の問題や国際理解など、身

近な課題にも眼をむけていきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文化入類学の定義と歴史、この分野に澄ける

1
文化入管学とはど 基本的概念としての入種、民族等等・…b

祖父江　孝　男

んな学問か？ （放送大学教授）

入間の特色である言語の存在、それによって

文化：入間の特質 生まれた文化の本質。文化はいつ頃生まれたか

2 など…一。 同　　上
をめぐって

19世紀の文化進化論、さらにそれに代って

文化の進化、文化 登場した伝播論。特に民話、伝説などの伝播の

3
の伝播

問題をめぐっての論争など…・％ 同　　上

狩猟採集と農耕、牧畜。それぞれの生活形態

とその歴史、殊に穀物農：耕の出発、照菜樹林文

4 生業　と　経済 化とナラ林文化の問題など・・…b 同　　上

衣服の系統史、食生活のさまざまな形態と料

理法の型。住居の型とその歴史など。

5 衣食住を考える 同　　上

音声と音素、エティックの立場とエミヅクの

言語とコミュニケ 立場。言語の諸系統。非言語的コミュニケーシ

6
一ション（1）

ヨン（ボディ・ランゲージ）など…・・も 同　　上

同　上

言語とコミュニケ
7

一ション（2）
同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一夫多妻制、一妻多夫制など婚姻の三型、婚 ガ

比翼どこへ住むかによる分類。父系制と母系制、

8 家族と親族（1） 配偶者選択に澄ける自主性の問題など。 祖父江孝男

同　上

9 家族と親族（2） 同　　上

宗教の諸形態、アニミズムとアニマティズム、

マナの問題。呪術、妖術、シャーマニズムなど。

10 超自然観と宗教 同　　上

さまざまな民族芸術、そして、音楽と芸能。

民族芸術と音楽・ 生活と社会の環境が異なるにしたがい、どんな

11 特徴を示しているかなど。 同　　上
芸能

文化環境の影響によって生まれた国民性と民

族性、特に日本人の国民性と県民性の分析、そ

12 文化と心理・民族性 れらはどうして生まれたか：など。 同　　上

文化変容と文化変容（アカルチュレーション）

の具体例、特に日本では外来文化をどう受け入

13 文化変化と文化変容 れたか、戦後日本の変化はどう変ったかなど。 同　　上

他の文化をよく理解するための基本的態度、

エスノセントリズムと相対主義と。国際交流の

14 ’国際理解と国際交流 過程でおこるさまざまな問題点など。 同　　上

最後にあたり、文化人類学におけるさまざま

な問題の総括と概観。最近の課題など。

15 エ　ピ　　ロ　一　　グ 同　　上
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：＝ Aメリカ論1＝・
〔主任講師　猿谷　要（東京女子大学短期大学部教授）〕

全体のねらい

　北米（アメリカ合衆国とカナダ）について、各方面からその特色を論ずる。北米はいま日本ともっ

とも深い関係をもつようになったが、その本質は必ずしもまだ十分に理解されてはいない。従来とか

く断片的になりがちだったアメリカ論を、ここで十分類まとめて展開し、正確な理解を得られるよう

にしたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
歴史1
痰｢共和国の誕生

　大航海時代のアメリカ大陸から始まり、植民
n時代を経て．アメリカ合衆国が建国されるま
ﾅを概説する。とくに：原住アメリカ入というべ

ｫインディアンの生活や、各植民地の特色、新
ｵい共和国の性格や、これが世界史上に与えた
e響などに重点をおく。

猿　谷　　　要

i東京女子大学短期
蜉w三教授）　　　　　　　酔

2
歴史2
Zクションの
@　　発展と衝突

　独立直後のアメリカがしだいに地域的特色を
烽ｿながら、ついに南北戦争にいたるまでをの
ﾗる。産業革命をいち早くとり入れて資本主義
ﾐ会へ向かう北部、奴隷制度を拡大する南蔀、フロンティアを回しすすめる西部、この三つの

n域の利害対立を中心とする。

同　　　上

3 歴史3
｢界的強国への発展

　南北戦争を終って国内の統一をはかった後、資本主義が独占集中を生んで国外にも勢力を伸ばすようになり．米西戦争、第1次大戦を経て“アメリカの世紀”を実現するまでのべる。南

狽ﾌ従属とリンチの横行，西部フロンティアの
ﾁ滅などをあわせて解説する。

同　　　上

4
歴史4
ｴ大国の影響力と
@　価値観の変動

　第2次大戦後、世界最大の影響力をもつこと
ﾉなったアメリカは、新しい冷戦の時代に共産
翌ﾆ対立する。一方国内では大恐慌、ニューデ
Bールなどを経て物質的な繁栄を謳歌するよう

ﾉなるが、1960年代には、土入革命から始ま
髑ｽ様な価値観の変動を迎える。

同　　　上

5

政治・外交1
Aメリカン・デモ
Nラシーの特色

　国内政治にみられる特色を、具体的な例をあ
ｰて説明する。合衆国憲法にみられる特色や二
蜷ｭ党の変遷、大統領選挙の仕組み、歴代大統
ﾌの評価、連邦政府と各州政府、アメリカの場
№ﾌ保守と革新など、世界各国に大きな影響を
^えた政治の特色を解説する。

阿　部　　　斉

i放送大学教授）

6
政治・外交2
Aメリカ外交の
@　　　　　　特色

　19世紀を支配したモンロー主義がその後しだ
｢に崩壊し、孤立から介入へ向かう変化を説明
ｷる。とくに第2次大戦後は国際政治の中心に
ﾊ置し、新しい冷戦に対応して特色のある外交
�W開するが、際立った影響力とその限界など
ﾉついて解説する。

同　　　上

7

経済玉

hルが威信をもつ

ﾜで

　初めアメリカは経済的に貧弱な国としてスタートした。ドルの威信も極めて低いものだった

ｪ、くり返し起った経済恐慌をのり越え、1世
Iあまりで債務国から債権国へ変貌し、ドルが
S世界の通貨として威信を誇るようになるまで
ﾌ経過を解明する。

嘉　治　元　郎

i放送大学教授）

一426一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
経済2
末ﾊするアメリカ
o済の諸問題

　1960年代に入ると、世界に君臨したドルの威
Mが低下しはじめ、いまアメリカの経済は実に
ｽ面的な難問題を抱えこんでいる。自由主義経
ﾏのチャンピォンとしてのアメリカが、いまど
ﾌような問題に直面して苦悩しているかを、具
ﾌ的な例をあげて明らかにする。

嘉　治　元　郎

9
社会1
ｽ入種・多民族社会

　アメリカ社会を構成する入種と民族は極めて
ｽ様であの．それがこの国を動かす原動力の1
ﾂとなってきた。多数派と少数派の形成、少数
hを受けてきた苦難の過去、下種主義の後退と
ｭ数派の平等への闘いなど、国際関係にも影響
�^えた変革の跡をたどる。

猿　谷　　　要

1⑪

社会2
ﾐ会の特色を彩る
迫v素

　アメリカの地方分権はかなり強力で、各州自
｡がそれだけ徹底しているので、地：域による特

Fもまた明瞭である。ここでは地域性の他に、
¥力や犯罪．家庭の崩壊などのマイナス面や、
{ランティアとして積極的に社会に貢献しよう
ﾆするプラス面などを考察する。

同　　　上

11
生活文化
Aメリカ的生活様式

　現在のような生活様式がほぼ固まったのは
P920年代のことで、アメリカはこのとき世界最
奄ﾌ高度な大衆消費時代を迎えた。この原型を
?Sに、宗教のもつ役割、ジャーナリズムの発
W、大衆文化の普及、平均的アメリカ入の懐ろ
?№ﾈどを明らかにする。

同　　　上

12
カナダ1
Jナダ史の特色

　アメリカのかげにかくれて、日本入のカナダ

F識はいまだに稀薄である。しかし現実に：はい

ﾜ日本とカナダの関係は急速に深ぐなっている

ﾌで、この回ではカナダの歴史を概説し、その

ﾁ色を明らかにする。

同　　　上

13
カナダ2

cUイク文化

　カナダは早くからモザイク社会を標榜してき

ｽ。人種・民族の上からだけではなく、言語、

@教、文化などの面での多様性を説き、あわせ

ﾄ1977年に百年祭を迎えた日系移民の役割に

ﾂいても言及する。

同　　　上

14 日　米　関　旧史

　幕末のペリー来航から現在の貿易摩擦にいた
驍ﾜで、日米関係の歴史を5段階に分けて説明
ｷる。移民の果した役割などについても触れ、
?墲ｹて日米相互の理解のギャップ、国際交流
ﾌ諸問題など日米間の多様な面を探りたい。

同　　　上

15
ア　メ　リ　三論
香@　ま　　と　め

　北米は中南米のラテン・アメリカに対してア
塔Oロ・アメリカとよばれるが、その特色を明
轤ｩにして、未来への展望としては、大西洋時

繧ｩら太平洋時代への推移、ますます重要性を
揩ｷカリフォルニアの役割など、多角的に：アメ

潟J像を浮かび上らせる。

同　　　上
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　　　　　　　　　　　　　　　　＝アメリカ論11＝＝

　　　　　　　　　　　〔主任講師：増田義郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ラテン音楽やマヤ・アステカ・インカ等の古代文明などによって日本に知られている中南米は、そ

の歴史・文化において特色に富み、またその政治・経済・社会も、19世紀の独立期以来独特な歩みを

示して・第三世界の中でも、他のアジア・アフリカ地域と全くことなった個性を持つ。その個性とは
なにか。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず、中南米の自然環境と、そこに人間がど

1

乾燥地帯・高原・
のように適応して行ったかという問題を考える。われわれの日本の約54倍の面積を持つこの広大

増　田　義郎

熱　　帯　低　地
な地域は、実に多くのことなった自然環境を持つ。したがってそこに住む人々の生産や生活も

（東京大学教授）
さまざまである。

中南米の原住民は多くの民族に分れ、しかも

多様な民　族 15世紀末以来、ヨーロッパ、アジア、アフリカ

2 からの渡米者が定着して、多様な民族が今日の

多様な言　語
中南米を構成している。また言語も、スペイン
黶Aポルトガル語だけでなく、多数の原住民語

〃

を含み、状況は単純でない。

中南米の原住民の歴史を、初期の狩猟民時代

ア　ス　テ　カ　　・ から15、16世紀の国家形成の時代まで概観し、

3

マヤ　・イ　ンカ

中でもとくに高い文明段階まで進んだ、メキシコのアステカ、中米のマヤ、アンデス地方のイ

〃

ンカについて、その建造物、都市、遺物を紹介
しながら解説する。

15世紀末にはじまるスペイン、ポルトガルの

バロック文化の開花 植民地時代は、中南米にヨ一華ヅパの文化がも

4 たらされ、それに工着文化やアフリカ文化が融

～植民地時代
合して、ラテンアメリカ文化が形成された時期

ﾆして、とらえられる。その新文化を、バロッ

〃

ク文化の諸相において観察する。

19世紀はじめ、ナポレオンのスペイン、ポル

独立運動　と トガル侵入を契機に、中南米に変動がおこり、

5 結局のところ多くの地域に独立運動が誕生して、

共和国成　立 ひとつの帝国と多数の共和国が成立する。それ
轤ﾌ消長を、背景にひかえたヨーロッパ勢力の

〃

決定的な影響力とともに理解する。

中南米諸国の現代政治史を、ポプリスモ（人

6

ク　ーデタ　一一・
民主義）運動の登場と挫折、軍事政権への転換、さらに最近の文民政権の回復という大きな流れ

恒　川　恵市

：革命・民主主義 として把握したのち、中南米諸国の政治の基本
I特色を、主に国民統合の遅れと、政治経済の （東京大学助教授）

過度の結合の二側面から論ずる。

中南米諸国の直面する諸問題を、政党と政党

中南米政治の争点 制、軍部の政治介入、教会の新しい動き、経済

7
的「従属」と自立、域内紛争と外国の介入など、

～従属か、自立か
さまざまな争点について論じることを通じて、

??ﾄ諸国における政治的安定と民主化の条件

〃

を考える。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1930年代以降ラテンアメリカ諸国は工業化を

8 経済発展の光と影

推進したが、、基本的には少数一次産品に依存す

髣A出構造を変えることは出来ず、一方貧しい
_村は工業化からとり残され貧富の差が強まつ

細　野　昭　雄

た。その要因を検討しつつ、ラテンアメリカの （筑波大学助教授）

経済発展の特徴について解説する。

1970年忌には自由経済政策や；積極的開発政策1

への政策転換による新たな発展が試みられたが、

9 累積債務とインフレ
それは累積債務を急増させる結果となり、今日

ｻの利子支払いに追われ、失業は急増し　ンフ
〃

レは加速している。この深刻な経済危機の構造
と要因について解説する。

今世紀における中南米の特色ある現象のひと

10

躍　　動　す　る

V　し　い文　化

つに文化活動がある。メキシコ革命の結果生れ
ｽ新しい社会環境に、新しい壁画運動がおこり、

??ﾄ全体の造形美術の創造を刺激する。そし
ﾄ50年半末からは「ブーム」と呼ばれる爆発的

増　田　義　郎

i東京大学教授）

な文学の創作活動がおこる。

まず、現代メキシコの基礎を作った「メキシ

メ　　キ　　シ　　コ コ革命」とカルデナス改革についてその歴史的 恒　川　恵　市

11

～変革と伝統

経緯を説明する。そののち、中南米では、例外
Iな政治的安定下に進行する社会的・経済的変
ｮを、伝統的文化を維持して生きる人々の生活

（東京大学助教授）

の諸相を紹介しつつ解説する。

ブラジルは、多くの経済的政治的問題をかか

12

ブ　　ラ　　ジ　　ル

`未来の国

えながらも、広大な国土と豊かな資源を有する
Q1世紀の国として将来が期待されている。この

｣力ある国を、知られるところの少いその劇的
ﾈ歴史的展開をたどることによって理解して行

増　田　義　郎

i東京大学教授）

きたいと思う。

古代インカ文明、副王領の中心としての植民

ペ　　　　　ノレ　　　　　一
地時代、そして19世紀の独立後の共和国時代の
Oつの相に分けてアシデス高原と砂漠の国ペル

13 一の歴史をたどり、その雄大な自然や、各地に
〃

～砂漠・高原・熱帯林 残る伝統的風俗や、特色ある都市生活を見る。

肥沃で広大なパンパを有するアルゼンチンは

アルゼ　ンチ　ン
欧州移民により開発され、有力な穀物と牛肉の
A出国となって一時大いに繁栄したが、政治の

細　野　昭　雄i

14

～豊かさの中の停滞
不安定などから、1950年忌後半以降経済は長期
Iに停滞した。豊かな土地と資源を有しながら

（筑波大学助教授）

停滞におちいった要因を解説する。

コロンブスが最初に到着したのはカリブ海の

15
カリブ海地域

`非ラテン的な中南米

島々であり、中でもサントドミンゴ島は、スペ

Cン植民地時代初期の重要拠点であった。しか
ｵ植民地の重点が大陸部に移されるにつれ、カ
潟u海は、英・仏・蘭等の勢力の侵入するとこ

増田義郎

i東京大学教授）

うとなり、複雑な様相を呈する。
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＼

＝　ア　ジ　ア　論　1　＝

〔主任講師　浜口允子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　我々の属する東アジア世界は、一つの完結したまとまりを示す文化圏である。歴史的にみれば、そ

れは、中国を中心とし、そこに周辺民族や国家が関わって形成された世界である。本講座は、その形

成過程や特質を理解することを目的として、基軸をなす中国の政治・社会構造を歴史の中から考えて

いくものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

東アジア世界をどう考えるか。そこに町回よ

その位置づけを与え．それが中国を中心とした 浜　口　允子
1 東アジアとは 文化圏であることを明らかにする。本講座が、

その政治・社会構造を理解することを目的とし
（放送大学助教授）

た竜のであることをのべる。

自然は、その社会に箇有な歴史が展開される

舞台である。幾多の自然的条件の中から、その

2 自　然的条件 展開に大きく作用したと考えられる地理的位置 同　上

など、いくつかの要素をと如あげ説明する◎

紀元前三世紀に秦の始皇帝が中国を統一して

3
皇帝権力の成立
@秦漢の時代（1）

から、今世紀に至るまで二千年余の間．中国は一：貫して皇帝権力を中核とした統一体として存

ｱしつづけた。（1）は：、そのはじめの過程を郡県

同　上

制の成立を中心にのべる。

短命であった秦を継いで漢は．四百年の長き

皇帝権力の成立
にわた如統一国家を維持した。それは何によっ

4
秦漢の時代②

て可能であったのか。前漢の皇帝権力強化の過

�ﾆ、’やがてその中から力を蓄えてくる地方豪
同　上

族の存在についてのべる◎

漢滅亡後の長い分裂期の中から、六世紀末、

5
皇帝権力の展開
@階唐の時代（1）

再び統一国家が生まれた。（1）では．この階及び

bﾌ集権化政策に焦点をあわせる。とぐに均田
ｧに：ついては、その変遷iや．当制度の意味：、貴

同　上

族制との関連等を説明する◎

均田制・府兵制．穏庸調制を中核とした階・

6
皇帝権力の展開
@階唐の時代（2）

唐の律令体制は、八世紀中葉をさかいにして大

ｫく崩れ、代って新しい制度と新しい担い手と

ｪ登場してくる。②ではとくに：、この過程と、

同　上

そこに作用した諸要因についてのべる。

唐末五代の武人勢力の拾頭も短期間で終り、

7
皇帝権力の確立
@宋の時代（1）

中国に：は再度統一国家が成立した。（1＞ではこの

N主独裁制といわれる宋の体制について、とく

ﾉその成立期を中心にのべる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

十一世紀に：行われた王安石の改革は、宋の体、

8
皇帝権力の確立
@宋の時代（2）

制の矛盾をつくと共に、何が皇帝権力の基盤で

?驍ｩについて多くの示唆を与えている。この

_を中心にしてみっつその後の社会に：ついて展

浜　口　允　子

望する。

統一一権力が存立しうる基盤は、財政の安定度

財政基盤としての にかかっている。権力が納税対象をいかに把握

9
税α）

したか、どこに財源を求め：たか、という観点か

迥e時代の税制の変化をみ、それが社会構造と

同　上

どのように関わっていたかを考える。

（1）ではとくに、・租庸調制から両税法への移行

財政基盤としての についてのべる。

10 税（2）
　②ではとくに、表面以降の斜懸や専売など問

艶ﾚ税のはたした役割についてのべる。

同　上

中国の中央集権体制は、その権力を支える経

経済発展の諸相
済的基盤の上にはじめて可能となったものであ

11
農　　業

る。そこで農業生産力の発展の歴史的推移と、

ｻれが何に：よってもたらされたものであったか

同　上

を考える。

農業と並んで、中国社会の基本的経済力を示

経済発展の諸相
す商業および手工業の発展を：概観するQまた宋

12
商　　業

代以降の都市や市場の形成などを通して中国社

?ﾌまとまり方を考える。

同　上

広大な中国にあって、物資をうこかし、情報

経済発展の諸相
を：ながし、人々を結びつけてきた社会・経済活

13
漕　　運

動を支えるいくつかのシステムについて、その

ｭ展や特徴を考える。とくに水運のあり方にっ

同　上

いてのべる。

各時代の基本的生産関係によって、また各段

階の政治、社会：構造のどこに位置したのかによ

14 人々の生活（1） って、人々はさまざまな生活を送った。 同　上

（1）では、農村の人々、都市の人々の生活を考

える。又農民運動についてもふれる。

二十世紀初頭、内外からの危機の中で皇帝権
力は崩壊した。従って社会制度、社会体制とし

15 人々の生活（2）
ての皇帝は、その後存在し左い。だが、その二

逕N余の歴史は、人々の意識や生活の中にさま
同　上

ざまな影響をのこしている。この点を考えてま
とめとする。
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ア ジ ア 論 皿

〔主任講師：和田久徳（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本をふくむ東アジアとその南に位置する東南アジアとは、古くから交渉があったが、日本との関係

は近時とくに政治・経済・文化など各面で緊密化している。日本の将来にとって重視すべき東南アジア

について、諸民族の歴史とその特質を述べ、同地域の社会と文化の理解を深めたい。その際、日本との

かかわりに注意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

初期の港市国家、東西海上交通の興隆、扶南王

1 諸民族の国家形成
王国の成立など。

和　田　久　徳
と東西交化交流（1） （放送大学教授）

扶南の海上貿易と東西文化交流、：林邑王国の

独立、ビルマ・マレー・インドネシアの諸国な
2 同　　　　（2） ど。

シュリーヴィジャヤの勃興、シャイレーンド

3 シュリーヴィジャ王
ラ朝の繁：栄と仏教文化など。

国と海上貿易　（1＞

シュリーヴィジャヤの海上貿易政策、東ジャ

ワのクディリと南インドのチョーラの挑戦など。
4 同　　　　（2）

クメール帝国の成立、クメール帝国の性格と

5 古代クメール帝国
アンコール建築群など。

の繁栄　（1）

チャンバー王国の海上活動、モン人の諸国家
など。

6 同　　　　②

パガン朝のビルマ統一、ベトナムの独立など。

7 新しい民族国家の
発展

’
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陳朝の民族文化、黎朝社会の拡張、チャンパ

一の衰退など。

8 ベトナム社会の発展

スコータイ朝の成立、セイロン仏教の受容な

タイ系諸国の成立
ど◎

9
と展開　（1）

アユタヤ朝の発展、クメール国家の変、ビ

ルマの分裂など。

10 同　　　　②

ツンガサーリ朝の成立、マジャパヒト朝の発

展など。

11 ジャワ諸王国の展開 亀

インドネシアのイスラム化、マラッカの展：開、

マラッカ国とイス
その海上貿易の繁栄など。

12
ラム化

初期の交渉、中国人の通商活動など。

13
東南アジアと東ア
Wア　（1）

中国人社会の成立、琉球王国の東南アジア貿

易など。

14 同　　　　（2）

15，6世紀の東南アジアと世界、現代に至る

道など。

15 結　　　　び
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　　ヨーロッパ論1
〔主任講師霧阿部玄治（放送大学教授）〕

全体のねらい

　10月革命は世界で初めてロシアに随いて社会主義国家をつくり出した。この国家は政治的には独裁
政治を特徴とし、この独裁政治はツァーリズムの独裁と共通する面をもっている。経済状態の差異にか

かわらず継承されている独裁の伝統を、本共議は探ろうとするものです。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 193⑪年代のソ
Aの印象

　亘930年代の世界経済恐慌下にすんでいた
走{主儀…世界の知識人は、ソ連社会主義に関心

�謔ｹた。そこにはソ連の賛美と批判の双方が
ﾝられる。考察する入の立場がそれぞれ反映し
ﾄいるが．いずれが正しいと判断する十分な材
ｿは入手できなわった

阿　部　玄　治

i放送大学教授）

露 スターリンの　頭

　レーニンの遺言は無視され、スターリンは書

L長としての地位を利用して．競争者たるト縫

bキー、ジノヴィエフ、カーメネフ．ブハーリ

唐轤�ﾇい落して．独裁的地位を握った。

同　　　上

3
スタ・一リン独裁

@　　　　　その互

　キー篇フ暗殺を契機に、193⑪年代のスターリンの大粛清が始められた。西側で「見せ物

ﾙ判」と呼ばれた裁判が次々と行われた。これ 同　　　三

嘆 スターリン独裁
@　　　　　そのH

　スターリン独裁にみられる独裁者の個性と独

ﾙの機構．粛清の意味をさぐる。

同　　　上

5 レーニンからの遺

Y

　スターリン独裁はレーニンのプ獄レタリァ独

ﾙ編や共産党の組織編を継承し、これをスター．

潟痘ｬに　　させたものであった。 同　　　土

6
帝政ロシアからレーニンへの遺産

　レーニンが物心がついてくる1⑪才台はアレ

Nサンドル3世の反動改革の時代だった。官僚
笏髢ｧ警察の支配、言論統制、議会政治の否定

ﾈど、レーニンのプロレタリア独裁と類似した
ｭ治が行われていた。

同　　　上

7
ピョートルの専制
痩ﾆ

　スターリンは独裁者やヨートルとイヴァン雷

驍ﾉ好意をよせたが、ピョートル大帝は、　大

ﾈ官僚と常備軍、秘密警察、正教教会の頂点に

ｧって、近代ツァーリズムの第1の祖先といえ
驕B

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
キリスト教とマル
Nス主義

　マルクス主義はキリスト教文明の中で成立し

ｽ。そこにはキリスト教徒のもつ終末観、救世

蛯ﾖの待望、異教、異端の　　と共通する感情

ｪみられる。

阿　部　玄　治

i放送大学教授）

9
ギリシア正教と君

蜷ｧ

　キリスト教はローマ皇帝に公認されたとき皇
驍�_の代理人として神格化し．他方ドミナト
Eス制を施して独裁者となった皇帝は．教皇や
克蜍ｳより上位に立った。ビザンツ皇帝はこの
ｧ場に立ち続け、これは正教とともにロシアに
ﾆりいれられた◎

同　　　上

10
専政君主制と封建
I反抗権

　ローマ帝国が早く滅亡した西ヨーロッパでは
ｳ皇権が強くビザンツ文化圏とは異る様相を示
ｷ。封建主従間では、ロシアと異り家臣の封建
I反抗権の思想が認められており、王権神授説
ﾉ基く絶対王政に反抗した議会政治の思想との
ﾂながりがみられる。

同　　　上

11
モンゴル支配とロ
Vア君主制

　モンゴルの2⑪0年にわたる支配は当然様々
ﾌ影響をロシアに及ぼした。モンゴル支配とは
ﾇのようなものであり、ロシアの専制君主制に
ﾇのくらい：影響を及ぼしたかをさぐる。

同　　　上

12
ロシア中央集権国

ﾆの成立

　モンゴルの支配下に、モスクワ公国がロシア
lの統合の中心となっていった。その過程特に
Cヴァン3世下において、封地の設定、ノヴゴ
鴻hの支配などによって、専制の基盤がつくり
oされてきた。

伊　藤　幸　男

i山梨大学教育学

�ｳ授）

13
イヴァン三二の独
ﾙ　（1）

　治世の改革、カザン　国の征服などにより自

Mをもったイヴァンは、リヴォニァ戦争に突入

ｵたが、王朝の危機感などもあって、ツァーリ

ﾆ裁のオプリチニナ支配をはじめた。

同　　　上

14
イヴァン三三の独
ﾙ　（亙）

　イヴァン三三独裁の象徴でするオプリチニナ

x配の目的は何か、その実相はどうであったか、

ｯ衆や外国人のイヴァン雷帝劇、ロシア観にど

､影響したかを探る。

同　　　上

15
動乱時代とロマノ
u朝下のロシア

　イヴァン雷帝の独裁と戦争により衰退したロ

Vアは、ポーランドなど外国　力に　りんされ

ｽにもかかわらず、その独裁体制（ツァリズム）

ﾌ基礎がロマノフ朝下に確立した。

同　　　上
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　　　　＝　ア　フ　リ　カ　論　＝

〔主任講師：川田順造（東京外国語大学教授）〕

全体のねらい

　アフリカの姿を過去現在にわたってかなりくわしく、しかも全体像がつかめるような形で紹介する。

写真，図版、ビデオ、録音（道具、衣服、楽器などの実物も）を豊富に使い、アフリカの姿がいきい

きと視聴者に伝わるように工夫する。日本人との関係でのアフリカ、現在から未来へ向ってのアフリ

カについても十分考えるようにしたい◎地域別各論では、それぞれの地域での現地調査経験の長い専

門家を適宜ゲストに招いて、川田がきき役になり対談形式で他の地域と対比させながら次第に全体像

が作られていくようにしたい◎

主な項目

（1）アフリカとは

（2）自然、資源

⑧人種、言語

（4）文化と歴史（総論）

（5）文化と歴史（各地三思）北アフリカ

（6）同、西アフリカ

（7）同、エチオピア

（8）同、東アフリカ

（9）同、中部アフリカ

⑩　同、南アフリカ

⑪　アフリカの都市

⑫　植民地支配下のアフリカ

⑬独立国家

⑭　　「未開」と「低開発」

⑮　日本とアフリカ
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哲 学 思 想

　　　　　（西洋近代の哲学思想）
〔主任講：師：中　　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この講義はルネサンスに始まって19世紀半ばにいたる西洋近代の哲学思想をその内容とし、哲学者

の思想内容の細部に立ち入るよりも、哲学的な問題意識の流れを全体にわたって辿ることを目的とする。

とくに世界（自然と人間）像および知識（学問）論の展開に重点を置く。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ルネサンス期の思想の特徴を「開かれた宇宙観

観」と「新しい人間像」という観点からとらえ、
中　埜　　　肇

亙 ル　ネ　サ　ン　ス 自然科学と人文主義の持つ思想的な意味をさぐ

閨Aさらに自然哲学と宗教的な神秘思想につい
（放送大学教授）

て考える。

「経験」にもとつく新しい学問の提唱者とし

てフランシス・ベーーコンが展開した新しい知の

2 Fr。ベ　一　コ　ン 構造（学問のプログラムと分類、イドラ論、帰 同　　　上

納法など）について述べ、その意味と限界を考

える。

「普遍学」を構想し、その方法論の基礎を徹

底的：な懐疑によって達せられる「自裁」（＝理

3 デ　　カ　　ル　　ト 性）の確実性に求めたデカルトの形而上学につ 同　　　上

いて述べ、その二元論的な世界観の問題点を探

為・

機械論の立場からする演繹な思考方法を、自

然現象よりもむしろ人間社会の構造に向げたホ

4 ホ　　ッ　　ブ　　ズ ッブズが、社会契約の必然性と国家権力の絶対 同　　　上

性の思想に到達した過程を明なかにする。

「神に酔える無神論者」と称せられたスピノ

ザの汎神論が実は絶対無限な神に対する信仰の

5 ス　　ピ　　ノ　　ザ 論理的な帰結であったことを明らかにし、彼の 同　　　上

思想が哲学の模範とされる理由を考える。

十七世紀において最：大のスケーールを持つ総合

的哲学者であったライプニッツが、無限量で極

6 ’ライ　プニ　ッ　ツ 微の実体「モナド」にもとづいて構想した連続 同　　　上

的で調和的な世界像の本質を明らかにする。

啓蒙思想の先頭に立つロヅクが十七世紀の独

断的な理性論に対控し、近代的な知識論の出発

7 ロックと啓蒙思想 として、初めて人間の認識能力を批判的に吟味 同　　　上

し、経験主義の哲学を定礎した意味を探る。
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回・ テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロックの知識論をさらに進めて、「在る」こ

とを「知られている」ことに還元する観念論の

8 ノミ　　一　　ク　　リ 立場に達したバークリ僧正の信仰と思想を、同 中　埜　　　肇

時代の思想との関連で考える。 （放送大学教授）

ロックに始まる知識吟味作業の完成者であっ

たヒュームが、．経験主義の立場を徹底すること

9 ヒ　　　ュ　　　一　　　ム によって懐疑論に接近したプロセスとその意味 同　　　上
を、因果の問題などを手がかりにして考える。

イギリスに始まった啓蒙思想がフランスに入っ

1⑪
フランス啓蒙思想
ﾆルソー

ってラジカルなものになった過程澄よび文明と

i歩に寄せる啓蒙思想の信頼：を徹底的に批判し

ｽルソーの立場について述べる。
同　　　上

啓蒙思想のドイツ的なあの方をフリードリヒ

盤
ドイツ啓蒙㍉思想と

Jント

大王やヴォルフにおいて見たのち、啓蒙の精神

�[めることによって独自の批判哲学を構想し

ｽカントの問題意識を『純粋理性批判』につい
同　　　上

て考える。

カントの批判哲学の発展を『実践理性批判』、

12
カ　　　ン　　　ト

iつづき）

『宗教哲学』および『判断力批判』に即してた

ﾇり、カント哲学の画期的な意味に：ついて考え

驕B

同　　　．上

カントの哲学が後継者たちによって変容され、

さらにフィヒテやシェリングの思考を通して一

13 ドイツ観念論哲学 元論的な体系構成へと発展するにつれて、哲学 同　　　上
がロマン主義の色彩を濃くしてゆく過程につい

て述べる◎

ドイツ観念論哲学のみならず、近代の哲学思

想全体がヘーゲルにおいて頂点に達したことを．

14 ヘ　　一　　ゲ　　ル 彼の絶対理性（＝精神）の哲学とその方法であ 同　　　上
る弁証法とについて考察する。

ヘーゲルの絶対理性の哲学を徹底的に批判し

ショーペンハウアー て新しい哲学的視野を開き、近代から現代への

15 ・キルケゴール・マ 移行を実現した三入の思想家の思想内容とその 同　　　上

ルクス 歴史的な意義を考える。
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＝社会思想史＝＝
〔主任講師：＝城塚　登（東京大学教授、〕

全体のねらい

　近代の民主主義国家・社会、資本主義社会を形成してきた人たちの社会思想またそうした国家・

社会のはらんでいる深刻な諸問題と対決し、その解決をめざした人たちの社会思想を考察し、現代の

高度に発展した社会に生活するわれわれが、人間らしいあり方を確保するためには、どのような国家

・社会をめざすべきかを考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

近代的な国家・社会は、資本主義経済の発展

1 近代的人間の登場

（産業：革命）と市民：革命を通じて出現したが，

ｻれを担った合理主義的人間はルネサンス期に
o場した。マキァヴェリの社会思想を考察する

城塚　　　登
i東京大学教授）

ことによって、そうした合理主義的人間の社会
観を見る。

宗教改革の指導者ルターの宗教思想のなかに
は、内面的信仰を通じて神と結びつく個人の自

2 個人の自立と自由
立と自由、職業労働の意義が確認されるなど、
ﾟ代社会を担う人間のあり方が示されている。

同　上

それはカルヴィニズム、ピュウリタニズムに引
継れる。

イギリスの王権反対派が権力をにぎった「ピ
ユウリタン革命」に出合ったホッブズは、個人

3
民主主義思想の成
ｧ（D

の自然権から出発し、諸個人が社会契約によっ
ﾄ国家・社会をつくったという考え方を提出し

同　上

た。そこに民主主義思想の基礎がある。その間
題を考える。

「王政復古」から「名誉：革命」にいたるイギ

4
民主主義思想の成

ｧ⑪

リスで、ロックは社会契約について考えを進め、

ﾐ会契約によって公共的なものに権力を信託し

ｽ民衆は、権力者が信託に反すれば解任・更埴

同　上

できるとし「主権在民」の考え方を確立する。

ロックの思想はフランス、ドイツなどヨーロ
ッパ各国の思想家に受げとめられ啓蒙思想とし

5
啓蒙思想の展開と
鴻}ン主義

て展開した。モンテスキュー、ヴォルテール、

泣¥ー、カントなどの思想がそれである。その
同　上

反動としてシュレーゲル兄弟らのロマン主義が
現われる。

フランス革命が自由と平等をスローガンにか
かげたにもかかわらず、流血と専制をもたらし

6
「市民社会」への

ｽ省
たのを見たヘーゲルは、スミスが自由な活動に
ﾏせるべきだとした「市民社会」のあり方に反

同　上

省を加え、国家が「市民社会」の活動を制御す
べきだとする。

イギリスで紡績工場を経営したオウエンは、

労働者の生活改善に努めたが、さらに協同生活・

7 初期社会主義思想 協同労働の村を開設して社会主義を説いた。フ 同　上

ランスでは科学者と産業者が社会の主導権をも

つべきだと説くサン・シモンが現われる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

ヘーゲル哲学から出発したr2ルクスは、国家
は幻想の共同体であるとし、市民社会の自己変

8
マルクスの人間解
厲v想

革をめざした。そして資本主義の生産に臨いて

ﾍ、労働者は生産物や生産活動から疎外されて 城塚　　　登

いるとし、人間の自己疎外克服を人間解放の課
題とする。

生産：力に照応する生産関係を歴史の土台と考

える唯物史観に立つマルクスとエンゲルスは、

9 マルクスの共産主
`思想

資本主義が生産力の発展の妨げとなっていると
ｵ、生産手段の社会化を中心とする共産主義革： 同　上

命を説く。また資本主義の経済学的解明を診こ
なう◎

1884年にイギリスの知識人が結成した「フ
エビアン協会」は、社会的善の実現をめざし、

10
フェビアニズムと

ﾐ会民主主義
土地や資本の公有、社会福祉・保障の充実をめ
ｴす。ドイソ社会民主党もベルンシュタインが

同　上

議会活動による労働者の権利拡大という路線を
出す。

後進国であったロシアでマルクス主義を受け

11
マルクス主義思想の展開 とめたレーニンは、資本主義が帝国主義の段階

ﾉ達したとし、革命を指導し実現した。他方、」 同　上

西欧では、ルカーチのように、労働者階級の主

体的自覚の形成が課題とされる◎

社会の近代化を合理化の過程としてとらえた
ヴェーバーは、官庁・軍隊・会社・工場などの

12
合理化と官僚制の
竭

集団が官僚制の特徴を示すようになるとし、そ
黷ﾉ対し人間は対決しなげればならないと説く。

同　上

彼は社会主義社会も同じ運命にあると考えてい
るQ

20世紀にはいり資本主義社会は産業的合理化

を進めたが、それとともに非合理的行動や激情

13 大衆社会の問題 に走る傾向をもつ大衆が発言力をもつようにな 同　上

る◎その病理を指摘したマンハイム、リースマ

ンの思想を見て、ファシズムについても考える◎

情報化社会といわれるように飛躍的に増大し
た知識・情報を統括し、人びとの生活全体を制

14 管理社会の問題1
御しているのは、国家と法人大企業の複合機構

ﾅあるとするガルブレイス、組織された資本主
同　上

義がはらむ新しい問題を指摘したハーバーマス
を見る。

これまで学んできた社会思想を踏まえて、日
本の社会の現状について考える。民主主義、官

15
人間らしい社会を

ﾟざして
僚制、大衆化、管理社会などが、日本の特殊性
ﾆからみながら、さまざまな深刻な問題をひき

同　上

起している。これにわれわれはいかに対処すべ
きか。
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　　　＝・宗教理論と宗教史＝
〔主任講師：欝撫震送論難登剥

全体のねらい

　宗教学は、かつて、比較宗教学と称せられたように、特定の宗教を歴史的に明らかにするよりは、

宗教一般を通じる理論を求めようとしてきた。本講義はその立場に立ち、宗教に強い関心を持つ人に

のみならず、宗教を持たない人々の宗教理解の助けともなってほしいという意図をもって、テーマを

編成した。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一般に、日本人は無宗教であると云われる◎

ところが、科学、技術の発展し：た社会での中で、
柳　川　啓　一

1 日本入と宗教 日本ほど宗教に満ちていたところは珍しいとも

w摘される。この矛盾をどう解釈すればよいか
（国学院大学教授）

が、この講義の序論となる。

宗教学は、もともと、ヨーロッパに成立した

2
宗教　の　規定
@　一三と俗一

学問であり、キリスト教の伝統をになっている。

ｵかし、他の宗教を含めた、宗教一般の解明を
uした。その立場から宗教の規定の一例を、

同　上

「聖と俗」の問題として取上げる。

狩猟、牧畜、農漁業など、自然とのかかわり

の深い生業に論いては、四季の移り変りごとに、

3 季　節　　の　祭 祭が行われ、豊かな生産が祈られた。現代に澄 同．上
いても、この形式が生きている。祭は、人々を

エクスタシーにまで高める作用をもっている。

人間の生涯に於いては、誕生、成人、結婚、

死亡などの折目がある。このときに、新しい段

4 通　過　儀　礼
階、状態になったことを確認する儀式が行われ

驕Bこれを通過儀礼という。この儀礼の種類と
同　上

意味についての研究。

病気は、入生の苦しみのうち、耐えがたいも

のの1つである。宗教は、この解決にあたろう

5 信　仰　　治　療 とした。俗信、呪術と呼ばれる治療儀礼もその 嬬　　　同　上

試みである。さらに信仰によって病気がな躍る

ということは何を意味：しているか。

宗教は心の問題であるというが、心だけの問

題ではない。「行」によって、自分の身体に一

6 修　　　　　　行 定の制約を与え、それを通して、精神の展開を 同　上
はかろうとする。修行がこれである。神秘主義

とも関連するところが深い。

タブー一（禁忌）は、何かをするなという回し

；めであ久原始宗教から世界宗教に卜いても普

7 　　　　“^　　　　フ　　　　　一’ 遍的にみられる。ただ、内容に澄いて、ユダヤ 同　上

教の十戒、仏教の五戒のように、倫理にまで高

められる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

宗教、ことに近代の宗教に旧いては、道徳と
分ち難くなっている。いかに生くべきかという

8 戒律　と　道徳 日常倫理の問題が主になるからである。しかし、

@教には、道徳を超越する分野のあることも特 柳　川　啓　一

徴である。

宗教は、科学とは異なる次元の、宇宙観、世

界観を持っている。その中心には、人格をもつ

9 信仰と宗教的世界観 た神（または神々）、あるいは宇宙の法則が於 同　上
かれている。これらの世界の描写を、いくつか

の宗教を比較しながら研究する。

人間に死がなければ、宗教は：なかったであろ

うといわれる。宗教のもつ世界観にも、死後の
10 生から死への移行 世界、すなわち来世が描かれている。まず、葬 同　上

送儀礼を通して、生から死への移行がいかに考

えられただろうか。

1つの考え方では、死者は生者とのつながり

が完全には切れず、器互いに助け合わねばなら

11 祖　　先　　崇　拝 ないという。日本の祖先崇死者供養にはこれが 同　上

強い。近隣のアジアとの比較も必要になろう。

死後の世界は、生前の行いによって、行き場

所が違うという考えもある。天国と地獄に分け

12 天　国　と　地獄 る来世観は、各宗教に澄いて、精細に述べられ 同　上

て器り、ここでは、その一部を取り上げて見よ
､。

宗教は、この世の外へ逃れることをすすめる

だけではない。この世をそのまま受け容れるこ 柳　川　啓　一

13 宗　教　　集　団 ともあり、この世の批判、改革を志すこと屯あ 阿　部　美　哉
る。その相違の理由の1つは、宗教集団（教会、 （放送教育セン
教団）の理念の違いに基づく。 ター教授）

政治と宗教の関係は、祭政一致から政教分離

14 社会と宗教との関係
にいたるまで、さまざまのタイプがある。とく

ﾉ、近代に澄ける両者の関係に重点を澄いて説 同　上

明する。

現代は宗教の衰退する時代とよばれることは

事実か。あるいは、宗教の内容が変わっている
15 現代日本社会の宗教 のか。日本に澄ける宗教にも触れて、全体のま 柳　川　啓　一

とめをする。
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　　　　　＝　歴　史　の　理　論　＝

〔主任講師：灘欝欝繍学名二部

全体のねらい

摩史の理論を取り扱う際・歴史観の歴史的変遷を主として古代から現代に到るまでを鳥鰍した。但

し各時代におけるすべて歴史観に渉るわけに行かないので、代表的な人々のそれに限ることとした。

その場合歴史学自身と共に歴史哲学者の歴史観を取り上げたのは、後者により体系的なものを見出す

ことが出来たからである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

序説として歴史自身は多く書かれ旦読まれ

1 歴史とは何か

ているが、その根本にある歴史の理論について
ﾍ、現在多くの学者の注目を惹いていないかに
ｩえる。そこで先づ歴史とは何かということか

邇nめて歴史の理論的考察に対する関心を喚起

：藤　田　健　治

i於茶の水女子
蜉w名誉教授）

する。

神話は古代人の一つの世界観的表示である。
神話を欠いた民族はかってなかったし、それに ヤ

2 神話　と　歴史
当時の社会や文化の反映を見る事に異論はある
ﾜい。日本神話は世界的に稀にみる独自なもの

同　上

で、これをギリシア神話と対比してその本質を
明らかにする。

古代ギリシアの歴史観の代表として、ヘロド

3 古代ギリシアの
@　　　　　歴史観

トスとトゥキュディデスをとりあげる。前者の
ｨ語風歴史、後者の実用的（教訓的）歴史と呼
ﾎれる歴史記述の特徴を述べる。

阿　部玄　治
i放送大学教授）

ヘレニズムの世界市民主義、ローマの地中海

ヘレニズム・ローマ 世界統一のなかで、世界史への傾向が生じ、教

4 時代の歴史観 父史学に於いて世界史が成立する。世界史記述 同　上

世界史の成立 のための紀年法が確立するためにはな澄数世紀

を要する。．

中世の歴史家はキリスト教の神の擾理が歴史

を貫くと考える。キリスト教の終末観と関連し

5 中世の歴史観 て、彼らは自分たちの時代を年老いた終末に近 同　上
い時代と感じていた。そこに中世特有の時代区

分も生ずる。

ルネッサンスとなって、中世期的な歴史に神

近世の歴史観 の掻理を見る思想から離れて行くが、しかしそ 藤：田　健　治

6 ルネッサンス， れも一挙にという訳にはいかない。ブルーノの

ブルーノとヴィコ 自然主義的世界観、とヴィコの歴史主義的世界観

ﾆに焦点をあてて説明する。
阿　部　玄　治

十八世紀は啓蒙主義の時代と言われるが、す

啓蒙主義・ べてを合理的に証明しようとする反動として十

7 ロマン主義の 九世紀にロマン主義が台頭する。そしてこの時 同　上

歴史観とヘーグル 代の総決算としてヘーゲルの歴史哲学が時代を

大きく支配する。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヘーゲルの一世を風靡した歴史哲学に対して

8
反ヘーゲル的

@　　歴史観1

十九世紀後半から反ヘーゲル的：な潮流があらわ

黷驕B歴史哲学もランケ、ブルクハルト、ニー
`ェがそれぞれヘーゲルの歴史学に反対して新

藤　田　健　治

生面をひらく。

同じく反ヘーゲルの潮流の中にマルクシズム

9
反ヘーゲル的
@　　歴史観皿

も位置する。その唯物史観として知られる下部
¥造と上部構造の規定関係は必ずしも普通解せ
轤黷驍謔､に明らかではなく、生産力の概念も

藤　田　健　四

｢　部　玄　治
たびたび解釈を変える。

二十世紀初頭に盛んである科学論、自然科学
と精神科学との境をどこで引くか、精神科学に

1⑪ 生の哲学の歴史観 特殊の方法はあるか等の疑問に答えるべく生の 藤　田　健　治
哲学があらわれる。それは歴史理論からやがて
人間的生そのものの哲学理論へと移って行く◎

フッサールの現象学自身が後期に「生の世界」
を志向するが、シェーラーに澄いて歴史的社会

11 現象学派の歴史観 の動向の研究として知識社会学が生れ、さらに 同　上

ハルトマソに澄いて精神的存在の問題として客
観的精神論が展開される。

実存哲学はキルケゴールに給いて反ヘーゲル

12
実存主義の
@　　歴史観（1）

の立場を反歴史主義として現わしたが、ハイデ
bガーもサルトルもその哲学に澄いて歴史的世
Eとの対決に進む。ハイデッガーの歴史哲学は

同　上

時間性に基づいて展開される。

13
実存主義の

@　　歴史観②

　ヤスパースの構想は、軸時代を中心として描

ｩれるが、歴史的世界を越えるものとして実存

ﾆ超越者及び超越的体験を強調する。

同　上

この時代の歴史学自体はシュペーグラーとト
インピーに澄いて代表される。彼等の文明批評
は技術社会の到来や挑戦と応戦にみられる。日

シュペングラーと 本の代表的歴史哲学者としては、和辻の「風土」

14 トインビー一 と田辺の「種の論理」をとり上げる。その他ロ 同　上
和辻と田辺 シア史のカーやマイネッケのシュターツレゾン

等語るべき点が多い。従来歴史哲学とみられた
社会変動や進歩と変形の理論等に社会学心理学
の新しい動きがみられる。

歴史哲学は白白するに人間の学である。そし
て又人間的生の哲学は究極においてその生の歴

15

歴史哲学の
@基礎学としての

史的展開を求めざるを得ない。その意：味で歴史

N学は人間学に帰着するのである。その意味の
l間学は生命・精神・実存と観想・実践を主軸 同　上

哲学的人間学 とした世界構造と動態の学でなければならない。

歴史の理論は究極に診いて人間的生を時間的に
現実的に把えるものであると考える。
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＝二記号と入間＝

〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　記号に関連した事項をいくつか取り上げて論ずることを通じ、人間の世界を理解する上でどんなに

記号に頼っているかを論ずる。記号について論ずるべきことは他にもいぐらでもあるが、わかり易く

することを旨とするので、あまり手は広げない。

回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

1 さまざまな記号

　ことば、表情、身ぶり、字、文章、数字、術

黶A論理記号、交通標識、絵、音楽、建物、貨

ｼ、仏｛象などといった例をあげながら、広い

ﾍ囲で人間と記号とが関係していることを論ず

驕B

吉　田　夏　彦

i東京工業

@　大学教授）

2 自然の中の記号

　遺伝、神経系、生態系、にみられる記号の例
�?ｰる。その働きが、人間のつくりだした記
?ﾌ働きと、どういうところで似ていて、どう
｢うところで似てないか、また、自然の中に、

L号をあやつる心のあるかないか、などについ
ﾄ話す。

同　上

3 機械　と　記号

　昔の道具、機械の中にみられる、記号伝達の

ｵくみ、コンピュータを代表とする、最近の情

�?搴@器での記号の役割について話し、自然

ﾌ中の記号と比較する。機械になぞられて自然

�揄�ｵようとする考え方についても論ずる。

同　上

4 通　　　　　　信

　遠く隔れたところに情報を送る時の記号の使

｢方を、古代ののろしの例から、最近の人工衛

ｯの例にまで触れながら話す。ラジオやテレビ

ﾉついても論ずる。

同　上

5 解　　　　　　読

　古代文字、暗号、の解読の例から始め、考古

w、歴史学、国際交流などにも触れながら、記

?�閧ｪかりにしてその表現しているものをさ
ｮろうとする努力のことを話す。、

同　上

6 常識的なみとり図

　前回までの話をふまえ、記号が送り手から受

ｯ手に届くまでの過程についての常識的なみと
關}のようなことを話す。つまり、送り手の心
ｩら、二段階の、記号の翻訳を通じて受け手の
Sに、情報が届くとするみとり図についてであ
驕B

同　上

7 誤　　　　　　解

　前回のみとり図の問題点として、誤解のこと

�謔闖繧ｰる。特に、落語の「鏑蕩問答」を例

ﾉして、誤解に気が付かないという場合のこと

�_ずる。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8 有用　な　誤解

　古典を読んで理解することが、その著者の意

}ど於りのものであるという保証はないが、だ

ｩらといって古典を読むことが無意味だという

ｱとにはならない。この例をひきながら、誤解
ﾌ有用性とでもいうべきものについて話す。

吉　田　夏　彦

9 コミュニケーション

　前二回で論じた事項をふまえ、記号をと遣し

ｽコミニケーションとはどんなものかについて
lえる◎伝承、儀礼といったものの意味、また、

｢代や性の違うものの間で話がかようとはどう

｢うことか、などについても話す。

同　上

1⑪ 記号のひとりだち

　記号自体が重要なものとなっている例を、抽

ﾛ美術、音楽、数学、数理科学、の例をひきな

ｪら話す。話好きな入間や一人で深く考えてい

髏l間も、案外、記号に魅せられているのかも

ｵれないといったことについても論ずる。

同　上

11 抽象　と　記号

　普通名詞や数詞の働を緒として、抽象的なも
ﾌを指す記号がぐ入間にとって、極めて重要な　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

烽ﾌであることを論ずる。特に：、多くのものを

ﾜとめたものを、また一つのものとして扱う時
ﾌ記号の働きをとりあげる。

同　上

12 論　　　　　　理

　記号表現の意味をできるだけはっきりさせよ

､とする手続きとしての論理について述べる。

_理は、根本概念、定義の手続き、根本前提

_証の手続きを与えることによって提示され
驕B

同　上

13 複数のモデル

　論理学の成果によって、萄蕩贈答がいわば入

ﾔの宿命であることがわかる。しかし、このこ

ﾆは、かえって、記号が有用であることを示し

ﾄもいる◎7回、8回で論じたことを、論理学
Iに見直す回となる。

同　上

14 世界　と　知識

　人間の知識は、記号によって体系化される。

ｱのことを、自然科学の例で考える。そうして、

｢界も、人間にとっては記号化されることを論
ｸる。自然科学とは正反対にみえる神秘主義も
翌ｽことをしているのではないかということを、
ﾛ徴ということに触れて論ずる◎

同　上

15 ま　　　と　　　め

　記号についてよく論ぜられるものでありなが

轤ｱこでは取り上げなかった問題Qいくつかと
ｻの難点に軽く触れた上で今までの話を振り返

閨Aまた、今後更に勉強したい人はどうずれば，

謔｢か、などということについて話す。

同　上
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＝　構　造　と　解　釈　＝

〔主任講師：渡辺二郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　「構造と解釈」という主題のもとでは、様々なことが考えられよう。しかし本講義は、「人間の探

究」という専攻領域の中での「哲学」分野の専門講義である。したがって、問題は、「人間」のあり

方の「構造」を哲学的に：「解釈」して取り出すことにあると考えられる。むろん、東西の思想記すべ

てが、究極的には「人間とは何か」に答えようとした試みの全部であったと言えようが、ここではと

くに：、近現代のドイツ哲学の遺産を継承して、人間の「生と実存」の「構造」を「解釈」した卓越し

た諸成果を踏まえながら、人間の内面的な体験：世界に光を当ててみたい。志向性、世界内存在、ニヒ

リズム、弁証法、自由などが．主要テーマとなろう。

主な項目
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　　　　　＝美術史と美術理論＝

〔主任講師：友部　直（共立女子大学教授）〕

全体のねらい

今日、精神的な豊さを求めて、美術への関心が高まっている。この番組では、単なる美術の通史で

はなく・トピックを含めて、映像的な魅力を通して、学習者を美術の世界へひきこむようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

精神内容を、形・色・様式など、視覚の性質

を通して、全体を包括する人間について語る。 友　部　　　直
1 美　術　　と　は

6月23日

写実的で荘厳な天平彫刻を通して、日本的な

日　　　　　　本 造形とは何かを考える。白鳳・平安前期にもふ 宮　　　次　男
2 れる。

～彫刻（D天平彫刻～ 7月21日

運慶一派に代表される鎌倉彫刻を通して、写

日　　　　　　本 実性とたくましい表現力の豊かな美について語

3 る。
〃

～彫刻②鎌倉彫刻～

法隆寺・室生寺・醍醐寺・鳳鳳堂などの仏画

4

日　　　　　　本

`絵画（1Xム画～

を通して、日本の仏画がどう展開したかを語る。 宮　　　次　男

@8月4日

源氏・信貴山・伴大納言・鳥獣戯画の四大絵

5

日　　　　　　本

`絵画2絵巻物～

巻を中心に、絵巻物の魅力を語る。

〃

秦始皇帝の兵馬桶、馬三三漢墓の副葬品を通
中　　　　国　　（1）’ して、秦漢時代の美術を見る。仰紹文化・般周 東　山　健　吾

6 文化にもふれる。

～皇帝の墓陵～ 8月11日

ガンダーラ、西域より伝来した仏教美術の中

中　　　　国　（2） 国化を、主として石窟寺院に現存する仏像、彫 東　山　健　吾
7 刻を通して語る。（六朝・階唐の美術）

～石窟寺院～ 8月18日
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水墨画と陶磁器をとおして、五代、宋、元、

8

中　　　国　　（3）

`水墨画と陶磁器～

明、清の美術について語る。 東　山　健　吾

@8月25日

古代エジプトやメソポタミアの神殿や墓を通

9

西　　　　　　洋

`王墓と神殿～

して、古代芸術の精神を語る。 友　部　　　直

@6月23日

パルテノン神殿やコロヅセウムを通して、人

西　　　　　　洋 間を規範とした哲学と芸術を完成させた古代ギ 友　部　　　直

10 リシア・ローマの精神を語る。

～神殿と劇場～ 9月8日

ロマネスクとゴシヅクを中心に、大聖堂を通

して、キリスト教文化の精神の輝きについて語

11 西　　　　　　洋 る。 〃

人間の知性が芸術の源泉となり、神におきか

西　　　　　　洋 わったルネサンスの精神を、レオナルド・ラフ 友　部　　　直

12 アエロ・ミケランジェロを通して語る。

～絵　　画～ 9月22日

17僧18世紀にかけて、バロックからロココ

西　　　　　　洋 への美術の変遷について語る。

13 〃

～ヨーロッパの宮殿～

市民社会の成長から、第2次大戦までの美術

西　　　　　　洋 の変遷iを、印象派と後期印象派を中心に語る。 友部　　　直
14

～新しい視角～ 10月6日

15 ま　　　と　　　め 〃
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　　　＝音楽史と音楽論＝
一日本の音楽に世界の音楽を投影する一

　〔主任講師：柴田南雄（放送大学教授）〕

全体のねらい

　TVの特性を生かし、教室で教科書をなぞるようにでなく、縄文・弥生の石弓や琴にはじまり、古

典音楽から現代音楽まで、各地の罪跡のロケや邦楽・洋楽の実演：もとりまぜ、しかも東西音楽の通史

となるよう話を進める。同じ時代に、日本と中国、日本と西洋でどのような音楽が行なわれていたか。

つねにそれらを比較考察しながら話をすすめる。

＼、

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 外来音楽と日本人

　太古から今日まで、日本列島にはどのような
qトが、どのような音楽を持ち込んだか。仏教
`来と共に入った音楽を消化する過程と．西洋
ｶ明とともに入った音楽を消化する過程との類．
欄_や．日本と西洋の音楽史におけるサイクル
ｻ象の存在を指摘する。

柴　田　南　雄
i放送大学教授）

2
音楽文化の深層を

Tる

　旧石器時代、欧州大陸にどん：な楽器があった
ｩ。日本の縄文時代の石笛の出土品を紹介、そ
ﾌ音色や用途から能楽の横笛との関連を考える◎

Iリエント、エジプト、ギリシア、インド。中
曹ﾉは古代にどのような音楽があったか。

柴　田　南　雄

�@森　建　英
i弘前大学助教授）

3 祭紀　の　音楽

　弥生時代・古墳時代（ほぼ8C3⑪0年～AD
U00年）の間に用いられた土笛、銅鐸．琴など

ﾌ出土品と復：算出を紹介、あわせて中国（儒教）

竦ｼ欧（キリスト教）のこの時期の音楽の状況

�ｵらべる。

同　上

4 制度化と学習

　飛鳥時代と奈良時代（6世紀～8世紀）に澄

ｯる大陸からのさかんな音楽の輸入、とくに大

�･令で制度化されたく雅楽〉について。西欧

ﾅはグレゴリウス大法王による聖歌の集大成と、

e地に聖歌学校の設立を見た。

柴　田　南　雄

a@橋　大　海
i東京芸術大学
@　　助教授）

5 芸術音楽の胎動期

　平安時代（9世紀～12世紀）には、楽制の改

vにより輸入音楽が定着し（雅楽）独自な曲種

ｪ発生（今様）しはじめる。西洋ではゴシック

l式の大聖堂が多声音楽の発生源となる。

柴　田　南　雄

�@井　茂　治
i国立音楽
@　大学教授）

6 諸国を行脚する音楽

　鎌倉時代と南北朝（13世紀・14世紀）が対象

ﾅ、平曲が起り田楽、猿楽の流行をみる。西欧

ﾅもトルバドゥーールなど騎士階級からの吟遊歌人

ｪ起こる◎また音楽理論の整備とともに、多声

ｹ楽がますます発展する。

柴　田　南　雄

〟F道　萬里雄
i元東京芸術大学
@　　　　教授）

7 ルφ l　サ　ン　ス

　室町時代、安土・桃山時代（15世紀・16世紀）

ﾉ、世阿弥による能の確立、キリシタン音楽、

O味線の琉球からの輸入を見る。西欧ではルネ

Tンス多声声楽の花が咲き、遠近法に見合う機

¥和声の音感が確立する。

柴　田　南　雄

ﾋ　口　幸　策
i成城大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 キリシタン音楽

　1549年ザビエルは日本上陸と共にミサの歌
�M徒に歌わせた。数種の楽器も入り、少年使
ﾟは欧州各地でオルガンを演奏、帰って信長に
ｫかせている。禁教徒も隠れキリシタンの祈り
ﾌ（オラッシャ）は今日まで伝承している◎そ
ﾌ実情を紹介する。

柴　田　南　雄

9
東と西のバロック

ｹ楽

　江戸時代の前半、元禄をへて享保の終り（1735

N）頃までは上方が優勢で、箏曲、薩摩琵琶、

O味線楽．長歌．尺八、義太夫節などが市民の

ｶ活に支えられて競い咲く。西欧ではバロック

ｹ楽の時代（1600年頃～1750年頃）。

　　同　一上

ｽ　野　健　次
i独協大学教授）

10 古典派・ロマン派

　江戸時代の後半、宝暦から文化文政をへて幕

魔ﾜで。前記に誕生した諸種の拡充が行われる

ｪ新味に乏しい。これに反し西洋では古典派・

鴻}ン派音楽が西洋音楽を一気に頂点に導く。

柴　田　南　雄

11
無からの出発と隆

ｷの絶頂

　明治政府の音楽教育政策は西洋音楽を基本と

ｵた。伝統邦楽の活力は衰退しこれに反して西

m音楽はヴァーグナーの楽劇に代表される隆盛

ﾌ極にあった。第1次大戦までを対象に考える。

同　上

12 両大戦間の状況

　日本ではようやく西洋音楽様式の創作がはじ
ﾜる一方、邦楽はますます背景に後退する。西
｢で「古典派・ロマン派」の最後の段階として
ﾌ新古典主義（華甲物主義）の時代を迎える。
Vェーンベルクの12音音楽もその思潮の中から

ｶまれる。

同　上

13
第2次大戦後の作
ﾈ界

　第2次大戦を境に作曲の様式は大きく変わる。

｢界の諸民族の音楽をとり入れた、単純で即興
Iなものからの再出発。邦楽器への再認識もそ

ﾌ一環である。電気音響装置やコンビ島一等の

?ﾈへの導入。

同　上

14
第2次大戦後の演
t界

　現代は作曲不振、演奏上位の時代である。ま

ｽ作曲の時代様式と演：奏の時代様式の間にはあ

ｫらかに平行関係が認められる。20世紀初頭に

kるレコード録音から典型的な事例をあげて比

rする。

柴　田　南　雄

｡：道　萬里雄

i元東京芸術

@　大学教授）

15 未来　の　展望

　今日、日本人はどのような音楽を好んでいる

ｩ。人々は何を音楽に求めているか。今、音楽

ﾆは何か。これからの音楽はどのような形をと

驍ﾅあろうか。ピートリーの諸芸術循環説など

�ﾐ介する。

柴　田　南　雄

一451一



＝＝ ｶ芸史と文芸理論＝
　　　　　　　　　　〔主任講師：轡田　収（学習院大学教授）〕、

全体のねらい

　ヨーロッパの古典古代から近代に至る文学の生産とそれに対する理論ないし学的反省との関係を捉

えていく。この視点をとると、時代により、言語圏ないしは国により、実践と理論とは独特な相互関

係をもつことが明らかになろう。それによって、一国の文学史のみを見ることではえられない各言語

文化の特異性、浮き彫りにされよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヨーロッパに澄ける文芸の歴史と理論との関

1 実践　と　理論
係はどのように捉えられるか。

三　島　憲　一

（東京大学助三三）

ギリシア悲劇とアリストテレスの語学。

2
古　典古　代α、

黹M　リ　シ　ヤー

岡　　　道　男

i京都大学教授）

ラテン的世界の始まり。

3
古典　古代‘2）
鼈黶 @ラ　テ　　ンー一

ホラーティウスの語学◎

Nウィンティリアーヌスの修辞学。 同　上

ラテン的世界としての中世。

4
中　　　　　柵ω

黹宴eン的世界と
　南大路　振　一一

i大阪市立大学教授）

しての中世一

中世の文学と理論。フランスの場合◎

5
中　　　　　世（2）

E一一 t　ラ　ン　スー

新　倉　俊　一

i東京大学助教授）

中世の文学と理論。ドイツの場合。

6
中　　　　　世（3）

黹hイツ秘められ
平　尾　浩　三

i東京大学教授）

：た詩学一一

中世の文学と理論。イギリスの場合。

7
中　　　　　世（4）

黹C　ギ　リ　スー

　安　東　伸　介

i慶応義塾大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ダンテの『神曲』。イタリア・ルネサンス文

8 俗語文学の栄光
学とその文芸観一一「国民文学」の誕生。

河　島　英　昭

一一 C　タ　リ　アー一 （東京外語大学教授）

噂

フランス16・17世紀の文学と文学理論。

デュ・ベレェ『フランス語の擁護と顕揚』か

9
近代文学への道（1） ら。

成　瀬　駒　男

一フ　ラ　ンスー （国学院大学教授）

『詩の擁護』（フィリップ・シドニィ）はな

ぜ必要だったか。

10 近代文学への道② イギリス・エリザベス朝の文学と文学観。 児　玉　久　雄

一一 C　ギ　リ　スー （学習院大学教授）

ダ 遅れてきた国民ドイソ17世紀の詩学と文学。

11
近代文学への道（3）

轡　田　　　収
一　　ド　イ　ツ　一一

理論を内包した文芸ジャンル。

12 小説　の　興隆
楽しませ、ためになり、さらに社会批判も行

ﾈう小説と近代市民社会との関係。
轡　田　　　収

（放送大学講師〉

市民社会と天才（ジェニー）の文学。

13 文学　と　天才
想像力と創造性の美学。

大　貫　敦　子

i放送大学助教授）

文化的民族的アイデンティティを支える文学

14
文学と国民意識

の役割。

@市民社会に赴ける文学の受容と文学について 轡　田　　　収
一ドイツを例に：一 の学問の成立。

文学における「近代」の問題。

15
社会と文学の自律

ｫ

アヴァンギャルド以後の理論と実践。　　　　　　　　　　　　　　　y

三　島　憲　一
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民 族 音 楽 （R）

〔宝庫師£襯難麟灘攣回忌教授）〕

全体のねらい

　民族音楽学の近年の研究成果を踏まえ、ヒトと音楽のかかわりから生じる根源的な諸問題を考える。

また、それらの問題と関連する諸民族の音楽の　　　なるべく　富に紹介するが、たんなる鑑賞の素材

としてではなく、それが属する文化の文脈の中でいかなる意味を持っているかを明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 総　　　　論

　本講義に対する主任講師の基本的な考え方を明

ｾらかにする。民族音楽研究の歴史と現状に触
黶A今後の各回のテーマの概要を説明する。

柴　田　南　雄

i放送大学教授）

ｿ　丸　吉　彦
i三三の水女子大

w教授）

露
音楽　と　呪術
@　　　　アフリカ

　　術と音楽のかかわりは古く．また研究対象

ﾆしても．早ぐからとり上げられていた。諸民

ｰのシャーマンリズムと結びついているが、こ

ｱでは主としてアフリカを例にとることとする。

イエロース（国立民

ｰ学博物館助教授）

3

音楽　と　神話　　　　o　　　　o　　　ハフア・ニ

?[ Mニア

　例えば、神話に登場する鳥の鳴声に範をとっ

ｽ旋律が．日常生活においてどのような役割を

ﾊすか、といった問題をいとぐちに、音楽と象

･、音楽と神話の関係を扱う◎

山　田　陽　一・

i島根大学専任講

t）

4

音楽　と　＝構造
@　　　トルコ・イ
宴刀Eギリシャ

　諸民族の音楽の中には、複雑精緻な音楽理論

ﾌ体系が成立しているものがあり、これについ

ﾄ適当な実例を引用しつつ述べる。

　　　植　元　一

i東京芸術大学助

ｳ授）

5
音楽と文化変容
@　シルクロード

　音楽が諸国を流転する間に、異文化と出会い、

ｳまざまな変容が生じる問題を主としてシルク

香[ドを例に扱う。な診、声と楽器の関係にか

�ｵては第6回のテーマに連続する。

同　　　上

6
音楽　と　楽器
@　　東南アジア

　ハードウェアたる楽器と諸民族澄よびその音

yとの関連を、フィリピンはじめ東南アジア各

nを例にして扱う。
山　口　　　修

i大阪大学助教授）

7
音楽　と　祭　り
@　　　中国・日本

　日本・中国（華僑を含む）における祭りの特

ｫを論じ、その音楽的表現を通じて東洋音楽の

{質を追求する。

上参郷　祐　康

i東京芸術大学助

ｳ授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
音楽　と　演劇
@　インド、インド
@　ネシア

　ラーマヤナ劇その他を主な例にとり上げ、音

yにおける演劇の意味を追究する。
小　西正　捷
i立教大学教授）

9
音楽とパフォーマ

塔X
@　インドネシア、
@　日　本

　音楽とそれを演奏する入間、論よびその集団
ﾉついて、身体運動ないし人間相互の関係など．

ｻこに生起するさまざまな問題を考える◎

中　川　　　眞

i京都市立芸術大

w講師）

10
音楽　と　社会
@　　　イスラエル、　　　　　　　“　　　　アラフ

　ユダヤ人社会における音楽の役割を明らかに

ｵ、その宗教生活におげる音楽の意義とともに

lえる。アラブ世界との対比にも触れる。

@　　　　　　函

水　野　信　男

i兵庫教育大学教

�j

11
音楽　と　伝承
@　　ヨ　一一ロ　ツノく、

@　　日　本

　伝象、学習に付帯して生起する広汎な問題を

ﾊじて音楽の本質解明を試みる。音楽と言語の

�ｭなかかわりについても論じる。

徳　丸　吉　彦

i於茶の水女子大

w教授）

12
音楽　と　記録
@　アイヌ、エスキ　　　　　　　“　　モー、　マシャー一

@　ノレ

　フィーールドワークの意義と実際に触れ、あわ

ｹてその歴史的経過に触れる。（ピウスツキの

Jラフト・アイヌ古語の録音、バルトークによ

驛}ジャール（ハンガリー）民謡の録音と採譜

ﾈどの先駆的な例をも紹介する。

谷　本　一　之

i北海道教育大学

ｳ授）

13
音楽と都市文化
@　南北アメリカ

都市の大衆が、主としてマス・メディアを通

ｵて受容するポピュラー音楽の世界について論

ｶる。

鈴　木　道　子

i国立音楽大学非

寀ﾎ講師）

14 音楽　と　技　術

　電子音響機器（レコード、ラジオ、TVなど）

ｪ諸民族の音楽をどのように　　したか、将来

ﾍどのように変わることが予測されるかを論じ

驕B

柴　田　南　雄

i放送大学教授）

15 音楽と世界観

　20世紀には世界観の表明としての音楽が芸

p音楽にも、ポピュラー音楽、民族音楽にも兄

轤黷驕B 同　　　上
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＝日本言語文化論＝
〔主任講師　古田東朔（放送大学教授）〕

全体のねらい
　言語文化というとき、種々の扱い方が考えられよう。しかし、ここでは、日本語自体を対象とし、
特に近代語が種々の作品とかかわりあいながら、どのように形成されてきたかをながめていく。文学
作品はもちろん、論説・翻訳・読本などを通して、話しことば・書きことばの問題点とその形成過程
について取りあげる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

全体の序説。明治期に於ける書きことば（漢

文訓読調・和文調）、話しことば（標準語・方 古　田　東　朔
1 日本の言語文化 言）、言文一致等々の問題が、政治・文化上の

動きに応じて、どのように意識され、具体化さ （放送大学教授）

れていったか◎それらについての概観を行う。

2 古代語と近代語

　まず日本語の歴史について大きく見て澄く。

ﾃ代語と近代語に大きく二分されるが、それは

Wり結びの有無、二段活用の一段化に認められ

古　田　東　三

O　島　　　裕
i東京大学教授）

る、この外、音韻・敬語などの違いについても、
坂梨隆　三

合せて見て高く◎ （東京大学助教授）

江戸時代のことばのうち、上方を中心とする

江　戸　語　か　ら ものを上方語、江戸を中心とするものを江戸語

3
東　京　語　へ

ということがある。特に後期の江戸語から明治

冾ﾌ東京語に至る過程、特色について見る。現
古　田　東　朔

代のことばの基礎となったものだからである。

日本の近代国家としての成立は、必然的に：「国

語」の意識を確立させるようになった。話しこ

4 ［国語」意識の成立 とば、書きことばに澄いて、問題として考えら 同　上

れたことは、どのようなものであったか。それ
らの数々について取りあげる。

明治以後、全国に共通に理解される標準的な

5
方言と標準語・共
ﾊ語（1）

ことばとは、どのような理由から考えられたも

ﾌであったか。また問題点はどこにあったか。

]戸末期からの話しことばの実態と、その際の

同　上

主張、政策等について、まずながめておく。

前回のあとを受け、特に国語調査委員会によ

6
方言と標準語・共
ﾊ語（2）

る全国の音韻・口語法の調査（明治36）と、
ｻの影響について見る。その結果が口語の標準
ﾆなる『口語法』編集に活用され、他方、方言
､究の進展をうながしてき：たことについて話し

古　田　東　三

ｿ　川　宗　賢
i大阪大学教授）

合う。

「口語」といい、「文語」という。しかし、

それはどのよう：なものをさしていうのか。外国

7 口　語　と　文語 語との接触による日本語文法の再検討から始ま 古　田　東　朔
り、やがて「文語」と「口語」という大きい枠

が定められていく過程を見ていく。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

話しことばと書きことばを一致させようとす
る「言文一致」の運動は、明治になって盛んに

8 言文一致の動き（1） なる。江戸期の作品に於いて、話しことばはど 古　田　東　朔
のように：扱われていたか、幕末期から明治初期

にかけての言文一致の主張や試みはどうであ疹
たのか◎

「言文一致」は小説だけに限られるものでは

：なし（。前回を受け、三遊亭円朝の人情噺が速記

9 言文一致の動き（2） により活字化され．『浮雲』に影響を及ぼした 同　上

過程、その他の小説に道ける試み、加えて小学

校読本の談話体の文章などについて見る。

文語調は、長く＝書きことばに於いて正式のも

10
漢語・文語調の位

のとされてきた◎それは、どのように用いられて

ｫたか。まず、漢語の使用についてながめて澄 同　上
置（1）

き、ついで江戸期から明治初期の小説・論説・

翻訳など、漢文訓読調の文章を見る。

前回のあとを受け、明治期の漢文訓読調・和

11
漢語・文語調の位
u（2）

賢母・その他筆語調の小説のいくつかについて
ﾈがめる。そして、当時文語調の占めていた
ﾊ置について考えるとともに、口語と文語の文

同　上

章の違い、以後の文章の大きい傾向についても
見る。

西欧との交渉、理解のため、訳語の試みが澄 古　田　東　朔

12
訳語に：よる新しい

｢界

互いになされてきた。室町期・江戸期・明治前

冾ﾉおいて、和語・漢語による訳語がどのよう

ﾉ用いられ、相互の文化が理解され、新しい世

　進　藤　咲　子
i東京女子大学教授

@鈴　木英夫
界が紹介されていったか話し合う。 （茨城大学教授）

近代を切り開いていった言葉の数々は登録さ

れ、位置：づけられていぐ。従来からのもの、新

13 言葉の登録 しい訳語なども含めた和語・漢語その他が、ど 古　田　東　朔

ういう観点からまとめられていったか。三つの

辞書を取りあげ、その苦心のあとをたどる。

対人関係の意識が、ことばにどうあらわれる

か。かつての身分・地位に：よるものから人格の

14 近代の敬語 尊重へ、丁寧表現の増加へという傾向が見られ 同　上

るが、それらの主張や、実際の例、調査結果な

どについて見ていく。

これまでのまとめを行う。まず、ことば自体

に：ついてこれまでの資料による扱いについてな

15 言語文化のみかた
があ、ついで階層・：地域・教育・男女差などに

謔驍ﾝかた、さらに異文化を理解するためのこ
同　上

とばの働きなどについて見ていく。
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　　　一　万　葉　の　世　界　一

〔主任講師：稲岡耕二（東京大学教授）〕

全体のねらい

　万葉集の広さ・：豊かさは、口論の歌謡から記載の文学へ転化した前後の、さまざまな歌のすがたを

記しとどめていることに因る。歌謡の音楽性や集団性、作者未詳歌の等質的類歌性を基盤としながら、

長歌・短歌・旋頭歌など多様な歌体を利用して、個性的文学へ、どのように道が開かれて行ったかを
探る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 うたと文字との交渉

四二に記されることによって、歌はどう

盾轤ｴるをえなかったか。諸外国の例を臨参照

ｵつつわが国に澄けるうたと文字との交渉の歴

jを考える。

稲　岡　耕二

i東京大学教授）

2
初期万葉の相聞歌

鼈黷 ｻの源流一

　鏡王女・藤原鎌足・久米禅師・石川郎女など

ﾌ贈答歌の特徴を理解するとともに、その源流

�lえる。
同　上

3 国見歌の表現

　　明天皇御製と伝えられる歌および記紀の国

]め歌・国見歌を読み、その表現が時代とと竜

ﾉどう変っていったかを考える。

稲　岡　耕　二

_野志　隆　光
i名古屋大学助教授）

4
口論の糸入・

@　　　　　額田王

　近江遷都の時の歌や熱田港出航の時の歌の性’格を理解するとともに額田王の歌人としての性

iを考える。
稲　岡　耕　二

5
天武朝と

@　　人麻呂歌集

　謎の多い入麻呂歌集および入麻呂の生涯につ

｢て、さまざまな問題点を探る◎ 同　、上

6 入麻呂と中国文学

柿本人麻呂の表現に中国文学の影響がどのよ

､にあらわれているかを探る◎
同　上

7 私的挽歌の創造

　天智朝の挽歌とくらべて、人麻呂の時代には

Vしい性格の挽歌が作られるようになった。そ

黷ﾍ、どのようなものでどこに文学としての新

ｵさがあったか。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

反歌は、はじめどのような形であったのだろ

うか。反歌史を整理しつつ万葉集における反歌 稲　岡　耕　二
8 反歌の歴史 の魅力と、史的展開を理解する。

神野志　隆　光

中国文学の影響が深まるとともに、思想や趣

9 旅人と憶良
@　（その一）

味の上にも個性的分化の傾向が強送った。梅花

ﾌや松浦河の歌などをと診して、旅入と憶良の
O王的：な性格を理解する。

稲　岡　耕　二

旅入と讃酒歌と三三の志賀白水郎歌の構造を

10
旅人と　憶　良
@　（その二）

吟味し、その成り立ちを考える。
同　上

赤入の表現の特徴を検討し、作者の性格診よ

び叙景歌を生み出した時代的背景などとの関連

11 赤人　と　自　然 を考える。 同　上

伝説歌とは何か、また、虫麻呂はなぜ伝説を

12
伝説歌人・

@　　高橋入麻呂

歌ったのかなど、虫麻呂をめぐる諸問題を考え

驕B 同　上

東歌は、はたして民謡なのか、防人歌はどの

13
東歌・防人歌と
@　　　　その性格

ような場で作られ、蒐集されたのか：など、東歌

E防人歌の謎を探る。

稲　岡　耕　宏

刀@藤　　　宏
（成蹟大学教授）

大量の作者未詳歌に見られる豊富な類歌性は

14 ・作者未詳歌の世界
何を意味するのか。万葉集の底辺を形づくる等

ｿ的：な共感の世界を探る。 同　上

家持秀歌の特徴と、末期万葉的な性格を理解

15
万葉の終焉一家持の孤独一 する。

稲　岡　耕　二
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＝　和　　文 古　典 H

〔主任講師

一王朝の文学一
秋山　慶（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

　400年にわたる平安王朝の文学の主たる担い手は平安京の貴族たちであったが、彼らによって創出

された諸形態の文学の高度の達成は、後世に規範的意味をもちつづけ、日本的美意識の源流となった。

そうした王朝文学の形成・展開の姿をさまざまの視角から追求する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

平安遷都にはじまるこの時代の文化はまず大

々的な唐風謳歌に特徴づけられるが、そのこと 秋　山　　　凄
1 王朝文学の始発 の意味と、その唐風がしだいに和様化していく

過程を説く。 （東京女子大学教授）

『古今集』と

　万葉文学と様式を一変した古今集文学形成の

ﾟ程を、その背景の考察とともに日本文化の自
久保田　　　淳

2 立の様相として副える。 （東京大学教授）
その時代

口調のモノガタリから仮名散文の虚構文学と

物語文学の誕生 しての物語へ。その経過を探りつつ物語文学の

3 一『竹取物語』と 本質は何かを考える。 秋　山　　　慶
『伊勢物語』一

物語文学と並んで仮名散文の日記文学の成立

日記文学の成立と展 してくる事情を、和歌との関わのその他の要因

4 開一『土佐日記』 から考えてみる。また日記文学によって、いか 同　　上

と『蜻蛉日記』一 に人間の内面世界が肖り起こされるに至ったか

を明らかにする。

当時の物語の制作・享受の実情を説明し、現
虚＝構物語の 存する長篇物語の宇津保物語の成立の意義を考

5 成熟と基盤 える。 同　　上

＝漢詩に代って公的文学の座を獲得した和歌は、

『後撰集』、『拾 貴族たちの私的生活感情を託す表現手段として

6 どのように機能したか◎また歌物語との関わり 久保田　　　淳
遺集』の位置 あいや後代に及ぼした影響なども考えてみる。

日本人の美意識に：規範的意義をもつ枕草子の

清少納言と 特質と作者清少納言の個性を、政治的文化的背

7
『枕草子

景のうえに考察する。 秋　山　　　慶
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

源氏物語の作者紫式部の入間形成と源氏物語

紫式部と『源氏物 創作の意義を考え、三部作と考えられる源氏物

8 語の第一部世界の主題や構造を説明する。 秋　山　　　凄

語』の世界0

源氏物語の砥・皿部の世界の推移、主題の展

紫式部と『源氏物 開の様相を説明し、物語文学としての独自の達

9 成についてその意義を考える。 同　　上
語』の世界（：づ

源氏物語がその成立の時期から後代に：かけて

どのような影響を及ぼしたか、更級日記の作者

10 『源氏物語』以後 菅原孝王女の源氏享受をはじめ、長短篇の物語 同　　上

群の様相をながめてみる。

和泉式部・赤染衛門などの女流歌人の輩出し

女流歌人と た後宮文学の開花を受げて撰ばれた後拾遺集の
山

11 時代背景を明らかにし、同集の成立が王朝和歌 久保田　　　俘
『後高高高』 史の屈折点に位置する理由を明らかにする。

古代王朝文化とは矛盾するものをはらむ院政

和歌文学の革新 文化の性格と浄土教の浸透が和歌文学にいかな

12 一r金葉』r詞花』 る影響を及ぼしたか、’歌人層の変化、詠歌の場 同　　上

『千載』の時代一 の変質などの諸相を追求する。

歴史的事実を素材とする、いわゆる歴史物語

歴史物語の諸相 栄花物語・大鏡などの成立の意義を考え、それ 多　田　一　臣

13 一『栄花物語』と
@　　　『大鏡』一

それに描き出される世界について説明を加える。
（千葉大学助教授）

説話文学の世界は、貴族を中心とする王朝の

14
説話文学の誕生 文学のいわば周縁に位置している。最古の説話

Wである日本霊異記を取りあげながら、説話文 同　　上

一『日本霊異記』一 学誕生の史的意義を考える。

今昔物語の彪大な説話群を統一するものは何

15
『今昔物語集』の であったのか。説話内容の分析を通じて、その

｢界認識のありかたについて考える。 同　　上

世界
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　　　和　　文　　古　　典　　皿

〔主任講師：久保田　淳（東京大学教授）〕

全体のねらい

　四百年に及ぶ中世文学の展開を、各時期の政治的社会的事件、文化思潮などと関連づけながら、具体

的作家や作品に即して、明確に跡づける。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中世文学はいっから始まるか、それは保元の

1
王朝から中世へ

乱、源平の動乱など、政治的社会的事件とどの

謔､に関わるものか、それは王朝文学とどのよ

久保田　　　淳

i東京大学文学部

うに異ったものであるかという問題を考察する。 教授）

いわゆる新古今時代の文学史的概念について

2 新古今時代　　互
説明し、「新古今和歌集」の成立、その特色、

繿繧ﾖの影響などを考察する。 同　　　上

「新古今集」の代表的歌人である西行・藤原

定家、同集の影響下に成長した源実朝などの文

3 新古今時代　　丑 学活動について述べ、さらにほぼ同時期に信仰 同　　　上

の世界で大きな足跡を残した法然、親鷺、明恵、

道元などの法語文学についても言及する。

「方丈記」を中心に、「発心集」「無名抄」

など、鴨長明の多面的な作家活動について述べ、 三　木　紀人
4 鴨長明とその周辺 長明が影響を受げたと相像される平康頼の「宝 （お茶の水女子大学

三野」、また影響を及ぼした慶政の「閑居友」 学教育学部教授）

などにも論及する。

「将門記」「陸奥：野芝」など、初期軍記の問

題を概説したのち、「保元物語」「平治物語」 栃　木　孝　雄

5 軍記物語の世界1 について論ずる。 （千葉大学文学部

教授）

「平家物語」の世界、その　立、語り物とし
てま曾ｽ読み物としてのその　　の問題などを考 同　　　上

6 軍記物語の世界H 察し、「承久記」、史論書「　　抄」「六代勝 同　　　上

事記」にも言及する。

平安後期から中世に及ぶいわゆる説　時代を

概観し、「宇治拾遺物語」を中心に、「古事記」

7 説話　の　時代 「回訓抄」「古今著聞集」「沙石集」「三国伝 三　木　紀人
記」など、説話集の世界を説き明かす。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 京　　と　鎌　　倉

　鎌倉幕府の開設に伴って生じた京都と鎌倉と

ﾌ交流が文学にどのような影響を及ぼしたかと
｢う問題を考え、「海道記」「東　紀行」「う

ｽたね」「十六夜日記」などの凶行文学、さら
ﾉ「とはずがたり」その他の女房日記について
ｻの中世記特色を論ずる。

三　角　洋一
i東京大学教養学

煤E助教授）

9 南北朝動乱期の文学

　大覚寺　・持明院　の両　送立の経緯を概叙

ｵ、「太平記」を中心として、r増鏡」「神皇

ｳ統記」などの歴史文学．「玉葉和歌集」「風

?a歌集」「新葉和歌集」などにも論及する。

久保田　　　淳

10 兼好とその前後

　「従然草」の著者であり、二条為世の和歌四

V王の一人でもある尊好の文学を中心に、彼に
e響を及ぼした「一言芳談」などの法語文学、

ﾙぼ同時代を生きた二条良基の文学活動などに

ﾂいて考察する。

三　木　紀　人

11 中世芸能の世界1

　王朝から続いている今様雑　の文学的所産、

u梁塵秘抄」、　年、早歌などから、小歌時代

ﾌ「閑吟集」「宗歌小歌集」、その他田歌など、

ﾌ謡系列の文学を中心に述べる。

橋　本　朝　生

i山梨大学教育学

煤E助教授）

12 中世芸能の世界聾

能・狂言・幸若など、演劇系列の芸能の文学

ﾆしての特色を述べる。放送に際しては、テー

vによって若干実演を聞かせる。 同　　　上

13 物　語　の　変

　「松浦宮物語」「我身にたどる姫君」など中

｢前半の擬古物語が、’中世後半に至って次第に

芍ｾ草子へと変　してゆく過程を辿る。「無名

錘q」r三葉和歌集」「義経記」「曽我物語」

ﾈどにも言及する。

三　角　洋　一

14 中世の心と言葉

　国語の変化が中世文学の展開とどのように関
Aるかを、多くの事例から探る。とくに室町時代

ﾌ和歌・連歌・五山文学・抄物・キリシ．タン文

wなどの意義について述べる。

山　口　明　穂

i東京大学文学部

@・教授）

15 中世から近世へ

　俳譜の連歌・初期狂歌・古浄瑠璃・説経・隆
@小歌などを取り上げつつ、戦国時代から安土

克R時代を通じて、中世の文学はどのようにし
ﾄ近世的なものへと移り変っていったかを辿づ
ｯる。

久保田　　　淳
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　　　　　　　　　　　　　＝和文古典lv＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一近世の文学一一

　　　　　　　　　〔担当講師：清登典子（三蹟大学非常勤講師）〕

全体のねらい

　庶民文学・町人文学といわれる日本の近世文学の成立、および展開の様相を、代表的な作家、作品

に目を向けながら跡付け、わが国の近世文学の特質につき考察してゆく。

主な項目

（1）近世文学の胎動、中世から近世へ

（2）揺藍期の近世文学1

（3）揺藍期の近世文学皿

（4）揺藍期の近世文学盟

（5）元禄期の文学1

（6）元禄期の文学皿

（7）元禄期の文学亜

（8）元禄期の文学W

（9）天明期の文学1

ΦΦ　天明期の文学韮

⑪　天明期の文学皿

⑫　文化文政期の文学1

α3　文化文政期の文学丑

⑭　文化文政期の文学皿

⑮　近世文学の特質
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漢　文　古　典 1 （TV）

〔主任講師：頼　惟＝勤（於茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　日本に澄いて作られた漢詩・漢文について、江戸後半期を取り上げて諸作品を講読し、関連・事項に及

ぶ。これによって、日本漢学の日本文化に於いて占める役割りが若干なりとも解明できることを目指す

ものである。各回とも講義の糸口を原則として頼春水『師友志』から取り、兼ねてその人の諸作品と関

連分野とに及ぶ。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

柴野栗山（1736－1807）江戸昌平　の儒
官。寛政の学制改革に当った。ここに至るまで

1 柴野栗山と素読吟味 に、漢籍の訓読の普及があったことを見逃がす

ことはできない。五山以後、江戸期の訓点・訓

法の二三の事例を挙げる。

尾藤平飼（1747－1813）昌平　の儒官◎

2
尾：藤　二　洲　と

秩@楽　天　の詩

晩年に白楽天の詩を好み、同僚の古賀精里との

ﾔで応酬した。その間の経緯を概観する。

古賀精里（1750－1817）昌平　の儒官、
肥前・佐賀の出身。曽て林学　に従い、対島に

3 古賀三里と通信使 赴き、朝鮮通信使に応接した。九州は漢学にと

っての先進地域で、著名な儒教者が多く、また
長崎には唐話（中国語）に熟達した人びとがい
ｽ。

岡田寒泉（1740－1816）昌平　の儒官。

4
岡　田　寒　泉　と

ﾀ学　の　実　践

のち関東の諸郡に出て代官となった。実学とは

{来、実践躬行の学問の意味で、矢子学がその

纒¥である。寒泉の学問がすなわちそれである。

服部栗　（1736－1800）江戸の麹黒書院

5

　　　　　　戸〆
桾博O三　と
]戸市井め漢学

の主。麹援書院そのものは純粋に市井の漢学塾

ﾅはないが、そのような塾での基本的な教養が

ﾇのようにして養われて行ったかを取り上げる。

若槻幾　（1744－1826）京の聖護院村に
住み、その学行が幕府当局に認められて表彰さ

6 若槻幾　　と心証 れたこともあったという。

中井竹山（1730－1804）大坂の懐徳堂の・
主。弟の履軒も著名な学者で、この兄弟の学問

7 中井竹山と懐旧堂 は広般な影響を世に与えた。

嵐
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

葛子鼠C1739－1784）大坂の医にして且
つ詩人。片山北海が主催する混純詩社の中で、

8 葛子琴と混沌詩社 その才名を称せられた。

騨

趙陶　（1713－1786）長崎に生れる。父
・は唐人。庶出僧となり、還俗後、江戸・大坂・

9 趙陶　と黄藥僧 堺に転住。兼ねて全国を旅行した。憎侶の漢学
に対する寄与は甚だ夫きい。また道教的なもの

も案外に日本文化の中に侵透しているといわれる。

飯岡義　（17弼一1789）大坂の儒医。曽
て石門心学（大坂の尊性堂）を修めた。その子

1⑪ 飯岡義　と家庭教育 女に対する教訓は極めて熱心であった。

菅茶山（1748－1827）備後・神辺の詩人。
京あるいは江戸において儒者文人と広く交った。

11 菅茶山とその周辺 詩人であると同時に、『福山志料』の纂修に関

弛し、随筆の分野でも心々である。、

高芙蓉（1722－1784）江戸時代の　刻を
芸術的水準にまで高めた。このころ漢の金印が

12 高芙蓉と書画　刻 出土したこともあって、漢の方寸印に倣った印

が作られた。池大雅・福原五岳らのことにも言
及する。

平賀中南（1722－1792）安芸出身の儒者。
大潮に学び、のち京坂に住んだ。『天野屋利兵

13 平賀中南と赤穂義士 馬面』の刊行にちなみ、刻書：のことにも言及す
る。

長久保赤水（1717－1801）水戸i薄彰考館

14
長久保赤水と地理

V文

の学者。『大日本史』の地理志を纂修した。伊

¥忠敬の測量・麻田両立の天測も注目すべき業

ﾑであった。

細井平氏（1728－1801）尾張藩明倫白白

15 細井平　洲　と
e藩　の学　問

学。以上のほか紀州藩の学者としては高瀬学山・川合春川、詩人としては祇園南海を挙げる。

x藩西條候の儒臣・山井昆　は特に著名である。
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漢 文 古 血
ノ、

H

　　　中国小説史への視点
〔主任講師：大塚秀高（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　中国は三千年に及ぶ悠久の歴史を持って回り、小説の歴史もこれに応じて長い。しかし同じ漢字を使

いながら、小説という言葉の意味内容は時に応じて違いを見せる。この小説概念の変遷を、小説がそれ

に立脚した物語の伝統に目配りしつつ、春秋戦国の時代から清聴まで追跡し、かつ中国小説の日本への

影響についても触れたい。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
小説と物語
j家と方士たち

　直言と小説　小説と小説家　史官と方士史
Lと漢書：鴻門の会　陸質と高点春秋　史書と

焔`小説　春秋と国語　方士の語った小説
大　塚秀高

i放送大学助教授）

2

志怪から伝奇へ
j家と読者に於け
髟ﾏ化

　志怪と五行・　緯思想　類書と古小説鈎沈

}神言と干宝　曹　と劉義慶　サロン文人と物

黷ﾌ伝統　伝寄の誕生　古鏡記と遊仙窟　物語

ﾌ場

同　　　上

3

仏教と説教
ｺ調記と遊行僧

　応訴記の成立　応験記的性格の志怪　金剛経

梃ｱ記の流行　高議と冥二二　宋・明に於ける

熏ъo応験記　　洪遭と夷堅志　鬼国母　文芸

ﾌ担い手としての僧侶　転変と転経説経と文

|

同　　　上

4

二曹の夢
Vたな「小説」の
a生

　志怪にみる仏教の影響　六朝貴族社会の崩壊

ｭ講と市人小説　　京と西安　東京夢華録と夢

ﾀ録　瓦子と勾欄　説話四家　講史書と「小説」

ﾎ新話と酔翁談録

同　　　上

5
神話の没落
@から五通へ

　霊怪の門庭　摂州と山鼠　独話の山魍　山海

o図　憂一足臭陽・　巨人　山都と猿　尊意・

?q・その他　二神五通　財神五通 同　　　上

6

類書力・ら通俗類書へ

`奇小説の変遷
@　　そ　　の　一

　種本と話本　文言の伝奇と白話の伝奇宋代

ﾌ小説集二つの酔翁談録鴛鴛灯と紅密約
齔ｶ負李氏娘類書と通俗類書：明代後期の通
ｭ類書　伝・奇小説の長篇化

同　　　上

7

短篇小説だった

?�`
ｷ篇小説の育たぬ
墲ｯ

　水激伝成立史　梁山泊と百八人の好漢三和

竡鱒?ｷの盗賊たち　好漢の銘々伝水回伝
ﾆ「小説」　梁山に上れなかった好漢たち　白

b小説と作者

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 法家と小説家の間
�ﾄ概念の変遷

　酔翁談録の公案　明転の公案小説集判決か迹
{
査
へ
　
疑
獄
集
と
折
壁
亀
鑑
　
巣
院
比
事
と
業
院
細
事
物
語
捕
物
帳
と
余
勢
斗
名
裁
判
官
物
語
万
七
時
代

大　塚　秀高
i放送大学助教授：）

9 斗組図の登場
u唱文芸のとりで

　民衆に愛された包公　包公の実像と虚像　包公を巡る民間信仰　包公説話と「小説」　有名無名の判官たち、宝をめぐる物語　説唱詞話から説書へ　公案小説から訓義小説へ

同　　　上

10

幽霊さまざま
`奇小説の変遷
@　　そ　の　二

　元三明初　勇灯二話愛愛しの幽霊　回る幽霊王魁負心と灰骨厘　自刎と怨念　彷径える幽霊取殺す論理と取り締まる論理　鴛湖翁島雪窓談異と幽怪詩諺

同　　　上

11 話本から小説へ
S侠と創作

　洪　の清平山堂　熊龍峯四種小説と通俗類書

ｭ応変泰話本と紅白蜘蛛記記　三三百二十：篇の

f性　薦盟主　柳七官人像の変化 同　　　上

12
伝奇から小説へ
蛹奄ﾆ女性の運命

　劉小官雌雄兄弟　男装の目的女性の孝と三

_方三義伝　梁山越と祝野台　心堅金石伝霞
ｳ記に於ける改悪　嫌疑と恥辱 同　　　上

13
白蛇伝の登場
ｯ衆のはぐくむもの

　薦夢龍の白蛇伝　西湖の怪の物語　白蛇の物

齊ｹ妬と蛇　白蛇伝の成立　白娘子の解放

同　　　上

14

金瓶梅から紅紫夢へ

ﾋ子佳人小説と佳人
ﾌ男装

　中国小説史上の才子佳人小説長篇伝奇との

ﾖ係　才子佳人小説と金瓶梅　金瓶梅と四大小

焉@万暦の気風　春秋配と呉細雪　佳人の男装

覧ｬ配と鴛総譜　紅楼夢　文康の児女英雄伝
同　　　上

15
さまざまな小説
ｴ末小説に至る流れ

　白白新書　照世杯　応挙を題材とする小説

�ｱ百態　儒林外史李宝嘉の官場現形記劉
@の老残遊記李漁の小説　清代小説の多様性 同　　　上
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近　　代　　文 芸 1

〔主任講師：紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　日本の近代文学に澄ける成熟期一1910年代一の作家（漱石・鴎外・荷風・谷崎・志賀・有島・
藤村・秋声・芥川・啄木ら）と時代との関連、主要作品の構造と分析を行なう。1910年代の自然

主義・反自然主義との対応、作家の芸術と実生活のかかわりを把握。また「白樺」「早稲田文学」

「新思潮」「星置沓」など主要雑誌の検討。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

武者小路実篤・志賀直哉・有島武郎らの「白

「白樺」の出発 樺」の前史と「白樺」初期の特色の究明。明治
1 一大正文学の一 の「公」に対する大正の「私」の意識。文学と

発　端　（1） 美術との接点。志賀の初期の日記・ノートなど
ﾌ検討。「診目出度さん」と「かんかん虫」と
「網走まで」の作品分析。

「三日文学」創刊号に嘆ける永井荷風の「紅

「三田文学」をめぐ 茶の後」の魅力と荷風の文学意識の検討。大逆

2 って 事件に澄ける荷風を中心とする「三田文学」

一大正文学の 「スバル」関係者（佐藤春夫ら）の反応。「早

発　端　（2） 稲田文学」との対比。パンの会の動向（これも
?pと文学とが関連）

谷崎潤一郎の最初期の戯曲と小説の分析、「刺

谷崎潤一郎の出現 青」と「秘密」などが中心。潤一郎と漱石との

3 一大正：文学の一 かかわり一とくに「門」をめぐって一。

発　端　｛31 「白樺」との差（「白樺」の場合は漱石では

「それから」が軸となる）

啄木の代表的日記「ローマ字日記」の分析。
グ

4 啄木と大逆事件
@一明治の終篤一

「九月の夜の不平」から「　子と口笛」に至る

嵂ﾘの大逆事件への反応の点検。白秋の「思ひ

o」との軍職。鴎外の大逆事件への反応との比

較。啄木と現代（寺山修司などを含めて）。

1910年前後の中期の漱石の作品分析。と

漱石文学の魅力 くに「夢十夜」に診け，る作品の意味づけ。漱石

5 一「夢十夜」「そ とその門下生及び後進の文学者との関連、漱石

れから」　「門」を の初期作品（「　　　　」や「草枕」など）と

中心に一 中期作品の内容と文体の相違。

漱石の晩年の二つの長編み説をこまかに分析

漱石文学の魅力 し、一般によく知られている他の　　作品より

6 』「道草」と「明 さらに意味があることに力点を旧く。

暗」を中心に一

「暗夜行路」のプラスの評価とマイナスの評

「暗夜行路」の検 価をめぐって、作品の魅力をさらに精細に検討

7 討一志賀文学の特 する。最初は「序詞」と前：篇の構造、伏線、文

色一 体の面からはじめる。その前身である草稿の類
（私小説「時任議作」といわれているもの）も
検討の材料に用いる。
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ノ回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

後篇の展開と「大山」体験の意味をさぐる。

「暗夜行路」の検 数多くの志賀研究史とつきあわせ、この作品の

8 討一志賀文学の特 影響と受容の歴史もあわせて考える。

色一
、

「暗夜行路」と対比しつつ、有島の「当る女」

「謝る女」の検討 の構造を分析する。前後篇をあわせて行ない、

9 一有島文学の この作品の時代背学となった明治30年代につ

特色一 いても考えていく。また「白樺」に連載した前

篇にあたる「或る女のグリングス」との対比も
行なう。

第二次「早稲田文学」の特色を検討しつつ、

藤村　と　秋　声 「家」の構造と「あらくれ」（「新世帯」など

10 一「家」と「あられ」 他の作品も含む）の構造を比較検討する。自然

をめぐって 主義文学の特質、とくにその罫引なねばり強い

人生とのかかわりに力点を澄く。

花袋に澄ける人生の苦劇と「田舎教師」との

花　袋　と　白鳥 関連。回想集「東京の三十年」も材料に用いる。

亙1 一「田舎教師」と 白鳥の入生観と「何処へ」との関連。明治30

嗣処へ」をめぐって 年代の青年と40年代の青年の意識の差に注目。
鋳ｹの回想集「自然主義文学盛衰史」も材料に：
用いる。

文学史に齢ける

蜷ｳ5年（1916）の
　鴎外の晩年の歴史小説の検討。ついで宮嶋貞夫の「脚夫」、中條百合子の「貧しき人々の群」

12 意味 をあわせ眺め、白樺派、　美派の全盛、自然主

一近代と現代の 義文学者の執擁な奮　をも視野に入れ、漱石の

接点一 死（12月9日）でしめくくられる大正5年の
層的な位置づけと行なう。

「青華沓」「寄蹟」 平塚雷鳥らの「青　」の出発と展開。広津和

「近代思想」の 郎らの「寄蹟」の出発と特質。大杉栄、荒畑寒

13 問題点 村らの「近代思想」の冬の時代における仕事の

一冬の時代と 意味。堺利彦の「へちまの花」、土岐哀果（善

女性運動一 ）の「生活と芸術」にも言及。

独歩や直哉を経て芥川において短編小説の魅

芥川文学の特質 力が発揮され、梶井基次郎・井伏鱒二らに引き

14 一短編小説一 つがれていく。初期の作品群を中心にする。第

の問題点 三次・第四次「新思潮」の検討もあわせ行ない、

菊地覚・久米正雄・豊島与志雄らとの比較も考
える。

「赤い鳥」「新しき村」 鈴木三重吉の「赤い鳥」の運動、武者小路の

「種蒔く人」の対比 「新しき村」の運動は同じ1918（大正7）
15 一ユニトピアとプロ 年。この二つの根底にあったものをさぐり、つ

レタリア文学一 いで1921（大正10）年よりはじまる「種
蒔く人」の意味を探究する。
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＝イギリスの言語文化＝＝

〔主任講師　橋口　稔（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ルネサンスの時代から20世紀ゐ現代まで、主として文学作品をと齢して、イギリス文化の諸相を

歴史的に辿ってみようと思う。短いものであっても英語のテキストを読むことを交えながら、イギリ

スの言語文化の特質を明らかにしたいと考えている。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古英語から中英語を経て、近代英語に至る英

語の変遷の歴史を辿り、近代英語の特徴を、主

1 英語　の　歴　史 として語彙の点から考察する。 橋　口　　　稔
（東京大学教授）

イギリスのルネサンスを時代的背景のもとに

考察し、シェイクスピアを生みだすにいたるエ

2 シェイクスピア1 リザベス朝演劇の特質を、劇場や舞台の面から 同　　上

も考えてみたい。

分っている範囲に旧いてシェイクスピアの生

涯を説明し、その上でシェイクスピアの作品の

3 シェイクスピアH 本質を考えてみたい。 同　　上

ジェイムズー世の指示によって作られ、1611

年に刊行ざれた欽定訳聖書について考えながら

4 欽定訳聖書 併せてイギリスの宗教に：ついて考察を加えたい 同　　上

と思う。

ピューリタン革命にも自ら積極的に関与した
ミルトンの生涯について考えながら、『失楽園』

5 ミ　　ル　　ト　　ン がイギリス文化の中でどのような意味を持つか 同　　上

を考察したいと思う。

イギリスの海外進出という背景を考察に：いれ

ロビンソン・
た上で、デフォーの『ロビンソン・クルーソウ』

6 という物語が持ついろいろな意味を考えてみた 同　　上

クルーソウ い。

フィールディングの『トム・ジョウンズ』と

近代小説に見る
オースティンの『高慢と偏見』に描かれた、カ

7 ントリー・ハウスの生活をとおして、ジェント 同　　上

生活1 り一階級に対する考察を行なう。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 ロマンティシズム

　18世紀末から19世紀初頭にかけてのロマ
塔eィシズムの動向を、ワーズワースを初めと

ｷる詩入たちの作品に即して考えてみたい。 ：橋　口　　　稔

9
近代小説に見る

@　　　　　生活H

　ジェントリー階級の子弟が学ぶパブリック・

Xクールの有様をヒューズの『トム・ブラウン

ﾌ学校生活』に：よって見た上で、貧しい階級の

q供の実態もディケンズの小説を通して見てみ

ｽいと考えている。

同　　上

10 ヴィクトリアニズム

　ヴィクトリア朝の風潮をテニソンの詩に代表

ｳせて考えた上で、ヴィクトリアニズムに対す

髞癆ｻも取り上げて考察しようと思う。 同　　上

11
ブルームズベリー

@　　　・グループ

　ストレイチー、ウルフ、ケインズ等をメンバ
[とする私的な集まりであったブルー・ムズベリー一・グループを通して、1900年代から第一次

｢界大戦を経て1920年頃までのイギリス文化
ﾌ変化について考察する。

同　　上

12
T．S．エリオット

ﾆD．H。ロレンス

　アメリカに生れてイギリスに帰化したエリオ

bトと、炭坑夫の子供として生れたロレンスを

謔闖繧ｰて、イギリス文化の問題を考えてみた

｢。

同　　上

13 オーデン世代

W・H・．オーデンを中心とする1930年代に活
�ｵた詩論、作家たちの世代を取り上げて、第一次大戦後から第二次大戦にかけてのイギリス

ﾌ文化の動向を考える。
同　　上

14 第二次世界大戦後1

　第二次世界大戦後のイギリス文化の新しい動

?�A1950年代に登場してきた心入たちと小説

ﾆたちを取り上げて考えてみる。 同　　上

15 第二次世界大戦後皿

　同じ第二次大戦後の動向を、劇作家たちを取

闖繧ｰて考察し、、さらに現代イギリスの文化を

W望し、日本とイギリスの関係を考えて結びと

ｷる。

同　　上
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＝アメ

〔主任講師

リカの言語文化＝＝

本間長世（東京大学教授）〕

全体のねらい

　毎回英文のテキストをもとにして、アメリカ文化の各側面を取り上げ、全体としてアメリカ文化の
特色の理解が深まることを目指す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

移民の国であるアメリカ合衆国で、人びとが

1 アメリカ人になること いかにしてアメリカ人となり、　英語を学び 本　間　長　世

the　America：n　Way　of：Lifeを身につけてい （東京大学教授）

たかをあとづける。

13の植民地がイギリス本国に反逆して独立し、

2 合衆国の建設
連邦共和国を建設した過程をふり返り、啓蒙思

zに基づくアメリカの建国の二念を探る。
同　上

日本でひとくちに、覗欧米文化”と言うこと

3 ローロッパとアメリカ
が多いが、ヨーロッパ文化と区別されたアメリ

J文化というものはあるのかという問題を考え
同　上

てみる。

アメリカの代表的詩人ウォルト・ホイットマ

ンの詩をはじめ、いくつかの詩を通じてアメリ
4 アメ　リカの詩 　　　　　　　　　　　，

ﾍ的想像力ともいうべきものを探る。
同　上

アメリカのナショナリズムに神秘性を与えた

5
アメリカのナショ

iリズム
といわれるリンカーンめ演：説を中心に、アショ

iリズムとインターナショナリズムの関連まで
同　上

説明する。

自由と平等の国であるはずのアメリカで奴隷

6 アメリカの黒人
制の下にしいたげられてきた黒人の、解放への

ｽたかいをふり返り黒人のアメリカ文化への貢
同　上

献を考える。

アメリカ精神は開拓の最前線であるフロンテ
イアで形成されたといわれる一方で、アメリカ

7 西　部の　開拓 大陸では自然とのたたかいが厳しく、文化が洗 同　上
練されるのが遅れたともいわれる。アメリカ史
にお・けるフロンティアの意i義を論じてみたい。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
アメリカのフォー

Nロア

　アメリカの代表的な般フォーク・ヒーロー”

ﾌ一人ジョン・ヘンリーの英雄像が、鉄道建設

ﾌ労働者たちの間で歌われた歌をもとにしてつ

ｭられた経緯：をたどり、アメリカのフォークロ

Aの特徴を説明する。

本　間　長　世

9
大恐慌とニューデ
Cーリレ

　史上かってない大恐慌がアメリカ社会にもた

轣Aした悲惨と、ルーズヴェルト大統領のり一ダ

[シップの下でのニュー・ディールの成果を論ず

驕B

同　．上

10
ワスプ対

Gスニック・アメリカ

　アメリカ入の主流だったWASPに対して
?狽?獅奄メ@A：mericansがi拶主戦し、ア、イルランド

nのケネディ大統領が誕生したことの文化史的

ﾓ義を論ずる。

同　上

11 アメリカの南部

　南北戦争後のアメリカ南部が独特のイメージ

��ｩれた歴史を訪ね、カーター大統領出現に

yぶ。 同　上

12 アメリカのユーモア

　外国の言語文化を理解するにはユーモアを理

�ｵ得ることが極めて重要で、ある。アメリカ

Iユーモアの味わいを、漫画にも触れて観賞し

ｽい。

同　上

13
アメリカのミュー．

Wカル

　ミュージカルはアメリカのユニークな舞台芸

pである。代表的なミュージカルを取り上げ、

Aいかなる点でアメリカ的かを解明する。 同　上

14 アメリカの食：物

　料理は生活文化の中で重要な地位を占める。

Aメリカの料理は澄いしくないという般通説，，

�癘｡する。 同　上

15 未来’への展望

　アメリカ人は未来に対して楽観的だと言われ

驍ｪ、近年のアメリカ人は未来に対して無関心
ｾったり未来を恐れたりしているといbれる。アメリカ文化の未来を展望してしめくくりとす

驍U

同　上
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＝ドイツの言語文化＝：

1主任講師茎島憲三四叢記

全体のねらい

　日本に於けるドイツ像の成立をふりかえった上で、ドイツ文化がアイデンティティーを獲得したと

されるゲーテ時代と、そのゲーテ時代の文化を政治的統」のためのイデオロギーと化してゆく19世

紀後半の状況を対比、時には政治的な遅れの故に、高度の内省的、批判的文化を作り拙してゆくドイ

ツ独特のメカニズムを解読する。

回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

何が日本入にとってドイツの文化であるか。
辻　　　　　理

1 日本と　ドイ　ヅ
（放送大学教授）

O　島　憲　一
（東京大学助教授）

ニュルンベルク市を一例としてのドイツ史概

ニュルンベルク市 観。

2 同　　上
に見るドイツ史

ドイツ啓蒙主義の特殊性。

3 啓蒙主義（1） 同　　上

イマヌエル・カント。
木　田　　　元

4 啓蒙主義（2）
（中央大学教授）

三　島　憲　一

Stuml　und　Dran．9と『若きヴェルテルの

悩み』。 辻　　　　　理

5 ゲーテ時代（1） 轡　田　　　収
（学習院大学教授）

フランス革命とドイツ観念論哲学。
木　田　　　元

6 ゲーテ時代（2＞
三　島　憲　一

ロマン派と歴史意識の発生。
辻　　　　　理

7 ゲーテ時代（3） 三　島　憲　一

轡　田　　　収
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

芸術時代の終焉。ハイネとマルクス。

8 19　世　紀　（1）
轡　田　　　収

ﾒ　　　　　理
三　島．憲　一

市民生活とその批判（ニーチェとショーペン

9 19　世　紀　（2）
ハウアー）。

辻　　　　　理

三　島　憲　一

ビスマルク時代。都市の膨張。

10 19　世　紀　（3） 同　　上

学の興隆と新しい芸術。

●

11 世紀末　文化 同　　上

ワイマール共和国とベルリン。
山盲本　　　尤

12 1920年代　（1） （京都府立医大教授）

木　田　　　元

三　島　憲　一一

共和国の解体とナチスの拾頭。
辻　　　　　理

13 19、20年代（2） 三　島　憲　一

山　本　　　尤

木　田　　　元

戦後史の物語るもの『ボンはワイマールでは

14 戦　　　後　　（1）
ない』ご

辻　　　　　理

三　島　憲　一

戦後史とその総括。 辻　　　　　理

15 戦　　　後　　（2）
山　本　　　尤

E木　田　　　元

轡　田　　　収

三　島　憲　一　・
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＝＝フランスの言語文化二＝

〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランス語はフランス文化を形成する基本的要素であり、それ自体世界に誇る文化財となっている。

フランス語がいかなる場で用いられ、歴史的にどう成立したか、言語芸術がどうなっているかをフラ

ンス語を知らない人にもわかるように説明し、フランス語の美しさを守る心を日本語の美しさを守る

心と関連させて考えてみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

フランスとはどういう国であるか、フランス

1
フランスという国
@　一序論一

に関して人の持つイメージに触れながら、フラ

塔Xの地理と歴史について基礎的な事柄を学ぶ、
福　井手　男

i放送教育開発セン

ター教授）

フランス諸地方の方言、また特殊なブルトン

フランス語はどこ 語、バスク語に触れる。後半では世界のどこで

2 で、どんな風に話 フランス語が使われているか（ベルギー、スイ 同　上

されているか ス、ケベック、アフリカなど）を見る。

料理を味わいながら、話をする、会話を楽し

3
食べる楽しみ、話

ｷ楽しみ

む、これがフランス語をうけつぎ、また洗煉さ

ｹる源泉であった。そして名高いフランス料理

ﾆはいったいどういうものか。

同　上

言葉はまた人間の飾りにもなる。巧みに言葉

4
言　葉　は　遊び一社交、ギャラントリー

を操り、社交を楽しむ、そしてサロンなどで女

ｫたちを楽しませる。こういつたことが、いか

ﾉフランス語を磨かれたものとしたか。

同　上

フランス語に変貌を強いているのは、ジャー

言葉は武器になる ナリズムであるが、こ，こでフランス語はどう使

5 一マス輪メディアと われているか、フランス歴代政治家がいかに名 同　上

政治家の 文家であったか。

フランス語一

6

フランス語を守り

`える

　フランス語の純粋さを守るのは、学校教育で

?驕Bここでどういう風にフランス語を教え．て

｢るか、さらに辞書はどういう発展をとげたか、

福　井　芳男

一学校教育と辞書一 辞書がフランス語の護持にいかに役立ったかも 井の村　順一
示す。

ラテン語がカエサルのゴール政治により入っ

7
フランス語の誕生

ﾆ中世文化

てから、フランス語が成立する過程と、それと

ﾆもに中世の文化がいかに花さいたかを述べる。
福　井芳男

V倉　俊　一
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回 テ　　　一　　　マ 内．　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8

ヴェルサイユ宮の
h光一近代フランス語

　17世紀古典主義時代に確立したフランス語について、そして18世紀翻弄ーロヅパに輝いたフ

宴塔Xの栄光を語る。 福　井　芳男

の確立一

現代フランス語のさまざまをそれを使う人た

パリに生きる人たち ち、場所などとの考察とともに述べる。
9’

’一 ｻ代のフランス語一r 同　上

パスカルを中心にして、フランス語の明快さ

明快さと深さは矛 とは何か、それを駆使して人間の心の奥へ迫っ
1⑪ 滅しない た思想家たちに触れる。 同　上

一散文の美しさ一

ボートレールを中心も（、フランス語の詩の形、

11
魂の深い淵から～詩の美しさ一 美しい詩の形の発見、さらにそこから人間の魂

ﾌ幸福をいかに歌い上げたかを考察する。 同　上

督

●ブルーストを中心に、人間の心の奥をたずね

入間の心をたずねて るフランス小説の伝統と、そして「書くこと」

12 一小説の伝統とマル の意味を追求する近代・現代小説の流れとを考 同　上
セル・ブルースト える◎

轄

フランス演劇の典型として、喜劇のモリエー

13
人間の運命に：対して ル、悲劇のラシーヌをとりあ吠古典の伝統、

Nランス演劇の伝統について考える。 同　上

一喜劇と悲劇一

大衆芸術としての映画と言葉とのかかわり合
映像、旋律と． い、そしてフランス映画の楽しみ、民衆の心を

14 言葉を結んで 歌うシャンソンなど、現代の言語芸術について 同　上
一映画とシャンソンー 考える◎

フランス人の日本観、日本語観の変貌、日本

日本とフランス 人のフランス文化、フランス語観の変遷を通じ

15 一2うの言語文化 て深いところでの日仏文化交流の道を考える。 同　上

の触れ合い一
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　一ロシアの言語文化一
［主任講師：罐端渓灘欝釧

全体の掴らい

　ロシア文学は、他の外国文学以上に日本人にとってなじみ深い文学であるが、それは19世紀のロシ

アの大作家たちが日本でよく読まれた診かげである。これらの作家をとりあげて・新しい光をあて・

かつその前の時代、後の時代とのつながりを考えて、ロシアの言語文化の諸相を明かにする。

回 テ　　　・一　　マ
内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　　　　● 担当講師i所属・氏名）

世界文学史上の傑作の一つとされている『イ

一ゴリ軍記』をとりあげ㌧それと同時に・その・
木　村　彰　一

1

『
イ
ー
ゴ
リ
軍
記
』
　
、 時代の背景、ロシア文化の成わ立ちを展望する。

（東京大学名誉教授）

ピョートル大帝に始まりエカテリーナ女帝に

2
ピョートル大帝
ﾆエカテリーナ女帝

至るロシア近代化・西欧化の激動の世紀一一18

｢紀一を文学の面から見てみる。
直野　　　敦

i東京大学教授〉

プーシキンはロシア近代化の一世紀の総決算

3 プーシキン　1
黷ｻの歴史的位置一

として歴史の上に登場し、文字通り19世紀ロシ

A文学の黄金時代のとびらを開いた。ここでは、

ﾜず文学三一文学意識、国民意識の面でのプ

栗　原　成　郎

i東京大学助教授）

一シキンの画期的な独創性を考える。

プーシキンの多種多様な作品を、その劇的な

4
プーシキン　三
黷ｻの主要作品一

生涯をたどりつ久説明する。

栗　原成郎

プーシキンの代表作『エヴゲーニイ・オネー

5
『エヴゲーニイ・

Iネーギン』

ギン』をとりあ吠プーシキン文学の魅力につ

｢て語る。 木　村彰　一

ゴーゴリというきわめて特異な作家を通して

ロシア文学の持っている不思議な特質一芸術 川　端　香男里
6 ゴ　　一　　ゴ　　リ と思想の相：克　リアリズムと幻想的な要素の混 （東京大学教授）

清船一について考える。

プーシキン、ゴーゴリという二人の先達の後

7
ドストエフスキイ1一その時代と生涯三 に、ツルグーネフ、ゴンチャロフ、　ドストエフ

Xキイ、批評家ベリンスキイらが続々と姿を現

墲ｷ。ドストエフスキイが現われて来たこのよ

直野　　　敦

うな文学環境時代背景をまず考えて見る。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

ドストエフスキイの波潤にみちた生涯と、作

8
ドストエフスキイ皿一その主要作品

品の歴史を展望する。

直　野　　　敦

ドストエフスキイの代表作『罪と罰』を読み、

9
ドストエフスキイH一『罪と罰』一

この作品の意味、魅力をさぐる。

木　村　彰　一

lg世紀ロシア最大の小説家トルストイは澄そ

10
トルス　トイ　1一その生涯と作品一 らく世界的に最も広く読まれた作家の一人であ

驕Eしかしトルストイは決してやさしく読める

?ﾆではない。その創作の秘密を、その作涯を
川　端　香男里

たどりつつ解説する。

トルストイの同時代、齢よび後代への影響は

11
トルス　トイ　皿一その思想一

文学の面にとどまらず、むしろ思想的な面で大

ｫかった。同時代の他の思想家たちや社会主義

ﾒたちと比較しながら、トルストイの思想につ
同　上

いて考える。

ロシア小説の黄金時代は1870年代に終わりを

12
チ　ェ　ーホフ　1

@一その小説一

告げるが、チェーホフはガルシン、コロレンコ

ﾈどと共に、新しい短篇の時代を築く。リアリ

Yムの時代の最後の栄光を担い、同時に20世紀

島　田　　　陽

i東京大学助教授）

を準備したチェーホフの独自性を解き明す。

今日にまでおよぶチエーホフの影響のうち、

13
チェ　ーホフ　皿

@一その演劇一

最も大ぎなものは「演劇」である。チェーホフ

?ﾌ成立とその本質について考えてみる。 同　上

20世紀初頭から1920年代までは、ロシア文化

14
ロシア革命と

@　　詩人たち1

がプーシキン時代についで活況を呈した時代で

?ﾁた。しかし、それは同時に戦争と革命の時
繧ﾅもあった。マヤコフスキイを中心にすえて

同　上

この時代と文化のあり方を考えてみたい。

詩人は、激動の時代にあって、芸術と政治の

15
ロシプ文学一その過去と現在

相克に悩む一その典型的な例としてエセーニ

唐ﾆパステルナークをとり上げ、文学と政治と

｢うソビエト文学に固有な問題に光をあててみ
同　上

る。
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二＝ ｼ 洋 古 ＝典

〔主任講師：久保正彰（東京大学教授）〕

全体のねらい

　古代ギリシア・ローマ時代（紀元前700年頃～西暦500年頃まで）に活澱に開花・結実した、叙事・

叙情詩、喜劇・悲劇、歴史記述、旅行記、伝記、弁論’対話文などの諸種の文芸作品に直接に触れる

ことによって西洋古代の言語、思想、芸術、生活についての理解を深めると同時に、古代人が打立て

た世界の認識や人間・社会の自己把握、またさらに芸術・造形上の基本的約束ごとが、歴史の陶汰を

蒙りつつもなお、中世・ルネサンス・近世を経て今日まで生きている部分があることを、具体的に紹

介しつつ、現代人の中に息づく古代の生命を再認識してみたい。

主な項目

　英雄叙事詩の世界；好情詩人たち一原型とバリエーション；演劇の発詳、成立、伝承、古代歴史記

述の目ざすところ；ギリシア・ローマ人の伝記文学、古代の文芸論；ことばと人間、等
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＝　物　理　科　学　史　＝

〔主任講師　村上陽一郎（東京大学

全体のねらい

　物理学の史的な展開を、力学的分野に絞りながら、概観することによって、近代科学の中心的：な柱

となった物理学の特徴を理解し、併せて、西欧の歴史的な流れについても、はっきりした見透しを与

える一助とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陣科学という概念の多義性Q科学と哲学。過去

科学史とは は現在の原型ではない。科学と宗教の対立（？）。 村　上　陽一郎
1 どういう学問か 真理の蓄積史観。

（1） （東京大学教授）

啓蒙主義的歴史観の克服。地動説はつねに同
〃 じではない。全体論的アプローチの提案。

2 （2） 同　上

古い時代区分。その問題点。中世とは何か、

3
歴史の流れの概観
@　　　（1）

暗黒の中世観、新しい中世観。科学革命論の登

黶Aその問題点。新しい時代区分の提案。 同　上

古代の学術（ギリシャ、ローマ、ビザンツ、

イスラム）。12世紀以降のルネサンス。大学の

4 歴史の流れの概観 発生からニュートンまで。啓蒙主義の特質と聖 同　上

俗革命。19世紀以降の科学の制度化と科学者の
誕生。

天体現象として何が観測されたか。暦の意味b

5
ギリシャ的宇宙観

ﾌ意味

ギリシャ的記述様式。地球は丸い。

同　上

地球中心説、周転回モデル、太陽中心モデル

6
なぜ太陽中心説は
ﾌてられたか

の可能性、年周回差。

同　上

太陽中心説の否定の力学的原因、力学的思考法。

7
アリ’ストテレスの

^動学

二つの世界。元全な運動。不元全な運動。強制

I運動。媒質の役割。慣性的運動。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ビザンツ科学の成果、ピロポノスの解釈、

「理想状態」、イスラムの運動学。

8 中世の自然学 村上　陽一郎

ス：コラ学的な世界。ビュリダンのインペトゥ

12世紀ルネサン ス理論、マートン学派。　「ルネサンス」への道。

9 後の展開 同　上

（1）

「ルネサンス」とプラトニズム。新プラトン

10
〃
（
2
）

主義。動的世界観。ヘルメス主義。

同　上

カバラ主義。錬金術。占星術。神秘主義と科

11
〃
（
3
）

学。コペルニクスへの道。
同　上

コペルニクス革：命の意味。太陽中心主義。ル

ターとコペルニクス。コペルニクスと新プラト

12 コペルニクスの登場 ン主義。 同　上

ブルーノと神秘思想。原子論の発想。

13
ブルーノとコスモ
Xの畑町

宇宙の無限性。地球ρ相対化。コスモスの崩壊。

�ﾔの意味構造。 同　上

太陽崇拝、占星術。神秘思想。三法則。太陽

からの力。宇宙の和声。運動力学への道。

14 ケプラー的世界像 同　上

ガリレオの生涯。望遠鏡。裁判。

15
ガリレオの辿った道

@　　（1）
同上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地動説と天動説。ガリレオの相対性。円運動

16
ガリレオの辿った道

@　　（2）

とガリレオ。円慣性。落下法則。

村　上　陽一郎

デカルトの力学。慣性原理。「遠心力」。も

のと延長、機械論的構図、物質から力を剥奪す
17 デ　　カ　　ル　　ト る。 同　上

ニュートンの生涯、ロイヤル・ソサイエティ。

フックとの出会い、フックの誘い。『プリンキ

18 ニュートンの登場 ピア』の誕生。 同　上

逆2乗法則。万有引力。錬金術。動的世界像。

ケプラー法則の解決。

19 ニュートンの力学 同　上

神の全知、全能性。時計細工としての世界。

20
デカルト的世界像と

jュートン的世界像

神は自然に縛られる。遍在性としての神。反機

B論。理神論へ。 同　上

自由思想家。理性信仰。神の棚上げ。理神論

21 啓蒙主義　と
ｹ　俗　革　命

から無神論へ。百科全書派。フランス革命、ア

＜潟J建国。自分の手と神の手。 同　上

原子論の論理。第一性質と第二性質。還元主

22
機械論的力学的世
E像の成立

義。デカルトのプログラムへのニュートンの包

B。 同　上

啓蒙主義と数学者。ラプラス。決定論。ラブ

ラスの魔。古典力学的世界像。

23 ラプラスの魔 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

反近代。ゲーテ。「力」の概念。生物への関

24
力学的世界像への
ｽ動とロマン主義

心。

村　上　陽一郎

エコール・ポリテクニーク。産業革命。蒸気

機関。熱。エネルギー。カルノー。熱力学の第

25 科学と技術の融合 一法則。第二法則。ファラディ。電磁場。マク 同　上1

スウェル。

光の現象。波動説と粒子説。星の光行差。対

エーテル系速度。マイケルソン＝モーり一の実

26 相対論への道 験：。ローレンツ＝フィッツジェラルドの短縮。 同　上

運動体の電気力学。M＝M実験との関係。特

27
アインシュタイン
ﾆ現代物理学

殊相対論の意味。時間と空間。同時性。
同　上

原子から素粒子へ。理論上の難点。ボーア、

28
量子力学とミクロ

ﾈ世界

ハイゼンベルグ。決定論の崩壊。生物への関心。

_はサイコロを振らないか。 同　上

科学の制度化。大学の改革。リービッヒの化

29
現代科学の位相
@　　　（1）

学研究室。TH。東京帝国大学と工学部。
モ唐モ奄?獅狽奄唐煤рﾌ登場。職業化と専門化。

nー 買@ードとMIT。

同　上

物理帝国主義。還元主義。分子生物学。新し

30
〃
（
2
）

い力学の可能性。科学批判。

同　上
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＝　生　命　科　学　史　＝

　　　　　　　　　〔主任講師：筑波常治（早稲田大学助教授）〕

全体のねらい

　全体を3部にわけ、1～9回を「生命科学史の基本知識」として、科学の歴史をどう見るべきか、

総論的に解説する。10～19回は「生命科学史の個別分野」とし、いくつかの話題をえらんで各論的

に：生物学の流れを文化史的に展望する。20～30回は「生命科学史の担い出たち」ということで、生

物学史上の人物列伝をあつかい、個人を研究にかりたてる情熱の源泉をさぐりたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 科学史の見方

科学史を学ぶうえで最も必要なことは、時代に

謔ﾁて「常識」がちがうことである◎それをわ

ｫまえ、過去の業績の評価にさいし．学説自体

ﾌ当否よりも、そこへ到達するまでの過程を重

汲ｵなければならない◎

筑　波常　治
i早稲田大学助教授）

i対談相手坪郷佳芙子）

2 生物学の思想と方法

　現代科学は生命のはたらきを、化学現象とし

ﾄとらえる。また研究の手段としては。数字、

博ｮ、記号を重んじる◎そういう態度の由来を、

諡?ﾒの例にそって説明する◎

同　上

3 博物誌と生命論

生物学にはふたつの源泉がある◎身のまわり

ﾌ多様な生物たちへの関心がそのひとつであり．

烽､ひとつは生命の正体への探究である◎そし

ﾄこのどちらもが、実用目的とつよく結びつい

ﾄいた◎

同　上

4 生物学とキリスト教

　ヨーロッパで成立した科学は、一面でキリス

g教と対決しつつ、同時にその影響をつよくう

ｯ、多くの文化遣産を継承して発達した◎とく

ﾉ後者の側面をとりあげて、文化知識の連続性

�?ｫらかにする。

同上

5 探検が開いた世界

　探検によって未知の新世界が開かれる。それ1

ﾆともに多くの生物の存在が新しく知られる◎

ｻして生物学の歴史に、新しい流れがくわわる

ｱとになった。

同　上

6 顕徴鏡が開いた世界

　未知の新世界は、遠くはなれた海のかなたに

ｾけ存在したのではなかった◎意外にもすぐ身

ﾟかにまだあったのである◎それをあきらかに

ｵたのが、証徴鏡の発明であり、さらにこれに

t随するさまざまな技術であった。

同　上

7 医学と生物学

　医学と生物学には深い宿縁が存在している。

a苦からの解放をねがう努力が、生命現象に：か

�ｷるいくつもの謎を解きあかした。同時にそ

ﾌ関係史には、人間の“業”ともいえる多くの

竭閧ｪ露呈されている。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
農業に：続ける生物
@　　　　　　（1）

　農業もまた人間と生物を結びつける大きな舞

艪ﾅある。農業の起源とくに作物や家畜が有史

ﾈ前に育成されたいきさつについて、科学の立
黷ｩら考察し、まだいかに：わからないことが多

｢かをあきらかにしたい。

筑　波　常　治

i対談相手坪郷佳芙子）

9
農業に：澄ける生物
@　　　　　　（皿）

　農業には自然を遵解する態度とならび、自然

ﾉつよく逆らう側面が宿命的につきまとう◎両

ﾒの調整こそ農業の成否をわけるともいえる◎

｢わゆる有害生物と人間とのかかわりあいをと

�ｵて、この問題を考察したい。

同　上

10 生命観の変遷（D 同　上

11 生命観の変遷（皿）

　生命とは何か？　これは人間に：とって最大の

ﾖ心事のひとつだ。科学以前の生命観と、近代

ﾈ学の生命観とに、どうちがっているのか。そ

ﾌ推移の過程を、社会的な背景とあわせてたど

閨Aさらに：生命観の生活一般に診よぼす膨大な

e響を解説する。具体的にいえば「生気論」

u機械論」とそれぞれ呼ばれている生命観の内

eを歴史的に説明し、入間が無自覚のうちにそ

ﾌ制約下でくらしているさまを、功罪両面にわ

ｽってあきらかにしたい。

同　上

12 生命観の変遷（皿） 同上

13
分類学の理想と現実
@　　　　　　（1）

　生物の種類をわけるのが分類学である。要す

驍ﾉ鑑別さえできればよいのだろうと思われが

ｿだが、とんでもない。理想に近い分類体系を

ｮ成するには、ゆたかな哲学的思考が不可欠な

ﾌである。分類方法の変遷を、思想史的にたど

驍ﾌが講義のねらいである。そしてじつは理想

I分類の実行が、いかに至難であるかをあきら

ｩにしたい。

同　上

14
分類学の理想と現実
@　　　　　　（H） 同　上

15
個体発生の秘密
@　　　　　　（1）

　発生学の歴史を講義する。性への関心も、生

ｨ学を発達させる大きな要因であった。子供は

ﾇのようにして完成されるのか、親と子が似る

ﾌはなぜか、容易に観察できない生体深部での

ﾅきごとであり、神秘性を感じさせる問題であ

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 個体発生の秘密
@　　　　　　　（H）

つた。これをめぐって「前成説」と「後成説」

ﾌ対立が澄こった。そして発生学の歴史は全体

ﾆして、観察的科学から実験的科学への進歩の

O跡をあざやかに描きだしている。

筑　波　常　治

i対談相手坪郷佳芙子）

17 進化の思想（1） 進化論は一現代科学をささえる諸学説のう 同　上

ちでも一一とくに絶対視されがちであるが、じ

つはかなりあやふやさを内包した主張なのであ

る◎それは科学のなかでもっとも思索と想像に

依存せざるを得ない分野であり、それゆえに：時

18 進化の思想（丑） 代ごとの社会環境に大きく支配される。したが 同　上

って科学と社会のつながりを知るには絶好であ

り、同時に科学が絶対的ではなく、相対的真理

にほかならないことを理解するのにも有効であ

る。さらにまた科学のもたらした罪業の面も、

19 進化の思想（皿） 進化論の歴史をと澄して浮かびあがってくる。 同　上

アリストテレスはふつう哲学者としてだけ有

名だが、同時にすぐれた動物の研究をなしとげ、

20 古代最高の生物学者 古代・中世をつうじて最高最大の生物学者とい 同　上

われている。生物学の歴史にまず登場する重要

人物の生涯と業績を紹介する。

博物誌ははじめ上流階級の人びとによって発

博物誌をまとめた 達させられた。その富裕な財力がこれをささえ、
21

入々　　　　（1） 絵画をともなう大著がまとめられた。とくに古 同　上

代ローマで、津目される業績が生まれた。

博物誌の研究はしだいに発達し、18世紀に

博物誌をまとめた 絶頂をきわめた。そこに至る歴史上の人物とし
22

人々　　　　（皿） て、ゲスナー、アルドロヴァンディ、ビュフォ 同　上

ンなどの活動が重要であった。

貧困から身を澄こしたリンネ、自然観察と文

博物誌をまとめた 学を結合させたイギリスの作家たち、生物学の

23
人々　　　　（皿）

主流と対立したファブルなど、近代から現代に

ｩけての博物誌の動向をさぐる。
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

中世的魔術を信奉するパラケルスス、「ふし

ｬなメガネ」をひたすらのぞきつづけたレーウ
筑　正常　治

24 異端的な研究者たち エンフク、そして狂気にみちた人々、だがかれ

轤煢ﾈ学史の重要な担い手であった。
（対談相手坪郷佳芙子）

想像力にたよって進化論を主張したラマルク、

実証精神にもとづきそれを否定したキュビエ。

25 思索と実証の対立 同時代のフランスを代表する生物学者を比較し 同　上

て、科学とは何かを考えたい。

ダーウィンの生涯は科学史上の人物のうちで
も最も幸福なものに見える。しかしその成功を

26 不幸が贈った幸運
もたらした原因をさぐると、かれをとり巻くさ
ﾜざまな悲劇が浮かびでてくる。不幸を転じて

同　上

すぐれた学説に結びつけた個人的事情を解明し
てみたい。

27
門外漢ゆえの大発

ｩ　　　　　（1）

　遺伝の法則の発見者として、メンデルの名は

s朽である。生物学史に誇ける最も重要な人物

ﾌひとりにちがいない。ところがかれの生涯を

同　上

みると、むしろ物理系の諸分野に知識が深く、

生物学は素入に：近かった。そしてじつは素人な

28
門外漢ゆえの大発

ｩ　　　　　劔）

ればこそ、専門家の気づかぬ部分に着目して、

瘻蛯ﾈ発見をなしとげることが可能だったので 同　上

ある。

自然発生説が出現し、否定されるまでの過程

29
自然発生説をめぐ

骰U防　　　（1）

を調べると、科学研究に怠ける事実と推理、す

ﾈわち実験と理論のあいだの複雑な関係がよく 同　上

理解できる。同一の実験で同一の結果を得ても、

，それから同一の学説が成立するとは限らないの

である。それをあきらかにするとともに、　19

30
自然発生説をめぐ

骰U防　　　（H）

世紀を代表する生物学者のひとりパズドゥール

ﾌ業績を紹介する。 同　上
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　　　＝宇宙の構造と進化＝

〔主任講師：小尾信彌（放送大学教授）〕

全体のねらい

　木陽系、銀河系、銀河宇宙と階層化し、多様化している現在の宇宙の特徴や構造から、それが形成

された100数十億年の歴史についての理解を深める。専門分野の講師によって、各分野の最前線の研
究にもふれる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

⑧宇宙と宇宙論

㊤宇宙の構造と進化

1 宇宙と宇宙論 ㊥内容の展開について
小　尾　信　彌

・宇宙論とは

宇宙探究の歴史1 ・「閉じた有限宇宙」からの脱却

2 ・開かれた無限宇宙
佐　藤　文　隆

一開かれた無限宇宙

・宇宙のモデル

3

宇宙探究の歴史H

黹rッグバンの発見

・星の進化と元素の起源・新しい観測手段◎進化する天体と宇宙・ビヅグバンの発見

〃

④宇宙と人間

・望遠鏡

・位置観測

4 光学天文台1 。撮像観測
小小平　桂一

③測光観測

・天体の観測
、

・光と電波（電磁放射）

5 光学天文台皿 ⑬天体が放つ放射とその観測
小　尾　信　彌

④光が伝える天体の情報

・原子のエネルギー状態

6 宇宙の現状皿
。原子のスペクトル

Bスペクトル線の幅
〃

・大陽や恒星の連続スペクトルー熱放射
・電波天体の連続スペクトルー二二的放射

・宇宙の階層構造

◎超銀河団と銀河団

7 宇宙の現状皿 ・銀河
〃

・恒星

・冷たい天体
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・分光器

・低分散分光観測

8 光学天文台H
・高分散分光観測 小平　桂一
・干渉計観測

・運動の相対性

⑰光の特殊性

9 相対論的宇宙論1 ・特殊相対論 江里口　良　治

・ローレンツ変換

・特殊相対論の実験的裏付け

。加速度運動と慣性力

・一ﾊ型対性原理と等価原理

10 相対論的宇宙論H 。重力理論としての一般相対論 〃

・一ﾊ相対論の検証

。ニュトン的宇宙論

・宇宙原理

11 相対論的宇宙論皿 。膨張宇宙 〃

・宇宙の地平線

・膨張宇宙の密度と温度

・重力の強さと時空の歪み

。シュワルツシルド時空中の運動

12 相対論的宇宙論IV ・事象の地平面とブラヅクホール 〃＼　、

・ブラックホール候補

・ブラックホールの蒸発

・ビッグバン宇宙確立史

・宇宙の初めの1000秒の出来事

13 初期の宇宙進化1 ・宇宙黒体輻射 池　内　　　了

・宇宙の大規模構造

・銀河形成の2つのシナリオ

14 初期の宇宙進化皿 ・おわりに 〃

，

・電波と光

電波天文学1
・電波望遠鏡

15 ・野辺山の45m電波望遠鏡 海　部　宣　男

一電波による宇宙の観 ・野辺山の五素子電波干渉計

測 ・まとめ
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・宇宙における電波の発生

電波天文学1 ⑪星間分子雲からの星の誕生

16 ・銀河中心核と宇宙ジェヅト
海　部　宣　男

一電波でみた宇宙

＠恒星進化論

・星間ガス雲

17 恒星　の　誕生
。恒星誕生のダイナミックス

攝ｯ間塵と星間分子 杉本　大一郎

⑫星の誕生の現場
。主系列星への収縮

④恒星のエネルギー源は何か

18

恒星のエネルギー源

ﾆ主系列星の寿命

。原子核融合のエネルギー
B恒星の内部構造・HR図と主系列

搦蛹n列星の寿命

〃

・巨星への進化

⑤その後の進化と原子核反応

19 巨星への進化と死 ・恒星の死 〃

・極限状態の物理

㊦物質世界の歴史

20 星の進化論の意義 ・恒星はなぜ進化する

・観測されている超新星

・大質量星の爆発するタイプ2の超新星

21 恒星進化の残骸1 ・白色　星が爆発するタイプ1の超新星 野　本　憲　一一

愚超新星の残骸

④中性子星

22 恒星進化の残骸亜 〃

・大気の壁

大気の外からみる
・X線の空。X線星の正体

23 宇宙帰

黷w線天文学
小　田　　　稔

・銀河系外のX線源
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

㊦銀河進化の基本的物理過程

・星間物質の物理状態

24 銀河の進化と元素1 。分子雲からの星生成 池　内　　　了
・巨大バブルの形成、

◎星生成の基本データ

。星の進化のデータ

25 銀：河の進化と元素豆 ◎放出されたガスの混合過程 〃

・銀河の進化と重元素

。：おわりに

・太陽系の構造

太陽系の構造と起 。これまでの太陽系起源論

26 中　澤　　　清

源　　1

・惑星の形成過程

太陽系の構造と起 ・木星型惑星の形成

27 ・地球の形成・進化 〃

源　H ・太陽系内小天体の起源

・生命と物質

生命のはじまりと ・生命の起源

28 ・パンスペルミア 大　島泰　郎
惑星の進化

・生命の歴史

E生命構成物質の合成
・惑星環境と生命

・太陽系に生命を探る

・太陽系外の生命

29 地球外生命を探る ・銀河系内における文明社会 〃

・地球外文明探査

・地球外文明への送信

・さらに勉強したい人に

まとめとこれから ・自分でいろいろ考える

30 小　尾　信　彌

の学習
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＝太陽系の科学＝

〔主任講師　小尾信彌（放送大学教授）〕

全体のね」うい

　惑星や小惑星、衛星、彗星など非常に多数の天体が太陽の重力を受けて集団をなしているのが、われ

われの太陽系である。本科目では、惑星などの運動や、個々の天体の性質等について、最近までの研究

成果をふまえて講義し、現代の太陽系像を習得する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

導入としく全15回のカリキュラムを述べ、つ

ついて古代やギリシャ時代から太陽系天文学発 小　尾　信　彌
1 研究　の歴　史 展の歴史を概観し、現代の探査機による太陽系

探査にいたる。現代の宇宙観形成までにおける （放送大学教授）
太陽系天文学の果たした意義も考える。

太陽系の全体像について述べる。太陽を中心

とした諸天体の配位や分布、運動等について述

2 太陽系の全体像 べ、太陽系に見られる全般的特徴を学び、太陽
〃

系の起源に及ぶ。

自転や公転、歳差など地球の運動に伴って見

地球の運動に伴う られる諸現象は、1年の季節、時刻や時間等を 吉　岡　一　男
3 通じて古来われわれの生活や自然の認識に置き

現　　　　　　象 くかかわってきた。これらについて学ぶ。 （放送大学助教授）

月や惑星に見られる諸現象は、古くから天文

学が発展し、宇宙の構造（太陽系のモデル）を

4 月、惑星の現象 形成するのに大きな役割を果たしてきた、これ
〃

らについて学び、さらに日、月食についてもふ
れる。

16世紀後半のチコ・ブラーエの惑星位置の観

惑星運動の法則の 測をもとに、17世紀初めにケプラーが惑星運動 堀　　　源一郎

5 に関する3法則（ケプラーの法則）を発見した。

発　　　　　　見 ここでは、観測結果から法則が導かれたいきさ

ﾂや手順について学ぶ。

畷京大学理学内）

17世紀後半にニュートンは万有引力の法則を

発見し、それに基づいてケプラーの3法則は理

6 面積速度の法則 論的に導かれた。ここでは面積速度の法則（第 〃

2法則）について、3の諸側面を学ぶ。

万有引力の法則からは、2体の運動の軌道と

して楕円、放物線、双曲線が得られる。ここで

7 楕円運動の性質 は、太陽系でふつうに実現している楕円運動に
〃

ついて学ぶ。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

万有引力の法則からは、2体の運動について

公転の平均距離と公転周期のあいだに、いわゆ 堀　　　源一郎

8 第3法則を導く る第3法則が導かれる。ここでは3の導き方を

ﾊじて2体運動を考え、また天文学における第

R法則の応用等も学ぶ。

（三献学鞍上

地球をまわる月、一：般には惑星をまわる衛星

惑星以外の天体の の運動も2体の運動として考えることができる。

9 ここでは衛星の運動などや、さらに彗星のよう 〃

運　　　　　　動 な小天体の運動について述べる。

現実の太陽系においては、惑星や衛星等の運

動を論ずる場合に2体運動は理想化されたもの

10 摂　　　　　　動 にすぎない。小惑星の運動をはじめ現実の太陽 〃

系の力学を論ずるため18世紀以降発展した摂動

について学ぶ。

　水星、金星、地球、火星、さらに月など地球

^の諸天体について、地球からの観測や最近の
村　山　定　男

11 地球型惑　星 直接探査で得られた結果をもとに、それらの地

`的特徴や物理化学的な性質を学ぶ。
（国立科学博物館揄ｻ学研究部長）

木星、土星、天王星等についての知識は、最

近の直接探査の成果によって格段に進んだ。こ

12 木星型惑　星 こでは、それらの成果をふまえて、これら大型 〃、、

の惑星の諸性質：を学ぶ。木星型惑星に属する衛

星について学ぶ。

彗星に関する物理化学的な矢［職、；構造等に関

する知識も、1985～β6年のハレー彗星の観測

13 彗星　と　随　石 を通じて大きく進んだ。ここでは彗星やそれに 〃

伴なう流星等について学ぶ。また、景石につい

ての諸研究の成果についても学ぶ。

　太陽やその活動についての研究も、最近の宇

?T査を通じてめざましい進展が見られる。ま
桜　井邦　朋

14 太陽　と　惑　星 た、太陽放射やその活動が惑星など太陽系の諸

V体に及ぼす影響等についても新知見が得られ

ﾄいる。ここでは、それらの成果について学ぶ。

（神奈川大学工学部教授）

太陽系についての研究がこれからどのように

進展していくかについて、さまざまな側面から、

15 これからの太陽系 理論的な研究や観測、探査等の進展と可能性に 〃

ついて話し合う。
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　　　　　　　　　　　　　＝地球の科学1＝
　　　　　　　　　　　　　　一一　固　　体　　地　　球　一

　　　　　　　　　　〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい
　地球は固体地球・水圏・気圏の3つの大きな層圏から構成される。そのうち、固体地球について説

明する。最近数十年間における固体地球に関する研究の進展はいちじるしいものがある。それらの内

容についても説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

固体地球は球状の層圏から構成される。地表

1 固体地球の構成

から地心へ向って、地球表層、マントル、外核、
煌jから構成される。地球表層としては地鼠、

?驍｢は地回とマントルの最上層部で構成され
驛vレートという岩石圏がとり上げられる。こ

奈須　紀幸

i放送大学教授）
れらについて学ぶ。

地球はほとんど球形であるが、若干形がずれ

ている。このような地球の形状について学ぶ。

2 地球の物理的性質
また、地球には重力、地磁気が存在する。これ
轤ﾉついて学ぶ。さらに、他の天体との関係で、

〃

地球には潮汐現象がある。また宇宙線がふりそ
そぐ。これらについて学ぶ。

地球内部の諸要因によって生じる変化が、地

3

内因的作用による

n表の変　化

表まで達して変化を与えることがある。それは
ﾎ山であり、地震によって生じる断層であり、
ﾜた隆起や沈降である。これらの事項について
wぶ。

〃

地表は大気の温度変化を受けたり、結氷・融

4

外因的作用による

n表の変　化

氷による膨張・収縮の作用を受けて風化する。

ﾜた流水の作用によって侵食されて堆積物を生
ｶる。堆積物は運搬され堆積される。また大陸
X河の消長によって海水準が変動し、相対的な

〃

隆起・沈降が起る。これらを学ぶ。

地球表層の内部およびマントルの内部では固
相の物質の一部がとけてマグマとなっている。

5 火　　成　　　岩
マグマが冷却固結したものが火成岩である。火
ｬ岩には深成岩、火山岩およびその中間の岩石

〃

がある。また酸性岩、中性岩、塩基性岩、超塩
基性岩の別がある。これらを学ぶ。

地表とくに海底に堆積した堆積物は、長年月
の間に続成作用を受けて堆積岩になる。礫・砂

6 堆　　積　　　岩
・泥が固化した砕屑岩、生物源の生物岩、化学

Iに沈澱した化学的堆積岩、さらに火山源の火
〃

山性堆積岩がある。これらについて学ぶ。

火成岩、堆積岩が地下深所である条件下での
圧力・温度のもとにおかれると固相を保ったま

7 変　　成　　　岩
まで内部の原子配列が変化し、別種の岩石とな

驍ｱとがある。これを変成岩という。変成岩も
〃

ときに別種の変成岩となることがある。これら
について学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地層中には化石が含まれることが多い。それ

8
相対年代　と

竅@対　　年　代

らの中には生存期間の限られた示準化石がある。

n質時代はまず主としてこれら示準化石によっ
ﾄ区分された。これを相対年代という。一方、
厲ﾋ性同位体によって岩石の年代を測定して絶

奈須　紀幸

i放送大学教授）

対年代が組まれた。これらを学ぶ。

地球表層の岩石分布や構造は地質調査によっ
て解明される。地質調査には、地表の調査、ボ

9 地質調査と地質図
一リング調査、空中からの調査がある。こうし

ｽ調査の結果は地質図にまとめられる。地質調
〃

査の方法および地質図の読み方も含めてこれら
の事項を学ぶ。

地球の表層は数枚のプレートによっておおわ
れている。これらのプレートは相対的に運動し

10 プレートの動態
ているものも多い。プレートは中央海嶺中軸部
ﾅ新生し、潜没帯でひとつのプレートの端は潜

〃

没して地球内部へ沈んで消失する。こうしたプ
レートの動態について学ぶ。

ひとつのプレートが隣り合う他のプレートの
下へ潜没する場所では潜没帯が形成される。潜

11 潜　　　没　　　帯
平帯では地形的には海渚が形成され、潜没面に
?ﾁて地震が多発する。また潜没面のある範囲

〃

でマグマが形成され易く、その部分は火山帯と
なる。これらについて学ぶ。

地球表層に生物が芽生えたのは海洋が形成さ
れてからある期間を経た頃であった。先カンプ

12 古生物の進化
リァ代の終り頃から骨格をもつ生物が増加し化
ﾎとして残るようになった。bこれら古生物は進

〃

化しつつ変化してきた。その変化のあり方につ
いて学ぶ。

隣り合う2つのプレートが押し合う場合、主
として圧縮力がはたらいて、プレートの境界は

13 造　　山　運　動
近で変形が起る。これを造山運動という。造山
^動に伴って山脈が形成されることも多い。造

〃

山運動のあり方についてはその考察に変化があ
つた。これらの事項について学ぶ。

地球表層はその形成の初期から核になる部分

を中心としてその周囲で造山運動をくり返しつ

14 地球表層の変遷
つ伸張し大陸の部分が拡張してきた。一方、大

､は分裂・移動した痕跡も残している。このよ
〃

うな地球表層の変遷のあり方について学ぶ。

地球表層には金属資源や石油・石炭・天然ガ

ス等の地下資源が賦存する。また地下水も資源

15 地下資源の利用 のひとつと言える。これら地下資源の在り方と

ｻの利用について学ぶ。

〃
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　　　　　　　　　　　　　　　＝地球の科学H＝

　　　　　　　　　　　　　　　一　日　本　列　島　一

　　　　　　　　　　〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　私達が生活の基盤をおく日本列島について、地球科学的な視点からその本質を追及する。日本列島

は太平洋とアジア大陸の境に位置する弧状列島で、環太平洋変動帯の一部である。日本列島は典型的

な変動帯で、火山帯、地震帯を伴い、地史的にも多くの変動を経験した。これらのことについて学ぶ。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本列島は本州を中心とし南北方向に長くの

びた大小の島々よりなり、アジア大陸の東端に 奈　須　紀　幸
1 日本列島の詞兄 位置し、太平洋およびフィリピン海に面する。

環太平洋変動帯の一部を占める。このような日 （放送大学教授）
本列島の特徴について学ぶ。

日本列島は幾つかのプレートが接し、せめぎ

合う場所に位置する。そのため、地質は複雑で

2 日　本の地　質 ある。そのような複雑な日本列島の岩石の分布 〃

の様相と地質構造の大勢について学ぶ。

日本列島は南北方向に長く、気象の在り方も
場所によって大きく変る。しかし、全般的には

3 日本の気　象 中緯度の偏西風帯に位強し．気象は西から東へ
〃

と移ってゆく。高気圧、低気圧、前線はいずれ
も東進する。台風は別の経路をたどる。これら
の事項や気候について学ぶ。

日本列島は周囲を海にめぐらされている。南
方からは黒潮や対馬暖流が北上し、北方からは

4 日本をめぐる海 親潮が南下する6このような日本周辺の海流に
ﾂいて学ぶ。また、海水の性質について学ぶ。

〃

さらに日本周辺の波浪、津波について学ぶ。

’日本列島は大局的には太平洋プレート、ユー

日　本列島　と ラシアプレートおよびフィリピン海プレートが

5

プレートの動き

接する場所に位置する。アメリカプレートの西
[も北海道東部までのびている可能性もある。
ｱれらのプレートの動態について学ぶ。

〃

日本周辺には太平洋、フィリピン海、東シナ
海、日本海、オホーソク海などの外洋、、縁海が

6 日本周辺の海底
分布する。これらの海底にはさまざまな地形的
ﾁ徴が見られ、また堆積物や基盤の岩石につい

〃

ても多くの知見が得られている。これらの事項
について学ぶ。

日本列島ではその周辺からはじまる潜没面が
列島の下部に達している。そのため日本列島は

7 日本の地震
地震帯に重なっている。これら地震帯で発生す
髓n震の発生機構などを考究しつつ地震帯の特

〃

性について学ぶ。また地震予知の在り方につい
ても学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

太平洋底は日本海溝をへて東北日本の下へ、
また伊豆・小笠原海溝をへてフィリピン海の下 奈須　紀幸

8 日　本　の火　山
へ潜没する。フィリピン海底は西南日本の下へ
�vする。これに伴って日本列島には多くの火
Rが分布する。これら火山の諸々の特性につい

（放送大学教授）

て学ぶ。

日本列島で発見された最：古の化石は古生代オ

日本の古生代・
ルドビス紀に属する。また最古の岩石は約20億
N前のものである。そして日本列島の各地に古 〃

9

中　　　生　　代
生代、中生代に属する岩石が分布する。一一部に

ﾍ先カンプリア代と推定される岩石が分布する。
これらのことについて学ぶ。

古第三紀の日本は比較的静穏な時期で浅海が
ひろがり主要炭田が胚胎した。新第三紀は変動

10 日本の新生代
の激しい時期でグリーンタフなどの形成をみた。

謗l紀には海水準の変動があり海岸線が前進・
〃

後退をくり返した。このような事項について学
ぶ。

日本列島はモザイクを集めたような複雑な地
質構造を有する。そのため広大な面積を占める

11 日本の地下資源
地下資源の分布は見られぬ。そのかわり、各種
ﾌ金属資源、非金属資源がスポット的に分布す

〃

る。とくに黒鉱は注目される。地下水資源も含
めてこれらの事項について学ぶ。

日本列島は狭長な国土に対して長大な海岸線
を有する。その海岸線には岩石海岸、砂浜海岸、

12 日本の海陸境界
内湾に面した干潟海岸の別がある。また、氷期、
ﾔ氷期にともなう海水：準の変動で海岸は前進、

〃－、一

後退をくり返し、大陸棚を形成した。これらのし

ことについて学ぶ。

日本が西欧の科学を全面的にとり入れ始めた

日本における
のが百年余り前からである。地球科学の分野に
ｨいてもそのことは同様であった。そしてこの 〃

13

地球科学の進展
一・｢紀余の間に日本列島に関する地球科学的研
?熬?驍ｵい進展をみた。その経過について学
ぶ◎

日本列島の中でも一例として関東地方をとり

上げ、より詳細な地史を学ぶ。関東地方は日本

14 三三地方の地史
列島の中でも最も広大な関東平野とそれをとり
ｪく山脈地帯、および伊豆、三浦、房総の半島

〃

によって形成される。そこで生起した地史的な

経緯について学ぶ。

私達は生活の基盤を日本列島においている。

日本列島　と
従って、日本列島の地学的特性と私達の日常生

?ﾆは、きわめて多くの点について深い結びつ 〃

15

人　間　　生　活
きがある。こうした関連性についていろいろの

挙_から学ぶ。
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＝＝

〔主任講師　奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

地球についての四々の理解の深まりの歴史を紹介するとともにいろいろな時代（例、古生代）に論

ける地球の姿を再現する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

宇宙観の変遷1一ギリシャ的な

F宙観の特色一

　古代文化圏の中で宇宙に関する特徴的な見方

i例えば地球説、太陽中心説、地球中心説など

�ﾜむ。）を持っていたギリシャ入達の宇宙に

ﾎする見方を探る◎

奈　須紀幸
i放送大学教授）

ｺ　上　陽一郎
i東京大学助教授）

2

宇宙観の変遷E一近代的な宇宙観

@の形成一

　ギリシャ入の宇宙観がビザンツ。イスラムを

oて中世ヨーロッパに伝えられ17世紀に科学
Iな宇宙観の誕生を迎える事情とその後の展開

�Tる。

同　上

3 固体地球研究の進展

　現在知られているところでは、固体地球は層

�¥造をしている。このような構造の解明はど
ﾌように行われてきたのか。また．存在する物
ｿはどのようなものと推定されているのかを学
ﾔ。以前門々は地球の内部についてどのように

z像していたのかという点についても触れる。

奈　須紀　幸

4 大気研究の進展

　船乗り達の経験：、天気図上に見られる気団、

O線、高・低気圧、高層気象観測で発見された

f星波、ジェット気流などが地球規模の大気大

z環像に組み込まれてきた。その変遷をあとづ

ｯる。

奈　直話　幸

�@井　富　雄
i東京大学教授）

5

海洋研究の進展一海洋循環を

@　　　　中心に一

　海洋の顕著な現象である循環に焦点を合わせ、

L史以来の海洋循環像の変遷を概観する。海洋
z環の研究は、未だ未解決の問題が多く残され
ﾄ診り、その解明は今後に待たれる。最近の研
?ﾉ力点を弔いて述べると共に、将来の研究を
燗W望したい。

奈　須　紀幸

宦@本　俊　彦
i東京大学教授）

6 地質時代の確立

　いろいろな時代に形成された地層や岩石を、

ﾇのように正確に：識別し、順序正しく時代区分

ﾅきるかが、地球の歴史を学ぶ第一歩となる。

ｻ石を使ったり、放射性同位元素を用いたりし

ﾄ、次第に地質時代が確立されてゆく。

奈　須　紀　幸

l　田　隆士
i東京大学教授）

7 大陸め研究の進展

　陸地は太古の昔から同じ形の陸だったのであ

?､か。ヒマラヤのような高い山地から、なぜ

Cの生物の化石が見出されるのであろうか。陸

ﾌ研究のためには、陸地そのものの調査だけで

ﾍなり立たないことがわかってきた。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代の深海底の研究は、19世紀後半のチャレ

大洋底研究の進展1 ンジャー号世界周航に始まる。その後、音響測

8 、一 ｲ査技術の進歩に 深の進歩、底質採六法の進展、地震波に：よる解 奈　須紀幸
よる解明一 析の進歩によって大洋底の姿は次第に明らかに

されていった。その過程について学ぶ。

ウェゲナーの大陸移動説の見直しと深海底研

大洋底研究の進展皿 究の進展、特に中央海嶺系の連続性の発見は大

9 一海洋底拡大の概念 洋底拡大という概念を生み、やがてプレートテ 同　上

の確立一 クトニクスの概念の誕生にまで発展した。その
o緯について述べる。更にチャレンジャー号の
深海掘削による上述の概念の検証に言及する・

地球上に生物が出現し、化石として大量：に見

出されるようになってから後を顕生累代といい 奈　須紀幸
1⑪ 古生代の地球 その前半が古生代である。植物が初めて陸上に

進出し、海中では三葉虫が栄えた。古生代の海 浜　田　陸　士
陸分布は現在と大きく異なり、気候もまったく

違っていた。

古生代から中生代への移り変わりは、生物界
の激動期であった。アンモナイトと恐竜の全盛

11 中生代の地球 をほこる中生代の地球は、古生代とどのように 同　上
違っていたのであろう。そしてその恐竜達はな

ぜ中生代の終わりに姿を消してしまったのであ
ろうか。

新生代は、現在地球上に見られる大山脈が形
成され、現代型の生物が発展した時代である。 奈　須　紀幸

12 新生代の地球 ここでは、現在の地球上の自然景観や生物界が
ﾇのようにして出現してきたか、また、新生代 　　　、ﾁ西清高末の氷河時代の実態がどんなであったかを学ぶ。 （東京大学助教授）

化石や測定年代をまとめて組みあげられた日

日本の古生代・ 本の古生代。中生代の有様は、地球史の中でど 奈須紀幸
13 中生代 のように位置づけられるのであろうか。フズリ

ナやアンモナイトからわれわれは何を学べるの 浜　田　陸　士
だろう。日本列島はやはり昔も列島の形をして

いたのであろうか。

化石や岩石の測定年代からまとめられる日本

の新生代の有様は．どのようなものであったか・ 奈須紀幸
さらに、古第三紀、新第三紀、第四紀と分けて

14 日本の新生代 調べた場合の日本の姿はどのようなものであっ 鎮　西　清高
たかを学ぶ。

現在の日本列島の姿を支えている周辺の海底

15
日本列島周辺の
C底の姿

の姿は一体どのようなものか。大陸棚の存在に：

?ﾚし、古久慈川の埋積谷の形成過程や大陸棚

ﾉついて学ぶ。またチャレンジャー号の海底掘
奈須紀幸

削によって発見された東北日本沖の親潮古陸に
ついて述べる。
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＝＝ 蜍Cと海洋＝：

〔主任講師　奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　固体地球を三里う大気・澄よび固体地球表面の7割をお澄う海洋の本質を知るために、色々な専門

分野にわたって学ぶ。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　気温・湿度・気圧・風向。風速などは絶えず変化している。とりわけ、高さに伴う変化は大

浅　井　富　雄i

1 大気　の　構造
きく、例えば、紺掻㎞の高低緯度間の気温差は
墲ｸか10k田の高度差によって体験できる◎地

（東大・海洋研・

@　　　　教授）
球規模でみた大気の平均構造の実態を把握し、
ﾈ下の各章の理解に役立てる。 奈須　紀　幸

大気運動のエネルギー源は太陽である。地球
に降り注ぐ太陽放射エネルギーが大気中をどの
ように伝達され分配されたか、その道筋をたど

2 大気の熱収支 り一方、地球も宇宙空間に向けて熱放射エネル 同　　上
ギーを放出して、大気・地球系のエネルギーの
収支が成り立っている◎大気の熱平衡について
考察する◎

水蒸気の凝結や昇華、水滴の凍結などによっ
て微細な水滴や氷晶が空気中に形成される。そ
れらの粒子は併合過程を経て、雲粒から雨滴へ

3 雲　　と　降　水 と成長する。雲や降水の形成にいたる型置的物 同　　上
理過程について述べ、さらに：、雲と降水の巨視
的動態に：もふれる。

4、5章では主に大気の運動を扱う。最初に

4
対流と局地風 地球大気の運動のしくみとその特徴を要約し、

氓ﾉ、中・小規模の運動として地表面付近に形

木　村　龍　治

i東大。海洋研⑧

一大気運動その1一 成する対流混合層と水平の温度差によって生じ 助教授）

る海陸風や山谷風をとりあげる◎ 奈　須紀　幸

日々の天気は高・低気圧の動向に大きく支配

5
低気圧と台風

齣蜍C運動その2一

きれている。大規模な運動として、長大な前線を伴う温帯低気圧と巨大な：渦巻きの熱帯低気圧

i台風）に焦点を合わせ、それらの構造や発達のしくみに：ついて記述し、さらに、これらの気 同　　上

象現象と大気大循環とのかかわり合いについて
ふれる

　地球上に大気が生成して以来、大気の状態は
竄ｦず変動をくり返しながら今日に：いたってい 浅井　富　雄
る。気候変動のしくみについては不明な点が多 （東大・海洋研・

6 気候　の　変動 いが、これまでの気候変動の実態とその原因、 教授）
とりわけ海洋の果たしている役割について述べ、
F最後に人間活動の気候変動におよぼす影響にっ 奈　須　紀幸

いてふれる。

日常身近かな天気の変化から地球規模の大気
大循環にいたるまでζ気象についての我々の知

7 大気研究の歴史
識や考え：方がどのようにして養なわれ育ってき
ｽかを、その発展の節目に重点を難いてふりか

同　　上

えり、併せて国際協力のもとで維持・展開され
ている世界の気象観測や予報の現状を示す。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

海洋の科学的探検の時代から現今の海洋実験

の時代までにわたり、主として海洋と海底の構 寺本　俊彦
8 海洋探究の歴史 造と運動の面から探究の成果を概観し、海洋の （東大・海洋研・

科学へと誘うよすがとする。 教授）

奈須紀幸

海洋の物理現象の中でも特に顕著な海洋大循
環について、その成因、構造について説明し、

9 海洋の大循環
それらを更に深く理解する上で必須な課題であ
體?H衛星からの観測や深層の循環の観測につ

同　　上
　　　　　関連する重要なトピックスである早いて述べ

m一大気系の大規模変動や海洋温度差発電につ
いてふれる。

　海洋では常に沖から岸に向って波が打ち寄せ
ﾄいる。この波はどこで作られ、どのような性 木　村　龍　治

10 波　　と　潮　汐
質があるのか、実験を行って説明する。特殊な
gとして、高＝潮と津波に触れる。次に潮汐のメ

（東大・海洋研・

@　　助教授）
カニズムと水理模型による瀬戸内海の潮流の研 奈　高高　幸
究について述べる。

生物の活動を通じて、いろいろな元素が循環
ｵている。．酸素、炭素、窒素に注目して、海の 服　部　明　彦

11 海洋の物質循環
中に残された生物活動の軌跡をたどることに：よ
ﾁて、その動き、特徴などについて探る。生物

（東大・海洋研・

@　　　教授）
生産や沿岸の富栄養化の問題との関係について 奈須　紀　幸
もふれる。

海洋の生物は大小の部分生態系に分れ、200
m以浅の浅海系には植物の光合成活動があるが 堀　越　増　興

12 海洋の生態系 深海系では微生物と動物のみとなる。沿岸域と
O洋域とでは種類も生物量も異なるが、近年、

（元東京大学教授）

内湾の有機汚濁が外洋にはみ出す傾向がみられ
驕B 奈須紀幸

13 深海底の生いたち

　深海底は中央海嶺で生れ、横：に数cm／年の
ｬさで移動しながらしだいに深さを増してゆく。
C底が生れる場所には多数の割れ目があり、熱
?ｪ噴出して重金属を析出させていたり、溶岩
ﾜ粘養℃等等癩撮糸鳩蘇垂れっつある海域がある。

小林　和　男
i東大・海洋研・

@　　　　教授）

ﾞ須　紀　幸

海溝は世界中で最も深い場所であるが、海洋
のへりに細長く並んでいる。深海底はここから

14 深海底の沈み込み
斜めに陸の下に沈み込んでいる。その形は深発
n震や地震の波の伝わり方から確認されている。

同　　上

海溝の地形や沈み込みのようすは地域によって
異なっていて、地震の起こり方や火山活動の歴

も　ている

大陸の周辺には海底傾斜のゆるやかな大陸棚
がひろがっている。その外線の水深は、ほぼ

15 大陸棚の生いたち
120～140m程度である。～二のような海底地形
ｪ生じたのは氷期・間氷期の繰返しに：対応した 奈　須　紀　幸

海水準変動が原因であることが判明した。その
経緯について説明する。
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＝生態学概論＝
〔主任講師　岩城英夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　個体一個体群一群集の各レベルに診ける生物と無機的環境、生物と生物との関わり合いを具体的事

例をあげて講義し、生物的自然の構造ど機能、生物群集や生態系の多様性、全体回診よびその動的平

衡に：ついての理解を深める・講義を通じて生態学の基本的原理と概念を理解させ、ま．た環境問題に対

する生態学の視点も述べる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生態学とは

@　　　　一三三一

　生態学とは何か。この講義の導入部として生

ﾔ学の対象、方法澄よび環境要因の捉え方など

ﾉついて述べる。
岩　城　英　夫

i筑波大学教授）

2 生物と光環境

　生態系のエネルギー源である太陽光の分布と

G節変化は生物の生活に：大きな影響を与える。

ｶ物と光要因との関係を、光と植物の光合成。

ｬ長、光と動物行動との関連を中心に述べる。

　」
ｯ　　上

3 生物と温度環：：境

　生物は種類により異なる温度限界と耐性温度

�揩ﾁている。温度環境は地球上の場所により

ﾙなり、これに応じて生物の生活期間や分布が

?ﾟられていることを述べる。
同　　上

4 生物と大気環：境

　大気の成分中、二酸化炭素は植物の光合成作

pの制限要因になりやすい。酸素は水生生物の

ｶ活を制約する◎生物と大気要因との関係を説

ｾし、風や大気汚染の影響についても触れる。
同　　上

5 生物と水環境

　陸地に影ける水の分布と植物の水収支につい

ﾄ述べ、植物の生育や分布にとって水が重要な

ｧ限要因であることを説明する。 同　　上

6 生物と土壌環境

　植物の生育は土壌の物理的・化学的性質によ

ﾁて影響を受ける。一方、植物や土壌生物の

ｶ在は土壌の形成に大きな役割を果しているこ

ﾆを述べる◎

同　　上

7 気候と植生の分布

　温度と降雨量の地理的分布に応じて、地球上

ﾉはさまざまなタイプの植物群系が分布してい

驕攝ｶ活形と気候条件との関係、過去の気候変

ｻに伴う植生の変遷についても触れる。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の集団（個体群）に：澄ける個体数は、有

8 個体群の成長と調節

限の環境に挫いて無限に増加することは不可能
ﾅある。このよう：な環境下において、生物種は
ﾇのように：対応しているのか、その機構につい
ﾄまず理論的に述べ、ついで実例を見ながら論

藤井　宏　一・

i筑波大学助教授）

じる。

有限の環境下に轟いて動物の個体数が増加す

9
動物の密度効果と ればいっかは過密の状態に達する。このような

ﾟ密状態に対する動物の対応の仕方について論
同　　上

気恕なわばり” じる◎また、過密を避ける機構、特に㎎なわぱ

り”について、例を用いて論じる◎

同じ資源を利用する異なった生物種間には種

10
競争ど更すみわけ”

間競争が存在しうる。種間競争とは何か。その

@構についてまず理論的に取り扱い、さらに、 同　　上
種間競争の結果として起こる難ずみわけ鯉につ

いて、観察例を用いて説明する。

植物の種内競争と種間競争の仕組みに：ついて

述べる。まず同種の植物間で起こる競争密度効

11 植物間相互作用 果と自然間引について述べ、次に異種の植物間 岩　城　英　夫
の競争の機構に：ついて説明する。

食うものと食われるものの関係（捕食関係）

12
捕食と、食うもの

Hわれるものの関係

は生物群集内に：燥げる生物相互作用の中でも一
ﾔ重要な関係の一つである。まず捕食関係の動
ﾔに：関する埋論に：ついて述べ、次に実例を用い

ﾄ自然界における捕食関係の果す役割について
藤井　宏一

説明する。

局所的に見た時、ある特定の生物種がその場
に長期にわたって存続するとは限らない。その

13 絶滅と安定性
絶滅の機構は何か。生物種の生物群集の中での
�р�_じつつ、各生物種の絶滅の可能性、そ

同　　上

して群集そのものの安定性について論じる。

植物には一一年生・多年生、草本・木本などさ

まざまな生活の仕方があり、それぞれ特徴的な

14 植物の繁殖戦略 成長・繁殖様式をもっている。異なった還：虫下 岩　城　英　夫

でこれらの生活様式がどのような生態的意義を

もっかについて説明する。

生態系の性格を決める上で最も重要なのは植

15
生物群集の構造と

g成

物群落の種類組成と空間構造である。群落構造
ﾍ生態系の微環境に影響し、また動物の分布も
ｻれに対応して独特の群集構造を形成すること
�qべる。群集構造の季節的変化についても触

同　　上

れる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

植物群落の種組成や構造が時間とともに変化

する過程を遷移という。一次遷移、二次遷移の

16 生　　態　遷　移
系列と最終的に到達する極相について述べ、遷i

ﾚの機構について説明する。

岩　城　英　夫

伐採など入間の干渉によって植生が破壊され

た時、二次遷移の過程により植生はまた回復す

17 植生の撹乱と更新 る。この回では、入間の干渉と遷移との関係を 同　　上

二次林や草原を例にして述べる。

生態系のエネルギーの流れにおいて植物（生

産者）が果している役割を論じ、地球上の各種

18 物　質　生　産 生態系による一次生産力とその効率に：ついて述 同　　上

べる。

生物群集に澄いて、捕食関係は何段にも積み
重なっている。上位種の存在は下位種に依存す

19 食物連鎖と栄養段階
る。即ち上位種は下位種からのエネルギー獲得によってのみ存在可能と：なる。群集構造をこの

藤井　宏一

ような観点から見た時、どのような全体像が考
えられるかを論じる。

生態系の中の死んでいる有機物の堆積量はき

20 デトリタスと分解者
わめて大きい。この回では、生物の遺体や排出

ｨを分解する分解者の役割について述べる。 岩　城　英　夫

生物体を構成する元素は生物体と環境の間を

繰り返し循環して使われる。この回では、地球

21 生物地球化学的循環 的規模で循環する炭素、窒素、水の動きと、そ 同　　上

の循環系に対する入間活動の影響について述べ
る。

陸上生態系、特に森林生態系内における栄

22
栄養塩類の循環1 養塩類の生物学的循環に：ついて説明し、森林伐

ﾌなど入間による干渉が循環系をどのように撹
同　　上

（森林） 乱するかを述べる。

湖沼や水界をとりあげて、主な生元素（N、

23
栄養塩類の循環2

@　　　　（水界）

C、S、　Pなど）で構成される栄養塩類の循環
�A特に水界を構成する媒質である水の性質に
?ﾚしながら紹介する。気体型（N、C、　Sな
ﾇ）と沈殿型（Pなど）の循環を比較し、それぞれの特徴を考える。

高　橋正　征

i東京大学助教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

遷移の進行に伴って生態系の特性は次第に変

24
生態系の発達：と 化する。遷移の途中段階と発達段階に：於ける生

ﾔ系の構造・機能面の特徴を、エネルギー流、 岩　城英　夫
安定性 物質循環、種の多様性、系の安定性などに：つい

て比較して論じる。

農：業生態系は入為的につくられた生態系とし

農業生態系1 て、自然の生態系とは違った特徴をもっている。

25 （エネルギー流と この回では、農業生態系に鉛けるエネルギーの 同　　上

循環） 流れと物質循環系の特徴を近代的農業と伝統的

農業と対比しながら説明する。

入為的に作り上げられた農業生態系の中では

26

農：業生態系2

i害虫防除の生態
@　　　　　　学）

競争、捕食関係のような生物相互作用が最も顕
?ﾉ現われてくる。人間の目的を阻止しようとす
驫Q虫を防除するために、生：態学的知識がどの
謔､に：利用されてきたかを実例をあげて論じる。

藤井　宏一

都市という入側的な生態系の中では気候環境

も生物相もかなり変化する。この回では、都市

27 都市生態系 化に伴う動植物相の変化について実例を挙げて 岩　城英　夫
説明し、また生物指標を用いる環境診断に：つい

ても述べる。

人間は生態系に依存し、生物資源を利用して

生態系の利用と 生きている。生態系を良い状態で保存し、荒廃

28 しないように利用、維持、管理し、自然と入間 同　　上

環境保全 の共存をはかることが環境保全の目的である。

この回では生物資源の適［E禾用と自然について述べる。

生活環境保全のための科学（環境科学）への

生態学的手法導入の意義を述べ、特に大気汚染 戸　塚　　　績

29 環境汚染の生態学 の植物影響と緑地の大気浄化機能について説明

する。また水質汚濁、土壌汚染についても触れ （国立公害研室長）

る。

これまでの講義のまとめとして、生態系と入

30
入館と生態系 間生活との関わりあいについて、入口増加、食

ﾆ：不足、環境破壊などの問題に触れつつ、多面 岩　城英　夫
一まとめ一 的に：論じる。
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　　　　　　・＝現代資源論＝

〔主任講師：山口梅太郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　資源問題が論議されている割りには、鉱物資源について、例えば、鉱物資源と人間とのかかわり合

いや・資源の分布や資源量の問題、資源を獲得し、利用するための技術、更に、わが国としてどう対

応すべきかといったことがあまりにも知られていない。このセミナーでは鉱物資源の諸問題を、その

開発と利用を中心に、技術的側面から概説する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

。道具の使用　・青銅器の発達　。鉄の時代

・資源とその利用

1 鉱物資源と文明 山　口　梅太郎

。成長の限界　・石油20年説　・資源の価格と

消費

2 成　成　の限界 〃

・地湯中の元素　・再生不可能な資源

資源の有限性につ
3 ’

〃

いて

・鉱床　・埋蔵（鉱）量と資源量　。鉱床の形成

。鉱床の分類　＠マグマ三三床　。堆積成鉱床

4 鉱床の分類と成因 武　内　寿久禰

・金　・銀　・銅　・鉛・亜鉛

貴金属、非鉄金属
5 〃

資源

。鉄　　①マンガン　・アルミニウム　・チタン

6 構成材用金属資源 〃

・錫・タングステン・モリブデン　・ニッケル

・クロム　。コバルト

7 鉄合金用金属資源 〃
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・希土類（RE）　・核融合発電　・リチウム

先端技術に必要な （Li）　・ベリリウム（Be）　・ニオブ（Nb）

8 ◎シリコン（Si） 武　内　寿久禰

鉱物資源

・原子力発電に必要な地下資源　㊦ウラン鉱床

の形成　。ウラン資源の偏在と資源確保　。放

9 核燃料鉱物資源 射性廃棄物の処分

@　　　　　　ノ

〃

・近代産業を支える非金属資源　・石灰石

。ダイヤモンド　・リン鉱　・蒸発岩　・粘土

10 非金属鉱物資源 鉱物　・沸石　⑲流黄 〃

・はじめに　・エネルギー需要の推移と現状

・エネルギー需給の将来予測

11 エネルギーと文明 冨　永　博夫

・はじめに　・化石燃料資源　・核燃料資源

12 エネルギー資源 〃、

・はじめに　・天然ガスの探査、開発、生産

・LNGの生産と輸送　・：LNGの用途
13 天　然　　ガ　　ス ザLNGの冷熱の利用　⑳天然ガスのメタノー 〃

ルへの変換利用

・はじめに　・石油の鉱床　・石油の探鉱

・石油の開発と生産　・石油の強制回収

14 石　　　　　　　油 ・海底石油の開発 〃

・はじめに　・石炭の成因と分類　・石炭の生

産と供給　・石油の利用技術の開発

15 石　　　　　　炭 〃
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・はじめに　・オイルサンド資源の埋蔵量

・オイルサンド鉱床の特性　・採収技術

16 オイ　ルサン　ド ・ビチュメンの精製
冨　永　博　夫

・はじめに　・オイルシェールの資源埋蔵量

⑫オイルシェールの性状　㊥採掘と乾留の技術

17 オイルシェー・ル ・精製プロセスと製品
〃

・日本は資源のない国ではない　。鉱物資源の

わが国の鉱物資源 輸入　。資源確保の方策

18 山　口　梅太郎
とその確保

・鉱床i探査の必要性　・山相学　。地質調査

・物理探査　。地化学探査　⑧試錐　・数理地

19 鉱物の探査と評価 質学の応用　・海外における探査 武　内　寿久禰

・合理的な開発

20 鉱山の開発　　① 山　口　梅太郎

・坑内採掘　㊤採鉱法　。坑内環境の整備

21 鉱山の開発　　⑪ 〃

・特殊な方法による鉱物資源の採取　・採掘作

業のロボット化

22 鉱山の開発　　伍） 〃

・鉱石の事前処理　・フルイ分けおよび分級

鉱石の処理　　（1）

23 井上　外志雄
一処理のフロー

一510一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・比重選別　・静電選別　・磁力選別　・色彩

鉱石の処理　　（皿） 選別

24 井上　外志雄
一物理的分離の原理と

方法

。浮遊選別

鉱石の処理　　（皿）

25
〃

一物理化学的分離の原

理と方法

。乾式製錬　・湿式製錬

鉱石の処理　　⑳
26

〃

一三　錬

・溶存鉱物資源　・陸上から海底へ連続する鉱

海から得られる鉱 床　・海底の堆積鉱床　・深海底熱水鉱床

27 山　口　梅太郎

物資源

・未利用資源　・低品位資源の開発　・自然工

未利用資源とリサ ネルギーの利用　・廃棄物利用　・リサイクル

28 ・再資源化の問題　・再資源化の技術
井　上　外志雄　　　、

イクル

・探査回報の処理　・鉱山開発とOR手法

資源開発における ・原料の配合とプラγトの自動制御

29
〃

情報処理

・資源開発に伴う自然環境の破壊　。資源利用

と環境保全との調和

30 資：源開発と環境問題 山　口　梅太郎
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　　　　　＝現代物理学1＝

〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　物理学は20世紀のはじめの30年間に大きく変った。それまでの、ニュートンの力学とマクスウェ

ルの電磁気学を二本の大黒柱とした古典物理学が、相対性理論と量子力学に席をゆずったのである。

この講義では、その必然性をしらべ、変革の深さを測って、現在の物理学の動きを見定めたい。探究

は依然つづいているのだから。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古典物理学の二本の大黒柱の一方をなした二

ユー gン力学の構造を復習する。それは、初期 江　沢　　　洋

1 力学的世界観
条件と力の法則、運動方程式の三つ組を骨とし

ﾄ未来を決定論的に予言する。一時は、これに
謔ﾁて宇宙の万象を運動に還元して捉えきるこ
ﾆができるとさえ思われたのだが？

　　　　　　’i学習院大学理学部教授）

第1回に引きつづき、古典物理学のもう一方
の大黒柱であったマクスウェルの電磁気学の構

2 電　磁場　と　光
造を復習する。ここでは、力学の主役であった

S子にかわって「場」が登場するが、初期条件
〃　．

と運動方程式から未来を決定するという論理は
変わらない。光も場の伝播である。

光の本性の追及から時間と空間の概念の根本
的な再検討が必要になり、相対性理’論が生みだ

3 相　対性理論
された。それは同時にマクスウェルの電磁場の
@則に潜んでいた美しい対称性をあらわにする

〃

ことであり、それを力学にも及ぼすとニュート
ンの法則を変革：することにもなった。

ニュー gンの力学は、けた別の面から、物質

4

電子の発見と物性

ﾌ電子論

の基本的構成要素の発見にともない構造の変革

�翌轤黷驍ｱとになる。はじめ電子があらゆる
ｨ質に共通な構成要素と知れたときにはその運
ｮを力学と電磁気学で解析すれば物質の電気的

〃

鰻光学的性質は理解できそうで……。”

物質の構成要素の発見は、新現象の発見に裏
打ちされながら進んだ。連鎖反応である。放射

5 放射能の発見
能の新らしさは次の3点に要約される：不変と
Mじられていた元素の壊変をともなうこと、真

〃

空放電や化学反応に比べてエネルギーが桁はず
れに高いこと、偶然事象であること。

放射能のもたらす高エネルギー粒子を物質に

6

原子核の発見と原

qの安定性

打ちこんで探針とし内部構造をさぐる研究が原
q核の発見に結実した。しかし、微小な原子核
�ﾍるか離れて電子がとりたこむという構造は、

ﾃ典物理学にしたがうかぎり安定に存在し得な

〃

い。これは物理学にとって難問だ。

物質が光を放出したり吸収したりする現象に
おいても古典物理学は窮地に追いこまれていた。

7 量　子の　発見
プランクは熱した物体のだす光の色の問題で光
ﾍエネルギーの定まった塊であると考えざるを

〃

得なくなり、マクスウェル理論との折り合いに
悩んだ。光は粒子なのだろうか？
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

原子の模型と対応

ｴ理

　アインシュタインは力学的振動のエネルギー
熾s連続だとして、固体比熱の謎を解いた。電
･気学と力学の両方に現われた古典物理学の限
Eを、ボーアは原子の模型に集約した。原子の
｢界は古典物理の世界と対立するが、互いの移
s関係にも注目せねばならない。

江沢　　　洋

i学習院大学理学部教授）

9 行列力学と波動力学

　ボーアの対応原理の数学的含意をハイゼンベ
泣Oは行列力学として取りだした。他方、シュ
戟[ディンガーは、波動と粒子の対立を物質粒
qにまで押し拡げたド・ブローイーの飛躍を数
w的に整備して波動力学を発見した。二人の主
｣は方法論上でも鋭く対立していた。

〃

10 量子力学的世界像

　行列力学と波動力学とは、見かけの相違にも

ｩかわらず、一つの体系の二つの異なる表現で
?驍ｱとがわかり、量子力学に統一された。そ
ﾌ世界像は、古典物理学におけるそれと根本的
ﾉちがっている。粒子は位置と速度の両方を同
桙ﾉもっことができず、波動は……。

〃

11

原子の構造と化学

牛

　量子力学によって、原子の構造は歯車仕掛け
ﾌ機械などと同じように：精密に計算：できるよう

ﾉなり、周期律をはじめとして諸性質の謎が解
ｯた。原子たちが互いに結合して分子を作る仕
gみもわかり、化学は物理学の翼下に入った。
｢まや分子の設計も可能である。

〃

12 物性物　理学

　電子と原子核が多数一一億の一億倍のその
ﾜた一億倍といった個数一一集まった系の物理
Iな振舞いも量子力学で計算し予言することが
ﾅきる。こうして、固体の電気的性質の理解が
iんだ。これがトランジスタの発明を生み、今
冾ﾌエレクトロニクスをつくった。

μ一＿

13 原子核の内部

　原子分子・固体の構造の解明に成功した量
q力学も原子核の内部には適用できないのでは
ﾈいかと思われた時期もある。その多くの謎も
瑞ｶ子の発見と中性微子の仮説で解けた。量子
ﾍ学は放射能の謎であった本質的偶然性を説明
ｵ、核種ごとの安定・不安定も解明。

〃

14 素粒子の世界

　原子核のベータ放射能の特徴的スペクトルか
迺?ｫ微子の存在が推論されたのに続いて、湯
?G樹は原子核をひとかたまりに結び合わせて
｢る力の特質から中間子の存在と性質を推論し、
ﾊ子物理学に新分野を開いた。今日では素粒子
ﾌ内部構造が議論されている。

〃

15 場　の　量子論

　量子力学は光と電子の相互作用の問題から始
ﾜったが、いまやその理論は相対性理論の要請

ﾉもあう形に美事に整備され、実験とも他に類
�ｩないくらいよく一致している。しかし、こ
ﾌ理論には本質：的な欠陥があり、それを克服す

髑ｽくの努力は未だ成功していない。

〃
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　　　　　＝現代物理学■’＝

〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　現代物理学1で得た量子力学的世界に対する理解を、より現代的な話題に即して深める。テレヴィ
放送を生かすため、最先端の研穽をしている実験室の訪問を多くしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 結　　　　　　晶

　物質は粒子の集まりだという認識が現代物理学の出発点である。それらの粒子は、原子なら

l径にして百億分の一メートル、原子核ならそ
ﾌ十万分の一、そんなに小さい粒子たちのこと
ｪどうしてわかったのか？　雪の結晶からはじめて考えを進めてみよう。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@黒　田　登志雄
@北大、教授
@低温研

2 電子と原子核の発見

　電子も原子核も、机の上にのる小さな手づく

閧ﾌ実験装置で発見された。しかも古典物理学

�?竄ﾂって／　どんな実験：とどんな論理がつ

ｩわれたのか振りかえって、これからの勉強の
ｫ場を固めよう。

江　沢　　　洋

3 光　の　本　　性

　光は波であるといわれ、また粒子であるとい

墲黷ﾄ、歴史上に争いが続いてきた。それを現

繧ﾌ眼で見たらどうなるか？　実験をしながら

lえる。

　江沢　　　洋

ﾀ験
@窪　田　健二
@お茶の水女子大
@助手　理・物理

4

電子に見る粒子性

ﾆ波動性

　電子も、しかるべく舞台を設定すれば波のよ
､な振舞いを見せてくれる。では、そのとき粒
qらしさはなくなってしまうのか？　最近、技
pが非常に進んで、位相のよくそろつた電子の
gがつくれるようになったので、美事な実験が
ｨ目にかけられると思う。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@外　村　　　彰
@日立　基礎研
@主任研究員

5 原子の量子力学

　原子の内部では電子の波動性が顕著に現われ

驕Bその理解に立つと、原子内部の電子たちを
?關l形のように自在に動かすことができる。

ｽとえば化学的に不活性といわれている柿ガマ
ﾌ原子も、そのなかの電子を操って化合させる
ｱとができるのだ、その実験。

　江　沢　　　洋

ﾀ験：

@小谷　正博
@学習院大教授
@理学部　化学教室

6 分　子の構…造

　原子たちの化学結合の仕組みを明らかにした
ｱとは量子力学の大きな成果の一つである。つ
ﾜり、分子のなかは量子力学の世界、そこをX
?笂d子線で見たらどう見えるのか、そこに見
ｦる姿は何をわれわれに語っているのか、コン
sューターの画像と対照して説明。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@飯　島　孝夫
@学習院大教授
@理学部　化学教室

7

量子力学的な運動

ﾆは　（1）

原子や分子の「定常状態」では、電子が運動
ｵていないわけではないが、それは見えない。
ﾊ子力学の世界にも運動があらわになる現象も
?驍ﾌで、それが特に顕著なものを取り上げて、コンピュ・一三ー・アニメーションで見ていただ

ｭ。まずは、トンネル効果など。

江　沢　　　洋

@　　oiコンピュータ・一
Aニメーション）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

量子力学的な運動

ﾆは　（2）

前回の続き。散乱、光の放出と吸収。
江　沢　　　洋

@　　oiコンピューターAニメーション）

9 固体の中の電子

　結晶のなかでは原子が規則的に、周期的に並
�ﾅいるので、そこを走る電子は周期的な力を
､ける。この場合、量子力学によると、電子は
ｴ子たちに散乱されることなしに直進すること
ｪできる。その様子から電気の良導体、半導体、

竕書ﾌの区別も生ずるのだ。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@森　垣　和　夫
@　（交渉中）

搆E研教授）

10 半　　　導　　体

　現代のエレクトロニクスは半導体の量子力学
Iな特質をフルに利用している。特に、強い電
黷�ｩけてその表面に電子たちを押しつけた系
iMOS素子）は、電子の密度を人が意のままに
ｧ御することのできる理想的な「実験室」であ
驕B基礎物理学から応用まで◎

　江沢　　　洋

ﾀ験
@川　路　紳治
i学習院大　教授理学部化学教室）

11 相　　　転　　　移

　固体や液体は、温度をゆっくり変えてゆくと
ﾌ積や電気伝導度など性質がなだらかに変化す
驕Bしかし、水が氷になるときのように、特別
ﾌ温度では性質がガラッと変わる。これが相転
ﾚである。そのとき原子の世界では何が起って
｢るのか？　アニメーションを混えて。

　斉　藤基彦
?ﾈ学晶晶鯉

q（凸版印刷）

12 極　　　低　　　温

　温度というのは、原子の世界のざわめきの指

Wである。温度を下げてφきながら原子たちの
ｴわめきの変化を聴いてみよう。そのとき電気
瘢Rなどの物性はどう変ってゆくか？　極低温
ﾉ達すると電気抵抗がストンと0になる。これ
ﾍ超伝導状態への相転移である。

　江　沢　　　洋

ﾀ験
@吉　広　和　夫

i霧技㈱合膝）

13 超　　　流　　　動

　極低で液体ヘリウムが相転移をおこし粘性を
ｸなう現象。そのとき、流体の常識に反するさ
ﾜざまの舞いが見られる。これらも、しかし、

ｿゃんと量子力学の法則にしたがい、起るべく
ｵて起っていることなのである。そうわかるま
ﾅには何十年もかかったのだが。

　江　沢　　　洋
ﾀ験：

@小林俊一
@（東大教授）
@池畑
@（東大助教授）
i理学部物理教室）

14 高エネルギー現象

　素粒子の内部構造や相互作用を研究するには、

ｻれらを高いエネルギーで衝突させて反応を見
驕Bエネルギーが高いほど微細な世界が見える
ﾆいうのが物質の波動性の帰結である。そのた
ﾟ年々、加速器が巨大化する。その実験の現場
ﾉ行ってみよう。

　江沢　　　洋

ﾀ験
@高　橋　嘉右
i高エネルギー物理研究所教授）

15 宇宙の成り立ち

　20世紀の物理学は原子から原子核の内部へ、

ｻして素粒子の構造へと極微にむかって進んで
ｫたが、核反応が星の進化と元素の生成に関わ

閨Aさらに最近では素粒子の対称性や反応が宇
?ﾌ始まりに関わることがわかって、極微が極
蛯ﾉ結びついた。

　江沢　　　洋

ﾀ験
C部宣男（難中）

i羅山回麓圃　杉本大一部（交渉中）（東大教授、教養学部）
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　　　　　＝物質の科学1＝

〔主任講師：田丸謙二（東京理科大学教授）〕

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

空気が気体として認識されてから、どのよう 朽　津　耕　三

1

空　　　気　　（1）

鼡C体の概念と発展一

にその実体が明らかにされて来たかの歴史を述べる。気体が原子や分子から形成されていると

｢う概念に到達した実験：的・理論的根拠を明確

ﾉする。理想気体、実在気体と臨界現象につい

（東大理・教授）

@　　or
ﾟ　藤　　　保

ての関連にもふれる。 （棄大理・助教授）

2

空　　　気　　（2）

齔ｬ分と性質一
@　　　　（その1）

　気体の巨視的な性質を示す状態方程式が、微
挙Iな性質から気体分子運動論を用いてどのよ
､に説明されるかについて述べる。気体粒子間
ﾉ相互作用が存在するとき、理想気体の状態方
�ｮがどのようになるかを示し、臨界現象など
�燒ｾする。

　朽　津　耕　三

i東大理・教授）

@　　　or
@近　藤　　　保
i東大　理・助教授）

空　　　気　　（3）

　空気の成分分子による発光、吸収スペクトル
�ﾜ現象などについて述べる。電波天文台によ
ﾁて観測された星間分子のスペクトルなどを示

朽　津　耕三
i東大理・教授）

3 す。このようなスペクトルを解析することによ
一回分と性質一
@　　　　（その2）

って、どのように分子の構造や内部状態が解明
ｳれるかを示す。このような解析の基礎となる
ﾊ子力学的な理論を平易に解説する。

　海　部　宣　男

i東大理・助教授）

空気中で一番重要な燃焼反応について、原子

4

空　　　気　　（4）

黷ｻの反応一

・分子の立場から説明する。
　土屋　荘　次

i東大教養・教授）

環境化学の立場から、光化学スモッグの発生

空　　　気　　（5） に関連した光化学反応の初期過程を考察する。

5 このような反応過程理解の基礎となる簡単な反 〃

一その反応一 応理論（あるいはモデル）について、平易に解

説する◎

6

空　　　　　　気

鼬ｻ在の進歩と将来一

　現在、これら分子の構造や反応の研究はどこ
ﾜで進んでいるか、最新の話題は何かについて
T観する。レーザー、分子線、質量分析器など
�pいた最新の研究例を紹介し、どのような方
?�､究しようとしているか、そのねらいなど
ﾉついて述べる。

　R。N．　Z　are（スタン

@フォード大・教授）
i無㍉㌦養）　土屋　荘　次（東大教養・教授）　近　藤　　　保（東大　　　理・助教授）

地球と宇宙における水の存在様式と量につい

存在状態と物性の て述べ、次に近代科学の発展とともに水に関す 田　隅　三　生

7 る知識とその利用がどのように進んできたかを

特徴 概説する。水が特殊な物性をもつ化合物である

ｱとを類縁化合物との対比から明らかにする。

（轟京大学理学灘）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水蒸気、水、氷の状態図とクラウジウスーク

8

状態図と水溶液の

ｫ質

ラペイロンの式、蒸気圧降下、沸点上昇、共沸、

ﾃ個点降下、寒剤、溶解度、電離、PH、移動
x、当量電導度などについて概説する。

田　隅　三　生

?梠蜉w理学灘）

自由分子としての水分子の分子構造とその決

定法、氷の結晶構造とその決定法、水分子の電

9 水分子と氷の構造 子構造と双極子モーメント、水素結合の本質に 〃

ついて述べる。重水についてもふれる。

液体としての水の構造とその研究法について

述べ、物性との関連性を考察する。粘性、表面

10 水の構造と界面現象 張力、単分子膜、ミセル形成、界面活性剤の作 〃

用などを概説する。

生体物質、とくにタンパク質と生体膜の構造

生体物質：とのかか と機能が水の存在とどのようにか玉わりあって

11 いるかを考察する。 〃

わりあい

結晶の構造、また結晶をつくっている分子の

食　　　塩　　（1） 構造はどのようにしてわかるかを食塩を例とし 小谷　正博
12 て説明する。波の回折の原理を学んだあと結晶

結晶構造をきめる によるX線の回折の実例を見る。 （学習院大理・教授）

結晶の中で原子や分子は静止しているわけで

13

食：　　塩　　（2）
はない。熱は物質の中で振動としてたくわえら
黷ﾄいるし、また音は物質のなかを波として伝
墲ﾁてゆく。このような振動やまた物体に力を

〃

弾性　と　振動 加えたときに起る弾性変形が原子間の力とどの

ように関係しているかを述べる。

食：塩は目に見える光に対しては透明であるが

14

食　　　塩　　（3）

�w　的　性質

ある波長の赤外線に対しては強い吸収を示す。

ﾜた食塩の屈折率は波長によって異る。光が物
ｿを通りぬけるときに起るこれらの現象がどの
謔､に物質の構造と結びつけて理解されるかを

〃

解説する。

食塩は化学工業における主要な原料の一つで
ソーダ灰、か性ソーダ、塩素などの無機薬品が 笛木　和　雄

15 ソーダと塩素
つくられ、ガラス製品、繊維製品、医薬品、な

ﾇの製造、上水道の減菌など広く利用されてい
驕Bソーダと塩素の製法と利用について説明す

（東京大学教授）

る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師．（所属・氏名）

16
白金の王一鉄

齠]　三論一

1）鉄は諸々の金属の中でも最も重要な位置を
閧ﾟる。の鉄の特徴を合金化、相変態、焼入
ｫ、加工性、集合組織、等で述べる。lD鉄と
|の定義。IV）鉄の結晶構造。　V）現代製鉄法の概要、鉄鉱石の還：元による銑鉄の製造と酸素

田　中　智　夫

?關ｻ鉄㈱エン
Wニアリング事
ﾆ部研究開発セ

精錬による鋼の製造法を簡単に述べる。 ンター所長

D鉄の塑性変形挙動と降伏強度、引張強度の

17

鉄　の　強　　度

齠Sの百面相一

定義◎iDクリープ弾度、疲労強度の概念。の理論強度と実際の材料強度との　離。IV）転位論の概要。転位モデルによるすべり変形。Zr津nck－R舩d源、部分転位と交叉すべり、多結晶

〃

体の構造と降伏のメカニズム、等を述べる。

D鉄合金の成り立ち。の状態図の熱力学と

18

鉄　　　合　　　金
状態図の読み方。の鉄一炭素2元状態図とその重要性。1V）相変態の；概要。拡散変態と非拡

U変態、特にマルチンサイト変態の特徴を述べ
〃

る。V）連続冷却変態図。④各種熱処理法。
vの　ミクロ組織と機械的性質の関係。

合金設計と製造プロセ・ス制御により機能性の

19

鋼の高機能性の代

¥例

高い鋼を作ることが出来る。D低温靱性の優
黷ｽ鋼一脆性破壊のメカニズムと低温靱性。
c形状記憶合金一周弾性マルチンサイトの利
p。の集合組織制御一（111）集合組織によ

〃

る深絞り用鋼とGoss方向による方向性珪素鋼。

有機化合物の中心元素である炭素原子の結合

炭　　　素　　（1） 様式をSP3、　SP2、　SP構成軌道について説明す 池　本　　　勲

20 る。これらの結合をもつ典型的な化合物、ダイ

一混成軌道一 ヤモンド、グラファイトの性質、興味ある点を
ﾆりあげる。

（東京都立大学・
搖w部教授）

炭　　　素　　（2）

　炭素一炭素の単結合および2重結合のまわりの内部回転について説明し、内部回転ポテシシ

21 一分子内部回転と回転

ﾙ性体、幾何異性三一

ヤルの形、ポテンシャル障壁の高さと回転異性
ﾌ、幾何異性体の存在との関係を明らかにする。

ｽ状分子、合成および天無高分子、生体高分子
の分子構造との関連にもふれる。

有機化合物の主な骨格は炭素と水素からでき
ているが、これに、酸素、窒素、硫黄、リンな 野　田　春　彦

22 有機化合物の多様性 どのいわゆるヘテロ原子が加わることにより、

^に有機化学の特徴である有機化合物の多種多
l性が実現できることを、原子団、官能基など
ﾌ概念によって系統的に説明する。

（放送大学教授）

c　隅　三　生
i東京大学教授）

右手型と左手型という、立体的・二二的な分

23

光学活性体の有機

ｻ学

子構造の差異によって生ずる光学異性体の世界
�A糖、アミノ酸、抗性物質など身近な例から
闕ﾞをとりあげて解説する。あわせて、分子模型の使い方、絶対配置の表示法、光学活性体の

?阨福ﾈどについても解説する。

武井　　　尚

i東京三業大学助　　教　　授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

炭水化物、タンパク質、アミノ酸、脂質、核

生体を構成する有 酸など、生物体を構成する主要物質の構造とそ 畑　　　辻　明

24 の役割を明らかにし、これらの物質に対する有

機化合物 機化学的な研究方法と、その成果および生命化 （東京工業大学教授）
学における今後の役割について展望する。

有機化学は．生命の合成能力に対する畏敬・

25

分　子　を　彫る あこがれ・挑戦というような気持が入り混って
ｭ展してきたが、近年において、独自の合成手
@の発展も著しい。多種多様な有機化合物をい
ｩに自在に合成できるようになったか、その最

向　山　光　昭

i東京大学教授）

新の手法と考え方を解説する。

繊維、プラスチヅク、ゴム等日常生活に欠か
せない材料として数多くの合成高分子物質が使 井　上　祥　平

26 高分子の特徴 われている。一方、核酸、タンパク質、多糖は

生物にとって必須の高分子物質である。これら
ﾌ用途、機能にとって高分子であることはどん

畷京大学工学斡

・な意：i義があるのかを考える。

高分子物質の性質の特徴の一一つは、熱的性質、

力学的性質、電気的性質などの物理的性質：にあ

27 高分子の構造と性質 り、これが用途の・基礎ともなっている。ここで

ﾍこれらの性質が高分子化合物の分子構造、お
〃

よび分子の集合体の構造とどのように関連して

いるかを考える。

高分子化合物はどのようにして合成するか、
その分子の大きさはどのような要因で決まるか、

28 高分子をつくる 分子の構造を制御するにはどんな方法があるか
�lえる。また実際の高分子材料をつくるに当

既一一

たって、フィルムや糸はどんな方法で成型・加
組するかについても触れる。

高分子の化学反応によってまったく新しい高
分子をつくり出したり、部分的反応によって性

29 高分子の反応
質を変化させたりすることができる。ここでは

uｪ子の化学反応の特徴とその応用に：ついて考
井　上〃祥　平

える。物理的性質の特徴と化学反応性を組合せ
た機能性高分子の例にも触れる。

田　丸　謙　二

30 ま　　　と　　　め
（東京理科大学教授）
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　　　　　　　　　　　　＝　脳　　と　行　動　　＝＝

　　　　　　　　　　〔主任講師：伊藤正男（東京大学教授）〕

全体のねらい

　脳の研究は・現代生物科学の極めて重要な課題の一つであり、その医学上の応用や人工知能開発へ

の波及効果に対する期待も大きい。この講座では、現在自然科学の手法を動員して行われている脳の

研究の成果をもとに・脳の構造とその働き方の仕組みを解説する。更に、脳と行動の関わりを考察し、

脳と心の問題に：言及する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

脳とは一体何であろうか。動物の行動に現わ
れるその複雑で精妙な働きは如何にして生まれ

1 脳　　の　働　　き るのであろうか。そして、どのようにして脳は 伊　藤　正　男
遂には我々の精神の担い手に：なるのであろうか。 （東京大学教授1
現代の自然科学はこれらの問いにどう答えるの
であろうか。

脳は膨大な数のニューロンから成っている。

ニューロンは電気信号を発生し、伝播させ、特

2 ニ　　ユ　　一・　　ロ　　ン
殊な化学物質を分泌して相互に情報を伝え合う。ニューロンとニューロンの間をつなぐシナプス

同　上

は脳の働きにとって最も重要な微細構造である。

多数のニューロンとその突起が集まって核と
呼ばれる集塊を作り、また、美麗な皮質構造を

3 脳　　の　構　　造 作る。脊髄、延髄小脳、橋、中脳、間脳、大
]と呼ばれる脳の各部分は、それぞれ特徴のあ 同　上

る構造をして訟り、脳の働きの上で違う役割を
分担している。

脳の働きのもっとも底辺にあるのが反射であ

る。われわれの日常行動には数多くの反射が含

4 反　　射　　　系 まれている。多数の反射をうまく組合わせて実 同　上
施する働きは脳に特有のものである。反射に診

ける信号の伝わ夢方を調べてみよう。

延髄より上位の中枢から脊髄へ山本もの下降
路が降りていぐ。これら下降路の信号は、自動

5 脊髄下降路 車のギアのように脊髄で行われている反射を活
ｮさせたり、停止したり、種類を切り換えたり

同　上

する働きがある。代表的な下降路の構造と作用
を調べる。

小脳は直接、あるいは脊髄下降路を介して間
接に反射系につながり、反射の働きを正確な、

6 小　　　　　　脳 円滑なものにする。環境状況に応じて反射を適
椏Iに：修正したり、多くの反射活動の協調をと 同　上

るのも小脳の役目であり、所謂運動学習の中枢
となっている。

大脳の深部にある幾つもの核の集合体で、運

動の自動的な制御の中枢である。これが病気で
7 大脳基底核 侵されると、いろいろな型の不随意運動が起つ 同　上

てぐる。大脳基底核は運動制御における自動的

な安定装置の役を担っているようである。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

皮膚、目、耳、鼻、舌で受けたいわゆる5感
の情報は神経信号に：変えられて上位の中枢へ送

8 感　　　覚　　　系 られる。脳はどのようにしてこれらの情報を分 伊　：藤　正　男

析し、われわれが身を置いている外界のイメー

ジを脳の中に作り出すのであろうか。

われわれは意のままに運動を行うことができ

るが、その仕組みはどうなっているのであろう

9 随　意　運　動 か。大脳の運動領野で生まれた司令信号が脊髄に 同　上

送られて運動を引き起す過程を分析してみる。

われわれの感情の根底に：あるのは、外界から

の刺激に対する生物学的：な価値判断である。益

10 情　　　　　　動 になるものは喜びを、害になるものは怒りや怖 同　上

れを引き起す。この価値判断機構は視床下部に

あり、大脳辺縁系に助けられて働くと思われる。

摂食、飲水、性行動など本能的な行動は情動

と密接な関係があり、大脳辺縁系、視床下部が

11 本　能　行　動 中枢として働く。視床下部を中心に：広がる報酬 同　上

系、罰系とよばれる脳の領域には行動の結果に

対して報酬が与えられたか否かの判断機構がある○

通常の睡眠はノンレム睡眠と呼ばれるがこれ

が時折レム睡眠と呼ばれる別の型に切り変わる。

12 睡眠　と覚醒 覚醒とこれら2型の睡眠のリズムが作り出され 同一上

る脳内の仕組みについて考えてみよう。合せて

脳内にある生物時計のはたらきを調べてみよう。

脳の記憶装置は、使い方によって信号の伝わ

り方が変化する可塑性シナプスにより作られて

13 記憶　と学習 いる。最近、幾つかの可塑性シナプスの働き方 同　上

が判ってきた。これらのシナプスが神経回路網

に組込まれて脳の学習機能が生まれる。

大脳皮質の感覚野、運動野の間を占める連合
野は動物が高等になるにつれて発達し、人間で

14 ・大脳連合野 は大脳表面積の大半を占めるに至る。ここに言 同　上
語野が生まれ、認識、思考、直観的判断、行動
のプログラミング、自我意識などの高次機能が
含まれる。

反射に始まって大脳連合野まで、脳の構造と

機能について一歩一歩登ってきたが、最後に「脳

15 脳　　　と　　心 と心」の問題を考えてみよう。われわれの心は 同　上

果して脳の働きとして最終的にとらえうるであ

ろうか。
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〔主任講師　木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　生物はさまざまな物質からできている。これらの物質の働きによって、生物の活動が支えられて

いる。この点をいくつかの例に：よって示し、これらの生体内物質の特徴的な性質と機能を説明し、生

化学の基礎的な内容を紹介する。特別な予備知識は必要ではないが、初歩的な化学の用語を理解でき

ることが望ましい◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生体に含まれる物質

　タンパク質、脂質、糖など、生物をつくり上

ｰている物質の主な特徴と構造について説明す

驕Bこれらの物質の構成成分であるアミノ酸、

怩ﾉついて解説し、それらが結合して高分子物

ｿどなることを取りあげる◎

　木原　弘二
i慶応義塾大学教授）

2
生体内の高分子物

ｿ

　タンパク質、核酸、多糖類について、その構

｢．とくに立体的な分子の形をとりあげて、こ

黷轤ﾌ物質の働きとの関係を説明する◎今後の

b題となる具体的な例について考える上で基礎

ﾆなる知識を述べる◎

野　田　春彦
i電気通信大学教授）

3 栄養のとりこみ

　食：物の形で体内に入った物質が消化され、化

w的な変化を受けて、身体の成分として組み入

黷轤黷ｽり、エネルギー源として分解されたり

ｵている◎これらの反応の説明を通して．酸素

ﾌ働きについて述べる◎

木　原弘　二

4
代　　謝一遺伝病（1）一一

　身体の中で起こっている化学的な変化は、す

ﾗて酵素の作用によって進行している。この酵

fに欠陥があると、その反応が進行しないため

ﾉ、さまざまな障害が生じる◎この酵素の欠陥

ｪ遺伝的に決定されている二三の例を紹介する◎

同　上

5 タンパク質の構造

　酵素の外にも、大切な働きをしているタンパ

N質が多数存在している◎ヘモグロビンは、酸

fを結合して運ぶタンパク質で、その遺伝的に

ﾙ常な形に変ったために：生じる障害の例として、

刹r赤血球貧血症について説明する。

同　上

6 呼吸のしくみ

　生物のさまざまな活動は、すべてエネルギーを
ﾁ費して進行している◎これらのエネルギーの源

�ﾍ、細胞内での糖と脂肪の酸化的分解によっ
ﾄ得られている。この分解過程は多数の酵素によ

髞ｽ応段階を経て進み、各段階での産物が、別
ﾌ物質の素材として利用される。

同　上

7 エネルギーの利用

　呼吸によって得られたエネルギーは、ATP
ﾌ形で、細胞のさまざまな活動に利用されてい

驕搓ﾗ胞内への物質の吸収、筋肉の収縮、神経

ﾉ論ける刺激の伝達などを例として、ATPの
Gネルギーが利用されているしくみを説明する。

丸　山　工　作

i千葉大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

タンパク質は、どの個体に澄いても、毎日合

成されている。このタンパク質合成反応のしく

8 タンパク質合成 みを説明し、遺伝子としてのDNAが、タンパ 木原弘二
ク質の構造、つまリアミノ酸の結合順序を決定

している点を紹介する◎

タンパク質はつねに合成されているが、すべ
ての種類のタンパク質が合成されているわけで

9 調　　　　　　節
はない◎状況に対応して、一定のタンパク質が
≒ｬされたり、合成が停止したりするしくみが

同　上

働いでいる◎この例を通して為調節といわれて
いる生体の働きの一面を紹介する◎

細胞が合成している物質には．細胞の構造に

10
脂　　質一一遺伝病②一

大切な糖や脂質があるが、これらの物質の分解

ｪ正常に進行しないために、早期に死亡したり

ｭ育異常を招くことがある。粘液多糖類蓄積症、

同　上

糖脂質蓄積症を紹介する◎

すべての生物界の有機物質は、もともと太陽か

11
生物界に聞ける元
fの循環

らの光のエネルギーを、植物が利用して、二酸化

Y素を糖に変える光合成反応にもとづいてつぐり

oされたものである。この反応と窒素化合物の生

同　上

物界での利用、分類の過程について述べる。

細胞は、核、ミトコンドリア、小胞体などさ

12 細胞と細胞膜
まざまな構造が含まれていて、それぞれ機能を

ｪ担している。これらの存在にとって、膜構造

ｪ基本的：なもので、膜の構造、その働きについ

長野　　　敬
i自治三三教授）

て紹介する。
ノ

タンパク質の構造を指定しているDNAは、

13 細胞の増殖と
cNAの複製

細胞の分裂とともに、、同一の分子が均等に子孫

ﾌ細胞に：伝えられてゆく、．このDNA分子が、

ｯ一の構造を維持して合成されていくしくみに：

木　原　弘　二

ついて解説する。

最近話題になっている遺伝子工学の現状を紹

介するとともに、遺伝子を意のままに組み換え

14 遺：伝子工学 たり、大腸菌で増殖させたりする技術を紹介し、 同　上

ヒトの遺伝子のDNAの構造がいくつかの例で
明らかにされていることを述べる。

全体のまとめとして、生命現象は、生物特有 ：木　原　弘　二

15 物質系としての生命

のタンパク質、DNAなどの物質の存在なしに
ﾍ考えられないこと、その機能の遂行κ必要な
Gネルギー、および情報の役割にもとづいてい
驍ｱとなどから、物質と生命の関係を改めて考

長野　　敬
?@田　春　彦

ﾛ　山　工　作

察する。 （対談）
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　　　　　　　　　＝生命のしくみ丑沼＝
　　　　　　　　　〔主任講師：木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　“生命のしぐみ一化学の立場1”で一通り学んだ点を基礎知識として、これらの知識の根拠を改

めて確ゆめ・また・補充発展させることを目的としている。主に、個々の独立した問題を取り上げて、

基礎的な紹介では触れることのできなかった点を検討し、現代の生化学が直面している問題を二．三

紹介する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

物質についての考え方をギリシャ時代から中

1 物質観と生命観
世、近代へと辿り、その間、生物の働きについ

ﾄ生命に特有な力やしぐみが考えられてきたこ

ﾆを紹介し、現代での考え方と対比させてみる。

木原　弘　二
i慶応義塾大学教授）

18世紀末ごろから、多数の有機化合物が発見

され確認されてきた019世紀初頭は、無機化合

2 有機化学の確立 物の研究が華々しい成果を挙げていた頃で、無 同　上
機物質と有機物質との区別が明確になり、その

後の生化学の発展の方向が確かめられていった。

尿酸は、精製され確認された有機化合物の最

初のものの一つである。この物質の血液中濃度
3 尿　酸と　痛風 が高いと、痛風の発作が診こる。ヒトという生 同　上

物に：特有の二つの事情が、この病気の起こるた

めの条件となっている点を解説する◎

私たちの健康な生活には、適量のビタミンを

摂取する必要があるが、ビタミンの必要性が明
4 ビ　タ　ミ　ン　C らかにされてきた研究の歴史は、物質を研究す 同　上

る上での考え方を教えている。ビタミンCを例

にして、この点を紹介する。

ビタミンCの欠乏で、もっとも影響を大きく

受けるのは、コラーゲンである。このタンパク
5 コ　ラ　一　ゲ　ン 質は、特殊なアミノ酸が含まれている点、アル 同　上

ファ・ラセン構造が主構造となっていない点な

ど、標準的なタンパク質と異なっている。

赤血球の表面には、さまざまな血液型を決定
している物質が存在している。血液型について

6 A：BO型物質 は、ABO型が最初に発見された（1801）。しか
ｵ、この型を決定している物質が確認されたの

同　上

は約半世紀後で、この例について糖指質の研究

を紹介する。

腎臓移植などの臓器移植の際に問題になるの

7
組織移植適：合性抗、

ｴ

は、移植片に対する拒絶反応である。この免疫

ｻ象には、白血球の細胞膜表面の抗原が関係し

ﾄいて、その抗原型はきわめて多数で、A、　B、

同　上

C、D、　DRの5群に分類されている。
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

8
タンパク質の細胞

熾ｪ解

　タンパク質は、赤血球などの場合のように：、

ﾗ胞全体として分解される場合の外にも、細胞

ﾌ内部で絶えず分解されている。細胞内タンパ

N質が分解される過程では、それぞれのタンパ

N質は異なった速さで分解され消失していぐ。

木　原　弘二

9 アンチ・トリプシン

　白血球の働きのためには、タンパク質を加水
ｪ解する酵素が必要であるが、その過剰な作用
�hぐために：血液中には、タンパク質分解酵素

�j害するタンパク質が存在していて、このタ
塔pク質の遺伝的変異型の人では肺気腫が起こ
閧竄ｷい。

同　上

10 酵素活性の調節

　酵素の活性は精妙なしぐみで調節されている。

ﾌでのグリコーゲンの分解と合成に関係してい

骰y素系と、窒素を含む化合物の合成の出発点

ﾆもいうべきグルタミン合成酵素を例として取

闖繧ｰる。

同　上

11 ホルモン放出因子

　ホルモンによるさまざまな身体のしぐみの調

ﾟについて、そのホルモンの産生が視床下部か

逡叝oされる別のペプチドに：よって支配されて

｢る。副腎皮質刺戟ホルモン（ACTH》の放
o因子などについて述べる○

同　上

12 水

　生物体の大部分は水である。水という物質は
ｫわめて特別な物質で、この特殊性が生物の示
ｷさまざまな現象の基盤となっている。そのた
ﾟ、水の補給は生命の維持に不可欠であり、こ
ﾌ点をきわだった形で示しているのが脱水症状
ﾅある。

同　上

13 ヘモグロビン遺伝子

　DNA分子を切断し、適切に結合し直す方法
�pいて、動物、とぐにヒトの遺伝子を純粋に

ｷることができるようになり、その構造を究明

ｷることが可能となった。ヘモグロビン遺伝子

�痰ﾆして、この分野の研究の現状を紹介する。

同　上

14 放射線の作用

　放射線の作用には、さまざまな型があるが、

cNA分子に対する影響が、もっとも詳細に研
?ｳれている。細胞には、生じたDNA分子の
ｹ傷を修復するしくみが具わっている。大腸菌
ﾆ、ヒトの培養細胞を利用して得られた成果を

ﾐ介する。

同　上

15 生命と　物質

　これまでの講義全体をふりかえって考察し、

ｨ質についての研究から、生命現象が究明され

ﾄきた成果をまとめて考察してみる。このこと

ﾍ、とりもな於さず、生命についての考えを改

ﾟて整理することになるであろう○

同　上
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集　団　遺　伝　学　＝

〔主任講師：松永　英（国立遺伝学研究所長　　　　　五條堀孝（国立遺伝学研究所））〕

全体のねらい
　集団遺伝学は、個体の集まりである集団を対象として、その遺伝的構成がどのような法則に：支配さ

れ、時とともにどのように変化していくかを追求する学問で、究極的には生物の進化機構の解明を目
的としている。この学問は現在、高度の数学的理論体系を軸として各種生物集団に澄ける観察結果
（とくに分子レベルの変異）の解析と理論の検証を行っている。本講義では、放送大学の趣旨にのっ

とり、集団遺伝学のあらましの一端をできるだけ平易に、そして入間とのかかわりを念頭に澄いて、
解妻 してゆきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

遺伝の基礎となる実態と概念一例えば遺伝子

1 遺伝の　基：礎
染色体、DNA等一を的確に把握させる。特に、

L核細胞のDNAにおける遺伝子の一般的構造
松　永　　　英

等ぐ分子レベルの知見を強調する。
（国立遺伝学研究所長）

遺伝子プールや遺伝子頻度の概念やバーディ・

2
任意交配集団と
@　　　　近親交配

ワインベルグの法則を理解させる。また、鰯切

ﾔ或いは遺伝子間の遺伝的近さを測る近縁係数：

站ﾟ交係数を紹介する。
同　上

分り易い実例を示しながら、量的形質とはど

んな形質かを理解させ、それに寄与するボリジ
3 量的形質の遺伝 一ンの意味を把握させる。また、量的形質の遺 同　上

伝率やしきいモデル等にも言及する◎

突然変異が遺伝的変異を起こす最も基本的な

機構であることを理解させ、いろいろなタイプ
4 突　　然　変　異 の突然変異があることを紹介する。特に、DN 五條堀　　　孝

Aレベルでの：最近の知見も示す。 （国立遺伝学研究所助手）

適応度の定義を理解させ、形質レベルに旧い

て如何に自然淘汰が働いているかを、工業暗化
5 自　然　淘　汰 等の例を上げて説明する。また、有名な淘汰モ 同　上

デルー超優生モデルや頻度依存型淘汰モデルー

を紹介し、その現実性を議論する。

集団内変異の保有機構をめぐるフィッシャー・

集団の変異1 ライト論争、そして蛋白質多型現象をめぐる中
6 一形態レベル蛋白 立説論争を紹介しながら、多型現象の生物的・ 同　上

質レベルー 進化的意味合いを議論する。

組み換えDNA技術等の進歩により、遺伝的

7
集団の変異皿
@　一D：NAレベルー

変異が直接DNAレベルで見れることを理解さ

ｹる。特に、制限酵素やDNA配列決定法を用 同　上
いた研究で、核内DNAやミトコンドリアDNA
の変異が多く発見されていることを示す。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1960年代に：始まった分子進化の研究が、蛋白

分子進化1 質のアミノ酸配列データの集積によって成功し

8 一年白質分子から 分子時計という有用な概念が出されて来た過程 五條堀　　　孝

みた進化一 を紹介する。

DNA配列決定法の改善に：より、この6一一7

分子進化H 年間に、DNA配列データが爆発的に増加した

9 一D：NA配列から 現実を踏まえ、アミノ酸配列データからでは分 同　上

みた進化一 ’からなかった新しい分子進化学的知見を紹介す

る。特に、多：重遺伝子族の進化の重要性を示す。

分子生物学上の最近の発見一例えば、偽似遣

分子進化皿 伝子や可動遺伝子など一の進化的意義を考察す
10

一分子進化と分子 る。また、遺伝子変換と協調的進化の関係とい 同　上

生物学一 つた最近の知見も紹介する。

ヒトの皮膚色話の例を上げながら、人種とい

うのがどのように分化し、そしてその分化がい

11 人種　の　分化 つ頃起ったかを議論する。その際、蛋白質多型 松　永　　　英
のデータを利用した根井の遺伝的距離という量

の有用性を紹介する。また、その分化と適応の
関係も考察する。

蒙古系人種としての日本人の遺伝的特徴を紹

日本人の遺伝的 介し、日本の近隣集団とどのくらい遺伝的に日

12 特徴1 本人が近いかを議論する。そして日本人の起源 同　上

一正常形質一 についても言及する。

日本入の遺伝的特徴を遺伝病理学的観点から

日本人の遺伝的 紹介する。また、近親婚に：よる先天奇形発生率

13
　　　　　　特徴皿
齔謫V奇形や遺伝病

等の最近の動向や国際結婚の増加等に注目しな

ｪら、日本人集団に：おける遺伝的構成の将来を
同　上

議論する。

組み換えDNA技術やDNA配列決定法の更

14 集団遺伝学におけ
ﾗこれからの問題

なる発展が予想される現在、集団遺伝学的に興

｡ある問題のうち、どれが解決可能で、どれが

s可能かを広範囲に議論する。
五條堀　　　孝

現代医療技術の目ざましい発達により、悪い
遺伝子をもつ個体が生残る。つまり『個体とし

15
遺伝学からみた
@　　人類の未来

ての利益と生物種としての利益Q矛盾』が今、

l類集団に問われている。遺伝学的知見が、こ 松　永　　　英

の原理的矛盾にどのような解決を与えることが
出来るかを、いろいろな角度から検討する。
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＝　動　物　の　行　動　＝

〔主任講師　河合雅雄（京都大学教授）〕

全体のねらい

　動物は単細胞のアメーバから、入間に近い類人猿まで、非常に：大きな拡がりをもっている。ここで

は動物の行動を系統と進化の軸にそってとらえてみる。そしてそのことを動物の生活や社会を背景に

して展開し、行動のメカニズムを探りながら、生命活動の具体的な表出としての行動の意味を考える。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の行動を、どのような立場でとらえるか 河合　雅　雄
についての基本路線を説明する。まず単細胞で （京都大学教授）

1 原生動物の行動 他の動物とはまったくちがった構造をもつ原生
動物がいかに巧みに行動するか、またそのしく 日　高　敏　隆
みは？について述べるq （京都大学教授）

チョウは異性や花を求めて飛び回る。彼等の
行動が澄こるしくみを実験と観察によって解析

2 昆虫　の　行動 しつつ、生得的行動解発機構（IRM）、リリーー
Tー、動機づけ、欲求行動など、動物行動学の

日　高　敏　隆

基本的知識を彼等の生活との結びつきの中で理
解する。

昆虫の中でもアリ、ハチ、シロアリはいわゆ
る社会を作って生活をする。この喫で社会ゐみの中

3， 社会性昆虫の行動 での彼等の行動は驚異的である。また、保護色

站[態はそれ自体が驚くべき現象であるが、行 同　上

動が組合わさってこそその効果が発揮される。

魚、両生i類、爬虫類の行動ではどのようなも

のがりリーサーになっているだろうか？いろい
4 鍵刺激のさまざま うな実験例をあげながら、斗争、採集、防御な 同　上

どの行動に：ついて、生得的行動解発機構の理解

を深める。

鳥の行動は巣作り、育児などが加わって、相

当に：多岐にわたっている。しかしそれらの行動

5 鳥の行動と刷りこみ も基本的には生得的解発機構に：よって澄こる。 同　上
ただし鳥類では、よく知られているとおり、刷

りこみというふしぎな現象がみられる。

哺乳類の行動の特徴のひとつに母子関係の緊

密さがあげられる。草食有蹄類ではそれがとく 河　合　雅雄
6 哺乳類の母子関係 に著しい。奈良公園のシカを中心に：それを観察

ｷる。また、攻撃とその抑制行動についても述

ﾗる。

　朝　日　　　稔
i兵庫医科大学教授）

肉食獣は餌をねらって生活せねばならない。
そのため同じ種の：なかでも対立する面と協力を

7 肉食獣の三食行動 必要とする面が生じる。また餌：を襲う行動にも 朝　日　　　稔
いろいろな型がみられる。また、攻撃とその抑
制行動について、肉食獣の特徴的行動をとりあ
げる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

嗅覚は重要な感覚で、多くの哺乳類は嗅覚に

たよって生きている。また、皮膚腺の分泌物や

8 嗅覚の　世界 尿などは通信手段ともなっている。いくつかの 朝　日　　　稔

例から更噸匂いづけ轟ゐ行動の意義を探ってみよう・

イヌの遠吠え、ゾウのトランペヅトなど、遠

距離通信に：用いられる鳴き声、さらにコウモリ

9 鳴き声と超音波 やイルカの超音波など、音の世界での哺乳類の 同　上

行動を調べる。

霊長類社会を成立させているいくつかの原理
のうち、主なるものとして順位制、血縁制、リ

10 霊長類の社会行動 一ダー制があげられる。そのことについてふれ
ﾁに順位制の問題をとりあげ、攻撃行動と社会

河　合　雅　雄

的調整行動、あいさつ、分配行動などを解析す
る。

霊長類の性行動、その発現と仰制機構、性関

11
霊長類の性と繁植

係、性周期子殺しについて述べ、インセヌト

i近親相姦）の問題ともあわせて種族維持行動 同　上

行動 としての性行動の意味を考える。

霊長類の特徴は、成長期間が長いことである。

12
霊長類の育児行動

ﾆ発達

例えば、チンパンジーは5歳まで母子関係は密

ﾚである。育児に関する母と子、他個体の行動

�q供の発達と関連してとらえる。

同　上

ニホンザルは37種の音声を使って診互いのコ

13
霊長類のコミュニ

ミユニケーションを行っている。その他多様な

g振りによるコミュニケーション活動もある・ 同　上

ケーション それらについて述べチンパンジーの言語習得の

問題にもふれる。

文化は従来人間だけに特有の現象とされてき

14
霊長類の文化的行

ｮ

たが、動物にもそれが見出されることがわかっ

ｽ。道具の使用と製作などを含めた文化行動を

ﾐ介し、文化とは何かという問題を考える・

同　上

三人の講師が各々の分担講義をもとにし、動

15
葛藤行動とだまし

物行動の見方、意味のさぐり方、個体維持と種

ﾛ持の関連性などについてのてい談をし、全体

河　合　雅雄

ｩ　日　　稔
行動 のまとめを行う。 日　高　敏　隆
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　　　＝植物の生理’＝
〔主任講師：増田芳雄（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい

　植物は動物と異り、自栄養（光合成）の機能をもって回り、これが地球上の全生物の生命を支えて

いる。また植物は環境要因に対応する能力を備えている。植物の形態形成と生理的機能は遺伝子のも

つプログラムに従って発現されるが、それは環境要因に：も強く影響される。このような植物に特徴的

な構造と機能の調節に：ついて、植物ホルモンの役割にもふれながら、主として個体の水準に旧いて解

説したい◎

（1）植物の体制と頂端分裂組織

（2）葉の役割　1気孔と水分経済

（3）葉の役割　H光合成一明反応

（4）葉の役割　盗光合成一暗反応C3　C4とCAM植物

（5）チッ素固定

⑥植物ホルモン

（7）器官相互作用と頂芽優勢

（8）屈性と運動

（9）細胞成長と細胞壁

⑩　分化と全能性

⑪植物と環境ストレス　1水、温度

⑫植物と環境ストレス　　翌傷害、徴生物

㈱　遺伝的性質と生理的機能

⑯　リズムと花成誘導

㈲光形態形成とフィトロクロム
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＝植物と菌の系統と進化（TV）＝

〔主任講師　西田　誠（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　植物と菌の起源と進化を生活史と比較形態学を通じて考察する。系統分類における形質についても

ふれる。植物については、特に陸上植物の進化の方向とその必然性を地質時代の環境との関連におい

て考えようとするものである。本講では菌は動・植物にてい解する第3の生物群として扱う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

藻類の分類と分類

`質

　紅藻・褐藻・緑藻は古い時代に分類された呼

ﾑ名であるが、色が違うと光合成産物や生殖細

Eの形態なども異ることがわかり、色による藻

ﾞの分i類は自然分類と評価されるようになった。

迫ﾞの分類形質は植物界全般にも適用できる。

千　原　光雄

i摯霧生物科）

2

紅藻と褐色の生活

ﾂ

　藻類の生活環の様式は多様である。紅藻には
Q世代型と3世代型があり、褐藻には同形世代
^、コケ型、シダ型、後世動物型がある。
ｮ物型の生活環をもつホンダリラ類は藻類の

?ﾅ最も高度に分化した体制をもち、陸上の高
剞A物に比較できる藻類である。

〃

3 緑藻の系統と生活環

　緑藻は、1．陸上植物に連なる系統群、2．淡水

ﾉ分布する緑藻、3．海に生育する系統群の3つ
ﾉ分類できる。生活環の様式は、1と2では単
褐^で、これはコケ型、シダ型の始原型と思わ
黷驕B3には同形世代型、コケ型、シダ型、後
ｶ動物型がある。

〃

4
植物の上陸1
ﾎ藻の細胞学

　現生植物の細胞構造や細胞器官の複製機構の
芒r研究（特に細胞分裂、核分裂の微細構造、
ﾚ毛装置構造など）によって浮び上ってきた祖
謔ﾌ植物像を紹介する。また、陸上に生育圏を
g大することができた条件を細胞レベルで解説
ｷる。

堀　　　輝　三

i三巴物科）

5
植物の上陸2

��ﾌ生理化学

　現生の緑色植物にみられる光合成を中心とし
ｽ物質代謝系の多様化が、それらの植物が出現
ｵたと推定される地球上の環境（酸素、二酸化
Y素濃度など）の変化に対しどのように適応し、
Gネルギー獲得様式を進化させてきたかを考察
ｷる。

猪　川　倫好

i筆遣生物科）

6

コ　ケ　と　シ　ダ

i造卵器植物）

　水中で単相で生活する緑藻や車軸藻から進化

ｵた緑色植物としてコケとシダをとらえる。水
?ｩら陸上へと生活圏をひろげる過程でおける
｢卵器の形成と退化、機械組織・フラボノイド
ﾌ発達、水の欠乏に対応する気孔や通道組織の

ｭ達などを解説する。

　水　島　うらら
i上野学園大学短期大学部教授）

i61年4月1日付の定）
@西　田　　　三
M大学理学部）

7 葉　の　進　　化

　テロム説による葉の進化を解説。ハナヤスリ
ﾈ（シダ類）の裸葉と実葉が示す葉の立体的構
ｬを大葉進化の中＝途段階に留るものとして理解

ｵ、茎頂と葉の形態形成様式から茎と葉のちが
｢を論じ、維管束植物の茎頂分裂組織の進化を

ﾐ介する。

今市　涼子
?蜉w農学部）西　田　　　誠（羅大学理学部）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

石炭統の種子化石から、テロムが大胞子のう

8
花　と　種子　1 を包み、珠皮となり、胚珠が成立する過程を推

_する。いっぽうシダ植物の前議子類からソテ
西　田　　　誠

種子の成立 ‘ツ系統と球果類系統へと進化したという推論を

ﾞ解剖学の上から考察する。
（藏大学理学部）

花は短縮したシュートであり、おしべは小胞 田　村　道　夫

9
花　と　種　子2 子葉、めしべは大胞子葉であるとするゲーテの

ﾏ態論にはじまり、ゴノフィル説による花の器
艦大学理学部）

花の構成 官学的解釈までを紹介する。いっぽう、花の原
^を地質：時代のソテツ類、針葉樹類に探り、花々二系列のあることを紹介する。 西　田　　　誠

i羅大学理学部）

心皮（大胞子葉）が胚珠包んでめしべを形成

10 被　　　子　　　性

するのが被子植物の特徴である。その前ぶれは
㍽q植物に見られる。被子性は種子の保護ど散布に役立っ。いっぽう、心皮説では説明困難な 田　村　道夫

めしべの解釈についてはブノフィル説がある。 （纒大学騨部）

被子植物の生殖細胞の行動の特徴は、1．精核

11 重　複　受　　精

（精子）が花粉管により胚珠まで送られること。2．2個の尤核のうち、1つは卵核と合体して胚

�ﾂくり、他は極核と合体して内胚乳をつくる

山　下　貴句

ことである。これらの発生学的性質を裸子植物
ﾆ対比させて説明する。

（お茶の水女子大学理学部助教授）

菌は動物界・植物界に対応する菌界の生物で

12 菌の形質と分類（1）

ある。これは生物群の系統進化の考察の結果で
?驍ｪ、その考察は後に行うことにしてここで
ﾍやず、菌界に二つの亜界一原核菌亜界（細

寺　川　博　典

菌の仲間）と真核菌亜聖（かび・きのこの仲間）があることを述べる。 （謡講科大）

次に、原核菌亜界の分類上重要な形質と分類
群5門について述べ、従来の一般的分類法との

13 菌の形質と分類（2）
比較を行う。さらに、真核菌漫事に含まれる菌の重要な形質と分類9門について述べ、それぞ

〃

れの特徴に基づいて、従来の系統進化の考え方
との比較を行う。

従来、菌は下等植物とされるカ＼または真核
菌類を動物界・植物界に対する菌類界として原

14 菌の系統進化 核菌類は別丁に含められた。しかし菌の起原と
i化を考察すると、原核菌類と真核菌類とは一

〃

界をなすものであり、生物界は動・植・菌の三
界からなる（生物三元論）

15 ま　　　と　　　め

1．藻類と菌類

@いわゆる二毛菌と褐色鞭毛藻類、菌類と藻
ﾞをめぐって

　寺　川　博　典（東医歯大名誉教授）　千原　光　　　　　　雄（筑波大生物科学系）

2．被子植物の起源をめぐって 田　村　道夫
i神戸大　・　　　　　　理）

西　田　　　　　　誠

i千葉大　・　理）

一532一



＝動物の進化＝
〔主任講師：丸山工作（千葉大学教授）〕

、全体のねらい

　生物の進化の経過、その多様性、その仕組みについて現在の生物科学がどのようにみているをを各

専門家を通じて解説する。とりわけ、分子進化論の最近の進歩は、生物進化に新しい見地をひろげて

おり、ヒトの由来についても考えなおさせている。ごく基本から、新知見にいたるユニークなシリー

ズ。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の進化の概論

丸　山工　作
1 生物の進化とは （千葉大学教授）

ダーウィンの進化論を育くませた原点一ガラ

パゴス諸島のさまざまな動物相について映像を
八　杉　龍　一

2 ガラパ、ゴスの動物相 通じて述べる。

（科学史　家）

生命の起源についていろいろな考え方と実験

的アプローチを紹介する。
野　田　春　彦

3 生命　の　起源 （放送大学教授）

生命を荷なっている物質一DNA、　RNA、タ
ンパク質の分子進化から、生物進化を論じた中 木村　資　生

4 中立分子進化説 立分子進化説の提唱者自身が解説する。
（遣伝学研究所教授）

分子進化にもとづいて、動・植物のたどって

分子進化からみた たき系統を論ずる。 堀　　　　　寛

5

系統樹
（名古屋大学助手）

さまざまな動物の系統樹について、最新の知

見にもとづいてわかりやすく述べる。 蒲生　重　男
6 動物の系統樹 （横浜国立大学教授）

ミトコンドリアや葉緑体の起源について、単

なる説ではなく、現存の移行過程についての実
石川　　統

7 細胞器官の起源 験例にふれながら述べる。
（東京大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 種　の　分　　化

　200万種にのぼるといわれる種はどのように

ｵて分化してきたのか、化石などの証拠をもと

ﾉして解説する。 浜　田　隆　士

i東京大学教授）

9 行動　の　進化

　多様な動物の行動の進化を要領よくまとめて

_ずる。
　日　高　敏　隆

i京都大学教授）

10 原　生　動　　物

　たった1個の細胞で生活する原生動物の生活
jを述べる。

内　藤　　　豊

i筑波大学教授）

11 無脊椎動物

　主として洞穴動物を例にとって、環境への適

桙ﾉついて述べる。
上　野　俊　一一

i国立博物館室長）

12 脊　椎　動　　物

　骨の形態の進化を通じて、サカナからヒトへ

ﾌ道をたどる。
養　老　孟　司

i東京大学教授）

13 ヒトの進化（1）

　ヒトの由来を主として化石や形態比較を通じ

ﾄ述べる。
埴　原　和　郎

i東京大学教授）

14 ヒトの進化②

　ヒトの由来を遺伝子進化から最新のデータか

逖_ずる。
　長谷川　政　美

i統計学研究所室長）

15 生物進化を論ずる

いままでの講義内容をもとにして、進化をど

､理解するかを論じて、しめくくる。
野　田　春　彦

i放送大学教授）

ﾛ　山　工　作
i千葉大学教授）
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＝統　計　学　特　論＝

〔三三薯木繁欝繍醤撫・主幹）〕

全体のねらい
　この特論では、統計学の基礎に瞬いて極めて肝要な意味を持つ情報量規準の理論をとりあげ・統計

モデルの選択という基本的問題と関係付けて話を進める。もう一つは、実際問題に曳いて今日要請の

高い統計的社会調査法の理論と応用の問題をとりあげることにした。両者は一見異るが思想的に相通

ずるものがある。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　　　　　　　　　　　　　、謔P部　情報量規準と統計モデル

1
情報の抽出と統計

cfル

　統計学で利用される確率的構造は、データから
K要な情報を抽出する方法を作り出すための統計
cfルである場合が多い。統計モデルのこのよう
ﾈ用い方を事例によって解説する。これに関連し
ﾄ尤度ならびに最尤法の概念について説明する。

赤　池　弘　次
i統計数理研究所
ｳ授、主幹）

2
統計的検定とモデ
求¢I択

　統計的検定については種：々の誤解があり、概念

繧ﾌ混乱が見られる。データに基づいて特定の統
vモデルを選択する問題との関係を調べることに
謔ﾁて、統計的検定の困難点を明らかに：する・特

ﾉ尤度比検定について論じる。

同　　　上

3
エントロピーと情

�ﾊ

　熱力学的エントロピー概念の確率論的考察を行

ﾈったボルツマンの業績を紹介し、これが確率分

zの間の隔たりの自然な尺度としての晴報量概念

ﾌ本質を明らかにするものであることを述べる。

ｱれと尤度概念との関係について解説する。

同　　　上

4
モデル選択と情報

ﾊ規準AIC

情報量を用いた統計モデルとデータとの適合度

�ｪるために、情報量規準AICが導入された・
`ICの基礎にある考え方を説明し事例によって
ｻの実用性を示す。特に検定によるモデル選択と

ﾌ対比を通じてAICの特色を明らかにする。

同　　　上

5
ベイズモデルとそ
ﾌ応用

　未知のパラメータに対して先験：分布とよばれる

m率分布を想定する統計モデルがベイズモデルと
謔ﾎれる。このようなモデルに基づく推論の特長
�﨣�ﾊを用いて明らかにする。特に、尤度概念
ﾌ適用によって実用的なデータ処理法が得られる

ｱとを示す。

同　　　上

第2部　統計的社会調査法

6 標本調査法の発展1

　「確率論・統計学」に旧いて標本抽出理論の基
{を述べたが、ここでは通常用いられるシステマ
eィック標本抽出、多相抽出法、比推定法　不等
m率抽出法、エリア抽出法の問題について述べ、
ｳらにパネル調査、標本ローテーシ．ンに関する
薄竭閧�qべる。

林　　知己夫
i放送大学教授）

7 標本調査法の発展皿

　よく利用される全国規模の層別二段抽出による
W本調査を例にとり達成精度の計算および地域抽
o法による実績精度の計算例をのべる。さらに面
ﾚ調査、自記式調査、電話調査等各調査方式の特
F澄よび利用可能な補助資料に応じた標；本調査計
謔�?ﾌ的に説明する。

鈴木達三
i統計数理研究所
ｳ授、主幹）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
調査文作成と調査
[の構成

　調査目的に沿った：質問文作成と調査票の構成について標本設計、調査誤差の問題利用可能なデータ解析の諸技法、分析に傾ける考え型置をふま

ｦて説明する。以下の時系列比較、国際比較方法
_に鋤いてのべる調査等を具体例としてとり上げ
燒ｾする。

鈴　木　達　三

9
調査に画ける誤差
ﾌ諸問題 林　　知己夫

10 回答誤差のモデル化

　調査実施過程に若ける誤差のうち、回答：者に関

Aするものを具体的に述べ、さらに回答結果の信

叶ｫについて考える。個人の回答4）不確定性をど

ﾌように考えるかいくつかのモデルについて述べ
驕B

鈴　木　達　三・

11 データ構造と統計
I推論

　得られたデータの性格をまず把握することの暗

ﾘ性を説溶する。つぎに　多次元的データの関連
ｫを通して、、データ構造をさぐり出す方法につい

Z述べ、これから統計的推論をどのように導き出

ｷかを説明する。

林　　知己夫、

12 時系列比較方法論1

　継続データは時系列変動をみることによって事

ﾆの兆候を鋭敏に示すものであるので、ゼのよう

ﾉしてこれを探り出すかを説明する。これは、マ

Nロ的な見方に基くことが適切なこともあるし、

~クロ的な構造を通して見ることが有効なこともある。

同　　　上

13 時系列比較方法論皿

　継続調査データを実際に分析することによって
ﾂ別の調査データでは分らなかったことが具体的
ﾉ示される。マクロ的な見方の例として、時系列
秩Aコウホート分析をとり上げ、ミクロ的な見
福ﾆして質問項目の相互関連分析の例をとり上げて説明する。

鈴　四達　三

14 国際比較方法論1

　ここでの国際比較としては、統計的調査による

ﾓ識の国際比較の問題をとりあげる。標本抽出の
菇@、：質問文の作成のあり方、マクロ的なデータ

ｪ析の効用と限界、考えの筋道の比較の重要性な

ﾇについて説明する。

林　　知己夫噌

15 国際比較方法論丑

　国際比較調査に旧いては、国内調査では目立た
ﾈい技術的な点も重大な問題となる。また具体的
ﾈ分析手法も慎重な取扱いが必要となる。これら
ﾌ点を実施例に則して具体的に説明し　分析にと
闖繧ｰる質問の組合せを選択することにより分析
級ﾊの有用性が高まることを示す。

鈴　木　達三
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＝＝

〔主任講師：林知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　データによる現象解析法をデータ解析法と名付ける。どのようにデータをとり、どのようにデータ

を解析して情報を取り出すかの方法を言う。これは、データを解析するための基礎的な考え方の上に

構築される数理的方法である。データを取得する方法は別に講義があり、ここでは、データを解析す

る方法、特に数量化について述べる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

以下の講義…では、統計学の基礎的知識を前提

とする。こ¢）講義の学習の仕方について説明す

1 データとは何か
る。

fータとは何か○これは単なる数字の羅列で

林　　　知己夫

i放送大学教授）

はなく、それが出現した背景が：重要である。こ

うした点について述べる。

データ解析では、データを基にさぐりながら

情報をつかみ出すことが大事で、このためには、

2 グラフ化の重要性 デーやタをグラフ化していくことが基本である。 同　上

こうしたことに関連した考え方や方法について

の基本を説明する。

データは究極的には数量によって表現される。

3
データにお・ける
ｿと量

しかし、測定や計測によって得られる標識には、

ﾂまり「なま」の測定はぐ数量である場合と質

Iな分類である場合とがある。これらについて

同　上

の性格を述べる。

データ間の関連性の最も単純なものを説明す

る。質的データの場合の関連性、数量的データ

4 相関について の関連性。この特殊な場合で重要なものが相関 同　上

係数で、これについて説明し、さらに相関の諸

相について言及する。

多数の変量の間の関係をみるものとして、重

相関関係がある。まず、重相関関係数の意：味に：

5 重相関関係について ついて説明し、新しい概念である偏相関係数に 同　上

ついて説明する。ここで、多次元的なデータ処

理の考え方を習熟させるようにする。

一次元におけるデータの散らばりを表わナ分散

6
多次元空間におげる

ｪ散

から出発し、多次元空間に於けるデータの散ら

ﾎりを表わす一般化分散に言及し、この意味に

ﾂいて説明する。

同　上

判別とは何か、について説明し、これを表現

7
判別の測度について
P

するための測度を説明する。それぞれの測度の

烽ﾂ意味や特色について説明する。判別の概念

ﾆ距離の概念との関連性について説明する。

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

前講の続き。

8
判別の測度について
M 林　　　知己夫

多次元データを分析するに際して、ユークリ

ッドの距離、一般化分散の特色に基づいて、ど

9 距離と一般化分散 う使い分けていくのが適切かについて説明する。 同　上

以上の基本を踏まえて多次元データ分析の方

10
多次元データ分析

ﾌ重要性

法に進むが、ここで多次元分析が、いかに現象

�ﾍに対して重要な意味をもつかについて説明

ｷる。
同　上

多次元データ分析の方法を説明する前に、測

定誤差がデータ分析に対して与える影響につい

11 測定誤差の意味1 て述べる○まず、測定したものが数量である場 同　上

合について説明する。

前講の続きで、測定が質的なもの、カテゴリ

12 測定誤差の意味丑
一反応として表現されるのでカテゴリカル・データというが、この場合についての測定誤差の

同　上

問題を取扱う。

データ解析に於ける数量化の位置について説

13
データ解析附ける
迫ﾊ化

明する。その前に数量化とは何か、その発生について述べる。これがデータ解析の基本理念で

?驍ｱとを説明する○数量化の基本が理解でき
同　上

ればその考え方で各種のデータ解析が可能とな
る。

数量化に澄ける測定・h計測したことの表現と

14 数量化の基本概念
基本的二つの立場について説明する。こうした

ｱとが、数量化を超えて広い意味のデー．タ解析 同　上

の基本となっていることを示す。

数量化1類と呼ばれる方法で、これについて
外的基準が数量で 詳細に説明する。これは、形式的には、重相関

15 ある場合の数量化
P

関係の拡張となっている。 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前講の続き。

外的基準が数量で

16 ある場合の数量化 林　　　知己夫

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●O的基準が分類である場合の数量化を説明す

17

外的基準が分類で
?髀鼾№ﾌ数量化
@　　　　　　　　1

る。数量：化皿類と呼ばれ、形式的には線型判別

ﾖ数の拡張となっている。 同　上

前講の続き。

18

外的基準が分類で
?髀鼾№ﾌ数量化

同　上

H

外的基準のない場合の数量化の一つであるパ

19

外的基準のない場
№ﾌ数量化、パタ

タン分類の数量化、数量化m類と呼ばれる方法

ﾉついて説明する。どうしてこの方法が発生し
同　上

ン分類の数量化1 たかについて説明する。

この数理的構造について説明し、解り易いモ

20
パタン分類の数量化

@　　　　　　　1【

デルについてその解釈を示す。
同　上　邑、

種々の応用法について説明する。

21
パタン分類の数量化

@　　　　　　　皿
同　上

二つのものの問の関係が数量で示されている

外的基準のない場 が厳格な意味でメトリカルでない場合の数量化

22 合の数量化、 の方法である〇二つのものの間の関係を基にす 同　上

eij型の数量化1 る諸方法のなかで位置付けて説明する。この場

合、関係は親近性、非親近性を表わすものとする。

理論的構造と応用法について説明する。さら

に、これを発展的に応用した例について述べる。

23 eij型の数量化II： 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

一対比較法の諸方法の説明とガットマンによ

る一対比較法の数量化について述べる。数量化

24 一対比較法の数量化 の方法発展の礎となった考え方を中心に：据えて 林　　　知己夫
説明する。

一対比較法では矛盾がよぐ於こるoA＞B、

25
一対比較法に影ける

@　矛盾と数量化

・B＞C、しかしA＜Cという関係である。＞は
謔闕Dましい、好ましぐないという事を示す。

ｱの従来の取扱いと、数量化による別角度から
同　上

の取扱いを述べる。

二つのものの間の関係を基にして、要素の空
多次元尺度解析法 間寿命置付けを求める方法で、ei5型数量化と関

26 MDS（Multi一 係が深い〇二つのものの関係が、親近性、或は ．同　上

Dimensional 非親近性をあらわす順位もしくは順位6ついた

Sc＆1ing）1 分類で表現されている場合について述べる。

二つのものの間の関係表現が、単なる分類、

いわゆる名義尺度である場合について述べる。
27 M　D　S・　皿 ・伺上

三つの要素の間の関係が数量であらわされて

28 三つの要素の間の
ﾖ係に基づく数量化

いるが、厳格な意味でメトリカルでない場合の，

迫ﾊ化について述べる。これはei5型数量化の 同　上

拡張となる。

三つの要素の間の関係が数量で表わされてい
る場合のデータ解析法としてタッカーの三相因

29 PARA：FACモデル 子分析があるが、これは二つのものの間の関係 同　上
に帰着し、本質的なものではない。ここでは、

Paralle1：Factor　Analy6is（PARA：FAC）に：
ついて述べる。

分類は科学に：澄ける最初の重要な操作である。

分類を通しての情報抽出は不可欠の考え方であ
30 分i類とクラスター化 る。このための統計的方法としてのデータに基 同　上

つくクラスター化による分類について述べる。

但し、これは外的基準のない場合の方法である。
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＝数値計算：とデータ処理＝

〔主任講師　石田正次（統計数理研究所第4研究部長）〕

全体のねらい

　まずプログラミング言語BASICを用いて数値計算の基本的：な手法を習得する。次に最小二乗法を

中心に、相関、曲線の当てはめ、移動平均＝など実用的な問題の計算法を学習する。最後は大型コンピ

ュー ^によるファイル処理の初歩をPL／1を用いて練習する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師、（所属・氏名）

古い数表やいろいろの計算器具を示しながら

数値計算の歴史を簡単に述べる。次に現在使用 石　田　正　次

1 数値計算と計算機 されている各種のコンピュータを紹介し、その． （統計数理研究所

構造を説明する◎ 教授）

BACIC、　FORTRAN竃A：LGOL、PASCAL
COBOL、　PL／1、　APLIなどいろいろ：な．プログ

《 2 プログラミング言語 ラミング言語の特色を簡単な実例で説明する。 同　　上・　　　　　　ま｛

》

マイクロ・・コンピゴータ（FM〒一7）を使っ

BACICの てプログラミング言語BASICの説明をする。

3 PRINT命令、計算式など。 洞　　上
基本（1）

｛

3

BASICの文法とプログラムの基本的な型の

BACICの
説明をする。

4 同　一上
基本（2）

BAS　ICの説明、　FOR文と合計の計算など。

BACICの5 同　　上
基本（3）

逐次近似法の話。算：術平均と幾時平均の関係

を使って逐次近似法により平方根の計算：をする。

6 数値計算の基本（1） 同　　上

級数転回による関数の近似。マクローリンの

級数を使って円周年の計算をする。

7 数値計算の基本（2） 同　　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数値積分。台形式とシンプソン式。円の面積
の計算をする。

8 数値計算の基本（3） 石　田　正　次

BASICに組み込まれている各種の関数の説
明。三角関数、対数関数、乱数など。

9 数値計算の基本（4） 計算精度と計算スピードの話。 同　　上

消去法による連立一次方程式の計算プログラ

ムを作る。

10 数値計算の基本（5） 同　　上

最小二乗法の考え方。最小二乗法による平均
と分散の意味づけ。

11 最小二乗法α） 同　　上

直線の当てはめの話。回帰直線と相関係数）

12 最小二乗法② 同　　上

回帰直線のまわりの分散と相関係数の関係。

13 最小二乗法（3） 同　　上

曲線の当てはめ。多項式を当てはめるプログ

ラムを作る。

14 最小二乗法④ 同　　上

直線の当てはめと単純移動平均。曲線の当て

はめと加重移動平均。曲線のスムージング。

15 移動平均（1） 同’上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当1 u師i所属・氏名）

時系列データの分析。周期性と自己相関係数、

コレログラム。

16 移動平均（2） 石　田　正　次

差分でみた多項式と指数関数の性質。

17 差　　　分　　（1） 同　　上

差分方程式による生長のモデル。

18 差　　　分　　（2） 同　　上

測定と誤差の話。系統誤差と偶然誤差。
●

19 偶然性の処理（1） 同　　上

偶然の性質と確率論。分布。中央極限定理。

20 偶然性の処理（2） 同　　上

確率モデルと乱数の話。

21 偶然性の処理（3） 同　　上

BACICからPL／1へ。　p：L／1での基本的

な約束。BASICとPL／1との類似点と相異点。

22 ’P：L／1　　　（1） 同　　上

P：L／1によるプログラミングの練習。

23 P：L／1　　　（2） 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

PL／1によるプログラミングの練習。

24 PL／1　　　（3） 石　田　正　次

@　　　　　畳

大量データの処理。データ・ファイルの種類。
一一“

Aータ・プアイル データ。ファイルを使ったプログラム。

25
の話

同　　上　　　　　’

アンケート調査の集計。単純集計と多重集計。

26 集計と作表（1） 同　　上㌃

ファイルの事前処理。数値データと文字デー
タ。

27 集計と作表（2） 同　　上

実際のデータ・フフイルを使った集計のプロ

グラム。

28 集計と作表（3） 同　．上

東京（日本）、ナンシー（フランス）、フラ

イブルグ（ドイソ）の三つの調査結果を使って

29 集計と作表（4） の国際比較。 同　　噛上

これまでの回議のまとめ。これからの勉強の
進め方。

30 ま　　　と　　　め 同　　上
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放送大学放送番組と印刷教材三章との対応一覧

印刷教材題名 放送番組

1章　数値計算と計算機 第1回　数値計算と計算機

2章　プログラミング言語 第2回　プログラミング言語

3章　　BASICプログラミングの練習

第3回　BASICの基本（1）

謔S回　BASICの基本（2）

謔T回　BASICの基本（3）

4章　逐次近似法 第6回　数値計算の基本（1）

5章　級数による関数の近似 第7回　数値計算の基本（2）

6章　数値積分 第8・回　数値計算：の基本（3）

7章　関　　数 第9回　数値計算の基本（4）

8章　最大最小と並べ換え

X章　連立1次方程式
第10回数値計算：の基本（5）

10章　平均と分散 第11回最小二乗法（1）

11章　直線の当てはめ

@　　回帰直線と相関係数
P2章　曲線の当てはめ

第12回最小二乗法（2）

謔P3回最小二乗法（3）

謔P4回最小二乗法（4）

13章　　自己相関係数と移動平均
第15回移動平均（1）

謔P6回移動平均（2）

14章　差分と差分方程式
第17回差分（1）

謔P8回差分（2γ

15章　分　布
P6章　誤　差

第19回偶然性の処理（1）

謔Q0回偶然性の処理（2）

謔Q1回偶然性の処理（3）

17章　P：L／1入門

第22回PL／1（1）
謔Q3回P：L／1（2）

謔Q4回PL／1（3）

18章　PL／1によるプログラム例
第25回データ・ファイルの話
謔Q6回集計と作表（1）

19章　集計と作表

第27回集計と作表②
謔Q8回集計と作表③
謔Q9回集計と作表（4）

20章　数値計算雑題 第30回まとめ
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　　　　　＝・現代数学三論1＝

〔主任講師：吉田夏彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

数学の性格を統一的にとらえるやりかたの一つに、論理の基本概念と集合論の基本概念だけをもと

にし・他のすべての数学的な概念を、次々と定義していくというのがある。このやりかたを知っても

らうことを目的とする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数学と論理学とがともに古代ギリシャに発す

る学問であることをのぺ、論理の基本概念と集 吉　田　夏　彦

1 は　　じ　め　　に 合の概念とが、ともに：、日常生活でつかわれて

｢ることばに内在している、ごく親しみやすい

烽ﾌであることをも示す。

東京工業大学教
i授・放送大学容）　教授

命題論理の推論の形式とトートロジについて
のべる。

2 命　題　論　　理 〃

述語論理への橋渡として、テーマにかかげた

三つの概念について説明する。

3 関係と変項と全称 〃

述語論理の推論の形式について解説する。

4 述語論理の推論1。 〃

4のつづき。

5 述語論理の推論2。 〃

メタ理論と対象理論との区別、および公理論

の性格についてのべる。

6 メタ理論と公理論 〃

モデルの概念について説明する。

7 モ　　　デ　　　ル 〃
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

完全性定理について解説する。
吉　田　夏　彦

8 完全性　定理 東京工業大学教
i授・放送大学容）員教授

一・Kの述語論理によって形式化される自然数

論についてのべる。

9 一・ Kの自然数論 〃

矛盾についてのべ、集合論の公理化の必要に

ついてのべる。

10 矛　　　　　　盾 〃

不完全性定理と、その数学の基礎論への影響

証明論と不完全性 についてのべる。

11 〃

定理

集合論の公理系のいくつかを紹介し、ZFS
集合論の基礎についてのべる。

12 公理的集合合論 〃＿

位相空間法や、簡単な代数系などを例にとつ

て、構造の概念について解説する。

13 数学的　構造 〃

順序数、自然数、整数の概念がどのようにし

て定義されるかをのべる。

14 数　の　概　　念 〃

集合論の公理の独立性を論じ、この概論の持

つ、数理哲学的な含蓄にふれる。

15 集合論のモデル 〃
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　　　　＝現代応用数学（R）＝

〔主任講師：伊理正夫（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現在の社会において実際に応用され役に立っている数理的手法を、数学的な立場から整理して講じ

る。しかし数学的な厳密性をあまり強調しすぎないように注意し、なるべく実際に手法が使われてい

る場面における動機つげを重視し、かつ具体的な問題に直面したときにそれをどう扱うべきかの行動

指針をも与えるよう努める。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然数（個数を数える）、整数（引算ができ

1
数と量と次元 る）、有理数（割算：ができる、比がとれる）、

ﾀ数（大小関係に璽Q隙間”がない）、複素数等
伊　理　正夫

一一 狽ﾌ体系 の数の体系の復習と、それぞれの実生活との関

Aにおける意味、役割の指摘。
（東京大学教授）

次元と単位；SI単位系、有効数字；璽璽…、

数と量と次元 T、G、　M、　K、　h、　da、　c、　m、　P、　n、…”

2 の記号；数学記号や量記号のJIS；人・日、円
〃

一物理：量の表現 ／人、kg／台、等々の便宜的な鯉次元”記法。

純粋な数と次元付の数（；量）；量の間の積

3
数と量と次元

齦ｨ理量の演算

等可能性〔乗除算：による単位の変換の規則。加
ｸ算：は同次元の量の間のみ可能であるという公

掾l；行列・ベクトル算における次元の役割
k行列A＝（aij）の要素aijの次元は〔i〕／1お

〃

の形でなければならないこと〕

多入力・多出力関係として把握される多くの

4

システムの数学一線形システム1： 実際的な例をあげる。入出力の各成分が属する
ﾂ、体〔実数（瞬時値）、複素数（定常振動等）

韓　　　太　舜

入出力関係
�ﾊ関係

時間関数の環とそのconvolutionと商体として
ﾌMi㎞si　nski演算子〕；重ね合せの原理；行 （専修大教授）
列表現、基底。

行列式、一次独立、階数、固有値、等々につ

システムの数学 いて極く原理的な計算手順つきで概説する。前

5 一・ ?`システム2： 回の例に即して例をあげる。
〃

線形代数の基本的
諸概念（その1）

同　上。

システムの数学
6 一線形システム3： 〃

線形代数の基本的
諸概念（その2）

出力を出さない入力（Ker）、実現される出力

システムの数学 （Im）；同じ出力を出す入力；いくつかの出力

7 一線形システム4： 端子からの出力が0になるように束縛したとき
〃

自由度の束縛と部 の入出力関係〔（ABCD）から（A－BD－1C）を
分空間、商空間 作る話〕
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

連結関係、因果関係を表すグラフ。グラフの

システムの数学 連結性、強連結性；k連結成分（k＝1、2、（3））、 佐　藤　　　創

8 一離散システム1：
@グラフ・関係・順

@序

強連結成分；無サイクルグラフと半順序；木と
笆ﾘ。例としては、道路網、通信網、持株関係、
鞄?Y出行列、group　dynamics（交友関係）、

（専修大助教授）

等々なるべく多種類。

最大流問題とその解法；マッチング問題とそ

システムの数学 の解法。（できれば既約分解、DM分解にもふ 韓　　　太　舜

9 一・ ｣散システム2：
れる。）

最大流とマヅチン （専修大　　教授）
グ

最短絡問題とその解法。最小木とgreedy

システムの数学 algorit㎞（マトロイド？）

10 一離散システム3： 〃

最短絡と最小木

行列の既約分解；DM分解とその応用。

システムの数学 佐　藤　　　創

11 一離散システム4：
差分方程式 （専修大助教授）

常微分方程式の形にモデル化される各種の現

システウの数学 実的な例。初期値問題、境界値問題、固有値問

12 一連続システム1： 題、過渡解析、定常：解析、演算子法、Fourier 〃、

常微分方程式モデ 変i換。

ル（その1）

安定性、振動（非線形の場合を含む）。惑星

システムの数学 運動、Van　der　Po1型の振動、……。

13 一連続システム2：
〃

常微分方程式モデ
ル（その2）

放物型、楕円型、双曲型の偏微分方程式とそ

システムの数学 の形に定式化される典型的な物理現象。できれ

14 ’一 A続システム3： ば非線形の例も取り入れる。 〃

偏微分方程式モデ
ル（その1）

前回の例の解法一極く一部（変数分離型も

システムの数学 扱うか？）

15 一連続システム4：
〃

偏微分方程式モデ
ル（その2）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最適化問題とは；線形計画法、非線形計画法

システムの数学 と例（生産計画、最適設計、等々） 韓　　　太四三
16 一：最適：化　1：

数理計画法 （専修大　　教授）

単体法の概要。

システムの数学
17 一最適化　2： 〃

積形計画問題の解

@

在庫管理、取替、待行列、信頼性。

システムの数学 佐　藤　　　創

18 一最適化　3：
確率モデル （専修大助教授）

待行列、信頼性

システムの数学
19 一一 ﾅ適化　4： 〃

：変分法

浮動小数点数、計算機の中での数の表現、誤

情報処理の数学 差とその伝播。（2進法、16進法についても簡 星　　　　　守
20 一数値情報処理1： 単に触れる。）

数の表現と誤差 （千葉大助教授）

平均、分数の計算法。補間法、補外法。

情報処理の数学
21 一数値情報処理2： 〃

統計計算、補間、
補外

数値微分、数値積分の原理と基本的な公式、

情報処理の数学 およびそれらの使用上の注意。

22 一・ 白l情報処理3： 〃

数値微分、数値積

ｪ

線形方程式系の解法（LU分解法）

情報処理の数学
23 一一 白l情報処理4： 〃

線形計算（その1）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最小二乗法（正規方程式を使わない方法につ

情報処理の数学 いて触れるか？） 星　　　　　守

24 一数値情報処理5＝
線形計算 （千葉大助教授）

（その2）

Newton法。

情報処理の数学
25 一・ 白l情報処理6：

〃

非線形方程式・代
数方程式

初期値問題の解法。Euler法、修正Euler

情報処理の数学 法、Runge－Ku七ta法。

26 一数値1青垣処理7：
〃

常微分方程式

放物型方程式の解（陽解法とその安定性、陰

情報処理の数学 解法）。楕円型方程式の解（Divichlet問題の 佐　藤　　　創．

27 一一 白l情報処理8：
@偏微分方程式

差分解法のみ）。

（専修大助教授）

計算複雑度、データ構造。数値椿報処理の各

情報処理の数学 種の例を跳め直す。疎行列表現法の例も。 星　　　　　守

28 一掴数値情報処理1：
@算法の複雑度とデ

　　　　－、～
i専修大助教授）

一二構造

ソーティングの算法。使用上の注意。

情報処理の数学
29 一非数値晴報処理2：

〃〃

ソーティング

計算機の中でのグラフの表現、地図の表現。

情報処理の数学 韓　　　太舜

30 」一 �白l清報処理3：

グラフと地図の表
（専修大　　教授）

現
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　　　　　　　　　　　　＝生理と心理＝
　　　　　　　　　　　〔主任講師：寒湿縫欝劉

全体のねらい

　心理学は人や動物が・それぞれの生活環境の中に旧いて、いかに適応するかを課題として於り、一

方・生理学は・肉体的機能に関する科学として、肉体の器官や組織に夢いて行われる諸過程の法則性

を明らかにしょうとする。そこで・両方の関係を取り上げようとすれば、ある種の心的過程に対応す

る有機体内の正確な生理学的過程が・いかに提示されうるかが中心課題となろう。この対応関係の提

示は・行動の理解に有効であり・また・異常行動の理解と精神衛生への道をも開ぐものと考えられる。

本講の視点は以上の点に齢かれる。

主な項目

（1）情報の受容と処理過程

（2）覚醒水準

（3）高次精神作用と生理学的基礎

（4）心身症の様相と治療
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＝都市問題と都市政策＝
〔主任講師欝欝難副

全体のねらい
都市問題を理解し都市政策を検討するためには、都市が複雑な大規模システムであり都市を構成す

る種々の要素が相互に関連しあっていることについての認識が必要である。今日の都市がかかえる代

表的な課題をとりあげ、都市そのものへの理解を深めつつ、過去の政策や新たなアイデアの検討を通

じて、都市に迫られている選択を明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 地域経済の変貌

　戦後に於ける地域経済の構造変化の実態を．

?福ﾆ所得を手がかりとしてつかみ、脱農と都

sの社会淘汰がどのようにして展開したかを明

轤ｩにする。あわせて入口比・ターン現象の意

｡をさぐりたい。

　伊　藤善　市
i東京女子大学教授）

@佐　貫　利雄
i日本開発銀行設備
且糟､究所副所長）

2
日本の工業化と都

s化

　明治維新以後の日本の歴史は、工業化と都市

ｻの歴史であった。日本の工業化の特徴をさぐ

閨A特に戦後においては、工業化と都市化とが

@の両面であることを多くの事実に：よって明ら

ｩにする。

　伊　藤善市

@加　藤　　　寛
i慶応i義塾大学教授）

3
向都市性を規定す
髣v因

　都市のごみごみした生活はごめんだ、と言わ

黷ﾈがら、なぜ四々は都市に集まってくるか。

ｱこでは職場という経済的要因のほかに、いろ

｢ろの非経済的要因について、理論的・実証的

ﾉ吟味する。

伊　：藤善　市

ｴ　水　馨八郎
i千葉大学教授）

4
地域格差は縮少し

ｽか

現段階に澄ける地域開発の政策課題として、

ﾟ密、過疎、格差、環境という四つの問題があ

驕Bここでは、地域格差を測る方法とその実態

�ｾらかにし、格差縮小の政策手段と効果につ

｢て吟味する。

　伊　藤善市

@西　岡久　男
i青山学院大学教授）

5 過密都市と過大都市

　過密都市と過大都市の違いを明らかにし、前

ﾒが入れものと中味との間の社会的バランスを

緕ﾒが都市の適正規模論を問題にしていること

�_証し、過密是正のための政策について解明

ｷる。

　伊　藤善　市

@菊　竹清　訓
i東京女子大学教授）

6
山村、離島の過疎
竭

　過疎地域とは、人口が大幅に減少したために

ﾐ会生活を営むことが困難となった地域をさす。

ｱこでは、過疎の実態を明らかにし、過疎対策

ﾌ諸類型とその効果に：ついて、広い視野から比

r検討を加えたい。

伊　藤善　市

蛛@城　常　夫
i琉球大学教授）

7
地域開発と環境の

n造

　現在、工業化と都市化の進行に伴い、公害問

閧�ﾍじめとする環境破壊が深刻化している。

ｲとでは、開発がよりよき環境の創造と両立さ

ｹるために、なぜ発想の転換が必要であるかを

_じたい。

　伊藤　善　市

@鈴木　忠　義
i東京工業大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 開発理念の変遷

　戦後に：おける日本の開発政策の理念を類型化

ｵ、それが戦後における日本経済の復興、自立、

sx成長、高密度、高福祉社会の建設、人間居
Zの緯合的環境の創造という歴史的課題と対応

ｵていることを解明する。

　伊藤　善市

@阿　部　　　統
i東京工業大学教授）

9、 三全総の特質と
ﾋらい

　ここでは、三つの全国総合開発計画の特質を

芒r棟討し、第三次全国総合開発計画が、なぜ

闖Z構想をうち出したかを明らかにする。また、

Q1世紀に開ける地域政策について長期展望を
sう。

伊　藤善　市

ｯ河辺　　　淳
i国土庁事務次官）

10
国土利用計画と地

ｿ問題

　地域開発政策は、国土の有効利用面積を拡大

ｷるが、土地の効用を高めるために地価を上昇

ｳせる。この利益を公平に分配するための政策

�ｾらかにし、国土利用計画法のねらいと効果

ﾉついて吟味する。

　伊　藤善　市

@日　下　公　人

i長銀開発第一部長

11 地域開発と交通問題

　交通・通信体系の整備は地域開発の必要条件

ﾅある。これに地域住民のやる気が加わって十

ｪ条件が満たされるσここでは、総合交通シス

eムについて論じ、波及効果と逆流効果につい

ﾄ解明する。

伊　藤善　市

ｯ　本　良　平
i交通評論家）

12 地方中堅都市の育成

　過密、過疎、三差、環境という政策課題にこ

ｽえるためには、地方中堅都市を育成すること

ｪ必要である。それが果すべきいろいろな役割
ﾉ：ついて解明する。

　伊　藤善　市

@吉　田　達　男
i地域振興公団幹事）

13 地域開発と中小企業

　入間は職場のないところ、：職場に通勤できな

｢ところに定住しない。ここでは、地域開発が

?ｬ企業に与える影響は何か。また、成長業種
�ﾇのように：して育てるかについて解明する。

伊　藤善　市

ｴ成　忠　男

14 経済開発と社会開発

　地域主義政策の究極のねらいに、住民福祉の

?繧�}るζとにある。したがって、経済開発

ﾍ、そのための手段にすぎな矯。ここでは、福

モﾌ意味を明らかにし㍉社会開発のプログラムー

ﾉついて解明する。

伊　藤善　市

ｼ原　治　郎
i東京大学助教授）

15 美いハ都市づくり

　はじめに都市が「みやこ」と「いち」という

軏{的機能をもっていることを明らかにし、都

sに期待されている安全性、快適性、利便性、

|術性について論じ、美しい都市づくりの意義

�_ずる。

伊　藤善市

焉@藤錦樹
i交通公社主任研

?�j

㌔　　2
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 大都市の成長と衰退

17
都市の土地利用の
ｮ態．

18 土地問題と住宅問題

19 土地問題の背景

’20 土地政策の検討

21
商業業務地区の再

J発

22 高密市街地の整備

23 郊外住宅地の整備

24
居住環境の改善と

薗S

25
コミュニティ活動
ﾌ役割と発展

、
、

26
都市生活上の弱者
ﾖの配慮

27 交通混雑への対応

28
都市廃棄物処理の

lえ方

29 都市の安全の費用

30 新たな都市の運営
�ﾟざして
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＝人口・食糧・資源1＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　一人口・資源一

　　　　　　　　〔主任講師：購講灘昊螺霧所）〕

全体のねらい

　人類にとって、基本的に：最も重要である入口と資源の問題を対象として、その本質や問題所在を明

らかにした上で、世界と日本に澄けるこれ迄の問題展開、現状そしてその将来を筋を通して分析する。

さらに三三にいい立てられている入口危機や資源危機が本当に差し迫り重大化しているのかどうか等

のその虚実を検討し、入類が快適にかつ永遠に生存していけるようにするためには、どうすべきかを
考究してみたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 世界　の　人　口

　過去から現在に至る期間に地球上の入口がどのように増加してきたかを概観し、産業革命後の・一つの増加期と第2次大戦後の入口爆発の意

`を説明する。将来における世界人口の増加の
¥測についても述べ、入口問題の重要性を指摘
ｷる。

　岡　崎　陽　一一
i厚生省入口問題研）究所所長

2 開発途上国の入口

　開発途上国の入口爆発の原因を高出生率と低

?S率の両面から説明し、ついで入口増加が経

ﾏ社会開発の障害要因となる事情について考え

驕Bさらに入口増加抑制のための政策について

燒ｾする。

同　上

3 先進国の入口

　先進国の入口が多産多死から少産：少死に転換

ｵた過程を概説し、出生率低下のメカニズムと

?S率低下の原因を説明する。ついで人口都市

W中の問題ならびに入口老齢化の進行に伴って

ｶじている諸問題について考える。

同　上

4 日本人口㊥動向

@’

　日本入口の長期間にわたる動向を概説し、と

ｭに明治以降の入口増加と第2次大戦後の変化

ﾉついて説明する。出生率と死亡率の低下、そ

黷ﾉ伴う年齢構成の変化と将来人口見通しにつ

｢て考える。

同　上

5
日本に：惚ける地域

?福ﾌ変化

　入口都市化は明治以降進行しているが第2次
蜷甯繧ﾆくに急激になった。しかし最近地域開
ｭの推進、産業構造の変化によりUターン、J
^ーンなどの変貌があらわれている。これらの
�ｵを分析し、将来望ましい人口分布はどうあ
驍ﾗきかについて考える。

同　上

6 高齢化社会の問題

　わが国は今後、西欧諸国が経験しなかったほ

ﾇに急速かつ深刻な高齢化社会をむかえようと

ｵている。その原因と実情について説明し、さ

轤ﾉその中で発生する諸問題、中高年入口問題

w諶ﾒ対策などについて説明する。

同　上

7 資源問題入門

　資源問題とは一体何なのかを正面切ってとり

?ｰ、まず問題の本質や真の所在、その基本的

?阯v因、その課題および問題の範囲・対象を

ｾ確化する。さらに資源の定義やその分類・整

揩�熏lえる。

　深　海　博　明

i慶応義塾大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず有史以来現在に至る世界資源問題の大き
な展開過程を概観し、次に日本に重点をおいて、

8 資源問題の展開過程 明治維新以来の展望過程を考察する。さらに1960
N代以来の資源問題の新しい登場ないし挑戦の

深海　博　明

展開をとらえて分析を行い、資源問題の現段階

をも解明する。

種々提起されている資源危機論を対象に、そ
の分類・整理を大胆に行うとともに：、地球資源

9 資源危機の虚実 や環境の物理的枯渇が差し迫っているのかどう
ｩを、地球の資源力や埋蔵量の検討等から、大

同　上

きく評価・判断し、さらに現在の危機の基本的

性格（人為的危機）を明示する。

1973年の第1次石油危機以来、最大の関心の

10
石油・エネルギー
ﾌケース・スタディ

対象となった石油エネルギーをとりあげ、ケー
X・スタディを行う。1980年代に入って危機論
ｩら楽観論への問題状況の転換が何故生じたの
ｩ、石油枯渇は何時重大化するのか、石油・エ
lルギー危機をすでに乗り切ったと楽観視でき

同　上

るのかどうか等を検討する。

世界の資源の賦存・供給と需要・消費の偏在

11
世界の資源需給の

¥造

性を考察し、それと関連させて世界資源需給の

ｮ向とパターンを総合的に分析する。さらに国

ﾛ大資本の存在と今後の役割、そして世界資源
同　上

貿易や資源市場についても説明する。

日本は世界で資源最稀少国といわれているが、
本当にそうなのかどうか、何故稀少国なのにご

12
日本の資源問題の
ﾁ徴・特殊性

れだけ＝豊かな経済活動や生活を営めるのかの問

闊ﾓ：識に中心を澄いて、世界の資源循環に占め
同　上

る日本の地位・特徴・特殊性を分析する。

社会科学とくに：経済学に重点をおいて、資源

問題はこれまで理論的にどのように分析されて

13 資源問題の理論分析 きたのか、現段階でどんな新しい分析が展開さ 同　上

れつつあるのか、資源問題の十分な理論的解明

は可能なのかどうか、資源問題のもつ根本的な
挑戦とは何か等を考察する。

資源問題解決のための政策は、どのような基

14
資源政策の体系と
綷

本目標なり基本前提の下に、どう立案・実施さ

黷ﾄいくべきかの問題を、総合的戦略と具体的

尞pとの双：方から体系的に分析を加える。

同　上

今後世界と日本の資源問題はどのように展開

15
今後の展望と対応

ﾌあり方

していくのか、その将来を決定する要因は何か、

?@を回避するためにはどんな発想の転換なり

ﾎ応策が必要であるかを、日本に中心を旧いて考
同上

回し、各自の問題として真剣に受け止め、解決

に努力する必要性を指摘する。
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　　　　　　　　＝人口・食糧・資源皿＝
　　　　　　　　　　　　　　　　一こ口　・食糧一

　　　　　　　　　〔主任講師潅離肇欝欝授）〕

全体のねらい

　有限の地球にふえ続ける人類が生存していく道は厳しいものがある。そこでの焦点は、人口増加と

資源・食糧とのバランスをどのように図るかにある。後期の授業では、とくに入口と食糧に課題をも

とめて考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 経済社会と入口変動

　経済社会の発展と多産多死から少産少死にい

ｽる入口転換過程と対比を考える。， 　安川　正　彬
i慶応義塾大学教授〉

2 人口変動の仕組み

第一次産業から第三次産業への構造変化にか

ｩわる入口移動の姿を検討し、入口転換との関

Aを加えて入口学の基本をさぐる。 同　上

3
入口学説と時代的

w景

　入口と経済の学説の変遷をたどり、その時代

I背景を概観する。

同　上

4 適度人口を測る

一一 曹ﾌ適度入口はいくらか。それはどのよう

ﾉ測ることができるか◎適度入口をめぐる学説

ﾆ計測の可能性をさぐる。 同　上

5 入口増加と経済成長

　人口増加は経済成長へのプラス要因かマイナ

X要因か。経済成長論を通じて、先進国と発展
r上国との対比を検討する。 同　上

6 有限の地球と入口

　入類生存への道は、入口の将来に何を目標に

uくべきか。有限の地球への認識を強調して、

ﾃ止人口を目標設定とする必要を強調する。 同　上

7 入口と食生活

　人口が増加する場合はもちろんのこと減少す

髀鼾№熕H糧：消費は増加することがある。それ

ﾍ生活水準が向上するからであり、そこにはい

?｢ろな段階がある。

唯　三三　彦
i千葉大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

世界は長期的に食糧消費の増加傾向にあるが、

地球はこれに適応できるのだろうか。植物の光

8 地球の食糧供給能力 合成能力と環境条件から潜在生産力の推定を行 唯是　康彦
う。

人口爆発の震源地は開発途上国であるが、そ

9
開発途上国と緑の

v命

の食糧供給はどのようにしてなされるか。緑の

v命は・一つの希望であるが、そこにはまた多く

ﾌ問題が山積している。

同　上

食：糧原料の一端を担う水産業は日本人にとつ

てとくに重要であるが、地球の有限性のために

10 世界の水産資源 供給制限が発生し、それが200海里問題として 同　上

顕在化している。

世界の食糧問題は決して長期問題にとどまる

ことなく、現在の貿易構造に投影されて、国際

11 食　糧　　戦　略 政治と密接な関係をもつようになった。その有 同　上

効性と影響は何か。

不安定な世界の食糧需給関係の中にあって、

日本の食糧自給率は国際的にみてきわめて低い

12 日本の食糧自給率 といわれる。自給率の考え方、現状の実態その 同　上

問題点と対策について述べる。

食糧需給の不安定性は具体的には価格水準と

アグリビジネスと その変動に反映されるが、この点で原料生産と

13 食品価格（農業関 最終消費をつなぐアグリビ2ネスが、重要な役 同　上

連産業） 割を果す。

食糧：の安定供給は世界にとっても日本にとつ

ても重要であるが、他面で消費者は安い食糧を

14 農業政策と財政負担 欲しているし、供給者はそれで生計をたててゆ 同　上

かねばならない。その点で農政の在り方が究明

される。

食糧：生産は生態系と密接な関係をもって澄り、

その関係の中から技術体系が確立してくるし、

15 生態系・技術・入口 食：生活も成立してくる。食糧と入口の関係もこ 同　上

こにi基礎iを置くことになる。

一559一


	目次
	1.基本科目
	1 現代の人間観と世界観
	2 人間の歴史
	3 文化の形成と普及
	4 文学と芸術
	5 生活と芸術
	6 日本の教育
	7 人間と社会
	8 社会生活と法
	9 比較政治Ⅰ
	10 比較政治Ⅱ
	11 比較経済・経営・社会
	12 日本経済と産業と企業
	13 地球と宇宙
	14 物質とエネルギー
	15 人間の生物学
	16 日本の自然
	17 数学と人間生活

	2.基礎科目
	18 哲学の基礎
	19 古代中国の思想
	20 近代の思想
	21 現代の思想
	22 世界史と時代意識
	23 比較思想論
	24 コミュニケーションと言語
	25 思考と論理
	26 人文地理学
	27 行動科学
	28 心理学概論Ⅰ
	29 心理学概論Ⅱ
	30 教育学概論
	31 日本語の基礎
	32 作歌・作句
	33 国家と法Ⅰ
	34 国家と法Ⅱ
	35 現代の経済と経済分析
	36 会計学
	37 社会科学の成立と発展
	38 現代社会論Ⅰ
	39 現代社会論Ⅱ
	40 社会調査
	41 数理計画法入門
	42 基礎数学Ⅰ
	43 基礎数学Ⅱ
	44 基礎数学Ⅲ
	45 基礎物理学Ⅰ
	46 基礎物理学Ⅱ
	47 基礎化学
	48 基礎生物学
	49 基礎宇宙地球科学
	50 確率論・統計学
	51 自然系実験

	3.外国語
	52 英語Ⅰ
	53 英語Ⅱ-A
	54 英語Ⅱ-B1
	55 英語Ⅱ-B2
	56 独語Ⅰ
	57 独語Ⅱ-A
	58 独語Ⅱ-B1
	59 独語Ⅱ-B2
	60 仏語Ⅰ
	61 仏語Ⅱ-A
	62 仏語Ⅱ-B1
	63 仏語Ⅱ-B2
	64 ロシア語
	65 中国語
	67 スペイン語

	4.保健体育
	68 保健体育

	5.専門科目
	70 生活史
	71 家庭の本質
	72 生活の社会学
	73 衣服論
	74 食生活論
	75 住居Ⅰ
	76 住居Ⅱ
	77 住居Ⅲ
	78 家庭経営学
	79 家庭経済学
	80 家族関係
	81 生活福祉
	82 母子保健
	83 成人の保健
	84 老人の保健
	85 青少年の保健Ⅰ
	86 青少年の保健Ⅱ
	87 精神衛生
	89 衣生活概論
	90 衣生活の科学
	91 食物総論
	92 食物各論
	93 余暇生活
	95 教育思想
	96 児童観
	97 発達心理学Ⅰ
	98 発達心理学Ⅱ
	99 学習心理学Ⅰ
	100 学習心理学Ⅱ
	101 臨床心理学
	102 深層心理学
	103 教育社会学
	104 教育の方法
	106 道徳教育
	107 情操の教育
	108 家庭教育
	109 学校教育
	100 地域社会と学校
	111 言語と教育
	112 文化と精神発達
	113 青少年文化
	114 青少年の指導
	115 カウンセリング
	116 パーソナリティ論
	117 人間関係論
	118 知能と創造性
	119 認知と思考
	110 教育評価
	121 乳幼児の健康と心理
	122 児童の心理と教育
	123 青年の心理と教育
	124 障害児の心理と教育
	125 生涯教育論
	126 言語障害
	128 犯罪と法
	129 現代の裁判
	130 日常生活と法
	131 取引と企業の法
	132 日本の社会と法
	133 経済活動と法
	134 国際社会と法
	135 労働問題と法
	136 政治思想Ⅰ
	137 政治思想Ⅱ
	138 現代政治理論
	139 現代の政治生活
	140 現代の国際政治
	141 日本の政治
	142 政治史Ⅰ
	143 政治史Ⅱ
	144 政策科学
	145 近代経済思想
	146 経済発展論
	147 産業組織論
	148 中小企業論
	150 日本経済史
	151 欧米経済史
	152 財政と金融
	153 社会学の理論Ⅰ
	154 社会学の理論Ⅱ
	155 社会構造と社会変動
	156 地域社会学
	157 地域と生活
	158 マスコミュニケーション論Ⅰ
	159 マスコミュニケーション論Ⅱ
	162 産業技術の動向Ⅰ
	164 産業社会学
	165 産業地理学
	166 産業と情報
	167 産業と企業
	168 産業と資源
	169 産業と環境
	170 経営管理Ⅰ
	171 経営管理Ⅱ
	172 人事・労務管理
	173 労働経済学
	174 経営分析と財務管理
	175 企業と会計Ⅰ
	176 企業と会計Ⅱ
	177 マーケティング
	178 経営組織論
	179 経営戦略
	180 生産管理とOR
	181 経営科学
	182 システム工学
	83 人間工学
	184 情報工学
	185 計測と制御
	186 設計工学
	187 物質工学
	188 エネルギー工学
	189 流通と商業
	190 サービス産業論
	191 交通と通信
	193 哲学的人間学
	194 知識と学問の構造
	195 行為と規範
	197 文化人類学
	198 アメリカ論Ⅰ
	199 アメリカ論Ⅱ
	200 アジア論Ⅰ
	201 アジア論Ⅱ
	202 ヨーロッパ論Ⅰ
	204 アフリカ論
	206 哲学思想史
	207 社会思想史
	208 宗教理論と宗教史
	209 歴史の理論
	210 記号と人間
	211 構造と解釈
	212 美術史と美術理論
	213 音楽史と音楽論
	215 文芸史と文芸理論
	216 民族と音楽
	217 日本言語文化論
	218 和文古典Ⅰ
	219 和文古典Ⅱ
	220 和文古典Ⅲ
	221 和文古典Ⅳ
	222 漢文古典Ⅰ
	223 漢文古典Ⅱ
	224 近代文芸Ⅰ
	226 イギリスの言語文化
	227 アメリカの言語文化
	228 ドイツの言語文化
	229 フランスの言語文化
	230 ロシアの言語文化
	231 西洋古典
	233 物理科学史
	234 生命科学史
	235 宇宙の構造と進化
	236 太陽系の科学
	238 地球の科学Ⅰ
	239 地球の科学Ⅱ
	240 地球像の変遷
	241 大気と海洋
	242 生態学概論
	243 現代資源論
	244 現代物理学Ⅰ
	245 現代物理学Ⅱ
	246 物質の科学Ⅰ
	248 脳と行動
	249 生命のしくみⅠ
	250 生命のしくみⅡ
	251 集団遺伝学
	252 動物の行動
	253 植物の生理
	254 植物と菌の系統と進化
	255 動物の進化
	256 統計学特論
	257 データ解析法
	258 数値計算とデータ処理
	259 現代数学特論Ⅰ
	261 現代応用数学

	6.総合科目
	264 生理と心理
	265 都市問題と都市政策
	267 人口・食糧・資源Ⅰ


